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中
古
・
中
世
句
題
和
歌
一
覧
（
稿
）

�

森
田
貴
之　
　

阿
尾
あ
す
か　
　

小
山
順
子　
　
　
　

�

竹
島
一
希　
　

蔦　

清
行　
　
　

山
中
延
之　
　
　
　

　　　

本
報
告
書
は
、
中
古
・
中
世
に
作
ら
れ
た
漢
詩
句
・
漢
文
摘
句
を
句
題
と
す
る
和
歌
を
一
覧
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
句
題
和
歌
は
、
和
歌
史
に
お
い
て
、
営
々
と
詠
ま
れ

続
け
、
各
作
者
・
作
品
単
位
で
の
研
究
も
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
個
々
の
私
家
集
に
散
ら
ば

る
各
作
品
を
一
覧
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
句
題
和
歌
史
の
全
貌
を
把
握
す
る
こ
と
に
は
課
題

も
多
い
。

　

そ
こ
で
、
本
一
覧
で
は
、
各
家
集
・
作
品
か
ら
句
題
和
歌
を
原
拠
作
品
と
と
も
に
集
成
し
、
ま
た
、

同
一
句
題
を
持
つ
他
作
品
を
簡
便
に
把
握
し
、
相
互
に
通
覧
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
中
世
以
前
に
編
ま
れ
た
句
題
和
歌
の
広
が
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
作
品
相
互
の
関
係
を
知
る

手
が
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
、
句
題
が
明
示
さ
れ
て
い
る
も
の
、
五
首
以
上
の
句
題
和
歌
を
持
つ
作
品
の
み

を
対
象
と
し
て
お
り
、
断
片
的
に
収
め
ら
れ
た
句
題
和
歌
、
和
歌
の
内
容
か
ら
句
題
和
歌
と
判
別
で

き
る
が
句
題
が
明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
作
品
、
漢
故
事
な
ど
を
踏
ま
え
た
作
品
な
ど
は
収
録
し
て
い

な
い
。

【
収
録
作
品
一
覧
】

　

収
録
作
品
は
、以
下
の
通
り
で
あ
る
。（　

）
内
は
本
稿
に
お
け
る
略
称
。
お
よ
そ
成
立
順
に
よ
っ

て
配
列
し
た
が
、
⑲
・
⑳
な
ど
明
ら
か
に
同
一
句
題
を
組
題
と
し
て
共
有
す
る
作
品
に
つ
い
て
は
、

先
行
す
る
作
品
に
併
記
し
て
収
録
し
て
い
る
。

①
大
江
千
里
「
句
題
和
歌
」（『
千
里
集
』
よ
り
）
一
一
五
首
：（
千
）

②
藤
原
高
遠
『
大
弐
高
遠
集
』
よ
り
四
六
首
：（
高
）

③
源
道
済
『
道
済
集
』
よ
り
一
〇
首
：（
道
）

④
大
江
匡
房
『
匡
房
集
』
よ
り
一
〇
首
：（
匡
）

⑤
祝
部
成
仲
『
成
仲
集
』
よ
り
五
首
：（
成
）

⑥
藤
原
隆
房
『
朗
詠
百
首
』
九
九
首
：（
朗
）

⑦
慈
円
「
文
集
百
首
」（『
拾
玉
集
』
よ
り
）
一
〇
〇
首
：（
慈
）

⑧
藤
原
定
家
「
文
集
百
首
」（『
拾
遺
愚
草
員
外
』
よ
り
）
一
〇
〇
首
：（
定
）

⑨
寂
身
「
文
集
百
首
」（『
寂
身
集
』
よ
り
）
四
〇
首
：（
寂
）

⑩
源
光
行
『
百
詠
和
歌
』
二
四
〇
首
：（
百
）

⑪
土
御
門
院
「
句
題
五
十
首
（
二
種
）」（『
土
御
門
院
御
集
』
よ
り
）
一
〇
〇
首
：（
土
）

⑫
藤
原
為
家
「
朗
詠
百
首
」（『
夫
木
抄
』
よ
り
）
九
首
：（
為
）

⑬
葉
室
光
俊
『
閑
放
集
』
よ
り
一
三
首
：（
光
）

⑭
一
条
実
経
『
円
明
寺
関
白
集
』
よ
り
八
首
：（
円
）

⑮
源
資
平
『
資
平
集
』
よ
り
一
〇
首
：（
資
）

⑯
飛
鳥
井
雅
有
『
隣
女
集
』
よ
り
一
五
首
：（
雅
）

⑰
日
野
俊
光
『
俊
光
集
』
よ
り
七
首
：（
俊
）

⑱
伏
見
院
『
伏
見
院
御
集
』
よ
り
七
首
：（
伏
）

⑲
頓
阿
他
『
頓
阿
句
題
百
首
』
五
〇
〇
首
：（
頓
）

⑳
三
条
西
公
条
『
称
名
院
句
題
百
首
』
一
〇
〇
首
：（
称
）

㉑
三
条
西
実
連
『
三
条
西
実
連
詠
草
』
よ
り
「
五
十
首
詠
草　

古
集
五
言
一
句
為
題
／
春
十
首
」
ほ

か
一
六
首
：（
連
）

㉒
『
竹
内
僧
正
家
句
題
歌
』
四
〇
首
：（
竹
）

㉓
『
古
文
孝
経
和
歌
』
二
一
首
：（
孝
）

㉔
永
正
元
年
八
月
二
五
日
「
禁
裏
月
次
御
会
和
歌
」
八
七
首
：（
禁
）

㉕
「
水
無
瀬
殿
法
楽
和
歌
（
文
集
百
首
）」
一
〇
〇
首
：（
水
）

㉖
三
条
西
実
隆
「
夏
日
詠
百
首
（
文
集
百
首
）」
一
〇
〇
首
：（
実
）　

㉗
「
聖
廟
法
楽
和
歌
（
杜
甫
句
題
五
十
首
）」
五
〇
首
：（
聖
）  

【
担
当
】
下
記
の
者
が
礎
稿
を
担
当
し
、
相
互
に
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
統
一
を
図
っ
た
。

　

 

森
田
貴
之　

 

…　

総
合
編
集
、
①
（
千
）、
⑩
（
百
）、
⑮
（
資
）

　

 

阿
尾
あ
す
か 

…　

⑥
（
朗
）、
⑰
（
俊
）、
⑱
（
伏
）

　

 

小
山
順
子　

 

…　

各
略
解
説
、②
（
高
）、③
（
道
）、④
（
匡
）、⑤
（
成
）、⑫
（
為
）、⑬
（
光
）、

　

 　

 　
　
　
　
　
　

⑭
（
円
）、
㉑
（
連
）、
㉒
（
竹
）、
㉓
（
孝
）、
㉔
（
禁
）、
㉗
（
聖
）

　
 

竹
島
一
希　

 

…　

㉕
（
水
）、
㉖
（
実
）

　
 

蔦　

清
行　

 

…　

⑪
（
土
）、
⑲
（
頓
）、
⑳
（
称
）

　

 
山
中
延
之　

 

…　

⑦
（
慈
）、
⑧
（
定
）、
⑨
（
寂
）、
⑯
（
雅
）

【
凡
例
】

　

【
略
解
説
】
…
各
作
品
冒
頭
に
当
該
作
品
の
解
説
を
付
し
た
。

　

【
参
考
】
…
主
た
る
先
行
研
究
を
示
し
た
。
句
題
の
推
定
等
に
お
い
て
参
照
し
た
。
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【
底
本
】
…
各
作
品
の
底
本
を
示
し
た
。
た
だ
し
、
先
行
研
究
の
知
見
に
従
い
、
校
訂
し
た
箇
所

も
あ
る
。
な
お
、【
本
文
】
は
、〈
句
題
原
詩
〉〈
句
題
典
拠
〉
な
ど
の
箇
所
も
含
め

て
通
行
の
字
体
で
掲
出
し
た
。
踊
り
字
は
開
き
、
濁
点
を
適
宜
加
え
た
。

　

【
本
文
】

　

・
部
立
な
ど
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
を
掲
出
し
た
後
に
、
例
え
ば
（
千
1
）
な
ど
の
よ
う
に
、
本
一

覧
独
自
の
通
し
番
号
を
示
し
、
句
題
・
和
歌
の
順
に
掲
出
し
た
。
底
本
に
明
示
が
無
く
、
推
定

し
た
句
題
に
つ
い
て
は
（　

）
を
付
し
て
示
し
た
。
底
本
の
欠
字
は
〔　

〕
で
示
し
た
。

　

・
和
歌
末
尾
に
底
本
に
よ
る
和
歌
番
号
を
付
し
た
。

　

 

・〈
句
題
原
詩
（
原
文
）〉
に
、
句
題
の
出
典
情
報
な
ら
び
に
該
当
す
る
漢
詩
・
漢
文
を
示
し
た
。

原
則
と
し
て
八
句
以
内
の
詩
は
全
文
を
掲
出
し
た
が
、
適
宜
、
前
略
・
後
略
し
た
。
そ
の
場
合
、

（
前
略
）（
後
略
）
な
ど
の
形
で
示
し
て
あ
る
。
な
お
、
楽
府
な
ど
の
場
合
、
末
尾
に
ま
と
め
て

掲
出
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

  　

 　

な
お
、
原
詩
・
原
文
は
以
下
の
も
の
を
底
本
と
し
、
原
詩
・
原
文
の
掲
出
に
あ
た
っ
て
は
、

基
本
的
に
別
集
を
総
集
に
優
先
さ
せ
た
。
し
た
が
っ
て
、
句
題
と
原
詩
（
文
）
句
に
異
同
が
あ

る
場
合
も
あ
る
。

　

《
引
用
句
題
原
詩
・
原
文
底
本
》

　
　
『
雲
台
編
』
…
『
四
部
叢
刊
続
編
』
集
部

　
　
『
王
右
丞
文
集
』
…
古
典
研
究
会
叢
書
漢
籍
之
部
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）

　
　
『
温
飛
卿
詩
集
』
…
『
温
飛
卿
詩
集
箋
注
』（『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』）

　
　
『
韓
非
子
』
…
中
華
書
局
『
諸
子
集
成
』

　
　
『
玉
台
後
集
』
…�

傅
璇
琮
・
陳
尚
君
・
徐
俊
編
『
唐
人
選
唐
詩
新
編 

増
訂
本
』（
中
華
書
局
、

二
〇
一
四
年
）

　
　
『
元
氏
長
慶
集
』
…
冀
勤
点
校
『
元
稹
集
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
年
）

　
　
『
孝
経
』
…
新
釈
漢
文
大
系
『
孝
経
』（
明
治
書
院
、
一
九
八
六
年
）

　
　
『
寇
忠
愍
公
詩
集
』
…
『
四
部
叢
刊
』
集
部

　
　
『
古
今
合
璧
事
類
備
要
』
…
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』

　
　
『
山
谷
詩
集
注
』
…
『
山
谷
詩
集
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）

　
　
『
三
体
詩
』
…�

『
影
印
仮
名
つ
き
錦
繡
段
・
三
軆
詩
・
古
文
真
寶
』（
ク
レ
ス
出
版
、一
九
九
二
年
）

元
禄
八
年
版

　
　
『
司
空
表
聖
詩
集
』
…
『
四
部
叢
刊
』
集
部

　
　
『
詩
人
玉
屑
』
…
王
仲
聞
点
校
『
詩
人
玉
屑
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）

　
　
『
詩
話
総
亀
』
…
『
四
部
叢
刊
』
集
部

　
　
『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
…�

天
理
図
書
館
善
本
叢
書
漢
籍
之
部
三
・
四
『
集
千
家
註
杜
工
部

詩
集
』（
八
木
書
店
、
一
九
八
一
年
）

　
　
『
苕
溪
漁
隠
叢
話
』
…
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』

　
　
『
尚
書
』・『
毛
詩
』・『
春
秋
左
氏
伝
』
…
『
十
三
経
注
疏
』（
芸
文
印
書
館
）

　
　
『
初
学
記
』
…
『
初
学
記
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
）

　
　
『
翠
微
南
征
録
』
…
『
四
部
叢
刊
三
編
』
集
部

　
　
『
石
湖
居
士
詩
集
』
…
『
四
部
叢
刊
』
集
部

　
　
『
石
屛
詩
集
』
…
『
四
部
叢
刊
続
編
』
集
部

　
　
『
銭
考
功
集
』
…
『
四
部
叢
刊
』
集
部

　
　
『
全
唐
詩
』
…
『
全
唐
詩
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
〇
年
）

　
　

宋
之
問
詩
…
陶
敏
・
易
淑
瓊
校
注
『
沈
佺
期
宋
之
問
集
校
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
一
年
）

　
　
『
宋
詩
紀
事
』
…
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』

　
　
『
長
江
集
』
…
『
四
部
叢
刊
』
集
部

　
　
『
帝
範
』
…
内
閣
文
庫
蔵
寛
文
八
年
刊
本
（
図
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
）

　
　
『
丁
卯
詩
集
』
…
羅
時
進
箋
証
『
丁
卯
集
箋
證
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
二
年
）

　
　
『
唐
詩
紀
事
』
…
王
仲
鏞
校
箋
『
唐
詩
紀
事
校
箋
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）

　
　
『
南
陽
集
』
…
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』

　
　
『
白
氏
文
集
』
…�

『
白
氏
文
集
歌
詩
索
引
』（
同
朋
舎
、一
九
八
九
年
、底
本
・
那
波
道
円
本
）（『
歌

詩
索
引
』
未
収
部
分
に
つ
い
て
は
、『
那
波
本
白
氏
文
集
：
宮
内
庁
所
蔵
』〈
勉

誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
〉）

　
　
『
文
苑
英
華
』
…
『
文
苑
英
華
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
五
年
）

　
　
『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
…�

李
更
・
陳
新
校
証『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
校
證
』

（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）

　
　
『
文
選
』
…
『
文
選
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
五
年
）

　
　
『
遊
仙
窟
』
…
『
醍
醐
寺
藏
本
遊
仙
窟
總
索
引
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
五
年
）

　
　

劉
禹
錫
詩
…
陶
敏
・
陶
紅
雨
校
注
『
劉
禹
錫
全
集
編
年
校
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
九
年
）

　
　
『
李
嶠
百
二
十
詠
』
…
『
李
嶠
百
二
十
詠
索
引
』（
東
方
書
店
、
一
九
九
一
年
）

　
　
『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
…
日
本
古
典
文
学
大
系
『
菅
家
文
草 

菅
家
後
集
』（
岩
波
書
店
）

　
　
『
御
物
小
野
道
風
筆
屛
風
土
代
』
…
『
大
日
本
史
料
』
第
一
編
之
六

　
　
『
江
吏
部
集
』
…
群
書
類
従
（
文
筆
部
）

　
　
『
新
撰
万
葉
集
』
…
新
編
国
歌
大
観
（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
版
）

　
　
『
扶
桑
集
』
…
群
書
類
従
（
文
筆
部
）
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『
本
朝
文
粋
』
…
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
本
朝
文
粋
』（
岩
波
書
店
）

　
　
『
本
朝
麗
藻
』
…
大
曾
根
章
介
・
佐
伯
雅
子
共
編
『
校
本
本
朝
麗
藻
』（
汲
古
書
院
、一
九
九
二
年
）

　
　
『
類
聚
句
題
抄
』
…
本
間
洋
一
『
類
聚
句
題
抄
全
注
釈
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）

　
・〈
句
題
原
詩
（
原
文
）〉
の
う
ち
、
句
題
該
当
箇
所
に
は
傍
線
を
附
し
た
。
な
お
、
当
該
詩
文
が
、

同
一
作
品
（
併
記
し
た
作
品
）
内
で
、
後
出
す
る
和
歌
の
句
題
に
も
採
ら
れ
て
い
る
場
合
、
破

線
・
波
線
等
を
付
し
て
示
し
、
重
複
掲
載
は
避
け
た
。
後
出
箇
所
で
は
、
例
え
ば
、（
千
1
）

に
既
出
、
と
の
み
示
し
て
い
る
。
前
掲
箇
所
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

・
当
該
句
題
な
い
し
そ
の
一
部
が
『
千
載
佳
句
』『
和
漢
朗
詠
集
』『
新
撰
朗
詠
集
』
に
収
録
さ
れ

て
い
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
底
本
と
し
た
各
文
献
の
番
号
を
用
い
て
、〈
句
題
他
出
〉
に
示
し
た
。

各
他
出
文
献
底
本
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

  

　
　
《
他
出
文
献
底
本
》

　
　
『
千
載
佳
句
』
…�

金
子
彦
二
郎
『
平
安
時
代
文
学
と
白
氏
文
集　

第
1
巻
〈
句
題
和
歌
、
千
載

佳
句
研
究
篇
〉』（
培
風
館
、
一
九
四
三
年
）

　
　
『
和
漢
朗
詠
集
』
…�

『
新
編
国
歌
大
観
』（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ『
日
本
文
学W

eb

図
書
館
』所
収
）

　
　
『
新
撰
朗
詠
集
』
…�

『
新
編
国
歌
大
観
』（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ『
日
本
文
学W

eb

図
書
館
』所
収
）

　

・『
朗
詠
百
首
』
な
ど
、〈
句
題
原
詩
（
原
文
）〉
に
直
接
拠
ら
な
い
作
品
に
つ
い
て
は
、〈
句
題
典

拠
〉
と
し
、
そ
の
原
詩
（
原
文
）
が
不
明
の
場
合
、〈
句
題
典
拠
〉
所
収
の
原
詩
（
原
文
）
を

掲
げ
、〈
句
題
典
拠
〉
作
品
に
記
載
さ
れ
た
詩
題
・
作
者
名
を
（「
詩
題
」
作
者
）
と
い
う
形
で

補
っ
た
。
な
お
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
詩
題
等
は
、
和
歌
文
学
大
系
『
和
漢
朗
詠
集　

新
撰
朗

詠
集
』（
明
治
書
院
）
に
よ
っ
た
。

　

・
当
該
句
題
な
い
し
そ
の
一
部
が
、
他
の
作
品
の
句
題
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
、〈
同
一

句
題
〉
と
し
て
示
し
た
（『
新
編
国
歌
大
観
』・『
新
編
私
家
集
大
成
』
を
用
い
た
）。
そ
の
作
品

が
本
一
覧
収
録
作
品
の
場
合
に
は
、
閲
覧
の
便
の
た
め
、
本
一
覧
の
通
し
番
号
で
示
し
、
そ
れ

以
外
の
作
品
の
場
合
に
は
、「
作
者
『
歌
集
名
』
国
歌
大
観
番
号
（
新
編
私
家
集
大
成
番
号
）「
句

題
」
和
歌
」
と
い
う
形
で
示
し
た
。

①
大
江
千
里
「
句
題
和
歌
」（『
千
里
集
』）（
千
1
～
千
115
）

【
略
解
説
】

大
江
千
里
（
生
没
年
未
詳
、九
世
紀
半
ば
～
一
〇
世
紀
初
め
）
の
家
集
。『
千
里
集
』『
句
題
和
歌
』

と
題
さ
れ
る
。
宇
多
天
皇
よ
り
、
昔
か
ら
今
の
和
歌
の
献
進
を
命
じ
ら
れ
て
完
成
さ
せ
た
も
の
で

あ
る
と
、
寛
平
六
年
（
八
九
四
）
四
月
二
五
日
の
自
序
に
記
さ
れ
て
い
る
。
現
存
伝
本
は
一
二
五

首
で
、
五
言
ま
た
は
七
言
の
詩
句
一
句
を
題
と
し
て
い
る
。
句
題
と
し
て
用
い
ら
れ
る
詩
句
の
出

典
は
白
楽
天
七
四
句
、
元
稹
一
〇
句
を
は
じ
め
、
判
明
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
出
典
不
明
句

も
二
四
句
残
さ
れ
て
い
る
。
構
成
は
、
春
二
一
首
・
夏
一
四
首
・
秋
二
一
首
・
冬
一
二
首
・
風
月

一
一
首
・
遊
覧
一
三
首
・
離
別
一
二
首
・
述
懐
一
二
首
。
句
題
和
歌
で
は
な
い
自
詠
一
〇
首
は
「
詠

懐
」
と
し
て
部
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

【
参
考
】

金
子
彦
二
郎
『
平
安
時
代
文
学
と
白
氏
文
集　

句
題
和
歌
・
千
載
佳
句
研
究
編
』（
培
風
館
、
一

九
三
三
年
、
増
補
版
一
九
五
五
年
）、
平
野
由
紀
子
・
千
里
集
輪
読
会
『
千
里
集
全
釈
』（
風
間
書

房
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど

【
底
本
】
伝
寂
蓮
筆
本
『
千
里
集
』（『
古
筆
学
大
成
17　

私
家
集
一
』）
を
底
本
と
し
、『
千
里
集
全

釈
』
を
参
照
し
た
。

　

※
和
歌
番
号
は
『
新
編
国
歌
大
観
』（
底
本
・
書
陵
部
蔵
『
大
江
千
里
集
』）

　

※
句
題
和
歌
に
あ
た
ら
な
い
詠
懐
部
は
省
略
し
た

【
本
文
】

春（
千
1
）

　
　

咽
霧
山
鶯
啼
尚
少

や
ま
ふ
か
み
た
ち
く
る
霧
に
む
す
れ
ば
や
な
く
う
ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ
ま
れ
ら
な
る
（
一
）

〈
句
題
原
詩
〉
元
稹
『
元
氏
長
慶
集
』
巻
一
八
「
早
春
尋
李
校
書
」

　

款
款
春
風
澹
澹
雲　

柳
枝
低
作
翠

裙　

梅
含
鶏
舌
兼
紅
気　

江
弄
瓊
花
散
緑
紋

　

帯
霧
山
鶯
啼
尚
小　

穿
沙
蘆
筍
葉
纔
分　

今
朝
何
事
偏
相
覓　

撩
乱
芳
情
最
是
君

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
早
春
・
三
、『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
鶯
・
六
五

（
千
2
）

　
　

鶯
声
誘
引
来
花
下
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う
ぐ
ひ
す
の
な
き
つ
る
声
に
さ
そ
は
れ
て
花
の
も
と
に
ぞ
我
は
き
に
け
る
（
二
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
八
・
一
一
五
九
「
春
江
」

　
　

炎
涼
昏
暁
苦
推
遷　

不
覚
忠
州
已
二
年　

閉
閤
只
聴
朝
暮
鼓　

上
楼
空
望
往
来
船

　
　

鶯
声
誘
引
来
花
下　

草
色
勾
留
坐
水
辺　

唯
有
春
江
看
未
厭　

縈
砂
遶
石
淥
潺
湲

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
遊
牧
部
・
春
遊
・
八
五
三
、『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
鶯
・
六
七

〈
同
一
句
題
〉�（
慈
定
6
）、（
土
7
）、
木
下
幸
文
『
亮
々
遺
稿
』
三
二
「
鶯
声
誘
引
来
花
下
」、
香

川
景
樹
『
桂
園
一
枝
拾
遺
』
三
四
「
鶯
声
誘
引
来
花
下
」

（
千
3
）

　
　

偸
閑
何
処
無
尋
春

し
づ
か
な
る
と
き
を
も
と
め
て
い
づ
こ
に
か
花
の
あ
り
か
を
と
も
に
た
づ
ね
む
（
三
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
二
〇
・
一
三
八
七
「
歳
仮
内
命
酒
贈
周
判
官
蕭
恊
律
」

　
　

共
知
欲
老
流
年
急　

且
喜
新
正
仮
日
頻　

聞
健
此
時
相
勧
酔　

偸
閑
何
処
共
尋
春

　
　

脚
随
周
叟
行
猶
疾　

頭
比
蕭
翁
白
未
勻　

歳
酒
先
拈
辞
不
得　

被
君
推
作
少
年
人

（
千
4
）

　
　

花
枝
看
即
落
紛
紛

花
の
え
だ
を
り
つ
る
か
ら
に
ち
り
ま
が
ふ
に
ほ
ひ
の
あ
か
ず
お
も
ほ
ゆ
る
か
な
（
四
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
三
・
〇
七
〇
三
「
花
下
自
勧
酒
」

　
　

酒
盞
酌
来
須
満
満　

花
枝
看
即
落
紛
紛　

莫
言
三
十
是
年
少　

百
歳
三
分
已
一
分

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
草
木
部
・
花
宴
・
六
七
六

（
千
5
）

　
　

不
見
洛
陽
華

神
さ
び
て
ふ
り
ぬ
る
さ
と
に
す
む
人
は
み
や
こ
に
に
ほ
ふ
は
な
を
だ
に
み
ず
（
五
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
五
八
・
二
八
一
三
「
恨
去
年
」

　
　

老
去
猶
耽
酒　

春
来
不
著
家　

去
年
来
校
晩　

不
見
洛
陽
花

（
千
6
）

　
　

晩
帰
多
是
看
花
廻

い
ま
は
は
や
か
へ
り
き
な
ま
し
み
ち
な
り
し
は
な
を
み
し
ま
に
ほ
ど
ぞ
へ
に
け
る
（
六
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
五
八
・
二
八
一
四
「
早
出
晩
帰
」

　
　

早
起
或
因
携
酒
出　

晩
帰
多
是
看
花
廻　

若

風
景
長
閑
坐　

自
問
東
京
作
底
来

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
遊
牧
部
・
遊
宴
・
八
四
七

（
千
7
）

　
　

緑
糸
条
弱
不
勝
鶯

こ
づ
た
ひ
て
み
ど
り
の
糸
の
よ
は
け
れ
ば
う
ぐ
ひ
す
と
む
る
ち
か
ら
だ
に
な
し
（
七
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
六
四
・
三
一
四
〇
「
楊
柳
枝
詞
八
首
（
ノ
三
）」

　
　

依
依
嫋
嫋
復
青
青　

勾
引
清
風
無
恨
情　

白
雪
花
繁
空
撲
地　

緑
糸
条
弱
不
勝
鶯

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
草
木
部
・
柳
・
六
〇
八
、『
新
撰
朗
詠
集
』
春
部
・
柳
・
九
五

（
千
8
）

　
　

尋
花
不
問
春
深
浅

花
を
の
み
た
づ
ね
こ
し
ま
に
春
を
ま
だ
ふ
か
さ
あ
さ
さ
も
し
ら
れ
ざ
り
け
り
（
八
）

〈
句
題
原
詩
〉
朱
慶
余
「
同
友
人
看
花
」（『
全
唐
詩
』
巻
五
一
四
）

　
　

尋
花
不
問
春
深
浅　

縱
是
残
紅
也
入
詩　

毎
箇
樹
辺
行
一
匝　

誰
家
園
裏
最
多
時

（
千
9
）

　
　

狂
風
吹
送
毎
年
春

は
か
な
く
て
そ
ら
な
る
風
の
と
し
を
へ
て
春
ふ
き
を
く
る
こ
と
ぞ
あ
や
し
き
（
九
）

〈
句
題
原
詩
〉
元
稹
『
元
氏
長
慶
集
』
巻
一
六
「
杏
園
」

　
　

浩
浩
長
安
車
馬
塵　

狂
風
吹
送
毎
年
春　

門
前
本
是
虚
空
界　

何
事
栽
花
誤
世
人

（
千
10
）

　
　

春
暖
山
華
処
処
開

あ
た
た
け
き
春
の
山
辺
の
花
の
み
ぞ
と
こ
ろ
も
わ
か
ず
さ
き
み
だ
れ
け
る
（
一
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

（
千
11
）

　
　

落
尽
閑
花
不
見
人

あ
と
た
え
て
し
づ
け
き
山
に
さ
く
花
の
ち
り
は
つ
る
ま
で
み
る
人
も
な
し
（
一
一
）
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〈
句
題
原
詩
〉
元
稹
『
元
氏
長
慶
集
』
巻
一
六
「
晩
春
」

　
　

昼
静
檐
疏
燕
語
頻　

双
双
闘
雀
動
階
塵　

柴
扉
日
暮
随
風
掩　

落
尽
閑
花
不
見
人

〈
句
題
他
出
〉�『
千
載
佳
句
』
人
事
部
・
閑
居
・
四
五
一
、『
新
撰
朗
詠
集
』
雑
部
・
閑
居
・
五
七
五

〈
同
一
句
題
〉�
木
下
長
嘯
子
『
挙
白
集
』
四
二
七
「
長
楽
寺
に
て
之
俊
催
し
侍
り
け
る
会
に
、
落
尽

閑
花
不
見
人
」、
松
永
貞
徳
『
逍
遊
集
』
五
六
七
「
落
尽
閑
花
不
見
人
」

（
千
12
）

　
　

老
眼
花
前
暗

と
し
ふ
か
く
お
い
ぬ
る
人
の
か
な
し
き
は
さ
け
る
は
な
さ
へ
お
と
ろ
ふ
な
り
け
り
（
一
二
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
五
八
・
二
八
三
一
「
無
夢
」

　
　

老
眼
花
前
暗　

春
衣
雨
後
寒　

旧
詩
多
忘
却　

新
酒
且
嘗
看

　
　

拙
定
於
身
穏　

慵
応
趂
件
難　

漸
銷
名
利
想　

無
夢
到
長
安 

（
千
13
）

　
　

花
下
忘
帰
因
美
景

花
を
み
て
か
へ
ら
む
こ
と
の
わ
す
る
る
は
色
こ
き
は
な
に
よ
り
て
な
り
け
り
（
一
四
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
三
・
〇
六
一
六
「
酬
歌
舒
大
見
贈
」

　
　

去
歳
歓
遊
何
処
去　

曲
江
西
岸
杏
園
東　

花
下
忘
帰
因
美
景　

樽
前
勧
酒
是
春
風

　
　

各
従
微
宦
風
塵
裏　

共
度
流
年
離
別
中　

今
日
相
逢
愁
又
喜　

八
人
分
散
両
人
同

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
宴
喜
部
・
春
宴
・
六
九
五
、『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
春
興
・
一
八

〈
同
一
句
題
〉（
慈
定
9
）、（
円
3
）

（
千
14
）

　
　

歳
時
春
猶
少

と
し
月
に
ま
さ
る
と
し
な
し
と
思
へ
ば
や
は
る
し
も
つ
ね
に
す
く
な
か
る
ら
む
（
一
三
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
六
・
〇
九
二
一
「
晩
春
登
大
雲
寺
南
楼
贈
常
禅
師
」

　
　

花
尽
頭
新
白　

登
楼
意
若
何　

歳
時
春
日
少　

世
界
苦
人
多

　
　

愁
酔
非
因
酒　

悲
吟
不
是
歌　

求
師
治
此
病　

唯
勧
読
楞
伽

〈
同
一
句
題
〉（
慈
定
13
）、（
頓
称
14
）

（
千
15
）

　
　

送
春
那
得
不
慇
懃

あ
か
で
の
み
す
ぎ
ゆ
く
春
を
い
か
で
か
は
こ
こ
ろ
を
い
れ
て
を
し
ま
ざ
る
べ
き
（
一
五
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
七
・
一
〇
二
二
「
春
去
」

　
　

一
従
沢
畔
為
遷
客　

両
度
江
頭
送
暮
春　

白
髪
更
添
今
日
鬢　

青
衫
不
改
去
年
身

　
　

百
川
未
有
迴
流
水　

一
老
終
無
却
少
人　

四
十
六
時
三
月
尽　

送
春
争
得
不
殷
勤

〈
句
題
他
出
〉�『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
送
春
・
一
一
三
、『
新
撰
朗
詠
集
』
春
部
・
三
月
尽
・
四
五

（
千
16
）

　
　

春
光
只
是
有
明
朝

か
ね
て
よ
り
わ
が
を
し
み
こ
し
春
は
た
だ
あ
け
む
あ
し
た
ぞ
か
ぎ
り
な
る
べ
き
（
一
六
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
同
一
句
題
〉
小
沢
蘆
庵
『
六
帖
詠
草
』
二
八
二
「
春
光
只
是
在
明
朝
」

（
千
17
）

　
　

両
処
春
光
同
日
尽

は
る
を
の
み
こ
こ
も
か
し
こ
も
を
し
め
ど
も
み
な
お
な
じ
と
き
つ
き
ぬ
る
が
う
さ
（
一
七
）

〈
句
題
原
詩
〉�

白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
四
・
〇
七
六
七
「
酬
和
元
九
東
川
路
詩
十
二
首
（
ノ
一

一
「
望
駅
台
」）」

　
　

靖
安
宅
裏
当
窓
柳　

望
駅
台
前
撲
地
花　

両
処
春
光
同
日
尽　

居
人
思
客
客
思
家

（
千
18
）

　
　

春
翁
酒
易
悲

は
る
ば
る
に
あ
ひ
て
お
い
ぬ
る
身
な
れ
ば
や
ゑ
ひ
に
な
み
だ
の
あ
か
れ
ざ
る
ら
む
（
一
八
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
六
六
・
三
二
六
一
「
残
春
詠
懐
贈
楊
慕
巣
侍
郎
」

　
　

（
前
略
）

　
　

興󠄁
来
池
上
酌　

酔
出
袖
中
詩　

静
話
開
襟
久　

閑
吟
放
盞
遅

　
　

落
花
無
限
雪　

残
鬢
幾
多
糸　

莫
説
傷
心
事　

春
風
酒
易
悲

（
千
19
）

　

（
可
憐
虚
度
好
春
朝
）

あ
は
れ
と
も
わ
が
身
の
み
こ
そ
お
も
ほ
ゆ
れ
は
か
な
き
は
る
を
す
ぐ
し
き
ぬ
れ
ば
（
一
九
）
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〈
句
題
原
詩
〉
元
稹
『
元
氏
長
慶
集
』
巻
二
一
「
酬
楽
天
三
月
三
日
見
寄
」

　
　

常
年
此
日
花
前
酔　

今
日
花
前
病
裏
銷　

独
倚
破
簾
閑
悵
望　

可
憐
虚
度
好
春
朝

（
千
20
）

　
　

惆
悵
春
帰
不
留
得

な
げ
き
つ
つ
す
ぎ
ゆ
く
春
を
を
し
め
ど
も
あ
ま
つ
そ
ら
か
ら
ふ
り
す
て
て
ゆ
く
（
二
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
三
・
〇
六
三
一
「
三
月
三
十
日
題
慈
恩
寺
」

　
　

慈
恩
春
色
今
朝
尽　

尽
日
徘
徊
倚
寺
門　

惆
悵
春
帰
留
不
得　

紫
藤
花
下
漸
黄
昏

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
送
春
・
一
一
五
、『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
三
月
尽
・
五
二

（
千
21
）

　
　

一
歳
唯
残
半
日
春

ひ
と
と
せ
に
ま
た
ふ
た
た
び
も
こ
じ
も
の
を
た
だ
ひ
る
な
か
ぞ
は
る
は
の
こ
れ
る
（
二
一
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
六
四
・
三
一
三
一
「
三
月
晦
日
日
晩
聞
鳥
声
」

　
　

晩
来
林
鳥
語
殷
勤　

似
惜
風
光
説
向
人　

遣
脱
破
袍
労
報
暖　

催
沽
美
酒
敢
辞
貧

　
　

声
声
勧
酔
応
須
酔　

一
歳
唯
残
半
日
春

〈
同
一
句
題
〉�（
高
43
）、三
条
西
実
隆
『
再
昌
草
』
一
五
六
三
「
同
（
三
月
尽
、宰
相
中
将
和
漢
会
）、

詩
歌　

唯
残
半
日
春
」

夏（
千
22
）

　
　

春
条
長
足
夏
陰
盛

こ
の
め
（
も
え
）
は
る
さ
か
え
こ
し
え
だ
な
れ
ば
な
つ
の
か
げ
と
ぞ
な
り
ま
さ
り
け
る
（
二
二
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
二
〇
・
一
三
七
〇
「
樟
亭
双
桜
樹
」

　
　

南
館
西
軒
両
樹
桜　

春
条
長
足
夏
陰
成　

素
華
朱
実
今
雖
尽　

碧
葉
風
来
別
有
情

（
千
23
）

　
　

鶯
多
過
春
語

う
ぐ
ひ
す
は
す
ぎ
に
し
春
を
を
し
み
つ
つ
な
く
こ
ゑ
お
ほ
き
こ
ろ
に
ぞ
あ
り
け
る
（
二
五
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
五
三
・
二
三
三
九
「
病
中
書
事
」

　
　

三
載
臥
山
城　

閑
知
節
物
情　

鶯
多
過
春
語　

蟬
不
待
秋
鳴

　
　

気
嗽
因
寒
発　

風
痰
欲
雨
生　

病
身
無
所
用　

唯
解
卜
陰
晴

（
千
24
）

  　

蟬
不
待
秋
鳴

う
つ
せ
み
の
身
と
し
な
り
ぬ
る
我
な
れ
ば
あ
き
を
ま
た
で
ぞ
な
き
ぬ
べ
ら
な
る
（
二
六
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
五
三
・
二
三
三
九
「
病
中
書
事
」
→
（
千
23
）
に
既
出

（
千
25
）

　
　

鶯
語
渋
漸
稀

う
ぐ
ひ
す
は
と
き
な
ら
ね
ば
や
な
く
こ
ゑ
の
い
ま
は
ま
れ
ら
に
な
り
ぬ
べ
ら
な
る
（
二
八
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
六
・
〇
九
三
五
「
春
末
夏
初
閑
遊
江
郭
二
首
（
ノ
二
）」

　
　

柳
影
繁
初
合　

鶯
声
渋
漸
稀　

早
梅
迎
夏
結　

残
絮
送
春
飛

　
　

西
日
韶
光
尽　

南
風
暑
気
微　

展
張
新
小
　

熨
帖
旧
生
衣

　
　

（
後
略
）

〈
同
一
句
題
〉
小
沢
蘆
庵
『
六
帖
詠
草
』
七
七
「
鶯
語
漸
漸
稀
」

（
千
26
）

　
　

余
華
葉
裏
稀

ち
り
ま
が
ふ
花
は
こ
の
は
に
か
く
さ
れ
て
ま
れ
に
に
ほ
へ
る
色
ぞ
と
も
な
き
（
二
七
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

（
千
27
）

　
　

春
尽
啼
鳥
廻

か
ぎ
り
と
て
は
る
の
す
ぎ
に
し
時
よ
り
ぞ
な
く
と
り
の
ね
の
い
た
く
き
こ
ゆ
る
（
二
九
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

（
千
28
）

　
　

蓮
開
水
上
紅

あ
き
ち
か
く
は
ち
す
ひ
ら
く
る
水
の
う
へ
は
く
れ
な
ゐ
ふ
か
き
色
に
ぞ
あ
り
け
る
（
三
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉�『
初
学
記
』
巻
六
・
江
第
四
・
煬
帝
「
夏
日
臨
江
」
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夏
潭
蔭
修
竹　

高
岸
坐
長
楓　

日
落
滄
江
静　

雲
散
遠
山
空

　
　

鷺
飛
林
外
白　

蓮
開
水
上
紅　

逍
遥
有
余
興　

悵
望
情
不
終

（
千
29
）

　
　

枝
空
華
落
稀

ふ
く
風
に
え
だ
も
む
な
し
く
な
り
ゆ
け
ば
お
つ
る
は
な
こ
そ
ま
れ
に
み
え
け
れ
（
三
一
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

（
千
30
）

　
　

鳥
思
残
花
枝

な
く
と
り
の
こ
ゑ
ふ
か
く
の
み
き
こ
ゆ
る
は
の
こ
れ
る
は
な
の
え
だ
を
こ
ふ
る
か
（
三
二
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
五
・
〇
一
七
八
「
首
夏
同
諸
校
正
遊
開
元
観
因
宿
翫
月
」

　
　

（
前
略
）

　
　

清
和
四
月
初　

樹
木
正
華
滋　

風
清
新
葉
影　

鳥
恋
残
花
枝

　
　

向
夕
天
又
晴　

東
南
余
霞
披　

置
酒
西
廊
下　

待
月
杯
行
遅

　
　

（
後
略
）

〈
同
一
句
題
〉（
水
実
22
）、
加
藤
千
蔭
『
う
け
ら
が
花
初
編
』
三
〇
四
「
鳥
思
残
花
枝
」

（
千
31
）

　
　

月
照
平
砂
夏
夜
霜

月
か
げ
に
な
べ
て
ま
さ
ご
の
て
り
ぬ
れ
ば
な
つ
の
よ
ふ
か
く
し
も
か
と
ぞ
み
る
（
三
三
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
二
〇
・
一
三
七
四
「
江
楼
夕
望
招
客
」

　
　

海
天
東
望
夕
茫
茫　

山
勢
川
形
闊
復
長　

灯
火
万
家
城
四
畔　

星
河
一
道
水
中
央

　
　

風
吹
古
木
晴
天
雨　

月
照
平
沙
夏
夜
霜　

能
就
江
楼
銷
暑
否　

比
君
茅
舍
校
青
涼

〈
句
題
他
出
〉�『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
夏
夜
・
一
三
〇
、『
和
漢
朗
詠
集
』
夏
部
・
夏
夜
・
一
五
〇

（
千
32
）

　
　

但
能
心
静
即
身
涼

わ
が
こ
こ
ろ
し
づ
け
き
と
き
は
ふ
く
風
の
身
に
は
あ
ら
ね
ど
す
ず
し
か
り
け
り
（
三
四
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
五
・
〇
八
五
二
「
苦
熱
題
恒
寂
師
禅
室
」

　
　

人
人
避
暑
走
如
狂　

独
有
禅
師
不
出
房　

可
是
禅
房
無
熱
到　

但
能
心
静
即
身
涼

〈
句
題
他
出
〉�『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
避
暑
・
一
三
三
、『
和
漢
朗
詠
集
』
夏
部
・
納
涼
・
一
六
一

〈
同
一
句
題
〉�（
慈
定
22
・
寂
9
）、（
円
6
）、
藤
原
為
家
『
為
家
集
』
四
三
四
「
心
静
即
身
涼
〈
文

永
八
年
四
月
十
八
日
続
百
首
題
自
和
漢
朗
詠
注
出
之
〉」

（
千
33
）

　
　

㵎
路
甚
清
涼

山
た
か
み
た
に
を
わ
け
つ
つ
ゆ
く
み
づ
は
ふ
き
く
る
か
ぜ
ぞ
す
ず
し
か
り
け
る
（
三
五
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
六
四
・
三
一
三
二
「
早
夏
遊
平
原
迴
」

　
　

夏
早
日
初
長　

南
風
草
木
香　

肩
輿
頗
平
穏　

㵎
路
甚
清
涼

　
　

紫
蕨
行
看
採　

青
梅
旋
摘
嘗　

療
飢
兼
解
渇　

一
盞
冷
雲
漿

〈
同
一
句
題
〉
加
藤
千
蔭
『
う
け
ら
が
花
初
編
』
四
四
七
「
㵎
路
甚
清
涼
」

秋
部

（
千
34
）

　
　

天
漢
迢
迢
不
可
期

あ
ま
の
河
ほ
ど
の
は
る
か
に
な
り
ゆ
け
ば
あ
ひ
み
む
事
の
さ
だ
め
な
き
か
な
（
三
六
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

（
千
35
）

　
　

秋
霜
似
鬢
年
空
長

秋
の
よ
の
し
も
に
た
と
へ
て
わ
が
か
み
は
と
し
の
は
か
な
く
お
い
し
つ
も
れ
ば
（
三
七
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
三
・
〇
六
一
七
「
和
談
校
書
秋
夜
感
懐
呈
朝
中
親
友
」

　
　

遥
夜
涼
風
楚
客
悲　

清
砧
繁
漏
月
高
時　

秋
霜
似
鬢
年
空
長　

春
草
如
袍
位
尚
卑

　
　

詞
賦
擅
名
来
已
久　

煙
霄
得
路
去
何
遅　

漢
庭
卿
相
皆
知
己　

不
薦
揚
雄
欲
薦
誰

（
千
36
）

　
　

秋
来
転
覚
此
身
衰

お
ほ
か
た
の
あ
き
く
る
か
ら
に
我
身
こ
そ
か
な
し
き
も
の
と
お
も
ひ
し
り
ぬ
れ
（
三
八
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
九
・
一
二
四
三
「
新
秋
早
起
有
懐
元
少
尹
」

　
　

秋
来
転
覚
此
身
衰　

晨
起
臨
階
盥
漱
時　

漆
匣
鏡
明
頭
尽
白　

銅
瓶
水
冷
歯
先
知

　
　

光
陰
縱
惜
留
難
住　

官
職
雖
栄
得
已
遅　

老
去
相
逢
無
別
計　

強
開
笑
口
展
愁
眉
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（
千
37
）

　
　

霜
草
欲
枯
虫
思
急

お
く
し
も
に
く
さ
の
か
れ
ゆ
く
と
き
よ
り
ぞ
な
く
む
し
の
ね
も
た
か
く
き
こ
ゆ
る
（
三
九
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
六
六
・
三
二
八
七
「
答
夢
得
秋
庭
独
坐
見
贈
」

　
　

林
梢
隠
映
夕
陽
残　

庭
際
蕭
疎
夜
気
寒　

霜
草
欲
枯
虫
思
急　

風
枝
未
定
鳥
棲
難

　
　

容
衰
見
鏡
同
惆
悵　

身
健
逢
杯
且
喜
歓　

応
是
天
教
相
煖
熱　

一
時
垂
老
与
閑
官

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
暮
秋
・
二
〇
二
、『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
虫
・
三
二
八

〈
同
一
句
題
〉（
匡
6
）、（
土
24
）

　
（
千
38
）

　
　

今
宵
織
女
渡
天
河

ひ
と
と
せ
に
た
だ
こ
よ
ひ
こ
そ
た
な
ば
た
の
あ
ま
の
か
は
ら
を
わ
た
る
と
い
ふ
な
れ
（
四
〇
）

〈
句
題
典
拠
〉『
新
撰
朗
詠
集
』
秋
部
・
七
夕
・
一
九
四

　
　

今
宵
織
女
渡
天
河　

朧
月
微
雲
一
似
羅
（
白
）

〈
同
一
句
題
〉�

三
条
西
実
隆
『
再
昌
草
』
三
六
六
五
「
七
夕
公
宴　

今
宵
織
女
渡
天
河
」、
同
『
雪

玉
集
』
九
八
一
「
今
宵
織
女
渡
天
河
」、
三
条
西
公
条
『
称
名
院
集
』
五
三
二
～
五

三
四
「
今
宵
織
女
渡
天
河
」、
三
条
西
実
枝
『
三
光
院
詠
』
五
五
五
「
今
宵
織
女
渡

天
河
」、冷
泉
為
和『
為
和
集
』四
〇
七「
今
宵
織
女
渡
天
河〈
七
月
七
日
禁
裏
御
会
〉」、

『
後
奈
良
院
御
製
』四
八
一「
今
宵
織
女
渡
天
河〈
同
年（
天
文
三
年
）七
夕
御
会
〉」、

『
邦
輔
親
王
集
』
六
八
八
～
六
九
一
「
今
宵
織
女
渡
天
河
」、
山
科
言
継
『
拾
翠
愚
草

抄
』
五
八
〇
「
今
宵
織
女
渡
天
河
」、『
邦
房
親
王
御
詠
』
五
六
四
「
星
夕
詠
今
宵
織

女
渡
天
河
和
歌
」

（
千
39
）

　
　

心
情
逢
秋
一
似
灰

も
の
を
お
も
ふ
心
の
あ
き
に
な
り
ぬ
れ
ば
す
べ
て
は
ひ
と
ぞ
み
え
わ
た
り
け
る
（
四
一
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
六
・
〇
九
四
九
「
百
花
亭
晚
望
夜
帰
」

　
　

百
花
亭
上
晚
徘
徊　

雲
影
陰
晴
掩
復
開　

日
色
悠
揚
映
山
尽　

雨
声
粛
颯
渡
江
来

　
　

鬢
毛
遇
病
双
如
雪　

心
緒
逢
秋
一
似
灰　

向
夜
欲
帰
愁
未
了　

満
湖
明
月
小
船
廻

（
千
40
）

　
　

悲
秋
不
到
貴
人
心

お
ほ
か
た
の
あ
き
を
か
な
し
と
み
る
こ
と
に
あ
て
な
る
人
は
し
ら
ず
ぞ
あ
り
け
る
（
四
二
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
六
八
・
三
四
七
一
「
早
入
皇
城
贈
王
留
守
僕
射
」

　
　

津
橋
残
月
暁
沈
沈　

風
露
淒
清
禁
署
深　

城
柳
宮
槐
謾
揺
落　

悲
愁
不
到
貴
人
心

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
落
葉
・
三
〇
八

（
千
41
）

　
　

樹
葉
霜
紅
日

つ
ね
よ
り
も
秋
の
こ
の
は
に
お
く
し
も
の
く
れ
な
ゐ
ふ
か
く
み
ゆ
る
こ
ろ
か
な
（
四
三
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
六
四
・
三
〇
九
七
「
答
夢
得
秋
日
書
懐
見
寄
」

　
　

幸
免
非
常
病　

甘
当
本
分
衰　

眼
昏
灯
最
覚　

腰
瘦
帯
先
知

　
　

樹
葉
霜
紅
日　

髭
鬚
雪
白
時　

悲
愁
縁
欲
老　

老
過
却
無
悲

（
千
42
）

　
　

蕭
条
秋
思
苦

か
す
か
な
る
と
き
の
み
み
ゆ
る
あ
き
の
よ
は
も
の
お
も
ふ
こ
と
ぞ
く
る
し
か
り
け
る
（
四
四
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
三
・
〇
六
五
四
「
社
日
関
路
作
」

　
　

晩
景
函
関
路　

涼
風
社
日
天　

青
巖
新
有
燕　

紅
樹
欲
無
蟬

　
　

愁
立
駅
楼
上　

厭
行
官
堠
前　

蕭
条
秋
興
苦　

漸
近
二
毛
年

（
千
43
）

　
　

悲
秋
縁
欲
老

す
ぎ
て
ゆ
く
秋
の
か
な
し
く
み
え
つ
る
は
お
い
な
む
こ
と
を
お
も
ふ
な
り
け
り
（
四
五
）

〈
句
題
原
詩
〉�

白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
六
四
・
三
〇
九
七
「
答
夢
得
秋
日
書
懐
見
寄
」

�

→
（
千
41
）
に
既
出

〈
同
一
句
題
〉
小
沢
蘆
庵
『
六
帖
詠
草
拾
遺
』
一
三
九
「
悲
秋
秋
多
老
」

（
千
44
）

　
　

紅
樹
欲
無
蟬

も
み
ぢ
つ
つ
色
く
れ
な
ゐ
に
み
ゆ
る
日
は
な
く
せ
み
さ
へ
や
な
く
は
な
り
ぬ
る
（
四
六
）

〈
句
題
原
詩
〉�

白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
三
・
〇
六
五
四
「
社
日
関
路
作
」
→
（
千
42
）
に
既
出
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（
千
45
）

　

（
啼
秋
喞
喞
虫
）

秋
の
よ
を
さ
む
み
な
き
つ
る
む
し
の
ね
は
わ
が
や
ど
に
こ
そ
あ
ま
た
き
こ
ゆ
れ
（
四
七
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
五
・
〇
八
七
三
「
江
夜
舟
行
」

　
　

煙
澹
月
濛
濛　

舟
行
夜
色
中　

江
舗
満
槽
水　

帆
展
半
檣
風

　
　

叫
曙
嗷
嗷
雁　

啼
秋
喞
喞
虫　

只
応
催
北
客　

早
作
白
鬚
翁

（
千
46
）

　

（
旅
雁
秋
深
独
別
群
）

ゆ
く
か
り
の
あ
き
す
ぎ
が
た
に
ひ
と
り
し
も
と
も
に
お
く
れ
て
な
き
わ
た
る
ら
む
（
四
九
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

（
千
47
）

　

（
涼
風
露
転
寒
）

ふ
く
か
ぜ
の
お
と
た
か
く
の
み
き
こ
ゆ
れ
ば
お
く
つ
ゆ
さ
へ
も
さ
む
く
も
あ
る
か
な
（
四
八
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

（
千
48
）

　

（
樹
紅
霜
更
置
）

こ
の
は
み
な
か
ら
く
れ
な
ゐ
に
し
ぐ
る
と
て
し
も
の
さ
ら
に
も
お
き
ま
さ
る
か
な
（
五
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

（
千
49
）

　

（
秋
雁
屓
霜
帰
）

あ
き
の
よ
を
さ
む
み
な
き
つ
つ
ゆ
く
か
り
の
し
も
を
し
の
ぎ
て
ゆ
き
か
へ
る
ら
ん
（
五
一
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

（
千
50
）

　

（
暁
天
秋
露
一
鳴
蟬
）

し
の
の
め
に
秋
お
く
露
の
さ
む
け
れ
ば
た
だ
ひ
と
り
し
も
む
し
の
な
く
な
る
（
五
二
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

（
千
51
）

　
　

鳥
棲
紅
葉
樹

あ
き
す
ぎ
ば
ち
り
な
ん
物
を
な
く
鳥
の
ま
づ
も
み
ぢ
ば
の
え
だ
に
し
も
す
む
（
五
三
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
四
・
〇
七
五
二
「
秋
思
」

　
　

病
眠
夜
少
夢　

閑
立
秋
多
思　

寂

余
雨
情　

蕭
条
早
寒
至

　
　

鳥
棲
紅
葉
樹　

月
照
青
苔
地　

何
況
鏡
中
年　

又
過
三
十
二

（
千
52
）

　
　

秋
雁
過
尽
無
書
到

秋
の
よ
を
か
り
は
な
き
つ
つ
す
ぐ
れ
ど
も
ま
つ
こ
と
づ
て
は
み
ゆ
る
よ
も
な
し
（
五
四
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
四
・
〇
七
七
五
「
寄
上
大
兄　

已
後
詩
在
邽
林
居
作
」

　
　

秋
鴻
過
尽
無
書
信　

病
戴
紗
巾
強
出
門　

独
上
荒
台
東
北
望　

日
西
愁
立
到
黄
昏

（
千
53
）

　
　

寒
雁
飛
急
覚
秋
尽

ゆ
く
か
り
の
と
ぶ
事
は
や
く
み
え
し
よ
り
あ
き
は
か
ぎ
り
と
お
も
ひ
な
り
に
き
（
五
五
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
四
・
〇
七
四
二
「
晩
秋
夜
」

　
　

碧
空
溶
溶
月
華
静　

月
裏
愁
人
弔
孤
影　

花
開
残
菊
傍
疎
籬　

葉
下
衰
桐
落
寒
井

　
　

塞
鴻
飛
急
覚
秋
尽　

隣
鶏
鳴
遅
知
夜
永　

凝
情
不
語
空
所
思　

風
吹
白
露
衣
裳
冷

〈
同
一
句
題
〉（
慈
定
36
）

（
千
54
）

　
　

寒
雁
声
静
客
愁
至

な
く
か
り
の
こ
ゑ
だ
に
た
え
て
き
こ
え
ね
ば
た
び
な
る
人
は
思
ま
さ
り
ぬ
（
五
六
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
同
一
句
題
〉
小
沢
蘆
庵
『
六
帖
詠
草
拾
遺
』
一
四
〇
「
寒
雁
声
静
客
愁
至
」

（
千
55
）

　

（
蟬
譟
野
風
秋
）
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な
く
せ
み
の
こ
ゑ
た
か
く
の
み
き
こ
ゆ
る
は
の
に
ふ
く
か
ぜ
の
秋
ぞ
し
る
ら
し
（
二
三
）

〈
句
題
原
詩
〉
上
官
儀
「
入
朝
洛
堤
歩
月
」（『
全
唐
詩
』
巻
四
〇
）

　
　

脈
脈
広
川
流　

駆
馬
歴
長
洲　

鵲
飛
山
月
曙　

蟬
譟
野
風
秋

冬
部

（
千
56
）

　
　

迎
春
先
有
好
風
光

い
つ
し
か
と
春
を
む
か
ふ
る
あ
し
た
か
ら
ま
づ
よ
き
か
ぜ
の
ふ
く
ぞ
そ
う
れ
し
き
（
五
七
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
二
〇
・
一
三
三
九
「
臘
後
歳
前
遇
景
詠
意
」

　
　

海
梅
半
日
柳
微
黄　

凍
水
初
融
日
欲
長　

度
臘
都
無
苦
霜
霰　

迎
春
先
有
好
風
光

　
　

郡
中
起
晚
聴
衙
鼓　

城
上
行
慵
倚
女
牆　

公
事
漸
閑
身
且
健　

使
君
殊
未
厭
余
杭

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
早
春
・
一
一

（
千
57
）

　
　

中
霄
似
有
春
風
至

さ
よ
ふ
け
て
猶
ね
ら
れ
ね
ば
は
る
風
の
ふ
き
く
る
か
と
も
お
も
ほ
ゆ
る
か
な
（
五
八
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

（
千
58
）

　
　

一
年
冬
至
夜
偏
長

ひ
と
と
せ
に
ふ
ゆ
く
る
こ
と
は
い
ま
ぞ
し
る
ふ
し
お
き
す
れ
ど
あ
か
し
が
た
き
に
（
五
九
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
八
・
一
一
四
七
「
冬
至
夜
」

　
　

老
去
襟
懐
常
濩
落　

病
来
鬚
鬢
転
蒼
浪　

心
灰
不
及
炉
中
火　

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

鬢
雪
多
於
砌
下
霜

　
　

三
峡
南
賓
身
最
遠　

一
年
冬
至
夜
偏
長　

今
宵
始
覚
房
攏
冷　

坐
索
寒
衣
詆󠄀
孟
光

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
冬
至
・
二
二
三

（
千
59
）

　
　

新
愁
多
待
夜
長
来

あ
た
ら
し
き
う
れ
へ
は
お
ほ
く
さ
む
き
よ
の
な
が
き
よ
り
こ
そ
は
じ
め
な
り
け
れ
（
六
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
七
・
一
〇
五
三
「
歳
暮
」

　
　

窮
陰
急
景
坐
相
催　

壮
歯
韶
顔
去
不
回　

旧
病
重
因
年
老
発　

新
愁
多
是
夜
長
来

　
　

膏
明
自
爇
縁
多
事　

雁
黙
先
烹
為
不
才　

禍
福
細
尋
無
会
処　

不
如
且
進
手
中
杯

（
千
60
）

　
　

心
灰
不
及
炉
中
火

も
の
を
思
こ
こ
ろ
は
は
ひ
と
く
だ
く
れ
ど
あ
つ
き
お
き
に
は
お
よ
ば
ざ
り
け
り
（
六
一
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
八
・
一
一
四
七
「
冬
至
夜
」
→
（
千
58
）
に
既
出

〈
句
題
他
出
〉�『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
冬
興
・
二
一
六
、『
新
撰
朗
詠
集
』
冬
部
・
炉
火
・
三
四
二

（
千
61
）

　
　

鬢
雪
多
於
砌
下
霜

わ
が
か
み
の
み
な
し
ら
ゆ
き
と
な
り
ゆ
け
ば
お
け
る
し
も
に
も
お
と
ら
ざ
り
け
り
（
六
二
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
八
・
一
一
四
七
「
冬
至
夜
」
→
（
千
58
）
に
既
出

〈
句
題
他
出
〉�『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
冬
興
・
二
一
六
、『
新
撰
朗
詠
集
』
冬
部
・
炉
火
・
三
四
二

（
千
62
）

　
　

年
年
只
是
人
空
老

と
し
ど
し
と
か
ず
へ
こ
し
ま
に
は
か
な
く
て
人
は
お
い
ぬ
る
も
の
に
ぞ
あ
り
け
る
（
六
六
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
二
〇
・
一
三
八
八
「
与
諸
客
携
酒
尋
去
年
梅
花
有
感
」

　
　

馬
上
同
携
今
日
杯　

湖
辺
共
覓
去
春
梅　

年
年
只
是
人
空
老　

処
処
何
曽
花
不
開

　
　

詩
思
又
牽
吟
詠
発　

酒
酣
閑
喚
管
絃
来　

樽
前
百
事
皆
依
旧　

点
検
唯
無
薛
秀
才

（
千
63
）

　
　

十
分
一
盞
暖
於
人

あ
く
ま
で
に
み
て
る
さ
け
に
ぞ
さ
む
き
よ
は
人
の
身
ま
で
に
あ
た
た
ま
り
け
る
（
六
三
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
五
六
・
二
七
〇
九
「
戯
答
皇
甫
監
」

　
　

寒
宵
勧
酒
君
須
飲　

君
是
孤
眠
七
十
身　

莫
道
非
人
身
不
煖　

十
分
一
盞
煖
於
人

（
千
64
）

　
　

老
眠
早
覚
常
残
夜

お
い
て
ぬ
る
め
は
は
や
さ
め
て
と
こ
し
な
へ
よ
は
に
す
ぐ
れ
ば
ね
で
の
み
ぞ
ふ
る
（
六
四
）
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〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
五
八
・
二
九
一
一
「
睡
覚
」

　
　

星
河
耿
耿
漏
綿
綿　

月
暗
灯
微
欲
曙
天　

転
枕
頻
伸
書
帳
下　

披
裘
箕
踞
火
炉
前

　
　

老
眠
早
覚
常
残
夜　

病
力
先
衰
不
待
年　

五
欲
已
銷
諸
念
息　

世
間
無
境
可
勾
牽

〈
句
題
他
出
〉�『
千
載
佳
句
』
人
事
部
・
老
病
・
五
四
七
、『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
老
人
・
七
二
四

（
千
65
）

　
　

霜
軽
未
殺
萋
萋
草

よ
ひ
よ
ひ
に
ま
だ
お
く
霜
の
か
ろ
け
れ
ば
く
さ
ば
を
だ
に
ぞ
か
ら
せ
ざ
り
け
る
（
六
五
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
二
〇
・
一
三
八
六
「
早
冬
」

　
　

十
月
江
南
天
気
好　

可
憐
冬
景
似
春
華　

霜
軽
未
殺
萋
萋
草　

日
暖
初
乾
漠
漠
沙

　
　

老
柘
葉
黄
如
嫩
樹　

寒
桜
枝
白
是
狂
花　

此
時
却
羨
閑
人
酔　

五
馬
無
由
入
酒
家

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』�

四
時
部
・
初
冬
・
二
一
三
、『
新
撰
朗
詠
集
』
冬
部
・
初
冬
・
三
三
二

（
千
66
）

　
　

抱
膝
灯
前
影
対
身

ひ
と
り
ゐ
て
も
ゆ
る
ほ
の
ほ
に
む
か
へ
ば
や
か
く
お
と
も
な
き
み
と
ぞ
な
り
ぬ
る
（
六
七
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
三
・
〇
六
六
〇
「
邯
鄲
至
除
夜
思
家
」

　
　

邯
鄲
駅
裏
逢
冬
至　

抱
膝
灯
前
影
対
身　

想
得
家
中
夜
深
坐　

還
応
説
著
遠
行
人

（
千
67
）

　
　

長
年
都
不
惜
光
陰

か
く
ば
か
り
お
い
ぬ
と
お
も
へ
ば
い
ま
さ
ら
に
ひ
か
り
の
す
ぐ
る
事
も
を
し
ま
ず
（
六
八
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
五
・
〇
八
九
八
「
歳
暮
道
情
二
首
（
ノ
一
）」

　
　

壮
日
苦
曽
驚
歳
月　

長
年
都
不
惜
光
陰　

為
学
空
門
平
等
法　

先
斉
老
少
死
生
心

風
月
部

（
千
68
）

　
　

風
翻
白
浪
花
千
片

お
き
べ
よ
り
ふ
き
く
る
風
は
し
ら
な
み
の
は
な
と
の
み
こ
そ
み
え
わ
た
り
け
れ
（
六
九
）

〈
句
題
原
詩
〉�

白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
二
〇
・
一
三
七
八
「
江
楼
晚
眺
景
物
鮮
奇
吟
翫
成
篇
寄
水

部
張
員
外
」

　
　

澹
煙
疎
雨
間
斜
陽　

江
色
鮮
明
海
気
涼　

蜃
散
雲
収
破
楼
閣　

虹
残
水
照
断
橋
梁

　
　

風
翻
白
浪
花
千
片　

雁
点
青
天
字
一
行　

好
著
丹
青
図
写
取　

題
詩
寄
与
水
曹
郎

〈
句
題
他
出
〉�『
千
載
佳
句
』
遊
放
部
・
眺
望
・
八
七
二
、『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
眺
望
・
六
二
四

〈
同
一
句
題
〉
小
沢
蘆
庵
『
六
帖
詠
草
』
一
四
一
七
「
風
翻
白
浪
花
千
片
」

（
千
69
）

　
　

月
照
波
心
一
顆
珠

て
る
月
は
な
み
の
こ
こ
ろ
に
ひ
か
さ
れ
て
ひ
と
つ
か
た
に
も
み
え
わ
た
る
か
な
（
七
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
五
三
・
二
三
三
一
「
春
題
湖
上
」

　
　

湖
上
春
来
似
画
図　

乱
峰
囲
繞
水
平
舗　

松
排
山
面
千
重
翠　

月
点
波
心
一
顆
珠

　
　

碧
毯
線
頭
抽
早
稲　

青
羅
裙
帯
展
新
蒲　

未
能

得
杭
州
去　

一
半
勾
留
是
此
湖

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
地
理
部
・
山
水
・
三
二
〇

〈
同
一
句
題
〉
小
沢
蘆
庵
『
六
条
詠
草
拾
遺
』
一
六
八
「
月
照
波
心
一
顆
珠
」

（
千
70
）

　
　

柴
扉
日
暮
随
風
掩

わ
び
て
ふ
る
や
ど
に
ひ
か
り
の
く
れ
ゆ
け
ば
ふ
く
か
ぜ
の
み
ぞ
と
ざ
し
な
り
け
る

�

（
二
四
・
七
一
重
複
）

〈
句
題
原
詩
〉
元
稹
『
元
氏
長
慶
集
』
巻
一
六
「
晩
春
」
→
（
千
11
）
に
既
出

〈
句
題
他
出
〉�『
千
載
佳
句
』
人
事
部
・
閑
居
・
四
五
一
、『
新
撰
朗
詠
集
』
雑
部
・
閑
居
・
五
七
五

〈
同
一
句
題
〉（
土
36
）

（
千
71
）

　
　

不
明
不
暗
朧
朧
月

て
り
も
せ
ず
く
も
り
も
は
て
ぬ
春
の
よ
の
お
ぼ
ろ
月
よ
ぞ
め
で
た
か
り
け
る
（
七
二
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
四
・
〇
七
六
五
「
嘉
陵
夜
有
懐
二
首
（
ノ
二
）」

　
　

不
明
不
闇
朧
朧
月　

非
暖
非
寒
慢
慢
風　

独
臥
空
牀
好
天
気　

平
明
閑
事
到
心
中

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
春
夜
・
八
三
、『
新
撰
朗
詠
集
』
春
部
・
春
夜
・
二
三

〈
同
一
句
題
〉（
朗
7
）

（
千
72
）

　
　

鵲
飛
山
月
曙
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か
さ
さ
ぎ
の
み
ね
と
び
こ
え
て
な
き
ゆ
け
ば
み
や
ま
か
く
る
る
月
か
と
ぞ
み
る
（
七
三
）

〈
句
題
原
詩
〉
上
官
儀
「
入
朝
洛
堤
歩
月
」（『
全
唐
詩
』
巻
四
〇
）
→
（
千
55
）
に
既
出

〈
同
一
句
題
〉
小
沢
蘆
庵
『
六
帖
詠
草
拾
遺
』
九
四
「
鵲
飛
山
月
曙
」

（
千
73
）

　
　

清
景
難
逢
宜
愛
惜

雲
は
れ
て
き
よ
き
月
か
げ
も
つ
ね
な
ら
ず
あ
ら
ん
か
ぎ
り
は
を
し
み
こ
そ
せ
め
（
七
四
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
六
五
・
三
一
八
二
「
八
月
十
五
日
夜
同
諸
客
翫
月
」

　
　

月
好
共
伝
唯
此
夜　

境
閑
皆
道
是
東
都　

嵩
山
表
裏
千
重
雪　

洛
水
高
低
両
顆
珠

　
　

清
景
難
逢
宜
愛
惜　

白
頭
相
勧
強
歓
娯　

誠
知
亦
有
来
年
会　

保
得
晴
明
強
健
無

（
千
74
）

　
　

非
暖
非
寒
漫
漫
風

あ
つ
か
ら
ず
さ
む
く
も
あ
ら
ず
よ
き
程
に
ふ
き
く
る
か
ぜ
は
や
ま
ず
も
あ
ら
な
ん
（
七
六
）

〈
句
題
原
詩
〉�

白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
四
・
〇
七
六
五
「
嘉
陵
夜
有
懐
二
首
（
ノ
二
）」

�

→
（
千
71
）
に
既
出

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
春
夜
・
八
三
、『
新
撰
朗
詠
集
』
春
部
・
春
夜
・
二
三

（
千
75
）

　
　

残
月
照
山
明

ふ
た
つ
と
も
み
え
ぬ
を
月
の
山
ご
と
に
て
り
わ
た
り
つ
つ
あ
き
ら
け
き
か
な
（
七
五
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

（
千
76
）

　
　

風
景
属
閑
人

さ
だ
め
な
く
ふ
き
く
る
か
ぜ
は
か
き
わ
け
て
な
ど
か
し
げ
き
に
人
に
つ
く
ら
ん
（
七
七
）

〈
句
題
原
詩
〉�

白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
六
六
・
三
二
六
三
「
春
尽
日
天
津
橋
酔
吟
偶
呈
李
尹
侍
郎
」

　
　

（
前
略
）

　
　

興
発
詩
随
口　

狂
来
酒
寄
身　

水
辺
行
嵬
峨　

橋
上
立
逡
巡

　
　

疎
伝
心
情
老　

呉
公
政
化
新　

三
川
徒
有
主　

風
景
属
閑
人

（
千
77
）

　
　

月
宮
有
路
無
恩
人

て
る
月
の
都
ば
か
り
は
あ
り
と
い
へ
ど
た
づ
ね
て
ゆ
か
む
程
ぞ
し
ら
れ
ぬ
（
七
八
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

（
千
78
）

　
　

可
憐
春
風
老

を
し
み
て
も
と
め
ま
ほ
し
き
を
は
る
か
ぜ
の
ふ
き
す
ぎ
が
た
く
な
り
ぬ
と
お
も
へ
ば
（
七
九
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
二
〇
・
一
三
六
〇
「
清
明
日
観
妓
舞
聴
客
詩
」

　
　

看
舞
顔
如
玉　

聴
詩
韻
似
金　

綺
羅
従
許
笑　

絃
管
不
妨
吟

　
　

可
惜
春
風
老　

無
嫌
酒
盞
深　

辞
花
送
寒
食　

併
在
此
時
心

遊
覧
部

（
千
79
）

　
　

山
雲
初
晴
水
色
新

雲
も
な
く
た
に
は
山
さ
へ
は
れ
ゆ
け
ば
み
づ
の
い
ろ
こ
そ
あ
ら
た
な
り
け
れ
（
八
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
六
・
〇
九
一
一
「
庾
楼
暁
望
」

　
　

独
憑
朱
檻
立
凌
晨　

山
色
初
明
水
色
新　

竹
霧
暁
籠
御
嶺
月　

蘋
風
暖
送
過
江
春

　
　

子
城
陰
処
猶
残
雪　

衙
鼓
声
前
未
有
塵　

三
百
年
来
庾
楼
上　

曽
経
多
少
望
郷
人

（
千
80
）

　
　

猶
愛
雲
泉
多
在
山

し
ら
く
も
の
な
か
を
わ
け
つ
つ
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
め
で
た
き
事
は
や
ま
に
ぞ
あ
り
け
る
（
八
一
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
三
・
〇
六
六
三
「
遊
仙
遊
山
」

　
　

闇
将
心
地
出
人
間　

五
六
年
来
人
怪
閑　

自
嫌
恋
著
未
全
尽　

猶
愛
雲
泉
多
在
山

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
遊
放
部
・
遊
山
・
八
六
七

（
千
81
）

　
　

借
問
青
山
何
処
高

と
ひ
し
り
て
く
も
の
か
け
は
し
と
ひ
ゆ
か
ん
い
づ
れ
の
か
た
か
山
は
さ
が
し
き
（
八
二
）
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〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

（
千
82
）

　
　

泉
落
青
山
出
白
雲

ゆ
く
み
づ
の
あ
を
き
山
よ
り
お
ち
く
れ
ば
し
ら
く
も
か
と
ぞ
み
え
ま
が
ひ
つ
る
（
八
三
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
七
・
一
〇
二
九
「
題
韋
家
泉
池
」

　
　

泉
落
青
山
出
白
雲　

縈
村
遶
郭
幾
家
分　

自
従
引
作
池
中
水　

深
浅
方
円
一
任
君

（
千
83
）

　
　

遥
見
人
家
花
便
入

よ
そ
に
て
も
花
を
あ
は
れ
と
み
る
程
に
し
ら
ぬ
や
ま
に
ぞ
我
は
き
に
け
る
（
八
四
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
六
六
・
三
二
四
四
「（
尋
春
題
諸
家
園
林
）
又
題
一
絶
」

　
　

貌
随
年
老
欲
何
如　

興
遇
春
牽
尚
有
余　

遥
見
人
家
花
便
入　

不
論
貴
賤
与
親
疎

〈
句
題
他
出
〉�『
千
載
佳
句
』
草
木
部
・
雑
花
・
六
六
四
、『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
花
付
落
花
・
一

一
五

〈
同
一
句
題
〉（
慈
定
8
）

（
千
84
）

　
　

可
憐
幽
静
地

さ
し
わ
け
て
ふ
か
く
あ
は
れ
と
み
え
つ
る
は
は
れ
て
し
づ
け
き
と
こ
ろ
な
り
け
り
（
八
五
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
六
・
〇
九
二
五
「
遊
宝
称
寺
」

　
　

竹
寺
初
晴
日　

花
塘
欲
暁
春　

野
猿
疑
弄
客　

山
鳥
似
呼
人

　
　

酒
嫩
傾
金
液　

茶
新
碾
玉
塵　

可
憐
幽
静
地　

堪
寄
老
慵
身

（
千
85
）

　
　

林
下
水
辺
無
厭
日

か
げ
し
げ
き
み
づ
の
あ
た
り
は
と
し
を
へ
て
す
ぎ
き
ぬ
れ
ど
も
あ
か
ず
ぞ
あ
り
け
る
（
八
六
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
五
七
・
二
七
三
五
「
池
上
即
事
」

　
　

行
尋
甃
石
引
新
泉　

坐
看
修
橋
補
釣
船　

緑
竹
挂
衣
涼
処
歇　

清
風
展

困
時
眠

　
　

身
閑
当
貴
真
天
爵　

官
散
無
憂
即
地
仙　

林
下
水
辺
無
厭
日　

便
堪
終
老
豈
論
年

（
千
86
）

　
　

欲
偸
風
景
暫
遊
春

ふ
く
か
ぜ
の
ひ
か
り
を
と
め
ん
と
お
も
へ
ば
ぞ
し
ば
し
も
は
る
に
あ
そ
ぶ
べ
ら
な
る
（
八
七
）

〈
句
題
原
詩
〉�

白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
六
六
・
三
三
〇
八
「
令
公
南
荘
花
柳
正
盛
欲
偸
一
賞
先
寄

二
篇
（
ノ
二
）」

　
　

可
惜
亭
台
閑
度
日　

欲
偸
風
景
暫
遊
春　

只
愁
花
裏
鶯
饒
舌　

飛
入
宮
城
報
主
人

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
遊
放
部
・
春
遊
・
八
五
八
（
注
）

（
千
87
）

　
　

長
作
独
遊
人

あ
や
な
く
も
と
し
の
を
な
が
く
ひ
と
り
し
て
あ
く
が
れ
わ
た
る
身
と
や
な
り
な
ん
（
八
八
）

〈
句
題
原
詩
〉�

白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
六
四
・
三
〇
七
八
「
微
之
敦
詩
晦
叔
相
次
長
逝
巋
然
自
傷

因
成
二
絶
（
ノ
一
）」

　
　

併
失
鵷
鸞
侶　

空
留
麋
鹿
身　

只
応
嵩
洛
下　

長
作
独
遊
人

〈
同
一
句
題
〉
小
沢
蘆
庵
『
六
帖
詠
草
』
一
七
三
一
「
長
作
独
遊
人
」

（
千
88
）

　
　

天
高
暮
山
遠

あ
ま
つ
そ
ら
ち
か
く
み
つ
つ
は
え
つ
る
は
く
れ
ゆ
く
山
の
ふ
も
と
な
り
け
り
（
八
九
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
同
一
句
題
〉『
霞
関
和
歌
集
』
雑
・
九
〇
五
・
呪
願
法
師
「
天
高
暮
山
遠
」

（
千
89
）

　
　

野
曠
白
雲
浮

か
ぎ
り
と
て
の
べ
の
は
る
か
に
み
え
つ
れ
ば
た
つ
し
ら
く
も
も
ふ
か
く
ぞ
あ
り
け
る
（
九
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

（
千
90
）

　
　

山
花
織
錦
時
聊
看

山
ご
と
に
は
な
の
に
し
き
を
お
れ
れ
ば
ぞ
み
ゆ
る
と
こ
ろ
の
や
す
き
そ
ら
な
き
（
九
一
）
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〈
句
題
原
詩
〉
章
孝
標
「
駱
谷
行
」（『
全
唐
詩
』
巻
五
〇
六
）

　
　

捫
雲
裊
桟
入
青
冥　

鞿
馬
鈴
騾
傍
日
星　

仰
踏
剣
稜
梯
万
仞　

下
縁
氷
岫
杳
千
尋

　
　

山
花
織
錦
時
聊
看　

㵎
水
弾
琴
不
暇
聴　

若
比
争
名
求
利
処　

尋
思
此
路
却
安
寧

（
千
91
）

　

（
㵎
水
弾
琴
不
暇
聴
）

た
に
み
づ
の
こ
と
の
ね
た
え
ず
き
こ
ゆ
れ
ば
と
き
の
ま
を
だ
に
へ
だ
て
ず
ぞ
み
る
（
九
二
）

〈
句
題
原
詩
〉
章
孝
標
「
駱
谷
行
」
→
（
千
90
）
に
既
出

離
別
部

（
千
92
）

　
　

涙
霑
双
袖
血
成
文

な
く
な
み
だ
こ
ふ
る
た
も
と
に
か
か
り
て
は
く
れ
な
ゐ
ふ
か
き
あ
や
と
こ
そ
み
れ
（
九
三
）

〈
句
題
原
詩
〉
元
稹
『
元
氏
長
慶
集
』
巻
一
八
「
送
致
用
」

　
　

涙
霑
双
袖
血
成
文　

不
為
悲
身
為
別
君　

望
鶴
眼
穿
期
海
外　

待
烏
頭
白
老
江
濆

　
　

遥
看
逆
浪
愁
翻
雪　

漸
失
征
帆
錯
認
雲　

欲
識
九
回
腸
断
処　

潯
陽
流
水
九
条
分

（
千
93
）

　
　

別
無
遠
皆
難
見

わ
か
る
と
し
い
ひ
つ
る
と
き
は
は
る
け
き
を
ち
か
き
も
み
ぬ
ぞ
こ
ひ
し
か
り
け
る
（
九
四
）

〈
句
題
原
詩
〉�

元
稹
『
元
氏
長
慶
集
』
巻
二
二
「
酬
楽
天
吟
張
員
外
詩
見
寄
因
思
上
京
毎
与
楽
天
於

居
敬
兄
升
平
里
詠
張
新
詩
」

　
　

楽
天
書
内
重
封
到　

居
敬
堂
前
共
読
詩　

四
友
一
為
泉
路
客　

三
人
両
詠
浙
江
詩

　
　

別
無
遠
近
皆
難
見　

老
減
心
情
自
各
知　

杯
酒
与
它
年
少
隔　

不
相
酬
贈
欲
何
之

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
別
離
部
・
別
意
・
九
〇
〇

（
千
94
）

　
　

悠
悠
一
別
已
三
年

ち
か
か
ら
ぬ
と
き
に
ひ
と
た
び
わ
か
る
れ
ば
と
し
の
み
と
せ
ぞ
へ
だ
た
り
に
け
る
（
九
五
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
八
・
一
二
〇
六
「
三
年
別
」

　
　

悠
悠
一
別
已
三
年　

相
望
相
思
明
月
天　

腸
断
青
天
望
明
月　

別
来
三
十
六
廻
円

〈
句
題
他
出
〉
小
沢
蘆
庵
『
六
帖
詠
草
』
一
五
六
九
「
悠
悠
一
別
已
三
年
」

（
千
95
）

　
　

別
後
相
思
夢
魂
遠

わ
か
れ
に
し
き
み
を
お
も
ひ
て
た
づ
ぬ
れ
ば
ゆ
め
の
た
ま
し
ひ
は
る
け
か
り
け
り
（
九
六
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

（
千
96
）

　
　

朝
結
故
郷
念

あ
さ
ご
と
に
む
す
ぼ
ほ
れ
つ
つ
す
ぐ
し
つ
る
ふ
り
に
し
さ
と
を
こ
ふ
る
こ
こ
ろ
は
（
九
七
）

〈
句
題
原
詩
〉
元
稹
『
元
氏
長
慶
集
』
巻
七
「
遺
病
十
首
（
ノ
一
〇
）」

　
　

朝
結
故
郷
念　

暮
作
空
堂
寝　

夢
別
涙
亦
流　

啼
痕
暗
橫
枕

　
　

昔
愁
憑
酒
遣　

今
病
安
能
飲　

落
尽
秋
槿
花　

離
人
病
猶
甚

（
千
97
）

　
　

別
後
愛
惜
容
華
改

わ
か
れ
に
し
君
に
み
せ
ず
て
い
た
づ
ら
に
か
た
ち
の
か
は
る
身
こ
そ
つ
ら
け
れ
（
九
八
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

（
千
98
）

　
　

白
雲
一
片
随
君
去

し
ら
く
も
の
わ
か
る
る
ご
と
に
た
ち
ぬ
れ
ど
き
み
と
も
に
こ
そ
ゆ
き
か
く
れ
ぬ
れ
（
九
九
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

（
千
99
）

　
　

後
時
相
見
是
何
時

わ
か
れ
て
の
の
ち
も
き
み
み
ん
と
思
へ
ど
も
こ
れ
を
い
づ
れ
の
と
き
と
か
は
し
る
（
一
〇
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

（
千
100
）
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送
故
辞
春
両
恨
多

人
お
く
る
と
も
に
は
る
さ
へ
す
ぎ
ぬ
れ
ば
こ
れ
が
う
ら
み
は
あ
ま
る
な
り
け
り
（
一
〇
一
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
「
城
西
別
元
九
」（『
全
唐
詩
』
巻
八
八
三
）

　
　

城
西
三
月
三
十
日　

別
友
辞
春
両
恨
多　

帝
里
却
帰
猶
寂
　

通
州
独
去
又
如
何

（
千
101
）

　
　

万
里
経
年
別

ち
か
か
ら
ず
は
る
け
き
程
に
と
し
を
へ
て
ひ
と
り
あ
る
人
は
く
る
し
か
り
け
り
（
一
〇
二
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
三
・
〇
六
八
一
「
除
夜
寄
弟
妹
」

　
　

感
時
思
弟
妹　

不
寐
百
憂
生　

万
里
経
年
別　

孤
灯
此
夜
情

　
　

病
容
非
旧
日　

帰
思
逼
新
正　

早
晚
重
歓
会　

羈
離
各
長
成

（
千
102
）

　
　

不
知
何
日
又
相
逢

わ
か
れ
て
の
の
ち
は
し
ら
ぬ
を
い
か
な
ら
ん
と
き
に
か
ま
た
は
あ
は
ん
と
す
ら
ん
（
一
〇
三
）

〈
句
題
原
詩
〉
元
稹
『
元
氏
長
慶
集
』
巻
一
八
「
奉
和
竇
容
州
」

　
　

明
公
莫
訝
容
州
遠　

一
路
瀟
湘
景
気
濃　

斑
竹
初
成
二
妃
廟　

碧
蓮
遥
聳
九
疑
峰

　
　

禁
林
聞
道
長
傾
鳳　

池
水
那
能
久
滞
竜　

自
歎
風
波
去
無
極　

不
知
何
日
又
相
逢

（
千
103
）

　
　

沈
吟
離
別
惜

そ
こ
ひ
な
く
も
の
を
ぞ
お
も
ふ
あ
か
で
の
み
わ
か
る
る
こ
と
を
お
も
ふ
わ
が
身
は
（
一
〇
四
）

〈
句
題
原
詩
〉
元
稹
『
元
氏
長
慶
集
』
巻
一
五
「
遣
行
十
首
（
ノ
一
）」

　
　

惨
切
風
雨
夕　

沈
吟
離
別
情　

燕
辞
前
日
社　

蛬
是
毎
年
声

　
　

暗
涙
深
相
感　

危
心
亦
自
驚　

不
如
元
不
識　

俱
作
路
人
行

述
懐

（
千
104
）

　
　

自
静
心
其
延
寿
命

さ
だ
め
な
き
こ
こ
ろ
は
ひ
と
つ
を
な
し
つ
る
ぞ
い
の
ち
を
の
ぶ
る
も
の
に
ぞ
あ
り
け
る
（
一
〇
五
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
五
七
・
二
七
四
九
「
不
出
門
」

　
　

不
出
門
来
又
数
旬　

将
何
銷
日
与
誰
親　

鶴
籠
開
処
見
君
子　

書
巻
展
時
逢
古
人

　
　

自
静
其
心
延
寿
命　

無
求
於
物
長
精
神　

能
行
便
是
真
修
道　

何
必
降
魔
調
伏
身

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
人
事
部
・
閑
意
・
四
六
六

（
千
105
）

　
　

心
更
老
於
身

世
中
を
お
も
ひ
し
り
ぬ
る
こ
こ
ろ
こ
そ
身
よ
り
は
す
ぎ
て
お
い
ま
さ
り
け
れ
（
一
〇
六
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
四
・
〇
七
九
二
「
答
友
問
」

　
　

似
玉
童
顔
尽　

如
霜
病
鬢
新　

莫
驚
身
頓
老　

心
更
老
於
身

（
千
106
）

　
　

心
似
虚
舟
浮
水
上

こ
こ
ろ
を
し
あ
ま
の
う
き
ぎ
に
な
し
つ
れ
ば
な
が
る
る
み
づ
に
こ
こ
ろ
ま
さ
れ
り
（
一
〇
七
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
六
五
・
三
二
三
二
「
詠
懐
」

　
　

随
縁
逐
処
便
安
閑　

不
住
朝
廷
不
入
山　

心
似
虚
舟
浮
水
上　

身
同
宿
鳥
寄
林
間

　
　

尚
平
婚
嫁
了
無
累　

馮
翊
符
章
封
却
還　

処
分
貧
家
残
活
計　

疋
如
身
後
莫
相
関

（
千
107
）

　
　

何
独
朝
朝
暮
暮
閑

は
か
な
く
て
い
つ
も
我
身
の
ひ
と
り
し
て
あ
し
た
ゆ
ふ
べ
に
し
づ
か
な
る
ら
む
（
一
〇
八
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
三
・
〇
六
六
五
「
長
安
閑
居
」

　
　

風
竹
松
煙
昼
掩
関　

意
中
長
似
在
深
山　

無
人
不
怪
長
安
住　

何
独
朝
朝
暮
暮
閑

（
千
108
）

　
　

浮
生
短
於
夢

よ
る
べ
な
く
そ
ら
に
う
か
べ
る
こ
こ
ろ
こ
そ
ゆ
め
み
る
よ
り
も
は
か
な
か
り
け
れ
（
一
〇
九
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
八
・
一
一
六
二
「
野
行
」

　
　

草
潤
衫
襟
重　

沙
乾
屐
歯
軽　

仰
頭
聴
鳥
立　

信
脚
望
花
行

　
　

暇
日
無
公
事　

衰
年
有
道
情　

浮
生
短
於
夢　

夢
裏
莫
営
営

（
同
一
句
題
）（
水
実
97
）
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（
千
109
）

　
　

憂
喜
皆
心
灰

か
な
し
き
も
う
れ
し
き
こ
と
も
お
ほ
か
る
を
こ
こ
ろ
ひ
と
つ
ぞ
な
た
つ
か
り
け
る
（
一
一
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
八
・
一
一
五
八
「
感
春
」

　
　

巫
峡
中
心
郡　

巴
城
四
面
春　

草
青
臨
水
地　

頭
白
見
花
人

　
　

憂
喜
皆
心
火　

栄
枯
是
眼
塵　

除
非
一
杯
酒　

何
物
更
関
身

（
千
110
）

　
　

身
覚
浮
雲
無
所
着

わ
が
み
を
ば
う
か
べ
る
く
も
に
な
せ
れ
ば
ぞ
ゆ
く
か
た
も
な
く
は
か
な
か
り
け
る
（
一
一
一
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
七
・
一
〇
六
七
「
答
元
八
郎
中
楊
十
二
博
士
」

　
　

身
覚
浮
雲
無
所
着　

心
同
止
水
有
何
情　

但
知

灑
疎
朝
市　

不
要
崎
嶇
隠
性
名

　
　

尽
日
観
魚
臨
㵎
坐　

有
時
随
鹿
上
山
行　

誰
能

得
人
間
事　

来
共
騰
騰
過
此
生

（
千
111
）

　
　

幻
世
春
来
夢

ま
ぼ
ろ
し
の
よ
と
し
し
り
ぬ
る
こ
こ
ろ
に
は
は
る
く
る
ゆ
め
と
お
も
ほ
ゆ
る
か
な
（
一
一
二
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
五
七
・
二
七
一
七
「
想
東
遊
五
十
韻
幷
序
」

　
　

（
前
略
）

　
　

物
表
疎
形
役　

人
寰
足
悔
尤　

蛾
須
遠
灯
燭　

兔
勿
近
罝
罘

　
　

幻
世
春
来
夢　

浮
生
水
上
漚　

百
憂
中
莫
入　

一
酔
外
何
求

　
　

（
後
略
）

〈
同
一
句
題
〉�（
慈
定
93
・
寂
38
）、
小
沢
蘆
庵
『
六
帖
詠
草
』
一
六
一
二
「
幻
世
去
来
夢
」、
香
川

景
樹
『
桂
園
一
枝
』
雑
下
・
八
三
六
「
或
人
の
追
善
の
題
に
、
幻
世
春
来
夢
」

（
千
112
）

　
　

浮
生
水
上
漚

か
り
そ
め
に
し
ば
し
う
か
べ
る
た
ま
し
ひ
の
み
づ
の
あ
わ
と
も
た
と
へ
ら
れ
つ
つ
（
一
一
三
）

〈
句
題
原
詩
〉�

白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
五
七
・
二
七
一
七
「
想
東
遊
五
十
韻
幷
序
」

�

→
（
千
111
）
に
既
出

〈
同
一
句
題
〉（
慈
定
93
・
寂
38
）

（
千
113
）

　
　

素
鬢
俄
頃
変
春
華

く
ろ
か
み
の
し
ろ
く
に
は
か
に
な
り
ぬ
れ
ば
は
る
の
は
な
と
ぞ
み
え
わ
た
り
け
る
（
一
一
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
初
学
記
』
巻
三
〇
・
蟬
第
一
二
・
顔
之
推
「
聴
鳴
蟬
詩
」

　
　

（
前
略
）

　
　

鼎
俎
陳
竜
鳳　

金
石
諧
宮
徴　

関
中
満
季
心　

関
西
饒
孔
子

　
　

詎
用
虞
公
立
国
臣　

誰
愛
韓
王
游
説
士　

紅
顔
宿
昔
同
春
花　

素
鬢
俄
頃
変
秋
華

　
　
（
後
略
）

（
千
114
）

　
　

恩
光
春
景
去

我
が
君
も
春
の
ひ
か
り
に
ひ
と
し
く
は
く
さ
き
な
る
身
と
知
り
ぬ
べ
ら
な
り
（
一
一
五
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

（
千
115
）

　
　

夢
中
歓
笑
又
勝
愁

夢
に
て
も
う
れ
し
き
こ
と
を
み
る
と
き
は
た
だ
に
う
れ
ふ
る
身
に
は
ま
さ
れ
り

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
五
四
・
二
四
六
九
「
城
上
夜
宴
」

　
　

留
春
不
住
登
城
望　

惜
夜
相
将
秉
燭
遊　

風
月
万
家
河
両
岸　

笙
歌
一
曲
郡
西
楼

　
　

詩
聴
越
客
吟
何
苦　

酒
被
呉
娃
勧
不
休　

従
道
人
生
都
是
夢　

夢
中
歓
笑
亦
勝
愁

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
人
事
部
・
感
興
・
五
一
一

〈
同
一
句
題
〉（
慈
定
80
）

　
                                     �

 （
①
大
江
千
里
「
句
題
和
歌
」
こ
こ
ま
で
）

②
藤
原
高
遠
『
大
弐
高
遠
集
』（
高
1
～
高
46
）

③
源
道
済
『
道
済
集
』（
道
1
～
道
10
）

【
略
解
説
】

　

藤
原
高
遠
（
九
四
九
―
一
〇
一
三
）
の
家
集
『
大
弐
高
遠
集
』
に
収
め
ら
れ
た
白
居
易
「
長
恨

歌
」「
上
陽
白
髪
人
」
を
句
題
と
す
る
和
歌
三
六
首
と
、
同
集
に
収
め
ら
れ
る
他
の
句
題
和
歌
一

〇
首
。
う
ち
二
六
首
は
白
居
易
「
長
恨
歌
」
を
、
一
〇
首
は
同
じ
く
白
居
易
の
「
上
陽
白
髪
人
」
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を
出
典
と
す
る
七
言
一
句
を
句
題
と
し
て
い
る
（
高
13
の
み
二
句
を
題
と
す
る
）。
さ
ら
に
、
同

集
に
収
め
ら
れ
る
五
言
一
句
を
句
題
と
す
る
和
歌
を
集
成
し
た
。
出
典
未
詳
の
句
題
も
あ
る
が
、

漢
詩
句
題
と
推
測
さ
れ
る
た
め
、
こ
こ
に
拾
遺
と
し
て
収
め
た
。

　

な
お
、「
長
恨
歌
」
を
主
題
と
し
て
詠
む
和
歌
は
、「
長
恨
歌
の
屛
風
を
亭
子
院
の
み
か
ど
か
か

せ
た
ま
ひ
て
、
そ
の
所
々
よ
ま
せ
た
ま
ひ
け
る
」
と
い
う
詞
書
を
有
す
る
『
伊
勢
集
』
五
二
～
六

一
を
嚆
矢
と
し
て
数
多
く
、
文
学
史
的
な
意
義
も
大
き
い
が
、
こ
こ
で
は
本
一
覧
の
性
質
か
ら
、

明
確
に
漢
詩
句
を
題
と
す
る
も
の
に
限
定
し
た
。
源
道
済（
？
―
一
〇
一
九
）の
家
集『
道
済
集
』

二
四
二
～
二
五
一
は
、
四
字
結
題
に
省
略
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
一
覧
で
は
漢
詩
句
か
ら
四
字
結

題
を
抽
出
し
た
も
の
は
収
め
な
い
方
針
で
は
あ
る
が
、『
道
済
集
』
所
収
の
四
字
結
題
は
、「
長
恨

歌
」
の
特
定
の
詩
句
に
基
づ
く
こ
と
、
さ
ら
に
は
高
遠
の
句
題
和
歌
と
の
関
わ
り
も
窺
わ
れ
る
た

め
、
ま
と
め
て
収
載
し
た
。

【
参
考
】

山
崎
誠
「
平
安
朝
の
和
歌
・
物
語
と
長
恨
歌

―
伊
勢
集
・
高
遠
集
・
道
済
集
・
道
命
阿
闍
梨
お

よ
び
宇
津
保
・
源
氏
物
語
を
め
ぐ
っ
て

―
」（『
中
世
文
芸
』
49
、
一
九
七
一
年
三
月
）、
桑
原

博
史
『
源
道
済
集
全
釈
』（
風
間
書
房
、
一
九
八
七
年
）、
近
藤
春
雄
『
白
氏
文
集
と
国
文
学　

新

楽
府
・
秦
中
吟
の
研
究
』（
明
治
書
院
、
一
九
九
〇
年
）

【
底
本
】
新
編
私
家
集
大
成
『
高
遠
集
』（
底
本
・
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
平
安
私
家
集
十
二
』）

　
　
　
　

新
編
私
家
集
大
成
『
道
済
集
』（
底
本
・
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
擬
定
家
本
私
家
集
』）

②
藤
原
高
遠
『
大
弐
高
遠
集
』（
高
1
～
高
36
）

【
本
文
】

或
人
の
、
長
恨
歌
、
楽
府
の
な
か
に
、
あ
は
れ
な
る
こ
と
を
え
ら
び
い
だ
し
て
、
こ
れ
が
こ
こ

ろ
ば
へ
を
、
廿
首
よ
み
て
を
こ
せ
た
り
し
に

（
高
1
）

　
　

養
在
深
窓
人
未
識

か
ら
く
し
げ
あ
け
て
し
見
れ
ば
ま
ど
ふ
か
き
た
ま
の
ひ
か
り
を
見シ

ルる
人
ぞ
な
き
（
二
五
五
）

〈
同
一
句
題
〉�（
道
1
）、
加
藤
千
蔭
『
う
け
ら
が
花
初
編
』
一
四
九
九
「
長
恨
歌
の
句
を
さ
ぐ
り
て

よ
み
け
る
に
、
養
在
深
閨
人
未
識
と
い
ふ
こ
こ
ろ
を
」

（
高
2
）

　
　

春
宵
苦
短
日
高
起

あ
さ
ひ
さ
す
た
ま
の
う
て
な
も
く
れ
に
け
り
人
と
ぬ
る
よ
の
あ
か
ぬ
な
ご
り
に
（
二
五
六
）

（
高
3
）

　
　

行
宮
見
月
傷
心
色

お
も
ひ
や
る
こ
こ
ろ
も
そ
ら
に
な
り
に
け
り
ひ
と
り
あ
り
あ
け
の
月
を
な
が
め
て
（
二
五
七
）

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
恋
・
七
八
〇

〈
同
一
句
題
〉（
道
3
）、（
慈
定
53
・
寂
21
）

（
高
4
）

　
　

馬
嵬
坡
下
泥
土
中

世
中
を
こ
こ
ろ
つ
つ
み
の
く
さ
の
は
に
き
え
に
し
つ
ゆ
に
ぬ
れ
て
こ
そ
ゆ
け
（
二
五
八
）

（
高
5
）

　
　

大
液
芙
蓉
未
央
柳

は
ち
す
お
ふ
る
い
け
は
か
が
み
と
見
ゆ
れ
ど
も
こ
ひ
し
き
人
の
か
げ
は
う
つ
ら
ず
（
二
五
九
）

（
高
6
）

　
　

昇
天
入
地
求
之
遍

お
も
ひ
や
る
こ
こ
ろ
ば
か
り
は
た
ぐ
へ
し
を
い
か
に
た
ぐ
へ
む
ま
ぼ
ろ
し
の
よ
を
（
二
六
〇
）

（
高
7
）

　
　

忽
聞
海
上
有
仙
山

た
づ
ね
ず
は
い
か
で
か
し
ら
む
わ
た
つ
う
み
の
な
み
ま
に
見
ゆ
る
く
も
の
み
や
こ
を
（
二
六
一
）

（
高
8
）

　
　

九
華
帳
裏
夢
中
驚

う
た
た
ね
の
さ
め
て
の
の
ち
の
く
や
し
き
は
ゆ
め
に
も
人
を
見
さ
す
な
り
け
り
（
二
六
二
）

〈
同
一
句
題
〉（
道
8
）

（
高
9
）

　
　

七
月
七
日
長
生
殿

か
つ
み
る
に
あ
か
ぬ
な
げ
き
も
あ
る
も
の
を
あ
ふ
よ
ま
れ
な
る
た
な
ば
た
ぞ
う
き
（
二
六
三
）
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（
高
10
）

　
　

此
恨
綿
綿
無
絶
期

あ
り
て
の
よ
な
く
て
の
の
ち
の
よ
も
つ
き
じ
た
え
ぬ
お
も
ひ
の
か
ぎ
り
な
け
れ
ば
（
二
六
四
）

〈
同
一
句
題
〉（
道
10
）

（
高
11
）

　
　

一以
下
上
陽
人
歌
歟

閇
上
陽
多
少
春

そ
こ
ば
く
の
と
し
つ
む
は
る
に
と
ぢ
ら
れ
て
は
な
見
る
人
に
な
り
ぬ
べ
き
か
な
（
二
六
五
）

（
高
12
）

　
　

一
生
逐
向
空
床
宿

う
ち
は
へ
て
む
な
し
き
ゆ
か
の
さ
び
し
さ
に
し
ば
し
ま
ど
ろ
む
と
き
ぞ
す
く
な
き
（
二
六
六
）

（
高
13
）

　
　

秋
夜
長　

夜
長
無
睡
天
不
明

あ
き
の
よ
の
な
が
き
お
も
ひ
の
く
る
し
き
は
ね
ぬ
に
は
あ
け
ぬ
も
の
に
ぞ
あ
り
け
る
（
二
六
七
）

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
秋
夜
・
二
三
三

〈
同
一
句
題
〉（
匡
9
）、（
朗
27
）

（
高
14
）

　
　

耿
耿
残
灯
背
壁
影

と
も
し
び
の
ほ
か
げ
に
か
よ
ふ
身
を
見
れ
ば
あ
る
か
な
き
か
の
よ
に
こ
そ
あ
り
け
れ
（
二
六
八
）

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
天
象
部
・
雨
夜
・
二
八
五
、『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
秋
夜
・
二
三
三

（
高
15
）

　
　

蕭
蕭
暗
雨
打
窓
声

こ
ひ
し
く
は
ゆ
め
に
も
人
を
見
る
べ
き
に
ま
ど
う
つ
あ
め
に
め
を
さ
ま
し
つ
つ
（
二
六
九
）

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
天
象
部
・
雨
夜
・
二
八
五
、『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
秋
夜
・
二
三
三

（
高
16
）

　
　

春
日
遅
遅
独
坐
難
天
暮

ひ
と
り
の
み
な
が
む
る
そ
ら
の
は
る
の
ひ
は
と
く
く
れ
が
た
き
も
の
に
ぞ
あ
り
け
る
（
二
七
〇
）

（
高
17
）

　
　

宮
鶯
百
囀
愁
猒
聞

も
の
お
も
ふ
と
き
は
な
に
せ
む
う
ぐ
ひ
す
の
き
き
い
と
は
し
き
は
る
に
も
あ
る
か
な
（
二
七
一
）

（
高
18
）

　
　

唯
向
深
窓
望
明
月

見
る
人
も
な
き
や
と
て
ら
す
月
か
げ
の
こ
こ
ろ
ぼ
そ
く
も
見
へ
わ
た
る
か
な
（
二
七
二
）

〈
同
一
句
題
〉（
成
2
）

（
高
19
）

　
　

春
往
秋
来
不
記
年

は
る
あ
き
の
ゆ
き
か
へ
り
ぢ
も
し
ら
な
く
に
な
に
を
し
る
し
に
と
し
を
か
ぞ
へ
む
（
二
七
三
）

（
高
20
）

　
　

外
人
不
見
見
応
咲

た
ま
だ
れ
の
み
す
の
ま
う
と
く
人
は
見
む
見
へ
な
む
の
ち
は
く
や
し
か
る
べ
く
（
二
七
四
）

（
高
21
）

　

同
長
恨
歌
に
、
あ
は
れ
な
る
事
あ
り
し
を
か
き
い
で
て
、
歌
十
六
を
よ
み
く
は
へ
て
や
る
、

　
　

三
千
寵
愛
在
一
身

わ
れ
ひ
と
り
と
お
も
ふ
こ
こ
ろ
も
よ
の
な
か
の
は
か
な
き
身
こ
そ
う
た
が
は
れ
け
れ
（
二
七
五
）

〈
同
一
句
題
〉（
道
2
）

（
高
22
）

　
　

尽
日
君
王
看
不
足

見
て
も
な
を
あ
か
ぬ
こ
こ
ろ
の
こ
こ
ろ
を
ば
こ
こ
ろ
の
い
か
に
思
ふ
こ
こ
ろ
ぞ
（
二
七
六
）

（
高
23
）

　
　

花
鈿
委
地
無
人
収

は
か
な
く
て
あ
ら
し
の
か
ぜ
に
ち
る
は
な
を
あ
さ
ぢ
が
は
ら
の
つ
ゆ
や
を
く
覧
（
二
七
七
）
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（
高
24
）

　
　

君
王
掩
眼
救
不
得

い
か
に
せ
ん
い
の
ち
の
か
な
ふ
身
な
り
せ
ば
わ
れ
も
い
き
て
は
か
へ
ら
ざ
ら
ま
し
（
二
七
八
）

（
高
25
）

　
　

聖
主
朝
暮
之
慕
情

あ
さ
ゆ
ふ
に
し
の
ぶ
こ
こ
ろ
の
し
る
し
に
は
あ
ま
か
け
り
て
も
き
み
が
し
ら
な
む
（
二
七
九
）

（
高
26
）

　
　

君
王
相
顧
尽
霑
衣

せ
き
も
あ
へ
ぬ
な
み
だ
の
か
は
に
お
ぼ
ほ
れ
て
ひ
る
ま
だ
に
な
き
こ
ろ
も
を
ぞ
き
る
（
二
八
〇
）

（
高
27
）

　
　

帰
来
池
菀
皆
依
旧

か
ら
こ
ろ
も
な
み
だ
に
ぬ
れ
て
き
て
見
れ
ば
あ
り
し
な
が
ら
の
あ
き
は
か
は
ら
ず
（
二
八
一
）

〈
同
一
句
題
〉（
道
5
）

（
高
28
）

　
　

春
風
桃
李
花
開
口

は
る
か
ぜ
に
ゑ
み
を
ひ
ら
く
る
花
の
い
ろ
は
む
か
し
の
人
の
お
も
か
げ
ぞ
す
る
（
二
八
二
）

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
恋
・
七
八
一

（
高
29
）

　
　

秋
露
梧
桐
葉
落
時

こ
の
は
ち
る
と
き
に
つ
け
て
ぞ
な
か
な
か
に
わ
が
み
の
あ
き
は
ま
づ
し
ら
れ
け
る
（
二
八
三
）

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
恋
・
七
八
一

（
高
30
）

　
　

西
宮
南
門
多
秋
草

こ
こ
の
へ
の
た
ま
の
う
て
な
も
あ
れ
に
け
り
こ
こ
ろ
と
じ
け
る
く
さ
の
う
へ
の
つ
ゆ
（
二
八
四
）

（
高
31
）

　
　

宮
葉
満
階
紅
不
掃

お
ち
つ
も
る
こ
の
は
こ
の
は
は
お
の
づ
か
ら
あ
ら
し
の
か
ぜ
に
ま
か
せ
て
ぞ
見
る
（
二
八
五
）

（
高
32
）

　
　

夕
殿
蛍
飛
思
悄
然

お
も
ひ
あ
ま
り
こ
ひ
し
き
君
が
た
ま
し
ひ
と
か
け
る
ほ
た
る
を
よ
そ
へ
て
ぞ
見
る
（
二
八
六
）

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
恋
・
七
八
二

〈
同
一
句
題
〉（
慈
定
52
・
寂
20
）

（
高
33
）

　
　

旧
枕
故
衾
誰
与
共

う
ち
わ
た
し
ひ
と
り
ふ
す
よ
の
よ
ひ
よ
ひ
は
ま
く
ら
さ
び
し
き
ね
を
の
み
ぞ
な
く
（
二
八
七
）

〈
句
題
他
出
〉『
新
撰
朗
詠
集
』
雑
部
・
恋
・
七
三
三

〈
同
一
句
題
〉（
慈
定
55
・
寂
22
）

（
高
34
）

　
　

蓬

宮
上
日
月
長

こ
こ
に
て
も
あ
り
し
む
か
し
に
あ
ら
ま
せ
ば
す
ぐ
る
月
ひ
も
み
じ
か
か
ら
ま
し
（
二
八
八
）

（
高
35
）

　
　

在
天
願
作
比
翼
鳥

お
ぼ
ろ
げ
の
ち
ぎ
り
の
ふ
か
き
ひ
と
と
ぢ
や
は
ね
を
な
ら
ぶ
る
身
と
は
な
る
ら
む
（
二
八
九
）

〈
同
一
句
題
〉
加
藤
千
蔭
『
う
け
ら
が
花
初
編
』
一
五
〇
〇
「
在
天
願
作
比
翼
鳥
と
い
ふ
事
を
」

（
高
36
）

　
　

在
地
願
為
連
理
枝

さ
し
か
は
し
ひ
と
つ
枝
に
と
ち
ぎ
り
し
は
お
な
じ
み
や
ま
の
ね
に
や
あ
る
ら
む
（
二
九
〇
）

（
高
37
）

　
　

南
枝
暖
待
鶯

か
ぜ
ぬ
る
み
む
め
の
は
つ
は
な
さ
き
ぬ
れ
ば
い
づ
ら
は
や
ど
の
う
ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ
（
一
六
五
）
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〈
句
題
原
詩
〉�『
白
氏
文
集
』巻
一
七
・
一
一
〇
四「
江
州
赴
忠
州
至
江
陵
已
来
舟
中
示
舎
弟
五
十
韻
」

　
　

（
前
略
）

　
　

夏
口
煙
孤
起　

湘
川
雨
半
晴　

日
煎
紅
浪
沸　

月
射
白
砂
明

　
　

北
渚
寒
留
雁　

南
枝
暖
待
鶯　

朱
桃
露
萼　

点
翠
柳
含
萌

　
　

（
後
略
）

〈
同
一
句
題
〉�（
水
実
4
）、『
邦
輔
親
王
（
新
編
私
家
集
大
成
）』
解
題
七
七
六
、
七
七
七
「
南
枝
暖

待
鶯
」、
西
洞
院
時
慶
『
前
参
議
時
慶
卿
集
』
一
八
五
「
南
枝
暖
待
鶯
」、
中
院
通
村

『
後
十
輪
院
内
府
集
』
六
五
、
六
六
「
南
枝
暖
待
鶯
」、『
後
水
尾
院
御
集
』
五
三
「
南

枝
暖
待
鶯
」、
冷
泉
為
村
『
為
村
集
』
二
六
三
～
三
五
九
、
加
藤
千
蔭
『
う
け
ら
が

花
初
編
』
五
二
「
南
枝
暖
待
鶯
」、
村
田
春
海
『
琴
後
集
』
六
二
「
南
枝
暖
待
鶯
」

（
高
38
）

　
　

花
開
似
美
人

お
る
人
に
ま
ぎが

へ

る
る
る
花
の
け
し
き
を
ば
た
れ
か
に
ほ
ひ
の
か
ほ
る
と
か
い
は
む
（
一
六
六
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
同
一
句
題
〉
飛
鳥
井
雅
親
『
続
亜
槐
集
』
二
四
「
花
開
似
美
人
」

（
高
39
）

　
　

日
暖
人
閑
釣

や
ま
が
は
は
は
る
の
う
す
ら
ひ
と
け
に
け
り
こ
こ
ろ
の
ど
か
に
人
の
つ
り
す
る
（
一
六
七
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

（
高
40
）

　
　

花
下
移
座
居

よ
そ
な
が
ら
見
る
に
は
あ
か
ず
は
る
ば
か
り
を
り
く
ら
し
て
ん
は
な
の
あ
た
り
を
（
一
六
八
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

（
高
41
）

　
　

春
生
人
意
中

は
る
き
ぬ
と
お
も
ふ
ば
か
り
の
し
る
し
に
は
こ
こ
ろ
の
う
ち
ぞ
の
ど
け
か
り
け
る
（
一
六
九
）

〈
句
題
原
詩
〉
元
稹
『
元
氏
長
慶
集
』
巻
一
五
「
生
春
二
十
首
（
ノ
一
四
）」

　
　

何
処
生
春
早　

春
生
人
意
中　

暁
妝
雖
近
火　

晴
戯
漸
憐
風

　
　

暗
入
心
情
懶　

先
添
酒
思
融　

預
知
花
好
悪　

偏
在
最
深
叢

〈
同
一
句
題
〉�『
風
雅
集
』
雑
上
・
一
四
一
一
・
顕
輔
「
春
生
人
意
中
と
い
ふ
事
を
」、『
新
明
題
集
』

春
・
六
一
～
六
四
（
後
西
院
・
雅
章
・
通
茂
・
弘
賢
）「
春
生
人
意
中
」、
武
者
小
路

実
蔭
『
芳
雲
集
』
一
〇
四
七
「
春
生
人
意
中
」、小
沢
蘆
庵
『
六
帖
詠
草
』
二
五
「
春

生
人
意
中
」、
村
田
春
海
『
琴
後
集
』
二
六
「
春
生
人
意
中
」、
香
川
景
樹
『
桂
園
一

枝
拾
遺
』
四
「
春
生
人
意
中
」

（
高
42
）

　
　

風
景
一
家
秋

お
ほ
か
た
の
あ
き
な
ら
ね
ど
も
わ
が
や
ど
に
さ
き
み
だ
れ
た
る
は
な
と
こ
そ
見
れ
（
一
七
二
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
五
三
・
二
三
七
九
「
履
道
新
居
二
十
韻
」

　
　

履
道
坊
西
角　

官
河
曲
北
頭　

林
園
四
隣
好　

風
景
一
家
秋

　
　

門
閉
深
沈
樹　

池
通
浅
沮
溝　

抜
青
松
直
上　

舗
碧
水
平
流

　
　

（
後
略
）

（
高
43
）

　
　

三
月
尽
日　

唯
残
半
日
春

お
し
む
と
や
そ
ら
の
け
し
き
も
お
も
ふ
覧
い
り
あ
ひ
の
こ
ゑ
に
は
る
の
の
こ
れ
る
（
一
七
三
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
六
四
・
三
一
三
一
「
三
月
晦
日
日
晩
聞
鳥
声
」

　
　

晩
来
林
鳥
語
殷
勤　

似
惜
風
光
説
向
人　

遣
脱
破
袍
労
報
暖　

催
沽
美
酒
敢
辞
貧

　
　

声
声
勧
酔
応
須
酔　

一
歳
唯
残
半
日
春

〈
同
一
句
題
〉�（
千
21
）、三
条
西
実
隆
『
再
昌
草
』
一
五
六
三
「
同
（
三
月
尽
、宰
相
中
将
和
漢
会
）、

詩
歌　

唯
残
半
日
春
」

（
高
44
）

　
　

菊
綻
暮
流
芳

か
を
と
め
て
お
る
べ
き
も
の
を
き
く
の
は
な
お
り
く
る
な
み
や
を
り
つ
く
す
覧
（
一
七
七
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

（
高
45
）

　
　

雪
裏
高
山
頭
白
早
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や
ま
た
か
み
い
く
と
せ
つ
め
る
ゆ
き
な
れ
ば
か
し
ら
の
し
ろ
く
見
へ
わ
た
る
ら
む
（
三
一
一
）

〈
句
題
原
詩
〉『
劉
禹
錫
集
』
巻
一
一
「
蘇
州
白
舎
人
寄
新
詩
有
歎
早
白
無
児
之
句
因
以
贈
之
」

　
　

莫
嗟
華
髪
与
無
児　

卻
是
人
間
久
遠
期　

雪
裏
高
山
頭
白
早　

海
中
仙
果
子
生
遅

　
　

于
公
必
有
高
門
慶　

謝
守
何
煩
暁
鏡
悲　

幸
免
如
新
分
非
浅　

祝
君
長
詠
夢
熊
詩

（
高
46
）

　
　

海
中
仙
菓
子
生
遅

く
だ
も
の
は
ま
み
な
る
こ
と
お
ろ
し
と
か

本
マ
ヽう

み
に
た
り
と
は
た
れ
か
い
ひ
け
む
（
三
一
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
劉
禹
錫
集
』
巻
三
一
「
蘇
州
白
舎
人
寄
新
詩
有
歎
早
白
無
児
之
句
因
以
贈
之
」

�

→
（
高
45
）
に
既
出

　

                                  �
  （

②
藤
原
高
遠
『
大
弐
高
遠
集
』
こ
こ
ま
で
）

③
源
道
済
『
道
済
集
』（
道
1
～
道
10
）

【
本
文
】

（
道
1
）

　
　

長
恨
歌
、
当
時
好
士
和
歌
よ
み
し
に
、
十
首

　
　

養
者在

歟
深
窓

た
ま
だ
れ
の
す
だ
れ
も
す
か
ぬ
ね
や
の
う
ち
に
き
み
ま
し
け
り
と
人
に
し
ら
す
な
（
二
四
二
）

〈
同
一
句
題
〉�（
高
2
）、
加
藤
千
蔭
『
う
け
ら
が
花
初
編
』
一
四
九
九
「
長
恨
歌
の
句
を
さ
ぐ
り
て

よ
み
け
る
に
、
養
在
深
閨
人
未
識
と
い
ふ
こ
こ
ろ
を
」

（
道
2
）

　
　

寵
愛
一
身

も
も
し
き
の
き
み
が
あ
さ
ひい

の
う
つ
り
が
は
し
み
に
け
ら
し
な
い
も
が
さ
ご
ろ
も
（
二
四
三
）

（
道
3
）

　
　

行
宮
見
月

み
る
ま
ま
に
も
の
お
も
ふ
こ
と
の
ま
さ
る
か
な
わ
が
身
よ
よ（

マ
マ
）り

る
月
に
や
あ
る
ら
ん
（
二
四
四
）

〈
同
一
句
題
〉（
高
3
）、（
慈
定
53
・
寂
21
）

（
道
4
）

　
　

不
見
玉
顔

お
も
ひ
か
ね
わ
か
れ
し
人
を
き
て
み
れ
ば
あ
さ
ぢ
が
は
ら
に
秋
風
ぞ
ふ
く
（
二
四
五
）

（
道
5
）

　
　

池
苑
依
旧

く
さ
も
木
も
む
か
し
な
が
ら
の
や
ど
な
れ
ど
か
は
ら
ぬ
も
の
は
秋
の
し
ら
つ
ゆ
（
二
四
六
）

〈
同
一
句
題
〉（
高
27
）

（
道
6
）

　
　

碧
落
不
見

や
る
か
た
も
な
か
り
し
こ
こ
ろ
ま
ぼ
ろ
し
を
ま
つ
に
は
ま
さ
る
お
も
ひ
そ
ひ
け
り
（
二
四
七
）

（
道
7
）

　
　

雲
海
沈
沈

ひ
と（

マ
マ
）か

た
の
空
も
き
は
な
き
わ
た
つ
う
み
に
く
も
き（

マ
マ
）き

わ
た
り
日
ぞ
く
れ
に
け
る
（
二
四
八
）

〈
句
題
原
文
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
二
「
長
恨
歌
伝
」

　
　

碧
衣
云
、
玉
妃
、
方
寝
。
請
少
、
待
之
。
于
時
、
雲
海
沈
々
、
洞
天
日
晩
。

　
　

瓊
戸
重
闔
、
悄
然
無
声
。
方
士
、
屛
息
、
斂󠄀
足
拱
手
門
下
。

　
（
道
8
）

　
　

花
帳
夢
驚

た
れ
ぞ
こ
の
け
さ
あ
け
ぼ
の
の
夢
の
う
ち
に
み
や
こ
の
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
つ
る
（
二
四
九
）

〈
同
一
句
題
〉（
高
8
）

（
道
9
）

　
　

誓
両
心
知

た
な
ば
た
や
し
ら
ば
し
る
ら
む
あ
き
の
夜
の
な
が
き
契
は
き
み
も
わ
す
れ
じ
（
二
五
〇
）
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（
道
10
）

　
　

此
恨
綿
綿

い
は
ね
さ
す
つ
く
ば
の
山
は
つ
き
ぬ
と
も
つ
き
む
世
ぞ
な
き
あ
□
ぬ
わ
が
こ
ひ
（
二
五
一
）

〈
同
一
句
題
〉（
高
10
）

〈
句�

題
原
詩
（
高
1
～
10
、
21
～
36
、
道
1
～
6
・
8
～
10
）〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
二
・

〇
五
九
六
「
長
恨
歌
」

漢
皇
重
色
思
傾
国　

御
宇
多
年
求
不
得　

楊
家
有
女
初
長
成　

養

（
（

（
高
１
）（
道

在
深
閨
人
未
識

天
生
麗
質
難
自
棄　

一
朝
選
在
君
王
側　

迴
眸
一
笑
百
媚
生　

六
宮
粉
黛
無
顔
色

春
寒
賜
浴
華
清
池　

温
泉
水
滑
洗
凝
脂　

侍
児
扶
起
嬌
無
力　

始
是
新
承
恩
沢
時

雲
鬢
花
顔
金
歩
揺　

芙
蓉
帳
暖
度
春
宵　

春（
高
２
）宵

苦
短
日
高
起　

従
此
君
王
不
早
朝

承
歓
侍
宴
無
閑
暇　

春
従
春
遊
夜
専
夜　

後
宮
佳
麗
三
千
人　

三
（高21


）

（高

（
高

千
寵
愛
在
一
身

金
屋
粧
成
嬌
侍
夜　

玉
楼
宴
罷
酔
和
春　

姉
妹
弟
兄
皆
列
土　

可
憐
光
彩
生
門
戸

遂
令
天
下
父
母
心　

不
重
生
男
重
生
女　

驪
宮
高
処
入
青
雲　

仙
楽
風
飄
処
処
聞

緩
歌
縵
舞
凝
糸
竹　

尽
（
（高

（
高

日
君
王
看
不
足　

漁
陽
鞞
鼓
動
地
来　

驚
破
霓
裳
羽
衣
曲

九
重
城
闕
煙
塵
生　

千
乗
万
騎
西
南
行　

翠
華
揺
揺
行
復
止　

西
出
都
門
百
余
里

六
軍
不
発
無
奈
何　

宛
転
蛾
眉
馬
前
死　

花
（
（高

（
高

鈿
委
地
無
人
収　

翠
翹
金
雀
玉
搔
頭

君
（
（高

（
高

王
掩
面
救
不
得　

迴
看
血
涙
相
和
流　

黄
埃
散
漫
風
蕭
索　

雲
桟
縈
紆
登
剣
閣

峨
眉
山
下
少
人
行　

旌
旗
無
光
日
色
薄　

蜀
江
水
碧
蜀
山
青　

聖
（
（高

（
高

主
朝
朝
暮
暮
情

行（
高
３
）（
道
３
）

宮
見
月
傷
心
色　

夜
雨
聞
鈴
腸
断
声　

天
旋
日
転
迴
竜
馭　

到
此
躊
躇
不
能
去

馬（
高
４
）嵬

坡
下
泥
土
中　

不（
道
４
）見

玉
顔
空
死
処　

君
（
（2
（

臣
相
顧
尽
霑
衣　

東
望
都
門
信
馬
帰

帰
（高2

7
）

（高

（
高

来
池
苑
皆
依
旧　

太（
高
５
）液

芙
蓉
未
央
柳　

芙
蓉
如
面
柳
如
眉　

対
此
如
何
不
涙
垂

春
（
（高

（
高

風
桃
李
花
開
夜　

秋
（
（高

（
高

雨
梧
桐
葉
落
時　

西
（
（高

（
高

宮
南
苑
多
秋
草　

宮
（
（高

（
高

葉
満
階
紅
不
掃

梨
園
弟
子
白
髪
新　

椒
房
阿
監
青
娥
老　

夕
（
（高

（
高

殿
蛍
飛
思
悄
然　

孤
灯
挑
尽
未
成
眠

遅
遅
鐘
鼓
初
長
夜　

耿
耿
星
河
欲
曙
天　

鴛
鴦
瓦
冷
霜
華
重　

翡
（
（高

（
高

翠
衾
寒
誰
与
共

悠
悠
生
死
別
経
年　

魂
魄
不
曽
来
入
夢　

臨
邛
道
士
鴻
都
客　

能
以
精
誠
致
魂
魄

為
感
君
王
展
転
思　

遂
教
方
士
殷
勤
覓　

排
空
馭
気
奔
如
電　

昇（
高
６
）天

入
地
求
之
遍

上（
道
６
）窮

碧
落
下
黄
泉　

両
処
茫
茫
皆
不
見　

忽（
高
７
）聞

海
上
有
仙
山　

山
在
虚
無
縹
緲
間

楼
閣
玲
瓏
五
雲
起　

其
中
綽
約
多
仙
子　

中
有
一
人
字
玉
真　

雪
膚
花
貌
参
差
是

金
闕
西
廂
叩
玉
扃　

転
教
小
玉
報
双
成　

聞
道
漢
家
天
子
使　

九（
高
８
）（
道
８
）

華
帳
裏
夢
魂
驚

攬
衣
推
枕
起
徘
徊　

珠
箔
銀
屛
邐
迤
開　

雲
鬢
半
垂
新
睡
覚　

花
冠
不
整
下
堂
来

風
吹
仙
袂
飄
颻
挙　

猶
似
霓
裳
羽
衣
舞　

玉
容
寂

涙
攔
干　

梨
花
一
枝
春
帯
雨

含
情
凝
睇
謝
君
王　

一
別
音
容
両
眇
茫　

昭
陽
殿
裏
恩
愛
絶　

蓬
（
（高

（
高

萊
宮
中
日
月
長

迴
頭
下
望
人
寰
処　

不
見
長
安
見
塵
霧　

唯
将
旧
物
表
深
情　

鈿
合
金
釵
寄
将
去

釵
留
一
股
合
一
扇　

釵
擘
黄
金
合
分
鈿　

但
令
心
似
金
鈿
堅　

天
上
人
間
会
相
見

臨
別
殷
勤
重
寄
詞　

詞
中
有
誓（

道
９
）両

心
知　

七（
高
９
）月

七
日
長
生
殿　

夜
半
無
人
私
語
時

在
（
（高

（
高

天
願
作
比
翼
鳥　

在
（
（高

（
高

地
願
為
連
理
枝　

天
長
地
久
有
時
尽　

此

（
（高

（高1


（高

（
高

恨
綿
綿
無
尽
期

〈
句
題
原
詩
（
高
11
～
20
）〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
三
・
〇
一
三
一
「
上
陽
白
髪
人
」

　
　

上
陽
人　

紅
顔
暗
老
白
髪
新　

緑
衣
監
使
守
宮
門　

一
（
（高

（
高

閉
上
陽
多
少
春

　
　

玄
宗
末
歳
初
選
入　

入
時
十
六
今
六
十　

同
時
采
択
百
余
人　

零
落
年
深
残
此
身

　
　

憶
昔
吞
悲
別
親
族　

扶
入
車
中
不
教
哭　

皆
云
入
内
便
承
恩　

瞼
似
芙
蓉
胸
似
玉

　
　

未
容
君
王
得
見
面　

已
被
楊
妃
遥
側
目　

妬
令
潜
配
上
陽
宮　

一
（
（高

（
高

生
遂
向
空
房
宿　

　
　

秋
（
（高

（
高

夜
長　

夜
長
無
寝
天
不
明　

耿
耿
残
灯
背
壁
影　

蕭
蕭
暗
雨
打
窓
声

　
　

春
（
（高

（
高

日
遅　

日
遅
独
坐
天
難
暮　

宮
（
（高

（
高

鶯
百
囀
愁
厭
聞　

梁
燕
双
棲
老
休
妬

　
　

鶯
帰
燕
去
長
悄
然　

春
（
（高

（
高

往
秋
来
不
記
年　

唯
（
（高

（
高

向
深
宮
望
明
月　

東
西
四
五
百
迴
円

　
　

今
日
宮
中
年
最
老　

大
家
遥
賜
尚
書
号　

小
頭
鞋
履
窄
衣
裳　

青
黛
点
眉
眉
細
長

　
　

外
（
（高

（
高

人
不
見
見
応
笑　

天
宝
末
年
時
世
粧
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上
陽
人　

苦
最
多　

少
亦
苦　

老
亦
苦

　
　

少
苦
老
苦
両
如
何　

君
不
見
昔
時
呂
向
美
人
賦　

又
不
見
今
日
上
陽
白
髪
歌

　

                                       �
  （

③
源
道
済
『
道
済
集
』
こ
こ
ま
で
）

④
大
江
匡
房
『
匡
房
集
』（
匡
1
～
匡
10
）

【
略
解
説
】

大
江
匡
房
（
一
〇
四
一
―
一
一
一
一
）
の
家
集
『
匡
房
集
』
所
収
の
句
題
和
歌
一
〇
首
。
春
・
夏
・

秋
・
冬
・
雑
そ
れ
ぞ
れ
二
首
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
句
題
は
す
べ
て
七
言
一
句
の
漢
詩
句
を
用
い

て
い
る
が
、
漢
文
体
で
は
な
く
訓
読
さ
れ
た
和
文
で
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
『
夫
木
抄
』
に
も
収

載
さ
れ
て
い
る
歌
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
題
が
漢
文
体
で
示
さ
れ
て
い
る
。

【
参
考
】

本
間
洋
一
『
王
朝
漢
文
学
表
現
論
考
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
所
収
「
大
江
匡
房
の
和
歌

―
和
漢
兼
作
家
の
表
現

―
」

【
底
本
】
新
編
私
家
集
大
成
「
匡
房
Ⅰ
（『
匡
房
集
』）」（
底
本
・
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
平
安
私
家

集
五
』）

【
本
文
】

（
匡
1
）

　
　

い
け
に
な
み
の
も
ん
あ
り
て
、
こ
ほ
り
こ
と
ご
と
に
ひ
ら
か
し
む

そ
で
ひ
ち
し
い
け
の
こ
ほ
り
も
う
ち
と
け
て
み
ど
り
の
あ
や
は
な
み
ぞ
た
ち
け
る
（
三
七
九
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
五
八
・
二
八
七
四
「
府
西
池
」

　
　

柳
無
気
力
枝
先
動　

池
有
波
文
氷
尽
開　

今
日
不
知
誰
計
会　

春
風
春
水
一
時
来

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
立
春
・
一
、『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
立
春
・
四

（
匡
2
）

　
　

や
は
ら
か
な
る
風
、
は
な
を
ひ
ら
か
し
む

こ
ち
か
ぜ
に
ま
づ
さ
く
む
め
の
ち
り
ぢ
り
に
に
ほ
ひ
た
え
せ
ぬ
は
る
の
は
な
か
な
（
三
八
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
早
春
・
二
九

　
　

暖
日
当
頭
催
展
菜　

和
風
次
第
遣
開
花
（「
賞
春
」
路
半
千
）

（
匡
3
）

　
　

み
な
づ
き
の
せ
の
こ
ゑ
は
、
あ
き
の
あ
め
に
に
た
り

う
ち
よ
す
る
せ
ぜ
の
し
ら
な
み
お
と
た
か
み
ま
だ
み
な
づ
き
に
し
ぐ
れ
ふ
る
ら
し
（
三
八
一
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
六
六
・
三
二
六
六
「
香
山
避
暑
二
絶
（
ノ
一
）」

　
　

六
月
灘
声
如
猛
雨　

香
山
楼
北
暢
師
房　

夜
深
起
凭
欄
干
立　

満
耳
潺
湲
満
面
涼

〈
同
一
句
題
〉（
朗
19
）

（
匡
4
）

　
　

か
ぜ
わ
た
れ
ば
、
た
け
の
あ
ひ
だ
に
、
ほ
た
る
の
か
げ
み
だ
る

く
れ
た
け
の
よ
は
に
ほ
た
る
の
み
だ
る
る
は
こ
ず
ゑ
す
ず
し
き
風
や
ふ
く
ら
ん
（
三
八
二
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
天
象
部
・
風
月
・
二
七
四

　
　

風
起
竹
間
蛍
影
乱　

月
明
江
上
笛
声
多
（「
秋
夜
旅
泊
」
道
彦
）

（
匡
5
）

　
　

た
え
ず
あ
を
き
こ
け
、
も
み
ぢ
の
い
ろ

も
み
ぢ
ば
の
こ
け
ぢ
の
う
へ
に
ち
る
と
き
は
し
の
ぶ
と
す
れ
ど
い
ろ
に
で
に
け
り
（
三
八
三
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
三
・
〇
六
二
〇
「
秋
雨
中
贈
元
九
」

　
　

不
堪
紅
葉
青
苔
地　

又
是
涼
風
暮
雨
天　

莫
怪
独
吟
秋
思
苦　

比
君
校
近
二
毛
年

〈
句
題
他
出
〉�『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
暮
秋
・
二
〇
一
、『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
紅
葉
・
三
〇
一

〈
同
一
句
題
〉（
慈
定
38
・
寂
14
）、『
和
漢
兼
作
集
』
秋
下
・
八
六
六
・
藤
原
定
通
「
不
堪
紅
葉
青

苔
地
」

（
匡
6
）

　
　

し
も
の
く
さ
か
れ
な
ん
と
し
て
、
む
し
の
お
も
ひ
ね
む
ご
ろ
な
り

は
つ
し
も
に
か
れ
ゆ
く
く
さ
の
き
り
ぎ
り
す
あ
き
は
く
れ
ぬ
と
き
く
ぞ
か
な
し
き
（
三
八
四
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
六
六
・
三
二
八
七
「
答
夢
得
秋
庭
独
坐
見
贈
」
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林
梢
隠
映
夕
陽
残　

庭
際
蕭
疎
夜
気
寒　

霜
草
欲
枯
虫
思
急　

風
枝
未
定
鳥
棲
難

　
　

容
衰
見
鏡
同
惆
悵　

身
健
逢
杯
且
喜
歓　

応
是
天
教
相
煖
熱　

一
時
垂
老
与
閑
官

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
暮
秋
・
二
〇
二
、『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
虫
・
三
二
八

〈
同
一
句
題
〉（
千
37
）、（
土
24
）

（
匡
7
）

　
　

さ
む
き
な
が
れ
、
月
を
お
も
ひ
て
、
す
め
る
こ
と
か
が
み
の
ご
と
し

こ
ほ
り
わ
け
な
が
れ
に
す
め
る
月
か
げ
は
た
ま
く
し
げ
な
る
か
が
み
と
そ
見
る
（
三
八
五
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
六
・
〇
九
一
三
「
江
楼
宴
別
」

　
　

楼
中
別
曲
催
離
酌　

灯
下
紅
裙
間
緑
袍　

縹
緲
楚
風
羅
綺
薄　

錚

越
調
管
絃
高

　
　

寒
流
帯
月
澄
如
鏡　

夕
吹
和
霜
利
似
刀　

樽
酒
未
空
歓
未
尽　

舞
腰
歌
袖
莫
辞
労

〈
句
題
他
出
〉�『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
冬
夜
・
二
二
四
、『
和
漢
朗
詠
集
』
冬
部
・
歳
暮
・
三
五
九

〈
同
一
句
題
〉（
慈
定
42
）、（
土
28
）

（
匡
8
）

　
　

ゆ
き
を
見
て
、
し
づ
か
に
ゆ
き
て
、
む
ま
の
お
そ
き
に
ま
か
せ
た
り

ゆ
き
や
ら
で
ゆ
き
の
を
ば
な
と
み
つ
る
か
な
ひ
と
き
ふ
た
き
の
こ
ま
に
ま
か
せ
て
（
三
八
六
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
五
八
・
二
八
九
五
「
酔
吟
」

　
　

酔
来
忘
渇
復
忘
飢　

冠
帯
形
骸
杳
若
遺　

耳
底
斎
鍾
初
過
後　

心
頭
卯
酒
未
消
時

　
　

臨
風
朗
詠
従
人
聴　

看
雪
閑
行
任
馬
遅　

応
被
衆
疑
公
事
漫　

従
前
府
尹
不
吟
詩

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
遊
牧
部
・
冬
遊
・
八
六
五

（
匡
9
）

　
　

よ
な
が
う
し
て
ひ
と
り
ゐ
て
、
よ
も
あ
け
が
た
し

う
つ
み
び
の
お
き
ゐ
て
人
を
こ
ふ
る
か
な
い
つ
か
ふ
せ
や
の
ひ
ま
し
ろ
む
べ
き
（
三
八
七
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
三
・
〇
一
三
一
「
上
陽
白
髪
人
」

　
　

（
前
略
）

　
　

秋
夜
長　

夜
長
無
寐
天
不
明　

耿
耿
残
灯
背
壁
影　

蕭
蕭
暗
雨
打
窓
声

　
　

春
日
遅　

日
遅
独
坐
天
難
暮　

宮
鶯
百
囀
愁
厭
聞　

梁
燕
双
棲
老
休
妬

　
　

（
後
略
）

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
秋
夜
・
二
三
三

〈
同
一
句
題
〉（
高
13
）、（
朗
27
）

（
匡
10
）

　
　

せ
が
か
ほ
は
あ
ら
た
ま
ら
ざ
る
に
、
君
が
こ
こ
ろ
は
あ
ら
た
ま
り
に
た
り

う
は
な
み
は
す
ゑ
の
ま
つ
や
ま
こ
え
に
け
り
た
ら
ひ
の
み
づ
の
か
げ
は
か
は
ら
で
（
三
八
八
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
三
・
〇
一
三
四
「
太
行
路
」

　
　

（
前
略
）

　
　

古
称
色
衰
相
棄
背　

当
時
美
人
猶
怨
悔　

何
況
如
今
鸞
鏡
中　

妾
顔
未
改
君
心
改

　
　

為
君
薫
衣
裳　

君
聞
蘭
麝
不
馨
香　

為
君
盛
容
飾　

君
看
金
翠
無
顔
色

　
　

（
後
略
）

〈
同�

一
句
題
〉『
楢
葉
集
』
雑
三
・
九
〇
三
・
定
宗
法
師
「
大
僧
都
経
円
、
楽
府
段
段
の
心
を
題
に

て　

月
次
の
歌
よ
み
侍
り
け
る
に
、
大
行
路
の
、
い
か
に
い
は
む
や
い
ま
鸞
鏡
の
う
ち
に
妾
顔

未
改
君
心
改
、
と
い
へ
る
事
を
」

　　

                     �
                   （

④
大
江
匡
房
『
匡
房
集
』
こ
こ
ま
で
）

⑤
祝
部
成
仲
『
成
仲
集
』（
成
1
～
成
5
）

【
略
解
説
】

祝
部
成
仲
（
一
〇
九
九
―
一
一
九
一
）
の
家
集
『
祝
部
成
仲
集
』
に
収
め
ら
れ
る
句
題
和
歌
五
首
。

句
題
の
出
典
は
全
て
『
白
氏
文
集
』
所
収
の
新
楽
府
お
よ
び
「
長
恨
歌
」
で
あ
る
。

【
参
考
】

本
間
洋
一
『
王
朝
漢
文
学
表
現
論
考
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
所
収
「
祝
部
成
仲
の
和
歌

―
漢
詩
文
世
界
か
ら
の
瞥
見

―
」

【
底
本
】
新
編
私
家
集
大
成
『
成
仲
集
』（
底
本
・
穂
久
邇
文
庫
本
）

【
本
文
】

（
成
1
）

　

楽
府
歌

　
　

海
漫
漫　

童
男
丱
女
舟
中
老

と
こ
わ
か
の
く
す
り
た
づ
ね
に
い
で
し
か
ど
を
い
の
な
み
た
つ
ふ
な
ぢ
な
り
け
り
（
八
七
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
三
・
〇
一
二
八
「
海
漫
漫
」

　
　

（
前
略
）
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海
漫
漫　

風
浩
浩　

　
　

眼
穿
不
見
蓬
萊
島　

不
見
蓬
萊
不
敢
帰　

童
男
丱
女
舟
中
老　

徐
福
文
成
多
誑
誕

　
　

（
後
略
）

（
成
2
）

　
　

上
陽
人　

唯
向
深
宮
望
明
月

き
み
こ
ふ
る
な
み
だ
に
く
も
る
月
な
れ
ば
き
ま
さ
ん
よ
ひ
や
さ
や
け
か
る
べ
き
（
八
八
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
三
・
〇
一
三
一
「
上
陽
白
髪
人
」

　
　

（
前
略
）

　
　

鶯
帰
燕
去
長
悄
然　

春
往
秋
来
不
記
年　

唯
向
深
宮
望
明
月　

東
西
四
五
百
迴
円

　
　

今
日
宮
中
年
最
老　

大
家
遥
賜
尚
書
号　

小
頭
鞋
履
窄
衣
裳　

青
黛
点
眉
眉
細
長

　
　

（
後
略
）

〈
同
一
句
題
〉（
高
18
）

（
成
3
）

　
　

新
豊
折
臂　

自
把
大
石
把
折
臂

ひ
ぢ
を
だ
に
を
ら
ざ
ら
ま
せ
ば
け
ふ
ま
で
に
か
ひ
な
き
か
ら
も
い
け
ら
ま
し
か
は
（
八
九
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
三
・
〇
一
三
三
「
新
豊
折
臂
翁
」

　
　

（
前
略
）

　
　

夜
深
不
敢
使
人
知　

偸
将
大
石
鎚
折
臂　

張
弓
簸
旗
俱
不
堪　

従
茲
始
免
征
雲
南

　
　

骨
砕
筋
傷
非
不
苦　

且
図
揀
退
帰
郷
土　

臂
折
来
来
六
十
年　

一
肢
雖
廃
一
身
全

　
　

（
後
略
）

（
成
4
）

　
　

大
行
路　

為
君
薫
衣
裳　

君
聞
蘭
麝
不
馨
香

あ
は
れ
て
ふ
き
み
が
お
も
ひ
の
き
え
ぬ
れ
ば
た
き
も
の
の
か
も
な
き
に
や
あ
る
ら
ん
（
九
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
三
・
〇
一
三
四
「
太
行
路
」

　
　

（
前
略
）

　
　

古
称
色
衰
相
棄
背　

当
時
美
人
猶
怨
悔　

何
況
如
今
鸞
鏡
中　

妾
顔
未
改
君
心
改

　
　

為
君
薫
衣
裳　

君
聞
蘭
麝
不
馨
香　

為
君
盛
容
飾　

君
看
金
翠
無
顔
色

　
　

（
後
略
）

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
恋
・
七
七
八

〈
同
一
句
題
〉（
朗
80
）、
武
者
小
路
実
陰
『
芳
雲
集
』
三
八
八
三
～
三
八
八
五
「
為
君
薫
衣
裳
」

（
成
5
）

　
　

百
練
鏡　

四
海
安
危
照
掌
内

よ
も
の
う
み
く
ま
な
く
て
ら
す
き
み
な
れ
ば
ま
す
み
の
か
が
み
な
に
に
か
は
せ
ん
（
九
一
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
四
・
〇
一
四
六
「
百
錬
鏡
」

　
　

（
前
略
）

　
　

我
有
一
言
聞
太
宗　

太
宗
常
以
人
為
鏡　

鑑
古
鑑
今
不
鑑
容

　
　

四
海
安
危
居
掌
内　

百
王
治
乱
懸
心
中　

乃
知
天
子
別
有
鏡　

不
是
揚
州
百
錬
銅

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
帝
王
・
六
五
五

　

                                 �
       （

⑤
祝
部
成
仲
『
成
仲
集
』
こ
こ
ま
で
）

⑥
藤
原
隆
房
『
朗
詠
百
首
』（
朗
1
～
朗
99
）

【
略
解
説
】

藤
原
隆
房
（
一
一
四
八
―
一
二
〇
九
）
作
。
成
立
は
、
治
承
元
年
（
一
一
七
七
）
以
降
、
遅
く
と

も
正
治
（
一
一
九
九
～
一
二
〇
〇
）
以
前
に
成
立
か
。
全
体
構
成
は
、
春
一
〇
首
・
夏
一
〇
首
・

秋
一
〇
首
・
冬
一
〇
首
・
祝
五
首
・
管
絃
五
首
・
閑
居
五
首
・
羈
旅
五
首
・
述
懐
五
首
・
餞
別
五

首
・
恋
五
首
・
懐
旧
五
首
・
無
常
五
首
・
法
文
五
首
。
羈
旅
と
法
文
の
二
部
以
外
の
名
称
は
、『
和

漢
朗
詠
集
』
の
部
立
に
一
致
し
て
い
る
。

【
参
考
】

鈴
木
徳
男
「『
朗
詠
百
首
』
考
」（『
高
野
山
大
学
国
語
国
文
』
8
、
一
九
八
二
年
三
月
）、
佐
藤
恒

雄
『
藤
原
定
家
研
究
』（
風
間
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
所
収
「
藤
原
隆
房
「
朗
詠
百
首
」
と
そ
の

意
義
」

【
底
本
】
新
編
国
歌
大
観
（
底
本
・
群
書
類
従
板
本
）

【
本
文
】

春
部

（
朗
1
）

　
　

池
凍
東
頭
風
度
解

は
る
の
池
の
汀
を
わ
た
る
こ
ち
風
に
氷
の
く
さ
び
う
ち
と
け
に
け
り
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〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
立
春
・
二

　
　

池
凍
東
頭
風
度
解　

窓
梅
北
面
雪
封
寒
（「
立
春
日
呈
芸
閣
諸
文
友
」
菅
原
篤
茂
）

（
朗
2
）

　
　

東
岸
西
岸
之
柳　

遅
速
不
同

春
の
く
る
そ
な
た
や
ま
づ
は
め
ぐ
む
ら
む
こ
の
も
か
の
も
の
岸
の
青
柳

〈
句
題
原
文
〉�『
本
朝
文
粋
』
巻
八
・
序
申
・
詩
序
一
・
時
節
・
二
一
七
・
慶
滋
保
胤
「
早
春
同
賦

春
生
逐
地
形
」

　
　

�

（
前
略
）
至
于
彼
東
岸
西
岸
之
柳
、
遅
速
不
同
、
南
枝
北
枝
之
梅
、
開
落
已
異
、
不
是
春
土
之

有
私
、
誠
任
陰
土
之
自
然
也
。（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
早
春
・
一
一

（
朗
3
）

　
　

望
長
安
城
之
遠
樹　

百
千
万
茎
薺
青

を
ち
か
た
の
遠
き
梢
を
み
わ
た
せ
ば
て
ご
と
に
摘
み
し
若
菜
な
り
け
り
（
三
）

〈
句
題
原
文
〉�『
本
朝
文
粋
』
巻
八
・
序
申
・
詩
序
一
・
時
節
・
二
一
八
・
源
順
「
早
春
於
奨
学
院
、

同
賦
春
生
霽
色
中
、
各
分
一
字
」

　
　

�

（
前
略
）
至
彼
鮮
雲
巻
兮
遊
糸
乱
、兔
月
照
兮
曝
布
明
、見
天
台
山
之
高
巖
、四
十
五
尺
波
白
、

望
長
安
城
之
遠
樹
、
百
千
万
茎
薺
青
。（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
眺
望
・
六
二
六

（
朗
4
）

　
　

浅
紅
鮮
娟　

仙
方
之
雪
愧
色

た
ち
ぬ
は
ぬ
こ
ろ
も
に
か
か
る
雪
の
色
も
は
づ
ら
ん
も
の
を
梅
の
に
ほ
ひ
は
（
四
）

〈
句
題
原
文
〉�『
本
朝
文
粋
』
巻
一
〇
・
序
丙
・
詩
序
三
・
木
・
二
八
九
・
橘
正
通
「
春
日
陪
第
七

親
王
風
亭
、
同
賦
繞
檐
梅
正
開
、
応
教
」

　
　

（
前
略
）
浅
紅
嬋
娟
、
仙
方
之
雪
媿
色
。
濃
香
芬
郁
、
妓
鑪
之
煙
譲
薫
。（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
紅
梅
・
九
七

（
朗
5
）

　
　

山
桃
復
野
桃　

日
曝
紅
錦
之
幅

も
も
の
は
な
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
咲
き
ぬ
れ
ば
野
に
も
山
に
も
に
し
き
お
り
か
く
（
五
）

〈
句
題
原
文
〉�『
本
朝
文
粋
』
巻
一
〇
・
序
丙
・
詩
序
三
・
木
・
三
〇
三
・
紀
斉
名
「
暮
春
遊
覧
同

賦
逐
処
花
皆
好
」

　
　

（
前
略
）
山
桃
復
野
桃
、
日
曝
紅
錦
之
幅
、
門
柳
復
岸
柳
、
風
宛
麴
塵
之
糸
。（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
春
興
・
二
一

（
朗
6
）

　
　

花
明
上
苑　

軽
軒
馳
九
百
之
塵

花
み
に
と
い
そ
ぐ
車
は
す
ぎ
ぬ
れ
ど
我
の
み
ゆ
か
で
思
ひ
こ
そ
や
れ
（
六
）

〈
句
題
原
文
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
花
・
一
一
三

　
　

花
明
上
苑　

軽
軒
馳
九
陌
之
塵　

猿
叫
空
山　

斜
月
瑩
千
巖
之
路
（「
閑
賦
」
張
読
）

　
　（

朗
7
）

　
　

不
明
不
暗
朧
朧
月

く
ま
も
な
く
さ
え
ぬ
も
の
ゆ
ゑ
春
の
夜
の
月
し
も
な
ぞ
や
お
ぼ
ろ
け
な
ら
ぬ
（
七
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
四
・
〇
七
六
五
「
嘉
陵
夜
有
懐
二
首
（
ノ
二
）」

　
　

不
明
不
闇
朧
朧
月　

非
暖
非
寒
慢
慢
風　

独
臥
空
牀
好
天
気　

平
明
閑
事
到
心
中

〈
句
題
典
拠
〉『
新
撰
朗
詠
集
』
春
部
・
春
夜
・
二
三

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
春
夜
・
八
三

〈
同
一
句
題
〉（
千
71
）

（
朗
8
）

　
　

西
楼
月
落
花
間
曲

春
の
夜
の
有
あ
け
が
た
の
月
を
み
て
花
に
な
づ
さ
ふ
宮
の
う
ぐ
ひ
す
（
八
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
鶯
・
七
一

　
　

西
楼
月
落
花
間
曲　

中
殿
灯
残
竹
裏
音
（「
宮
鶯
囀
暁
光
」
菅
原
文
時
）

（
朗
9
）

　
　

留
春
春
不
駐　

春
帰
人
寂
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と
ど
む
れ
ど
春
は
と
ま
ら
で
帰
り
に
き
い
か
が
は
す
べ
き
け
ふ
の
淋
し
さ
（
九
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
五
一
・
二
二
四
〇
「
落
花
」

　
　

留
春
春
不
住　

春
帰
人
寂
漠　

厭
風
風
不
定　

風
起
花
蕭
索

　
　

既
興
風
前
歎　

重
命
花
下
酌　

勧
君
嘗
緑
醅　

教
人
拾
紅
萼

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
三
月
尽
・
五
〇

〈
同
一
句
題
〉�（
慈
定
14
）、『
閑
月
和
歌
集
』
春
下
・
一
〇
四
・
法
印
憲
実
「
留
春
春
不
留
と
い
ふ

こ
と
を
」

（
朗
10
）

 　
（
春
夜
欲
明　

望
牛
漢
之
西
転
）

あ
け
が
た
に
春
の
夜
た
だ
も
な
り
ぬ
れ
ば
西
に
ぞ
廻
る
星
の
や
ど
り
は
（
一
〇
）

〈
句
題
原
文
〉�『
本
朝
文
粋
』
巻
一
〇
・
序
丙
・
詩
序
三
・
聖
廟
・
二
七
三
・
大
江
以
言
「
三
月
尽

日
陪
吉
祥
院
聖
廟
、
同
賦
古
廟
春
方
暮
」

　
　

（
前
略
）
春
夜
欲
明
、
望
牛
漢
之
西
転
、
夏
日
告
朔
、
指
象
魏
而
北
轅
。（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
新
撰
朗
詠
集
』
春
部
・
春
夜
・
二
四

　
　夏

部
（
朗
11
）

　
　

生
衣
欲
待
家
人
着

ぬ
ぎ
か
ふ
る
人
を
ま
つ
ら
む
春
す
ぎ
て
夏
の
け
さ
た
つ
蟬
の
羽
衣
（
一
一
）

〈
句
題
原
詩
〉
菅
原
道
真
『
菅
家
文
草
』
巻
四
・
二
五
一
「
四
年
三
月
二
十
六
日
作
」

　
　

我
情
多
少
与
誰
談　

況
換
風
雲
感
不
堪　

計
四
年
春
残
日
四　

逢
三
月
尽
客
居
三

　
　

生
衣
欲
待
家
人
著　

宿
醸
当
招
邑
老
酣　

好
去
鶯
花
今
已
後　

冷
心
一
向
勧
農
蚕

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
夏
部
・
更
衣
・
一
四
五

（
朗
12
）

　
　

斑
婕
妤
団
雪
之
扇　

代
岸
風
兮
長
忘

川
風
の
き
し
吹
く
夏
の
夕
す
ず
み
い
づ
ら
あ
ふ
ぎ
の
ゆ
く
へ
し
る
ら
む
（
一
二
）

〈
句
題
原
文
〉�

大
江
匡
衡
『
江
吏
部
集
』
上
・
四
時
部
「
七
言
夏
夜
守
庚
申
侍
清
涼
殿
、
同
賦
避
暑

対
水
石
、
応
製
一
首
幷
序
」

　
　

�

（
前
略
）班
婕
妤
団
雪
之
扇
、代
岸
風
兮
長
忘
。
燕
昭
王
招
涼
之
珠
、当
沙
月
兮
自
得
。（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
夏
部
・
納
涼
・
一
六
二

（
朗
13
）

　
　

燕
昭
王
招
涼
之
珠　

当
沙
月
而
自
得

そ
ら
は
れ
て
い
さ
ご
を
照
ら
す
月
の
色
を
涼
し
き
た
ま
の
か
げ
か
と
ぞ
思
ふ
（
一
三
）

〈
句
題
原
文
〉�

大
江
匡
衡
『
江
吏
部
集
』
上
・
四
時
部
「
七
言
夏
夜
守
庚
申
侍
清
涼
殿
、
同
賦
避
暑

対
水
石
、
応
製
一
首
幷
序
」
→
（
朗
12
）
に
既
出

（
朗
14
）

　
　

五
月
蟬
声
送
麦
秋

神
ま
つ
る
卯
月
も
た
て
ば
五
月
雨
の
そ
ら
も
と
ど
ろ
に
な
く
蟬
の
声
（
一
四
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
夏
部
・
蟬
・
一
九
三

　
　

千
峰
鳥
路
含
梅
雨　

五
月
蟬
声
送
麦
秋
（「
発
青
泥
店
至
長
県
西
渡
口
」
李
嘉
祐
）

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
夏
興
・
一
二
七

（
朗
15
）

　
　

五
月
菖
蒲
素
得
名

む
か
し
よ
り
行
か
た
も
な
き
沼
水
に
い
か
で
あ
や
め
の
名
を
な
が
し
け
む
（
一
五
）

〈
句
題
原
詩
〉
菅
原
道
真
『
新
撰
万
葉
集
』
六
二

　
　

五
月
菖
蒲
素
得
名　

毎
逢
五
日
是
成
霊　

年
年
服
者
齢
還
幼　

鵲
嘗
来
味
尚
平

〈
句
題
典
拠
〉『
新
撰
朗
詠
集
』
夏
部
・
端
午
・
一
四
七

（
朗
16
）

　
　

一
声
山
鳥
曙
雲
外

あ
し
曳
の
山
郭
公
一
声
を
あ
け
ゆ
く
空
の
よ
そ
に
こ
そ
き
け
（
一
六
）

〈
句
題
原
詩
〉
許
渾
『
丁
卯
詩
集
』
巻
上
「
自
楞
伽
寺
、
晨
起
泛
舟
、
道
中
有
懐
」

　
　

碧
樹
蒼
蒼
茂
苑
東　

佳
期
迢
逓
路
何
窮　

一
声
山
鳥
曙
雲
外　

万
点
水
蛍
秋
草
中

　
　

門
掩
竹
斎
微
有
月　

棹
移
蘭
渚
淡
無
風　

欲
知
此
路
堪
惆
悵　

菱
葉
蓼
花
連
故
宮

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
夏
部
・
郭
公
・
一
八
二

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
早
秋
・
一
五
六
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〈
同
一
句
題
〉�（
土
12
）、『
和
漢
兼
作
集
』
夏
部
上
・
四
三
三
・
一
条
前
摂
政
左
大
臣
「
一
声
山
鳥

曙
雲
外
」、『
閑
月
和
歌
集
』
夏
・
一
二
七
・
従
三
位
隆
博
「
お
く
り
て
侍
り
し
歌
の

中
に
、
一
声
山
鳥
曙
雲
外
」

（
朗
17
）

　
　

池
冷
水
無
三
伏
夏

こ
や
の
池
の
み
ぎ
は
は
風
の
涼
し
く
て
こ
こ
に
は
夏
を
し
ら
で
ふ
る
か
な
（
一
七
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
夏
部
・
納
涼
・
一
六
四

　
　

池
冷
水
無
三
伏
夏　

松
高
風
有
一
声
秋
（「
夏
日
閑
適
」
源
英
明
）

（
朗
18
）

　
　

松
高
風
有
一
声
秋

松
風
の
こ
ず
ゑ
を
渡
る
一
こ
ゑ
に
ま
だ
き
も
秋
の
け
し
き
な
る
か
な
（
一
八
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
夏
部
・
納
涼
・
一
六
四
→
（
朗
17
）
に
既
出

〈
同
一
句
題
〉（
土
64
）、
一
色
直
朝
『
桂
林
集
』
七
三
「
松
高
風
有
一
声
秋
と
い
ふ
心
を
」、
香
川

景
樹
『
桂
園
一
枝
』
二
一
八
「
松
高
風
有
一
声
秋
」

（
朗
19
）

　
　

六
月
瀬
声
似
秋
雨

み
な
月
の
か
は
せ
を
た
た
く
さ
さ
水
の
お
と
に
ぞ
か
よ
ふ
秋
の
む
ら
さ
め
（
一
九
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
六
六
・
三
二
六
六
「
香
山
避
暑
二
絶
（
ノ
一
）」

　
　

六
月
灘
声
如
猛
雨　

香
山
楼
北
暢
師
房　

夜
深
起
凭
欄
干
立　

満
耳
潺
湲
満
面
涼

〈
同
一
句
題
〉（
匡
3
）

（
朗
20
）

　
　

蛍
火
乱
飛
秋
已
近

夏
た
け
て
秋
も
と
な
り
に
な
り
に
け
り
す
だ
く
蛍
の
か
げ
を
み
し
ま
江
（
二
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
元
稹
『
元
氏
長
慶
集
』
巻
二
〇
「
夜
坐
」

　
　

雨
滞
更
愁
南
瘴
毒　

月
明
兼
喜
北
風
涼　

古
城
楼
影
横
空
館　

湿
地
虫
声
遶
暗
廊

　
　

蛍
火
乱
飛
秋
已
近　

星
辰
早
没
夜
初
長　

孩
提
万
里
何
時
見　

狼
藉
家
書
臥
満
牀

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
夏
部
・ 

蛍
・
一
八
六

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
晩
夏
・
一
四
〇

〈
同
一
句
題
〉�（
土
15
）、
源
実
朝
『
金
槐
和
歌
集
』
一
六
九
「
蛍
火
乱
飛
秋
已
近
と
い
ふ
事
を
」、

熊
谷
直
好
『
浦
の
し
ほ
貝
』
四
七
八
「
蛍
火
乱
飛
秋
已
近
」

秋
部

（
朗
21
）

　
　

二
星
適
逢　

未
叙
別
緒
依
依
之
恨　

五
夜
将
明　

頻
驚
涼
風
颯
颯
之
声

た
ま
さ
か
に
秋
の
一
夜
を
ま
ち
え
て
も
あ
く
る
ほ
ど
な
き
星
合
の
空
（
二
一
）

〈
句
題
原
文
〉�『
本
朝
文
粋
』
巻
八
・
序
甲
・
詩
序
一
・
時
節
・
二
二
四
・
小
野
美
材
「
七
夕
代
牛
女
、

惜
暁
更
、
応
製
」

　
　

�

（
前
略
）
原
夫
二
星
適
遇
、未
叙
別
緒
依
依
之
恨
、五
夜
将
明
、頻
驚
涼
風
颯
颯
之
声
。（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
七
夕
・
二
一
三

〈
同
一
句
題
〉
三
条
西
実
隆
『
雪
玉
集
』
九
八
〇
「
二
星
適
逢
未
叙
別
緒
依
依
之
恨
」

（
朗
22
）

　
　

秋
夜
待
月　

纔
望
出
山
之
清
光

あ
れ
や
さ
は
く
ま
な
き
月
の
い
づ
る
か
げ
山
の
ま
に
ま
に
ま
た
れ
ま
た
れ
て
（
二
二
）

〈
句
題
原
文
〉�

菅
原
道
真
『
菅
家
文
草
』
巻
五
・
三
六
五
「
早
春
、
観
賜
宴
官
人
、
同
賦
催
粧
、
応

製
幷
序
」

　
　

�

（
前
略
）
於
是
画
漏
頻
転
、
新
粧
未
成
。
其
慎
命
諧
恩
、
来
就
列
序
者
、
譬
猶
秋
夜
待
月
、
纔

望
出
山
之
清
光
。
夏
日
思
蓮
、
初
見
穿
水
之
紅
艶
。（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
妓
女
・
七
一
一

（
朗
23
）

　
　

秦
甸
之
一
千
余
里　

凛
凛
氷
舗

あ
ま
の
は
ら
そ
ら
さ
え
渡
る
月
か
げ
に
い
く
里
ま
で
か
氷
し
く
ら
む
（
二
三
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
十
五
夜
付
月
・
二
四
〇

　
　

�

秦
甸
之
一
千
余
里　

凛
凛
氷
舗　

漢
家
之
三
十
六
宮　

澄
澄
粉
飾
（「
長
安
八
月
十
五
夜
賦
」

公
乗
億
）
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（
朗
24
）

　
　

胡
雁
一
声　

秋
破
商
客
之
夢

雁
が
ね
は
こ
し
ぢ
に
や
ど
る
旅
人
の
ま
ど
ろ
む
夢
や
お
ど
ろ
か
す
ら
ん
（
二
四
）

〈
句
題
原
文
〉『
本
朝
文
粋
』
巻
三
・
対
冊
・
八
〇
・
大
江
澄
明
「
弁
山
水
」

　
　

�

（
前
略
）
酈
県
潭
畔
、
菊
蕊
含
露
而
已
黄
。
泰
山
阿
中
、
桂
葉
蒙
霜
而
猶
緑
。
胡
雁
一
声
、
秋

破
商
客
之
夢
。
巴
猿
三
叫
、
暁
霑
行
人
之
裳
。（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
猿
・
四
五
七

（
朗
25
）

　
　

不
是
花
中
偏
愛
菊　

此
花
開
後
更
無
花

一
す
ぢ
に
咲
く
に
う
つ
ろ
ふ
こ
こ
ろ
か
は
こ
の
の
ち
花
の
な
け
れ
ば
こ
そ
は
（
二
五
）

〈
句
題
原
詩
〉
元
稹
『
元
氏
長
慶
集
』
巻
一
六
「
菊
花
」

　
　

秋
叢
遶
舎
以
陶
家　

遍
遶
籬
辺
日
漸
斜　

不
是
花
中
偏
愛
菊　

此
花
開
尽
更
無
花

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
菊
・
二
六
七

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
草
木
部
・
菊
・
六
五
六

（
朗
26
）

　
　

鷓
胡
背
上　

数
片
之
紅
纔
残

し
も
を
い
と
ふ
鳥
の
う
は
げ
の
く
れ
な
ゐ
は
散
り
し
紅
葉
の
残
り
な
り
け
り
（
二
六
）

〈
句
題
原
文
〉�『
本
朝
文
粋
』
巻
一
〇
・
序
丙
・
詩
序
三
・
木
・
三
一
四
・
源
順
「
冬
日
於
神
泉
苑
、

同
賦
葉
下
風
枝
疎
」

　
　

�

（
前
略
）
観
夫
葉
随
風
下
、
枝
逐
日
疎
。
梧
楸
影
中
、
一
声
之
雨
空
灑
、
鷓
鴣
背
上
、
数
片
之

紅
纔
残
。（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
落
葉
・
三
一
〇

（
朗
27
）

　
　

秋
夜
長　

夜
長
無
睡
天
不
曙

さ
ら
ぬ
だ
に
あ
く
る
ひ
さ
し
き
秋
の
夜
を
物
思
ふ
人
の
心
づ
よ
さ
よ
（
二
七
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
三
・
〇
一
三
一
「
上
陽
白
髪
人
」

　
　

（
前
略
）

　
　

秋
夜
長　

夜
長
無
寐
天
不
明　

耿
耿
残
灯
背
壁
影　

蕭
蕭
暗
雨
打
窓
声

　
　

春
日
遅　

日
遅
独
坐
天
難
暮　

宮
鶯
百
囀
愁
厭
聞　

梁
燕
双
栖
老
休
妬

　
　

（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
秋
夜
・
二
三
三

〈
同
一
句
題
〉（
高
13
）、（
匡
9
）

（
朗
28
）

　
　

巴
峡
秋
深　

五
夜
之
哀
猿
叫
月

月
の
入
る
か
た
山
か
げ
に
な
く
猿
は
ふ
け
行
く
秋
を
も
の
が
な
し
と
や
（
二
八
）

〈
句
題
原
文
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
猿
・
四
五
四

　
　

瑶
台
霜
満　

一
声
之
玄
鶴
唳
天　

巴
峡
秋
深　

五
夜
之
哀
猿
叫
月
（「
清
賦
」
謝
観
）

（
朗
29
）

　
　

縦
以
崤
函
為
固　

難
留
蕭
瑟
於
雲
衢

天
の
は
ら
雲
の
か
よ
ひ
ぢ
と
ざ
し
せ
よ
空
に
暮
行
く
秋
や
と
ま
る
と
（
二
九
）

〈
句
題
原
文
〉�『
本
朝
文
粋
』
巻
八
・
序
甲
・
詩
序
一
・
時
節
・
二
二
六
・
源
順
「
九
月
尽
日
於
仏

性
院
、
惜
秋
」

　
　

�

（
前
略
）
縦
以
殽
函
為
固
、
難
留
蕭
瑟
於
雲
衢
、
縦
令
孟
賁
而
追
、
何
遮
爽
籟
於
風
境
。
豈
如

惜
半
日
之
残
暉
、
期
千
秋
之
後
会
云
爾
。

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
九
月
尽
・
二
七
四

冬
部

（
朗
30
）

　
　

十
月
江
南
天
気
好　

可
憐
冬
景
似
春
華

神
無
月
い
り
え
の
南
そ
の
さ
と
は
空
に
ぞ
春
の
か
げ
を
し
る
ら
ん
（
三
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
二
〇
・
一
三
八
六
「
早
冬
」

　
　

十
月
江
南
天
気
好　

可
憐
冬
景
似
春
華　

霜
軽
未
殺
萋
萋
草　

日
暖
初
乾
漠
漠
沙

　
　

老
柘
葉
黄
如
嫩
樹　

寒
桜
枝
白
是
狂
花　

此
時
却
羨
閑
人
酔　

五
馬
無
由
入
酒
家

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
冬
部
・
初
冬
・
三
五
二

（
同
一
句
題
〉（
慈
定
41
）、
武
者
小
路
実
陰
『
芳
雲
集
』
二
六
九
六
「
十
月
江
南
天
気
好
」

（
朗
31
）
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暁
入
梁
王
之
苑　

雪
満
群
山

く
れ
竹
の
夜
も
あ
け
が
た
に
見
わ
た
せ
ば
山
の
高
根
に
雪
こ
え
に
け
り
（
三
一
）

〈
句
題
原
文
〉
原
拠
不
明　

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
冬
部
・
雪
・
三
七
四

　
　

暁
入
梁
王
之
苑　

雪
満
群
山　

夜
登
庾
公
之
楼　

月
明
千
里
（「
白
賦
」
謝
観
）

〈
同
一
句
題
〉�『
新
続
古
今
集
』
冬
・
七
〇
二
・
前
大
納
言
親
雅
「
雪
満
群
山
と
い
ふ
事
を
」、
飛
鳥

井
雅
親
『
亜
槐
集
』
七
七
一
「
雪
満
群
山
」、『
霞
関
集
』
冬
・
六
三
八
・
源
重
澄
「
雪

満
群
山
」、
加
藤
千
蔭
『
う
け
ら
が
花
初
編
』
八
四
九
「
雪
満
群
山
」

（
朗
32
）

　
　

山
深
感
動　

先
侵
四
皓
之
鬢
辺

年
ふ
れ
ど
み
山
を
い
で
ぬ
お
い
ら
く
の
も
と
ゆ
ひ
ご
と
に
霜
や
置
く
ら
む
（
三
二
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明　

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
冬
部
・
霜
・
三
六
九

　
　

閨
寒
夢
驚　

或
添
孤
婦
之
砧
上　

山
深
感
動　

先
侵
四
皓
之
鬢
辺
（「
青
女
司
霜
」
紀
長
谷
雄
）

（
朗
33
）

　
　

暖
泉
流
処
草
冬
青

冬
く
れ
ど
な
ほ
し
も
が
れ
ぬ
さ
い
た
づ
ま
氷
ら
ぬ
水
の
ぬ
る
き
あ
た
り
は
（
三
三
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
冬
夜
・
二
三
四

　
　

明
月
開
時
山
夜
白　

暖
泉
流
処
草
冬
青
（「
題
水
亭
」
衛
塡
）

（
朗
34
）

　
　

炉
火
欲
銷
灯
欲
尽

う
づ
み
火
の
消
ゆ
る
の
み
か
は
窓
の
前
に
そ
む
く
る
か
げ
も
か
か
げ
つ
く
し
つ
（
三
四
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
三
・
〇
六
九
七
「
冬
夜
示
敏
巣
」

　
　

炉
火
欲
銷
灯
欲
尽　

夜
長
相
対
百
憂
生　

他
時
諸
処
重
相
見　

莫
忘
今
宵
灯
下
情

〈
句
題
典
拠
〉『
新
撰
朗
詠
集
』
冬
部
・
冬
夜
・
三
三
六

〈
同
一
句
題
〉（
慈
定
44
）

（
朗
35
）

　
　

香
炉
峰
雪
撥
簾
看

こ
こ
な
が
ら
や
ど
の
簾
を
巻
き
あ
げ
て
み
る
お
も
し
ろ
き
山
の
す
ゑ
な
り
（
三
五
）

〈
句
題
原
詩
〉�

白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
六
・
〇
九
七
八
「
香
鑪
峰
下
新
卜
山
居
草
堂
初
成
偶
題

東
壁
五
首
（
ノ
四
）」

　
　

日
高
睡
足
猶
慵
起　

小
閣
重
衾
不
怕
寒　

遺
愛
寺
鐘
敧
枕
聴　

香
鑪
峰
雪
撥
簾
看

　
　

匡
盧
便
是
逃
名
地　

司
馬
仍
為
送
老
官　

心
泰
身
寧
是
帰
処　

故
郷
可
独
在
長
安

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
山
家
・
五
五
四

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
隠
逸
部
・
山
居
・
九
九
一

（
朗
36
）

　
　

竜
頷
珠
投
顆
顆
寒

風
や
こ
れ
あ
ら
れ
の
玉
を
も
て
来
ら
む
ち
る
か
ず
ご
と
に
寒
さ
ま
さ
る
は
（
三
六
）

〈
句
題
原
詩
〉
菅
原
道
真
『
菅
家
後
集
』
四
八
九
「
白
微
霰
」

　
　

如
砕
如
粘
取
貌
難　

被
風
吹
結
雪
相
搏　

麞
牙
米
簸
声
声
脆　

竜
頷
珠
投
顆
顆
寒

　
　

念
仏
山
僧
驚
舎
利　

名
医
道
士
怪
鉛
丸　

袖
中
収
拾
慇
懃
見　

応
是
為
氷
涙
未
乾

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
冬
部
・
霰
・
三
九
一

（
朗
37
）

　
　

四
時
零
落
三
分
減

い
づ
ち
と
て
春
夏
秋
の
す
ぎ
ぬ
ら
む
と
ま
る
は
冬
の
か
げ
ば
か
り
し
て
（
三
七
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
冬
部
・
初
冬
・
三
五
三

　
　

四
時
牢
落
三
分
減　

万
物
蹉
跎
過
半
凋
（「
初
冬
即
事
」
醍
醐
天
皇
）

（
朗
38
）

　
　

急
於
流
水
難
廻
浪

み
づ
の
ご
と
流
れ
て
す
ぐ
る
と
し
な
れ
ば
ゆ
く
月
な
み
の
た
ち
帰
ら
め
や
（
三
八
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
新
撰
朗
詠
集
』
冬
部
・
歳
暮
・
三
四
〇

　
　

急
於
流
水
無
廻
浪　

去
似
奔
車
幾
転
輪
（「
荏
苒
歳
云
暮
」
大
江
朝
綱
）
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（
朗
39
）

　
　

白
頭
夜
礼
仏
名
経

年
暮
れ
て
か
し
ら
に
雪
は
つ
も
り
つ
つ
み
よ
の
仏
の
御
名
を
こ
そ
き
け
（
三
九
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
六
八
・
三
四
三
二
「
戯
礼
経
老
僧
」

  　

香
火
一
炉
灯
一
盞　

白
頭
夜
礼
仏
名
経　

何
年
飲
著
声
門
酒　

直
到
如
今
酔
未
醒

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
冬
部
・
仏
名
・
三
九
三

〈
同
一
句
題
〉（
慈
定
50
）

雑
部

（
朗
40
）

　
　

新
豊
酒
色　

清
冷
鸚
鵡
杯
之
中

も
ろ
人
の
浪
に
う
か
ぶ
る
さ
か
づ
き
の
そ
こ
ま
で
澄
め
る
お
ほ
み
き
の
色
（
四
〇
）

〈
句
題
原
文
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
酒
・
四
七
九

　
　

�

新
豊
酒
色　

清
冷
於
鸚
鵡
杯
之
中　

長
楽
歌
声　

幽
咽
於
鳳
皇
管
之
裏（「
送
友
人
賦
」公
乗
億
）

（
朗
41
）

　
　

韓
康
独
往
之
棲　

花
薬
如
旧

ひ
と
り
の
み
詠
む
る
や
ど
の
こ
ず
ゑ
に
も
花
は
む
か
し
に
か
は
ら
ざ
り
け
り
（
四
一
）

〈
句
題
原
文
〉『
本
朝
文
粋
』
巻
三
・
対
冊
・
八
〇
・
大
江
澄
明
「
弁
山
水
」

　
　

�

（
前
略
）
韓
康
独
往
之
棲
、
花
薬
如
旧
。
范
蠡
扁
舟
之
泊
、
煙
波
惟
新
。
蓋
嶺
之
泉
、
聴
鳴
絃󠄀

而
忽
湧
、
石
門
之
水
、
懸
曝
布
而
遥
飛
。（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
山
水
・
五
〇
五

（
朗
42
）

　
　

僕
夫
待
巷　

鶏
籠
山
欲
明

か
へ
れ
と
や
我
ま
つ
人
を
思
ふ
ら
ん
よ
こ
雲
わ
た
る
山
も
し
ろ
め
ば
（
四
二
）

〈
句
題
原
文
〉�『
本
朝
文
粋
』
巻
八
・
序
甲
・
詩
序
一
・
天
象
・
二
〇
五
・
紀
斉
名
「
仲
秋
陪
中
書

大
王
書
閣
、
同
賦
望
月
遠
情
多
、
応
教
」

　
　

�

（
前
略
）
既
而
酒
軍
在
座
、兔
園
之
露
未
晞
、僕
夫
待
衢
、鶏
籠
之
山
欲
曙
。
愧
侍
望
月
之
席
、

独
少
凌
雲
之
詞
云
爾
。

〈
句
題
典
拠
〉『
新
撰
朗
詠
集
』
雑
部
・
酒
・
四
四
三

（
朗
43
）

　
　

厳
粧
金
屋
之
中　

青
蛾
正
画

た
は
れ
め
が
あ
さ
け
の
か
ほ
を
か
ざ
る
と
て
け
さ
う
や
り
ど
を
け
さ
や
あ
く
ら
む
（
四
三
）

〈
句
題
原
文
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
暁
・
四
一
八

　
　

厳
粧
金
屋
之
中　

青
蛾
正
画　

罷
宴
瓊
筵
之
上　

紅
燭
空
余
（「
暁
賦
」
謝
観
）

（
朗
44
）

　
　

三
壺
雲
浮　

七
万
里
之
程
分
浪

み
つ
の
し
ま
雲
ぢ
は
る
か
に
わ
け
た
れ
ば
思
ひ
思
ひ
に
か
く
る
白
浪
（
四
四
）

〈
句
題
原
文
〉『
本
朝
文
粋
』
巻
三
・
対
冊
・
七
〇
・
都
良
香
「
神
仙
」

　
　

�

窃
以
、三
壺
雲
浮
、七
万
里
之
程
分
浪
。
五
城
霞
峙
、十
二
楼
之
構
挿
天
。
信
迺
列
真
之
所
宅
、

跡
閉
不
死
之
区
。（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
仙
家
付
道
士
隠
倫
・
五
四
三

（
朗
45
）

　
　

傅
氏
巖
之
嵐　

雖
風
雲
殷
夢
之
後

あ
だ
に
み
し
夢
よ
り
さ
き
は
し
ら
ざ
り
き
覚
め
て
ぞ
人
は
思
ひ
あ
は
す
る
（
四
五
）

〈
句
題
原
文
〉�『
本
朝
文
粋
』
巻
五
・
表
下
・
一
二
六
・
菅
原
文
時
「
為
一
条
左
大
臣
、
辞
右
大
臣
、

第
三
表
」

　
　

�

（
前
略
）
故
傅
氏
巖
嵐
、
雖
風
雲
於
殷
夢
之
後
、
厳
陵
瀬
水
、
猶
涇
渭
於
漢
聘
之
初
。
蓋
以
人

各
有
性
分
、
事
或
随
時
宜
歟
。（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
丞
相
付
執
政
・
六
七
九

（
朗
46
）

　
　

旦
南
暮
北　

鄭
太
尉
之
渓
風
被
人
知

た
に
風
の
あ
し
た
夕
に
か
は
る
か
な
ゆ
き
か
ふ
み
ち
に
心
せ
ん
と
や
（
四
六
）

〈
句
題
原
文
〉�『
本
朝
文
粋
』
巻
五
・
表
下
・
一
二
六
・
菅
原
文
時
「
為
一
条
左
大
臣
、
辞
右
大
臣
、

第
三
表
」
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�

（
前
略
）
且
夫
聖
代
之
丘
園
、
昔
猶
多
遺
徳
。
明
時
之
朝
市
、
今
必
有
隠
才
。
春
過
夏
闌
、
袁

司
徒
之
家
雪
応
路
達
。
旦
南
暮
北
、
鄭
大
尉
之
谿
風
被
人
知
。（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
丞
相
付
執
政
・
六
八
〇

（
朗
47
）

　
　

遊
子
独
行
於
残
月　

函
谷
鶏
鳴

あ
そ
ぶ
子
の
入
る
月
か
げ
を
し
と
ふ
と
て
ゆ
け
ば
関
ぢ
に
鶏
の
声
し
つ
（
四
七
）

〈
句
題
原
文
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
暁
・
四
一
六

　
　

佳
人
尽
飾
於
晨
粧　

魏
宮
鐘
動　

遊
子
猶
行
於
残
月　

函
谷
鶏
鳴
（「
暁
賦
」
謝
観
）

（
朗
48
）

　
　

南
望
則
有
関
路
之
長　

行
人
征
馬
駱
駅
於
翠
簾
之
下

た
ま
す
だ
れ
あ
け
て
も
み
つ
る
あ
ら
〔　

〕
こ
ま
う
ち
な
め
て
す
ぐ
る
た
び
人
（
四
八
）

〈
句
題
原
文
〉�『
本
朝
文
粋
』
巻
一
一
・
序
丁
・
詩
序
四
・
草
・
三
二
三
・
源
順
「
秋
日
遊
白
河
院
、

同
賦
秋
花
逐
露
開
」

　
　

�

（
前
略
）
南
望
則
有
関
路
之
長　

行
人
征
馬
駱
駅
於
翠
簾
之
下
、
東
顧
亦
有
林
塘
之
妙
、
紫
鴛

白
鷗
逍
遥
於
朱
檻
之
前
。（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
山
家
・
五
五
八

（
朗
49
）

　
　

鶏
人
暁
唱　

声
驚
明
王
之
眠

す
べ
ら
ぎ
の
か
し
こ
き
夢
を
お
ど
ろ
か
せ
と
も
の
宮
つ
こ
あ
け
ぬ
と
な
ら
ば
（
四
九
）

〈
句
題
原
文
〉『
本
朝
文
粋
』
巻
三
・
対
冊
・
七
二
・
都
良
香
「
漏
剋
」

　
　

�

（
前
略
）
夏
至
冬
至
、
緩
急
之
度
斯
存
、
春
分
秋
分
、
中
正
之
法
已
立
。
鶏
人
暁
唱
、
声
驚
明

王
之
眠
。
鳧
鐘
夜
鳴
、
響
徹
暗
天
之
聴
。（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
禁
中
・
五
二
四

祝
部

（
朗
50
）

　
　

万
歳
千
秋
楽
未
央

ち
ぢ
の
秋
よ
ろ
づ
の
年
を
へ
ぬ
れ
ど
も
思
ふ
こ
と
な
き
み
と
は
し
ら
な
ん
（
五
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
祝
・
七
七
四

　
　

嘉
辰
令
月
歓
無
極　

万
歳
千
秋
楽
未
央
（「
雑
言
詩
」
謝
偃
）

（
朗
51
）

　
　

尊
猶
南
面　

松
花
色
十
廻

千
年
ふ
る
松
は
十
か
へ
り
花
咲
け
ど
お
も
が
は
り
せ
ぬ
君
が
み
よ
か
な
（
五
一
）

〈
句
題
原
文
〉�『
本
朝
文
粋
』
巻
九
・
序
乙
・
詩
序
二
・
帝
道
・
二
三
四
・
大
江
朝
綱
「
早
春
侍
内
宴
、

賦
聖
化
万
年
春
、
応
製
」

　
　

（
前
略
）
徳
是
北
辰
、
椿
葉
之
影
再
改
、
尊
猶
南
面
、
松
花
之
色
十
廻
。（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
新
撰
朗
詠
集
』
雑
部
・
帝
王
付
女
帝
法
皇
行
幸
・
六
一
五

（
朗
52
）

　
　

不
老
門
前
日
月
遅

年
ふ
れ
ど
お
い
せ
ぬ
か
ど
を
た
て
た
れ
ば
過
ぐ
る
月
日
も
し
ら
れ
ざ
り
け
り
（
五
二
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
祝
・
七
七
五

　
　

長
生
殿
裏
春
秋
富　

不
老
門
前
日
月
遅
（「
天
子
万
年
」
慶
滋
保
胤
）

〈
同
一
句
題
〉（
土
100
）

（
朗
53
）

　
　

谷
水
洗
花　

汲
下
流
而
得
上
寿
者
三
百
余
家

し
ら
ぎ
く
の
し
た
行
く
水
を
く
む
人
は
い
の
ち
な
が
れ
の
す
ゑ
は
る
か
な
り
（
五
三
）

〈
句
題
原
文
〉�『
本
朝
文
粋
』
巻
一
一
・
序
丁
・
詩
序
四
・
草
・
三
二
六
・
紀
長
谷
雄
「
九
日
侍
宴

観
賜
群
臣
菊
花
、
応
製
」

　
　

�
（
前
略
）
故
谷
水
洗
花
、
汲
下
流
而
得
上
寿
者
三
十
余
家
、
地
脈
和
味
、
餐
日
精
而
駐
年
顔
者

五
百
箇
歳
。（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
九
日
付
菊
・
二
六
四

（
朗
54
）

　
　

本
朝
之
延
暦
延
喜
胤
子
多　

我
君
亦
胤
子
多

い
に
し
へ
の
ひ
じ
り
の
み
か
ど
の
み
な
ら
ず
き
み
も
な
が
れ
の
か
ず
よ
し
ら
ず
も
（
五
四
）
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〈
句
題
原
文
〉�『
本
朝
文
粋
』
巻
一
一
・
序
丁
・
詩
序
四
・
和
歌
序
・
三
四
五
・
藤
原
伊
周
「
一
条

院
御
時
中
宮
御
産
百
日
和
歌
序
」

　
　

�
（
前
略
）
酔
恩
之
余
、
私
相
語
云
、
隆
周
之
昭
王
穆
王
暦
数
長
焉
、
我
君
又
暦
数
長
焉
、
本
朝

之
延
暦
延
喜
胤
子
多
矣
、
我
君
又
胤
子
多
焉
。
康
哉
帝
道
、
誰
不
歓
娯
。
請
課
風
俗
、
将
献
寿

詞
云
爾
。（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
新
撰
朗
詠
集
』
雑
部
・
帝
王
付
女
帝
法
皇
行
幸
・
六
一
六

管
絃
部

（
朗
55
）

　
　

第
一
第
二
絃
索
索　

秋
風
払
松
而
疎
韻
落

琴
の
音
の
し
ら
べ
に
い
か
で
か
よ
ふ
ら
ん
松
の
こ
ず
ゑ
を
は
ら
ふ
秋
風
（
五
五
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
三
・
〇
一
四
一
「
五
絃
弾
」

　
　

（
前
略
）

　
　

第
一
第
二
絃
索
索　

秋
風
払
松
疎
韻
落　

第
三
第
四
絃
冷
冷　

夜
鶴
憶
子
籠
中
鳴

　
　

第
五
絃
声
最
掩
抑　

隴
水
凍
咽
流
不
得

　
　

（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
管
弦
・
四
六
三

（
朗
56
）

　
　

管
絃
之
在
長
曲　

怒
不
闋
於
伶
人

と
こ
ろ
せ
や
か
な
づ
る
袖
も
久
し
き
に
い
か
に
つ
き
せ
ぬ
こ
と
の
ね
ぞ
こ
は
（
五
六
）

〈
句
題
原
文
〉�

菅
原
道
真
『
菅
家
文
草
』
巻
二
・
一
四
八
「
早
春
内
宴
、
侍
仁
寿
殿
、
同
賦
春
娃
無

気
力
、
応
製
一
首
幷
序
」

　
　

�

（
前
略
）
繊
手
細
腰
、
受
之
父
母
、
軟
雲
襛
李
、
備
于
髪
膚
。
況
陽
気
陶
神
、
望
玉
階
而
余
喘
。

韶
光
入
骨
、
飛
紅
袖
以
羸
形
。
彼
羅
綺
之
為
重
衣
、
妬
無
情
於
機
婦
、
管
絃
之
在
長
曲
、
怒
不

闋
於
伶
人
。
変
態
繽
紛
、
神
也
又
神
也
。
新
声
婉
転
、
夢
哉
非
夢
哉
。（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
管
弦
・
四
六
六

（
朗
57
）

　
　

感
同
類
於
相
求　

離
鴻
去
雁
之
応
春
囀

わ
か
れ
行
く
雲
井
の
か
り
の
な
く
声
に
に
て
も
さ
へ
づ
る
春
の
鶯
（
五
七
）

〈
句
題
原
文
〉�『
本
朝
文
粋
』
巻
一
一
・
序
丁
・
詩
序
四
・
鳥
・
三
四
〇
・
菅
原
文
時
「
仲
春
内
宴

侍
仁
寿
殿
、
同
賦
鳥
声
韻
管
弦
、
応
製
」

　
　

�

（
前
略
）
感
同
類
於
相
求
、
離
鴻
去
雁
之
応
春
囀
、
会
異
気
而
終
混
、
竜
吟
熊
躍
之
伴
暁
啼
。

（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
鶯
・
六
八

（
朗
58
）

　
　

一
声
鳳
管　

秋
驚
秦
嶺
之
雲

す
み
登
る
ふ
え
の
し
ら
べ
は
ひ
と
こ
ゑ
に
嶺
の
白
雲
お
ど
ろ
か
し
け
り
（
五
八
）

〈
句
題
原
文
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
管
絃
・
四
六
二

　
　

一
声
鳳
管　

秋
驚
秦
嶺
之
雲　

数
拍
霓
裳　

暁
送
緱
山
之
月
（「
連
昌
宮
賦
」
公
乗
億
）

（
朗
59
）

　
　

新
声
宛
転　

夢
歟
非
夢
歟

う
つ
つ
と
も
夢
と
も
え
こ
そ
聞
き
わ
か
ね
ふ
き
あ
は
せ
た
る
笛
の
こ
ゑ
ご
ゑ
（
五
九
）

〈
句
題
原
詩
〉�

菅
原
道
真
『
菅
家
文
草
』
巻
二
・
一
四
八
「
早
春
内
宴
、
侍
仁
寿
殿
、
同
賦
春
娃
無

気
力
、
応
製
一
首
幷
序
」
→
（
朗
56
）
に
既
出

閑
居
部

（
朗
60
）

　
　

不
独
記
東
都
履
道
之
里
有
閑
居
泰
適
之
叟　

亦
令
知
皇
唐
大
和
之
歳
有
理
世
安
楽
之
音

ひ
と
り
ゐ
て
日
を
の
み
こ
と
は
記
し
置
か
む
治
む
る
世
を
も
人
に
し
ら
せ
ん
（
六
〇
）

〈
句
題
原
文
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
六
一
・
二
九
四
二
「
序
洛
詩
」

　
　

�

（
前
略
）
故
集
洛
詩
別
為
序
引
、
不
独
記
東
都
履
道
里
有
閑
居
泰
適
之
叟
、
亦
欲
知
皇
唐
大
和

歳
有
理
世
安
楽
之
音
、
集
而
序
之
。（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
閑
居
・
六
一
三

（
朗
61
）

　
　

幽
思
不
窮　

深
巷
無
人
之
処

さ
夜
更
け
て
ゆ
く
人
も
な
き
道
す
が
ら
い
づ
く
に
か
よ
ふ
心
と
か
し
る
（
六
一
）

〈
句
題
原
文
〉
原
拠
不
明
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〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
閑
居
・
六
一
五

　
　

幽
思
不
窮　

深
巷
無
人
之
処　

愁
腸
欲
断　

閑
窓
有
月
之
時
（「
閑
賦
」
張
読
）

〈
同
一
句
題
〉�『
五
十
四
番
詩
歌
合　

康
永
二
年
』
三
七
～
七
二
「
幽
思
不
窮
」、
熊
谷
直
好
『
浦
の

し
ほ
貝
』
一
二
一
三
「
幽
思
不
窮
」

（
朗
62
）

　
　

愁
腸
欲
断　

閑
窓
有
月
之
時

ひ
と
こ
ず
て
さ
び
し
き
窓
に
あ
る
物
は
さ
し
入
る
月
の
影
ば
か
り
の
み
（
六
二
）

〈
句
題
原
文
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
閑
居
・
六
一
五
→
（
朗
61
）
に
既
出

〈
同
一
句
題
〉（
伏
4
）

（
朗
63
）

　
　

陶
門
跡
断
春
朝
雨

く
る
人
の
あ
と
ぞ
と
も
し
き
我
が
か
ど
に
雨
ふ
り
こ
む
る
春
の
あ
し
た
は
（
六
三
）

〈
句
題
原
詩
〉『
本
朝
麗
藻
』
下
・
閑
居
部
・
九
五
・
大
江
以
言
「
閑
中
日
月
長
」

　
　

閑
中
気
味
属
禅
房　

唯
得
自
然
日
月
長　

幽
室
浮
沈
無
短
晷　

陰
居
隣
里
有
余
光

　
　

陶
門
跡
絶
春
朝
雨　

燕
寝
色
衰
秋
夜
霜　

我
是
柴
扉
樗
散
士　

閑
忙
苦
楽
両
相
忘

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
閑
居
・
六
二
二

（
朗
64
）

　
　

陵
園
配
妾
月
前
心

春
の
お
も
ひ
秋
の
あ
は
れ
ぞ
つ
き
も
せ
ぬ
ひ
と
り
そ
へ
行
く
月
を
詠
め
て
（
六
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
類
聚
句
題
抄
』
三
七
・
大
江
以
言
「
閑
中
秋
色
変
」

　
　

捋
鬚
徐
歩
苔
寒
径　

垂
拱
単
居
柳
悴
陰　

帰
老
休
臣
霜
後
眼　

陵
園
怨
妾
月
前
心

〈
句
題
典
拠
〉『
新
撰
朗
詠
集
』
雑
部
・
閑
居
・
五
七
九

羈
旅
部

（
朗
65
）

　
　

鳳
凰
池
上
月　

送
我
過
商
山

水
の
お
も
に
や
ど
り
し
月
の
こ
よ
ひ
さ
は
秋
の
山
ぢ
を
と
も
に
す
ぎ
ぬ
る
（
六
五
）

〈
句
題
原
詩
〉�

白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
二
〇
・
一
三
〇
九
「
宿
陽
城
駅
対
月
自
此
後
詩
赴
杭
州
路

中
作
」

　
　

親
故
適
廻
駕　

妻
奴
未
出
関　

鳳
皇
池
上
月　

送
我
過
商
山

〈
句
題
典
拠
〉『
新
撰
朗
詠
集
』
秋
部
・
月
・
二
三
〇

〈
同
一
句
題
〉�『
雲
葉
和
歌
集
』
羈
旅
・
九
六
八
・
按
察
使
隆
衡
「
親
故
尋
廻
駕　

証
従
未
出
関　

鳳
凰
池
上
月　

送
我
過
商
山
」

（
朗
66
）

　
　

暁
入
長
松
之
洞　

巖
泉
咽
号
嶺
猿
吟

あ
か
月
は
い
は
も
る
水
も
む（

せ
カ
）

す
ぶ
な
り
や
ま
と
よ
む
ま
で
ま
し
ら
な
な
き
そ
（
六
六
）

〈
句
題
原
文
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
行
旅
・
六
四
三

　
　

�

暁
入
長
松
之
洞　

巖
泉
咽
嶺
猿
吟　

夜
宿
極
浦
之
波　

青
嵐
吹
皓
月
冷
（「
別
路
江
山
遠
序
」

藤
原
為
雅
）

（
朗
67
）

　
　

蒼
波
路
遠
雲
千
里

は
る
ば
る
と
雲
の
は
つ
か
に
み
わ
た
せ
ば
漕
ぎ
ゆ
く
舟
の
波
ぢ
い
く
ら
ぞ
（
六
七
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
行
旅
・
六
四
六

　
　

蒼
波
路
遠
雲
千
里　

白
霧
山
深
鳥
一
声
（「
石
山
作
」
橘
直
幹
）

（
朗
68
）

　
　

白
霧
山
深
鳥
一
声

み
ね
つ
づ
き
霧
た
ち
渡
る
み
山
べ
に
き
け
ば
稀
な
る
鳥
の
声
か
な
（
六
八
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
行
旅
・
六
四
六
→
（
朗
67
）
に
既
出

（
朗
69
）

　
　

壮
士
衣
単
易
水
秋

も
の
の
ふ
の
衣
や
う
す
き
秋
風
に
か
は
瀬
も
寒
き
た
び
ね
し
て
け
り
（
六
九
）
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〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
新
撰
朗
詠
集
』
雑
部
・
行
旅
・
六
〇
八

　
　

征
徒
旆
重
故
関
暁　

壮
士
衣
単
易
水
秋
（「
羈
中
風
露
冷
」
具
平
親
王
）

述
懐
部

（
朗
70
）

　
　

恨
同
伯
鸞　

歌
五
噫
而
将
去

な
げ
く
こ
と
一
つ
の
み
に
も
な
か
り
け
り
人
の
こ
こ
ろ
や
我
が
身
な
る
ら
ん
（
七
〇
）

〈
句
題
原
文
〉�『
本
朝
文
粋
』
巻
一
〇
・
序
丙
・
詩
序
三
・
木
・
三
一
七
・
橘
正
通
「
初
冬
同
賦
紅

葉
高
窓
雨
」

　
　

�

（
前
略
）
遂
使
白
楽
天
三
友
之
居
、
閑
夢
難
結
、
謝
安
石
蓄
妓
之
処
、
幽
思
更
催
者
也
。
正
通

齢
亜
顔
駟
、
過
三
代
而
猶
沈
、
恨
同
伯
鸞
、
歌
五
噫
而
将
去
。
去
留
未
定
、
請
垂
博
愛
云
爾
。

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
述
懐
・
七
五
九

（
朗
71
）

　
　

顧
不
運
之
質　

多
積
淪
落
之
悲

い
か
に
こ
は
我
が
身
の
う
き
に
な
し
は
て
て
さ
の
み
こ
り
つ
む
な
げ
き
な
る
ら
む
（
七
一
）

〈
句
題
原
文
〉�『
本
朝
文
粋
』
巻
六
・
奏
状
中
・
申
官
爵
・
一
五
〇
・
橘
直
幹
「
請
被
特
蒙
天
恩
兼

任
民
部
大
輔
闕
状
」

　
　

�

（
前
略
）
望
後
進
之
歓
華
、
眼
疲
雲
路
、
対
傍
人
之
栄
貴
、
顔
低
泥
沙
。
独
仕
有
道
之
邦
、
猶

抱
貧
賤
之
恥
、
久
顧
不
運
之
質
、
多
積
淪
落
之
悲
。（
後
略
）

（
朗
72
）

　
　

范
蠡
収
責　

棹
扁
舟
以
逃
名

さ
ざ
な
み
や
う
か
ぶ
小
舟
に
棹
さ
し
て
と
こ
ろ
せ
き
世
を
漕
ぎ
は
な
れ
に
き
（
七
二
）

〈
句
題
原
文
〉�『
本
朝
文
粋
』
巻
四
・
表
上
・
摂
政
関
白
辞
職
表
・
一
〇
二
・
大
江
朝
綱
「
為
貞
信

公
辞
摂
政
第
三
表
」

　
　

�

（
前
略
）
又
范
蠡
収
責
、
棹
扁
舟
而
逃
名
。
謝
安
辞
功
、
鞭
孤
雲
而
養
志
。
是
皆
擺
寵
光
於
既

盛
、
慎
禍
胎
於
未
萌
者
也
。（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
述
懐
・
七
五
七

（
朗
73
）

　
　

騄
驥
倚
輈
於
呉
坂
馬
鳴
良
楽　

知
与
不
知
也

か
へ
り
み
て
ひ
く
人
な
く
は
や
が
て
さ
は
な
づ
み
し
こ
ま
や
い
ば
え
ざ
ら
ま
し
（
七
三
）

〈
句
題
原
文
〉『
文
選
』
巻
二
四
・
贈
答
三
・
劉
琨
「
答
盧
諶
書
」

　
　

�

昔
騄
驥
倚
輈
於
呉
阪
長
鳴
於
良
楽
、知
与
不
知
也
。
百
里
奚
愚
於
虞
而
智
於
秦
、遇
与
不
遇
也
。

〈
句
題
典
拠
〉『
新
撰
朗
詠
集
』
雑
部
・
述
懐
・
七
〇
〇

（
朗
74
）

　
　

昨
日
山
中
木　

才
取
於
己

い
か
に
さ
は
お
も
ひ
さ
だ
め
む
世
中
を
と
て
も
か
く
て
も
あ
り
あ
け
の
月
（
七
四
）

〈
句
題
原
文
〉�『
本
朝
文
粋
』
巻
一
〇
・
序
丙
・
詩
序
三
・
木
・
二
九
九
・
藤
原
篤
茂
「
仲
春
於
左

武
衛
将
軍
亭
、
同
賦
雨
来
花
自
湿
」

　
　

�

（
前
略
）
如
予
者
、
昨
日
山
中
之
木
、
材
取
諸
己
、
今
日
庭
前
之
花
、
詞
慙
於
人
。
猥
染
疎
毫

以
記
勝
事
云
爾
。

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
文
詞
付
遺
文
・
四
七
四

餞
別
部

（
朗
75
）

　
　

前
途
程
遠　

馳
思
於
雁
山
之
暮
雲

ゆ
く
道
の
ほ
ど
を
も
え
こ
そ
し
ら
雲
の
ゆ
ふ
ゐ
る
山
に
な
が
め
を
ぞ
す
る
（
七
五
）

〈
句
題
原
文
〉�『
本
朝
文
粋
』
巻
九
・
序
乙
・
詩
序
二
・
祖
餞
・
二
五
三
・
大
江
朝
綱
「
夏
夜
於
鴻

臚
館
餞
北
客
」

　
　

�

（
前
略
）
嗟
呼
、
前
途
程
遠
、
馳
思
於
雁
山
之
暮
雲
、
後
会
期
遥
、
霑
纓
於
鴻
臚
之
暁
涙
。
予

翰
苑
凡
叢
、
楊
庭
散
木
。
媿
対
遼
水
之
客
、
敢
陳
孟
浪
之
詞
云
爾
。

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
餞
別
・
六
三
二

（
朗
76
）

　
　

李
門
浪
高　

人
送
我
何
日

と
し
ご
と
に
人
を
の
み
こ
そ
送
り
つ
れ
い
つ
ま
た
人
の
我
を
送
ら
む
（
七
六
）

〈
句
題
原
文
〉�『
本
朝
文
粋
』
巻
九
・
序
乙
・
詩
序
二
・
祖
餞
・
二
四
九
・
大
江
以
言
「
暮
春
於
文

章
院
、
餞
諸
故
人
赴
任
、
同
賦
別
路
花
飛
白
」

　
　

�

（
前
略
）
楊
岐
路
滑
、
吾
之
送
人
多
年
、
李
門
浪
高
、
人
之
送
吾
幾
日
。
仰
訴
霊
廟
之
精
、
俯
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慙
祖
席
之
客
云
爾
。

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
餞
別
・
六
三
四

（
朗
77
）

　
　

泣
尋
沙
塞
出
家
郷

な
く
な
く
ぞ
し
ら
ぬ
越
ぢ
へ
尋
ね
い
る
ふ
る
き
宮
古
を
い
づ
る
わ
が
身
は
（
七
七
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
王
昭
君
・
七
〇
〇

　
　

翠
黛
紅
顔
錦
繡
粧　

泣
尋
沙
塞
出
家
郷
（「
王
昭
君
」
大
江
朝
綱
）

（
朗
78
）

　
　

昔
為
鴛
与
鴦　

今
作
参
将
商

お
も
ひ
き
や
を
し
の
ち
ぎ
り
を
た
ち
は
な
れ
ほ
ど
は
雲
ゐ
の
や
ど
り
せ
ん
と
は
（
七
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
文
選
』
巻
二
九
・
蘇
子
卿
「
詩
四
首
（
ノ
一
）」

　
　

骨
肉
縁
枝
葉　

結
交
亦
相
因　

四
海
皆
兄
弟　

誰
為
行
路
人

　
　

況
我
連
枝
樹　

与
子
同
一
身　

昔
為
鴛
与
鴦　

今
為
参
与
辰

　
　

（
後
略
）

（
朗
79
）

　
　

尋
陽
江
畔
夜
送
客

い
ざ
よ
ひ
の
月
も
入
江
の
夜
ぶ
か
き
に
い
づ
く
を
さ
し
て
漕
ぎ
は
な
る
ら
ん
（
七
九
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
二
・
〇
六
〇
三
「
琵
琶
引
」

　
　

潯
陽
江
頭
夜
送
客　

楓
葉
荻
花
秋
索
索　

主
人
下
馬
客
在
船　

挙
酒
欲
飲
無
管
弦

　
　

酔
不
成
歓
惨
将
別　

別
時
茫
茫
江
浸
月　

忽
聞
水
上
琵
琶
声　

主
人
忘
帰
客
不
発

　
　

（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
新
撰
朗
詠
集
』
雑
部
・
餞
別
・
五
九
二

恋
部

（
朗
80
）

　
　

為
君
薫
衣
裳　

君
聞
蘭
麝
不
馨
香

う
ら
め
し
や
そ
で
の
匂
ひ
は
か
は
ら
ぬ
よ
人
の
こ
こ
ろ
の
昔
に
も
に
ぬ
（
八
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
三
・
〇
一
三
四
「
太
行
路
」

　
　

（
前
略
）

　
　

古
称
色
衰
相
棄
背　

当
時
美
人
猶
怨
悔　

何
況
如
今
鸞
鏡
中　

妾
顔
未
改
君
心
改

　
　

為
君
薫
衣
裳　

君
聞
蘭
麝
不
馨
香　

為
君
事
容
飾　

君
看
金
翠
無
顔
色

　
　

（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
恋
・
七
七
八

〈
同
一
句
題
〉（
成
4
）、
武
者
小
路
実
陰
『
芳
雲
集
』
三
八
八
三
～
三
八
八
五
「
為
君
薫
衣
裳
」

（
朗
81
）

　
　

南
翔
北
嚮
難
付
寒
温
於
秋
雁

ひ
き
つ
れ
て
秋
は
み
な
み
へ
ゆ
く
か
り
よ
〔　

〕
た
ま
づ
さ
を
人
に
つ
た
へ
よ
（
八
一
）

〈
句
題
原
文
〉�『
本
朝
文
粋
』
巻
七
・
書
状
・
一
八
三
・
大
江
朝
綱
「
為
清
慎
公
、
報
呉
越
王
書　

加
沙
金
送
文
」

　
　

�

（
前
略
）
別
贈
答
信
、到
宜
収
納
。
生
涯
阻
海
、雲
濤
幾
重
。
南
翔
北
嚮
、難
付
寒
温
於
秋
鴻
、

東
出
西
流
、
只
寄
瞻
望
於
暁
月
。（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
恋
・
七
八
三

（
朗
82
）

　
　

可
憎
病
鵲
半
夜
驚
人

一
人
ぬ
る
や
も
め
が
ら
す
は
あ
な
に
く
や
ま
だ
夜
深
き
に
め
を
さ
ま
し
つ
る
（
八
二
）

〈
句
題
原
文
〉
張
鷟
『
遊
仙
窟
』

　
　

�

（
前
略
）
詎
知
可
憎
病
鵲
夜
半
驚
人
、
薄
媚
狂
鶏
三
更
唱
暁
。
遂
則
披
衣
対
坐
、
泣
涙
相
看
。

（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
新
撰
朗
詠
集
』
雑
部
・
恋
・
七
三
二

（
朗
83
）

　
　

楊
貴
妃
帰
唐
帝
思

面
か
げ
を
恋
ふ
る
我
が
身
に
添
へ
お
き
て
命
は
の
べ
の
露
と
消
え
に
き
（
八
三
）

〈
句
題
原
詩
〉『
類
聚
句
題
抄
』
九
九
・
源
順
「
対
雨
恋
月
」

　
　

雲
稠
尚
望
清
光
透　

水
暗
難
忘
素
影
生　

楊
貴
妃
帰
唐
帝
思　

李
夫
人
去
漢
皇
情

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
十
五
夜
付
月
・
二
五
〇

〈
同
一
句
題
〉（
土
81
）
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（
朗
84
）

　
　

李
夫
人
去
漢
皇
情

た
ま
か
へ
す
草
を
も
う
ゑ
じ
中
中
に
み
る
に
思
ひ
の
し
げ
さ
ま
さ
れ
ば

〈
句
題
原
詩
〉『
類
聚
句
題
抄
』
九
九
・
源
順
「
対
雨
恋
月
」
→
（
朗
83
）
に
既
出

〈
同
一
句
題
〉
香
川
景
樹
『
桂
園
一
枝
』
八
〇
二
「
李
夫
人
漢
皇
帝
情
」

懐
旧
部

（
朗
85
）

　
　

金
谷
酔
花
之
地　

花
毎
春
匂
而
主
不
帰

ち
れ
ど
ま
た
は
な
は
さ
き
け
り
春
ご
と
に
か
な
し
や
人
の
行
き
て
か
へ
ら
ぬ
（
八
五
）

〈
句
題
原
文
〉�『
本
朝
文
粋
』
巻
一
四
・
願
文
下
・
追
修
・
四
二
二
・
菅
原
文
時
「
為
謙
徳
公
、
報

恩
修
善
、
願
文
」

　
　

�

（
前
略
）
嗟
呼
、
人
命
不
定
、
吾
生
難
知
。
彼
金
谷
酔
花
之
地
、
花
毎
春
匂
而
主
不
帰
。
南
楼

翫
月
之
人
、
月
与
秋
期
而
身
何
去
。
況
寵
深
者
思
又
深
、
栄
甚
者
畏
又
甚
。（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
懐
旧
・
七
四
五

（
朗
86
）

　
　

南
楼
嘲
月
之
人　

月
与
秋
期
而
身
何
去

年
ご
と
に
月
と
秋
と
は
め
ぐ
り
き
て
み
し
人
の
身
は
い
づ
ち
な
る
ら
む
（
八
六
）

〈
句
題
原
詩
〉�『
本
朝
文
粋
』
巻
一
四
・
願
文
下
・
追
修
・
四
二
二
・
菅
原
文
時
「
為
謙
徳
公
、
報

恩
修
善
、
願
文
」
→
（
朗
85
）
に
既
出

（
朗
87
）

　
　

王
子
晋
之
昇
仙　

後
人
立
祠
於
緱
嶺
之
月

こ
の
み
ね
に
た
つ
る
や
し
ろ
は
む
か
し
み
し
人
を
忍
ぶ
の
も
の
と
な
り
け
り
（
八
七
）

〈
句
題
原
文
〉�『
本
朝
文
粋
』
巻
一
一
・
序
丁
・
詩
序
四
・
草
・
三
三
六
・
源
相
規
「
初
冬
陪
菅
丞

相
廟
、
同
賦
籬
菊
有
残
花
」

　
　

�

（
前
略
）
宜
宛
廟
堂
之
荘
厳
、
不
比
俗
境
之
愛
翫
。
既
而
奠
礼
漸
畢
、
遊
宴
亦
闌
。
昔
王
子
晋

之
昇
仙
、
後
人
立
祠
於
緱
嶺
之
月
、
羊
太
傅
之
早
世
、
行
客
堕
涙
於
峴
山
之
雲
。（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
懐
旧
・
七
四
六

（
朗
88
）

　
　

遺
文
三
十
軸　

軸
軸
金
玉
声

水
ぐ
き
の
あ
と
は
む
か
し
に
か
は
ら
ね
ば
見
る
に
涙
の
か
わ
く
ま
ぞ
な
き
（
八
八
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
五
一
・
二
二
一
七
「
題
故
元
少
尹
集
後
二
首
（
ノ
二
）」

　
　

遺
文
三
十
軸　

軸
軸
金
玉
声　

竜
門
原
上
土　

埋
骨
不
埋
名

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
文
詞
付
遺
文
・
四
七
一

（
朗
89
）

　
　

東
平
王
之
思
旧
里
也　

墳
上
之
風
靡
西

ふ
る
里
を
な
ほ
恋
し
と
や
お
も
ふ
ら
ん
そ
な
た
へ
な
び
く
と
り
べ
の
の
草
（
八
九
）

〈
句
題
原
文
〉『
本
朝
文
粋
』
巻
三
・
対
冊
・
八
八
・
藤
原
広
業
「
松
竹
」

　
　

�

（
前
略
）
秋
風
索
索
、
子
野
之
商
絃
譲
音
、
暁
霜
森
森
、
南
山
之
羽
括
呑
舌
。
東
平
王
之
思
旧

里
也
、
墳
上
之
風
靡
西
、
天
門
山
之
伝
新
名
也
、
峡
中
之
煙
掃
地
。（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
新
撰
朗
詠
集
』
雑
部
・
懐
旧
・
六
九
四

無
常
部

（
朗
90
）

　
　

未
及
暮
景　

蜉
蝣
之
世
無
常

い
か
に
と
よ
常
有
る
べ
し
と
思
ふ
か
は
ゆ
ふ
か
げ
ま
た
ぬ
か
げ
ろ
ふ
の
よ
を
（
九
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
新
撰
朗
詠
集
』
雑
部
・
無
常
・
七
三
九

　
　

未
及
暮
景　

蜉
蝣
之
世
無
常　

不
待
秋
風　

芭
蕉
之
命
易
破

（
朗
91
）

　
　

孟
嘗
君
之
多
楽　

猶
泣
雍
門
之
微
吟

琴
の
ね
に
物
の
あ
は
れ
を
し
ら
ざ
り
し
人
の
心
を
ひ
き
か
へ
し
て
よ
（
九
一
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
新
撰
朗
詠
集
』
雑
部
・
無
常
・
七
四
〇

　
　

�

孟
嘗
君
之
多
楽　

猶
泣
雍
門
之
微
吟　

漢
文
帝
之
至
尊　

已
望
霸
陵
而
傷
思
（「
已
上
出
家
以

後
序
」
橘
在
列
）
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（
朗
92
）

　
　

生
者
必
滅　

釈
尊
未
免
栴
檀
之
煙

む
ま
れ
て
も
し
ぬ
る
う
き
よ
の
た
め
し
に
は
い
で
て
ぞ
い
り
し
中
空
の
月
（
九
二
）

〈
句
題
原
文
〉�『
本
朝
文
粋
』
巻
一
四
・
願
文
下
・
追
修
・
四
二
三
・
大
江
朝
綱
「
為
中
務
卿
親
王

家
室
、
四
十
九
日
願
文
」

　
　

�

弟
子
重
明
、
稽
首
和
南
。
生
者
必
滅
、
釈
尊
未
免
栴
檀
之
煙
、
楽
尽
哀
来
、
天
人
猶
逢
五
衰
之

日
。
雖
知
苦
海
之
常
理
、
還
迷
涙
川
之
難
留
。（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
無
常
・
七
九
三

（
朗
93
）

　
　

楽
尽
哀
来　

天
人
猶
逢
五
衰
之
日

空
を
と
ぶ
あ
ま
つ
乙
女
も
か
ぎ
り
あ
れ
ば
花
の
か
ざ
し
は
し
ぼ
ま
ず
も
あ
ら
じ
（
九
三
）

〈
句
題
原
文
〉�『
本
朝
文
粋
』
巻
一
四
・
願
文
下
・
追
修
・
四
二
三
・
大
江
朝
綱
「
為
中
務
卿
親
王

家
室
、
四
十
九
日
願
文
」
→
（
朗
92
）
に
既
出

（
朗
94
）

　
　

夕
為
白
骨
朽
郊
原

は
か
な
し
や
か
ば
ね
は
野
辺
に
さ
ら
さ
れ
て
い
づ
ら
け
さ
ま
で
有
り
し
す
が
た
（
九
四
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
無
常
・
七
九
四

　
　

朝
有
紅
顔
誇
世
路　

暮
為
白
骨
朽
郊
原
（「
中
陰
願
文
」
藤
原
義
孝
）

法
文
部

（
朗
95
）

　
　

十
方
仏
土
之
中　

以
西
方
為
望

か
り
の
み
を
し
ば
し
こ
の
よ
に
や
ど
し
置
き
て
心
は
に
し
に
は
こ
ぶ
と
を
し
れ
（
九
五
）

〈
句
題
原
文
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
仏
事
・
五
九
〇

十
方
仏
土
之
中　

以
西
方
為
望　

九
品
蓮
台
之
間　

雖
下
品
応
足
（「
極
楽
寺
建
立
願
文
」
慶

滋
保
胤
）

〈
同
一
句
題
〉�

藤
原
為
家
『
為
家
集
』
一
五
七
八
「
以
西
方
為
望
〈
文
永
八
年
四
月
続
百
首
題
自
和

漢
朗
詠
之
内
注
出
之
〉」

（
朗
96
）

　
　

昔
忉
利
天
之
安
居
九
十
日　

刻
赤
栴
檀
而
模
尊
容

く
ま
も
な
き
月
の
み
か
ほ
を
う
つ
し
も
て
帰
ら
ぬ
ほ
ど
の
か
た
み
と
ぞ
せ
し
（
九
六
）

〈
句
題
原
文
〉�『
本
朝
文
粋
』
巻
一
三
・
願
文
上
・
雑
修
善
・
四
一
〇
・
大
江
匡
衡
「
為
仁
康
上
人
、

修
五
時
講
、
願
文
」

　
　

�

（
前
略
）
昔
忉
利
天
之
安
居
九
十
日
、
刻
赤
栴
檀
而
模
尊
容
、
今
跋
提
河
之
滅
度
二
千
年
、
瑩

紫
磨
金
而
礼
両
足
。（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
仏
事
・
五
九
二

（
朗
97
）

　
　

十
二
因
縁
心
裏
空

世
の
中
に
人
と
な
る
よ
り
を
は
り
ま
で
お
も
へ
ば
な
に
か
ま
こ
と
な
り
け
る
（
九
七
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
山
寺
・
五
八
三

　
　

三
千
世
界
眼
前
尽　

十
二
因
縁
心
裏
空
（「
竹
生
島
作
」
都
良
香
）

（
朗
98
）

　
　

念
極
楽
之
尊
一
夜　

山
月
正
円

夜
も
す
が
ら
あ
は
れ
心
の
す
む
月
に
み
だ
の
み
か
ほ
を
よ
そ
へ
た
る
か
な
（
九
八
）

〈
句
題
原
文
〉�『
本
朝
文
粋
』
巻
一
〇
・
詩
序
三
・
法
会
・
二
七
八
・
紀
斉
名
「
七
言
暮
春
勧
学
会

聴
講
法
華
経
、
同
賦
摂
念
山
林
」

　
　

�

（
前
略
）
于
時
梵
宮
日
暮
、仙
境
春
閑
。
念
極
楽
之
尊
一
夜
、山
月
正
円
、先
勾
曲
之
会
三
朝
、

洞
花
欲
落
。（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
仏
事
・
五
九
四

（
朗
99
）

　
　

願
以
今
生
世
俗
文
字
葉
狂
言
倚
語
之
誤　

翻
為
当
来
世
世
讃
仏
乗
之
因
転
法
輪
之
縁

は
か
な
く
も
風
に
あ
ざ
む
く
こ
と
の
葉
を
ま
こ
と
の
道
に
ひ
る
が
へ
し
て
む
（
九
九
）

〈
句
題
原
文
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
七
〇
・
三
六
〇
八
「
香
山
寺
白
氏
洛
中
集
記
」
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�

（
前
略
）
何
我
有
本
願
。
願
以
今
生
世
俗
文
字
之
業
狂
言
綺
語
之
誤
、
転
為
当
来
世
世
讃
仏
乗

之
因
転
法
輪
之
縁
也
。（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
仏
事
・
五
八
八

　

                               �
       （

⑥
藤
原
隆
房
『
朗
詠
百
首
』
こ
こ
ま
で
）

⑦
慈
円
「
文
集
百
首
」『
拾
玉
集
』（
慈
1
～
慈
100
）

⑧
藤
原
定
家
「
文
集
百
首
」『
拾
遺
愚
草
員
外
』（
定
1
～
定
100
）

⑨
寂
身
「
文
集
百
首
」『
寂
身
集
』（
寂
1
～
寂
40
）

【
解
説
】

建
保
六
年
（
一
二
一
八
）
成
立
。
慈
円
の
勧
進
に
よ
り
詠
作
さ
れ
、
北
野
社
に
奉
納
さ
れ
た
。
主

宰
者
で
あ
る
慈
円
が
、白
居
易
『
白
氏
文
集
』
か
ら
百
の
句
題
を
選
ん
で
い
る
。
慈
円
『
拾
玉
集
』・

藤
原
定
家
『
拾
遺
愚
草
員
外
』
に
百
首
が
収
め
ら
れ
る
ほ
か
、
寂
身
『
寂
身
集
』
に
も
同
題
で
四

〇
首
が
残
る
。
な
お
、
八
条
院
高
倉
に
も
同
じ
題
の
詠
が
残
さ
れ
て
お
り
、
参
加
し
て
い
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。
構
成
は
春
一
五
首
・
夏
一
〇
首
・
秋
一
五
首
・
冬
一
〇
首
・
恋
五
首
・
山
家
五

首
・
旧
里
付
懐
旧
五
首
・
閑
居
一
〇
首
・
述
懐
一
〇
首
・
無
常
一
〇
首
・
法
門
五
首
。

【
参
考
】

佐
藤
恒
雄
『
藤
原
定
家
研
究
』（
風
間
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
所
収
「
定
家
の
漢
詩
文
受
容
」、
雋

雪
艶
『
藤
原
定
家
「
文
集
百
首
」
の
比
較
文
学
的
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）、
文
集
百

首
研
究
会
『
文
集
百
首
全
釈
』（
風
間
書
房
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど

【
底
本
】
新
編
国
歌
大
観
『
拾
玉
集
』（
底
本
・
青
蓮
院
蔵
本
）

　
　
　
　

新
編
私
家
集
大
成
『
定
家
Ⅱ
（
拾
遺
愚
草
員
外
）』（
底
本
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
）

　
　
　
　

新
編
私
家
集
大
成
『
寂
身
（
寂
身
法
師
集
）』（
底
本
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
）

【
本
文
】

　

  

春
十
五
首

（
慈
1
）

　
　

今
日
不
知
誰
計
会　

春
風
春
水
一
時
来

し
が
の
う
ら
や
と
く
る
氷
の
春
風
に
今
朝
を
け
ふ
と
は
い
つ
か
告
げ
け
ん
（
一
九
〇
七
）

（
定
1
）

　
　

今
日
不
知
誰
計
会　

春
風
春
水
一
時
来

氷
と
く
も
と
の
心
や
か
よ
ふ
ら
ん
風
に
ま
か
す
る
は
る
の
山
水
（
四
〇
七
）

（
寂
1
）

　
　

今
日
不
知
誰
計
会　

春
風
春
水
一
時
来

け
ふ
ぞ
と
は
誰
山
風
に
契
を
き
て
う
ち
い
づ
る
浪
に
春
を
知
け
ん
（
一
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
五
八
・
二
八
七
四
「
府
西
池
」

　
　

柳
無
気
力
枝
先
動　

池
有
波
文
氷
尽
開　

今
日
不
知
誰
計
会　

春
風
春
水
一
時
来

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
立
春
・
二
、『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
立
春
・
五

〈
同
一
句
題
〉（
土
1
）、
飛
鳥
井
雅
種
『
家
集
』
五
「
春
風
春
水
一
時
訪
と
い
ふ
こ
と
を
」、
加
藤

千
蔭
『
う
け
ら
が
花
初
編
』
二
八
六
「
春
風
春
水
一
時
来
」、
中
院
通
村
『
後
十
輪

院
内
府
集
』
三
五
四
「
春
風
春
水
一
時
来
」、『
後
水
尾
院
御
集
』
一
九
六
「
春
風
春

水
一
時
来
」、
香
川
景
樹 

『
桂
園
一
枝
』
二
「
春
風
春
水
一
時
来
」、
同 

『
桂
園
一
枝

拾
遺
』
三
「
春
風
春
水
一
時
来
」、
武
者
小
路
実
陰
『
芳
雲
集
』
一
〇
六
一
「
春
風

春
水
一
時
来
」、
賀
茂
真
淵
『
賀
茂
翁
家
集
』
二
四
「
春
風
春
水
一
時
来
」、『
難
波

捨
草
』
春
上
・
六
・
藤
原
信
房
「
春
風
春
水
一
時
来
と
い
ふ
事
を
よ
み
侍
る
」、『
霞

関
集
』
春
・
二
二
・
備
前
守
高
久
「
春
風
春
水
一
時
来
」

（
慈
2
）

　
　

春
風
先
発
苑
中
梅　

桜
杏
桃
李
次
第
開

春
を
へ
て
花
さ
く
は
る
の
春
風
に
さ
く
桜
あ
れ
ば
ち
る
梅
の
花
（
一
九
〇
八
）

（
定
2
）

　
　

春
風
先
発
花
中
梅　

桜
杏
桃
李
次
第
開

さ
き
ぬ
也
よ
の
ま
の
風
に
さ
そ
は
れ
て
梅
よ
り
に
ほ
ふ
春
の
花
園
（
四
〇
八
）

（
寂
2
）

　
　

春
風
先
発
苑
中
梅

さ
ま
ざ
ま
の
花
の
し
る
べ
と
吹
風
に
い
か
で
か
梅
の
さ
き
は
じ
む
ら
ん
（
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
五
五
・
二
六
〇
八
「
春
風
」

　
　

春
風
先
発
苑
中
梅　

桜
杏
桃
梨
次
第
開　

薺
花
楡
莢
深
村
浦　

亦
道
春
風
為
我
来

〈
同
一
句
題
〉�

加
藤
千
蔭
『
う
け
ら
が
花
初
編
』
八
三
「
春
風
先
発
苑
中
梅
」、
小
沢
蘆
庵
『
六
帖

詠
草
』
一
〇
〇
「
春
風
先
発
苑
中
梅
」

（
慈
3
）

　
　

白
片
落
梅
浮
㵎
水

雪
を
く
ぐ
る
谷
の
を
川
は
春
ぞ
か
し
か
き
ね
の
梅
の
ち
り
け
る
も
の
を
（
一
九
〇
九
）

（
定
3
）
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白
片
落
梅
浮
㵎
水

白
妙
の
梅
さ
く
山
の
谷
風
や
雪
げ
に
き
え
ぬ
せ
ぜ
の
し
が
ら
み
（
四
〇
九
）

（
寂
3
）

　
　

白
片
落
梅
浮
㵎
水

芦
引
の
や
ま
ぢ
の
梅
や
ち
り
ぬ
ら
ん
色
こ
そ
に
ほ
へ
水
の
し
ら
浪
（
三
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
八
・
一
一
五
七
「
春
至
」

　
　

若
為
南
国
春
還
至　

争
向
東
楼
日
又
長　

白
片
落
梅
浮
㵎
水　

黄
梢
新
柳
出
城
牆

　
　

閑
拈
蕉
葉
題
詩
詠　

悶
取
藤
枝
引
酒
嘗　

楽
事
漸
無
身
漸
老　

従
今
始
擬
負
風
光

〈
句
題
他
出
〉�『
千
載
佳
句
』
草
木
部
・
梅
柳
・
六
〇
六
、『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
梅
・
八
七

〈
同
一
句
題
〉（
土
4
）

（
慈
4
）

　
　

黄
梢
新
柳
出
城
牆

春
の
や
ど
の
つ
づ
く
か
き
ね
を
見
わ
た
せ
ば
梢
に
さ
ら
す
青
柳
の
糸
（
一
九
一
〇
）

（
定
4
）

　
　

黄
梢
新
柳
出
城
牆

こ
の
さ
と
の
む
か
ひ
の
村
の
か
き
ね
よ
り
夕
日
を
そ
む
る
玉
の
を
柳
（
四
一
〇
）

（
寂
4
）

　
　

黄
梢
新
柳
出
城
牆

見
わ
た
せ
ば
か
き
ほ
の
柳
う
ち
な
び
き
宮
こ
に
ふ
か
き
あ
さ
緑
か
な
（
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
八
・
一
一
五
七
「
春
至
」
→
（
慈
定
寂
3
）
に
既
出

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
草
木
部
・
梅
柳
・
六
〇
六
、『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
梅
・
八
七

（
慈
5
）

　
　

春
来
無
伴
閑
遊
少

浅
み
ど
り
春
の
な
が
め
も
や
ど
さ
び
て
ひ
と
り
暮
れ
ぬ
る
山
の
は
の
空
（
一
九
一
一
）

（
定
5
）

　
　

春
来
無
伴
閑
遊
少

お
も
ふ
ど
ち
む
れ
こ
し
春
も
む
か
し
に
て
旅
ね
の
山
に
花
や
ち
る
ら
む
（
四
一
一
）

（
寂
5
）

　
　

春
来
無
伴
閑
遊
少

た
れ
ゆ
へ
に
む
か
し
は
花
を
尋
け
ん
我
と
の
ど
け
き
春
の
心
を
（
五
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
三
・
〇
六
二
八
「
曲
江
憶
元
九
」

　
　

春
来
無
伴
閑
遊
少　

行
楽
三
分
減
二
分　

何
况
今
朝
杏
園
裏　

閑
人
逢
尽
不
逢
君

（
慈
6
）

　
　

鶯
声
誘
引
来
花
下

う
ち
か
へ
し
鶯
さ
そ
ふ
身
と
な
ら
む
今
夜
は
花
の
下
に
や
ど
り
て
（
一
九
一
二
）

（
定
6
）

　
　

鶯
声
誘
引
来
花
下

衣
で
に
み
だ
れ
て
お
つ
る
花
の
え
や
さ
そ
は
れ
き
つ
る
鶯
の
こ
ゑ
（
四
一
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
八
・
一
一
五
九
「
春
江
」

　
　

炎
涼
昬
暁
苦
推
遷　

不
覚
忠
州
已
二
年　

閉
閤
只
聴
朝
暮
鼓　

上
楼
空
望
徃
来
船

　
　

鶯
声
誘
引
来
花
下　

草
色
勾
留
坐
水
辺　

唯
有
春
江
看
未
厭　

縈
砂
遶
石
淥
潺
湲

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
遊
牧
部
・
春
遊
・
八
五
三
、『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
鶯
・
六
七

〈
同
一
句
題
〉（
千
2
）、（
土
7
）、
木
下
幸
文
『
亮
々
遺
稿
』
春
・
三
二
「
鶯
声
誘
引
来
花
下
」、

香
川
景
樹
『
桂
園
一
枝
拾
遺
』
春
・
三
四
「
鶯
声
誘
引
来
花
下
」

（
慈
7
）

　
　

遂
処
花
皆
好　

随
年
貌
自
衰

春
を
へ
て
ま
ど
な
る
花
の
色
ぞ
こ
き
わ
が
も
と
ゆ
ひ
の
霜
は
き
え
ね
ど
（
一
九
一
三
）

（
定
7
）

　
　

逐
処
花
皆
好　

随
年
貌
自
衰

や
ど
ご
と
に
花
の
と
こ
ろ
は
に
ほ
へ
ど
も
年
ふ
る
人
ぞ
昔
に
も
に
ぬ
（
四
一
三
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
六
・
〇
九
一
七
「
桜
桃
花
下
歎
白
髪
」

　
　

逐
処
花
皆
好　

随
年
貌
自
衰　

紅
桜
満
眼
日　

白
髪
半
頭
時

　
　

倚
樹
無
言
久　

攀
条
欲
放
遅　

臨
風
両
堪
歎　

如
雪
復
如
糸

〈
同
一
句
題
〉�

三
条
西
実
隆
『
再
昌
草
』
四
一
五
一
「（
大
永
二
年
）
三
月
八
日
、
中
書
王
御
会　

逐
処
花
皆
好
」、
冷
泉
為
和
『
為
和
集
』
八
六
二
「
遂
処
花
皆
好
随
年
貌
目
衰　

三

月
廿
一
日
家
会
」

（
慈
8
）

　
　

遥
見
人
家
花
便
入　

不
論
貴
賤
与
親
疎

花
を
や
ど
の
あ
る
じ
と
た
の
む
春
な
れ
ば
見
に
く
る
友
を
き
ら
ふ
も
の
か
は
（
一
九
一
四
）

（
定
8
）
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遥
見
人
家
花
便
入　

不
論
貴
賤
与
親
疎

は
る
か
な
る
花
の
あ
る
じ
の
や
ど
と
へ
ば
ゆ
か
り
も
し
ら
ぬ
の
べ
の
若
草
（
四
一
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
六
・
三
二
四
四
「（
尋
春
題
諸
家
園
林
）
又
題
一
絶
」

　
　

貌
随
年
老
欲
何
如　

興
遇
春
牽
尚
有
余　

遥
見
人
家
花
便
入　

不
論
貴
賤
与
親
疎

〈
句
題
他
出
〉�『
千
載
佳
句
』
草
木
部
・
雑
花
・
六
六
四
、『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
花
付
落
花
・
一

一
五

〈
同
一
句
題
〉（
千
83
）

（
慈
9
）

　
　

花
下
忘
帰
因
美
景

春
の
山
に
霞
の
袖
を
か
た
し
き
て
い
く
か
に
成
り
ぬ
花
の
下
ぶ
し
（
一
九
一
五
）

（
定
9
）

　
　

花
下
忘
帰
因
美
景

時
し
も
あ
れ
こ
し
路
を
い
そ
ぐ
雁
が
ね
の
心
し
ら
れ
ぬ
花
の
本
哉
（
四
一
五
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
三
・
〇
六
一
六
「
酬
歌
舒
大
見
贈
」

　
　

去
歳
歓
遊
何
処
去　

曲
江
西
岸
杏
園
東　

花
下
忘
帰
因
美
景　

樽
前
勧
酒
是
春
風

　
　

各
従
微
宦
風
塵
裏　

共
度
流
年
離
別
中　

今
日
相
逢
愁
又
喜　

八
人
分
散
両
人
同

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
宴
喜
部
・
春
宴
・
六
九
五
、『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
春
興
・
一
八

〈
同
一
句
題
〉（
千
13
）、（
円
3
）

（
慈
10
）

　
　

落
花
不
語
空
辞
樹　

流
水
無
心
自
入
池

は
な
も
水
も
心
な
ぎ
さ
や
い
か
な
ら
む
庭
に
浪
た
つ
は
る
の
木
の
も
と
（
一
九
一
六
）

（
定
10
）

　
　

落
花
不
語
空
辞
樹

山
吹
の
色
よ
り
ほ
か
に
さ
く
花
も
い
は
で
ふ
り
し
く
庭
の
こ
の
も
と
（
四
一
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
五
七
・
二
七
九
九
「
過
元
家
履
信
宅
」

　
　

鶏
犬
喪
家
分
散
後　

園
林
失
主
寂
寥
時　

落
花
不
語
空
辞
樹　

流
水
無
情
自
入
池

　
　

風
蕩
醼
船
初
破
漏　

雨
淋
歌
閣
欲
傾
欹　

前
庭
後
院
傷
心
事　

唯
是
春
風
秋
月
知

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
落
花
・
一
二
六

〈
同
一
句
題
〉『
続
後
撰
集
』
春
下
・
一
四
〇
・
八
条
院
高
倉
「
落
花
不
語
空
辞
樹
と
い
へ
る
心
を
」

（
慈
11
）

　
　

花
落
城
中
地　

春
深
江
上
天

夕
霞
ふ
か
く
な
り
行
く
す
み
の
え
に
都
の
花
を
お
も
ひ
や
る
か
な
（
一
九
一
七
）

（
定
11
）

　
　

花
落
城
中
地　

春
深
江
上
天

春
の
空
入
江
の
浪
に
う
つ
る
色
み
や
こ
も
ふ
か
く
花
や
ち
る
ら
ん
（
四
一
七
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
九
・
〇
三
九
七
「
寄
江
南
兄
弟
」

　
　

�

（
前
略
）

　
　

忽
憶
分
首
時　

憫
黙
秋
風
前　

別
来
朝
復
夕　

積
日
成
七
年

　
　

花
落
城
中
地　

春
深
江
上
天　

登
楼
東
南
望　

鳥
滅
煙
蒼
然

　
　

�

（
後
略
）

（
慈
12
）

　
　

背
灯
共
憐
深
夜
月　

踏
花
同
惜
少
年
春

あ
り
明
の
月
に
そ
む
く
る
と
も
し
火
の
影
に
う
つ
ろ
ふ
花
を
見
る
か
な
（
一
九
一
八
）

（
定
12
）

　
　

背
灯
共
憐
深
夜
月　

踏
花
同
惜
少
年
春

そ
む
け
つ
る
ま
ど
の
灯
ふ
か
き
夜
の
か
す
み
に
い
づ
る
二
月
の
月
（
四
一
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
三
・
〇
六
三
三
「
春
中
与
盧
四
周
諒
華
陽
観
同
居
」

　
　

性
情
懶
慢
好
相
親　

門
巷
蕭
条
称
作
隣　

背
燭
共
憐
深
夜
月　

踏
花
同
惜
少
年
春

　
　

杏
壇
住
僻
雖
宜
病　

芸
閣
官
微
不
救
貧　

文
行
如
君
尚
憔
悴　

不
知
霄
漢
待
何
人

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
春
夜
・
八
二
、『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
春
夜
・
二
七

（
慈
13
）

　
　

歳
時
春
日
少　

世
界
苦
人
多

暮
れ
て
行
く
春
は
か
す
み
の
色
な
が
ら
あ
や
し
く
ぬ
る
る
人
の
袖
か
な
（
一
九
一
九
）

（
定
13
）

　
　

歳
時
春
日
少

い
た
づ
ら
に
春
日
す
く
な
き
一
年
の
た
が
い
つ
は
り
に
く
る
る
す
が
の
ね
（
四
一
九
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
六
・
〇
九
二
一
「
晩
春
登
大
雲
寺
南
楼
贈
常
禅
師
」

　
　

花
尽
頭
新
白　

登
楼
意
若
何　

歳
時
春
日
少　

世
界
苦
人
多

　
　

愁
酔
非
因
酒　

悲
吟
不
是
歌　

求
師
治
此
病　

唯
勧
読
楞
伽



― 43 ―

〈
同
一
句
題
〉（
千
14
）、（
頓
称
14
）

（
慈
14
）

　
　

留
春
春
不
留　

春
帰
人
寂
莫

を
し
め
ど
も
と
ま
ら
ぬ
け
ふ
は
よ
し
の
山
梢
に
ひ
と
り
の
こ
る
春
風
（
一
九
二
〇
）

（
定
14
）

　
　

留
春
春
不
留　

春
帰
人
寂

う
ら
む
と
て
も
と
の
日
か
ず
の
か
ぎ
り
あ
れ
ば
人
も
し
づ
か
に
花
も
と
ま
ら
ず
（
四
二
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
五
一
・
二
二
四
〇
「
落
花
」

　
　

留
春
春
不
住　

春
帰
人
寂
莫　

厭
風
風
不
定　

風
起
花
蕭
索

　
　

既
興
風
前
歎　

重
命
花
下
酌　

勧
君
嘗
緑
醅　

教
人
拾
紅
蕚

　
　

�

（
後
略
）

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
三
月
尽
・
五
〇

〈
同
一
句
題
〉�（
朗
9
）、『
閑
月
和
歌
集
』
春
下
・
一
〇
四
・
法
印
憲
実
「
留
春
春
不
留
と
い
ふ
こ

と
を
」

（
慈
15
）

　
　

厭
風
風
不
定　

風
起
花
蕭
索

山
ざ
く
ら
風
に
成
行
く
梢
よ
り
た
え
だ
え
お
つ
る
滝
の
し
ら
い
と
（
一
九
二
一
）

（
定
15
）

　
　

厭
風
風
不
定　

風
起
花
蕭
索

春
の
ゆ
く
梢
の
花
に
風
た
ち
て
い
づ
れ
の
空
を
と
ま
り
と
も
な
し
（
四
二
一
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
五
一
・
二
二
四
〇
「
落
花
」
→
（
慈
14
）
に
既
出

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
三
月
尽
・
五
〇

夏
十
首

（
慈
16
）

　
　

微
風
吹
袂
衣　

不
寒
復
不
熱

夏
の
か
ぜ
に
な
り
行
く
け
ふ
の
衣
手
の
身
に
し
ま
ぬ
色
ぞ
み
に
は
し
み
け
る
（
一
九
二
二
）

（
定
16
）

　
　

微
風
吹
袂
衣　

不
寒
復
不
熱

た
ち
か
ふ
る
わ
が
衣
で
の
う
す
け
れ
ば
春
よ
り
夏
の
か
ぜ
ぞ
す
ず
し
き
（
四
二
二
）

（
寂
6
）

　
　

微
風
袷
衣
吹　

不
寒
復
不
熱

朝
ま
だ
き
日
影
も
う
す
き
衣
手
に
い
つ
よ
り
風
の
遠
ざ
か
る
覧
（
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
・
〇
二
三
八
「
首
夏
病
間
」

　
　

�

（
前
略
）

　
　

况
茲
孟
夏
月　

清
和
好
時
節　

微
風
吹
袷
衣　

不
寒
復
不
熱

　
　

移
榻
樹
陰
下　

竟
日
何
所
為　

或
飲
一
甌
茗　

或
吟
両
句
詩

　
　

�

（
後
略
）

（
慈
17
）

　
　

残
鶯
意
思
尽　

新
葉
陰
涼
多

鶯
の
夏
の
は
つ
ね
を
そ
め
か
へ
て
し
げ
き
梢
に
か
へ
る
こ
ろ
か
な
（
一
九
二
三
）

（
定
17
）

　
　

新
葉
陰
涼
多

陰
し
げ
き
な
ら
の
葉
が
し
は
日
に
そ
へ
て
ま
ど
よ
り
西
の
空
ぞ
少
き
（
四
二
三
）

（
寂
7
）

　
　

残
鶯
意
思
尽　

新
葉
陰
涼
多

さ
そ
は
れ
し
花
の
か
も
な
き
夏
山
の
あ
ら
ぬ
み
ど
り
に
鶯
ぞ
な
く
（
七
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
九
・
〇
四
一
四
「
青
竜
寺
早
夏
」

　
　

�

（
前
略
）

　
　

日
西
寺
門
外　

景
気
含
清
和　

閑
有
老
僧
立　

静
無
凡
客
過

　
　

残
鶯
意
思
尽　

新
葉
陰
涼
多　

春
去
未
幾
日　

夏
雲
忽
嵯
峨

　
　

�

（
後
略
）

（
慈
18
）

　
　

盧
橘
子
低
山
雨
重

香
を
と
め
て
む
か
し
を
し
の
ぶ
袖
な
れ
や
花
た
ち
ば
な
に
す
が
る
あ
ま
水
（
一
九
二
四
）

（
定
18
）

　
　

廬
橘
子
低
山
雨
重

む
ら
さ
め
に
花
た
ち
ば
な
や
お
も
る
ら
ん
に
ほ
ひ
ぞ
お
つ
る
山
の
し
づ
く
に
（
四
二
四
）

（
寂
8
）

　
　

盧
橘
子
低
山
雨
重

あ
し
ひ
き
の
山
の
む
ら
雨
い
く
か
へ
り
花
た
ち
ば
な
に
露
を
そ
ふ
ら
ん
（
八
）
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〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
二
〇
・
一
三
六
一
「
西
湖
晩
帰
廻
望
孤
山
寺
贈
諸
客
」

　
　

柳
湖
松
島
蓮
花
寺　

晩
動
帰
橈
出
道
場　

盧
橘
子
仾
山
雨
重　

栟
櫚
葉
戦
水
風
涼

　
　

煙
波
澹
蕩
揺
空
碧　

楼
殿
参
差
倚
夕
陽　

到
岸
請
君
迴
首
望　

蓬

宮
在
海
中
央

〈
句
題
他
出
〉�『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
秋
興
・
一
七
九
、『
和
漢
朗
詠
集
』
夏
部
・
花
橘
・
一
七
一

〈
同
一
句
題
〉（
土
13
）

（
慈
19
）

　
　

池
晩
蓮
芳
謝　

窓
秋
竹
意
深

か
ぜ
に
ほ
ふ
池
の
は
ち
す
に
夏
た
け
て
夕
ぐ
れ
竹
の
色
ぞ
す
ず
し
き
（
一
九
二
五
）

（
定
19
）

　
　

池
晩
蓮
芳
謝

風
わ
た
る
池
の
は
ち
す
の
夕
月
よ
人
に
ぞ
あ
た
る
か
げ
も
匂
ひ
も
（
四
二
五
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
五
五
・
二
六
〇
四
「
池
窓
」

　
　

池
晩
蓮
芳
謝　

窓
秋
竹
意
深　

更
無
人
作
伴　

唯
対
一
張
琴

（
慈
20
）

　
　

風
生
竹
夜
窓
間
臥　

月
照
松
時
台
上
行

松
風
に
竹
の
は
に
お
く
露
落
ち
て
か
た
し
く
袖
に
月
を
見
る
か
な
（
一
九
二
六
）

（
定
20
）

　
　

風
生
竹
夜
窓
間
臥

風
さ
や
ぐ
竹
の
よ
な
か
に
ふ
し
な
れ
て
夏
に
し
ら
れ
ぬ
窓
の
月
哉
（
四
二
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
九
・
一
二
八
〇
「
七
言
十
二
句
贈
駕
部
呉
郎
中
七
兄
」

　
　

四
月
天
気
和
且
清　

緑
槐
陰
合
沙
堤
平　

独
騎
善
馬
銜
鐙
穏　

初
着
単
衣
支
体
軽

　
　

退
朝
下
直
少
徒
侶　

帰
舎
閉
門
無
送
迎　

風
生
竹
夜
窓
間
臥　

月
照
松
時
台
上
行

　
　

�

（
後
略
）

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
天
象
部
・
風
月
・
二
六
九
、『
和
漢
朗
詠
集
』
夏
部
・
夏
夜
・
一
五
一

（
慈
21
）

　
　

青
苔
地
上
消
残
雨　

緑
樹
陰
前
逐
晩
涼

苔
の
う
へ
に
晴
行
く
あ
め
の
岩
か
げ
に
風
こ
そ
す
ぐ
れ
ゆ
ふ
暮
の
空
（
一
九
二
七
）

（
定
21
）

　
　

青
苔
地
上
消
残
雨　

緑
樹
陰
前
逐
晩
涼

夕
立
の
な
ご
り
の
露
を
染
す
て
て
苔
の
み
ど
り
に
く
る
る
山
か
な
（
四
二
七
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
六
・
三
二
六
四
「
池
上
逐
涼
二
首
（
ノ
一
）」

　
　

青
苔
池
上
銷
残
暑　

緑
樹
陰
前
逐
晩
涼　

軽
屐
単
衣
薄
紗
帽　

浅
池
平
岸
庳
藤
床

　
　

簪
纓
怪
我
情
何
薄　

泉
石
諳
君
味
甚
長　

徧
問
交
親
為
老
計　

多
言
宜
静
不
宜
忙

〈
句
題
他
出
〉�『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
納
涼
・
一
三
九
、『
和
漢
朗
詠
集
』
夏
部
・
納
涼
・
一
五
九

〈
同
一
句
題
〉（
土
14
）

（
慈
22
）

　
　

不
是
禅
房
無
熱
到　

但
能
心
静
即
身
涼

心
を
や
御
法
の
水
も
あ
ら
ふ
ら
む
ひ
と
り
す
ず
し
き
松
の
と
ざ
し
に
（
一
九
二
八
）

（
定
22
）

　
　

不
是
禅
房
無
熱
到　

但
能
心
静
即
身
涼

嵐
山
す
ぎ
の
葉
か
げ
の
い
ほ
り
と
て
夏
や
は
し
ら
ぬ
心
こ
そ
す
め
（
四
二
八
）

（
寂
9
）

　
　

不
是
褝
房
無
到
熱　

但
能
心
静
即
身
涼

し
づ
か
な
る
心
ぞ
夏
を
へ
だ
て
け
る
て
る
日
に
も
る
る
宿
な
ら
ね
ど
も
（
九
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
五
・
〇
八
五
二
「
苦
熱
題
恒
寂
師
禅
室
」

　
　

人
人
避
暑
走
如
狂　

独
有
禅
師
不
出
房　

可
是
禅
房
無
熱
到　

但
能
心
静
即
身
涼

〈
句
題
他
出
〉�『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
避
暑
・
一
三
三
、『
和
漢
朗
詠
集
』
夏
部
・
納
涼
・
一
六
一

〈
同
一
句
題
〉（
千
32
）、（
円
6
）、
藤
原
為
家
『
為
家
集
』
四
三
四
「
心
静
即
身
涼
〈
文
永
八
年
四

月
十
八
日
続
百
首
題
自
和
漢
朗
詠
注
出
之
〉」

（
慈
23
）

　
　

暑
月
貧
家
何
処
有　

客
来
唯
贈
北
窓
風

夏
を
と
ふ
人
や
あ
は
れ
に
き
て
も
見
ん
む
な
し
く
は
ら
ふ
窓
の
北
風
（
一
九
二
九
）

（
定
23
）

　
　

暑
月
貧
家
何
所
有　

客
来
唯
贈
北
窓
風

吹
を
く
る
ま
ど
の
北
風
秋
か
け
て
君
が
み
け
し
の
身
に
や
し
ま
ぬ
と
（
四
二
九
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
五
五
・
二
五
二
八
「
新
昌
閑
居
招
楊
郎
中
兄
弟
」

　
　

紗
巾
角
枕
病
眠
翁　

忙
少
閑
多
誰
与
同　

但
有
双
松
当
砌
下　

更
無
一
事
到
心
中

　
　

金
章
紫
綬
看
如
夢　

皁
蓋
朱
輪
別
似
空　

暑
月
貧
家
何
所
有　

客
来
唯
贈
北
窓
風

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
納
涼
・
一
三
八

（
慈
24
）
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蕭
颯
風
雨
天　

蟬
声
暮
啾
啾

く
れ
は
ど
り
あ
や
に
く
に
ふ
る
夕
だ
ち
に
ぬ
れ
ぬ
れ
は
る
る
蟬
の
声
か
な
（
一
九
三
〇
）

（
定
24
）

　
　

蕭
索
風
雨
天　

蟬
声
暮
啾
啾

空
蟬
の
夕
の
こ
ゑ
は
そ
め
か
へ
つ
ま
た
青
葉
な
る
木
木
の
下
陰
（
四
三
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
五
・
〇
一
七
九
「
永
崇
里
観
居
」

　
　

季
夏
中
気
候　

煩
暑
自
此
収　

蕭
颯
風
雨
天　

蟬
声
暮
啾
啾

　
　

永
崇
里
巷
静　

華
陽
観
院
幽　

軒
車
不
到
処　

満
地
槐
花
秋

　
　

�

（
後
略
）

〈
同
一
句
題
〉�（
円
5
）、『
夫
木
抄
』
三
五
九
九
・
八
条
院
高
倉
「
文
集
百
首
歌
に
、窓
風
雨
天
蟬
声
」

（
慈
25
）

　
　

夏
臥
北
窓
風　

枕
席
如
涼
秋

さ
よ
ふ
け
て
窓
お
し
あ
く
る
う
た
た
ね
の
枕
す
ず
し
き
庭
の
ま
つ
風
（
一
九
三
一
）

（
定
25
）

　
　

夏
臥
北
窓
風　

枕
席
如
涼
秋

や
ど
か
ら
に
せ
み
の
羽
衣
秋
や
た
つ
風
の
た
枕
月
の
さ
莚
（
四
三
一
）

（
寂
10
）

　
　

夏
臥
北
窓
風　

枕
席
如
涼
秋

し
き
た
へ
の
枕
に
秋
や
ち
か
か
ら
ん
風
に
み
だ
る
る
夏
の
夜
の
夢
（
一
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
五
・
〇
一
九
六
「
贈
呉
丹
」

　
　

�

（
前
略
）

　
　

冬
負
南
栄
日　

支
体
甚
温
柔　

夏
臥
北
窓
風　

枕
席
如
涼
秋

　
　

南
山
入
舎
下　

酒
甕
在
床
頭　

人
間
有
閑
地　

何
必
隠
林
丘

　
　

�

（
後
略
）

秋
十
五
首

（
慈
26
）

　
　

夜
来
風
雨
後　

秋
気
颯
然
新

山
の
は
に
雨
そ
ほ
ふ
り
て
風
ぞ
ゆ
く
こ
れ
よ
り
秋
の
色
や
見
ゆ
ら
む
（
一
九
三
二
）

（
定
26
）

　
　

夜
来
風
雨
後　

秋
気
颯
然
新

よ
る
の
雨
の
こ
ゑ
吹
の
こ
す
松
風
に
朝
け
の
袖
は
昨
日
に
も
に
ず
（
四
三
二
）

（
寂
11
）

　
　

夜
来
風
雨
後　

秋
気
颯
然
新

あ
ま
雲
の
は
る
る
な
ら
ひ
の
風
ぞ
と
て
お
ど
ろ
か
ぬ
に
も
秋
ぞ
見
え
け
る
（
一
一
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
七
・
三
三
七
一
「
雨
後
秋
涼
」

　
　

夜
来
秋
雨
後　

秋
気
颯
然
新　

団
扇
先
辞
手　

生
衣
不
著
身

　
　

更
添
砧
引
思　

難
与

相
親　

此
境
誰
偏
覚　

貧
閑
老
瘦
人

（
慈
27
）

　
　

団
扇
先
辞
手　

生
衣
不
着
身

か
ら
衣
あ
ふ
ぎ
は
袖
の
よ
そ
な
が
ら
う
ら
め
づ
ら
し
き
か
ぜ
を
待
つ
か
な
（
一
九
三
三
）

（
定
27
）

　
　

団
扇
先
辞
手

は
し
た
か
を
手
な
ら
す
比
の
風
た
ち
て
秋
の
扇
ぞ
遠
ざ
か
り
行
（
四
三
三
）

（
寂
12
）

　
　

団
扇
先
辞
手　

生
衣
不
着
身

て
に
な
れ
し
夏
の
あ
ふ
ぎ
に
吹
か
へ
て
う
す
き
衣
に
た
た
ぬ
秋
風
（
一
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
七
・
三
三
七
一
「
雨
後
秋
涼
」
→
（
慈
26
）
に
既
出

（
慈
28
）

　
　

大
底
四
時
心
惣
苦　

就
中
断
腸
是
秋
天

あ
だ
に
思
ふ
う
れ
へ
は
秋
の
空
な
が
ら
雲
に
心
や
な
び
き
行
く
ら
む
（
一
九
三
四
）

（
定
28
）

　
　

大
底
四
時
心
惣
苦　

就
中
断
腸
是
秋
天

さ
く
ら
花
山
郭
公
雪
は
あ
れ
ど
お
も
ひ
を
か
ぎ
る
秋
は
き
に
け
り
（
四
三
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
四
・
〇
七
九
〇
「
暮
立
」

　
　

黄
昏
独
立
仏
堂
前　

満
地
槐
花
満
樹
蟬　

大
抵
四
時
心
総
苦　

就
中
腸
断
是
秋
天

〈
句
題
他
出
〉�『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
秋
興
・
一
七
七
、『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
秋
興
・
二
二
三

（
慈
29
）

　
　

八
月
九
月
正
長
夜　

千
声
万
声
無
了
時

つ
ち
の
お
と
よ
い
く
ら
に
成
り
ぬ
衣
う
つ
長
月
の
夜
の
有
明
の
空
（
一
九
三
五
）

（
定
29
）
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八
月
九
月
正
長
夜　

千
声
万
声
無
終
時

長
月
を
ま
つ
よ
り
な
が
き
秋
の
夜
の
あ
く
る
も
し
ら
ず
衣
う
つ
こ
ゑ
（
四
三
五
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
九
・
一
二
八
七
「
聞
夜
砧
」

　
　

誰
家
思
婦
秋
擣
帛　

月
苦
風
凄
砧
杵
悲　

八
月
九
月
正
長
夜　

千
声
万
声
無
了
時

　
　

応
到
天
明
頭
尽
白　

一
声
添
得
一
茎
糸

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
擣
衣
・
三
四
五

（
慈
30
）

　
　

相
思
夕
上
松
台
立　

蛬
思
蟬
声
満
耳
秋

き
り
ぎ
り
す
よ
る
松
風
に
こ
ゑ
わ
び
て
あ
く
る
よ
り
又
日
ぐ
ら
し
の
こ
ゑ
（
一
九
三
六
）

（
定
30
）

　
　

相
思
夕
上
松
台
立　

蛬
思
蟬
声
満
耳
秋

夕
ぐ
れ
は
物
お
も
ひ
ま
さ
る
蛬
身
を
か
へ
て
な
く
う
つ
せ
み
の
こ
ゑ
（
四
三
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
三
・
〇
七
〇
四
「
題
李
十
一
東
亭
」

　
　

相
思
夕
上
松
台
立　

蛩
思
蟬
声
満
耳
秋　

惆
悵
東
亭
風
月
好　

主
人
今
夜
在
鄜
州

〈
句
題
他
出
〉�『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
早
秋
・
一
四
六
、『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
秋
晩
・
二
三
〇

〈
同
一
句
題
〉�（
俊
2
）、『
新
続
古
今
集
』
秋
上
・
四
二
八
・
前
中
納
言
定
嗣
「
相
思
夕
上
松
台
立

蛬
思
蟬
声
満
耳
秋
と
い
へ
る
心
を
」、加
藤
千
蔭
『
う
け
ら
が
花
初
編
』
五
六
五
「
相

思
夕
上
松
台
立　

蛬
思
蟬
声
満
耳
秋
」

（
慈
31
）

　
　

遅
遅
鐘
漏
初
長
夜　

耿
耿
星
河
欲
曙
天

鐘
の
音
を
ね
ざ
め
て
き
く
や
秋
な
ら
む
袖
に
ま
ぢ
か
き
天
の
川
な
み
（
一
九
三
七
）

（
定
31
）

　
　

遅
遅
鐘
漏
初
長
夜　

耿
耿
星
河
欲
曙
天

鳥
の
ね
を
と
し
も
ふ
ば
か
り
待
し
夜
の
鳴
て
も
な
が
き
暁
の
空
（
四
三
七
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
二
・
〇
五
九
六
「
長
恨
歌
」

　
　

（
前
略
）

　
　

夕
殿
蛍
飛
思
悄
然　

孤
灯
挑
尽
未
成
眠　

遅
遅
鍾
鼓
初
長
夜　

耿
耿
星
河
欲
曙
天

　
　

鴛
鴦
瓦
冷
霜
華
重　

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

翡
翠
衾
寒
誰
与
共　

悠
悠
生
死
別
経
年　

魂
魄
不
曽
来
入
夢

　
　

（
後
略
）

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
秋
夜
・
一
八
六
、『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
秋
夜
・
二
三
四

〈
同
一
句
題
〉（
土
17
）

（
慈
32
）

　
　

残
影
灯
閉
牆　

斜
光
月
穿
牖

秋
の
よ
は
か
べ
に
と
も
し
火
き
え
や
ら
で
ま
ど
に
か
た
ぶ
く
月
ぞ
か
な
し
き
（
一
九
三
八
）

（
定
32
）

　
　

残
影
灯
閑
牆　

斜
光
月
穿
牖

わ
が
し
た
ふ
人
は
と
ひ
こ
ず
ま
ど
ご
し
に
月
さ
し
い
り
て
秋
風
ぞ
吹
（
四
三
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
〇
・
〇
五
二
二
「
夢
与
李
七
庾
三
十
三
同
訪
元
九
」

　
　

（
前
略
）

　
　

覚
来
疑
在
側　

求
索
無
所
有　

残
灯
影
閃
牆　

斜
月
光
穿
牖　

　
　

天
明
西
北
望　

万
里
君
知
否　

老
去
無
見
期　

踟
蹰
搔
白
首

（
慈
33
）

　
　

黄
茅
岡
頭
秋
日
晩　

苦
竹
嶺
下
寒
月
低

や
ど
し
む
る
か
た
岡
山
の
あ
さ
ぢ
原
露
に
か
た
ぶ
く
月
を
み
る
か
な
（
一
九
三
九
）

（
定
33
）

　
　

黄
茅
岡
頭
秋
月
晩

た
れ
も
さ
や
心
の
色
の
か
は
る
ら
む
を
か
の
あ
さ
ぢ
に
夕
日
さ
す
こ
ろ
（
四
三
九
）

（
寂
13
）

　
　

黄
茅
岡
頭
秋
日
晩　

苦
竹
嶺
下
寒
月
低

夕
露
や
岡
の
あ
さ
ぢ
に
の
こ
る
覧
影
こ
そ
な
び
け
山
の
は
の
月
（
一
三
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
二
・
〇
五
九
〇
「
山
鷓
鴣
」

　
　

山
鷓
鴣　

朝
朝
暮
暮
啼
復
啼　

啼
時
露
白
風
凄
凄　

黄
茅
岡
頭
秋
日
晩　

苦
竹
嶺
下
寒
月
低

　
　

畬
田
有
粟
何
不
啄　

石
楠
有
枝
何
不
棲　

迢
迢
不
緩
復
不
急　

楼
上
舟
中
夜
闇
入

　
　

（
後
略
）

（
慈
34
）

　
　

月
隠
雲
樹
外　

蛍
飛
廊
宇
間

秋
の
雨
に
月
さ
へ
く
も
る
軒
ば
よ
り
ほ
し
と
も
い
は
じ
ほ
た
る
な
る
ら
ん
（
一
九
四
〇
）

（
定
34
）

　
　

月
陰
雲
樹
外　

蛍
飛
廊
宇
間

し
ぐ
れ
行
雲
の
こ
ず
ゑ
の
山
の
は
に
夕
た
の
む
る
月
も
と
ま
ら
ず
（
四
四
〇
）
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〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
三
・
〇
六
七
五
「
旅
次
景
空
寺
宿
幽
上
人
院
」

　
　

不
与
人
境
接　

寺
門
開
向
山　

暮
鐘
鳴
鳥
聚　

秋
雨
病
僧
閑

　
　

月
隠
雲
樹
外　

蛍
飛
廊
宇
間　

幸
投
花
界
宿　

暫
得
静
心
顔

（
慈
35
）

　
　

碍
日
暮
山
青
蔟
蔟　

浸
天
秋
水
白
茫
茫

秋
の
水
は
秋
の
空
に
ぞ
成
り
に
け
る
し
ろ
き
浪
ま
に
う
つ
る
山
か
げ
（
一
九
四
一
）

（
定
35
）

　
　

碍
日
暮
山
青
蔟
蔟　

浸
天
秋
水
白
茫
茫

山
を
こ
そ
露
も
時
雨
も
ま
だ
染
ね
空
の
色
あ
る
秋
の
水
哉
（
四
四
一
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
六
・
〇
九
九
九
「
登
西
楼
憶
行
簡
」

　
　

毎
因
楼
上
西
南
望　

始
覚
人
間
道
路
長　

碍
日
暮
山
青
簇
簇　

浸
天
秋
水
白
茫
茫

　
　

風
波
不
見
三
年
面　

書
信
難
伝
万
里
腸　

早
晩
東
帰
来
下
峡　

穏
乗
船
舫
過
瞿
唐

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
遊
牧
部
・
眺
望
・
八
七
四
、『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
山
水
・
五
〇
一

〈
同
一
句
題
〉（
禁
1
～
25
・
76
～
79
）

（
慈
36
）

　
　

寒
鴻
飛
急
覚
秋
尽　

隣
鶏
鳴
遅
知
夜
永

い
か
に
せ
ん
夜
半
に
ま
た
る
る
鳥
の
ね
を
い
そ
が
ぬ
秋
と
お
も
は
ま
し
か
ば
（
一
九
四
二
）

（
定
36
）

　
　

寒
鴻
飛
急
覚
秋
尽　

隣
鶏
鳴
遅
知
夜
永

ま
き
の
や
に
と
な
り
の
霜
は
白
妙
の
ゆ
ふ
つ
け
鳥
を
い
つ
か
き
く
べ
き
（
四
四
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
四
・
〇
七
四
二
「
晩
秋
夜
」

　
　

碧
空
溶
溶
月
華
静　

月
裏
愁
人
弔
孤
影　

花
開
残
菊
傍
疎
籬　

葉
下
衰
桐
落
寒
井

　
　

塞
鴻
飛
急
覚
秋
尽　

隣
鶏
鳴
遅
知
夜
永　

凝
情
不
語
空
所
思　

風
吹
白
露
衣
裳
冷

〈
同
一
句
題
〉（
千
53
）、（
禁
26
～
50
・
80
～
83
）

（
慈
37
）

　
　

前
頭
更
有
蕭
条
物　

老
菊
衰
蘭
両
三
叢

秋
の
霜
に
う
つ
ろ
ひ
行
け
ば
藤
ば
か
ま
き
て
み
る
人
も
か
れ
が
れ
に
し
て
（
一
九
四
三
）

（
定
37
）

　
　

老
菊
衰
蘭
両
三
叢

ふ
ぢ
ば
か
ま
嵐
の
く
だ
く
む
ら
さ
き
に
又
し
ら
菊
の
色
や
な
ら
は
ん
（
四
四
三
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
七
・
三
三
八
四
「
杪
秋
独
夜
」

　
　

無
限
少
年
非
我
伴　

可
憐
清
夜
与
誰
同　

歓
娯
牢
落
中
心
少　

親
故
凋
零
四
面
空

　
　

紅
葉
樹
飄
風
起
後　

白
鬚
人
立
月
明
中　

前
頭
更
有
蕭
条
物　

老
菊
衰
蘭
三
両
叢

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
草
木
部
・
蘭
菊
・
六
五
九
、『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
蘭
・
二
八
六

（
慈
38
）

　
　

不
堪
紅
葉
青
苔
地　

又
是
涼
風
暮
雨
天

や
ど
ぞ
い
づ
く
空
の
け
し
き
に
苔
む
し
て
秋
く
れ
方
の
松
か
ぜ
の
こ
ゑ
（
一
九
四
四
）

（
定
38
）

　
　

不
堪
紅
葉
青
苔
地　

又
是
涼
風
暮
雨
天

こ
け
む
し
ろ
も
み
ぢ
ふ
き
し
く
夕
時
雨
心
も
た
え
ぬ
長
月
の
く
れ
（
四
四
四
）

（
寂
14
）

　
　

不
堪
紅
葉
青
苔
地　

又
是
涼
風
暮
雨
天

紅
葉
ち
る
こ
け
の
緑
を
あ
か
ず
と
や
夕
を
そ
む
る
嶺
の
む
ら
雲
（
雨
歟
）（
一
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
三
・
〇
六
二
〇
「
秋
雨
中
贈
元
九
」

　
　

不
堪
紅
葉
青
苔
地　

又
是
涼
風
暮
雨
天　

莫
怪
独
吟
秋
思
苦　

比
君
校
近
二
毛
年

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
暮
秋
・
二
〇
一
、『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
紅
葉
・
三
〇
一

〈
同
一
句
題
〉（
匡
5
）、『
和
漢
兼
作
集
』
秋
下
・
八
六
八
・
藤
原
定
通
「
不
堪
紅
葉
青
苔
地
」

（
慈
39
）

　
　

葉
声
落
如
雨　

月
色
白
似
霜

夜
も
す
が
ら
月
に
霜
お
く
ま
き
の
や
に
ふ
る
か
こ
の
葉
も
袖
ぬ
ら
す
ら
む
（
一
九
四
五
）

（
定
39
）

　
　

葉
声
落
如
雨　

月
色
白
似
霜

こ
ゑ
ば
か
り
こ
の
葉
の
雨
は
古
郷
の
に
は
も
ま
が
き
も
月
の
初
し
も
（
四
四
五
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
〇
・
〇
四
五
〇
「
秋
夕
」

　
　

葉
声
落
如
雨　

月
色
白
似
霜　

夜
深
方
独
臥　

誰
為
払
塵
牀

（
慈
40
）

　
　

万
物
秋
霜
能
壊
色

秋
の
い
ろ
を
冬
の
物
に
は
な
さ
じ
と
て
け
ふ
よ
り
さ
き
に
霜
の
お
き
け
る
（
一
九
四
六
）

（
定
40
）

　
　

万
物
秋
霜
能
壊
色
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し
た
草
の
し
ぐ
れ
も
そ
め
ぬ
か
れ
葉
ま
で
霜
こ
そ
秋
の
色
は
の
こ
さ
ね
（
四
四
六
）

（
寂
15
）

　
　

万
物
秋
霜
能
壊
色

く
れ
て
行
秋
を
お
も
は
ぬ
と
き
は
木
も
霜
に
は
も
る
る
色
な
か
り
け
り
（
一
五
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
五
・
〇
八
八
七
「
歳
晩
旅
望
」

　
　

朝
来
暮
去
星
霜
換　

陰
惨
陽
舒
気
序
牽　

万
物
秋
霜
能
壊
色　

四
時
冬
日
最
凋
年

　
　

煙
波
半
露
新
沙
地　

鳥
雀
群
飛
欲
雪
天　

向
晩
蒼
蒼
南
北
望　

窮
陰
旅
思
両
無
辺

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
冬
興
・
二
一
七
、『
和
漢
朗
詠
集
』
冬
部
・
霜
・
三
六
七

冬
十
首

（
慈
41
）

　
　

十
月
江
南
天
気
好　

可
憐
冬
景
似
春
華

け
ふ
を
冬
と
か
へ
り
て
つ
ぐ
る
春
の
色
は
い
か
な
る
え
よ
り
思
ひ
そ
め
け
む
（
一
九
四
七
）

（
定
41
）

　
　

十
月
江
南
天
気
好　

可
憐
冬
景
似
春
花

こ
の
里
は
冬
を
く
霜
の
か
ろ
け
れ
ば
草
の
わ
か
葉
ぞ
春
の
色
な
る
（
四
四
七
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
二
〇
・
一
三
八
六
「
早
冬
」

　
　

十
月
江
南
天
気
好　

可
憐
冬
景
似
春
華　

霜
軽
未
殺
萋
萋
草　

日
暖
初
乾
漠
漠
沙

　
　

老
柘
葉
黄
如
嫰
樹　

寒
桜
枝
白
是
狂
花　

此
時
却
羨
閑
人
酔　

五
馬
無
由
入
酒
家

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
冬
部
・
初
冬
・
三
五
二

〈
同
一
句
題
〉（
朗
30
）、
武
者
小
路
実
陰
『
芳
雲
集
』
二
六
九
六
「
十
月
江
南
天
気
好
」

（
慈
42
）

　
　

寒
流
帯
月
澄
如
鏡

月
故
ぞ
水
は
か
が
み
と
成
り
に
け
る
木
の
は
が
く
れ
を
は
ら
ふ
浪
ま
に
（
一
九
四
八
）

（
定
42
）

　
　

寒
流
帯
月
澄
如
鏡

山
水
に
さ
え
ゆ
く
月
の
ま
す
か
が
み
こ
ほ
ら
ず
と
て
も
な
が
る
と
も
見
ず
（
四
四
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
六
・
〇
九
一
三
「
江
楼
宴
別
」

　
　

楼
中
別
曲
催
離
酌　

灯
下
紅
裙
間
緑
袍　

縹
緲
楚
風
羅
綺
薄　

錚

越
調
管
絃
高

　
　

寒
流
帯
月
澄
如
鏡　

夕
吹
和
霜
利
似
刀　

樽
酒
未
空
歓
未
尽　

舞
腰
歌
袖
莫
辞
労

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
冬
夜
・
二
二
四
、『
和
漢
朗
詠
集
』
冬
部
・
歳
暮
・
三
五
九

〈
同
一
句
題
〉（
匡
7
）、（
土
28
）

（
慈
43
）

　
　

策
策
窓
戸
前　

又
聞
新
雪
下

槙
の
戸
を
お
し
明
が
た
の
空
さ
え
て
庭
白
妙
に
雪
降
り
に
け
り
（
一
九
四
九
）

（
定
43
）

　
　

策
策
窓
戸
前　

又
聞
新
雪
下

初
雪
の
ま
ど
の
く
れ
竹
ふ
し
な
が
ら
お
も
る
う
れ
葉
の
程
ぞ
き
こ
ゆ
る
（
四
四
九
）

（
寂
16
）

　
　

策
策
窓
戸
前　

又
聞
新
雪
下

風
さ
や
ぐ
松
の
と
ぼ
そ
の
明
が
た
に
こ
と
し
ま
だ
み
ぬ
雪
を
見
る
哉
（
一
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
・
〇
二
六
一
「
冬
夜
」

　
　

家
貧
親
愛
散　

身
病
交
遊
罷　

眼
前
無
一
人　

独
掩
村
斎
臥

　
　

冷
落
灯
火
暗　

離
披
簾
幕
破　

策
策
窓
戸
前　

又
聞
新
雪
下

　
　

（
後
略
）

（
慈
44
）

　
　

炉
火
欲
消
灯
欲
尽　

夜
長
相
対
百
憂
生

き
え
ぬ
る
か
ほ
の
め
く
夜
半
の
と
も
し
火
に
た
え
ぬ
思
ひ
は
し
ぎ
の
は
ね
が
き
（
一
九
五
〇
）

（
定
44
）

　
　

炉
火
欲
消
灯
欲
尽　

夜
長
相
対
百
憂
生

暁
は
影
よ
は
り
行
灯
に
な
が
き
お
も
ひ
ぞ
ひ
と
り
き
え
せ
ぬ
（
四
五
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
三
・
〇
六
九
七
「
冬
夜
示
敏
巣
」

　
　

炉
火
欲
銷
灯
欲
尽　

夜
長
相
対
百
憂
生　

他
時
諸
処
重
相
見　

莫
忘
今
宵
灯
下
情

〈
句
題
他
出
〉『
新
撰
朗
詠
集
』
冬
部
・
冬
夜
・
三
三
六

〈
同
一
句
題
〉（
朗
34
）

（
慈
45
）

　
　

唯
有
数
叢
菊　

新
開
籬
落
間

し
ら
菊
の
霜
に
う
つ
ろ
ふ
ま
せ
の
中
に
今
は
こ
と
し
の
花
も
お
も
は
ず
（
一
九
五
一
）

（
定
45
）

　
　

唯
有
数
叢
菊　

新
開
籬
落
間

さ
く
花
の
今
は
の
霜
に
を
き
と
め
て
の
こ
る
ま
が
き
の
白
菊
の
い
ろ
（
四
五
一
）
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（
寂
17
）

　
　

唯
有
数
叢
菊　

新
開
籬
落
間

の
こ
る
色
は
秋
な
き
時
の
か
た
み
ぞ
と
契
し
き
く
も
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
（
一
七
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
・
〇
二
五
二
「
東
園
翫
菊
」

　
　

（
前
略
）

　
　

唯
有
数
叢
菊　

新
開
籬
落
間　

携
觴
聊
就
酌　

為
爾
一
留
連

　
　

憶
我
少
小
日　

易
為
興
所
牽　

見
酒
無
時
節　

未
飲
已
欣
然

　
　

（
後
略
）

（
慈
46
）

　
　

南
窓
背
灯
坐　

風
霰
晴
紛
紛

思
ひ
や
れ
か
ぜ
に
あ
ら
れ
の
遠
く
ち
り
て
さ
さ
ひ
き
む
す
ぶ
い
ほ
の
と
も
し
火
（
一
九
五
二
）

（
定
46
）

　
　

南
窓
背
灯
座　

風
霰
暗
紛
粉

風
の
上
に
ほ
し
の
光
は
さ
え
な
が
ら
わ
ざ
と
も
ふ
ら
ぬ
あ
ら
れ
を
ぞ
き
く
（
四
五
二
）

（
寂
18
）

　
　

南
窓
背
灯
坐　

風
霰
暗
紛
粉

山
め
ぐ
る
あ
ら
れ
の
風
も
は
れ
ぬ
め
り
し
ば
し
は
の
こ
れ
よ
ひ
の
と
も
し
火
（
一
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
・
〇
二
五
一
「
村
雪
夜
坐
」

　
　

南
窓
背
灯
坐　

風
霰
暗
紛
紛　

寂

深
村
夜　

残
雁
雪
中
聞

（
慈
47
）

　
　

寂

深
村
夜　

残
雁
雪
中
聞

を
か
の
べ
の
杉
の
木
の
ま
に
雪
ふ
か
み
跡
な
き
か
り
の
雲
に
残
れ
る
（
一
九
五
三
）

（
定
47
）

　
　

寂

深
村
夜　

残
雁
雪
中
聞

さ
と
と
を
き
薗
の
村
竹
ふ
か
き
夜
の
雪
の
雲
ま
を
わ
た
る
か
り
が
ね
（
四
五
三
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
・
〇
二
五
一
「
村
雪
夜
坐
」
→
（
慈
定
46
・
寂
18
）
に
既
出

（
慈
48
）

　
　

望
春
春
未
到　

可
在
海
門
東

み
ち
の
く
や
春
ま
つ
し
ま
の
う
は
霞
し
ば
し
な
こ
そ
の
関
路
に
ぞ
見
る
（
一
九
五
四
）

（
定
48
）

　
　

望
春
春
未
到　

応
在
海
門
東

清
見
が
た
あ
け
な
む
と
す
る
年
な
み
の
関
戸
の
外
に
春
や
待
ら
ん
（
四
五
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
五
三
・
二
三
二
九
「
閑
臥
」

　
　

尽
日
前
軒
臥　

神
閑
境
亦
空　

有
山
当
枕
上　

無
事
到
心
中

　
　

簾
巻
侵
床
日　

屛
遮
入
座
風　

望
春
春
未
到　

応
在
海
門
東

（
慈
49
）

　
　

雪
尽
終
南
又
欲
春

峰
つ
づ
き
春
に
先
だ
つ
春
の
色
や
き
え
せ
ぬ
雪
を
空
に
け
つ
ら
む
（
一
九
五
五
）

（
定
49
）

　
　

雪
尽
終
南
又
欲
春

い
た
づ
ら
に
日
数
ふ
り
つ
む
山
の
雪
あ
か
し
く
ら
さ
ば
春
の
曙
（
四
五
五
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
三
・
〇
六
四
九
「
過
天
門
街
」

　
　

雪
尽
終
南
又
欲
春　

遥
憐
翠
色
対
紅
塵　

千
車
万
馬
九
衢
上　

廻
首
看
山
無
一
人

（
慈
50
）

　
　

香
火
一
炉
灯
一
盞　

白
頭
夜
礼
仏
名
経

つ
も
り
ゆ
く
か
し
ら
の
雪
も
消
え
や
せ
ん
三
世
の
仏
を
を
が
む
光
に
（
一
九
五
六
）

（
定
50
）

　
　

白
頭
夜
礼
仏
名
経

と
し
ふ
れ
ば
わ
が
く
ろ
か
み
も
し
ら
い
と
の
よ
る
は
仏
の
名
を
と
な
へ
つ
つ
（
四
五
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
八
・
三
四
三
二
「
戯
礼
経
老
僧
」

　
　

香
火
一
爐
灯
一
盞　

白
頭
夜
礼
仏
名
経　

何
年
飲
著
声
門
酒　

直
到
如
今
酔
未
醒

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
冬
部
・
仏
名
・
三
九
三

〈
同
一
句
題
〉（
朗
39
）

恋
五
首

（
慈
51
）

　
　

夜
深
方
独
臥　

誰
為
払
塵
床

見
せ
ば
や
な
ち
り
も
は
ら
は
ぬ
枕
よ
り
夢
の
た
え
ぬ
る
か
た
し
き
の
袖
（
一
九
五
七
）

（
定
51
）
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誰
為
払
床
塵

あ
れ
は
て
ぬ
は
ら
は
ば
袖
の
う
き
身
の
み
あ
は
れ
い
く
世
の
床
の
う
ら
風
（
四
五
七
）

（
寂
19
）

　
　

夜
深
方
独
臥　

誰
為
払
床
塵

ふ
す
床
の
涙
の
ち
り
は
つ
も
れ
ど
も
よ
そ
に
ふ
け
ゆ
く
か
た
し
き
の
袖
（
一
九
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
〇
・
〇
四
五
〇
「
秋
夕
」
→
（
慈
定
39
）
に
既
出

（
慈
52
）

　
　

夕
殿
蛍
飛
思
悄
然　

秋
灯
挑
尽
未
能
眠

君
ゆ
ゑ
に
う
ち
も
ね
ぬ
よ
の
床
の
う
へ
に
思
ひ
を
見
す
る
夏
虫
の
か
げ
（
一
九
五
八
）

（
定
52
）

　
　

夕
殿
蛍
飛
思
悄
然　

秋
灯
挑
尽
未
能
眠

く
る
と
あ
く
と
む
ね
の
あ
た
り
も
も
え
つ
き
ぬ
夕
の
ほ
た
る
夜
は
の
と
も
し
火
（
四
五
八
）

（
寂
20
）

　
　

夕
殿
蛍
飛
思
悄
然　

秋
灯
挑
尽
未
能
眠

夏
虫
の
影
に
は
ま
が
ふ
と
も
し
火
も
お
よ
ば
ざ
り
け
る
身
の
思
ひ
哉
（
二
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
二
・
〇
五
九
六
「
長
恨
歌
」
→
（
慈
定
31
）
に
既
出

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
恋
・
七
八
二

〈
同
一
句
題
〉（
高
32
）

（
慈
53
）

　
　

行
宮
見
月
傷
心
色

い
か
に
せ
ん
な
ぐ
さ
む
や
と
て
見
る
月
の
や
が
て
涙
に
く
も
る
べ
し
や
は
（
一
九
五
九
）

（
定
53
）

　
　

行
宮
見
月
傷
心
色

あ
さ
ぢ
ふ
や
や
ど
る
涙
の
紅
に
を
の
れ
も
あ
ら
ぬ
月
の
い
ろ
か
な
（
四
五
九
）

（
寂
21
）

　
　

行
宮
見
月
傷
心
色

う
き
色
の
草
の
は
ご
と
に
見
ゆ
る
哉
月
も
い
か
な
る
露
に
す
む
ら
ん
（
二
一
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
二
・
〇
五
九
六
「
長
恨
歌
」

　
　

（
前
略
）

　
　

蜀
江
水
碧
蜀
山
青　

聖
主
朝
朝
暮
暮
情　

行
宮
見
月
傷
心
色　

夜
雨
聞
鈴
腸
断
声

　
　

天
旋
日
転
迴
竜
馭　

到
此
躊
躇
不
能
去　

馬
嵬
坡
下
泥
土
中　

不
見
玉
顔
空
死
処

　
　

（
後
略
）

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
恋
・
七
八
〇

〈
同
一
句
題
〉（
高
3
）、（
道
3
）

（
慈
54
）

　
　

夜
雨
聞
猿
断
腸
声

こ
の
し
た
の
雨
に
鳴
く
な
る
ま
し
ら
よ
り
も
わ
が
袖
の
う
へ
の
露
ぞ
か
な
し
き
（
一
九
六
〇
）

（
定
54
）

　
　

夜
雨
聞
猿
断
腸
声

恋
て
な
く
た
か
ね
の
山
の
夜
の
雨
お
も
ひ
ぞ
ま
さ
る
暁
の
雨
（
四
六
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
二
・
〇
五
九
六
「
長
恨
歌
」
→
（
慈
53
）
に
既
出

（
慈
55
）

　
　

旧
枕
古
衾
誰
与
共

如
何
に
せ
ん
か
さ
ね
し
袖
を
か
た
し
き
て
涙
に
う
く
は
ま
く
ら
な
り
け
り
（
一
九
六
一
）

（
定
55
）

　
　

旧
枕
古
衾
誰
与
為

と
こ
の
上
に
旧
枕
も
く
ち
は
て
て
か
よ（

マ
マ
）は

ふ
夢
ぞ
遠
ざ
か
り
行
（
四
六
一
）

（
寂
22
）

　
　

旧
枕
古
衾
誰
与
共

ぬ
し
し
ら
ば
い
づ
く
の
夢
を
た
づ
ね
て
も
を
の
れ
く
ち
ぬ
と
つ
げ
の
を
枕
（
二
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
二
・
〇
五
九
六
「
長
恨
歌
」
→
（
慈
31
）
に
既
出

〈
句
題
他
出
〉『
新
撰
朗
詠
集
』
雑
部
・
恋
・
七
三
三

〈
同
一
句
題
〉（
高
33
）

山
家
五
首

（
慈
56
）

　
　

従
今
便
是
家
山
月　

試
問
清
光
知
不
知

秋
の
月
は
く
も
り
な
け
れ
ば
し
り
ぬ
ら
ん
わ
が
す
む
い
ほ
の
行
末
の
空
（
一
九
六
二
）

（
定
56
）

　
　

従
今
便
是
家
山
月　

試
問
清
光
知
不
知

し
る
や
月
や
ど
し
め
そ
む
る
お
い
ら
く
の
我
山
の
は
の
影
や
い
く
夜
と
（
四
六
二
）
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（
寂
23
）

　
　

従
今
便
是
家
山
月　

試
問
清
光
知
不
知

い
ま
よ
り
は
お
な
じ
み
山
の
秋
ぞ
と
て
契
も
な
れ
ぬ
月
を
と
ふ
哉
（
二
三
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
六
・
三
二
七
四
「
初
入
香
山
院
対
月
」

　
　

老
住
香
山
初
到
夜　

秋
逢
白
月
正
円
時　

従
今
便
是
家
山
月　

試
問
清
光
知
不
知

〈
句
題
他
出
〉『
新
撰
朗
詠
集
』
秋
部
・
月
・
二
三
二

（
慈
57
）

　
　

始
知
天
造
空
閑
境　

不
為
忙
人
留
貴
人

お
も
は
ず
よ
我
の
み
ぞ
す
む
山
里
に
よ
を
行
人
も
た
ち
と
ま
れ
と
は
（
一
九
六
三
）

（
定
57
）

　
　

始
知
天
造
空
閑
境　

不
為
肥
人
冨
貴
人

明
く
ら
す
人
の
な
ら
ひ
を
よ
そ
に
み
て
過
る
日
か
げ
も
い
そ
ぎ
や
は
す
る
（
四
六
三
）

（
寂
24
）

　
　

始
知
天
造
空
閑
境　

不
為
肥
人
富
貴
人

身
に
さ
む
き
嵐
も
と
を
く
な
ら
ひ
に
し
人
は
し
の
ば
ず
山
の
は
の
庵
（
二
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
七
・
三
三
六
一
「
春
日
題
乾
元
寺
上
方
最
高
峰
亭
」

　
　

（
前
略
）

　
　

迴
看
官
路
三
条
線　

却
望
都
城
一
片
塵　

賓
客
暫
遊
無
半
日　

王
侯
不
到
便
終
身　

　
　

始
知
天
造
空
閑
境　

不
為
奔
忙
富
貴
人

（
慈
58
）

　
　

蘭
省
花
時
錦
帳
下　

廬
山
雨
夜
草
庵
中

草
の
庵
の
雨
に
た
も
と
を
ぬ
ら
す
か
な
心
よ
り
出
で
し
都
こ
ひ
し
も
（
一
九
六
四
）

（
定
58
）

　
　

廬
山
雨
夜
草
庵
中

し
づ
か
な
る
山
路
の
庵
の
雨
の
夜
に
昔
恋
し
き
身
の
み
ふ
り
つ
つ
（
四
六
四
）

〈
句
題
原
詩
〉�『
白
氏
文
集
』
巻
一
七
・
一
〇
七
九
「
廬
山
草
堂
夜
雨
独
宿
寄
牛
二
李
七
庾
三
十
二

員
外
」

　
　

丹
霄
携
手
三
君
子　

白
髪
垂
頭
一
病
翁　

蘭
省
花
時
錦
帳
下　

廬
山
雨
夜
草
菴
中

　
　

終
身
膠
漆
心
応
在　

半
路
雲
泥
跡
不
同　

唯
有
無
生
三
昧
観　

栄
枯
一
照
両
成
空

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
山
家
・
五
五
五

〈
同
一
句
題
〉�『
続
後
撰
集
』
雑
中
・
一
一
二
四
・
貞
慶
「
廬
山
雨
夜
草
庵
中
と
い
ふ
こ
と
を
、
年

ご
ろ
い
か
な
り
け
む
と
思
ひ
け
る
に
、
世
を
の
が
れ
て
の
ち
よ
み
侍
り
け
る
」、『
続

門
葉
和
歌
集
』
秋
下
・
三
七
一
・
親
瑜
「
廬
山
雨
夜
草
庵
中
と
い
へ
る
心
を
読
め
る
」

（
慈
59
）

　
　

人
間
栄
耀
因
縁
浅　

林
下
幽
閑
気
味
深

山
か
げ
や
秋
の
こ
の
も
と
色
ふ
か
み
あ
さ
く
も
花
を
思
ひ
け
る
か
な
（
一
九
六
五
）

（
定
59
）

　
　

人
間
栄
耀
因
縁
浅　

林
下
幽
閑
気
味
深

あ
ら
し
を
く
田
の
も
の
は
草
し
げ
り
つ
つ
世
の
い
と
な
み
の
ほ
か
や
住
う
き
（
四
六
五
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
六
・
三
二
四
八
「
老
来
生
計
」

　
　

老
来
生
計
君
看
取　

白
日
遊
行
夜
酔
吟　

陶
令
有
田
唯
種
黍　

鄧
家
無
子
不
留
金

　
　

人
間
栄
耀
因
縁
浅　

林
下
幽
閑
気
味
深　

煩
慮
漸
銷
虚
白
長　

一
年
心
勝
一
年
心

〈
句
題
他
出
〉�『
千
載
佳
句
』
隠
逸
部
・
幽
居
・
一
〇
一
五
、『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
閑
居
・
六
一

七

〈
同
一
句
題
〉�（
俊
7
）、（
禁
51
～
75
・
84
～
87
）、
加
藤
千
蔭
『
う
け
ら
が
花
初
編
』
一
四
九
六
「
林

下
幽
閑
気
味
深
」

（
慈
60
）

　
　

何
時
解
塵
網　

此
地
来
掩
開

い
つ
よ
り
か
す
む
べ
き
山
の
い
ほ
な
ら
む
か
つ
が
つ
と
ま
る
わ
が
こ
こ
ろ
か
な
（
一
九
六
六
）

（
定
60
）

　
　

山
秋
雲
物
冷

秋
山
の
岩
ほ
の
ま
く
ら
た
づ
ね
て
も
ゆ
る
さ
ぬ
雲
ぞ
旅
心
ち
す
る
（
四
六
六
）

（
寂
25
）

　
　

何
時
解
塵
網　

此
地
来
掩
関

み
ね
に
ゐ
る
雲
の
さ
か
ひ
は
遠
け
れ
ど
い
る
べ
き
山
と
松
風
ぞ
ふ
く
（
二
五
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
五
・
〇
二
〇
六
「
秋
山
」

　
　

久
病
曠
心
賞　

今
朝
一
登
山　

山
秋
雲
物
冷　

称
我
清
羸
顔　

　
　

白
石
臥
可
枕　

青
蘿
行
可
攀　

意
中
如
有
得　

尽
日
不
欲
還　

　
　

人
生
無
幾
何　

如
寄
天
地
間　

心
有
千
載
憂　

身
無
一
日
閑

　
　

何
時
解
塵
網　

此
地
来
掩
関

〈
同
一
句
題
〉（
水
実
39
）
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旧
里
付
懐
旧
五
首

（
慈
61
）

　
　

前
庭
後
苑
傷
心
事　

只
是
春
風
秋
月
知

あ
り
し
世
の
や
ど
の
け
し
き
を
と
ふ
物
は
秋
の
夜
の
月
庭
の
春
風
（
一
九
六
七
）

（
定
61
）

　
　

前
庭
後
苑
傷
心
事　

只
是
春
風
秋
月
知

お
ほ
空
の
月
こ
そ
の
こ
れ
す
み
な
れ
し
人
の
影
み
ぬ
軒
の
草
ば
に
（
四
六
七
）

（
寂
26
）

　
　

前
庭
後
苑
傷
心
事　

只
是
春
風
秋
月
知

ぬ
し
や
た
れ
里
は
あ
れ
に
し
ふ
か
草
に
見
ぬ
よ
の
秋
を
の
こ
す
月
影
（
二
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
五
七
・
二
七
九
九
「
過
元
家
履
信
宅
」
→
（
慈
定
10
）
に
既
出

（
慈
62
）

　
　

蒼
苔
黄
葉
地　

日
暮
旋
風
多

も
み
ぢ
ば
を
ゆ
ふ
吹
く
か
ぜ
に
ま
か
す
れ
ば
苔
む
す
庭
は
う
ち
時
雨
れ
つ
つ
（
一
九
六
八
）

（
定
62
）

　
　

蒼
苔
黄
葉
地　

日
暮
旋
風
多

秋
風
は
も
み
ぢ
を
苔
に
吹
し
け
ど
い
か
な
る
色
と
物
ぞ
か
な
し
き
（
四
六
八
）

（
寂
27
）

　
　

蒼
苔
黄
葉
地　

日
暮
旋
風
多

木
葉
ふ
く
夕
の
風
は
わ
た
れ
ど
も
跡
は
か
も
な
き
苔
の
か
よ
ひ
ぢ
（
二
七
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
・
〇
〇
〇
四
「
凶
宅
詩
」

　
　

長
安
多
大
宅　

列
在
街
西
東　

往
往
朱
門
内　

房
廊
相
対
空　

　
　

梟
鳴
松
桂
枝　

狐
蔵
蘭
菊
叢　

蒼
苔
黄
葉
地　

日
暮
多
旋
風

　
　

（
後
略
）

（
慈
63
）

　
　

挿
柳
作
高
林　

種
桃
成
老
樹

引
き
う
ゑ
し
木
木
の
梢
に
と
し
た
け
て
や
ど
も
あ
る
じ
も
お
い
に
け
る
か
な
（
一
九
六
九
）

（
定
63
）

　
　

挿
柳
作
高
林

な
を
ざ
り
に
さ
し
し
柳
の
一
枝
や
日
影
こ
だ
か
き
夕
暮
の
色
（
四
六
九
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
九
・
〇
四
二
三
「
重
到
渭
上
旧
居
」

　
　

旧
居
清
渭
曲　

開
門
当
蔡
渡　

十
年
方
一
還　

幾
欲
迷
帰
路

　
　

追
思
昔
日
行　

感
傷
故
游
処　

挿
柳
作
高
林　

種
桃
成
老
樹

　
　

（
後
略
）

（
慈
64
）

　
　

閑
日
一
思
旧　

旧
遊
如
目
前

な
が
め
わ
ぶ
る
軒
の
し
の
ぶ
に
露
お
ち
て
昔
を
か
へ
す
ゆ
ふ
暮
の
空
（
一
九
七
〇
）

（
定
64
）

　
　

閑
日
一
思
旧　

旧
遊
如
目
前

お
も
か
げ
は
た
だ
目
の
ま
へ
の
夢
な
が
ら
か
へ
ら
ぬ
む
か
し
あ
は
れ
い
く
と
せ
（
四
七
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
二
・
二
九
八
一
「
思
旧
」

　
　

閑
日
一
思
旧　

旧
遊
如
目
前　

再
思
今
何
在　

零
落
帰
下
泉

　
　

退
之
服
流
黄　

一
病
訖
不
痊　

微
之
錬
秋
石　

未
老
身
溘
然

　
　

（
後
略
）

（
慈
65
）

　
　

黄
壌
誰
知
我　

白
頭
独
憶
君　

唯
将
老
年
涙　

一
灑
故
人
文

か
き
と
む
る
む
か
し
の
人
の
こ
と
の
は
を
老
の
涙
に
そ
め
て
見
る
か
な
（
一
九
七
一
）

（
定
65
）

　
　

唯
将
老
年
涙　

一
灑
故
人
文

人
し
の
ぶ
老
の
涙
の
玉
章
を
か
た
見
と
み
れ
ば
い
と
ど
ふ
り
つ
つ
（
四
七
一
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
五
一
・
二
二
一
六
「
題
故
元
少
尹
集
後
二
首
（
ノ
一
）」

　
　

黄
壌
詎
知
我　

白
頭
徒
憶
君　

唯
将
老
年
涙　

一
灑
故
人
文

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
懐
旧
・
七
四
一

閑
居
十
首

（
慈
66
）

　
　

但
有
双
松
当
砌
下　

更
無
一
事
到
心
中

庭
の
松
よ
お
の
が
梢
の
風
な
ら
で
心
の
や
ど
を
と
ふ
物
ぞ
な
き
（
一
九
七
二
）

（
定
66
）

　
　

但
有
双
松
当
砌
下　

更
無
一
事
到
心
中

わ
が
や
ど
の
砌
に
た
て
る
松
の
風
そ
れ
よ
り
ほ
か
は
う
ち
も
ま
ぎ
れ
ず
（
四
七
二
）
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（
寂
28
）

　
　

但
有
双
松
当
砌
下　

更
無
一
事
到
心
中

心
に
は
そ
む
る
お
も
ひ
も
な
き
も
の
を
な
に
の
こ
る
ら
む
軒
の
松
か
ぜ
（
二
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
五
五
・
二
五
二
八
「
新
昌
閑
居
招
楊
郎
中
兄
弟
」

　
　

紗
巾
角
枕
病
眠
翁　

忙
少
閑
多
誰
与
同　

但
有
双
松
当
砌
下　

更
無
一
事
到
心
中

　
　

金
章
紫
綬
看
如
夢　

皁
蓋
朱
輪
別
似
空　

暑
月
貧
家
何
所
有　

客
来
唯
贈
北
窓
風

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
隠
逸
部
・
幽
居
・
一
〇
一
四
、『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
松
・
四
二
一

〈
同
一
句
題
〉（
土
50
）

（
慈
67
）

　
　

山
林
太
寂
　

朝
闕
苦
喧
煩　

唯

群
閤
内　

囂
静
得
中
間

い
づ
く
に
も
心
や
ゆ
か
ず
成
り
ぬ
ら
む
た
だ
我
が
や
ど
を
わ
が
や
ど
に
し
て
（
一
九
七
三
）

（
定
67
）

　
　

山
林
太
寂
　

朝
闕
苦
喧
煩　

唯

辞
閣
内　

囂
静
得
中
間

あ
し
引
の
山
ぢ
に
は
あ
ら
ず
つ
れ
づ
れ
と
我
身
世
に
ふ
る
な
が
め
す
る
里
（
四
七
三
）

（
寂
29
）

　
　

山
林
太
寂
　

朝
闕
苦
喧
煩　

唯

群
閣
内　

囂
静
得
中
間

世
を
す
て
て
入
た
つ
み
ち
は
あ
さ
け
れ
ど
心
の
お
く
の
宿
ぞ
す
み
よ
き
（
二
九
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
・
〇
三
五
八
「
郡
亭
」

　
　

（
前
略
）

　
　

終
朝
対
雲
水　

有
時
聴
管
絃　

持
此
聊
過
日　

非
忙
亦
非
閑

　
　

山
林
太
寂
　

朝
闕
空
喧
煩　

唯

郡
閤
内　

囂
静
得
中
間

（
慈
68
）

　
　

偶
得
幽
閑
境　

遂
忘
塵
俗
心　

始
知
真
隠
者　

不
必
在
山
林

柴
の
い
ほ
に
す
み
え
て
後
ぞ
思
ひ
し
る
い
づ
く
も
お
な
じ
ゆ
ふ
暮
の
空
（
一
九
七
四
）

（
定
68
）

　
　

偶
得
幽
閑
境　

遂
忘
塵
俗
心　

始
知
真
陰
者　

不
必
在
山
林

つ
ま
木
こ
る
や
ど
と
も
な
し
に
す
み
は
つ
る
を
の
が
心
ぞ
身
を
か
く
し
け
る
（
四
七
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
八
・
〇
三
七
〇
「
翫
新
庭
樹
因
詠
所
懐
」

　
　

（
前
略
）

　
　

時
与
道
人
語　

或
聴
詩
客
吟　

度
春
足
芳
色　

入
夜
多
鳴
禽

　
　

偶
得
幽
閑
境　

遂
忘
塵
俗
心　

始
知
真
隠
者　

不
必
在
山
林

（
慈
69
）

　
　

更
無
俗
物
当
人
眼　

但
有
泉
声
洗
我
心

う
れ
し
く
も
な
が
む
る
空
は
む
な
し
く
て
心
を
あ
ら
ふ
山
の
井
の
水
（
一
九
七
五
）

（
定
69
）

　
　

更
無
俗
物
当
人
眼　

但
有
泉
声
洗
我
心

世
の
う
さ
も
は
な
れ
て
お
つ
る
滝
の
を
と
に
心
の
そ
こ
も
い
ま
ぞ
す
み
ぬ
る
（
四
七
五
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
五
四
・
二
四
八
九
「
宿
霊
巖
寺
上
院
」

　
　

高
高
白
月
上
青
林　

客
去
僧
帰
独
夜
深　

葷
血
屛
除
唯
対
酒　

歌
鐘
放
散
秪
留
琴

　
　

更
無
俗
物
当
人
眼　

但
有
泉
声
洗
我
心　

最
愛
暁
亭
東
望
好　

太
湖
煙
水
緑
沈
沈

〈
句
題
他
出
〉�『
千
載
佳
句
』
釈
氏
部
・
寺
・
一
〇
二
五
、『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
山
寺
・
五
七
九

〈
同
一
句
題
〉（
土
48
）、
村
田
春
海
『
琴
後
集
』
四
五
三
「
但
有
泉
声
洗
我
心
」

（
慈
70
）

　
　

尽
日
坐
復
臥　

不
離
一
室
中　

中
心
本
無
繫　

亦
与
出
門
同

ひ
と
り
の
み
草
の
戸
ざ
し
に
あ
け
く
れ
て
つ
た
は
ふ
松
を
よ
そ
に
み
る
か
な
（
一
九
七
六
）

（
定
70
）

　
　

尽
日
坐
復
臥　

不
離
一
室
中　

中
心
本
無
繫　

亦
与
出
門
同

あ
く
が
る
る
心
ひ
と
つ
ぞ
さ
し
こ
め
ぬ
ま
き
の
い
た
ど
の
あ
け
く
る
る
空
（
四
七
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
・
〇
二
三
五
「
夏
日
」

　
　

東
窓
晩
無
熱　

北
戸
涼
有
風　

尽
日
坐
復
臥　

不
離
一
室
中　

中
心
本
無
繫　

亦
与
出
門
同

（
慈
71
）

　
　

外
順
世
間
法　

内
脱
区
中
縁　

進
不
厭
朝
市　

退
不
恋
人
寰

身
の
ほ
か
に
わ
が
身
あ
り
と
や
人
は
見
む
心
に
な
き
は
心
な
り
け
り
（
一
九
七
七
）

（
定
71
）

　
　

進
不
厭
朝
市　

退
不
恋
人
衆

さ
と
ち
か
き
す
み
か
を
わ
き
て
し
た
は
ね
ど
仕
る
み
ち
を
い
と
ふ
と
も
な
し
（
四
七
七
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
・
〇
二
七
〇
「
贈
杓
直
」

　
　

（
前
略
）

　
　

早
年
以
身
代　

直
赴
逍
遥
篇　

近
歳
将
心
地　

迴
向
南
宗
禅
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外
順
世
間
法　

内
脱
区
中
縁　

進
不
厭
朝
市　

退
不
恋
人
寰

　
　

自
吾
得
此
心　

投
足
無
不
安　

体
非
道
引
適　

意
無
江
湖
閑

　
　

有
興
或
飲
酒　

無
事
多
掩
関　

寂
静
夜
深
坐　

安
穏
日
高
眠

　
　

秋
不
苦
長
夜　

春
不
惜
流
年　

委
形
老
小
外　

忘
懐
生
死
間

　
　

昨
日
共
君
語　

与
余
心
膂
然　

此
道
不
可
道　

因
君
聊
強
言

（
慈
72
）

　
　

深
閉
竹
間
扉　

静
掃
松
下
地　

独
嘯
晩
風
前　

何
人
知
此
意

夕
ざ
れ
の
な
が
め
を
人
や
し
ら
ざ
ら
む
竹
の
あ
み
戸
に
庭
の
ま
つ
風
（
一
九
七
八
）

（
定
72
）

　
　

深
閉
竹
間
扉　

静
払
松
下
地　

独
嘯
晩
風
前　

何
人
知
此
意

ゆ
ふ
ま
ぐ
れ
竹
の
葉
山
に
か
く
ろ
へ
て
独
や
す
ら
ふ
庭
の
松
か
ぜ

（
寂
30
）

　
　

深
閉
竹
間
扉　

静
掃
松
下
地

な
ら
ひ
あ
る
夕
の
空
を
し
の
べ
と
や
竹
の
あ
み
戸
に
松
風
ぞ
ふ
く
（
三
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
・
〇
二
五
八
「
閑
居
」

　
　

深
閉
竹
間
扉　

静
掃
松
下
地　

独
嘯
晩
風
前　

何
人
知
此
意

　
　

看
山
尽
日
坐　

枕
帙
移
時
睡　

誰
能
従
我
遊　

使
君
心
無
事

（
慈
73
）

　
　

頽
然
環
堵
客　

蘿

為
巾
帯　

自
得
此
道
来　

身
窮
心
甚
泰

こ
け
の
お
び
に
あ
き
の
山
も
と
夕
ま
ぐ
れ
中
中
い
ま
は
物
も
お
も
は
ず
（
一
九
七
九
）

（
定
73
）

　
　

頽
愁
環
堵
客　

蘿

為
巾
帯

あ
ら
は
れ
て
う
き
世
へ
だ
つ
る
色
や
こ
れ
山
ぢ
に
深
き
苔
の
狭
衣
（
四
七
九
）

（
寂
31
）

　
　

頽
然
環
堵
客　

蘿

為
巾
帯

い
に
し
へ
は
お
も
は
で
過
し
身
の
は
て
の
中
中
や
す
き
苔
の
袖
か
な
（
三
一
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
・
〇
二
三
〇
「
遣
懐
」

　
　

（
前
略
）

　
　

操
之
多
惴
慄　

失
之
又
悲
悔　

乃
知
名
与
器　

得
喪
俱
為
害

　
　

頽
然
環
堵
客　

蘿

為
巾
帯　

自
得
此
道
来　

身
窮
心
甚
泰

（
慈
74
）

　
　

心
足
即
為
富　

身
閑
仍
当
貴　

富
貴
在
此
中　

何
必
居
高
位

谷
か
げ
や
心
の
に
ほ
ひ
袖
に
み
ち
ぬ
た
か
ね
の
花
の
色
も
よ
し
な
し
（
一
九
八
〇
）

（
定
74
）

　
　

心
足
即
為
富　

身
閑
仍
当
貴　

富
貴
在
此
中　

何
必
居
高
位

な
げ
か
れ
ず
お
も
ふ
心
に
そ
む
か
ね
ば
宮
も
わ
ら
屋
も
を
の
が
さ
ま
ざ
ま
（
四
八
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
・
〇
二
三
四
「
閑
居
」

　
　

（
前
略
）

　
　

綿
袍
擁
両
膝　

竹
几
支
双
臂　

従
旦
直
至
昏　

身
心
一
無
事

　
　

心
足
即
為
富　

身
閑
乃
当
貴　

富
貴
在
此
中　

何
必
居
高
位

　
　

（
後
略
）

（
慈
75
）

　
　

看
雪
尋
花
翫
風
月　

洛
陽
城
裏
七
年
閑

思
ふ
べ
し
す
み
か
や
心
は
な
と
月
と
都
に
み
て
も
七
と
せ
は
へ
ぬ
（
一
九
八
一
）

（
定
75
）

　
　

看
雪
尋
花
翫
風
月　

洛
陽
城
裏
七
年
閑

人
と
は
ぬ
月
と
花
と
に
あ
け
く
れ
て
み
や
こ
と
も
な
し
年
年
の
空
（
四
八
一
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
三
・
三
〇
一
八
「
閑
吟
」

　
　

貧
窮
汲
汲
求
衣
食　

富
貴
営
営
役
心
力　

人
生
不
富
即
貧
窮　

光
陰
易
過
閑
難
得

　
　

我
今
幸
在
窮
富
間　

雖
在
朝
庭
不
入
山　

看
雪
尋
花
翫
風
月　

洛
陽
城
裏
七
年
閑

述
懐
十
首

（
慈
76
）

　
　

置
心
世
事
外　

無
憂
亦
無
喜

う
し
つ
ら
し
と
思
ひ
し
こ
と
の
う
せ
行
く
や
こ
の
世
の
ほ
か
の
心
な
る
ら
ん
（
一
九
八
二
）

（
定
76
）

　
　

置
心
世
事
外　

無
憂
今
無
喜

心
か
ら
つ
つ
む
も
袖
の
よ
そ
な
れ
ば
く
た
す
ば
か
り
の
も
の
も
お
も
は
ず
（
四
八
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
・
〇
二
三
六
「
適
意
二
首
（
ノ
一
）」

　
　

（
前
略
）

　
　

一
朝
帰
渭
上　

泛
如
不
繫
舟　

置
心
世
事
外　

無
喜
亦
無
憂
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終
日
一
蔬
食　

終
年
一
布
裘　

寒
来
弥
懶
放　

数
日
一
梳
頭

　
　

（
後
略
）

〈
同
一
句
題
〉
山
科
言
国
『
言
国
詠
草
』
七
一
五
「
無ナ

シ
レ

憂
ウ
レ
イ
モ

亦マ
タ

無
レ

喜
ヨ
ロ
コ
ヒ
モ

」

（
慈
77
）

　
　

欲
留
年
少
待
富
貴　

富
貴
不
来
年
少
去

心
に
は
な
ほ
い
か
が
と
も
い
は
し
ろ
の
松
ば
か
り
に
や
と
し
の
つ
も
ら
む
（
一
九
八
三
）

（
定
77
）

　
　

欲
留
年
少
待
富
貴　

富
貴
不
来
年
少
去

さ
り
と
も
と
待
こ
し
ほ
ど
は
す
ぎ
の
戸
に
つ
も
れ
ば
人
の
月
ぞ
ふ
り
ゆ
く
（
四
八
三
）

（
寂
32
）

　
　

欲
留
年
少
待
富
貴　

富
貴
不
来
年
少
去

か
げ
あ
ら
ば
も
れ
じ
と
い
ひ
し
ゆ
か
り
ま
で
た
の
み
む
な
し
き
松
の
お
い
末
（
三
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
二
・
〇
五
八
〇
「
浩
歌
行
」

　
　

（
前
略
）

　
　

朱
顔
日
漸
不
如
故　

青
史
功
名
在
何
処　

欲
留
年
少
待
富
貴　

富
貴
不
来
年
少
去

　
　

去
復
去
兮
如
長
河　

東
流
赴
海
無
迴
波　

賢
愚
貴
賤
同
帰
尽　

北
邙
塚
墓
高
嵯
峨

　
　

（
後
略
）

（
慈
78
）

　
　

春
去
有
来
日　

我
老
無
少
時

は
ま
ゆ
ふ
や
と
し
を
か
さ
ぬ
る
み
く
ま
の
の
う
ら
み
は
お
い
の
の
こ
り
な
り
け
り
（
一
九
八
四
）

（
定
78
）

　
　

春
去
有
来
日　

我
老
無
少
時

鶯
の
ふ
る
す
は
さ
ら
に
か
す
め
ど
も
う
き
老
ら
く
の
帰
る
日
ぞ
な
き
（
四
八
四
）

（
寂
33
）

　
　

春
去
有
来
日　

我
老
無
少
時

猶
春
を
み
ね
の
霞
に
た
の
め
て
も
待
日
す
く
な
き
老
の
行
す
ゑ
（
三
三
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
・
〇
二
三
九
「
晩
春
沽
酒
」

　
　

百
花
落
如
雪　

両
鬢
垂
作
糸　

春
去
有
来
日　

我
老
無
少
時

　
　

人
生
待
富
貴　

為
楽
常
苦
遅　

不
如
貧
賤
日　

随
分
開
愁
眉

（
慈
79
）

　
　

我
有
一
言
君
記
取　

世
間
自
取
苦
人
多

そ
め
て
も
つ
わ
が
こ
と
の
は
を
手
向
く
れ
ば
神
も
あ
は
れ
と
て
ら
さ
ざ
ら
め
や
（
一
九
八
五
）

（
定
79
）

　
　

我
有
一
意
君
記
取　

世
間
自
取
苦
人
多

い
と
ま
な
き
あ
ま
の
つ
り
な
わ
う
ち
は
へ
て
う
き
も
し
づ
み
も
あ
は
れ
世
の
中
（
四
八
五
）

（
寂
34
）

　
　

我
有
一
言
君
記
取　

世
間
自
取
苦
人
多

し
る
や
君
た
れ
も
見
る
め
の
心
か
ら
を
の
れ
と
浪
に
袖
ぞ
し
ほ
る
る
（
三
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
五
・
三
一
五
六
「
感
興
二
首
（
ノ
二
）」

　
　

魚
能
深
入
寧
憂
釣　

鳥
解
高
飛
豈
触
羅　

熱
処
先
争
炙
手
去　

悔
時
其
奈
噬
臍
何

　
　

樽
前
誘
得
猩
猩
血　

幕
上
偸
安
燕
燕
窠　

我
有
一
言
君
記
取　

世
間
自
取
苦
人
多

（
慈
80
）

　
　

従
噵
人
生
都
是
夢　

夢
中
歓
笑
亦
勝
愁

う
つ
つ
か
も
あ
る
か
こ
こ
ろ
の
あ
り
が
ほ
に
夢
に
ゆ
め
見
る
身
と
は
し
ら
ず
や
（
一
九
八
六
）

（
定
80
）

　
　

従
導
人
生
都
是
夢　

夢
中
歓
咲
忽
勝
愁

お
ほ
か
た
の
う
き
世
に
な
が
き
夢
の
う
ち
も
恋
し
き
人
を
み
て
は
た
の
ま
じ
（
四
八
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
五
四
・
二
四
六
九
「
城
上
夜
宴
」

　
　

留
春
不
住
登
城
望　

惜
夜
相
将
秉
燭
遊　

風
月
万
家
河
両
岸　

笙
歌
一
曲
郡
西
楼

　
　

詩
聴
越
客
吟
何
苦　

酒
被
呉
娃
勧
不
休　

従
道
主
人
都
是
夢　

夢
中
歓
笑
亦
勝
愁

〈
同
一
句
題
〉（
千
115
）

（
慈
81
）

　
　

生
死
尚
復
然　

其
余
安
是
噵

き
え
ぬ
る
か
き
え
ぬ
に
も
又
身
を
な
し
て
ふ
じ
の
け
ぶ
り
に
春
の
曙
（
一
九
八
七
）

（
定
81
）

　
　

生
死
尚
復
愁　

其
余
安
足
噵

た
ま
き
は
る
い
の
ち
を
だ
に
も
し
ら
ぬ
世
に
い
ふ
に
も
た
え
ぬ
身
を
ば
な
げ
か
ず
（
四
八
七
）

（
寂
35
）

　
　

生
死
尚
復
然　

其
余
安
足
道

き
え
て
を
く
身
は
朝
露
の
あ
だ
な
れ
ば
夕
風
を
ま
つ
恨
だ
に
な
し
（
三
五
）
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〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
九
・
三
五
二
八
「
逸
老
」

　
　

（
前
略
）

　
　

筋
骸
本
非
実　

一
束
芭
蕉
草　

眷
属
偶
相
依　

一
夕
同
棲
鳥

　
　

去
何
有
顧
恋　

住
亦
無
憂
悩　

生
死
尚
復
然　

其
余
安
足
道

　
　

是
故
臨
老
心　

冥
然
合
玄
造

（
慈
82
）

　
　

身
心
一
無
繫　

浩
浩
如
虚
舟

わ
た
つ
み
や
つ
な
が
ぬ
舟
の
島
が
く
れ
吹
く
と
も
い
は
じ
お
き
つ
し
ほ
か
ぜ
（
一
九
八
八
）

（
定
82
）

　
　

身
心
一
無
繫　

浩
浩
如
虚
舟

う
ら
風
や
身
を
も
心
に
ま
か
せ
つ
つ
ゆ
く
か
た
や
す
き
あ
ま
の
つ
り
舟
（
四
八
八
）

（
寂
36
）

　
　

身
心
一
無
繫　

浩
浩
如
虚
舟

つ
な
が
れ
ぬ
心
を
い
へ
ば
う
き
舟
の
風
の
た
よ
り
を
ま
つ
心
地
し
て
（
三
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
七
・
〇
二
九
八
「
詠
意
」

　
　

（
前
略
）

　
　

或
吟
詩
一
章　

或
飲
茶
一
甌　

身
心
一
無
繫　

浩
浩
如
虚
舟

　
　

富
貴
亦
有
苦　

苦
在
心
危
憂　

貧
賤
亦
有
楽　

楽
在
身
自
由

（
慈
83
）

　
　

委
形
老
少
外　

忘
懐
死
生
間

お
も
ひ
と
く
に
か
た
ち
な
け
れ
ば
心
な
し
人
て
ふ
名
を
も
け
が
し
け
る
か
な
（
一
九
八
九
）

（
定
83
）

　
　

委
形
老
少
外　

忘
壊
死
生
間

お
き
ふ
し
も
人
の
と
が
め
ぬ
床
の
上
は
長
も
し
ら
ず
秋
の
夜
の
霜
（
四
八
九
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
・
〇
二
七
〇
「
贈
杓
直
」
→
（
慈
定
71
）
に
既
出

（
慈
84
）

　
　

我
若
未
忘
世　

雖
閑
心
亦
忙　

世
若
未
忘
我　

雖
退
身
難
蔵　

我
今
異
於
是　

身
世
交
相
忘

世
を
も
い
と
ふ
ま
た
う
き
よ
に
も
い
と
は
れ
て
と
ま
る
心
の
な
き
ぞ
う
れ
し
き
（
一
九
九
〇
）

（
定
84
）

　
　

我
若
未
忘
世　

雖
閑
心
忽
忙　

世
若
未
忘
我　

雖
退
身
難
蔵　

我
今
異
於
是　

身
世
交
相
忘

よ
の
中
も
い
と
ふ
心
も
軒
に
お
ふ
る
草
の
葉
ふ
か
く
霜
や
を
く
ら
ん
（
四
九
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
二
・
二
九
五
八
「
詠
興
五
首
幷
序
（
ノ
三
「
池
上
有
小
舟
」）」

　
　

（
前
略
）

　
　

寅
縁
潭
島
間　

水
竹
深
青
蒼　

身
閑
心
無
事　

白
日
為
我
長

　
　

我
若
未
忘
世　

雖
閑
心
亦
忙　

世
若
未
忘
我　

雖
退
身
難
蔵

　
　

我
今
異
於
是　

身
世
交
相
忘

〈
同
一
句
題
〉�『
風
雅
集
』
雑
下
・
一
九
四
二
・
宗
尊
親
王
「
我
若
未
忘
世　

雖
閑
心
亦
忙　

世
若

未
忘
我　

雖
退
身
難
蔵
と
い
ふ
事
を
」

（
慈
85
）

　
　

人
生
無
幾
何　

必
寄
天
地
間　

心
有
千
載
憂　

身
無
一
日
閑

な
が
む
れ
ば
あ
ま
つ
み
空
に
風
た
ち
て
た
だ
な
に
事
も
ゆ
ふ
暮
の
空
（
一
九
九
一
）

（
定
85
）

　
　

人
生
無
幾
何　

如
寄
天
地
間　

心
有
千
載
憂　

身
無
一
日
閑

し
た
む
せ
ぶ
色
や
み
ど
り
の
松
風
の
ひ
と
日
や
す
め
ぬ
身
を
し
ほ
り
つ
つ
（
四
九
一
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
五
・
〇
二
〇
六
「
秋
山
」
→
（
慈
定
60
・
寂
25
）
に
既
出

無
常
十
首

（
慈
86
）

　
　

親
愛
日
零
落　

存
者
仍
別
離

わ
が
た
ぐ
ひ
今
は
な
ぎ
さ
に
行
く
舟
の
ま
た
わ
か
る
る
に
し
ほ
た
れ
に
け
り
（
一
九
九
二
）

（
定
86
）

　
　

親
愛
自
零
落　

存
者
仍
別
離

む
さ
し
の
の
草
葉
の
露
も
を
き
と
め
ず
過
る
月
日
ぞ
長
別
路
（
四
九
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
九
・
〇
四
二
四
「
白
髪
」

　
　

（
前
略
）

　
　

親
愛
日
零
落　

在
者
仍
別
離　

身
心
久
如
此　

白
髪
生
已
遅　

　
　

由
来
生
老
死　

三
病
長
相
随　

除
却
無
生
念　

人
間
無
薬
治

〈
同
一
句
題
〉�『
新
勅
撰
集
』
雑
三
・
一
二
六
二
・
八
条
院
高
倉
「
文
集
、
親
愛
自
零
落
存
者
仍
別

離
と
い
ふ
心
を
よ
み
侍
り
け
る
」

（
慈
87
）



― 57 ―

　
　

逝
者
不
重
廻　

存
者
難
久
留

此
世
に
は
ふ
た
た
び
あ
は
ぬ
別
路
に
と
ど
ま
る
人
の
な
き
ぞ
か
な
し
き
（
一
九
九
三
）

（
定
87
）

　
　

逝
者
不
重
廻　

存
者
難
久
留

か
へ
ら
ぬ
も
と
ま
り
が
た
き
も
世
の
中
は
み
づ
ゆ
く
川
に
お
つ
る
紅
葉
ば
（
四
九
三
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
五
・
〇
二
二
三
「
効
陶
潜
体
詩
十
六
首
（
ノ
十
一
）」

　
　

（
前
略
）

　
　

神
仙
但
聞
説　

霊
薬
不
可
求　

長
生
無
得
者　

挙
世
如
蜉
蝣

　
　

逝
者
不
重
迴　

存
者
難
久
留　

踟
蹰
未
死
間　

何
苦
懐
百
憂

（
慈
88
）

　
　

往
事
眇
茫
都
似
夢　

旧
遊
零
落
半
帰
泉

思
ひ
い
づ
る
む
か
し
は
夢
の
う
た
た
ね
に
と
も
な
き
袖
の
ぬ
れ
ぬ
日
ぞ
な
き
（
一
九
九
四
）

（
定
88
）

　
　

往
事
眇
茫
都
似
夢　

旧
遊
零
落
半
帰
泉

見
し
は
み
な
夢
の
た
だ
ぢ
に
ま
が
ひ
つ
つ
む
か
し
は
遠
く
人
は
か
へ
ら
ず
（
四
九
四
）

〈
句
題
原
詩
〉�『
白
氏
文
集
』
巻
一
七
・
一
一
〇
七
「
十
年
三
月
三
十
日
別
微
之
於
澧
上
十
四
年
三

月
十
一
日
夜
遇
微
之
於
峡
中
停
舟
夷
陵
三
宿
而
別
言
不
尽
者
以
詩
終
之
因
賦
七
言
十

七
韻
以
贈
且
欲
寄
所
遇
之
地
与
相
見
之
時
為
他
年
会
話
張
本
也
」

　
　

（
前
略
）

　
　

歯
髪
蹉
跎
将
五
十　

関
河
迢
遰
過
三
千　

生
涯
共
寄
滄
江
上　

郷
国
俱

白
日
辺

　
　

往
事
渺
茫
都
似
夢　

旧
遊
零
落
半
帰
泉　

酔
悲
灑
涙
春
杯
裏　

吟
苦
支
頤
暁
燭
前

　
　

（
後
略
）

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
人
事
部
・
感
嘆
・
五
一
七
、『
和
漢
朗
詠
集
』
懐
旧
・
七
四
三

〈
同
一
句
題
〉�（
土
45
）、（
伏
6
）、『
新
葉
集
』
哀
傷
・
一
三
二
三
・
花
山
院
師
賢
「
旧
遊
零
落
半

帰
泉
と
い
ふ
こ
と
を
読
み
侍
り
け
る
」、
香
川
景
樹
『
桂
園
一
枝
』
七
五
五
「
往
時

眇
茫
都
似
夢
」

（
慈
89
）

　
　

秋
風
満
袂
涙　

泉
下
故
人
多

わ
た
り
河
ふ
か
く
も
思
ふ
ゆ
ふ
暮
の
袖
の
涙
に
秋
風
ぞ
ふ
く
（
一
九
九
五
）

（
定
89
）

　
　

秋
風
満
衫
涙　

泉
下
故
人
多

老
ら
く
の
あ
は
れ
我
よ
も
し
ら
露
の
消
ゆ
く
玉
に
涙
お
ち
つ
つ
（
四
九
五
）

（
寂
37
）

　
　

秋
風
満
衫
涙　

泉
下
故
人
多

な
が
き
よ
に
消
に
し
露
の
名
残
と
や
秋
の
涙
の
袖
に
み
つ
ら
む
（
三
七
）

〈
句
題
原
詩
〉�『
白
氏
文
集
』
巻
二
四
・
三
〇
七
九
「（
微
之
敦
詩
晦
叔
相
次
長
逝
巋
然
自
傷
）
又
一

首
」

　
　

長
夜
君
先
去　

残
年
我
幾
何　

秋
風
満
衫
涙　

泉
下
故
人
多

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
懐
旧
・
七
四
一

〈
同
一
句
題
〉�『
続
門
葉
和
歌
集
』
秋
上
・
二
六
一
・
釈
迦
院
弥
鶴
丸
「
文
集
の
中
に
秋
風
満
袂
涙

と
い
へ
る
こ
こ
ろ
を
」

（
慈
90
）

　
　

原
上
新
墳
委
一
身　

城
中
旧
宅
有
何
人

苔
の
下
に
む
な
し
く
く
ち
ん
心
に
も
わ
が
故
郷
に
た
れ
し
の
ぶ
ら
ん
（
一
九
九
六
）

（
定
90
）

　
　

原
上
新
墳
委
一
身　

城
中
旧
宅
有
何
人

と
り
べ
山
む
な
し
き
跡
は
か
ず
そ
ひ
て
見
し
古
郷
の
人
ぞ
ま
れ
な
る
（
四
九
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
三
・
〇
六
七
七
「
過
高
将
軍
墓
」

　
　

原
上
新
墳
委
一
身　

城
中
旧
宅
有
何
人　

妓
堂
賓
閤
無
帰
日　

野
草
山
花
又
欲
春

　
　

門
客
空
将
感
恩
涙　

白
楊
風
裏
一
霑
巾

（
慈
91
）

　
　

生
去
死
来
都
是
幻　

幻
人
哀
楽
装
何
情

い
き
し
ぬ
る
な
ら
ひ
は
す
べ
て
ま
ぼ
ろ
し
の
花
み
る
や
ど
に
山
お
ろ
し
の
か
ぜ
（
一
九
九
七
）

（
定
91
）

　
　

生
去
死
来
都
是
幻　

幻
人
哀
楽
繫
何
憶

さ
く
花
も
ね
を
な
く
む
し
も
を
し
な
べ
て
う
つ
せ
み
の
世
に
み
ゆ
る
幻
（
四
九
七
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
五
・
〇
八
九
七
「
放
言
五
首
幷
序
（
ノ
五
）」

　
　

泰
山
不
要
欺
毫
末　

顔
子
無
心
羨
老
彭　

松
樹
千
年
終
是
朽　

槿
花
一
日
自
為
栄

　
　

何
須
恋
世
常
憂
死　

亦
莫
嫌
身
漫
厭
生　

生
去
死
来
都
是
幻　

幻
人
哀
楽
繫
何
情

（
慈
92
）
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早
世
身
如
風
裏
灯　

暮
年
髪
作
鏡
中
糸

と
も
す
火
に
風
こ
そ
わ
た
れ
ま
す
か
が
み
む
な
し
き
か
げ
の
身
を
い
か
に
せ
ん
（
一
九
九
八
）

（
定
92
）

　
　

早
世
身
如
風
裏
灯　

暮
年
髪
作
鏡
中
糸

世
中
は
木
草
も
た
へ
ぬ
秋
風
に
な
び
き
か
ね
た
る
よ
ひ
の
灯
（
四
九
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
五
八
・
二
八
五
一
「
夭
老
」

　
　

早
世
身
如
風
裏
燭　

暮
年
髪
似
鏡
中
糸　

誰
人
断
得
人
間
事　

少
夭
堪
傷
老
又
悲

（
慈
93
）

　
　

幻
世
春
来
夢　

浮
生
水
上
泡

と
に
か
く
に
う
き
世
を
春
の
夢
ぞ
と
も
水
の
あ
は
れ
に
思
ひ
し
れ
と
や
（
一
九
九
九
）

（
定
93
）

　
　

幻
世
春
来
夢　

浮
生
水
上
漚

淵
と
な
る
し
が
ら
み
も
な
き
早
瀬
河
う
か
ぶ
み
な
わ
ぞ
消
て
か
な
し
き
（
四
九
九
）

（
寂
38
）

　
　

幻
世
春
来
夢　

浮
世
水
上
漚

世
中
は
春
の
夢
路
に
せ
く
川
の
み
な
は
に
め
ぐ
る
程
ぞ
は
か
な
き
（
三
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
五
七
・
二
七
一
七
「
想
東
遊
五
十
韻
幷
序
」

　
　

（
前
略
）

　
　

物
表
疎
形
役　

人
寰
足
悔
尤　

蛾
須
遠
灯
燭　

兔
勿
近
罝
罘

　
　

幻
世
春
来
夢　

浮
生
水
上
漚　

百
憂
中
莫
入　

一
酔
外
何
求

　
　

（
後
略
）

〈
同
一
句
題
〉�（
千
111
・
112
）、小
沢
蘆
庵
『
六
帖
詠
草
』
一
六
一
二
「
幻
世
去
来
夢
」、香
川
景
樹
『
桂

園
一
枝
』
八
三
六
「
或
人
の
追
善
の
題
に
、
幻
世
春
来
夢
」

（
慈
94
）

　
　

耳
裏
頻
聞
故
人
死　

眼
前
唯
覚
少
年
多

見
る
も
き
く
も
あ
さ
ぢ
に
す
が
る
夕
露
に
あ
な
は
か
な
や
と
あ
ら
し
吹
く
な
り
（
二
〇
〇
〇
）

（
定
94
）

　
　

耳
裏
頻
聞
故
人
死　

眼
前
唯
覚
少
年
多

み
ど
り
子
ぞ
あ
り
ふ
る
ま
ま
の
友
と
見
て
な
れ
し
は
う
と
き
夕
暮
の
空
（
五
〇
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
二
〇
・
一
三
七
七
「
悲
歌
」

　
　

白
頭
新
洗
鏡
新
磨　

老
逼
身
来
不
奈
何　

耳
裏
頻
聞
故
人
死　

眼
前
唯
覚
少
年
多

　
　

塞
鴻
遇
暖
猶
迴
翅　

江
水
因
潮
亦
反
波　

独
有
衰
顔
留
不
得　

酔
来
無
計
但
悲
歌

（
慈
95
）

　
　

古
墓
何
代
人　

不
知
姓
与
名　

化
作
道
旁
土　

年
年
春
草
生

う
づ
も
れ
ぬ
名
を
だ
に
き
か
ぬ
苔
の
う
へ
に
い
く
た
び
草
の
お
ひ
か
は
る
ら
む
（
二
〇
〇
一
）

（
定
95
）

　
　

古
墓
何
代
人

つ
か
ふ
り
て
そ
の
よ
も
し
ら
ぬ
春
の
草
さ
ら
ぬ
別
と
誰
し
た
ひ
け
ん
（
五
〇
一
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
二
・
〇
〇
六
六
「
続
古
詩
十
首
（
ノ
二
）」

　
　

（
前
略
）

　
　

古
墓
何
代
人　

不
知
姓
与
名　

化
作
路
傍
土　

年
年
春
草
生　

感
彼
忽
自
悟　

今
我
何
営
営

法
門
五
首

（
慈
96
）

　
　

追
想
当
時
事　

何
殊
昨
夜
中　

自
我
学
心
法　

万
縁
成
一
空

野
も
山
も
み
な
お
ほ
空
に
成
り
に
け
り
い
か
な
る
道
に
心
行
く
ら
む
（
二
〇
〇
二
）

（
定
96
）

　
　

追
想
当
時
事　

何
殊
昨
夜
中　

自
我
学
心
法　

万
縁
成
一
空

お
ほ
空
の
む
な
し
き
法
を
心
に
て
月
に
棚
引
雲
も
の
こ
ら
ず
（
五
〇
二
）

（
寂
39
）

　
　

追
想
当
時
事　

何
殊
昨
夜
中　

自
我
学
心
法　

万
縁
成
一
空

い
つ
ま
で
か
む
な
し
き
空
に
た
ど
り
け
ん
雲
も
霞
も
色
ぞ
の
こ
ら
ぬ
（
三
九
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
〇
・
〇
四
六
〇
「
夢
裴
相
公
」

　
　

（
前
略
）

　
　

既
窹
知
是
夢　

憫
然
情
未
終　

追
想
当
時
事　

何
殊
昨
夜
中

　
　

自
我
学
心
法　

万
縁
成
一
空　

今
朝
為
君
子　

流
涕
一
霑
胸

（
慈
97
）

　
　

廻
念
発
弘
願　

願
此
見
在
身　

但
受
過
去
報　

不
結
将
来
因

む
す
ば
じ
と
忍
ぶ
契
の
行
へ
か
な
過
ぎ
に
し
か
た
を
思
ひ
と
く
に
も
（
二
〇
〇
三
）

（
定
97
）

　
　

廻
念
発
弘
願　

願
此
現
在
身　

但
受
過
去
報　

不
待
将
来
因
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つ
ら
き
身
の
も
と
の
む
く
ひ
は
い
か
が
せ
ん
こ
の
世
の
後
の
夢
は
む
す
ば
じ
（
五
〇
三
）

（
寂
40
）

　
　

回
念
発
弘
願　

願
此
現
在
身　

但
受
過
去
報　

不
結
将
来
因

さ
て
く
ち
ぬ
猶
身
に
む
す
ぶ
契
あ
ら
ば
こ
の
世
な
が
ら
も
と
か
ま
ほ
し
き
に
（
四
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
〇
・
〇
四
八
四
「（
自
覚
二
首
）
又
一
首
」

　
　

（
前
略
）

　
　

廻
念
発
弘
願　

願
此
見
在
身　

但
受
過
去
報　

不
結
将
来
因

　
　

誓
以
智
恵
水　

永
洗
煩
悩
塵　

不
将
恩
愛
子　

更
種
憂
悲
根

（
慈
98
）

　
　

誓
以
智
恵
水　

永
洗
煩
悩
塵

さ
と
る
べ
き
御
法
の
水
の
か
ひ
も
あ
ら
ば
ま
よ
ふ
ち
り
を
も
す
す
が
ざ
ら
め
や
（
二
〇
〇
四
）

（
定
98
）

　
　

誓
以
智
恵
水　

永
洗
煩
悩
塵

さ
と
り
ゆ
く
心
の
水
に
あ
ら
は
れ
ば
つ
も
り
て
よ
も
の
ち
り
も
の
こ
ら
じ
（
五
〇
四
）

〈
句
題
原
詩
〉�『
白
氏
文
集
』
巻
一
〇
・
〇
四
八
四
「（
自
覚
二
首
）
又
一
首
」

�
→
（
慈
定
97
・
寂
40
）
に
既
出

〈
同
一
句
題
〉�『
玉
葉
集
』
釈
教
・
二
七
一
〇
・
藤
原
忠
良
「
誓
以
智
恵
水　

永
洗
煩
悩
塵
」、『
夫

木
抄
』
雑
一
六
・
一
六
二
六
五
・
八
条
院
高
倉
「
誓
仏
智
恵
水　

永
洗
煩
悩
塵
」

（
慈
99
）

　
　

由
来
生
老
死　

三
病
長
相
随　

除
却
無
生
忍　

人
間
無
薬
治

さ
と
り
行
く
聖
の
位
そ
れ
な
ら
で
三
の
や
ま
ひ
を
誰
か
の
ぞ
か
む
（
二
〇
〇
五
）

（
定
99
）

　
　

由
来
生
老
死　

三
病
長
相
随　

除
却
無
生
忍　

人
間
無
薬
治

舟
の
う
ち
に
う
き
よ
の
岸
を
は
な
れ
て
や
し
ら
ぬ
薬
の
名
を
ば
尋
ね
ん
（
五
〇
五
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
九
・
〇
四
二
四
「
白
髪
」
→
（
慈
定
86
）
に
既
出

（
慈
100
）

　
　

此
身
何
足
恋　

万
劫
煩
悩
根　

此
身
何
足
厭　

一
聚
虚
空
塵

身
を
よ
せ
て
こ
ひ
じ
い
と
は
じ
花
桜
う
き
ね
よ
り
こ
そ
思
ひ
そ
め
け
れ
（
二
〇
〇
六
）

（
定
100
）

　
　

此
身
何
足
恋　

万
劫
煩
悩
根　

此
身
何
足
厭　

一
聚
虚
空
塵

お
ほ
空
に
た
だ
よ
ふ
ほ
ど
も
あ
り
が
ほ
に
う
か
べ
る
ち
り
を
な
に
か
は
ら
は
ん
（
五
〇
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
一
・
〇
五
七
七
「
逍
遥
詠
」

　
　

亦
莫
恋
此
身　

亦
莫
厭
此
身　

此
身
何
足
恋　

万
劫
煩
悩
根

　
　

此
身
何
足
厭　

一
聚
虚
空
塵　

無
恋
亦
無
厭　

始
是
逍
遥
人

〈
同
一
句
題
〉�（
円
8
）、『
新
後
拾
遺
集
』
釈
教
・
一
五
〇
五
・
花
園
院
「
此
身
何
足
厭　

一
聚
虚

空
塵
」

　

          �
            （

⑦
慈
円
・
⑧
藤
原
定
家
・
⑨
寂
身
「
文
集
百
首
」
こ
こ
ま
で
）

⑩
源
光
行
『
百
詠
和
歌
』
二
四
〇
首
（
百
1
～
百
240
・
百
異
1
～
百
異
3
）

【
略
解
説
】

源
光
行
作
。
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
一
〇
月
成
立
。
唐
の
李
嶠
の
詩
集
『
李
嶠
百
詠
』
所
載
の

一
二
〇
首
の
各
詩
か
ら
二
句
ず
つ
を
選
び
、
そ
の
句
ご
と
に
張
庭
芳
の
注
解
本
を
利
用
し
た
注
を

付
し
、
そ
れ
を
題
と
し
て
和
歌
を
詠
作
し
た
も
の
。『
蒙
求
和
歌
』『
新
楽
府
和
歌
』
と
と
も
に
、

光
行
の
漢
詩
文
和
歌
化
三
部
作
を
な
す
。『
李
嶠
百
詠
』
は
天
象
部
・
坤
儀
部
・
芳
草
部
・
嘉
樹
部
・

霊
禽
部
・
祥
獣
部
・
居
所
部
・
服
玩
部
・
文
物
部
・
武
物
部
・
音
楽
部
・
資
材
部
を
立
て
、
各
部

に
つ
き
一
〇
首
の
漢
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
襲
し
た
上
で
、
各
詩
か
ら
二
句
を
題
と

し
て
選
び
、
一
句
に
つ
き
一
首
を
詠
ん
で
い
る
。
各
部
二
〇
首
、
計
二
四
〇
首
、
跋
文
に
七
言
絶

句
と
和
歌
が
各
二
首
付
さ
れ
て
い
る
。

【
参
考
】

池
田
利
夫『
日
中
比
較
文
学
の
基
礎
研
究　

翻
訳
説
話
と
そ
の
典
拠
』（
笠
間
書
院
、一
九
六
九
年
）

所
収
「
百
詠
和
歌
と
李
嶠
百
詠
」
な
ど

【
底
本
】
新
編
国
歌
大
観
（
底
本
：
内
閣
文
庫
蔵
乙
本
）

　

※�
京
都
国
立
博
物
館
断
簡
（『
新
編
国
家
大
観
』
解
題
所
収
）
よ
り
独
自
歌
の
み
、（
百
異
1
～
百

異
3
）
と
し
て
収
録
し
た
。

【
本
文
】

天
象
部

日（
百
1
）
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日
出
扶
桑
路

谷
の
戸
の
ふ
か
き
木
末
を
出
づ
る
日
に
た
か
ね
の
里
は
い
ま
ぞ
あ
け
行
く
（
一
）

（
百
2
）

　
　

傾
心
比
葵

二
神
山
の
み
ね
の
朝
日
に
あ
ふ
ひ
草
お
の
が
か
げ
の
み
か
た
ぶ
き
に
け
る
（
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
乾
象
部
・
日
・
〇
〇
一

　
　

旦
出
扶
桑
路　

遥
昇
若
木
枝　

雲
間
五
色
満　

霞
際
九
光
披

　
　

東
陸
蒼
竜
駕　

南
郊
赤
羽
馳　

傾
心
比
葵
　

朝
夕
奉
堯
曦

月（
百
3
）

　
　

開
二
八
時

さ
き
そ
む
る
い
ろ
に
は
れ
ゆ
く
月
影
の
く
も
る
は
花
の
お
つ
る
な
り
け
り
（
三
）

（
百
4
）

　
　

分
暉
度
鵲
鏡

へ
だ
て
こ
し
昔
の
か
げ
も
か
へ
り
き
て
あ
ひ
見
る
月
の
鏡
な
り
け
り
（
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
乾
象
部
・
月
・
〇
〇
二

　
　

桂
生
三
五
夕　

開
二
八
時　

分
暉
度
鵲
鏡　

流
影
入
蛾
眉

　
　

皎
潔
臨
疏
牖　

玲
瓏
鑑
薄
帷　

願
陪
北
堂
宴　

長
賦
西
園
詩

星（
百
5
）

　
　

蜀
郡
霊
槎
転

空
に
し
る
人
も
あ
り
け
り
あ
ま
の
河
く
も
の
う
き
木
の
波
の
か
よ
ひ
路
（
五
）

（
百
6
）

　
　

今
宵
潁
川
曲　

誰
識
聚
賢
人

い
か
に
し
て
星
の
や
ど
り
に
か
よ
ひ
け
ん
と
も
に
あ
ふ
よ
の
と
も
し
び
の
ま
ど
（
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
乾
象
部
・
星
・
〇
〇
三

　
　

蜀
郡
霊
槎
転　

豊
城
宝
気
新　

将
軍
臨
北
塞　

天
子
入
西
秦

　
　

未
作
三
台
輔　

寧
為
五
老
臣　

今
宵
穎
川
曲　

誰
識
聚
賢
人

風

（
百
7
）

　
　

松
声
入
夜
琴

ふ
か
ぬ
ま
は
い
つ
か
は
こ
と
の
ね
に
か
よ
ふ
風
こ
そ
松
の
し
ら
べ
な
り
け
れ
（
七
）

（
百
8
）

　
　

若
至
蘭
台
下　

還
掃
楚
王
襟

心
あ
れ
や
み
ゆ
き
の
あ
き
を
し
り
が
ほ
に
花
の
う
て
な
を
は
ら
ふ
ゆ
か
風
（
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
乾
象
部
・
風
・
〇
〇
四

　
　

落
日
正
沈
沈　

微
風
生
北
林　

帯
花
疑
鳳
舞　

向
竹
似
竜
吟

　
　

月
影
臨
秋
扇　

松
声
入
夜
琴　

若
至
蘭
台
下　

還
払
楚
王
襟

〈
句
題
他
出
〉『
相
撲
立
詩
歌
合
』
九
・
斎
宮
女
御
・「
松
声
入
夜
琴
」

雲（
百
9
）

　
　

煙
熅
万
年
樹

行
す
ゑ
は
雲
ゐ
は
る
か
に
し
ら
が
し
の
枝
に
も
葉
に
も
よ
ろ
づ
よ
の
色
（
九
）

（
百
10
）

　
　

掩
映
三
秋
月

は
れ
ぬ
よ
の
空
も
お
も
へ
ば
う
き
も
の
や
心
と
月
の
お
ぼ
ろ
な
る
か
は
（
一
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
乾
象
部
・
雲
・
〇
〇
五

　
　

大
梁
白
雲
起　

氛
氳
殊
未
歇　

錦
文
触
石
来　

蓋
影
凌
天
発

　
　

煙

万
年
樹　

掩
映
三
秋
月　

会
入
大
風
歌　

従
竜
起
金
闕

煙（
百
11
）

　
　

瑞
気
凌
丹
閣

し
ほ
が
ま
の
煙
に
似
た
る
う
す
ぐ
も
や
人
の
う
ら
み
の
は
れ
に
け
る
い
ろ
（
一
一
）

（
百
12
）

　
　

松
篁
暗
晩
暉

や
ま
人
の
ゆ
ふ
げ
の
ほ
か
に
た
な
び
く
は
た
か
ね
の
松
の
け
ぶ
り
な
り
け
り
（
一
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
乾
象
部
・
煙
・
〇
〇
六

　
　

瑞
気
凌
丹
閣　

空
濛
上
翠
微　

迥
浮
双
闕
路　

遥
払
九
仙
衣

　
　

桑
柘
凝
寒
色　

松
篁
睛
晩
暉　

還
当
紫
霄
上　

時
接
白
雲
飛
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露（
百
13
）

　
　

夜
警
千
年
鶴

秋
の
夜
は
ふ
け
に
け
ら
し
な
あ
し
た
づ
の
さ
は
べ
の
露
に
子
を
お
も
ふ
声
（
一
三
）

（
百
14
）

　
　

朝
晞
八
月
風

露
の
身
の
草
の
い
ほ
り
に
あ
く
る
ま
は
さ
せ
ぼ
が
す
ゑ
を
よ
そ
に
や
は
み
る
（
一
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
乾
象
部
・
露
・
〇
〇
七

　
　

滴
瀝
明
花
苑　

葳

泫
竹
叢　

玉
垂
丹
棘
下　

珠
湛
緑
荷
中

　
　

夜
警
千
年
鶴　

朝
晞
八
月
風　

願
凝
仙
掌
内　

長
奉
未
央
宮

霧（
百
15
）

　
　

漢
帝
出
平
城

旅
人
の
き
り
に
ま
よ
ひ
し
み
ち
し
も
ぞ
わ
が
身
ひ
と
つ
の
は
れ
ま
な
り
け
る
（
一
五
）

（
百
16
）

　
　

別
有
丹
山
霧

た
れ
も
み
き
昨
日
の
空
の
夕
霧
に
け
さ
山
の
は
の
し
ぐ
る
べ
し
と
は
（
一
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
乾
象
部
・
霧
・
〇
〇
八

　
　

曹
公
之
夢
沢　

漢
帝
出
平
城　

別
有
丹
山
霧　

玲
瓏
素
月
明

　
　

類
煙
迷
更
重　

方
雨
散
還
軽　

儻
入
飛
熊
夢　

寧
思
玄
豹
情

雨
　
　

霊
童
出
海
見

（
百
17
）
川
上
や
ひ
ま
行
く
こ
ま
の
は
や
き
せ
に
あ
く
る
ほ
ど
な
く
夕
立
の
空
（
一
七
）

　
　

神
女
向
山
廻

（
百
18
）
雲
と
な
り
雨
と
な
り
け
る
名
残
ま
で
お
も
へ
ば
か
な
し
ゆ
め
の
旧
里
（
一
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
乾
象
部
・
雨
・
〇
〇
九

　
　

西
北
雲
膚
起　

東
南
雨
足
来　

霊
童
出
海
見　

神
女
向
山
廻

　
　

斜
影
風
前
合　

円
文
水
上
開　

十
旬
無
破
塊　

九
土
信
康
哉

雪

（
百
19
）

　
　

瑞
雪
警
千
里

雪
ふ
か
き
あ
づ
ま
の
お
く
の
千
さ
と
ま
で
あ
き
ら
け
き
よ
を
白
川
の
せ
き
（
一
九
）

（
百
20
）

　
　

大
周
天
闕
路　

今
日
海
神
朝

跡
な
し
と
お
も
ひ
し
雪
の
し
る
べ
に
ぞ
ふ
か
き
こ
こ
ろ
の
す
ゑ
は
と
ほ
り
し
（
二
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
乾
象
部
・
雪
・
〇
一
〇

　
　

瑞
雪
驚
千
里　

従
風
暗
九
霄　

地
疑
明
月
夜　

山
似
白
雲
朝

　
　

逐
舞
花
光
散　

臨
歌
扇
影
飄　

大
周
天
闕
路　

今
日
海
神
朝

坤
儀
部

山（
百
21
）

　
　

古
壁
丹
青
色

あ
き
山
の
こ
ず
ゑ
は
や
す
く
う
つ
し
け
り
し
か
の
ね
の
み
ぞ
筆
に
ま
か
せ
ぬ
（
二
一
）

（
百
22
）

　
　

已
開
封
禅
処　

希
謁
聖
明
君

花
の
山
な
高
き
峰
の
跡
ふ
り
て
春
の
み
ゆ
き
に
い
つ
か
あ
ふ
べ
き
（
二
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
坤
儀
部
・
山
・
〇
一
一

　
　

仙
嶺
鬱
氤
氳　

峨
峨
上
翠
氛　

泉
飛
一
道
帯　

峰
出
半
天
雲

　
　

古
壁
丹
青
色　

新
花
錦
繡
文　

已
開
封
禅
処　

希
謁
聖
明
君

石（
百
23
）

　
　

巖
花
鏡
裏
発

む
か
し
み
し
に
ほ
ひ
は
い
づ
ら
鏡
山
い
は
ね
の
花
の
か
げ
ば
か
り
し
て
（
二
三
）

（
百
24
）

　
　

入
宋
星
初
隕

谷
水
の
い
し
ま
に
も
か
く
や
ど
り
け
り
あ
ま
の
河
原
の
ほ
し
の
ひ
か
り
は
（
二
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
坤
儀
部
・
石
・
〇
一
二

　
　

宗
子
維
城
固　

将
軍
飲
羽
威　

巖
花
鏡
裏
発　

雲
葉
錦
中
飛

　
　

入
宋
星
初
落　

過
湘
燕
早
帰　

儻
因
持
補
極　

寧
復
想
支
機
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原（
百
25
）

　
　

江
淹
起
恨
年

し
も
う
づ
む
ま
く
ず
が
原
や
秋
風
の
く
れ
ゆ
く
ご
と
に
う
ら
み
け
る
あ
と
（
二
五
）

（
百
26
）

　
　

長
在
鶺
鴒
篇

旧
里
は
さ
ぞ
な
こ
ひ
し
き
水
鳥
の
お
も
は
ぬ
く
さ
の
原
に
な
く
声
（
二
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
坤
儀
部
・
原
・
〇
一
三

　
　

王
粲
銷
夏
日　

江
淹
起
恨
年　

帯
川
遥
綺
錯　

分
隰
迥
阡
眠

　
　

膴󠄀
膴󠄀
横
周
甸　

莓
莓
開
晋
田　

方
知
急
難
響　

長
在
鶺
鴒
篇

野（
百
27
）

　
　

鶉
飛
楚
塞
空

こ
れ
や
こ
の
み
や
こ
の
た
つ
み
鶉
な
く
ふ
し
み
の
お
く
の
野
べ
の
夕
暮
（
二
七
）

（
百
28
）

　
　

独
在
傅
巖
中

草
枕
ゆ
め
ぢ
に
さ
き
し
い
ろ
な
が
ら
さ
む
る
う
つ
つ
に
み
よ
し
野
の
花
（
二
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
坤
儀
部
・
野
・
〇
一
四

　
　

鳳
去
秦
郊
迥　

鶉
飛
楚
塞
空　

蒼
梧
雲
影
去　

涿
鹿
霧
光
通

　
　

草
暗
平
原
緑　

花
明
春
径
紅　

誰
言
版
築
士　

独
在
傅
巖
中

田（
百
29
）

　
　

菖
菜
布
竜
鱗

や
ま
し
ろ
の
よ
ど
の
の
あ
や
め
お
ひ
に
け
り
鳥
羽
田
の
さ
な
へ
今
や
と
る
ら
ん
（
二
九
）

（
百
30
）

　
　

嘉
禾
九
穂
新

き
の
ふ
み
し
山
田
の
早
苗
ひ
と
本
に
い
く
へ
な
み
よ
る
今
朝
の
ほ
だ
ち
ぞ
（
三
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
坤
儀
部
・
田
・
〇
一
五

　
　

貢
禹
懐
書
日　

張
衡
作
賦
晨　

杏
花
開
鳳
畛　

菖
葉
布
竜
鱗

　
　

瑞
麦
両
岐
秀　

嘉
禾
九
穂
新　

寧
知
帝
王
力　

撃
壌
自
安
貧

道（
百
31
）

　
　

玉
関
塵
似
雪

せ
き
の
戸
を
雪
に
し
ら
む
と
み
し
は
ら
や
沙
に
あ
く
る
そ
ら
め
な
り
け
り
（
三
一
）

（
百
32
）

　
　

今
日
中
衢
士　

堯
樽
更
可
逢

せ
き
の
と
を
さ
さ
で
い
く
か
に
な
り
ぬ
ら
ん
み
ち
あ
る
御
代
に
あ
ふ
さ
か
の
春
（
三
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
坤
儀
部
・
道
・
〇
一
六

　
　

銅
馳
分
鞏
洛　

剣
閣
抵
臨
卭　

紫
徼
三
千
里　

青
楼
十
二
重

　
　

玉
関
塵
似
雪　

金
穴
馬
如
竜　

今
日
中
衢
土　

堯
樽
更
可
逢

海（
百
33
）

　
　

万
里
大
鵬
飛

越
の
海
そ
ら
と
ぶ
程
は
お
ほ
と
り
の
影
ば
か
り
こ
そ
底
に
み
え
け
れ
（
三
三
）

（
百
34
）

　
　

珠
含
明
月
暉

三
か
月
の
影
と
ひ
と
つ
に
み
し
珠
は
お
な
じ
な
み
ま
に
有
明
の
そ
ら
（
三
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
坤
儀
部
・
海
・
〇
一
七

　
　

習
坎
疏
丹
壑　

朝
宗
合
紫
微　

三
山
巨
龞
踊　

万
里
大
鵬
飛

　
　

楼
写
春
雲
色　

珠
含
明
月
輝　

会
当
添
霧
露　

方
遂
衆
川
帰

江（
百
35
）

　
　

霞
津
錦
浪
動

か
す
み
し
く
し
が
津
の
春
を
来
て
み
れ
ば
花
の
に
し
き
を
あ
ら
ふ
さ
ざ
な
み
（
三
五
）

（
百
36
）

　
　

濤
如
白
馬
来

難
波
江
の
あ
し
の
は
な
げ
の
こ
ま
の
色
と
し
づ
み
し
あ
と
の
浪
の
お
も
か
げ
（
三
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
坤
儀
部
・
江
・
〇
一
八

　
　

日
夕
三
江
望　

霊
潮
万
里
廻　

霞
津
錦
浪
動　

月
浦
練
光
開

　
　

瀬
似
黄
牛
去　

濤
如
白
馬
来　

英
霊
已
傑
士　

誰
識
卿
雲
才
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河（
百
37
）

　
　

河
出
崑
崙
中

浪
の
お
と
も
行
す
ゑ
と
ほ
く
響
く
な
り
よ
よ
に
た
え
せ
ぬ
玉
川
の
水
（
三
七
）

（
百
38
）

　
　

徳
水
千
年
変

水
の
色
も
ま
だ
す
み
や
ら
ず
こ
の
よ
に
は
か
げ
や
ど
す
べ
き
人
や
な
か
ら
む
（
三
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
坤
儀
部
・
河
・
〇
一
九

　
　

河
出
崑
崙
中　

長
波
接
漢
空　

桃
花
生
馬
頰　

竹
箭
入
竜
宮　

　
　

徳
水
千
年
変　

栄
光
五
色
通　

若
披
蘭
葉
検　

還
沐
上
皇
風　

洛（
百
39
）

　
　

元
礼
期
仙
客

か
ぎ
り
あ
れ
ば
よ
も
ぎ
の
し
ま
に
す
む
人
の
な
ご
り
も
か
く
や
つ
ゆ
け
か
る
べ
き
（
三
九
）

（
百
40
）

　
　

陳
王
睹
麗
人

山
姫
の
か
す
み
の
袖
に
あ
く
が
れ
ぬ
風
に
ひ
れ
ふ
る
あ
け
ぼ
の
の
空
（
四
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
坤
儀
部
・
洛
・
〇
二
〇

　
　

九
洛
韶
光
媚　

三
川
物
候
新　

花
明
珠
鳳
浦　

日
映
玉
鶏
津　

　
　

元
礼
期
仙
客　

陳
王
睹
麗
人　

玄
亀
方
錫
瑞　

緑
字
佇
来
臻　

芳
草
部

蘭（
百
41
）

　
　

虚
室
重
招
尋

ふ
ぢ
ば
か
ま
な
づ
さ
ふ
露
の
名
残
ま
で
い
く
か
き
え
せ
ぬ
に
ほ
ひ
な
る
ら
ん
（
四
一
）

（
百
42
）

　
　

雪
麗
楚
王
琴

草
の
い
ほ
に
雪
を
し
ら
べ
し
琴
の
音
の
な
ご
り
に
ふ
る
は
涙
な
り
け
り
（
四
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
芳
草
部
・
蘭
・
〇
二
一

　
　

虚
室
重
招
尋　

忘
言
契
断
金　

英
浮
漢
家
酒　

雪
麗
楚
王
琴

　
　

広
殿
軽
香
発　

高
台
晩
吹
吟　

汾
河
応
擢
秀　

誰
肯
訪
山
陰

菊（
百
43
）

　
　

金
精
九
日
開

な
が
月
の
き
く
も
あ
は
れ
と
思
ひ
し
れ
こ
こ
ぬ
か
ご
と
の
は
な
の
ま
と
ゐ
を
（
四
三
）

（
百
44
）

　
　

霍
靡
寒
潭
側

白
菊
の
そ
こ
に
う
つ
ろ
ふ
色
み
れ
ば
し
づ
え
を
わ
け
て
落
つ
る
谷
水
（
四
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
芳
草
部
・
菊
・
〇
二
二

　
　

玉
律
三
秋
暮　

金
精
九
日
開　

栄
舒
洛
媛
浦　

香
泛
野
人
杯

　
　

霍
靡
寒
潭
側　

芼
茸
暁
岸
隈　

黄
花
今
日
晩　

無
復
白
衣
来

竹（
百
45
）

　
　

蕭
条
含
曙
氛

霜
が
れ
の
冬
に
は
よ
そ
の
み
ど
り
に
て
な
つ
は
あ
き
あ
る
竹
の
し
た
陰
（
四
五
）

（
百
46
）

　
　

誰
知
湘
水
上　

流
涙
独
思
君

よ
を
か
さ
ね
物
お
も
ふ
袖
と
ひ
と
つ
に
や
竹
の
す
ゑ
葉
も
涙
お
ち
け
る
（
四
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
芳
草
部
・
竹
・
〇
二
三

　
　

高
簳
楚
江
濆　

蕭
条
含
曙
氛　

白
花
揺
鳳
影　

青
節
動
竜
文

　
　

葉
払
東
南
日　

枝
捎
西
北
雲　

誰
知
湘
水
上　

流
涙
独
思
君

藤（
百
47
）

　
　

神
農
嘗
薬
罷

藤
浪
の
に
ほ
は
ざ
り
せ
ば
老
い
に
け
る
ま
つ
の
た
の
み
を
な
に
に
か
け
ま
し
（
四
七
）

（
百
48
）

　
　

花
分
竹
葉
杯

か
す
み
く
む
春
の
た
も
と
の
に
ほ
ふ
ま
で
色
こ
き
藤
の
は
な
の
さ
か
づ
き
（
四
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
芳
草
部
・
藤
・
〇
二
四
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吐
葉
依
松
磴　

舒
苗
長
石
台　

神
農
嘗
薬
罷　

質
子
寄
書
来

　
　

色
映
蒲
萄
架　

花
浮
竹
葉
杯　

金
堤
不
相
識　

玉
潤
幾
年
開

萱（
百
49
）

　
　

忘
憂
自
結
叢

野
辺
の
色
に
秋
の
心
も
わ
す
れ
草
む
し
は
恨
む
る
こ
ろ
と
き
け
ど
も
（
四
九
）

（
百
50
）

　
　

香
伝
少
女
風

天
つ
風
を
と
め
の
袖
を
そ
め
て
け
り
野
原
の
は
な
の
か
を
さ
そ
ひ
き
て
（
五
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
芳
草
部
・
萱
・
〇
二
五

　
　

履
歩
尋
芳
草　

忘
憂
自
結
叢　

葉
舒
春
夏
緑　

花
吐
浅
深
紅

　
　

色
湛
仙
人
露　

香
伝
少
女
風　

含
貞
北
堂
下　

曹
植
動
文
雄

萍（
百
51
）

　
　

二
月
虹
初
見　

三
清
蟣
正
浮

春
の
色
の
た
な
び
く
空
を
知
り
が
ほ
に
や
が
て
な
み
よ
る
池
の
う
き
草
（
五
一
）

（
百
52
）

　
　

蘋
随
旅
客
遊

誰
も
か
く
春
の
浪
路
に
う
き
草
や
さ
そ
ふ
水
あ
ら
ば
あ
く
が
れ
ぬ
べ
し
（
五
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
芳
草
部
・
萍
・
〇
二
六

　
　

二
月
虹
初
見　

三
清
蟣
正
浮　

青
蘋
含
吹
転　

紫
葉
映
波
流

　
　

屢
逐
明
神
薦　

頻
随
旅
客
遊　

既
能
甜
似
蜜　

還
冀
就
王
舟

菱（
百
53
）

　
　

東
平
春
溜
通

く
み
て
し
る
人
も
あ
り
け
り
ひ
し
と
り
し
い
も
が
す
が
た
の
池
の
こ
こ
ろ
を
（
五
三
）

（
百
54
）

　
　

潭
花
発
鏡
中

ひ
し
う
つ
る
鏡
や
見
し
と
人
と
は
ば
う
き
ぬ
の
池
の
か
げ
を
こ
た
へ
ん
（
五
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
芳
草
部
・
菱
・
〇
二
七

　
　

鉅
野
昭
光
媚　

東
平
春
溜
通　

影
揺
江
浦
月　

香
引
棹
歌
風

　
　

日
色
翻
池
上　

潭
花
発
鏡
中　

五
湖
多
賞
楽　

千
里
望
難
窮

瓜（
百
55
）

　
　

欲
識
東
陵
味　

青
門
五
色
菰

門
田
に
は
い
つ
つ
の
色
と
見
し
か
ど
も
心
の
た
ね
は
ふ
た
つ
な
か
り
き
（
五
五
）

（
百
56
）

　
　

竜
蹄
遠
珠
履

旅
人
の
く
つ
の
通
ひ
路
こ
こ
ろ
せ
よ
こ
ま
の
わ
た
り
に
露
お
ち
ぬ
と
も
（
五
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
芳
草
部
・
瓜
・
〇
二
八

　
　

欲
識
東
陵
味　

青
門
五
色
瓜　

竜
蹄
遠
珠
履　

女
臂
動
金
花

　
　

六
字
方
呈
瑞　

三
仙
実
可
嘉　

終
期
奉
絺
綌　

謁
帝
佇
非
賖

茅（
百
57
）

　
　

堯
帝
成
茨
罷

な
が
き
よ
の
す
み
か
と
こ
れ
を
し
ら
で
見
ば
あ
や
し
か
る
べ
き
草
の
い
ほ
か
な
（
五
七
）

（
百
58
）

　
　

殷
湯
祭
雨
旋

浅
茅
生
や
め
づ
ら
し
か
り
し
雨
の
お
と
は
な
み
だ
よ
り
こ
そ
ふ
り
は
じ
め
け
れ
（
五
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
芳
草
部
・
茅
・
〇
二
九

　
　

楚
国
供
王
日　

衡
陽
入
貢
年　

麞
包
青
野
外　

鵄
嘯
綺
楹
前

　
　

堯
帝
成
茨
罷　

殷
陽
祭
雨
旋　

方
期
大
君
錫　

不
懼
小
巫
捐

荷（
百
59
）

　
　

魚
戯
排
緗
葉

風
ふ
か
で
な
み
よ
る
池
の
荷
か
な
う
き
葉
が
し
た
に
う
を
さ
わ
ぐ
ら
し
（
五
九
）

（
百
60
）

　
　

亀
浮
見
緑
池

荷
葉
の
み
ど
り
の
池
に
す
む
亀
の
か
げ
に
ち
と
せ
は
あ
ら
は
れ
に
け
り
（
六
〇
）
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〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
芳
草
部
・
荷
・
〇
三
〇

　
　

新
溜
満
澄
陂　

円
荷
影
若
規　

風
来
香
気
遠　

日
落
蓋
陰
移

　
　

魚
戯
排
緗
葉　

亀
浮
見
緑
池　

魏
朝
難
接
影　

楚
服
且
同
枝

　
嘉
樹
部

松（
百
61
）

　
　

鶴
棲
君
子
樹

や
ど
し
む
る
鶴
の
八
千
よ
の
老
木
ま
で
い
か
に
く
ち
せ
ぬ
松
の
ち
ぎ
り
ぞ
（
六
一
）

（
百
62
）

　
　

風
掃
大
夫
枝

ふ
ら
ぬ
日
は
お
な
じ
み
ど
り
の
松
が
枝
に
雨
の
め
ぐ
み
の
春
の
一
し
ほ
（
六
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
嘉
樹
部
・
松
・
〇
三
一

　
　

鬱
鬱
高
山
表　

森
森
幽
㵎
垂　

鶴
棲
君
子
榭　

風
払
大
夫
枝

　
　

百
尺
条
陰
合　

千
年
蓋
影
披　

歲
寒
終
不
改　

勁
節
幸
君
知

桂（
百
63
）

　
　

花
満
自
然
秋

風
か
を
る
春
の
に
ほ
ひ
を
み
つ
る
か
な
か
つ
ら
の
里
の
秋
の
木
ず
ゑ
に
（
六
三
）

（
百
64
）

　
　

仙
人
葉
作
船

か
つ
ら
河
木
葉
の
船
に
さ
を
さ
し
て
浪
を
わ
た
る
は
山
お
ろ
し
の
か
ぜ
（
六
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
嘉
樹
部
・
桂
・
〇
三
二

　
　

未
殖
銀
宮
裏　

寧
移
玉
殿
幽　

枝
生
無
限
月　

光
満
自
然
秋

　
　

俠
客
条
為
馬　

仙
人
葉
作
舟　

願
君
期
道
術　

攀
折
可
淹
留

槐（
百
65
）

　
　

暮
律
移
寒
火

う
づ
み
火
と
な
り
て
霜
こ
そ
き
え
や
ら
ね
雪
に
こ
り
つ
む
し
づ
の
つ
ま
木
は
（
六
五
）

（
百
66
）

　
　

鴻
儒
訪
道
来

花
に
き
ほ
ひ
も
み
ぢ
あ
ら
そ
ふ
友
な
れ
や
こ
の
し
た
陰
の
み
ち
も
な
き
ま
で
（
六
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
嘉
樹
部
・
槐
・
〇
三
三

　
　

暮
律
移
寒
火　

春
宮
長
旧
栽　

葉
生
馳
道
側　

花
落
鳳
廷
隈

　
　

烈
士
懐
忠
至　

鴻
儒
訪
道
来　

何
当
赤
墀
下　

疎
幹
擬
三
台

柳（
百
67
）

　
　

楼
際

如
雲

い
と
は
ま
し
月
に
の
ぼ
り
し
秋
な
ら
ば
み
ど
り
に
く
も
る
の
き
の
柳
を
（
六
七
）

（
百
68
）

　
　

夜
星
浮
竜
影

誰
か
み
る
天
川
原
の
た
ま
柳
雲
に
浪
よ
る
春
の
ひ
か
り
を
（
六
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
嘉
樹
部
・
柳
・
〇
三
四

　
　

楊
柳
正
氤
氳　

含
煙
総
翠
氛　

檐
前
花
似
雪　

楼
際
葉
如
雲

　
　

星
夜
浮
竜
影　

春
池
写
鳳
文　

短
簫
何
以
奏　

攀
折
為
思
君

桐（
百
69
）

　
　

孤
秀
嶧
陽
峰

お
く
山
の
た
か
ね
の
桐
に
の
こ
る
な
り
身
に
し
む
秋
の
風
の
し
ら
べ
は
（
六
九
）

（
百
70
）

　
　

秋
葉
弄
珪
陰

露
の
そ
め
風
の
み
が
き
し
も
み
ち
ば
は
そ
よ
ぐ
も
玉
の
ひ
び
き
な
り
け
り
（
七
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
嘉
樹
部
・
桐
・
〇
三
五

　
　

孤
秀
嶧
陽
岑　

亭
亭
出
衆
林　

春
花
雑
鳳
影　

秋
葉
弄
珪
陰

　
　

忽
被
夜
風
激　

遂
逢
霜
露
侵　

不
因
将
入
爨　

誰
為
作
鳴
琴

桃（
百
71
）

　
　

裛
露
似
啼
粧

朝
露
の
く
れ
な
ゐ
に
ほ
ふ
花
の
か
ほ
こ
ぼ
る
る
色
ぞ
な
み
だ
な
り
け
る

（
百
72
）
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仙
人
路
漸
長

水
上
や
浪
路
の
花
に
さ
を
さ
す
も
こ
か
げ
に
す
む
も
お
な
じ
旅
人

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
嘉
樹
部
・
桃
・
〇
三
六

　
　

独
有
成
徯
処　

紅
桃
発
井
傍　

含
風
如
笑
臉　

挹
露
似
啼
粧

　
　

隠
士
顔
応
改　

仙
人
路
漸
長　

還
欣
上
林
苑　

千
歳
奉
君
王

李（
百
73
）

　
　

花
明
玉
井
春

春
風
に
な
み
よ
る
花
の
し
づ
く
ま
で
む
す
ぶ
手
に
ほ
ふ
玉
の
井
の
水

（
百
74
）

　
　

特
用
表
真
人

さ
き
そ
む
る
花
の
木
末
は
や
そ
ぢ
ま
で
か
す
み
に
こ
も
る
お
い
木
な
り
け
り

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
嘉
樹
部
・
李
・
〇
三
七

　
　

潘
岳
間
居
暇　

王
戎
戯
陌
晨　

蝶
来
芳
径
馥　

鶯
囀
合
枝
新

　
　

葉
暗
青
房
晚　

花
明
玉
井
春　

方
知
有
霊
幹　

特
用
表
真
人

梨（
百
75
）

　
　

秋
来
葉
早
紅

伊
せ
島
や
い
く
し
ほ
風
の
そ
め
つ
ら
ん
か
ら
く
れ
な
ゐ
の
お
ふ
の
浦
な
し
（
七
五
）

（
百
76
）

　
　

還
冀
識
張
公

移
し
う
ゑ
し
た
だ
ひ
と
も
と
は
夏
山
に
た
ぐ
ひ
も
な
し
の
木
末
な
り
け
り
（
七
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
嘉
樹
部
・
梨
・
〇
三
八

　
　

擅
美
玄
光
側　

伝
芳
瀚
海
中　

鳳
文
疎
蜀
郡　

花
影
麗
新
豊

　
　

春
暮
条
応
紫　

秋
来
葉
早
紅　

若
今
逢
漢
主　

還
冀
識
張
公

梅（
百
77
）

　
　

院
樹
斂
寒
光　

梅
花
独
早
芳

雪
き
え
て
め
ぐ
む
柳
も
あ
る
も
の
を
ま
だ
ふ
る
年
の
梅
の
は
つ
花
（
七
七
）

（
百
78
）

　
　

若
能
長
止
渇

旅
の
そ
ら
思
ひ
の
外
に
な
ぐ
さ
み
ぬ
す
ゑ
を
梅
津
の
さ
き
に
き
く
よ
り
（
七
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
嘉
樹
部
・
梅
・
〇
三
九

　
　

院
樹
斂
寒
光　

梅
花
独
早
芳　

雪
含
朝
瞑
色　

風
引
去
来
香

　
　

舞
袖
廻
春
径　

歌
塵
起
画
梁　

若
能
長
止
渇　

何
暇
泛
瓊
漿

橘（
百
79
）

　
　

千
株
布
葉
繁

千
も
と
ま
で
お
も
ひ
お
き
け
る
立
花
の
に
ほ
ひ
は
家
の
風
に
の
こ
れ
り
（
七
九
）

（
百
80
）

　
　

玉
蘤
含
霜
動

吹
く
風
に
な
み
よ
る
霜
や
た
ち
ば
な
の
花
ち
る
里
の
庭
の
お
も
か
げ
（
八
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
嘉
樹
部
・
橘
・
〇
四
〇

　
　

万
里
盤
根
植　

千
株
布
葉
繁　

既
栄
潘
子
賦　

方
暁
陸
生
言

　
　

玉
蘤
含
霜
動　

金
衣
逐
吹
翻　

願
随
潮
水
曲　

長
茂
上
林
園

霊
禽
部

鳳（
百
81
）

　
　

有
鳥
自
丹
穴　

其
名
曰
鳳
凰

山
風
の
ね
ぐ
ら
の
枝
も
な
ら
さ
ぬ
を
の
ど
け
き
よ
と
や
鳥
は
い
づ
ら
ん
（
八
一
）

（
百
82
）

　
　

九
包
応
霊
瑞

ふ
か
き
山
の
き
り
の
木
末
に
す
む
鳥
の
心
の
は
な
は
ひ
と
つ
色
か
は
（
八
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
霊
禽
部
・
鳳
・
〇
四
一

　
　

有
鳥
自
丹
穴　

其
名
曰
鳳
凰　

九

応
霊
瑞　

五
色
成
文
章

　
　

屢
向
秦
楼
側　

頻
過
洛
水
傍　

鳴
岐
今
已
見　

阿
閣
佇
来
翔

鶴（
百
83
）
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翺
翔
一
万
里

野
原
ゆ
く
つ
ば
め
も
空
に
か
よ
ひ
な
ん
雲
ゐ
の
鶴
の
友
と
な
り
な
ば
（
八
三
）

（
百
84
）

　
　

来
去
幾
千
年

三
千
代
へ
て
あ
れ
に
し
里
に
鳴
く
鶴
の
声
は
む
か
し
の
あ
る
じ
な
り
け
り
（
八
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
霊
禽
部
・
鶴
・
〇
四
二

　
　

黄
鶴
遠
聯
翩　

従
鸞
下
紫
煙　

翺
翔
一
万
里　

来
去
幾
千
年

　
　

已
憩
青
田
側　

来
遊
紫
禁
前　

莫
言
空
警
露　

猶
冀
一
聞
天

烏（
百
85
）

　
　

日
路
朝
飛
急

い
ま
ぞ
し
る
山
の
端
い
づ
る
や
た
が
ら
す
か
げ
は
朝
日
と
ひ
と
つ
な
り
け
り
（
八
五
）

（
百
86
）

　
　

白
首
何
年
改

故
郷
を
へ
だ
て
は
て
て
や
山
が
ら
す
し
ろ
き
に
か
へ
る
色
な
か
り
せ
ば
（
八
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
霊
禽
部
・
烏
・
〇
四
三

　
　

日
路
朝
飛
急　

霜
台
夕
影
寒　

聯
翩
依
月
樹　

迢
逓
繞
風
竿

　
　

白
首
何
年
改　

清
琴
此
夜
弾　

霊
台
如
可
託　

千
里
向
長
安

鵲（
百
87
）

　
　

危
巣
畏
風
急

か
さ
さ
ぎ
の
す
を
ぞ
よ
の
ま
に
し
む
る
な
る
あ
け
ば
木
ず
ゑ
に
風
や
ふ
く
べ
き
（
八
七
）

（
百
88
）

　
　

愁
随
織
女
帰

か
さ
さ
ぎ
の
わ
た
す
ほ
ど
な
く
明
け
わ
た
る
夜
は
の
つ
ば
さ
や
夢
の
う
き
橋
（
八
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
霊
禽
部
・
鵲
・
〇
四
四

　
　

不
分

山
抵　

甘
従
石
印
飛　

危
巣
畏
風
急　

遠
樹
覚
星
稀

　
　

遠
逐
行
人
至　

愁
随
織
女
帰　

儻
遊
明
鏡
裏　

朝
夕
奉
光
暉

雁

（
百
89
）

　
　

春
輝
満
朔
方　

帰
雁
発
衡
陽

ふ
る
さ
と
の
春
し
り
が
ほ
に
か
へ
る
雁
都
の
北
や
ま
づ
か
す
む
ら
む
（
八
九
）

（
百
90
）

　
　

寄
語
能
鳴
伴

杣
山
や
き
の
ふ
の
暮
に
ひ
き
か
へ
て
け
ふ
を
た
の
む
の
か
り
も
よ
し
な
し
（
九
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
霊
禽
部
・
雁
・
〇
四
五

　
　

春
暉
満
朔
方　

帰
雁
発
衡
陽　

望
月
驚
弦
影　

排
雲
結
陣
行

　
　

往
還
倦
南
北　

朝
夕
苦
風
霜　

寄
語
能
鳴
伴　

相
随
入
帝
郷

鳧（
百
91
）

　
　

颯
沓
睢
陽
渓

む
れ
て
す
む
を
し
の
か
も
ど
り
こ
と
と
は
ん
な
れ
ま
つ
池
と
た
れ
か
を
し
へ
し
（
九
一
）

（
百
92
）

　
　

王
喬
曳
舃
来

久
堅
の
雲
を
あ
ゆ
み
し
あ
と
は
た
だ
ふ
た
つ
の
か
も
の
つ
ば
さ
な
り
け
り
（
九
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
霊
禽
部
・
鳧
・
〇
四
六

　
　

颯
沓
睢
陽
涘　

浮
遊
漢
渚
隈　

銭
飛
出
井
見　

鶴
引
入
琴
哀

　
　

李
陵
賦
詩
罷　

王
喬
曳

来　

何
当
帰
太
液　

翔
集
動
成
雷

鶯（
百
93
）

　
　

声
分
折
柳
吹

う
ぐ
ひ
す
の
こ
ほ
る
涙
は
青
柳
の
い
と
の
を
よ
り
ぞ
う
ち
と
け
て
な
く
（
九
三
）

（
百
94
）

　
　

遷
喬
若
可
冀　

幽
谷
響
還
通

鶯
の
た
か
き
に
う
つ
る
声
す
な
り
谷
の
木
ず
ゑ
の
雲
の
そ
こ
よ
り
（
九
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
霊
禽
部
・
鶯
・
〇
四
七

　
　

芳
樹
雑
花
紅　

群
鶯
乱
暁
空　

吟
分
折
柳
吹　

韻
叶
落
梅
風

　
　

写
囀
清
歌
裏　

含
啼
妙
管
中　

遷
喬
苦
可
冀　

幽
谷
響
還
通
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雉（
百
95
）

　
　

白
雉
振
朝
声　

飛
来
表
天
平

ゆ
き
の
色
の
き
ぎ
す
あ
さ
た
つ
春
の
の
に
の
ど
け
き
み
よ
の
あ
と
は
ふ
り
に
き
（
九
五
）

（
百
96
）

　
　

楚
郊
疑
鳳
出

つ
ひ
に
か
く
は
ぐ
く
む
御
代
に
あ
ひ
に
け
り
鳥
の
な
た
て
の
ね
に
し
づ
み
し
を
（
九
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
霊
禽
部
・
雉
・
〇
四
九

　
　

白
雉
振
朝
声　

飛
来
表
太
平　

楚
郊
疑
鳳
出　

陳
宝
若
鶏
鳴

　
　

童
子
懐
仁
至　

中
郎
作
賦
成　

幸
君
看
飲
啄　

耿
介
独
含
情

燕（
百
97
）

　
　

差
池
沐
時
雨

天
つ
風
雲
と
と
も
に
や
か
へ
す
ら
ん
も
と
の
い
は
ね
に
つ
ば
め
き
に
け
り
（
九
七
）

（
百
98
）

　
　

相
賀
雕
楹
側

我
だ
に
も
け
ふ
こ
そ
き
つ
れ
真
木
の
屋
の
軒
の
つ
ば
め
の
す
み
な
れ
に
け
る
（
九
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
霊
禽
部
・
燕
・
〇
五
〇

　
　

天
女
伺
辰
至　

玄
衣
澹
碧
空　

羌
池
沐
時
雨　

颻
颺
舞
春
風

　
　

相
賀
雕
楹
側　

双
飛
翠
幕󠄁
中　

莫
驚
留
不
去　

猶
冀
識
呉
宮

雀（
百
99
）

　
　

入
幕
応
王
祥

雀
い
る
は
は
そ
の
は
ら
は
あ
き
ふ
か
き
こ
ず
ゑ
ぞ
さ
そ
ふ
し
る
べ
な
り
け
る
（
九
九
）

（
百
100
）

　
　

朝
遊
漣
水
傍

み
ち
人
の
お
ち
ぼ
に
い
そ
ぐ
む
ら
す
ず
め
と
も
よ
ぶ
声
を
ひ
と
り
し
る
か
な
（
一
〇
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
霊
禽
部
・
雀
・
〇
四
八

　
　

大
廈
将
成
日　

嘉
賓
集
杏
梁　

銜
書
表
周
瑞　

入
幕
応
王
祥

　
　

暮
宿
空
城
裏　

朝
遊
漣
水
傍　

願
斉
鴻
鵠
志　

希
逐
鳳
凰
翔

祥
獣
部

竜（
百
101
）

　
　

銜
燭
耀
幽
都

あ
き
を
や
く
も
み
ぢ
の
色
の
灯
に
こ
の
し
た
や
み
も
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
（
一
〇
一
）

（
百
102
）

　
　

含
章
擬
鳳
雛

ひ
な
ど
り
の
行
末
と
ほ
く
み
え
し
か
な
竜
田
の
お
く
の
雲
ゐ
は
る
か
に
（
一
〇
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
祥
獣
部
・
竜
・
〇
五
一

　
　

銜
燭
耀
幽
都　

含
章
擬
鳳
雛　

西
秦
飲
渭
水　

東
落
薦
河
図

　
　

帯
火
移
星
陸　

騰
雲
出
鼎
湖　

希
逢
聖
人
歩　

庭
闕
奉
晨
趨

麟（
百
103
）

　
　

成
角
喩
英
才

ま
こ
も
草
な
べ
て
し
げ
れ
る
こ
と
の
葉
も
つ
の
ぐ
む
い
ろ
に
し
か
ん
も
の
か
は
（
一
〇
三
）

（
百
104
）

　
　

画
像
臨
仙
閣

あ
ら
か
り
し
浪
を
し
づ
め
し
か
ら
人
の
か
げ
を
え
し
ま
の
月
に
見
る
か
な
（
一
〇
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
祥
獣
部
・
麟
・
〇
五
二

　
　

漢
畤
応
祥
開　

魯
郊
西
狩
廻　

寄
音
中
鐘
呂　

成
角
喩
英
才

　
　

画
象
臨
仙
閣　

蔵
書
入
帝
台　

莫
驚
今
吐
哺　

為
睹
鳳
凰
来

象（
百
105
）

　
　

万
推
方
演
夢

草
枕
た
び
ね
の
夢
を
み
よ
し
野
の
き
さ
山
風
の
お
ど
ろ
か
し
け
る
（
一
〇
五
）

（
百
106
）

　
　

恵
子
正
焚
書

わ
か
草
の
つ
ま
も
煙
と
の
ぼ
り
に
し
野
べ
を
か
さ
ね
て
い
か
が
や
く
べ
き
（
一
〇
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
祥
獣
部
・
象
・
〇
五
三

　
　

鬱
林
開
郡
畢　

睢
陽
作
貢
初　

万
推
方
演
夢　

恵
子
正
焚
書
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執
燧
奔
呉
域　

量
舟
入
魏
墟　

六
牙
行
致
遠　

千
葉
奉
高
居

馬（
百
107
）

　
　

天
馬
来
従
東

吾
妻
路
の
関
の
千
里
を
こ
え
ず
し
て
都
に
こ
ま
の
な
を
と
ど
め
け
る
（
一
〇
七
）

（
百
108
）

　
　

蒼
竜
遥
逐
日　

紫
燕
迥
追
風

つ
ば
め
と
ぶ
か
す
み
の
そ
こ
と
み
る
程
に
い
ば
ゆ
る
声
は
の
べ
の
春
ご
ま
（
一
〇
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
祥
獣
部
・
馬
・
〇
五
四

　
　

天
馬
来
従
東　

嘶
驚
御
史
　

蒼
竜
遥
逐
日　

紫
燕
迥
追
風

　
　

明
月
承
鞍
上　

浮
雲
落
蓋
中　

得
随
穆
天
子　

何
暇
唐
成
公

牛（
百
109
）

　
　

商
歌
初
入
相

あ
は
れ
し
る
御
代
に
あ
は
ず
は
身
の
ほ
ど
を
う
し
と
い
ひ
て
も
か
ひ
な
か
ら
ま
し
（
一
〇
九
）

（
百
110
）

　
　

不
降
五
丁
士　

如
何
九
折
通

く
ら
か
り
し
山
路
は
は
れ
ぬ
彦
星
の
う
は
の
空
な
る
か
げ
に
は
か
り
て
（
一
一
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
祥
獣
部
・
牛
・
〇
五
五

　
　

商
歌
初
入
相　

燕
陣
早
横
功　

欲
向
桃
林
下　

先
過
梓
樹
中

　
　

在
呉
頻
喘
月　

奔
楚
屢
驚
風　

不
降
五
丁
士　

如
何
九
折
通

豹（
百
111
）

　

（
委
質
超
羊
鞹
）

山
下
風
に
お
つ
る
こ
の
葉
の
ふ
る
か
は
は
か
は
る
淵
瀬
も
い
か
が
し
ら
波
（
一
一
一
）

（
百
112
）

　
　

若
今
逢
霧
雨　

長
隠
商
山
幽

山
ふ
か
み
霧
に
か
く
れ
し
け
だ
物
の
あ
と
ふ
む
べ
く
も
な
き
身
な
り
け
り
（
一
一
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
祥
獣
部
・
豹
・
〇
五
六

　
　

車
法
肇
隆
周　

鼯
文
闡
大
猷　

還
将
君
子
変　

来
蘊
太
公
謀

　
　

委
質
超
羊
鞹　

飛
名
列
虎
侯　

若
今
逢
霧
露　

長
隠
南
山
幽

熊（
百
113
）

　
　

乗
春
別
館
前

梓
弓
は
る
の
か
す
み
に
い
る
さ
や
ま
め
づ
ら
し
か
り
し
た
め
し
に
ぞ
ひ
く
（
一
一
三
）

（
百
114
）

　
　

猶
冀
飲
清
泉

こ
ぎ
わ
た
す
瀬
瀬
を
も
な
に
か
あ
や
ぶ
ま
ん
ひ
の
く
ま
川
の
浪
の
し
る
べ
に
（
一
一
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
祥
獣
部
・
熊
・
〇
五
七

　
　

導
洛
宜
陽
右　

乗
春
別
館
前　

昭
儀
匡
漢
日　

太
傅
翊
周
年

　
　

列
射
三
侯
満　

興
師
七
歩
旋　

莫
言
舒
紫
褥　

猶
冀
飲
清
泉

鹿（
百
115
）

　
　

奈
花
開
旧
苑

き
え
か
へ
り
を
し
み
し
と
も
も
哀
な
り
子
を
思
ふ
し
か
の
露
の
命
を
（
一
一
五
）

（
百
116
）

　
　

方
懐
大
夫
志　

抗
手
別
心
期

さ
を
し
か
の
は
な
れ
ぬ
と
も
も
あ
る
も
の
を
わ
が
思
ふ
な
か
の
か
か
ら
ま
し
か
ば
（
一
一
六
）

（
百
異
1
）

　

（
先
生
折
角
時
）

雲
井
よ
り
ふ
き
く
る
か
ぜ
に
こ
は
ぎ
は
ら
を
れ
ふ
す
し
か
の
こ
ゑ
き
こ
ゆ
な
り

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
祥
獣
部
・
鹿
・
〇
五
八

　
　

涿
野
開
中
冀　

秦
原
闢
帝
圻　

奈
花
開
旧
苑　

葉
吐
前
詩

　
　

道
士
乗
仙
日　

〰
〰
〰
〰
〰

先
生
折
角
時　

方
懐
丈
夫
志　

抗
手
別
心
期

羊（
百
117
）

　
　

跪
飲
懲
澆
俗

は
か
な
し
と
見
ゆ
る
羊
の
あ
ゆ
み
に
も
な
ほ
こ
の
み
ち
の
浅
か
ら
ぬ
か
な
（
一
一
七
）

（
百
118
）
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仙
人
擁
石
去

つ
つ
じ
さ
く
色
に
お
ど
ろ
く
心
に
て
ね
ざ
す
い
は
ほ
ぞ
身
を
な
し
て
け
る
（
一
一
八
）

（
百
異
2
）

　
　

仙
人
擁
石
去

ひ
つ
じ
と
も
石
と
も
い
ひ
し
こ
ゑ
ご
と
に
い
く
た
び
か
は
る
す
が
た
な
り
け
む

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
祥
獣
部
・
羊
・
〇
五
九

　
　

跪
飲
懲
澆
俗　

行
駆
夢
逸
材　

仙
人
擁
石
去　

童
子
馭
車
来

　
　

夜
玉
含
星
動　

晨
毛
映
雪
開　

莫
言
鴻
漸
力　

長
牧
上
林
隈

（
百
119
）

　
　

目
随
槐
葉
長

し
げ
り
ゆ
か
ん
み
ど
り
の
空
ぞ
し
ら
れ
け
る
い
つ
か
を
そ
む
る
こ
の
め
は
る
さ
め
（
一
一
九
）

（
百
120
）

　
　

漢
月
澄
秋
色

吹
く
風
に
雲
の
け
ご
ろ
も
は
る
る
夜
や
月
の
う
さ
ぎ
も
秋
を
し
る
ら
ん
（
一
二
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
祥
獣
部
・
兔
・
〇
六
〇

　
　

上
蔡
鷹
初
撃　

平
岡
兔
不
稀　

目
随
槐
葉
長　

形
逐
桂
条
飛

　
　

漢
月
澄
秋
色　

梁
園
映
雪
暉　

唯
当
感
純
孝　

郛
郭
引
兵
威

居
処
部

城（
百
121
）

　
　

独
下
仙
人
鳳

め
づ
ら
し
き
花
の
都
を
人
と
は
ば
こ
ず
ゑ
の
と
り
の
な
を
や
ち
ら
さ
ん
（
一
二
一
）

（
百
122
）

　
　

白
日
麗
城
隅

契
あ
れ
ば
あ
く
る
日
影
に
あ
ひ
に
け
り
み
ち
よ
し
づ
み
し
こ
け
の
し
た
よ
り
（
一
二
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
居
処
部
・
城
・
〇
六
一

　
　

四
塞
称
天
府　

三
河
建
洛
都　

飛
雲
満
城
闕　

白
日
麗
牆
隅

　
　

独
下
仙
人
鳳　

群
驚
御
史
烏　

何
辞
一
万
里　

辺
檄
拒
匈
奴

門（
百
123
）

　
　

煌
煌
紫
禁
隈

な
が
き
よ
の
お
い
せ
ぬ
門
の
空
よ
り
や
わ
か
む
ら
さ
き
の
光
さ
す
ら
む
（
一
二
三
）

（
百
124
）

　
　

疎
広
遺
栄
去

い
ま
は
と
て
よ
を
あ
や
ぶ
み
し
初
こ
そ
家
路
に
か
へ
る
か
ど
で
な
り
け
り
（
一
二
四
）

（
百
異
3
）

　

（
疎
広
遺
栄
去
）

ふ
る
さ
と
に
か
へ
る
な
ご
り
も
せ
き
わ
び
ぬ
み
や
こ
の
か
ど
の
あ
け
ぼ
の
の
そ
ら

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
居
処
部
・
門
・
〇
六
二

　
　

赫
赫
彤
闈
敞　

煌
煌
紫
禁
隈　

阿
房
万
戸
列　

閶
闔
九
重
開

　
　

疏
広
遺
栄
去　

于
公
待
詔
来　

誰
知
金
馬
路　

方
朔
有
奇
才

市（
百
125
）

　
　

漸
離
初
撃
筑

つ
ば
い
ち
の
や
そ
の
ち
ま
た
に
袖
ぬ
れ
し
あ
き
の
し
ぐ
れ
の
竹
を
う
つ
お
と
（
一
二
五
）

（
百
126
）

　
　

誰
肯
掛
秦
金

春
秋
の
あ
は
れ
を
い
か
が
人
ご
と
に
い
は
れ
の
市
の
い
に
し
へ
の
跡
（
一
二
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
居
処
部
・
市
・
〇
六
三

　
　

闤
闠
開
三
市　

旗
亭
起
百
尋　

漸
離
初
撃
筑　

司
馬
正
弾
琴

　
　

細
柳
竜
鱗
照　

長
槐
兔
目
陰　

徒
知
観
衛
玉　

誰
肯
掛
秦
金

井（
百
127
）

　
　

蜀
都
宵
映
火

つ
つ
ゐ
つ
の
井
筒
の
底
に
夏
の
夜
は
も
ゆ
る
ほ
た
る
の
光
を
ぞ
く
む
（
一
二
七
）

（
百
128
）

　
　

杞
国
旦
生
雲

う
す
雲
の
五
重
の
色
や
う
つ
る
ら
ん
底
さ
へ
は
れ
ぬ
山
の
井
の
水
（
一
二
八
）



― 71 ―

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
居
処
部
・
井
・
〇
六
四

　
　

玉
甃
談
仙
客　

銅
台
賞
魏
君　

蜀
都
宵
映
火　

𣏌
国
旦
生
雲

　
　

向
日
蓮
花
浄　

含
風
李
樹
薫　

已
開
千
里
国　

還
協
五
星
文

宅（
百
129
）

　
　

寂
寂
蓬
蒿
径

草
の
い
ほ
は
蓬
に
の
こ
る
庭
の
跡
の
心
ぼ
そ
く
て
す
む
と
し
ら
ず
や
（
一
二
九
）

（
百
130
）

　
　

喧
喧
湫
隘
廬

年
を
へ
て
住
み
な
れ
ぬ
れ
ば
里
と
よ
む
市
の
と
な
り
も
の
ど
け
か
り
け
り
（
一
三
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
居
処
部
・
宅
・
〇
六
五

　
　

寂
寂
蓬
蒿
径　

喧
喧
湫
隘
廬　

屢
逢
長
者
轍　

時
引
故
人
車

　
　

孟
母
卜
隣
罷　

将
軍
辞
第
初　

誰
憐
草
玄
処　

独
対
一
牀
書

池（
百
131
）

　
　

鏡
潭
明
月
輝

明
け
ぬ
る
か
ふ
た
み
の
池
の
浪
の
上
に
月
の
鏡
の
影
を
の
こ
し
て
（
一
三
一
）

（
百
132
）

　
　

欲
識
江
湖
心　

秋
来
賦
潘
省

さ
り
と
も
と
た
の
む
の
池
も
う
づ
も
れ
て
み
く
さ
が
し
た
に
す
み
ぞ
あ
ひ
ぬ
る
（
一
三
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
居
処
部
・
池
・
〇
六
六

　
　

日
落
天
泉
暮　

煙
虚
習
池
静　

鏡
潭
明
月
輝　

錦
磧
流
霞
景

　
　

花
揺
仙
鳳
色　

雲
浮
濯
竜
影　

欲
識
江
湖
心　

秋
来
賦
潘
省

楼（
百
133
）

　
　

百
尺
重
城
際　

千
尋
大
道
隅

道
の
べ
の
霞
に
す
け
る
た
か
き
屋
は
そ
ら
と
庭
と
の
な
か
ば
な
り
け
り
（
一
三
三
）

（
百
134
）

　
　

銷
憂
乗
暇
日　

誰
識
仲
宣
才

な
つ
の
日
は
み
ど
り
の
ま
ど
を
吹
く
風
に
身
の
う
き
雲
ぞ
し
ば
し
は
れ
ぬ
る
（
一
三
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
居
処
部
・
楼
・
〇
六
七

　
　

百
尺
重
城
際　

千
尋
大
道
隈　

落
星
臨
画
閣　

井
幹
起
高
台

　
　

舞
随
緑
珠
去　

簫
将
弄
玉
来　

銷
憂
乗
暇
日　

誰
識
仲
宣
才

橋（
百
135
）

　
　

形
似
雁
初
飛

行
く
か
り
の
雲
の
か
け
は
し
見
渡
せ
ば
お
く
る
る
つ
ら
ぞ
と
だ
え
な
り
け
る
（
一
三
五
）

（
百
136
）

　
　

即
今
滄
海
晏　

無
復
白
雲
威

四
方
の
海
道
も
な
か
り
し
い
に
し
へ
や
思
ひ
よ
り
け
る
浪
の
い
は
ば
し
（
一
三
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
居
処
部
・
橋
・
〇
六
八

　
　

烏
鵲
塡
応
満　

黄
公
去
不
帰　

色
疑
虹
始
見　

形
似
雁
初
飛

　
　

巧
作
七
星
影　

能
図
半
月
輝　

即
今
滄
海
晏　

無
復
白
雲
威

船（
百
137
）

　
　

画
鷁
浪
前
開

あ
か
し
が
た
島
が
く
れ
ゆ
く
水
鳥
や
あ
さ
こ
ぐ
舟
の
跡
の
お
も
か
げ
（
一
三
七
）

（
百
138
）

　
　

羽
客
乗
霞
至

ほ
の
ぼ
の
と
春
の
浪
路
に
た
な
び
く
や
か
す
み
の
船
の
つ
な
で
な
る
ら
ん
（
一
三
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
居
処
部
・
舟
・
〇
六
九

　
　

征
棹
三
江
暮　

連
檣
万
里
廻　

相
烏
風
処
転　

画
鷁
浪
前
開

　
　

羽
客
乗
霞
至　

仙
人
弄
月
来　

方
今
同
傅
説　

飛
楫
巨
川
隈

車（
百
139
）

　
　

丹
鳳
棲
金
轄

た
れ
し
か
も
う
つ
し
と
め
け
ん
を
車
の
と
こ
め
づ
ら
な
る
鳥
の
ね
ぐ
ら
を
（
一
三
九
）

（
百
140
）

　
　

光
乗
奉
王
言

世
を
照
す
人
を
ば
露
も
し
ら
玉
や
み
が
く
は
く
ら
き
心
な
り
け
り
（
一
四
〇
）
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〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
居
処
部
・
車
・
〇
七
〇

　
　

天
子
馭
金
根　

蒲
輪
闢
四
門　

五
神
趨
雪
路　

双
轍
似
雷
奔

　
　

丹
鳳
棲
金
轄　

飛
熊
載
宝
軒　

無
階
忝
虚
左　

先
乗
奉
王
言

床（
百
141
）

　
　

伝
聞
有
象
牀　

疇
昔
薦
君
王

旅
人
の
う
き
ね
の
と
こ
に
な
り
に
け
り
き
さ
の
た
が
は
の
ゆ
ふ
な
み
の
う
へ
（
一
四
一
）

（
百
142
）

　
　

珊
瑚
七
宝
装                                         

か
を
る
香
に
光
を
さ
へ
ぞ
か
さ
ね
け
る
花
の
台
の
な
な
の
た
ま
ゆ
か
（
一
四
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
服
玩
部
・
牀
・
〇
七
一

　
　

伝
聞
有
象
牀　

疇
昔
薦
君
王　

瑇
瑁
千
金
起　

珊
瑚
七
宝
装

　
　

桂
筵
含
柏
馥　

蘭
籍
払
沈
香　

願
奉
羅
帷
夜　

長
承
秋
月
光

席（
百
143
）

　
　

避
坐
承
宣
父

苔
む
し
ろ
お
な
じ
岩
ね
を
へ
だ
て
て
ぞ
あ
を
ね
が
み
ね
の
み
な
を
と
ひ
け
る
（
一
四
三
）

（
百
144
）

　
　

蘭
気
襲
廻
風

ふ
ぢ
ば
か
ま
風
の
に
ほ
ひ
を
か
た
し
く
や
ま
が
き
に
ち
か
き
ね
や
の
さ
莚
（
一
四
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
服
玩
部
・
席
・
〇
七
二

　
　

避
坐
承
宣
父　

重
趨
揖
戴
公　

桂
香
浮
半
月　

蘭
気
襲
同
風

　
　

舞
払
丹
霞
上　

歌
清
白
雪
中　

佇
将
文
綺
色　

舒
巻
帝
王
宮

帷（
百
145
）

　
　

高
褰
大
守
車

と
ほ
か
り
し
心
の
月
は
を
ぐ
る
ま
や
き
り
を
か
か
げ
し
こ
と
の
ほ
か
ま
で
（
一
四
五
）

（
百
146
）

　
　

方
知
決
勝
策　

黄
石
遺
兵
書

玉
章
の
あ
と
を
か
た
み
に
残
し
て
も
人
の
心
に
ま
け
ん
も
の
か
は
（
一
四
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
服
玩
部
・
帷
・
〇
七
三

　
　

久
閉
先
生
戸　

高
褰
太
守
車　

羅
将
翡
翠
合　

錦
逐
鳳
凰
舒

　
　

明
月
弾
琴
夜　

清
風
入
幌
初　

方
知
決
勝
策　

黄
石
遺
兵
書

簾（
百
147
）

　
　

暁
風
清
竹
殿

竹
の
屋
の
み
ど
り
の
窓
を
ふ
く
風
の
あ
か
月
ち
か
く
夜
は
な
り
に
け
り
（
一
四
七
）

（
百
148
）

　
　

戸
外
水
精
流

玉
の
戸
に
た
ま
の
し
づ
く
を
か
け
な
が
す
ひ
か
り
は
み
づ
の
光
な
り
け
り
（
一
四
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
服
玩
部
・
簾
・
〇
七
四

　
　

暁
風
清
竹
殿　

初
日
映
秦
楼　

曖
曖
籠
珠
綱　

繊
繊
上
玉
鉤

　
　

窓
中
月
影
入　

戸
外
水
精
浮　

巧
作
盤
竜
勢　

長
従
飛
燕
遊

屛（
百
149
）

　
　

錦
中
雲
母
列

う
と
か
ら
ぬ
袖
を
し
も
こ
そ
へ
だ
て
け
れ
と
よ
の
み
そ
ぎ
の
を
み
の
も
ろ
人
（
一
四
九
）

（
百
150
）

　
　

山
水
含
春
動

花
の
色
も
浪
の
み
ど
り
の
春
の
色
も
か
き
な
が
し
て
ぞ
み
る
べ
か
り
け
る
（
一
五
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
服
玩
部
・
屛
・
〇
七
五

　
　

洞
徹
琉
璃
敞　

威
紆
屈
膝
廻　

錦
中
雲
母
列　

霞
上
織
成
開

　
　

山
水
含
春
動　

遊
仙
倒
景
来　

修
身
行
竭
節　

誰
弁
作
銘
才

被（
百
151
）

　
　

孔
懐
欣
共
寝

た
へ
て
い
か
が
よ
を
と
ほ
し
け
ん
旅
人
の
お
な
じ
衣
の
関
の
あ
ら
し
に
（
一
五
一
）

（
百
152
）

　
　

蘭
交
聚
北
堂

う
と
き
を
も
も
ら
さ
ざ
り
け
る
心
か
な
子
を
お
も
ふ
袖
の
ひ
ろ
き
あ
ま
り
に
（
一
五
二
）
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〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
服
玩
部
・
被
・
〇
七
六

　
　

桂
友
尋
東
閣　

蘭
交
聚
北
堂　

象
筵
分
錦
繡　

羅
薦
合
鴛
鴦

　
　

桃
李
同
歓
密　

塵
泥
別
恨
長　

孔
懐
欣
共
寝　

花
萼
幾
含
芳

鏡（
百
153
）

　
　

含
清
朗
魏
台

あ
き
ら
け
き
み
よ
の
鏡
の
今
も
あ
ら
ば
人
の
こ
こ
ろ
の
く
ま
は
見
て
ま
し
（
一
五
三
）

（
百
154
）

　
　

方
知
楽
彦
輔　

自
有
鑑
人
才

く
ら
き
よ
り
く
ら
き
に
ま
よ
ふ
道
ま
で
も
人
こ
そ
人
の
か
が
み
な
り
け
れ
（
一
五
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
服
玩
部
・
鏡
・
〇
七
七

　
　

明
鏡
払
塵
埃　

含
情
朗
魏
台　

月
中
烏
鵲
至　

花
裏
鳳
凰
来

　
　

玉
彩
疑
氷
徹　

金
輝
似
日
開　

方
知
楽
彦
輔　

自
有
鑑
人
才

扇（
百
155
）

　
　

花
軽
不
満
面

身
に
そ
ふ
る
花
の
あ
ふ
ぎ
の
風
も
な
ほ
な
つ
の
心
の
ち
ら
ば
こ
そ
あ
ら
め
（
一
五
五
）

（
百
156
）

　
　

逐
暑
含
風
転

な
つ
の
日
は
扇
の
か
ぜ
も
う
き
草
の
し
げ
み
が
す
ゑ
と
ひ
と
つ
に
や
ふ
く
（
一
五
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
服
玩
部
・
扇
・
〇
七
八

　
　

翟
羽
旧
伝
名　

蒲
葵
実
暁
清　

花
軽
不
隔
面　

羅
薄
障
誰
声

　
　

逐
暑
含
風
転　

臨
秋
帯
月
明　

還
取
同
心
契　

特
表
合
歓
情

燭（
百
157
）

　
　

浮
香
迎
綺
茵

藤
ば
か
ま
露
に
か
か
ぐ
る
と
も
し
火
の
ひ
か
り
ぞ
秋
の
に
ほ
ひ
な
り
け
る
（
一
五
七
）

（
百
158
）

　
　

若
逢
燕
相
国　

特
用
挙
賢
人

浅
か
ら
ぬ
こ
こ
ろ
の
そ
こ
の
と
も
し
火
に
か
か
げ
ぬ
ほ
ど
は
人
の
し
る
か
は
（
一
五
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
服
玩
部
・
燭
・
〇
七
九

　
　

兔
月
清
光
隠　

竜
盤
画
燭
新　

三
星
花
入
夜　

四
序
玉
調
辰

　
　

吐
翠
依
羅
幌　

浮
香
帀
綺
茵　

若
逢
燕
相
国　

特
用
挙
賢
人

酒（
百
159
）

　
　

臨
風
竹
葉
満　

湛
月
桂
香
浮

い
か
な
れ
ば
色
は
さ
め
た
る
竹
の
葉
の
し
づ
く
に
ゑ
は
ぬ
人
な
か
る
ら
ん
（
一
五
九
）

（
百
160
）

　
　

長
陪
河
朔
遊

杯
や
す
ず
し
さ
招
く
た
ま
ば
は
き
手
に
と
る
か
ら
に
ゆ
ら
く
秋
風
（
一
六
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
服
玩
部
・
酒
・
〇
八
〇

　
　

孔
坐
洽
良
儔　

陳
筵
幾
献
酬　

臨
風
竹
葉
満　

湛
月
桂
香
浮

　
　

毎
接
高
陽
宴　

屢
陪
河
朔
遊　

会
従
玄
石
飲　

高
臥
出
円
邱

経（
百
161
）

　
　

漢
室
鴻
儒
盛

な
み
た
て
る
い
つ
き
の
花
の
な
を
き
け
ば
ふ
か
き
こ
と
の
は
の
林
な
り
け
り
（
一
六
一
）

（
百
162
）

　
　

五
千
道
徳
闡

さ
ら
で
又
さ
と
り
を
ひ
ら
く
道
は
な
し
う
れ
し
か
り
け
る
法
の
門
か
な
（
一
六
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
文
物
部
・
経
・
〇
八
一

　
　

漢
室
鴻
儒
盛　

鄒
堂
大
義
明　

五
千
道
徳
闡　

三
百
礼
儀
成

　
　

青
紫
方
拾
芥　

黄
金
徒
満
籯　

誰
知
懐
逸
弁　

重
席
挫
群
英

史（
百
163
）

　
　

談
諧
方
亹
亹

み
か
の
原
今
朝
は
思
ひ
ぞ
い
づ
み
河
あ
ふ
せ
の
浪
の
か
へ
る
名
残
を
（
一
六
三
）

（
百
164
）

　
　

方
朔
初
匡
漢

東
方
み
ち
の
お
く
ま
で
ふ
み
見
れ
ば
よ
よ
の
む
か
し
の
跡
ぞ
き
え
せ
ぬ
（
一
六
四
）
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〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
文
物
部
・
史
・
〇
八
二

　
　

馬
記
天
官
設　

班
図
地
理
新　

談
玄
方
亹
亹　

文
質
乃
彬
彬

　
　

方
朔
初
還
漢　

荊
軻
昔
向
秦　

正
辞
堪
載
筆　

終
冀
作
良
臣

詩（
百
165
）

　
　

陳
王
七
歩
才

庭
の
面
を
七
あ
ゆ
み
せ
し
跡
ご
と
に
し
げ
る
む
く
さ
の
色
ぞ
ほ
ど
な
き
（
一
六
五
）

（
百
166
）

　
　

祖
徳
信
悠
哉

な
き
あ
と
を
と
ほ
ざ
か
り
ぬ
と
歎
き
に
し
そ
の
よ
も
い
ま
は
む
か
し
な
り
け
り
（
一
六
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
文
物
部
・
詩
・
〇
八
三

　
　

都
尉
双
鳧
遠　

梁
王
駟
馬
来　

扇
中
紈
素
裂　

機
上
錦
文
廻

　
　

天
子
三
章
伝　

陳
王
七
歩
才　

緇
衣
行
擅
美　

祖
徳
信
悠
哉

賦（
百
167
）

　
　

布
義
孫
卿
子　

登
高
楚
屈
平

た
か
ね
よ
り
な
が
む
る
す
ゑ
に
の
こ
る
か
は
花
の
に
ほ
ひ
も
月
の
ひ
か
り
も
（
一
六
七
）

（
百
168
）

　
　

平
楽
正
飛
纓

さ
き
草
や
み
つ
ば
よ
つ
ば
の
深
き
色
は
人
の
こ
こ
ろ
の
そ
む
る
な
り
け
り
（
一
六
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
文
物
部
・
賦
・
〇
八
四

　
　

布
義
孫
卿
子　

登
高
楚
屈
平　

銅
台
初
下
筆　

平
楽
正
飛
纓

　
　

乍
有
凌
雲
気　

時
聞
擲
地
声　

造
端
恒
体
物　

無
復
大
夫
名

書（
百
169
）

　
　

垂
露
春
花
満

い
ろ
い
ろ
の
花
の
ひ
も
と
く
秋
の
野
の
に
ほ
ひ
に
す
が
る
露
の
玉
づ
さ
（
一
六
九
）

（
百
170
）

　
　

請
君
看
入
木　

一
寸
信
非
虚

も
じ
の
関
春
の
い
り
け
る
跡
見
れ
ば
き
え
ぬ
か
す
み
の
色
ぞ
残
れ
る
（
一
七
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
文
物
部
・
書
・
〇
八
五

　
　

削
簡
竜
文
見　

臨
池
鳥
跡
舒　

河
図
八
卦
出　

洛
字
九
疇
初

　
　

垂
露
春
花
満　

崩
雲
骨
気
余　

請
君
看
入
木　

一
寸
信
非
虚

檄（
百
171
）

　
　

張
儀
韞
璧
征

結
び
お
く
行
へ
を
だ
に
も
白
露
の
玉
ゆ
ら
ぎ
け
る
ぬ
れ
衣
か
な
（
一
七
一
）

（
百
172
）

　
　

頭
風
雖
覚
愈　

陳
草
未
知
名

真
葛
は
ら
う
ら
め
づ
ら
し
き
言
の
葉
に
こ
こ
ろ
の
や
み
の
風
は
は
れ
に
き
（
一
七
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
文
物
部
・
檄
・
〇
八
六

　
　

羽
檄
本
宣
明　

由
来
激
木
声　

聯
翩
通
漢
国　

迢
逓
入
燕
営

　
　

毛
義
奉
書
去　

張
儀
韜
璧
征　

頭
風
雖
覚
愈　

陳
草
未
知
名

紙（
百
173
）

　
　

妙
跡
蔡
侯
施

あ
ま
人
の
ひ
き
か
へ
て
け
る
い
ほ
の
あ
み
は
か
よ
ふ
ち
ど
り
の
あ
と
見
せ
ん
と
や
（
一
七
三
）

（
百
174
）

　
　

莫
驚
反
覆
字　

当
取
葛
洪
規

心
あ
て
に
た
れ
か
は
さ
て
も
み
く
ま
の
や
か
す
み
み
だ
る
る
う
ら
の
浜
ゆ
ふ
（
一
七
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
文
物
部
・
紙
・
〇
八
七

　
　

妙
跡
蔡
侯
施　

芳
名
古
伯
馳　

雲
飛
錦
綺
落　

花
発
縹
紅
披

　
　

舒
巻
随
幽
顕　

廉
方
合
軌
儀　

莫
驚
反
覆
手　

当
取
葛
洪
規

筆（
百
175
）

　
　

含
毫
山
水
隈

峰
の
木
ず
ゑ
谷
の
岩
瀬
の
流
ま
で
心
の
筆
を
そ
む
べ
か
り
け
り
（
一
七
五
）

（
百
176
）

　
　

錦
色
夢
中
開

た
の
め
し
も
思
ひ
か
へ
す
と
み
し
夢
も
お
な
じ
か
き
ね
の
み
づ
ぐ
き
の
あ
と
（
一
七
六
）
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〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
文
物
部
・
筆
・
〇
八
八

　
　

握
管
門
庭
側　

含
毫
山
水
隈　

霜
暉
簡
上
発　

錦
色
夢
中
開

　
　

鸚
鵡
摛
文
至　

麒
麟
絶
句
来　

何
当
遇
良
史　

左
右
振
奇
才

硯（
百
177
）

　
　

開
氷
小
学
前

山
水
の
石
間
の
つ
ら
ら
と
け
し
よ
り
き
し
の
わ
か
草
春
を
そ
む
な
り
（
一
七
七
）

（
百
178
）

　
　

君
苗
徒
見
熱

ふ
か
か
り
し
色
の
ゆ
か
り
に
ま
け
し
と
や
お
も
ひ
す
て
け
る
む
ら
さ
き
の
石
（
一
七
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
文
物
部
・
硯
・
〇
八
九

　
　

左
思
裁
賦
日　

王
充
作
論
年　

光
随
錦
文
散　

形
帯
石
巖
円

　
　

積
潤
修
毫
裏　

開
氷
小
学
前　

君
苗
徒
見
芸　

誰
識
士
衡
篇

墨（
百
179
）

　
　

上
党
結
松
心

た
れ
し
か
も
松
の
煙
の
ゆ
く
へ
ま
で
お
も
ひ
た
ち
け
る
す
み
よ
し
の
は
る
（
一
七
九
）

（
百
180
）

　
　

繞
画
蠅
初
落

す
み
だ
河
ち
り
け
る
な
み
を
見
る
月
の
さ
ば
へ
な
す
か
と
お
ど
ろ
か
れ
つ
つ
（
一
八
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
文
物
部
・
墨
・
〇
九
〇

　
　

長
安
分
石
炭　

上
党
作
松
心　

繞
画
蠅
初
落　

含
滋
綬
更
深

　
　

素
糸
光
易
染　

皁
畳
映
逾
沈　

別
有
張
芝
学　

書
池
幸
見
臨

武
物
部

剣（
百
181
）

　
　

鍔
上
蓮
花
動

つ
ば
な
ぬ
く
野
べ
の
た
よ
り
に
見
つ
る
か
な
池
の
は
ち
す
の
さ
き
そ
む
る
色
（
一
八
一
）

（
百
182
）

　
　

匣
中
霜
雪
明

明
が
た
に
夜
は
な
り
に
け
り
は
こ
ね
山
霜
と
雪
と
の
ひ
ま
し
ら
む
ま
で
（
一
八
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
武
器
部
・
剣
・
〇
九
一

　
　

我
有
昆
吾
剣　

求
趨
天
子
庭　

白
虹
時
切
玉　

紫
気
早
干
星

　
　

鍔
上
蓮
花
動　

匣
中
霜
雪
明　

倚
天
持
報
国　

画
地
取
雄
名

刀（
百
183
）

　
　

惟
良
佩
犢
旋

ひ
と
と
こ
ろ
苗
代
水
に
つ
な
が
れ
て
う
し
や
う
き
な
を
な
が
し
は
て
け
る
（
一
八
三
）

（
百
184
）

　
　

含
毫
彩
筆
前

思
ふ
事
深
き
い
は
ね
を
ふ
み
な
れ
て
筆
の
か
よ
ひ
ぢ
け
づ
り
な
さ
ば
や
（
一
八
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
武
器
部
・
刀
・
〇
九
二

　
　

列
辟
鳴
鑾
至　

惟
良
佩
犢
旋　

帯
環
疑
写
月　

引
鏡
似
含
泉

　
　

割
錦
紅
鮮
裏　

含
毫
彩
筆
前　

莫
驚
開
百
練　

輒
擬
定
三
辺

箭（
百
185
）

　
　

燕
城
忽
解
囲

夕
づ
く
ひ
入
野
の
す
す
き
ほ
の
め
か
す
露
こ
そ
人
の
な
み
だ
な
り
け
り
（
一
八
五
）

（
百
186
）

　
　

堯
沈
九
日
暉

浪
の
上
に
あ
や
な
く
お
つ
る
日
か
げ
か
な
う
は
の
空
に
も
い
る
や
と
思
へ
ば
（
一
八
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
武
器
部
・
箭
・
〇
九
四

　
　

漢
郊
初
飲
羽　

燕
城
忽
解
囲　

影
随
流
水
急　

光
帯
落
星
飛

　
　

夏
列
三
成
軌　

堯
沈
九
日
暉　

断
蛟
雲
夢
沢　

希
為
識
忘
帰

弓（
百
187
）

　
　

桃
文
称
避
悪　

桑
質
表
初
生

み
ど
り
子
の
あ
た
り
を
は
ら
ふ
た
め
し
に
は
く
は
の
弓
を
も
引
く
べ
か
り
け
り
（
一
八
七
）

（
百
188
）
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徒
切
烏
号
思　

攀
竜
遂
不
成

弓
は
り
の
月
を
し
た
ひ
し
も
ろ
人
の
こ
こ
ろ
の
や
み
に
し
づ
み
は
て
け
る
（
一
八
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
武
器
部
・
弓
・
〇
九
三

　
　

桃
文
称
避
悪　

桑
質
表
初
生　

婉
転
琱
鞬
際　

還
如
半
月
明

　
　

空
彎
落
雁
影　

虚
引
怯
猿
声　

徒
切
烏
号
思　

攀
竜
遂
不
成

弩（
百
189
）

　
　

玉
彩
輝
星
芒

梓
弓
雲
ゐ
遥
に
み
し
は
た
だ
た
な
び
く
星
の
光
な
り
け
り
（
一
八
九
）

（
百
190
）

　
　

玄
猿
坐
見
傷

親
を
思
ふ
あ
ま
た
の
道
を
尋
ぬ
と
も
ま
さ
る
た
め
し
は
ま
た
や
な
か
ら
ん
（
一
九
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
武
器
部
・
弩
・
〇
九
五

　
　

挺
質
本
軒
皇　

申
威
振
遠
方　

銅
牙
流
暁
液　

玉
彩
耀
星
芒

　
　

高
雁
行
応
尽　

玄
猿
坐
見
傷　

蘇
秦
六
百
步　

持
此
説
韓
王

旌（
百
191
）

　
　

告
善
楼
台
側　

求
賢
鬧
肆
中

し
る
べ
す
る
雲
の
は
た
て
の
色
な
く
は
人
の
心
の
月
を
み
ま
し
や
（
一
九
一
）

（
百
192
）

　
　

影
麗
天
山
雪

な
み
た
て
る
ふ
も
と
も
雪
の
色
な
れ
や
峰
の
梢
の
し
ろ
き
の
み
か
は
（
一
九
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
武
器
部
・
旌
・
〇
九
六

　
　

告
善
楼
台
側　

求
賢
市
肆
中　

擁
旄
分
彩
雉　

持
節
曳
丹
虹

　
　

影
麗
天
山
雪　

光
揺
朔
塞
風　

方
知
美
周
政　

懸
旆
閬
車
攻

旗（
百
193
）

　
　

縦
横
斉
八
陣　

舒
捲
引
三
軍

や
は
た
山
麓
も
み
え
ず
こ
め
つ
れ
ば
か
す
み
の
う
ち
を
人
も
か
よ
は
ず
（
一
九
三
）

（
百
194
）

　
　

虹
輝
接
曙
雲

立
ち
の
ぼ
る
け
ぶ
り
の
あ
と
の
名
残
か
な
と
よ
は
た
雲
の
あ
か
つ
き
の
色
（
一
九
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
武
器
部
・
旗
・
〇
九
七

　
　

桂
影
承
宵
月　

虹
輝
接
曙
雲　

縦
横
斉
八
陣　

舒
巻
列
三
軍

　
　

日
蕩
蛟
竜
影　

風
翻
鳥
獣
文　

誰
知
懐
勇
志　

盤
地
幾
繽
紛

戈（
百
195
）

　
　

落
景
駐
琱
鋋

花
す
す
き
い
か
に
ま
ね
き
し
影
な
ら
ん
し
づ
む
夕
日
の
た
ち
か
へ
る
ま
で
（
一
九
五
）

（
百
196
）

　
　

夕
償
金
門
側　

朝
提
玉
塞
前

旅
人
の
か
れ
ひ
も
し
る
し
玉
鉾
の
道
の
を
か
べ
の
し
ひ
の
落
葉
は
（
一
九
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
武
器
部
・
戈
・
〇
九
八

　
　

富
父
舂
喉
日　

殷
辛
泛
杵
年　

暁
霜
白
含
刃　

落
影
駐
琱
鋌

　
　

夕
儐
金
門
側　

朝
提
玉
塞
前　

願
随
竜
影
度　

横
陣
彗
雲
辺

鼓（
百
197
）

　
　

震
谷
似
雷
驚

夕
立
の
雲
の
名
残
の
ひ
び
き
か
と
神
ま
つ
り
け
る
空
を
き
く
か
な
（
一
九
七
）

（
百
198
）

　
　

仙
鶴
排
門
起

つ
ば
さ
こ
そ
雲
に
入
る
と
も
白
鶴
の
声
ば
か
り
だ
に
の
こ
ら
ま
し
か
ば
（
一
九
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
武
器
部
・
鼓
・
〇
九
九

　
　

舜
日
諧
鼗
響　

堯
年
韻
土
声　

向
楼
疑
吹
撃　

震
谷
似
雷
驚

　
　

仙
鶴
排
門
起　

霊
鼉
帯
水
鳴　

楽
云
行
已
奏　

礼
也
冀
相
成

弾（
百
199
）

　
　

来
此
傍
垂
楊
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春
風
の
柳
が
す
ゑ
を
吹
く
た
び
に
袂
に
お
つ
る
露
の
し
ら
玉
（
一
九
九
）

（
百
200
）

　
　

莫
欣
黄
雀
至　

須
憚
微
軀
傷

お
の
が
身
の
き
し
か
た
を
だ
に
か
へ
り
み
ぬ
ま
ど
ひ
は
き
み
の
心
の
み
か
は
（
二
〇
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
武
器
部
・
弾
・
一
〇
〇

　
　

俠
客
遠
相
望　

佳
遊
満
帝
郷　

共
持
蘇
合
弾　

来
此
傍
垂
楊

　
　

金
落
疑
星
影　

珠
流
似
月
光　

莫
欣
黄
雀
至　

須
憚
微
軀
傷

音
楽
部

琴（
百
201
）

　
　

風
前
中
散
至　

月
下
歩
兵
来

思
へ
た
だ
月
も
あ
ら
し
の
ふ
か
き
夜
の
こ
と
の
ね
そ
よ
ぐ
竹
の
は
や
し
を
（
二
〇
一
）

（
百
202
）

　
　

淮
海
曽
為
室

松
風
に
か
よ
ふ
ひ
び
き
を
う
つ
し
き
て
い
は
屋
の
と
こ
の
も
の
と
な
し
け
る
（
二
〇
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
音
楽
部
・
琴
・
一
〇
一

　
　

名
士
竹
林
隈　

鳴
琴
宝
匣
開　

風
前
中
散
至　

月
下
歩
兵
来

　
　

淮
海
魯
為
室　

梁
岷
旧
作
台　

子
期
如
可
聴　

山
水
響
余
哀

瑟（
百
203
）
素
女
昔
伝
名

ひ
き
わ
け
し
い
と
だ
に
悲
し
い
そ
ぢ
ま
で
い
か
に
な
み
だ
に
む
す
ぼ
ほ
れ
け
ん
（
二
〇
三
）

（
百
204
）
流
水
潜
魚
聴

山
水
の
い
か
に
な
が
れ
し
お
と
な
れ
ば
こ
こ
ろ
す
み
け
る
な
み
の
い
ろ
く
づ
（
二
〇
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
音
楽
部
・
瑟
・
一
〇
二

　
　

蒼
祗
初
制
法　

素
女
昔
伝
名　

流
水
潜
魚
聴　

叢
台
舞
鳳
驚

　
　

嘉
賓
歓
未
極　

君
子
楽
相
幷　

儻
入
邱
之
戸　

応
知
由
也
情

琵
琶

（
百
205
）
半
月
分
絃
出

遠
山
の
い
づ
れ
の
を
よ
り
出
で
つ
ら
ん
な
か
ば
の
月
の
夜
は
の
面
影
（
二
〇
五
）

（
百
206
）
唯
有
胡
中
曲　

希
君
馬
上
弾

こ
ま
う
へ
に
声
う
ら
み
け
る
よ
つ
の
を
の
心
ぼ
そ
く
や
と
ほ
ざ
か
り
な
ん
（
二
〇
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
音
楽
部
・
琵
琶
・
一
〇
三

　
　

裁
規
勢
漸
団　

鑠
質
本
多
端　

半
月
分
絃
出　

叢
花
払
面
安

　
　

将
軍
曽
入
賞　

司
馬
屢
飛
観　

唯
有
胡
中
曲　

希
君
馬
上
弾

箏（
百
207
）

　
　

蒙
恬
芳
軌
設

た
け
む
す
ぶ
こ
と
ぢ
は
よ
よ
に
か
は
れ
ど
も
こ
ゑ
の
色
の
み
と
き
は
な
り
け
り
（
二
〇
七
）

（
百
208
）

　
　

游
楚
清
音
列

こ
と
の
を
に
そ
む
る
心
の
深
け
れ
ば
し
ば
し
も
い
か
が
ひ
き
は
な
つ
べ
き
（
二
〇
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
音
楽
部
・
箏
・
一
〇
四

　
　

蒙
恬
芳
軌
設　

遊
楚
清
音
列　

形
通
天
地
規　

絃
写
陰
陽
節

　
　

鄭
音
既
寥
亮　

秦
声
復
悽
切　

君
聴
陌
上
桑　

為
弁
羅
敷
潔

笛（
百
209
）

　
　

羌
笛
写
竜
声

河
竹
に
吹
き
つ
た
へ
け
る
あ
ら
し
か
な
め
づ
ら
し
か
り
し
浪
の
響
に
（
二
〇
九
）

（
百
210
）

　
　

逐
吹
梅
華
落

思
へ
た
だ
梅
ち
る
里
の
春
風
に
吹
き
あ
は
す
な
る
横
ぶ
え
の
声
（
二
一
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
音
楽
部
・
笛
・
一
〇
七

　
　

羌
笛
写
竜
声　

長
吟
入
夜
清　

関
山
孤
月
下　

来
向
隴
頭
鳴

　
　

逐
吹
梅
花
落　

含
春
柳
色
驚　

行
観
向
子
賦　

坐
憶
隣
人
情

笙（
百
211
）

　
　

形
写
歌
鸞
翼

鳥
の
音
の
こ
と
に
し
む
よ
り
あ
は
れ
な
り
お
な
じ
つ
ば
さ
の
ふ
え
と
き
け
ど
も
（
二
一
一
）
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（
百
212
）

　
　

蹌
蹌
鳥
獣
来

笛
の
音
の
聞
え
ぬ
里
の
外
な
ら
ば
な
べ
て
と
ら
ふ
す
野
辺
と
み
ま
ほ
し
（
二
一
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
音
楽
部
・
笙
・
一
〇
八

　
　

懸
匏
曲
沃
上　

孤
篠
汶
陽
隈　

形
写
歌
鸞
翼　

声
随
舞
鳳
哀

　
　

歓
娯
自
北
里　

純
孝
即
南
陔　

今
日
虞
音
奏　

蹌
蹌
鳥
獣
来

鐘（
百
213
）

　
　

既
接
南
隣
磬　

還
随
北
里
笙

あ
は
れ
な
る
入
会
の
鐘
に
打
ち
そ
へ
て
隣
の
石
も
ひ
び（

マ
マ
）き

に
け
り
（
二
一
三
）

（
百
214
）

　
　

秋
至
含
霜
動

山
風
の
た
た
く
に
も
猶
つ
れ
な
く
て
霜
に
は
た
へ
ぬ
か
ね
の
音
か
な
（
二
一
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
音
楽
部
・
鐘
・
一
〇
五

　
　

既
接
南
隣
磬　

還
随
北
里
笙　

平
陵
通
曙
響　

長
楽
驚
宵
声

　
　

秋
至
含
霜
動　

春
帰
応
律
鳴　

欲
知
恒
待
扣　

金
簴
有
余
鏗

簫（
百
215
）

　
　

捜
索
動
猿
吟

秋
ふ
か
き
み
山
の
い
ほ
の
ふ
え
の
音
に
ま
し
ら
な
く
な
り
あ
か
月
の
空
（
二
一
五
）

（
百
216
）

　
　

仙
人
幸
見
尋

ふ
え
の
音
の
う
ら
が
な
し
く
や
聞
え
け
ん
帰
る
そ
ら
な
き
鶴
の
け
衣
（
二
一
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
音
楽
部
・
簫
・
一
〇
六

　
　

虞
舜
調
清
管　

王
褒
賦
雅
音　

参
差
横
鳳
翼　

捜
索
動
猿
吟

　
　

霊
鶴
時
来
致　

仙
人
幸
見
尋　

為
聴
楊
柳
曲　

行
役
幾
傷
心

歌（
百
217
）

　
　

漢
帝
臨
汾
水

あ
き
は
て
ぬ
木
葉
の
色
も
立
田
川
よ
を
秋
風
の
な
を
な
が
し
け
り
（
二
一
七
）

（
百
218
）

　
　

梁
上
繞
飛
塵

日
ご
ろ
へ
て
こ
ゑ
や
ゆ
る
が
ず
な
り
ぬ
ら
ん
の
ど
か
に
見
ゆ
る
う
つ
ば
り
の
塵
（
二
一
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
音
楽
部
・
歌
・
一
〇
九

　
　

漢
帝
臨
汾
水　

周
仙
去
洛
浜　

郢
中
吟
白
雪　

梁
上
繞
飛
塵

　
　

歌
発
行
雲
駐　

声
嬌
子
夜
新　

願
君
聴
扣
角　

当
自
識
賢
臣

舞（
百
219
）

　
　

佳
人
満
石
城

む
れ
た
ち
て
か
す
み
の
袖
を
か
へ
す
な
り
は
る
の
み
や
ま
の
所
な
き
ま
で
（
二
一
九
）

（
百
220
）

　

（
花
袖
雪
前
明
）

い
つ
し
か
と
こ
こ
ろ
の
い
ろ
は
う
つ
ろ
ひ
ぬ
め
づ
ら
し
か
り
し
は
な
の
た
も
と
を（
二
二
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
音
楽
部
・
舞
・
一
一
〇

　
　

妙
妓
遊
金
谷　

佳
人
満
石
城　

霞
衣
席
上
転　

花
袖
雪
前
明

　
　

儀
鳳
諧
清
曲　

廻
鸞
応
雅
声　

非
君
一
顧
重　

誰
賞
素
腰
軽

資
財
部

珠（
百
221
）

　

（
昆
池
明
月
満
）

し
ら
ざ
り
き
思
ひ
は
な
ち
し
釣
の
糸
の
か
へ
り
て
玉
の
を
と
な
ら
ん
と
は
（
二
二
一
）

（
百
222
）

　
　

彩
逐
霊
蛇
転

な
づ
さ
ひ
し
軒
の
あ
や
め
に
思
ひ
き
や
袖
の
玉
水
か
か
る
べ
し
と
は
（
二
二
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
玉
帛
部
・
珠
・
一
一
一

　
　

粲
爛
金
琪
側　

玲
瓏
玉
殿
隈　

昆
池
明
月
満　

合
浦
夜
光
開

　
　

彩
逐
霊
蛇
転　

形
随
舞
鳳
来　

誰
憐
被
褐
者　

懐
宝
自
多
才

玉
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（
百
223
）

　
　

映
廡
先
過
魏

く
や
し
く
ぞ
思
ひ
す
て
け
る
玉
椿
さ
ら
で
は
人
に
を
ら
れ
ま
し
か
ば
（
二
二
三
）

（
百
224
）

　
　

連
城
欲
向
秦

お
も
は
ず
な
か
り
の
つ
か
ひ
の
玉
章
の
ま
た
故
郷
に
か
へ
る
べ
し
と
は
（
二
二
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
玉
帛
部
・
玉
・
一
一
二

　
　

映
廡
先
過
魏　

連
城
欲
向
秦　

洛
京
連
勝
友　

燕
趙
類
佳
人

　
　

芳
圻
晴
虹
媚　

常
山
瑞
馬
新　

徒
為
卞
和
識　

不
遇
楚
王
珍

金（
百
225
）

　
　

南
楚
標
前
貢

あ
き
ら
け
き
御
代
の
た
め
と
や
咲
き
そ
め
し
み
ち
の
く
に
や
ま
の
は
な
の
光
は
（
二
二
五
）

（
百
226
）

　
　

西
秦
識
旧
城

今
ぞ
し
る
花
の
み
や
こ
の
ふ
る
き
な
を
関
よ
り
に
し
の
秋
の
色
と
は
（
二
二
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
玉
帛
部
・
金
・
一
一
三

　
　

南
楚
標
前
貢　

西
秦
識
旧
城　

祭
天
封
漢
氏　

擲
地
響
孫
声

　
　

向
日
披
沙
浄　

含
風
振
鐸
鳴　

方
同
楊
伯
起　

独
有
四
知
名

銀（
百
227
）

　
　

思
婦
屛
輝
掩　

遊
人
燭
影
長

な
が
き
夜
の
光
と
と
も
に
し
ら
み
ゆ
く
閨
に
き
え
せ
ぬ
秋
の
と
も
し
火
（
二
二
七
）

（
百
228
）

　
　

玉
壺
初
下
箭

あ
ま
の
川
ひ
ま
ゆ
く
と
き
の
は
や
き
せ
も
玉
の
し
づ
く
の
も
ら
ぬ
に
ぞ
し
る
（
二
二
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
玉
帛
部
・
銀
・
一
一
四

　
　

思
婦
屛
暉
掩　

遊
人
燭
影
長　

玉
壺
初
下
箭　

桐
井
旧
安
牀

　
　

色
帯
長
河
色　

光
浮
満
月
光　

霊
山
有
玲
甕　

仙
闕
薦
明
王

銭（
百
229
）

　
　

漢
日
五
銖
建

夏
衣
う
す
き
い
ろ
に
ぞ
か
へ
て
け
る
い
つ
へ
か
さ
ね
し
は
な
の
た
も
と
を
（
二
二
九
）

（
百
230
）

　
　

金
門
応
入
論

身
に
あ
ま
る
民
の
心
も
あ
る
も
の
を
い
ふ
に
た
ら
ぬ
は
わ
が
よ
な
り
け
り
（
二
三
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
玉
帛
部
・
銭
・
一
一
五

　
　

漢
日
五
銖
建　

姚
年
九
府
流　

天
竜
帯
泉
宝　

地
馬
列
金
溝

　
　

趙
壱
囊
初
乏　

何
曽
筋
欲
収　

金
門
応
入
論　

玉
井
冀
来
求

錦（
百
231
）

　
　

漢
使
巾
車
促

幾
度
か
ゆ
き
か
へ
り
け
る
を
車
の
に
し
き
の
ひ
も
の
と
く
る
夜
な
夜
な
（
二
三
一
）

（
百
232
）

　
　

色
美
廻
文
妾

か
れ
は
て
し
人
を
う
し
と
や
立
田
姫
は
ぎ
の
に
し
き
の
色
に
出
で
け
る
（
二
三
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
玉
帛
部
・
錦
・
一
一
六

　
　

漢
使
巾
車
送　

河
陽
歩
障
新　

雲
浮
仙
石
暁　

霞
満
蜀
江
春

　
　

色
美
廻
文
妾　

花
軽
綰
墨
賓　

若
逢
朱
太
守　

不
作
夜
遊
人

羅（
百
233
）

　
　

雲
薄
衣
初
巻

朝
ぼ
ら
け
雲
の
衣
を
お
る
も
の
は
し
づ
は
た
山
の
あ
ら
し
な
り
け
り
（
二
三
三
）

（
百
234
）

　
　

蟬
飛
翼
転
軽

み
や
ま
木
の
枝
も
ゆ
る
が
ず
照
す
日
は
な
ほ
お
も
げ
な
る
せ
み
の
羽
衣
（
二
三
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
玉
帛
部
・
羅
・
一
一
七

　
　

妙
舞
随
裙
動　

嬌
歌
入
扇
清　

蓮
花
依
帳
発　

秋
月
鑑
帷
明

　
　

雲
薄
衣
初
巻　

蟬
飛
翼
転
軽　

若
珍
三
代
服　

同
擅
綺
紈
名
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綾（
百
235
）

　
　

落
花
遥
写
霧

い
と
桜
ち
り
く
る
色
を
た
よ
り
に
て
浪
の
あ
や
お
る
池
の
春
か
な
（
二
三
五
）

（
百
236
）

　
　

飛
鶴
近
図
雲

め
も
あ
や
に
た
れ
か
み
ざ
ら
ん
村
雲
に
鶴
と
び
わ
た
る
夕
ぐ
れ
の
そ
ら
（
二
三
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
玉
帛
部
・
綾
・
一
一
八

　
　

金
縷
通
秦
国　

為
衾
値
漢
君　

落
花
遥
写
霧　

飛
鶴
近
図
雲

　
　

色
帯
氷
綃
影　

光
含
霜
雪
文　

何
当
画
秦
女　

煙
霧
出
氛
氳

素（
百
237
）

　
　

魚
腸
遠
方
至

か
き
つ
め
し
跡
を
見
ま
し
や
も
し
ほ
草
つ
り
す
る
あ
ま
の
た
よ
り
な
ら
ず
は
（
二
三
七
）

（
百
238
）

　
　

砧
杵
調
風
響

い
く
里
の
人
の
ね
ざ
め
と
な
り
ぬ
ら
ん
あ
ら
し
の
空
に
こ
ろ
も
う
つ
な
り
（
二
三
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
玉
帛
部
・
素
・
一
一
九

　
　

濯
手
天
津
女　

繊
腰
洛
浦
妃　

魚
腸
遠
方
至　

雁
足
上
林
飛

　
　

砧
杵
調
風
響　

綾
紈
写
月
暉　

非
君
下
山
路　

誰
賞
故
人
機

布（
百
239
）

　
　

浣
火
有
炎
光

雪
し
ろ
き
ふ
じ
の
た
か
ね
や
い
に
し
へ
の
け
ぶ
り
の
底
に
さ
ら
し
け
る
色
（
二
三
九
）

（
百
240
）

　
　

孫
被
登
三
相

水
上
や
た
か
ね
に
の
ぼ
る
旅
人
の
袖
し
ろ
た
へ
の
布
引
の
滝
（
二
四
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
李
嶠
百
二
十
詠
』
玉
帛
部
・
布
・
一
二
〇

　
　

潔
績
創
羲
皇　

緇
冠
表
素
王　

曝
泉
飛
掛
鶴　

浣
火
有
炎
光

　
　

孫
被
登
三
相　

劉
衣
闢
四
方　

佇
因
舂
斗
粟　

来
穆
採
花
芳

　

                                  �
      （

⑩
源
光
行
『
百
詠
和
歌
』
こ
こ
ま
で
）

⑪
土
御
門
院
「
句
題
五
十
首
」（
Ⅰ
・
Ⅱ
）『
土
御
門
院
御
集
』（
土
1
～
土
100
）

【
略
解
説
】

土
御
門
院
（
一
一
九
五
―
一
二
三
一
）
の
家
集
『
土
御
門
院
御
集
』
所
収
の
句
題
五
十
首
二
種
。

句
題
は
す
べ
て
七
言
一
句
。
1
～
50
の
Ⅰ
「
詠
五
十
首
和
歌
」
の
句
題
は
、『
千
載
佳
句
』
を
出

典
と
す
る
唐
詩
詩
句
か
ら
、
51
～
100
の
Ⅱ
「
詠
五
十
首
和
歌　

貞
応
二
年
二
月
十
日
」
は
、『
和

漢
朗
詠
集
』
を
出
典
と
す
る
邦
人
漢
詩
句
か
ら
選
ん
で
い
る
。
二
種
と
も
、
春
一
〇
首
・
夏
五
首
・

秋
一
〇
首
・
冬
五
首
・
恋
五
首
・
雑
一
五
首
と
い
う
構
成
は
共
通
し
て
い
る
。
Ⅱ
は
年
月
記
か
ら

貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
二
月
一
〇
日
成
立
、
年
月
記
の
無
い
Ⅰ
も
一
月
二
四
日
～
一
二
月
三
日

成
立
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
土
御
門
院
が
承
久
の
乱
に
よ
り
土
佐
に
配
流
さ
れ
た
後
に
詠
ん
だ
も

の
で
あ
る
。

【
参
考
】

　

金
子
彦
二
郎
『
句
題
和
歌
選
集
』（
長
谷
川
書
房
、
一
九
五
五
年
）、
岩
井
宏
子
『
土
御
門
院
句
題

和
歌
全
釈
』（
風
間
書
房
、
二
〇
一
二
年
）

【
底
本
】
新
編
国
歌
大
観
（
底
本
・
書
陵
部
蔵
桂
宮
本
）

【
本
文
】

Ⅰ
「
詠
五
十
首
和
歌
」

春（
土
1
）

　
　

春
風
春
水
一
時
来

時
わ
か
ぬ
あ
ら
し
も
浪
も
い
か
な
れ
ば
け
ふ
あ
ら
た
ま
の
春
を
し
る
ら
ん
（
一
三
一
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
五
八
・
二
八
七
四
「
府
西
池
」

　
　

柳
無
気
力
枝
先
動　

池
有
波
文
氷
尽
開　

今
日
不
知
誰
計
会　

春
風
春
水
一
時
来

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
立
春
・
二

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
立
春
・
五

〈
同
一
句
題
〉（
慈
定
寂
1
）、
飛
鳥
井
雅
種
『
家
集
』
五
「
春
風
春
水
一
時
訪
と
い
ふ
こ
と
を
」、

加
藤
千
蔭
『
う
け
ら
が
花
初
編
』
二
八
六
「
春
風
春
水
一
時
来
」、
中
院
通
村
『
後

十
輪
院
内
府
集
』
三
五
四
「
春
風
春
水
一
時
来
」、『
後
水
尾
院
御
集
』
一
九
六
「
春

風
春
水
一
時
来
」、
香
川
景
樹 

『
桂
園
一
枝
』
二
「
春
風
春
水
一
時
来
」、
同 

『
桂
園
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一
枝
拾
遺
』
三
「
春
風
春
水
一
時
来
」、武
者
小
路
実
陰
『
芳
雲
集
』
一
〇
六
一
「
春

風
春
水
一
時
来
」、
賀
茂
真
淵
『
賀
茂
翁
家
集
』
二
四
「
春
風
春
水
一
時
来
」、『
難

波
捨
草
』
春
上
・
六
・
藤
原
信
房
「
春
風
春
水
一
時
来
と
い
ふ
事
を
よ
み
侍
る
」、『
霞

関
集
』
春
・
二
二
・
備
前
守
高
久
「
春
風
春
水
一
時
来
」

（
土
2
）

　
　

春
入
枝
条
柳
眼
低

さ
ほ
姫
の
い
と
よ
り
か
く
る
青
柳
の
枝
も
た
わ
わ
に
春
は
き
に
け
り
（
一
三
二
）

〈
句
題
原
詩
〉
元
稹
『
元
氏
長
慶
集
』
巻
二
二
「
寄
楽
天
」

　
　

莫
嗟
虚
老
海
壖
西　

天
下
風
光
数
会
稽　

霊
汜
橋
前
百
里
鏡　

石
帆
山

五
雲
渓

　
　

氷
銷
田
地
蘆
錐
短　

春
入
枝
条
柳
眼
低　

安
得
故
人
生
羽
翼　

飛
来
相
伴
酔
如
泥

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
早
春
・
五

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
早
春
・
九

（
土
3
）

　
　

雁
返
炉
峰
頂
北
霞

嶺
こ
え
て
秋
こ
し
み
ち
や
ま
よ
ふ
ら
ん
か
す
み
の
北
に
雁
も
鳴
く
な
り
（
一
三
三
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
春
興
・
五
九

　
　

虹
横
布
水
台
南
雨　

雁
返
炉
峰
頂
北
霞
（「
送
欧
陽
孝
廉
及
第
帰
彭
沢
」
喩
鳬
）

（
土
4
）

　
　

白
片
落
梅
浮
㵎
水

な
が
れ
く
む
袖
さ
へ
花
に
成
り
に
け
り
梅
ち
る
や
ま
の
た
に
川
の
水
（
一
三
四
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
八
・
一
一
五
七
「
春
至
」

　
　

若
為
南
国
春
還
至　

争
向
東
楼
日
又
長　

白
片
落
梅
浮
㵎
水　

黄
梢
新
柳
出
城
牆

　
　

閑
拈
蕉
葉
題
詩
詠　

悶
取
藤
枝
引
酒
嘗　

楽
事
漸
無
身
漸
老　

従
今
始
擬
負
風
光

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
草
木
部
・
梅
柳
・
六
〇
六

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
梅
・
八
七

〈
同
一
句
題
〉（
慈
定
寂
3
）

（
土
5
）

　
　

樹
根
雪
尽
催
花
発

こ
の
も
と
の
雪
は
や
や
け
ぬ
あ
し
び
き
の
山
の
さ
く
ら
よ
は
や
も
さ
か
な
ん
（
一
三
五
）

〈
句
題
原
詩
〉�

白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
六
六
・
三
二
五
一
「
歎
春
風
贈
李
二
十
侍
郎
二
絶
（
ノ
二
）」

　
　

樹
根
雪
尽
催
花
発　

池
岸
氷
銷
放
草
生　

唯
有
鬚
霜
依
旧
白　

春
風
於
我
独
無
情

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
早
春
・
一
三

（
土
6
）

　
　

暖
雨
晴
開
一
径
花

春
雨
の
野
べ
の
ふ
る
み
ち
露
し
げ
み
ぬ
れ
て
色
こ
き
花
ざ
く
ら
か
な
（
一
三
六
）

〈
句
題
原
詩
〉
許
渾
『
丁
卯
詩
集
』
巻
上
「
贈
鄭
処
士
」

　
　

道
傍
年
少
莫
矜
夸　

心
在
重
霄
鬢
未
華　

揚
子
可
曽
過
北
里　

魯
人
何
必
敬
東
家

　
　

寒
雲
暁
散
千
峰
雪　

暖
雨
晴
開
一
径
花　

且
売
湖
田
醸
春
酒　

与
君
書
剣
是
天
涯

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
早
春
・
二
二

〈
同
一
句
題
〉
小
沢
蘆
庵
『
六
帖
詠
草
』
二
〇
八
「
暖
雨
晴
開
一
径
花
」

（
土
7
）

　
　

鶯
声
誘
引
来
花
下

う
ぐ
ひ
す
の
さ
そ
ふ
山
辺
に
あ
く
が
れ
て
花
の
こ
こ
ろ
に
う
つ
る
比
か
な
（
一
三
七
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
八
・
一
一
五
九
「
春
江
」

　
　

炎
涼
昏
暁
苦
推
遷　

不
覚
忠
州
已
二
年　

閉
閤
只
聴
朝
暮
鼓　

上
楼
空
望
往
来
船

　
　

鶯
声
誘
引
来
花
下　

草
色
勾
留
坐
水
辺　

唯
有
春
江
看
未
厭　

縈
砂
遶
石
淥
潺
湲

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
遊
牧
部
・
春
遊
・
八
五
三

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
鶯
・
六
七

〈
同
一
句
題
〉�（
千
2
）、（
慈
定
6
）、
木
下
幸
文
『
亮
々
遺
稿
』
三
二
「
鶯
声
誘
引
来
花
下
」、
香

川
景
樹
『
桂
園
一
枝
拾
遺
』
三
四
「
鶯
声
誘
引
来
花
下
」

（
土
8
）

　
　

遊
糸
繚
乱
碧
羅
天

お
ほ
空
に
た
が
お
り
な
せ
る
く
れ
は
ど
り
あ
や
に
み
だ
る
る
野
べ
の
い
と
ゆ
ふ
（
一
三
八
）

〈
句
題
原
詩
〉
劉
禹
錫
「
春
日
書
懐
寄
東
洛
白
二
十
二
楊
八
二
庶
子
」

　
　

曽
向
空
門
学
坐
禅　

如
今
万
事
尽
忘
筌　

眼
前
名
利
同
春
夢　

酔
裏
風
情
敵
少
年
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野
草
芳
菲
紅
錦
地　

遊
糸
撩
乱
碧
羅
天　

心
知
洛
下
閑
才
子　

不
作
詩
魔
即
酒
顚

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
春
興
・
七
三

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
春
興
・
一
九

（
土
9
）

　
　

紛
紛
花
落
門
空
閉

風
に
ち
る
山
さ
く
ら
戸
の
さ
し
も
や
は
人
め
ま
れ
に
て
春
を
お
く
ら
ん
（
一
三
九
）

〈
句
題
原
詩
〉
劉
長
卿
「
赴
南
中
題
褚
少
府
湖
上
亭
子�

」（『
全
唐
詩
』
巻
一
五
一
）

　
　

種
田
東
郭
傍
春
陂　

万
事
無
情
把
釣
糸　

緑
竹
放
侵
行
径
裏　

青
山
常
対
巻
簾
時

　
　

紛
紛
花
落
門
空
閉　

寂
寂
鶯
啼
日
更
遅　

従
此
別
君
千
万
里　

白
雲
流
水
憶
佳
期

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
暮
春
・
九
六

（
土
10
）

　
　

紫
藤
花
下
漸
黄
昏

ふ
ぢ
な
み
の
花
の
夕
ば
え
し
を
る
な
よ
あ
す
よ
り
後
の
春
の
か
た
み
に
（
一
四
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
三
・
〇
六
三
一
「
三
月
三
十
日
題
慈
園
寺
」

　
　

慈
恩
春
色
今
朝
尽　

尽
日
徘
徊
倚
寺
門　

惆
悵
春
帰
留
不
得　

紫
藤
花
下
漸
黄
昏

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
送
春
・
一
一
五

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
三
月
尽
・
五
二

〈
同
一
句
題
〉�

三
条
西
実
隆
『
再
昌
草
』
五
四
七
〇
「（
大
永
八
年
四
月
）
去
月
分　

紫
藤
花
下
漸

黄
昏
」

夏（
土
11
）

　
　

初
着
単
衣
支
体
軽

久
か
た
の
あ
ま
の
羽
衣
ま
だ
き
ね
ど
か
く
こ
そ
け
ふ
の
風
は
ふ
く
ら
め
（
一
四
一
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
九
・
一
二
八
〇
「
七
言
十
二
句
贈
駕
部
呉
郎
中
七
兄
」

　
　

四
月
天
気
和
且
清　

緑
槐
陰
合
沙
堤
平　

独
騎
善
馬
銜
鐙
穏　

初
著
単
衣
支
体
軽

　
　

退
朝
下
直
少
徒
侶　

帰
舎
閉
門
無
送
迎　

風
生
竹
夜
窓
間
臥　

月
照
松
時
台
上
行

　
　

（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
首
夏
・
一
二
一

〈
句
題
他
出
〉『
新
撰
朗
詠
集
』
夏
部
・
更
衣
・
一
三
五

〈
同
一
句
題
〉（
円
4
）

（
土
12
）

　
　

一
声
山
鳥
曙
雲
外

よ
こ
雲
の
を
ち
か
た
山
の
郭
公
声
よ
り
後
の
夜
半
ぞ
す
く
な
き
（
一
四
二
）

〈
句
題
原
詩
〉
許
渾
『
丁
卯
詩
集
』
巻
上
「
自
楞
伽
寺
、
晨
起
泛
舟
、
道
中
有
懐
」

　
　

碧
樹
蒼
蒼
茂
苑
東　

佳
期
迢
逓
路
何
窮　

一
声
山
鳥
曙
雲
外　

万
点
水
蛍
秋
草
中

　
　

門
掩
竹
斎
微
有
月　

棹
移
蘭
渚
淡
無
風　

欲
知
此
路
堪
惆
悵　

菱
葉
蓼
花
連
故
宮

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
早
秋
・
一
五
六

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
夏
部
・
郭
公
・
一
八
二

〈
同
一
句
題
〉�（
朗
16
）、『
和
漢
兼
作
集
』
夏
上
・
四
三
三
・
一
条
前
摂
政
左
大
臣
「
一
声
山
鳥
曙

雲
外
」、『
閑
月
和
歌
集
』
夏
・
一
二
七
・
従
三
位
隆
博
「
お
く
り
て
侍
り
し
歌
の
中

に
、
一
声
山
鳥
曙
雲
外
」

（
土
13
）

　
　

盧
橘
子
低
山
雨
重

た
が
袖
の
な
み
だ
と
か
又
し
の
ぶ
べ
き
花
た
ち
ば
な
の
雨
の
下
露
（
一
四
三
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
二
〇
・
一
三
六
一
「
西
湖
晩
帰
迴
望
孤
山
寺
贈
諸
客
」

　
　

柳
湖
松
島
蓮
花
寺　

晚
動
帰
橈
出
道
場　

盧
橘
子
低
山
雨
重　

栟
櫚
葉
戦
水
風
涼

　
　

煙
波
澹
蕩
揺
空
碧　

楼
殿
参
差
倚
夕
陽　

到
岸
請
君
廻
首
望　

蓬

宮
在
海
中
央

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
秋
興
・
一
七
九

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
夏
部
・
橘
花
・
一
七
一

〈
同
一
句
題
〉（
慈
定
18
・
寂
8
）

（
土
14
）

　
　

緑
樹
陰
前
逐
晩
涼

ま
だ
あ
を
き
は
は
そ
の
杜
の
夕
か
げ
に
な
く
も
す
ず
し
き
せ
み
の
は
衣
（
一
四
四
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
六
六
・
三
二
六
四
「
池
上
逐
涼
二
首
（
ノ
一
）」

　
　

青
苔
地
上
銷
残
暑　

緑
樹
陰
前
逐
晚
涼　

軽
屐
単
衣
薄
紗
帽　

浅
池
平
岸
庳
藤
床

　
　

簪
纓
怪
我
情
何
薄　

泉
石
諳
君
味
甚
長　

徧
問
交
親
為
老
計　

多
言
宜
静
不
宜
忙

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
納
涼
・
一
三
九

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
夏
部
・
納
涼
・
一
五
九
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〈
同
一
句
題
〉（
慈
定
21
）

（
土
15
）

　
　

蛍
火
乱
飛
秋
已
近

小
篠
原
し
の
に
み
だ
れ
て
飛
ぶ
ほ
た
る
今
い
く
よ
と
か
秋
を
ま
つ
ら
ん
（
一
四
五
）

〈
句
題
原
詩
〉
元
稹
『
元
氏
長
慶
集
』
巻
二
〇
「
夜
坐
」

　
　

雨
滞
更
愁
南
瘴
毒　

月
明
兼
喜
北
風
涼　

古
城
楼
影
横
空
館　

湿
地
虫
声
遶
暗
廊

　
　

蛍
火
乱
飛
秋
已
近　

星
辰
早
没
夜
初
長　

孩
提
万
里
何
時
見　

狼
藉
家
書
臥
満
牀

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
晩
夏
・
一
四
〇

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
夏
部
・
蛍
・
一
八
六

〈
同
一
句
題
〉�（
朗
20
）、
源
実
朝
『
金
槐
和
歌
集
』
一
六
九
「
蛍
火
乱
飛
秋
已
近
と
い
ふ
事
を
」、

熊
谷
直
好
『
浦
の
し
ほ
貝
』
四
七
八
「
蛍
火
乱
飛
秋
已
近
」

秋（
土
16
）

　
　

窓
中
海
月
初
知
秋

住
吉
の
ち
ぎ
の
か
た
そ
ぎ
も
る
月
の
ゆ
き
あ
ひ
の
か
げ
に
秋
は
き
に
け
り
（
一
四
六
）

〈
句
題
原
詩
〉
皇
甫
冉
「
宿
淮
陰
南
楼
酬
常
伯
能
」（『
全
唐
詩
』
巻
二
五
〇
）

　
　

淮
陰
日
落
上
南
楼　

喬
木
荒
城
古
渡
頭　

浦
外
野
風
初
入
戸　

窓
中
海
月
早
知
秋

　
　

滄
波
一
望
通
千
里　

画
角
三
声
起
百
憂　

佇
立
分
宵
絶
来
客　

煩
君
步
屐
忽
相
求

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
秋
興
・
一
八
四

（
土
17
）

　
　

耿
耿
星
河
欲
曙
天

七
夕
も
し
ば
し
や
す
ら
へ
天
河
あ
く
る
も
お
の
が
か
げ
な
ら
ぬ
か
は
（
一
四
七
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
十
二
・
〇
五
九
六
「
長
恨
歌
」

　
　

（
前
略
）

　
　

梨
園
弟
子
白
髪
新　

椒
房
阿
監
青
娥
老　

夕
殿
蛍
飛
思
悄
然　

孤
灯
挑
尽
未
成
眠

　
　

遅
遅
鐘
鼓
初
長
夜　

耿
耿
星
河
欲
曙
天　

鴛
鴦
瓦
冷
霜
華
重　

翡
翠
衾
寒
誰
与
共

　
　

（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
秋
夜
・
一
八
六

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
秋
夜
・
二
三
四

〈
同
一
句
題
〉（
慈
定
31
）

（
土
18
）

　
　

寒
露
已
催
雁
北
至

は
つ
か
り
の
き
こ
ゆ
る
夜
半
の
白
露
や
ね
ざ
め
は
じ
め
の
な
み
だ
な
る
ら
ん
（
一
四
八
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
早
秋
・
一
六
〇

　
　

寒
露
已
催
鴻
北
去　

火
雲
漸
散
月
西
流
（「
秋
夕
」
金
立
之
）

（
土
19
）

　
　

遶
壁
暗
蛬
無
限
思

ね
や
ち
か
き
か
べ
の
そ
こ
な
る
き
り
ぎ
り
す
お
も
ひ
く
ら
べ
の
秋
ぞ
へ
に
け
る
（
一
四
九
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
六
八
・
三
四
六
〇
「
感
秋
詠
意
」

　
　

炎
涼
遷
次
速
如
飛　

又
脱
生
衣
著
熟
衣　

遶
壁
暗
蛩
無
限
思　

恋
巣
寒
燕
未
能
帰

　
　

須
知
流
輩
年
年
失　

莫
歎
衰
容
日
日
非　

旧
語
相
伝
聊
自
慰　

世
間
七
十
老
人
稀

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
秋
興
・
一
六
五

（
土
20
）

　
　

蟬
鳴
黄
葉
漢
宮
秋

な
ら
の
は
の
名
に
お
ふ
宮
の
う
す
紅
葉
そ
む
る
や
せ
み
の
な
み
だ
な
る
ら
ん
（
一
五
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
許
渾
『
丁
卯
詩
集
』
巻
上
「
咸
陽
西
門
城
楼
晚
眺
」

　
　

一
上
高
城
万
里
愁　

蒹
葭
楊
柳
似
汀
洲　

渓
雲
初
起
日
沈
閣　

山
雨
欲
来
風
満
楼

　
　

鳥
下
緑
蕪
秦
苑
夕　

蟬
鳴
黄
葉
漢
宮
秋　

行
人
莫
問
前
朝
事　

渭
水
寒
声
昼
夜
流

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
早
秋
・
一
五
七

（
土
21
）

　
　

月
穿
疎
屋
夢
難
成

あ
れ
ま
さ
る
床
の
月
影
う
ち
は
ら
ひ
夢
に
よ
が
れ
て
あ
か
す
比
か
な
（
一
五
一
）

〈
句
題
原
詩
〉
杜
荀
鶴
「
旅
中
臥
病
」（『
全
唐
詩
』
巻
六
九
二
）

　
　

秋
来
誰
料
病
相
縈　

枕
上
心
猶
算
去
程　

風
射
破
窓
灯
易
滅　

月
穿
疏
屋
夢
難
成

　
　

故
園
何
啻
三
千
里　

新
雁
纔
聞
一
両
声　

我
自
与
人
無
旧
分　

非
干
人
与
我
無
情
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〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
天
象
部
・
風
月
・
二
七
三

〈
同
一
句
題
〉（
光
14
）

（
土
22
）

　
　

南
楼
月
下
擣
寒
衣

お
も
ひ
や
る
心
を
月
に
な
ぐ
さ
め
て
夜
さ
む
の
衣
う
ち
も
た
ゆ
ま
ず
（
一
五
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
玉
台
後
集
』
劉
元
叔
「
妾
薄
命
」

　
　

（
前
略
）

　
　

陽
春
白
日
照
空
暖　

紫
燕
銜
花
向
庭
満　

彩
鸞
琴
裏
怨
声
多　

飛
鵲
鏡
前
妝
梳
断

　
　

旦
逐
新
人
殊
未
帰　

還
令
秋
至
夜
霜
飛　

北
斗
星
前
横
旅
雁　

南
楼
月
下
擣
寒
衣

　
　

（
後
略
）

　

※
従
来
、『
文
苑
英
華
』
が
あ
げ
ら
れ
て
き
た
が
、よ
り
蓋
然
性
の
高
い
も
の
と
し
て
『
玉
台
後
集
』

と
し
た
。

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
秋
夜
・
一
八
九

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
擣
衣
・
三
四
六

（
土
23
）

　
　

菊
為
重
陽
冒
雨
開

長
月
や
お
の
が
比
と
て
さ
く
菊
の
露
も
と
を
を
に
雨
は
ふ
り
つ
つ
（
一
五
三
）

〈
句
題
原
詩
〉
皇
甫
冉
「
秋
日
東
郊
作
」（『
全
唐
詩
』
巻
二
四
九
）

　
　

間
看
秋
水
心
無
事　

臥
対
寒
松
手
自
栽　

廬
岳
高
僧
留
偈
別　

茅
山
道
士
寄
書
来

　
　

燕
知
社
日
辞
巣
去　

菊
為
重
陽
冒
雨
開　

浅
薄
将
何
称
献
納　

臨
岐
終
日
自
遅
迴

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
時
節
部
・
重
陽
・
二
五
六

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
九
日
付
菊
・
二
六
一

〈
同
一
句
題
〉
香
川
景
樹
『
桂
園
一
枝
拾
遺
』
三
一
四
「
菊
為
重
陽
冒
雨
開
」

（
土
24
）

　
　

霜
草
欲
枯
虫
思
苦

す
ず
虫
の
声
ふ
る
さ
と
の
あ
さ
ぢ
原
た
だ
か
れ
ね
と
も
お
け
る
は
つ
霜
（
一
五
四
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
六
六
・
三
二
八
七
「
答
夢
得
秋
庭
独
坐
見
贈
」

　
　

林
梢
隠
映
夕
陽
残　

庭
際
蕭
疏
夜
気
寒　

霜
草
欲
枯
虫
思
急　

風
枝
未
定
鳥
棲
難

　
　

容
衰
見
鏡
同
惆
悵　

身
健
逢
杯
且
喜
歓　

応
是
天
教
相
煖
熱　

一
時
垂
老
与
閑
官

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
暮
秋
・
二
〇
二

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
虫
・
三
二
八

〈
同
一
句
題
〉（
千
37
）、（
匡
6
）

（
土
25
）

　
　

林
葉
蕭
蕭
一
夜
霜

秋
の
色
は
ひ
と
夜
ば
か
り
の
初
霜
に
う
つ
ろ
ひ
は
つ
る
木
木
の
紅
葉
ば
（
一
五
五
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
秋
夜
・
一
九
五

　
　

満
山
月
色
連
渓
下　

林
葉
蕭
蕭
一
夜
霜
（「
月
夜
山
居
」
何
玄
）

冬（
土
26
）

　
　

紅
葉
添
愁
正
満
階

ち
り
つ
も
る
も
み
ぢ
に
橋
は
う
づ
も
れ
て
あ
と
た
え
は
つ
る
秋
の
ふ
る
郷
（
一
五
六
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
六
五
・
三
一
八
六
「
酬
皇
甫
郎
中
対
新
菊
花
見
憶
」

　
　

愛
菊
高
人
吟
逸
韻　

悲
秋
病
客
感
衰
懐　

黄
花
助
興
方
携
酒　

紅
葉
添
愁
正
満
階

　
　

居
士
葷
腥
今
已
断　

仙
郎
杯
杓
為
誰
排　

愧
君
相
憶
東
籬
下　

擬
廃
重
陽
一
日
斎

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
暮
秋
・
一
九
八

（
土
27
）

　
　

鳥
雀
群
飛
欲
雪
天

雲
ゐ
ゆ
く
つ
ば
さ
も
さ
え
て
飛
ぶ
鳥
の
あ
す
か
み
ゆ
き
の
ふ
る
さ
と
の
空
（
一
五
七
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
五
・
〇
八
八
七
「
歳
晩
旅
望
」

　
　

朝
来
暮
去
星
霜
換　

陰
惨
陽
舒
気
序
牽　

万
物
秋
霜
能
壊
色　

四
時
冬
日
最
凋
年

　
　

煙
波
半
露
新
沙
地　

鳥
雀
群
飛
欲
雪
天　

向
晚
蒼
蒼
南
北
望　

窮
陰
旅
思
両
無
辺

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
冬
興
・
二
一
九

〈
同
一
句
題
〉
林
述
斎
『
隅
田
川
二
百
首
』
一
九
三
「
鳥
雀
群
飛
欲
雪
天
」、望
月
長
孝
『
広
沢
輯
藻
』

六
二
七
「
鳥
雀
群
飛
欲
雪
天
」

（
土
28
）

　
　

寒
流
帯
月
澄
如
鏡
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い
ほ
さ
き
の
す
み
だ
河
原
の
か
は
風
に
こ
ほ
り
の
か
が
み
み
が
く
月
か
げ
（
一
五
八
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
六
・
〇
九
一
三
「
江
楼
宴
別
」

　
　

楼
中
別
曲
催
離
酌　

灯
下
紅
裙
間
緑
袍　

縹
緲
楚
風
羅
綺
薄　

錚
鏦
越
調
管
絃
高

　
　

寒
流
帯
月
澄
如
鏡　

夕
吹
和
霜
利
似
刀　

樽
酒
未
空
歓
未
尽　

舞
腰
歌
袖
莫
辞
労

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
冬
夜
・
二
二
四

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
冬
部
・
歳
暮
・
三
五
九

〈
同
一
句
題
〉（
匡
7
）、（
慈
定
42
）

（
土
29
）

　
　

蘆
花
風
起
暮
潮
来

み
し
ま
え
や
あ
し
の
葉
ち
か
く
み
つ
塩
の
ほ
な
み
に
か
よ
ふ
冬
の
河
か
ぜ
（
一
五
九
）

〈
句
題
原
詩
〉
許
渾
『
丁
卯
詩
集
』
巻
上
「
遊
銭
塘
青
山
李
隠
居
西
斎
〈
一
作
李
郢
詩
〉」

　
　

小
隠
西
亭
為
客
開　

翠
蘿
深
処
遍
青
苔　

林
間
掃
石
安
棋
局　

巖
下
分
泉
逓
酒
杯

　
　

蘭
葉
露
光
秋
月
上　

蘆
花
風
起
夜
潮
来　

雲
山
繞
屋
猶
嫌
浅　

欲
棹
漁
舟
近
釣
台

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
秋
興
・
一
七
三

（
土
30
）

　
　

晩
過
千
山
雪
気
寒

夕
暮
の
山
の
し
ら
雪
ふ
み
な
ら
し
立
ち
か
へ
る
べ
き
あ
と
は
つ
け
て
き
（
一
六
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
別
離
部
・
行
旅
・
九
五
六

　
　

夜
吟
孤
枕
潮
声
近　

晩
過
千
山
雪
気
寒
（「
江
夜
歳
暮
」
趙
嘏
）

〈
同
一
句
題
〉�

楊
梅
兼
行
『
兼
行
集
』
六
四
「
同
月
（
永
仁
二
年
四
月
）
廿
四
日
御
つ
ぎ
う
た
、
詩

の
詞
、
晩
過
千
山
雪
気
寒
」

恋（
土
31
）

　
　

与
君
後
会
知
何
日

た
の
め
お
く
あ
す
の
い
の
ち
も
し
ら
な
く
に
は
か
な
き
物
は
ち
ぎ
り
な
り
け
り
（
一
六
一
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
五
七
・
二
七
五
一
「
臨
都
駅
送
崔
十
八
」

　
　

勿
言
臨
都
五
六
里　

扶
病
出
城
相
送
来　

莫
道
長
安
一
歩
地　

馬
頭
西
去
幾
時
迴

　
　

与
君
後
会
知
何
処　

為
我
今
朝
尽
一
杯　

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
別
離
部
・
餞
別
・
九
二
八

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
餞
別
・
六
三
一

〈
同
一
句
題
〉
村
田
春
海
『
琴
後
集
』
九
七
一
「
与
君
後
会
知
何
日
」

（
土
32
）

　
　

雪
月
花
時
最
憶
君

お
も
か
げ
も
た
え
に
し
跡
も
う
つ
り
が
も
月
雪
花
に
の
こ
る
こ
ろ
か
な
（
一
六
二
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
五
五
・
二
五
六
五
「
寄
殷
協
律
」

　
　

五
歳
優
遊
同
過
日　

一
朝
消
散
似
浮
雲　

琴
詩
酒
伴
皆

我　

雪
月
花
時
最
憶
君

　
　

幾
度
聴
鶏
歌
白
日　

亦
曽
騎
馬
詠
紅
裙　

呉
娘
暮
雨
蕭
蕭
曲　

自
別
江
南
更
不
聞

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
人
事
部
・
憶
友
・
四
二
三

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
交
友
・
七
三
四

〈
同
一
句
題
〉
加
藤
千
蔭
『
う
け
ら
が
花
初
編
』
一
五
〇
一
「
雪
月
花
時
最
憶
君
」

（
土
33
）

　
　

故
情
歓
喜
開
書
後

た
ま
づ
さ
や
か
き
と
ど
め
け
る
あ
と
み
れ
ば
む
か
し
に
か
へ
る
人
の
こ
と
の
は
（
一
六
三
）

〈
句
題
原
詩
〉�

白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
五
三
・
二
三
三
五
「
得
湖
州
崔
十
八
使
君
書
喜
与
杭
越
隣

郡
因
成
長
句
代
賀
兼
寄
微
之
」

　
　

三
郡
何
因
此
結
縁　

貞
元
科
第
忝
同
年　

故
情
歓
喜
開
書
後　

旧
事
思
量
在
眼
前

　
　

越
国
封
疆
吞
碧
海　

杭
城
楼
閣
入
青
煙　

呉
興
卑
小
君
応
屈　

為
是
蓬

最
後
仙

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
人
事
部
・
書
信
・
四
二
六

（
土
34
）

　
　

分
袂
二
年
似
夢
寐

夢
か
と
よ
わ
か
れ
し
袖
の
涙
よ
り
ふ
た
秋
か
け
て
露
の
か
わ
か
ぬ
（
一
六
四
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
五
三
・
二
三
二
〇
「
答
微
之
詠
懐
見
寄
」

　
　

閣
中
同
直
前
春
事　

船
裏
相
逢
昨
日
情　

分
袂
二
年
労
夢
寐　

並
牀
三
宿
話
平
生

　
　

紫
微
北
畔
辞
宮
闕　

滄
海
西
頭
対
郡
城　

聚
散
窮
通
何
足
道　

酔
来
一
曲
放
歌
行

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
人
事
部
・
遇
友
・
四
二
八



― 86 ―

（
土
35
）

　
　

何
況
鶏
鳴
即
須
別

き
ぬ
ぎ
ぬ
の
わ
か
れ
や
さ
て
も
か
な
し
き
と
暁
し
ら
ぬ
鳥
の
ね
も
が
な
（
一
六
五
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
五
八
・
二
八
六
七
「
夜
宴
惜
別
」

　
　

笙
歌
旖
旎
曲
終
頭　

転
作
離
声
満
坐
愁　

筝
怨
朱
絃
従
此
断　

燭
啼
紅
涙
為
誰
流

　
　

夜
長
似
歳
歓
宜
尽　

酔
未
如
泥
飲
莫
休　

何
況
鶏
鳴
即
須
別　

門
前
風
雨
冷
脩
脩

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
別
離
部
・
別
意
・
九
〇
二

雑（
土
36
）

　
　

柴
扉
日
暮
随
風
掩

ゆ
ふ
づ
く
ひ
さ
す
人
も
な
き
柴
の
戸
に
あ
る
じ
が
ほ
に
も
ふ
く
あ
ら
し
か
な
（
一
六
六
）

〈
句
題
原
詩
〉
元
稹
『
元
氏
長
慶
集
』
巻
一
六
「
晩
春
」

　
　

昼
静
檐
疏
燕
語
頻　

双
双
闘
雀
動
階
塵　

柴
扉
日
暮
随
風
掩　

落
尽
閑
花
不
見
人　

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
人
事
部
・
閑
居
・
四
五
一

〈
句
題
他
出
〉『
新
撰
朗
詠
集
』
雑
部
・
閑
居
・
五
七
五

〈
同
一
句
題
〉（
千
70
）

（
土
37
）

　
　

草
堂
深
鎖
白
雲
間

谷
ふ
か
き
草
の
い
ほ
り
の
さ
び
し
き
は
雲
の
戸
ざ
し
の
明
ぼ
の
の
空
（
一
六
七
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
遊
牧
部
・
遊
覧
・
八
四
五

　
　

漁
艇
遠
飄
滄
海
上　

草
堂
深
鎖
白
雲
間
（「
途
中
偶
題
」
道
彦
）

〈
同
一
句
題
〉（
俊
6
）

（
土
38
）

　
　

月
入
斜
窓
暁
寺
鐘

か
ね
の
音
に
い
く
有
明
を
う
れ
ふ
ら
ん
ね
ざ
め
が
ち
な
る
窓
の
月
か
げ
（
一
六
八
）

〈
句
題
原
詩
〉
元
稹
『
元
稹
集
』
巻
一
九
「
鄂
州
寓
館
厳
㵎
宅
」

　
　

鳳
有
高
梧
鶴
有
松　

偶
来
江
外
寄
行
蹤　

花
枝
満
院
空
啼
鳥　

塵
榻
無
人
憶
臥
竜

　
　

心
想
夜
閑
唯
足
夢　

眼
看
春
尽
不
相
逢　

何
時
最
是
思
君
処　

月
入
斜
窓
暁
寺
鐘

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
人
事
部
・
憶
友
・
四
二
〇

（
土
39
）

　
　

野
寺
訪
僧
帰
帯
月

法
の
し
に
ま
よ
へ
る
道
を
た
づ
ね
て
ぞ
野
寺
の
月
に
ひ
と
り
か
へ
り
し
（
一
六
九
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
遊
牧
部
・
春
遊
・
八
五
九

　
　

野
寺
訪
僧
帰
帯
月　

芳
林
携
客
酔
眠
花
（「
贈
東
郊
」
鮑
溶
）

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
僧
・
六
〇
五

（
土
40
）

　
　

嶺
猿
群
宿
夜
山
静

ひ
と
り
す
む
み
山
の
夜
半
の
さ
び
し
さ
は
げ
に
わ
び
し
ら
に
ま
し
ら
鳴
く
な
り
（
一
七
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
許
渾
『
丁
卯
詩
集
』
巻
上
「
韶
州
駅
楼
宴
罷
」

　
　

檐
外
千
帆
背
夕
陽　

帰
心
杳
杳
鬢
蒼
蒼　

嶺
猿
群
宿
夜
山
静　

沙
鳥
独
飛
秋
水
涼

　
　

露
堕
桂
花
棋
局
湿　

風
吹
荷
葉
酒
瓶
香　

主
人
不
酔
下
楼
去　

月
在
南
軒
更
漏
長

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
地
理
部
・
山
水
・
三
三
〇

（
土
41
）

　
　

孤
館
宿
時
風
帯
雨

時
雨
ふ
る
こ
よ
ひ
ば
か
り
の
こ
が
ら
し
に
や
ど
は
な
く
と
も
こ
ろ
も
か
せ
山
（
一
七
一
）

〈
句
題
原
詩
〉
許
渾
『
丁
卯
詩
集
』
巻
上
「
瓜
洲
留
別
李
詡
」

　
　

泣
玉
三
年
一
見
君　

白
衣
憔
悴
更
離
群　

楊
堤
惜
別
春
潮
晚　

花
榭
留
歓
夜
漏
分

　
　

孤
館
宿
時
風
帯
雨　

遠
帆
帰
処
水
連
雲　

悲
歌
曲
尽
莫
重
奏　

心
繞
関
河
不
忍
聞

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
別
離
部
・
送
別
・
九
二
〇

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
行
旅
・
六
四
一

（
土
42
）

　
　

世
間
飄
泊
海
無
辺

か
ぢ
を
た
え
お
ほ
う
み
の
は
ら
に
ゆ
く
舟
の
あ
と
は
か
も
な
き
よ
を
い
か
に
せ
ん
（
一
七
二
）
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〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
六
・
〇
九
五
三
「
寄
李
相
公
崔
侍
郎
銭
舎
人
」

　
　

曽
陪
鶴
馭
両
三
仙　

親
侍
竜
輿
四
五
年　

天
上
歓
華
春
有
限　

世
間
漂
泊
海
無
辺

　
　

栄
枯
事
過
都
成
夢　

憂
喜
心
忘
便
是
禅　

官
満
更
帰
何
処
去　

香
炉
峰
在
宅
門
前

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
人
事
部
・
感
興
・
五
一
四

（
土
43
）

　
　

雲
愛
山
高
旦
暮
帰

わ
が
ご
と
や
あ
さ
ゆ
ふ
晴
れ
ぬ
も
の
は
お
も
ふ
た
か
ま
の
山
の
よ
そ
の
し
ら
雲
（
一
七
三
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
隠
逸
部
・
山
居
・
一
〇
〇
七

　
　

月
知
渓
静
尋
常
入　

雲
愛
山
高
且
暮
帰
（「
懐
旧
」
無
名
）

〈
句
題
他
出
〉『
新
撰
朗
詠
集
』
雑
部
・
雲
・
三
七
七

（
土
44
）

　
　

莫
対
月
明
思
往
事

袖
の
月
に
む
か
し
の
秋
な
お
も
ひ
出
で
そ
そ
れ
ゆ
ゑ
に
こ
そ
か
げ
も
や
つ
る
れ
（
一
七
四
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
四
・
〇
七
九
六
「
贈
内
」

　
　

漠
漠
闇
苔
新
雨
地　

微
微
涼
露
欲
秋
天　

莫
対
月
明
思
往
事　

損
君
顔
色
減
君
年

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
天
象
部
・
感
月
・
二
七
七

（
土
45
）

　
　

往
事
眇
茫
都
似
夢

む
な
し
く
て
み
そ
ぢ
の
夢
は
す
ぐ
し
き
ぬ
老
の
ね
ざ
め
も
い
ま
よ
り
や
せ
ん
（
一
七
五
）

〈
句
題
原
詩
〉�『
白
氏
文
集
』
巻
一
七
・
一
一
〇
七
「
十
年
三
月
三
十
日
別
微
之
於
澧
上
十
四
年
三

月
十
一
日
夜
遇
微
之
於
峡
中
停
舟
夷
陵
三
宿
而
別
言
不
尽
者
以
詩
終
之
因
賦
七
言
十

七
韻
以
贈
且
欲
寄
所
遇
之
地
与
相
見
之
時
為
他
年
会
話
張
本
也
」

　
　

（
前
略
）

　
　

歯
髪
蹉
跎
将
五
十　

関
河
迢
遰
過
三
千　

生
涯
共
寄
滄
江
上　

郷
国
俱

白
日
辺

　
　

往
事
渺
茫
都
似
夢　

旧
遊
零
落
半
帰
泉　

酔
悲
灑
涙
春
杯
裏　

吟
苦
支
頤
暁
燭
前

　
　

（
後
略
）

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
人
事
部
・
感
歎
・
五
一
七

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
懐
旧
・
七
四
三

〈
同
一
句
題
〉（
慈
定
88
）、（
伏
6
）、
香
川
景
樹
『
桂
園
一
枝
』
七
五
五
「
往
時
眇
茫
都
似
夢
」

（
土
46
）

　
　

白
髪
鏡
中
慙
易
老

よ
そ
に
み
し
野
原
の
霜
の
い
か
に
し
て
か
が
み
の
う
ち
に
置
き
は
じ
め
け
ん
（
一
七
六
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
人
事
部
・
老
・
五
二
九

　
　

白
髪
鏡
中
慙
易
老　

青
山
江
上
幾
回
春
（「
春
情
多
」
元
稹
）

〈
句
題
他
出
〉『
新
撰
朗
詠
集
』
雑
部
・
老
人
・
六
七
五

（
土
47
）

　
　

毎
夜
座
禅
観
水
月

む
ね
の
月
心
の
水
も
よ
な
よ
な
の
し
づ
か
な
る
に
ぞ
す
み
は
じ
め
け
る
（
一
七
七
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
六
四
・
三
一
三
〇
「
早
服
雲
母
散
」

　
　

暁
服
雲
英
漱
井
華　

寥
然
身
若
在
煙
霞　

薬
銷
日
晏
三
匙
飯　

酒
渴
春
深
一
椀
茶

　
　

毎
夜
坐
禅
観
水
月　

有
時
行
酔
玩
風
花　

浄
名
事
理
人
難
解　

身
不
出
家
心
出
家

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
人
事
部
・
閑
適
・
四
八
七

（
土
48
）

　
　

但
有
泉
声
洗
我
心

か
げ
す
め
る
岩
間
の
清
水
さ
は
り
お
ほ
み
わ
が
こ
こ
ろ
を
し
あ
ら
ひ
つ
る
か
な
（
一
七
八
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
五
四
・
二
四
八
九
「
宿
霊
巖
寺
上
院
」

　
　

高
高
白
月
上
青
林　

客
去
僧
帰
独
夜
深　

葷
血
屛
除
唯
対
酒　

歌
鐘
放
散
只
留
琴

　
　

更
無
俗
物
当
人
眼　

但
有
泉
声
洗
我
心　

最
愛
暁
亭
東
望
好　

太
湖
煙
水
緑
沈
沈

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
釈
氏
部
・
寺
・
一
〇
二
五

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
山
寺
・
五
七
九

〈
同
一
句
題
〉（
慈
定
69
）、
村
田
春
海
『
琴
後
集
』
四
五
三
「
但
有
泉
声
洗
我
心
」

（
土
49
）

　
　

碧
落
無
雲
称
鶴
心

雲
は
る
る
空
に
き
こ
え
て
な
く
鶴
も
よ
そ
の
お
も
ひ
は
い
ふ
か
ひ
ぞ
な
き
（
一
七
九
）
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〈
句
題
原
詩
〉
許
渾
『
丁
卯
詩
集
』
巻
上
「
寄
殷
堯
藩
先
輩
」

　
　

十
載
功
名
翰
墨
林　

為
従
知
己
信
浮
沉　

青
山
有
雪
諳
松
性　

碧
落
無
雲
称
鶴
心

　
　

帯
月
独
帰
蕭
寺
遠　

玩
花
頻
酔
庾
楼
深　

尋
思
一
見
如
瓊
樹　

空
把
新
詩
尽
日
吟

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
遊
牧
部
・
眺
望
・
八
八
二

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
松
・
四
二
二

〈
同
一
句
題
〉
藤
原
惺
窩
『
惺
窩
先
生
倭
歌
集
』
巻
四
・
雑
「
碧
落
無
雲
称
鶴
心
」

（
土
50
）

　
　

但
有
双
松
当
砌
下

我
も
し
り
我
も
し
ら
れ
て
年
は
へ
ぬ
み
ぎ
り
に
う
ゑ
し
ふ
た
も
と
の
松
（
一
八
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
五
五
・
二
五
二
八
「
新
昌
閑
居
招
楊
郎
中
兄
弟
」

　
　

紗
巾
角
枕
病
眠
翁　

忙
少
閑
多
誰
与
同　

但
有
双
松
当
砌
下　

更
無
一
事
到
心
中

　
　

金
章
紫
綬
看
如
夢　

皁
蓋
朱
輪
別
似
空　

暑
月
貧
家
何
所
有　

客
来
唯
贈
北
窓
風

〈
句
題
典
拠
〉『
千
載
佳
句
』
隠
逸
部
・
幽
居
・
一
〇
一
四

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
松
・
四
二
一

〈
同
一
句
題
〉（
慈
定
66
・
寂
28
）

Ⅱ
「
詠
五
十
首
和
歌
貞
応
二
年
二
月
十
日
」

春（
土
51
）

　
　

林
変
容
輝
宿
雪
紅

紅
の
か
す
み
は
け
さ
や
に
ほ
ふ
ら
ん
雪
の
は
や
し
の
春
の
は
つ
花
（
二
〇
四
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
早
春
・
一
四

　
　

庭
増
気
色
晴
沙
緑　

林
変
容
輝
宿
雪
紅
（「
草
樹
暗
迎
春
」
紀
長
谷
雄
）

〈
同
一
句
題
〉�

足
利
義
尚
『
常
徳
院
詠
』
一
六
三
「
韻
字
を
を
き
て
よ
み
侍
し
に
、
林
変
容
気
宿
雪

紅
」

（
土
52
）

　
　

露
暖
南
枝
花
始
開

春
の
日
の
ひ
か
り
に
匂
ふ
梅
の
は
な
み
な
み
よ
り
こ
そ
露
も
お
き
け
め
（
二
〇
五
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
梅
・
九
二

　
　

誰
言
春
色
従
東
到　

露
暖
南
枝
花
始
開
（「
庾
嶺
多
梅
樹
南
枝
先
開
」
菅
原
文
時
）

〈
同
一
句
題
〉
足
利
義
尚
『
常
徳
院
詠
』
一
六
四
「
露
暖
南
枝
花
始
開
」

（
土
53
）

　
　

鑽
沙
草
只
三
分
許

秋
は
ま
た
わ
く
べ
き
道
と
成
り
や
せ
ん
み
ど
り
み
じ
か
き
庭
の
若
草
（
二
〇
六
）

〈
句
題
原
詩
〉
菅
原
道
真
『
菅
家
文
草
』
巻
六
・
四
四
五
「
同
賦
春
浅
帯
軽
寒
、
応
製
」

　
　

不
是
吹
灰
案
暦
疏　

浅
春
暫
謝
上
陽
初　

鑽
沙
草
只
三
分
許　

跨
樹
霞
纔
半
段
余

　
　

雪
未
銷
通
棲
谷
鳥　

氷
猶
羃
得
伏
泉
魚　

貞
心
莫
畏
軽
寒
気　

恩
煦
都
無
一
事
虚

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
霞
・
七
六

（
土
54
）

　
　

気
霽
風
梳
新
柳
髪

春
き
ぬ
と
つ
げ
の
を
ぐ
し
も
さ
さ
な
く
に
柳
の
か
み
を
け
づ
る
春
か
ぜ
（
二
〇
七
）

〈
句
題
原
文
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
早
春
・
一
三

　
　

気
霽
風
梳
新
柳
髪　

氷
消
浪
洗
旧
苔
鬚
（「
春
暖
早
春
賦
」
都
良
香
）

〈
同
一
句
題
〉（
為
2
）

（
土
55
）

　
　

旧
巣
為
後
属
春
雲

白
雲
を
お
の
が
す
も
り
と
ち
ぎ
り
て
や
み
や
こ
の
花
に
う
つ
る
う
ぐ
ひ
す
（
二
〇
八
）

〈
句
題
原
詩
〉�

菅
原
道
真
『
菅
家
文
草
』
巻
六
・
四
五
三
「
早
春
内
宴
、
侍
清
涼
殿
同
賦
鶯
出
谷
、

応
製
」

　
　

鶯
児
不
敢
被
人
聞　

出
谷
来
時
過
妙
文　

新
路
如
今
穿
宿
雪　

旧
巣
為
後
属
春
雲

　
　

管
絃
声
裏
啼
求
友　

羅
綺
花
間
入
得
群　

恰
似
明
王
招
隠
処　

荷
衣
黄
壊
応
玄
纁

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
鶯
・
七
〇

（
土
56
）

　
　

江
霞
隔
浦
人
煙
遠

あ
し
び
た
く
難
波
の
浦
の
夕
煙
浪
ぢ
へ
だ
て
て
か
す
む
こ
ろ
か
な
（
二
〇
九
）
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〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
眺
望
・
六
二
七

　
　

江
霞
隔
浦
人
煙
遠　

湖
水
連
天
雁
点
遥
（「
遊
宗
福
寺
」
橘
直
幹
）

（
土
57
）

　
　

林
中
花
錦
時
開
落

た
つ
た
山
花
の
に
し
き
の
ぬ
き
を
う
す
み
さ
く
か
ち
る
か
に
ま
よ
ふ
春
か
な
（
二
一
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
春
興
・
二
三

　
　

林
中
花
錦
時
開
落　

天
外
遊
糸
或
有
無
（「
春
上
寺
望
聚
落
」
島
田
忠
臣
）

（
土
58
）

　
　

落
花
狼
藉
風
狂
後

花
さ
そ
ふ
こ
の
し
た
風
の
ふ
く
ま
ま
に
な
ほ
時
し
ら
ぬ
雪
ぞ
み
だ
る
る
（
二
一
一
）

〈
句
題
原
詩
〉
大
江
朝
綱
『
御
物
小
野
道
風
筆
屛
風
土
代
』「
惜
残
春
」

　
　

艶
陽
尽
処
幾
相
思　

招
客
迎
僧
欲
展
眉　

春
入
林
帰
猶
晦
跡　

老
尋
人
到
詎
成
期

　
　

落
花
狼
藉
風
狂
後　

啼
鳥
竜
鐘
雨
打
時　

樹
欲
枝
空
鶯
也
老　

此
情
須
附
一
篇
詩

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
落
花
・
一
二
九

（
土
59
）

　
　

山
腰
帰
雁
斜
牽
帯

立
ち
か
へ
る
雲
ゐ
の
雁
を
帯
に
せ
る
山
の
す
が
た
ぞ
春
は
さ
び
し
き
（
二
一
二
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
雁
付
帰
雁
・
三
二
五

　
　

山
腰
帰
雁
斜
牽
帯　

水
面
新
虹
未
展
巾
（「
春
暁
閑
出
」
都
在
中
）

（
土
60
）

　
　

春
情
難
繫
夕
陽
前

夕
づ
く
ひ
か
す
み
の
し
た
に
か
た
ぶ
き
て
入
逢
の
か
ね
に
春
ぞ
の
こ
れ
る
（
二
一
三
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
眺
望
・
六
二
九

　
　

老
眼
易
迷
残
雨
裏　

春
情
難
繫
夕
陽
前
（「
春
日
眺
望
」
藤
原
篤
茂
）

夏（
土
61
）

　
　

竹
亭
陰
合
偏
宜
夏

と
き
は
な
る
か
げ
し
げ
り
あ
ふ
さ
さ
竹
の
お
ほ
み
や
人
の
袖
ぞ
す
ず
し
き
（
二
一
四
）

〈
句
題
原
詩
〉�

白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
六
八
・
三
四
六
二
「
和
楊
尚
書
罷
相
後
夏
日
遊
永
安
水
亭　

兼
招
本
曹
楊
侍
郎
同
行
」

　
　

道
行
無
喜
退
無
憂　

舒
巻
如
雲
得
自
由　

良
冶
動
時
為
哲
匠　

巨
川
済
了
作
虚
舟

　
　

竹
亭
陰
合
偏
宜
夏　

水
檻
風
涼
不
待
秋　

遥
愛
翩
翩
双
紫
鳳　

入
同
官
署
出
同
遊

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
夏
部
・
晩
夏
・
一
六
八

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
夏
興
・
一
二
六

〈
同
一
句
題
〉
熊
谷
直
好
『
浦
の
し
ほ
貝
』
四
二
二
「
竹
亭
陰
合
偏
宜
夏
」

（
土
62
）

　
　

花
薫
紫
麝

風
程

た
が
袖
の
に
ほ
ひ
を
風
の
さ
そ
ひ
き
て
花
た
ち
ば
な
に
う
つ
し
そ
め
け
ん
（
二
一
五
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
夏
部
・
橘
花
・
一
七
二

　

    

枝
繫
金
鈴
春
雨
後　

花
薫
紫
麝
凱
風
程
（
具
平
親
王
）

（
土
63
）

　
　

谷
静
纔
聞
山
鳥
語

あ
し
び
き
の
山
ほ
と
と
ぎ
す
し
の
ぶ
な
り
う
の
花
か
こ
ふ
た
に
の
一
む
ら
（
二
一
六
）

〈
句
題
原
詩
〉
大
江
朝
綱
『
御
物
小
野
道
風
筆
屛
風
土
代
』「
送
僧
帰
山
」

　
　

一
自
方
袍
振
錫
行　

別
師
還
媿
六
塵
情　

雖
観
秋
月
波
中
影　

未
遁
春
花
夢
裏
名

　
　

谷
静
纔
聞
山
鳥
語　

梯
危
斜
踏
峡
猿
声　

夜
深
莫
歎
迷
帰
路　

定
有
霜
鍾
度
嶺
鳴

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
猿
・
四
六
〇

（
土
64
）

　
　

松
高
風
有
一
声
秋

松
か
げ
や
み
に
し
む
程
は
な
け
れ
ど
も
風
に
さ
き
だ
つ
秋
の
一
声
（
二
一
七
）
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〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
夏
部
・
納
涼
・
一
六
四

　
　

池
冷
水
無
三
伏
夏　

松
高
風
有
一
声
秋
（「
夏
日
閑
適
」
源
英
明
）

〈
同
一
句
題
〉（
朗
18
）、
一
色
直
朝
『
桂
林
集
』
七
三
「
松
高
風
有
一
声
秋
と
い
ふ
心
を
」、
香
川

景
樹
『
桂
園
一
枝
』
二
一
八
「
松
高
風
有
一
声
秋
」

（
土
65
）

　
　

未
是
蟬
悲
客
意
悲

夏
ふ
か
き
も
り
の
う
つ
せ
み
ね
に
た
て
て
な
く
こ
の
暮
は
わ
れ
さ
へ
ぞ
う
き
（
二
一
八
）

〈
句
題
原
詩
〉
菅
原
道
真
『
菅
家
文
草
』
巻
四
・
二
五
三
「
新
蟬
」

　
　

新
発
一
声
最
上
枝　

莫
言
泥
伏
遂
無
時　

今
年
異
例
腸
先
断　

不
是
蟬
悲
客
意
悲

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
夏
部
・
蟬
・
一
九
五

秋（
土
66
）

　
　

風
従
昨
夜
声
弥
怨

き
の
ふ
よ
り
夜
半
の
松
か
ぜ
音
た
て
て
う
ら
み
ぞ
そ
む
る
あ
ま
の
は
衣
（
二
一
九
）

〈
句
題
原
詩
〉
大
江
朝
綱
『
御
物
小
野
道
風
筆
屛
風
土
代
』「
七
夕
代
牛
女
」

　
　

独
坐
青
楼
漏
漸
深　

支
頤
想
像
暁
来
心　

風
従
昨
夜
声
弥
怨　

露
及
明
朝
涙
不
禁

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
七
夕
・
二
一
五

（
土
67
）

　
　

炎
景
剰
残
衣
尚
重

蟬
の
は
の
う
す
き
衣
も
な
ほ
お
も
し
秋
の
日
数
も
な
れ
ぬ
こ
の
ご
ろ
（
二
二
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
早
秋
・
二
一
〇

　
　

炎
景
剰
残
衣
尚
重　

晩
涼
潜
到

先
知
（「
立
秋
後
作
」
紀
長
谷
雄
）

（
土
68
）

　
　

暁
露
鹿
鳴
花
始
発

わ
が
や
ど
の
庭
の
秋
萩
咲
き
そ
め
て
こ
の
あ
か
つ
き
の
露
ぞ
う
つ
ろ
ふ
（
二
二
一
）

〈
句
題
原
詩
〉
菅
原
道
真
『
新
撰
万
葉
集
』
巻
上
・
八
六
「
秋
歌
三
十
六
首
（
ノ
一
）」

　
　

商
飆
颯
颯
葉
軽
軽　

壁
蛬
流
音
数
処
鳴　

暁
露
鹿
鳴
花
始
発　

百
般
攀
折
一
枝
情

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
萩
・
二
八
二

（
土
69
）

　
　

竹
風
鳴
葉
月
明
前

お
と
づ
る
る
夜
半
の
あ
ら
し
や
ふ
け
ぬ
ら
ん
ま
が
き
の
竹
を
い
づ
る
月
か
げ
（
二
二
二
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
秋
興
・
二
二
六

　
　

第
一
傷
心
何
処
最　

竹
風
鳴
葉
月
明
前
（「
早
秋
感
懐
」
島
田
忠
臣
）

（
土
70
）

　
　

由
来
感
思
在
秋
天

身
に
し
め
し
秋
の
夕
の
な
が
め
よ
り
物
お
も
ふ
わ
れ
と
な
り
に
け
る
か
な
（
二
二
三
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
秋
興
・
二
二
五

　
　

由
来
感
思
在
秋
天　

多
被
当
時
節
物
牽
（「
早
秋
感
懐
」
島
田
忠
臣
）

（
土
71
）

　
　

緑
草
如
今
麋
鹿
苑

ふ
か
く
さ
や
秋
の
の
ら
に
も
成
り
は
て
て
あ
る
じ
が
ほ
な
る
さ
を
し
か
の
声
（
二
二
四
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
古
京
・
五
二
八

　
　

緑
草
如
今
麋
鹿
苑　

紅
花
定
昔
管
絃
家
（「
過
平
城
古
京
」
菅
原
文
時
）

（
土
72
）

　
　

水
底
摸
書
雁
渡
時

初
雁
の
つ
ば
さ
に
か
く
る
玉
章
の
か
げ
さ
へ
み
ゆ
る
や
ま
川
の
水
（
二
二
五
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
水
付
漁
夫
・
五
一
七

　
　

沙
頭
刻
印
鷗
遊
処　

水
底
模
書
雁
度
時
（「
洞
庭
湖
」
大
江
朝
綱
）
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（
土
73
）

　
　

蔓
草
露
深
人
定
後

は
ら
は
ね
ば
ふ
け
ゆ
く
ま
ま
に
露
ぞ
お
く
草
に
や
つ
る
る
庭
の
か
よ
ひ
ぢ
（
二
二
六
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
秋
夜
・
二
三
六

　
　

蔓
草
露
深
人
定
後　

終
宵
雲
尽
月
明
前
（「
秋
夜
」
小
野
篁
）

（
土
74
）

　
　

蘆
洲
月
色
随
潮
満

み
つ
塩
に
す
さ
き
の
あ
し
も
み
が
く
れ
て
月
よ
せ
か
へ
る
み
し
ま
え
の
浪
（
二
二
七
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
白
・
八
〇
二

　
　

蘆
洲
月
色
随
潮
満　

嶺
雲
膚
与
雪
連
（「
賦
白
」
源
順
）

（
土
75
）

　
　

蘭

苑
嵐
摧
紫
後

む
ら
さ
き
に
た
が
そ
め
お
き
し
藤
ば
か
ま
そ
の
色
と
な
く
ふ
く
あ
ら
し
か
な
（
二
二
八
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
菊
・
二
七
一

　
　

蘭

苑
嵐
摧
紫
後　

蓬

洞
月
照
霜
中
（「
花
寒
菊
点
叢
」
菅
原
文
時
）

冬（
土
76
）

　
　

毎
朝
声
少
漢
林
風

紅
葉
ち
る
梢
の
時
雨
よ
わ
る
な
り
き
の
ふ
は
あ
ら
し
け
ふ
は
木
が
ら
し
（
二
二
九
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
落
葉
・
三
一
二

　
　

逐
夜
光
多
呉
苑
月　

毎
朝
声
少
漢
林
風
（「
落
葉
山
中
路
」
具
平
親
王
）

（
土
77
）

　
　

雪
点
林
頭
見
有
花

時
雨
ま
で
つ
れ
な
き
色
と
み
し
か
ど
も
と
き
は
木
な
が
ら
花
咲
き
に
け
り
（
二
三
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
菅
原
道
真
『
菅
家
文
草
』
巻
一
・
二
「
臘
月
独
興
」

　
　

玄
冬
律
迫
正
堪
嗟　

還
喜
向
春
不
敢
賖　

欲
尽
寒
光
休
幾
処　

将
来
暖
気
宿
誰
家

　
　

氷
封
水
面
聞
無
浪　

雪
点
林
頭
見
有
花　

可
恨
未
知
勤
学
業　

書
斎
窓
下
過
年
華

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
冬
部
・
氷
付
春
氷
・
三
八
四

（
土
78
）

　
　

霜
妨
鶴
唳
寒
無
露

お
く
露
の
む
す
べ
ば
し
ろ
き
霜
の
う
へ
に
夜
ふ
か
き
つ
る
の
声
ぞ
さ
む
け
き
（
二
三
一
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
冬
部
・
氷
付
春
氷
・
三
八
五

　
　

霜
妨
鶴
唳
寒
無
露　

水
結
狐
疑
薄
有
氷
（「
呈
源
秀
才
先
」
高
丘
相
如
）

（
土
79
）

　
　

群
源
暮
叩
谷
心
寒

と
ぢ
や
ら
ぬ
こ
ほ
り
の
下
に
な
み
さ
え
て
谷
の
小
川
ぞ
冬
ご
も
り
ゆ
く
（
二
三
二
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
山
付
山
水
・
四
九
五

　
　

衆
籟
暁
興
林
頂
老　

群
源
暮
叩
谷
心
寒
（「
秋
声
多
在
山
」
大
江
以
言
）

（
土
80
）

　
　

人
無
更
少
時
須
惜

を
し
め
ど
も
老
ば
か
り
こ
そ
つ
も
り
け
れ
あ
す
は
み
そ
ぢ
の
数
な
ら
ぬ
身
も
（
二
三
三
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
暮
春
・
四
七

　
　

人
無
更
少
時
須
惜　

年
不
常
春
酒
莫
空
（「
春
光
細
𧸐
」
小
野
篁
）

恋（
土
81
）

　
　

楊
貴
妃
帰
唐
帝
思

ま
ぼ
ろ
し
を
う
つ
つ
ば
か
り
に
な
ぐ
さ
め
て
ま
だ
さ
め
や
ら
ぬ
夢
の
か
よ
ひ
ぢ
（
二
三
四
）
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〈
句
題
原
詩
〉『
類
聚
句
題
抄
』
九
九
・
源
順
「
対
雨
恋
月
」

　
　

雲
稠
尚
望
清
光
透　

水
暗
難
忘
素
影
生　

楊
貴
妃
帰
唐
帝
思　

李
夫
人
去
漢
皇
情

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
十
五
夜
付
月
・
二
五
〇

〈
同
一
句
題
〉（
朗
83
）

（
土
82
）

　
　

年
年
別
思
驚
秋
雁

秋
ご
と
に
わ
す
れ
ぬ
か
り
の
声
き
け
ば
た
ち
わ
か
れ
に
し
人
ぞ
恋
し
き
（
二
三
五
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
擣
衣
・
三
五
〇

　
　

年
年
別
思
驚
秋
雁　

夜
夜
幽
声
到
暁
鶏
（「
擣
衣
詩
」
具
平
親
王
）

（
土
83
）

　
　

寒
閨
独
臥
無
夫
婿

ひ
と
り
の
み
ね
や
の
さ
む
し
ろ
う
ち
は
ら
ひ
あ
か
し
わ
び
ぬ
る
冬
の
よ
な
よ
な
（
二
三
六
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
恋
・
七
八
五

　
　

寒
閨
独
臥
無
夫
婿　

不
妨
蕭
郎
枉
馬
蹄
（「
和
江
侍
郎
欲
来
美
乃
国
」
十
市
采
女
）

（
土
84
）

　
　

身
化
早
為
胡
朽
骨

あ
か
ざ
り
し
み
や
こ
を
こ
ふ
る
涙
こ
そ
つ
ひ
に
こ
し
ぢ
の
雪
と
き
え
し
か
（
二
三
七
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
王
昭
君
・
六
九
九

　
　

身
化
早
為
胡
朽
骨　

家
留
空
作
漢
荒
門
（「
王
昭
君
」
紀
長
谷
雄
）

（
土
85
）

　
　

洲
蘆
夜
雨
他
郷
涙

夢
に
だ
に
ま
だ
み
し
ま
え
の
あ
し
の
は
に
み
や
こ
恋
し
き
袖
の
あ
め
か
な
（
二
三
八
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
行
旅
・
六
四
五

　
　

洲
蘆
夜
雨
他
郷
涙　

岸
柳
秋
風
遠
塞
情
（「
秋
宿
駅
館
」
橘
直
幹
）

〈
同
一
句
題
〉
藤
原
為
家
『
為
家
集
』
一
四
〇
一
「
洲
蘆
夜
雨
他
郷
涙
〈
正
嘉
二
年
〉」

雑（
土
86
）

　
　

終
宵
床
底
見
青
天

か
た
し
き
や
ね
や
の
板
間
の
あ
れ
し
よ
り
空
も
ひ
と
つ
に
露
ぞ
お
き
け
る
（
二
三
九
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
故
宮
付
破
宅
・
五
三
六

　
　

向
暁
簾
頭
生
白
露　

終
宵
床
底
見
青
天
（「
居
舎
壊
」
三
善
善
宗
）

（
土
87
）

　
　

蕭
索
村
風
吹
笛
処

笛
の
ね
の
ほ
の
吹
き
す
さ
ぶ
秋
か
ぜ
に
と
ほ
ぢ
さ
び
し
き
里
の
一
む
ら
（
二
四
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
田
家
・
五
六
八

　
　

蕭
索
村
風
吹
笛
処　

荒
涼
隣
月
擣
衣
程
（「
粟
田
障
子
田
家
秋
意
」
高
丘
相
如
）

（
土
88
）

　
　

故
山
無
主
晩
雲
孤

人
し
れ
ぬ
山
ぢ
の
お
く
に
住
み
な
れ
て
夕
暮
ご
と
に
か
へ
る
し
ら
雲
（
二
四
一
）

〈
句
題
原
詩
〉『
扶
桑
集
』
巻
七
・
隠
逸
部
・
紀
長
谷
雄
「
無
隠
」

　
　

幽
人
帰
徳
遂
難
逋　

抽
却
蒿
簪
別
艸
廬　

虚
㵎
有
声
寒
溜
咽　

故
山
無
主
晩
雲
孤

　
　

青
郊
不
顧
煙
花
富　

緯
闕
初
生
羽
翼
扶　

巣
許
若
能
逢
此
日　

何
因
終
作
穎
陽
天

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
仙
家
付
道
士
隠
倫
・
五
五
一

（
土
89
）

　
　

晴
後
青
山
臨
牖
近

窓
ち
か
き
む
か
ひ
の
山
に
霧
晴
れ
て
あ
ら
は
れ
わ
た
る
ひ
ば
ら
ま
き
は
ら
（
二
四
二
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
山
家
・
五
六
一
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晴
後
青
山
臨
牖
近　

雨
初
白
水
入
門
流
（「
田
家
早
秋
」
都
良
香
）

（
土
90
）

　
　

三
千
世
界
眼
前
尽

み
わ
た
せ
ば
い
く
雲
ゐ
と
も
白
雲
の
か
ぎ
り
を
か
ぎ
る
ゆ
ふ
暮
の
空
（
二
四
三
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
山
寺
・
五
八
三

　
　

三
千
世
界
眼
前
尽　

十
二
因
縁
心
裏
空
（「
竹
生
島
作
」
都
良
香
）

（
土
91
）

　
　

深
洞
聞
風
老
檜
悲

苔
ふ
か
き
ほ
ら
の
あ
き
風
吹
き
す
ぎ
て
ふ
る
き
ひ
ば
ら
の
音
ぞ
か
な
し
き
（
二
四
四
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
故
宮
付
破
宅
・
五
三
五

　
　

荒
籬
見
露
秋
蘭
泣　

深
洞
聞
風
老
檜
悲
（「
春
日
過
仁
和
寺
」
源
英
明
）

〈
同
一
句
題
〉（
為
6
）

（
土
92
）

　
　

人
如
鳥
路
穿
雲
出

飛
ぶ
鳥
の
か
よ
ふ
ば
か
り
の
し
る
べ
ま
で
雲
の
か
け
は
し
ふ
み
み
て
し
か
な
（
二
四
五
）

〈
句
題
原
詩
〉
菅
原
道
真
『
菅
家
文
草
』
巻
五
・
三
七
四
「
遊
竜
門
寺
」

　
　

随
分
香
花
意
未
曽　

緑
蘿
松
下
白
眉
僧　

人
如
鳥
路
穿
雲
出　

地
是
竜
門
趁
水
登

　
　

橋
老
往
還
誰
鶴
駕　

閣
寒
生
滅
幾
風
灯　

樵
翁
莫
笑
帰
家
客　

王
事
営
営
罷
不
能

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
山
寺
・
五
八
二

（
土
93
）

　
　

暮
鳥
棲
煙
守
廃
籬

し
と
ど
な
く
籬
の
竹
の
夕
煙
い
く
よ
か
へ
ぬ
る
人
す
ま
ず
し
て
（
二
四
六
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
故
宮
付
破
宅
・
五
三
四

　
　

孤
花
裛
露
啼
残
粉　

暮
鳥
棲
風
守
癈
籬
（「
次
妃
旧
院
」
惟
良
春
道
）

（
土
94
）

　
　

触
石
春
雲
生
枕
上

岩
が
ね
の
ま
く
ら
の
夢
も
さ
め
や
ら
で
よ
こ
雲
か
す
む
春
の
明
ぼ
の
（
二
四
七
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
山
家
・
五
六
二

　
　

触
石
春
雲
生
枕
上　

銜
嶺
暁
月
出
窓
中
（「
春
卜
山
寺
」
橘
直
幹
）

（
土
95
）

　
　

暁
鼯
飛
落
峡
煙
深

あ
か
月
の
け
ぶ
り
も
ふ
か
き
山
の
辺
に
を
り
し
り
が
ほ
の
む
さ
さ
び
の
声
（
二
四
八
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
山
・
四
九
三

　
　

夜
鶴
眠
驚
松
月
苦　

暁
鼯
飛
落
峡
煙
寒
（「
旧
居
詠
懐
」
都
良
香
）

（
土
96
）

　
　

未
遁
春
花
夢
裏
名

ち
る
花
の
あ
だ
な
る
春
の
夢
の
な
も
い
と
は
ず
な
が
ら
い
と
は
し
き
か
な
（
二
四
九
）

〈
句
題
原
詩
〉
大
江
朝
綱
『
御
物
小
野
道
風
筆
屛
風
土
代
』「
送
僧
帰
山
」
→
（
土
63
）
に
既
出

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
無
常
・
七
九
五

（
土
97
）

　
　

儻
得
難
逢
一
乗
文

う
ど
ん
げ
の
の
り
の
花
に
も
あ
ひ
に
け
り
菩
提
の
た
ね
を
う
ゑ
て
け
る
身
は
（
二
五
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
仏
事
・
五
九
九

　
　

已
終
未
習
千
年
役　

儻
得
難
逢
一
乗
文
（「
採
菓
汲
水
勧
学
会
」
慶
滋
保
胤
）

（
土
98
）

　
　

一
生
西
望
是
長
襟

よ
に
ふ
れ
ば
い
く
そ
思
ひ
は
お
も
ひ
か
は
に
し
を
の
ぞ
む
ぞ
な
が
き
物
お
も
ひ
（
二
五
一
）
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〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
餞
別
・
六
三
五

　
　

万
里
東
来
何
再
日　

一
生
西
望
是
長
襟
（「
酬
沈
三
十
」
小
野
篁
）

（
土
99
）

　
　

諫
鼓
苔
深
鳥
不
驚

お
と
た
え
し
い
さ
め
の
つ
づ
み
と
り
な
れ
て
こ
け
む
す
ほ
ど
に
年
ぞ
へ
に
け
る
（
二
五
二
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
帝
王
付
法
皇
・
六
六
三

　
　

刑
鞭
蒲
朽
蛍
空
去　

諫
鼓
苔
深
鳥
不
驚
（「
無
為
而
治
」
小
野
国
風
）

（
土
100
）

　
　

不
老
門
前
日
月
遅

年
へ
て
も
老
せ
ぬ
門
を
さ
し
て
け
り
空
に
月
日
の
す
ま
ん
限
り
は
（
二
五
三
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
祝
・
七
七
五

　
　

長
生
殿
裏
春
秋
富　

不
老
門
前
日
月
遅
（「
天
子
万
年
」
慶
滋
保
胤
）

〈
同
一
句
題
〉（
朗
52
）

　

             �
               （

⑪
土
御
門
院
「
句
題
五
十
首
」（
Ⅰ
・
Ⅱ
）
こ
こ
ま
で
）

⑫
藤
原
為
家
「
朗
詠
百
首
」（
為
1
～
為
9
）

【
略
解
説
】

『
夫
木
抄
』
所
収
の
、
藤
原
為
家
（
一
一
九
八
―
一
二
七
五
）
の
朗
詠
句
題
和
歌
九
首
（
含
存
疑

一
首
）。
句
題
は
基
本
的
に
七
言
一
句
の
詩
句
を
用
い
て
い
る
。
貞
応
三
年（
一
二
二
四
年
）当
時
、

為
家
は
二
七
歳
。

【
参
考
】

　

佐
藤
恒
雄
『
藤
原
為
家
研
究
』（
笠
間
書
院
、二
〇
〇
八
年
）
所
収
「
為
家
の
初
期
の
作
品
（
Ⅱ
）」

【
底
本
】
新
編
国
歌
大
観
『
夫
木
抄
』（
底
本
・
静
嘉
堂
文
庫
本
）

【
本
文
】

（
為
1
）

　
　

梅
／
朗
詠
百
首
、
窓
梅
北
面
雪
封
寒　

日
影
な
き
か
た
え
は
雪
に
と
ぢ
な
が
ら
か
つ
が
つ
に
ほ
ふ
窓
の
梅
が
枝

�

（
春
三
・
七
〇
六
、
雑
一
・
八
〇
六
三
・
北
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
立
春
・
二

　
　

池
凍
東
頭
風
度
解　

窓
梅
北
面
雪
封
寒
（（「
立
春
日
呈
芸
閣
諸
文
友
」
菅
原
篤
茂
）

（
為
2
）

　
　

貞
応
三
年
朗
詠
百
首
、（
気
霽
風
梳
新
柳
髪
）

青
柳
の
夜
の
間
の
露
の
玉
か
づ
ら
か
け
て
吹
き
ほ
す
庭
の
春
風
（
春
三
・
七
八
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
早
春
・
一
三

　
　

気
霽
風
梳
新
柳
髪　

氷
消
浪
洗
旧
苔
鬚
（「
春
暖
早
春
賦
」
都
良
香
）　

〈
同
一
句
題
〉（
土
54
）

（
為
3
）

　
　

貞
応
三
年
朗
詠
百
首
、
望
山
出
月
猶
蔵
影

山
の
は
は
出
づ
る
景
色
に
匂
へ
ど
も
ま
だ
影
か
く
す
秋
の
夜
の
月
（
秋
四
・
五
一
二
三
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
秋
晩
・
二
三
一

　
　

望
山
幽
月
猶
蔵
影　

聴
砌
飛
泉
転
倍
声
（「
秋
夕
口
号
」
菅
原
文
時
）　

（
為
4
）

　
　

貞
応
三
年
朗
詠
百
首
、
一
夜
林
霜
葉
尽
紅

む
す
び
け
る
ひ
と
よ
の
し
も
の
あ
さ
お
き
に
み
な
い
ろ
ま
さ
る
き
ぎ
の
紅
葉
ば（
秋
五
・
五
八
一
六
）

〈
句
題
原
詩
〉
温
庭
筠
『
温
飛
卿
詩
集
』
巻
九
「
盤
石
寺
留
別
成
公
」

　
　

槲
葉
蕭
蕭
帯
葦
風　

寺
前
帰
客
別
支
公　

三
秋
岸
雪
花
初
白　

一
夜
林
霜
葉
尽
紅

　
　

山
疊
楚
天
雲
圧
塞　

浪
遥
呉
苑
水
連
空　

悠
然
旅
榜
頻
回
首　

無
復
松
窓
半
偈
同

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
冬
部
・
霜
・
三
六
八

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
暮
秋
・
二
一
〇
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（
為
5
）

　
　

朗
詠
百
首
、
冬
歌
、
閨
寒
夢
驚　

或
添
孤
婦
砧
上

夢
む
す
ぶ
ね
や
さ
む
か
ら
し
し
づ
の
め
が
さ
ゆ
る
霜
夜
に
衣
う
つ
こ
ゑ
（
冬
一
・
六
五
三
七
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
冬
部
・
霜
・
三
六
九

　
　

閨
寒
夢
驚　

或
添
孤
婦
之
砧
上　

山
深
感
動　

先
侵
四
皓
之
鬢
辺（「
青
女
司
霜
賦
」紀
長
谷
雄
）

（
為
6
）

　
　

洞
／
同
（
深
洞
聞
風
老
檜
悲
）、
朗
詠
百
首

風
ふ
け
ば
ふ
る
木
の
ひ
ば
ら
こ
ゑ
た
て
て
あ
と
な
き
ほ
ら
に
む
か
し
こ
ふ
ら
し（
雑
三
・
八
九
八
三
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
故
宮
付
破
宅
・
五
三
五

　
　

荒
籬
見
露
秋
蘭
泣　

深
洞
聞
風
老
檜
悲
（「
秋
日
過
仁
和
寺
」
源
英
明
）

〈
同
一
句
題
〉（
土
91
）

（
為
7
）

　
　

洞
／
同
（
朗
詠
）
百
首
、
石
床
留
洞
嵐
空
払　

お
の
づ
か
ら
い
く
千
と
せ
ま
で
ふ
り
ぬ
ら
ん
い
し
の
ゆ
か
ふ
く
ほ
ら
の
山
か
ぜ（
雑
三
・
八
九
八
四
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
仙
家
付
道
士
隠
倫
・
五
四
七

　
　

石
床
留
洞
嵐
空
払　

玉
案

林
鳥
独
啼
（「
坤
元
録
御
屛
風
山
中
有
仙
家
」
菅
原
文
時
）

（
為
8
）

　
　

松
／
貞
応
三
年
朗
詠
百
首
、
外
物
独
醒
松
㵎
色

竜
田
山
し
た
ま
で
か
は
る
紅
葉
ば
に
ひ
と
り
色
な
き
谷
の
ま
つ
風
（
雑
一
一
・
一
三
八
二
四
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
紅
葉
・
三
〇
四

　
　

外
物
独
醒
松
㵎
色　

余
波
合
力
錦
江
声
（「
山
水
唯
紅
葉
」
大
江
以
言
）

（
為
9
）

　
　

山
家
／
貞
応
三
年
朗
詠
百
首
、
銜
峰
暁
月
出
窓
中

峰
の
庵
の
窓
よ
り
い
づ
る
月
だ
に
も
有
明
の
比
は
な
ほ
ま
た
れ
け
り
（
雑
一
二
・
一
四
四
七
七
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
典
拠
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
山
家
・
五
六
二

　
　

触
石
春
雲
生
枕
上　

銜
嶺
暁
月
出
窓
中
（「
春
卜
山
寺
」
橘
直
幹
）

　

                        �
                      （

⑫
藤
原
為
家
「
朗
詠
百
首
」
こ
こ
ま
で
）

⑬
葉
室
光
俊
『
閑
放
集
』（
光
1
～
光
13
）

【
解
説
】

葉
室
光
俊
（
法
名
・
真
観
、
一
二
〇
三
―
一
二
七
六
）
の
家
集
『
閑
放
集
』
所
収
の
句
題
和
歌
一

六
首
。
句
題
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
詩
句
は
七
言
一
句
が
十
五
、
五
言
一
句
が
一
で
あ
る
。
な

お
（
光
9
）
句
題
の
「
行
」
字
は
題
字
の
末
尾
が
冒
頭
に
混
入
し
た
も
の
で
あ
り
、
四
言
の
詩
句

が
五
言
の
句
題
と
な
っ
て
い
る
。
詩
句
の
出
典
は
、
七
句
が
『
千
載
佳
句
』
で
最
多
で
あ
る
が
、

宋
詩
を
含
み
、
当
時
の
漢
籍
受
容
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

【
参
考
】

小
川
剛
生
「
句
題
和
歌
と
唐
宋
詩
」（『
室
町
文
化
の
座
標
軸

―
遣
明
船
時
代
の
列
島
と
文
事

―
』
勉
誠
社
、
二
〇
二
一
年
）

（
可
能
な
限
り
原
本
に
当
た
っ
て
い
る
が
、
一
部
小
川
氏
の
示
す
本
文
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
）

【
底
本
】
新
編
私
家
集
大
成
（
底
本
・
神
宮
文
庫
本
）

【
本
文
】

（
光
1
）

　
　

山
〔　

〕
蟬
声
薄
暮
悲

秋
く
れ
ば
さ
ら
で
も
物
の
か
な
し
き
に
夕
の
山
に
せ
み
の
な
く
な
る
（
五
）

〈
句
題
原
詩
〉
王
維
『
王
右
丞
文
集
』
巻
四
「
早
秋
山
中
作
」

　
　

無
才
不
敢
累
明
時　

思
向
東
渓
守
故
籬　

不
厭
尚
平
婚
嫁
早　

却
嫌
陶
令
去
官
遅

　
　

草
間
蛩
響
臨
秋
急　

山
裏
蟬
声
薄
暮
悲　

寂
莫
柴
門
人
不
到　

空
牀
独
与
白
雲
期

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
早
秋
・
一
五
二
、『
新
撰
朗
詠
集
』
秋
部
・
虫
・
三
〇
八
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（
光
2
）

　
　

古
集
に
、
蛍
火
飛
来
促
織
鳴

蛍
と
ぶ
ゆ
ふ
か
げ
草
の
し
ら
露
に
は
た
お
る
虫
も
秋
と
鳴
な
り
（
五
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
石
倉
歴
代
詩
選
集
』
巻
七
九
・
雍
陶
「
宿
石
門
山
居
」

　
　

窓
灯
欲
滅
夜
愁
生　

蛍
火
飛
来
促
織
鳴　

宿
客
幾
回
眠
又
起　

一
渓
秋
水
枕
辺
声

（
光
3
）

　
　

古
集
に
、
日
晩
深
山
水
景
寒

秋
の
日
の
さ
す
や
夕
の
山
か
げ
は
し
た
行
水
も
を
と
ぞ
さ
む
け
き
（
六
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
秋
興
・
一
七
〇

　
　

秋
迎
暁
月
鴻
声
早　

日
映
深
山
水
気
寒
（「
喜
到
家
」
賀
蘭
遂
）

（
光
4
）

　
　

人
過
遠
村
秋
日
暮

旅
人
や
と
を
ち
の
里
に
す
ぎ
ぬ
ら
ん
秋
風
さ
む
み
日
ぞ
暮
に
け
る
（
六
一
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
別
離
部
・
行
旅
・
九
五
〇

　
　

人
過
遠
村
秋
日
晩　

鳥
飛
平
野
暮
天
空
（「
秋
暮
」
李
潭
）

（
光
5
）

　
　

古
集
に
、
呉
苑
秋
風
月
満
頻

な
が
め
ば
や
い
か
な
る
そ
の
の
秋
風
に
み
ち
て
は
月
の
く
ま
な
か
る
ら
ん
（
六
九
）

〈
句
題
原
詩
〉
許
渾
『
丁
卯
集
』
巻
上
「
題
蘇
州
虎
丘
寺
僧
院
」、『
文
苑
英
華
』
巻
二
三
八

　
　

暫
引
寒
泉
濯
遠
塵　

此
生
多
是
異
郷
人　

渓
夜
雨
花
開
疾　

呉
苑
秋
風
月
満
頻

　
　

万
里
高
低
門
外
路　

百
年
栄
辱
夢
中
身　

世
間
誰
似
西
林
客　

一
臥
煙
霞
四
十
春

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
秋
夜
・
一
九
三

（
光
6
）

　
　

心
懸
秋
月
照
呉
関

空
は
れ
て
い
づ
れ
の
せ
き
か
て
ら
す
ら
ん
心
に
か
か
る
秋
の
夜
の
月
（
七
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
別
離
部
・
別
離
・
九
〇
五

　
　

騎
躡
春
風
離
漢
苑　

心
懸
秋
月
照
呉
関
（「
徳
征
詩
」
僧
去
奢
）

（
光
7
）

　
　

風
易
秋
月
雁
行
斉

空
は
れ
て
夜
わ
た
る
風
や
お
く
る
ら
ん
月
に
ひ
と
し
き
は
つ
か
り
の
こ
ゑ
（
七
一
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
人
事
部
・
兄
弟
・
四
〇
五

　
　

雲
布
長
天
竜
勢
逸　

風
高
秋
月
雁
行
斉
（「
送
舎
弟
厳
府
」
崔
致
遠
）

（
光
8
）

　
　

故
人
心
似
中
秋
月

見
れ
ば
ま
づ
昔
の
人
の
心
ま
で
お
も
ひ
し
ら
る
る
秋
の
夜
の
月
（
七
二
）

〈
句
題
原
詩
〉�

戴
復
古
『
石
屛
詩
集
』
巻
七
「
中
秋
李
漕
氷
壺
燕
集
」、『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家

詩
選
』
巻
四
・
節
候
部
・
中
秋

　
　

把
酒
氷
壺
接
勝
游　

今
年
喜
不
負
中
秋　

故
人
心
似
中
秋
月　

肯
為
狂
夫
照
白
頭

（
光
9
）

　
　

行
（
マ
マ
）月

明
星
稀

な
か
な
か
に
く
も
ら
ぬ
夜
半
の
月
に
こ
そ
空
な
る
ほ
し
は
ま
れ
に
見
え
け
れ
（
七
三
）

〈
句
題
原
詩
〉『
文
選
』
巻
二
七
・
楽
府
上
・
曹
操
「
短
歌
行
」、『
古
今
合
璧
事
類
備
用
』
巻
七
二

　
　

（
前
略
）

　
　

月
明
星
稀　

烏
鵲
南
飛　

繞
樹
三
匝　

何
枝
可
依

　
　

山
不
厭
高　

海
不
厭
深　

周
公
吐
哺　

天
下
帰
心

（
光
10
）

　
　

水
流
無
限
月
明
多

末
と
を
く
な
が
る
る
水
に
や
ど
り
て
も
猶
あ
ま
り
あ
る
月
の
影
か
な
（
七
四
）

〈
句
題
原
詩
〉�

劉
禹
錫
『
劉
禹
錫
集
』
巻
六
・
楽
府
上
「
隄
上
行
三
首
（
ノ
二
）」、『
万
首
唐
人
絶
句
』
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巻
五

　
　

江
南
江
北
望
煙
波　

入
夜
行
人
相
応
歌　

桃
葉
伝
情
竹
枝
怨　

水
流
無
限
月
明
多

（
光
11
）

　
　

月
明
江
上
笛
声
多

ふ
け
ゆ
け
ば
笛
の
音
あ
ま
た
き
こ
ゆ
な
り
い
か
な
る
江
に
か
月
の
す
む
ら
ん
（
七
五
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
天
象
部
・
風
月
・
二
七
四

　
　

風
起
竹
間
蛍
影
乱　

月
明
江
上
笛
声
多
（「
秋
夜
旅
泊
」
道
彦
）

（
光
12
）

　
　

江
鷗
散
霰
夜
無
伴
漁
父

か
も
め
と
ぶ
入
江
を
さ
む
み
さ
夜
更
て
友
な
き
あ
ま
や
月
を
見
る
ら
ん
（
七
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
二
二
・
人
品
門
・
漁
父
・
許
彦
国

　
　

栄
辱
従
来
総
不
知　

幾
間
茅
屋
対
漁
磯　

江
鷗
散
処
夜
無
伴　

荷
葉
老
時
秋
有
衣

（
光
13
）

　
　

夜
半
鐘
声
到
客
船

舟
と
む
る
入
江
の
楓
し
も
さ
え
て
夜
ぶ
か
き
鐘
を
月
に
聞
か
な
（
七
七
）

〈
句
題
原
詩
〉�

張
継
「
楓
橋
夜
泊
」（『
三
体
詩
』
巻
一
、『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
六
・

昼
夜
門
・
夜
、『
唐
詩
紀
事
』
巻
二
五
、『
文
苑
英
華
』
巻
二
九
二
）

　
　

月
落
烏
啼
霜
満
天　

江
楓
漁
火
対
愁
眠　

姑
蘇
城
外
寒
山
寺　

夜
半
鐘
声
到
客
船

（
光
14
）

　
　

月
穿
疎
屋
夢
難
眠

侘
ぬ
れ
ば
夢
み
る
ほ
ど
の
な
ぐ
さ
め
も
ね
や
も
る
月
に
か
な
は
ざ
り
け
り
（
七
八
）

〈
句
題
原
詩
〉
杜
荀
鶴
「
旅
中
臥
病
」（『
全
唐
詩
』
巻
六
九
二
）

　
　

秋
来
誰
料
病
相
縈　

枕
上
心
猶
算
去
程　

風
射
破
窓
灯
易
滅　

月
穿
疎
屋
夢
難
成

　
　

故
園
何
啻
三
千
里　

新
雁
纔
聞
一
両
声　

我
自
与
人
無
旧
分　

非
干
人
与
我
無
情

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
天
象
部
・
風
月
・
二
七
三

〈
同
一
句
題
〉（
土
21
）

（
光
15
）

　
　

黄
葉
落
時
聞
擣
衣

衣
う
つ
を
と
こ
そ
を
ち
に
き
こ
ゆ
な
れ
山
の
木
の
葉
に
風
や
吹
ら
ん
（
一
〇
一
）

〈
句
題
原
詩
〉
朱
長
文
「
望
中
有
懐
」（『
唐
詩
紀
事
』
巻
二
八
）

竜
向
洞
中
銜
雨
出　

鳥
従
花
裏
帯
香
飛　

白
雲
断
処
見
明
月　

黄
葉
落
時
聞
擣
衣

（
光
16
）

　
　

菊
倚
荒
庭
寂

開

露
よ
り
も
老
の
涙
ぞ
つ
も
る
ら
ん
あ
れ
た
る
庭
の
き
く
の
ふ
ち
と
は
（
一
〇
三
）

〈
句
題
原
詩
〉『
南
陽
集
』
巻
三
・
趙
湘
「
九
日
幽
居
書
懐
」

　
　

九
月
蟬
稀
九
日
催　

年
光
如
逐
水
声
回　

人
思
往
事
凄
涼
在　

菊
倚
荒
庭
寂

開

　
　

落
葉
偶
従
池
上
過　

夕
陽
初
傍
酒
辺
来　

白
衣
去
後
無
消
息　

雨
湿
東
離
欲
長
苔　

　

                  �
                      （

⑬
葉
室
光
俊
『
閑
放
集
』
こ
こ
ま
で
）

⑭
一
条
実
経
『
円
明
寺
関
白
集
』
よ
り
八
首
（
円
1
～
円
8
）

【
解
説
】

一
条
実
経
（
一
二
二
三
―
一
二
八
四
）
の
家
集
『
円
明
寺
関
白
集
』
所
収
の
句
題
和
歌
八
首
。『
円

明
寺
関
白
集
』
は
文
永
七
年
（
一
二
七
〇
）
年
以
前
成
立
。
全
一
一
一
首
で
、
四
季
・
恋
・
雑
に

部
類
さ
れ
て
お
り
、
句
題
和
歌
は
各
部
に
散
在
し
て
収
め
ら
れ
い
る
。
題
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
詩
句
は
、
五
言
一
句
・
五
言
二
句
・
七
言
一
句
と
様
々
で
、
出
典
は
『
白
氏
文
集
』
が
六
句
、

宋
之
問
が
一
句
、
不
明
一
句
で
あ
る
。

【
底
本
】�

新
編
私
家
集
大
成
（
底
本
・
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
中
世
私
家
集　

八
』
所
収
「
後
一
条

前
関
白
実
経
詠
」）

【
本
文
】

（
円
1
）

　
　

春
／
夜
来
巾
上
涙　

一
半
是
春
氷

と
け
や
ら
ぬ
春
の
こ
ほ
り
ぞ
し
ら
れ
ぬ
る
な
を
よ
さ
む
な
る
袖
の
な
み
だ
に
（
三
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
八
・
一
一
九
五
「
閨
怨
詞
三
首
（
ノ
二
）」
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珠
箔
籠
寒
月　

紗
窓
背
暁
灯　

夜
来
巾
上
涙　

一
半
是
春
氷

（
円
2
）

　
　

春
／
園
裏
春
梅
今
已
発

さ
き
に
け
り
む
め
が
か
に
ほ
ふ
た
け
か
は
の
は
し
の
つ
め
な
る
春
の
花
ぞ
の
（
六
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

（
円
3
）

　
　

春
／
花
下
忘
帰
因
美
景

う
つ
ろ
は
で
人
の
こ
こ
ろ
を
は
な
も
み
よ
い
く
か
も
こ
こ
に
か
く
て
あ
り
や
と
（
二
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
三
・
〇
六
一
六
「
酬
歌
舒
大
見
贈
」

　
　

去
歳
歓
遊
何
処
去　

曲
江
西
岸
杏
園
東　

花
下
忘
帰
因
美
景　

樽
前
勧
酒
是
春
風

　
　

各
従
微
宦
風
塵
裏　

共
度
流
年
離
別
中　

今
日
相
逢
愁
又
喜　

八
人
分
散
両
人
同

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
宴
喜
部
・
春
宴
・
六
九
五
、『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
春
興
・
一
八

〈
同
一
句
題
〉（
千
13
）、（
慈
定
9
）

（
円
4
）

　
　

夏
／
初
着
単
衣
支
体
軽

う
ら
も
な
く
け
ふ
お
い
ら
く
ぞ
わ
す
れ
ぬ
る
た
ち
ゐ
も
か
ろ
き（

マ
マ
）て

せ
み
の
は
衣
（
二
五
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
九
・
一
二
八
〇
「
七
言
十
二
句
贈
駕
部
呉
郎
中
七
兄
」

　
　

四
月
天
気
和
且
清　

緑
槐
陰
合
沙
堤
平　

独
騎
善
馬
銜
鐙
穏　

初
著
単
衣
支
体
軽

　
　

退
朝
下
直
少
徒
侶　

帰
舎
閉
門
無
送
迎　

風
生
竹
夜
窓
間
臥　

月
照
松
時
台
上
行

　
　

（
後
略
）

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
首
夏
・
一
二
一
、『
新
撰
朗
詠
集
』
夏
部
・
更
衣
・
一
三
五

〈
同
一
句
題
〉（
土
11
）

（
円
5
）

　
　

夏
／
蟬
声
暮
啾
啾

く
る
る
日
の
や
ま
か
きげ

お
ほ
く
な
る
ま
ま
に
こ
ず
ゑ
の
せ
み
は
こ
ゑ
た
て
つ
な
り
（
三
四
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
五
・
〇
一
七
九
「
永
崇
里
観
居
」

　
　

季
夏
中
気
候　

煩
暑
自
此
収　

蕭
颯
風
雨
天　

蟬
声
暮
啾
啾

　
　

永
崇
里
巷
静　

華
陽
観
院
幽　

軒
車
不
到
処　

満
地
槐
花
秋

　
　

（
後
略
）

〈
同
一
句
題
〉�（
慈
定
24
）、『
夫
木
抄
』
三
五
九
九
・
八
条
院
高
倉
「
文
集
百
首
歌
に
、
窓
風
雨
天

蟬
声
」

（
円
6
）

　
　

夏
／
但
能
心
静
即
身
涼

人
と
は
ぬ
み
や
ま
の
い
ほ
の
し
づ
け
き
に
な
つ
な
き
も
の
は
心
な
り
け
り
（
三
六
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
五
・
〇
八
五
二
「
苦
熱
題
恒
寂
師
禅
室
」

　
　

人
人
避
暑
走
如
狂　

独
有
禅
師
不
出
房　

可
是
禅
房
無
熱
到　

但
能
心
静
即
身
涼

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
避
暑
・
一
三
三
、『
和
漢
朗
詠
集
』
夏
部
・
納
涼
・
一
六
一

〈
同
一
句
題
〉�（
千
32
）、（
慈
定
22
・
寂
9
）、『
為
家
集
』
四
三
四
「
心
静
即
身
涼
〈
文
永
八
年
四

月
十
八
日
続
百
首
題
自
和
漢
朗
詠
注
出
之
〉」

（
円
7
）

　
　

秋
／
石
上
泉
声
帯
雨
秋

せ
き
と
む
る
い
は
ま
の
み
づ
の
を
と
そ
へ
て
む
ら
さ
め
す
ぐ
る
あ
き
の
山
ざ
と
（
四
一
）

〈
句
題
原
詩
〉
宋
之
問
「
三
陽
宮
石
淙
侍
宴
応
制
」

　
　

離
宮
秘
苑
勝
瀛
洲　

別
有
仙
人
洞
壑
幽　

巖
辺
樹
色
含
風
冷　

石
上
泉
声
帯
雨
秋

　
　

鳥
向
歌
筵
来
度
曲　

雲
依
帳
殿
結
為
樓　

微
臣
昔
忝
方
明
御　

今
日
還
陪
八
駿
遊

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
秋
興
・
一
六
九

〈
同
一
句
題
〉（
俊
1
）

（
円
8
）

　
　

雑
／
此
身
何
足
厭

は
て
は
ま
た
と
て
も
か
く
て
も
あ
ら
れ
け
り
な
に
か
は
さ
ら
に
身
を
も
い
と
は
ん
（
一
〇
一
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
一
・
〇
五
七
七
「
逍
遥
詠
」

　
　

亦
莫
恋
此
身　

亦
莫
厭
此
身　

此
身
何
足
恋　

万
劫
煩
悩
根

　
　

此
身
何
足
厭　

一
聚
虚
空
塵　

無
恋
亦
無
厭　

始
是
逍
遥
人

〈
同
一
句
題
〉�（
慈
定
100
）、『
新
後
拾
遺
集
』
釈
教
・
一
五
〇
五
・
花
園
院
「
此
身
何
足
厭
一
聚
虚

空
塵
」
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                 �

         （
⑭
一
条
実
経
『
円
明
寺
関
白
集
』
こ
こ
ま
で
）

⑮
源
資
平
『
資
平
集
』（
資
1
～
資
10
）

【
解
説
】

源
資
平
（
一
二
二
三
―
一
二
八
四
）
の
家
集
『
資
平
集
』
所
収
の
句
題
和
歌
一
〇
首
。『
資
平
集
』

は
康
治
二
年
（
一
二
七
六
）
一
月
五
日
以
後
成
立
。『
資
平
集
』
は
総
歌
数
一
五
〇
首
で
、
四
季
・

雑
の
部
立
（
一
二
五
首
）
の
後
に
、
五
戒
・
古
集
・
物
名
・
折
句
・
沓
冠
の
二
五
首
を
収
め
る
。

こ
の
う
ち
の
「
古
集
」
が
句
題
和
歌
に
相
当
す
る
部
立
と
な
っ
て
い
る
。
句
題
は
五
言
二
句
・
七

言
一
句
・
七
言
二
句
・
七
言
四
句
と
様
々
で
あ
る
が
、
す
べ
て
『
白
氏
文
集
』
か
ら
選
ば
れ
て
い

る
。

【
参
考
】�

錺
武
彦
『
鎌
倉
時
代
中
後
期
和
歌
の
研
究
』（
新
典
社
、二
〇
一
二
年
）
所
収
「『
資
平
集
』

の
「
古
集
」
十
首
に
つ
い
て

―
源
資
平
の
『
白
氏
文
集
』
受
容

―
」

【
底
本
】
新
編
国
歌
大
観
（
底
本
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
）

【
本
文
】

（
資
1
）

　
　

梨
花
結
成
実　

燕
卵
化
為
雛　

時
物
又
如
此　

道
情
復
何
如

は
な
と
り
の
お
の
が
時
し
る
を
り
を
り
に
お
な
じ
み
の
り
の
道
も
か
は
ら
じ
（
一
三
一
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
九
・
〇
四
〇
八
「
春
暮
寄
元
九
」

　
　

梨
花
結
成
実　

燕
卵
化
為
雛　

時
物
又
若
此　

道
情
復
何
如

　
　

但
覚
日
月
促　

不
嗟
年
歳
徂　

浮
生
都
是
夢　

老
小
亦
何
殊

　
　

（
後
略
）

（
資
2
）

　
　

照
水
姿
容
雖
已
老　

上
山
筋
力
未
全
衰

た
に
水
に
し
ら
ぬ
お
き
な
の
か
げ
見
え
て
は
な
ゆ
ゑ
は
る
の
山
ぢ
く
ら
し
つ
（
一
三
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
五
四
・
二
四
八
七
「
自
思
益
寺
次
楞
伽
寺
作
」

　
　

朝
従
思
益
峰
遊
後　

時
到
楞
伽
寺
歇
時　

照
水
姿
容
雖
已
老　

上
山
筋
力
未
全
衰

　
　

行
逢
禅
客
多
相
問　

坐
倚
漁
舟
一
自
思　

猶
去
懸
車
十
五
載　

休
官
非
早
亦
非
遅

（
資
3
）

　
　

松
柱
石
階
竹
編
牆

竹
あ
め
る
か
き
ほ
の
こ
け
ぢ
跡
た
え
て
よ
の
う
き
ふ
し
も
さ
ぞ
へ
だ
て
け
む
（
一
三
三
）

〈
句
題
原
詩
〉�『
白
氏
文
集
』
巻
一
六
・
〇
九
七
五
「
香
炉
峰
下
新
ト
山
居
草
堂
初
成
偶
題
東
壁
五

首
（
ノ
一
）」

　
　

五
架
三
間
新
草
堂　

石
階
桂
柱
竹
編
牆　

南
檐
納
日
冬
天
暖　

北
戸
迎
風
夏
月
涼

　
　

灑
砌
飛
泉
纔
有
点　

払
窓
斜
竹
不
成
行　

来
春
更
葺
東
廂
屋　

紙
閤
蘆
簾
着
孟
光

（
資
4
）

　
　

雲
生
㵎
谷
衣
裳
潤

露
よ
り
も
袖
に
し
を
る
る
た
に
の
と
や
あ
け
く
れ
雲
の
た
つ
に
ま
か
せ
て
（
一
三
四
）

〈
句
題
原
詩
〉�『
白
氏
文
集
』
巻
一
六
・
〇
九
七
七
「
香
炉
峰
下
新
ト
山
居
草
堂
初
成
偶
題
東
壁
五

首
（
ノ
三
）」

　
　

長
松
樹
下
小
溪
頭　

斑
鹿
胎
巾
白
布
裘　

薬
圃
茶
園
為
産
業　

野
麋
林
鶴
是
交
遊

　
　

雲
生
㵎
戸
衣
裳
潤　

嵐
隠
山
厨
火
燭
幽　

最
愛
一
泉
新
引
得　

清
冷
屈
曲
遶
階
流

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
山
居
部
・
九
九
二
、『
新
撰
朗
詠
集
』
雑
部
・
山
家
・
五
一
四

（
資
5
）

　
　

但
恐
鏡
中
顔　

今
朝
老
於
昨

き
の
ふ
見
し
鏡
の
か
げ
も
け
さ
は
な
ほ
し
も
の
よ
も
ぎ
の
ふ
り
ま
さ
り
つ
つ
（
一
三
五
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
〇
・
〇
四
五
三
「
歎
老
三
首
（
ノ
一
）」

　
　

晨
興
照
清
鏡　

形
影
両
寂
　

少
年
辞
我
去　

白
髪
随
梳
落

　
　

万
化
成
於
漸　

漸
衰
看
不
覚　

但
恐
鏡
中
顔　

今
朝
老
於
昨

　
　

人
生
少
満
百　

不
得
長
歓
楽　

誰
会
天
地
心　

千
齢
与
亀
鶴

　
　

吾
聞
善
医
者　

今
古
称
扁
鵲　

万
病
皆
可
治　

唯
無
治
老
薬

〈
同
一
句
題
〉�『
続
門
葉
和
歌
集
』
雑
下
・
七
九
四
・
観
心
院
八
清
丸
「
文
集
の
送
老
詩
に
可
憐
鏡

中
頻
今
朝
老
昨
日
と
い
へ
る
心
を
よ
め
る
」

（
資
6
）

　
　

人
年
少
満
百　

不
得
長
歓
楽

も
も
と
せ
の
な
か
ば
す
ぎ
に
し
老
が
よ
も
こ
て
ふ
に
に
た
る
夢
か
と
ぞ
お
も
ふ
（
一
三
六
）
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〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
〇
・
〇
四
五
三
「
歎
老
三
首
（
ノ
一
）」
→
（
資
5
）
に
既
出

（
資
7
）

　
　

隔
窓
知
夜
雨　

芭
蕉
先
有
声

む
ら
さ
め
を
し
ら
で
や
よ
は
に
す
ぎ
な
ま
し
お
と
に
ぞ
た
つ
る
庭
の
ば
せ
う
ば
（
一
三
七
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
九
・
〇
四
四
三
「
夜
雨
」

　
　

早
蛩
啼
復
歇　

残
灯
滅
又
明　

隔
窓
知
夜
雨　

芭
蕉
先
有
声

〈
句
題
他
出
〉『
新
撰
朗
詠
集
』
秋
部
・
秋
夜
・
二
一
三

（
資
8
）

　
　

宮
漏
三
声
知
夜
半　

好
風
涼
月
満
松
筠

庭
の
ま
つ
ま
が
き
の
竹
に
お
と
づ
れ
て
風
ふ
く
る
よ
の
月
ぞ
す
ず
し
き
（
一
三
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
四
・
〇
七
二
二
「
同
銭
員
外
禁
中
夜
直
」

　
　

宮
漏
三
声
知
半
夜　

好
風
涼
月
満
松
筠　

此
時
閑
坐
寂
無
語　

薬
樹
影
中
唯
両
人

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
秋
夜
・
一
八
七

（
資
9
）

　
　

誰
家
思
婦
秋
擣
帛　

月
苦
風
凄
砧
声
幽

よ
さ
む
な
る
た
が
秋
風
の
あ
さ
ぢ
は
ら
月
の
あ
り
あ
け
に
衣
う
つ
ら
ん
（
一
三
九
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
九
・
一
二
八
七
「
聞
夜
砧
」

　
　

誰
家
思
婦
秋
擣
帛　

月
苦
風
淒
砧
杵
悲　

八
月
九
月
正
長
夜　

千
声
万
声
無
了
時

　
　

応
到
天
明
頭
尽
白　

一
声
添
得
一
茎
糸

（
資
10
）

　
　

十
月
鷹
出
籠　

草
枯
雉

肥

は
し
た
か
の
お
の
が
時
し
る
神
な
月
か
り
ば
の
を
の
も
霜
が
れ
に
け
り
（
一
三
三
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
・
〇
〇
三
九
「
放
鷹
詩
」

　
　

十
月
鷹
出
籠　

草
枯
雉
兔
肥　

下
韝
随
指
顧　

百
擲
無
一
遺

　
　

鷹
翅
疾
如
風　

鷹
爪
利
如
錐　

本
為
鳥
所
設　

今
為
人
所
資

　
　

（
後
略
）

　

                           �
               （

⑮
源
資
平
『
資
平
集
』
こ
こ
ま
で
）

⑯
飛
鳥
井
雅
有
『
隣
女
集
』「
文
の
心
よ
み
侍
し
歌
」（
雅
1
～
雅
15
）

【
略
解
説
】

飛
鳥
井
雅
有
（
一
二
四
一
―
一
三
〇
一
）
の
家
集
『
隣
女
集
』
巻
三
所
収
の
漢
文
題
和
歌
。「
文

の
心
よ
み
侍
し
歌
」
と
題
す
る
一
五
首
で
、題
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
文
は
『
孝
経
』『
帝
範
』

を
出
典
と
す
る
。『
隣
女
集
』
は
巻
ご
と
に
順
次
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
巻
三
は

永
仁
二
年
（
一
二
九
四
）
一
二
月
二
三
日
以
前
の
編
纂
。

【
参
考
】

本
間
洋
一
『
王
朝
漢
文
学
表
現
論
考
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
所
収
「
飛
鳥
井
雅
有
『
隣

女
集
』
瞥
見

―
「
文
の
心
よ
み
侍
し
歌
」
を
め
ぐ
っ
て

―
」

【
底
本
】
新
編
私
家
集
大
成
（
底
本
・
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
本
）

【
本
文
】

　

  

文
の
心
よ
み
侍
り
し
歌
中
に

（
雅
1
）

　
　

人
行
莫
大
於
孝

い
に
し
へ
の
あ
と
は
か
た
が
た
お
ほ
け
れ
ど
お
や
に
つ
か
ふ
る
道
ぞ
か
し
こ
き
（
一
六
七
一
）

〈
句
題
原
文
〉『
孝
経
』
聖
治
章
・
第
一
〇

子
曰
、
天
地
之
性
、
人
為
貴
。
人
行
、
莫
大
於
孝
。
孝
、
莫
大
於
厳
父
。

（
雅
2
）

　
　

進
思
尽
忠　

退
思
補
過

心
を
ば
つ
か
ふ
る
み
ち
に
す
す
め
ど
も
猶
た
ち
か
へ
り
身
を
ぞ
い
さ
む
る
（
一
六
七
二
）

〈
句
題
原
文
〉『
孝
経
』
事
君
章
・
第
二
一

　
　

子
曰
、君
子
之
事
上
也
、進
思
尽
忠
、退
思
補
過
、将
順
其
美
、匡
救
其
悪
、故
上
下
能
相
親
也
。

（
雅
3
）

　
　

一
人
有
慶　

兆
民
頼
之

あ
ま
つ
そ
ら
春
た
ち
く
れ
ば
の
も
山
も
お
の
が
さ
ま
ざ
ま
花
さ
き
に
け
り
（
一
六
七
三
）

〈
句
題
原
文
〉『
孝
経
』
天
子
章
・
第
二
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呂
刑
云
、
一
人
有
慶
、
兆
民
頼
之
。

（
雅
4
）

　
　

在
上
不
驕　

高
而
不
危

お
ほ
ぞ
ら
の
星
の
く
ら
ゐ
は
た
か
け
れ
ど
道
た
が
は
ね
ば
か
げ
ぞ
久
し
き
（
一
六
七
四
）

〈
句
題
原
文
〉『
孝
経
』
諸
侯
章
・
第
三

　
　

子
曰
、
居
上
不
驕
、
高
而
不
危
。
制
節
謹
度
、
満
而
不
溢
。

（
雅
5
）

　
　

戦
戦
兢
兢　

如
臨
深
淵　

如
履
薄
氷

そ
こ
ひ
な
き
岩
が
き
淵
の
薄
氷
心
も
と
け
ぬ
よ
の
中
の
う
さ
（
一
六
七
五
）

〈
句
題
原
詩
〉『
孝
経
』
諸
候
章
・
第
三

　
　

詩
云
、
戦
戦
兢
兢
、
如
臨
深
淵
、
如
履
薄
氷
。

（
雅
6
）

　
　

夙
夜
匪
懈
臣　

事
一
人

し
も
雪
に
わ
が
身
を
せ
め
て
く
る
と
あ
く
と
君
に
つ
か
ふ
る
と
し
ぞ
へ
に
け
る
（
一
六
七
六
）

〈
句
題
原
文
〉『
孝
経
』
卿
大
夫
章
・
第
四

　
　

詩
云
、
夙
夜
匪
懈
、
以
事
一
人
。

（
雅
7
）

　

  　

資
於
事
父
臣　

事
君
其
敬
同

た
ら
ち
ね
の
お
や
に
し
た
が
ふ
心
も
て
君
に
つ
か
ふ
る
道
ぞ
か
は
ら
ぬ
（
一
六
七
七
）

〈
句
題
原
文
〉『
孝
経
』
士
人
章
・
第
五

子
曰
、
資
於
事
父
以
事
母
、
其
愛
同
。
故
資
於
事
父
以
事
君
、
其
敬
同
。
故
母
取
其
愛
、
而
君

取
其
敬
。
兼
之
者
父
也
。

（
雅
8
）

　
　

自
天
之
時　

就
地
之
利

な
つ
は
う
ゑ
秋
は
か
り
た
に
た
つ
民
の
お
の
が
ま
ま
な
る
身
と
や
し
る
ら
ん
（
一
六
七
八
）

〈
句
題
原
文
〉『
孝
経
』
庶
人
章
・
第
六

　
　

子
曰
、
因
天
之
時
、
就
地
之
利
、
謹
身
節
用
、
以
養
父
母
。
此
庶
人
之
孝
也
。

（
雅
9
）

　
　

不
以
一
悪
忘
其
善

あ
だ
に
ち
る
色
を
う
し
と
て
山
桜
い
づ
れ
の
花
に
お
も
ひ
お
と
さ
ん
（
一
六
七
九
）

〈
句
題
原
文
〉
唐
太
宗
『
帝
範
』
審
官
篇

　
　

不
以
一
悪
忘
其
善
、
勿
以
小
瑕
掩
其
功
。

（
雅
10
）

　
　

倹
以
養
性

世
中
は
た
ま
の
う
て
な
も
な
に
か
せ
ん
草
の
庵
も
こ
こ
ろ
こ
そ
す
め
（
一
六
八
〇
）

〈
句
題
原
文
〉
唐
太
宗
『
帝
範
』
誡
盈
篇

　
　

夫
君
者
、
倹
以
養
性
。
静
以
修
身
。
倹
則
民
不
労
、
静
則
下
不
擾
民
。

（
雅
11
）

　
　

禍
福
無
門　

唯
人
所
召

う
ら
み
じ
な
な
に
は
入
江
の
よ
し
あ
し
も
も
に
す
む
む
し
の
名
に
ぞ
有
り
け
る
（
一
六
八
一
）

〈
句
題
原
文
〉
唐
太
宗
『
帝
範
』
崇
文
篇

君
子
労
処
其
難
、
不
能
逸
居
其
易
、
故
福
慶
流
之
。
是
知
、
禍
福
無
門
、
惟
人
所
召
。
欲
悔
非

於
既
往
、
唯
慎
過
於
将
来
、
択
哲
王
以
師
、
与
無
以
吾
為
前
鑑
。

（
雅
12
）

　
　

欲
悔
非
於
既
往　

唯
慎
過
於
将
来

ゆ
く
す
ゑ
を
い
ま
は
思
は
ん
お
も
ひ
が
は
過
ぎ
に
し
う
さ
は
ま
た
も
か
へ
ら
ず
（
一
六
八
二
）

〈
句
題
原
文
〉
唐
太
宗
『
帝
範
』
崇
文
篇
→
（
雅
11
）
に
既
出

（
雅
13
）

　
　

慾
生
於
身　

不
遇
則
身
喪

ふ
え
に
よ
る
秋
の
を
し
か
も
お
も
ひ
よ
り
身
を
い
た
づ
ら
に
な
し
ぞ
は
て
ぬ
る
（
一
六
八
三
）
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〈
句
題
原
文
〉
唐
太
宗
『
帝
範
』
崇
倹
篇

　
　

故
知
驕
出
於
志
、
不
節
則
志
傾
、
慾
生
於
身
、
不
遏
則
身
喪
。

（
雅
14
）

　
　

茅
茨
不
剪

と
と
の
へ
ぬ
く
さ
の
の
き
ば
は
よ
よ
へ
て
も
道
有
る
み
よ
の
た
め
し
に
ぞ
引
く
（
一
六
八
四
）

〈
句
題
原
文
〉
唐
太
宗
『
帝
範
』
崇
倹
篇

　
　

茅
茨
不
剪
、
采
椽
不
断
。
舟
車
不
餝
、
衣
服
無
天
。

（
雅
15
）

　
　

王
者
欲
明　

讒
人
弊
之

久
方
の
月
日
は
い
づ
ら
く
も
る
べ
き
た
だ
雨
雲
の
お
ほ
ふ
な
り
け
り
（
一
六
八
五
）

〈
句
題
原
文
〉
唐
太
宗
『
帝
範
』
去
讒
篇

　
　

故
叢
蘭
欲
茂
、
秋
風
敗
之
、
王
者
欲
明
、
讒
人
蔽
之
。
此
奸
佞
之
危
也
。

　

                 �
                     （

⑯
飛
鳥
井
雅
有
『
隣
女
集
』
こ
こ
ま
で
）

⑰
日
野
俊
光
『
俊
光
集
』（
俊
1
～
俊
7
）

【
解
説
】

日
野
俊
光
（
一
二
六
〇
―
一
三
二
六
）
の
家
集
『
俊
光
集
』
所
収
の
句
題
和
歌
七
首
。
句
題
は
す

べ
て
七
言
一
句
で
、『
白
氏
文
集
』『
千
載
佳
句
』『
和
漢
朗
詠
集
』
を
出
典
と
す
る
。

【
底
本
】
新
編
国
歌
大
観
（
書
陵
部
蔵
御
所
本
〔
五
〇
一
・
六
九
〇
〕）

【
本
文
】

（
俊
1
）

　
　

石
上
泉
声
帯
雨
秋

い
は
に
そ
そ
く
泉
の
お
と
も
秋
な
る
に
ひ
び
き
か
は
せ
る
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
雨
（
三
一
三
）

〈
句
題
原
詩
〉
宋
之
問
「
三
陽
宮
石
淙
侍
宴
応
制
」

　
　

離
宮
秘
苑
勝
瀛
洲　

別
有
仙
人
洞
壑
幽　

巖
辺
樹
色
含
風
冷　

石
上
泉
声
帯
雨
秋　

　
　

鳥
向
歌
筵
来
度
曲　

雲
依
帳
殿
結
為
楼　

微
臣
昔
忝
方
明
御　

今
日
還
陪
八
駿
遊

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
秋
興
・
一
六
九

〈
同
一
句
題
〉（
円
7
）

（
俊
2
）

　
　

蛬
思
蟬
声
満
耳
秋

き
り
ぎ
り
す
う
ら
む
る
庭
の
夕
か
ぜ
に
蟬
の
こ
ゑ
さ
へ
秋
に
か
な
し
き
（
三
一
四
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
三
・
〇
七
〇
四
「
題
李
十
一
東
亭
」

　
　

相
思
夕
上
松
台
立　

蛩
思
蟬
声
満
耳
秋　

惆
悵
東
亭
風
月
好　

主
人
今
夜
在
鄜
州

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
早
秋
・
一
四
六
、『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部
・
秋
晩
・
二
三
〇

〈
同
一
句
題
〉�（
慈
定
30
）、『
新
続
古
今
集
』
秋
上
・
四
二
八
・
前
中
納
言
定
嗣
「
相
思
夕
上
松
台

立
蛬
思
蟬
声
満
耳
秋
と
い
へ
る
心
を
」、加
藤
千
蔭『
う
け
ら
が
花
初
編
』五
六
五「
相

思
夕
上
松
台
立　

蛬
思
蟬
声
満
耳
秋
」

　
（
俊
3
）

　
　

残
照
下
東
籬

秋
ふ
か
き
ま
が
き
の
菊
の
露
の
う
へ
に
の
こ
る
夕
日
の
か
げ
ぞ
さ
び
し
き
（
三
一
六
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
五
四
・
二
四
二
八
「
池
上
早
秋
」

　
　

荷
芰
緑
参
差　

新
秋
水
満
池　

早
涼
生
北
檻　

残
照
下
東
籬

　
　

露
飽
蟬
声
懶　

風
乾
柳
意
衰　

過
潘
二
十
歳　

何
必
更
愁
悲

（
俊
4
）

　
　

門
外
夕
陽
寒
映
竹

し
ば
の
戸
は
雪
の
た
え
ま
も
さ
え
く
れ
て
竹
の
葉
さ
む
き
ゆ
ふ
日
か
げ
か
な
（
三
六
九
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
隠
逸
部
・
山
居
・
九
九
九

　
　

門
外
夕
陽
寒
映
竹　

洞
中
秋
水
暗
連
山
（「
過
山
居
」
何
玄
）

（
俊
5
）

　
　

万
株
松
樹
青
山
下

雲
か
か
る
た
か
ね
の
木
木
は
み
え
わ
か
で
ふ
も
と
に
し
る
き
松
の
む
ら
だ
ち
（
五
八
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
二
〇
・
一
三
三
八
「
夜
帰
」
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半
酔
閑
行
湖
岸
東　

馬
鞭
敲
鐙
轡
瓏
　

万
株
松
樹
青
山
上　

十
里
沙
堤
明
月
中

　
　

楼
角
漸
移
当
路
影　

潮
頭
欲
過
満
江
風　

帰
来
未
放
笙
歌
散　

画
戟
門
開
蠟
燭
紅

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
遊
放
部
・
夜
帰
・
八
八
六

（
俊
6
）

　
　

草
室
深
鎖
白
雲
間

山
ふ
か
き
い
は
ね
に
む
す
ぶ
く
さ
の
い
ほ
の
の
き
ば
を
と
づ
る
夕
ぐ
れ
の
雲
（
五
八
三
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
遊
放
部
・
遊
覧
・
八
四
五

　
　

漁
艇
遠
飄
滄
海
上　

草
堂
深
鎖
白
雲
間
（「
途
中
偶
題
」
道
彦
）

〈
同
一
句
題
〉（
土
37
）

（
俊
7
）

　
　

人
間
栄
耀
目
縁
浅

さ
き
の
世
の
む
く
ひ
と
し
ら
で
あ
り
し
ま
で
や
う
き
身
の
ほ
ど
を
な
げ
か
れ
も
せ
じ
（
五
八
四
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
六
六
・
三
二
四
八
「
老
来
生
計
」

　
　

老
来
生
計
君
看
取　

白
日
遊
行
夜
酔
吟　

陶
令
有
田
唯
種
黍　

鄧
家
無
子
不
留
金

　
　

人
間
栄
耀
因
縁
浅　

林
下
幽
閑
気
味
深　

煩
慮
漸
銷
虚
白
長　

一
年
心
勝
一
年
心

〈
句
題
他
出
〉�『
千
載
佳
句
』
隠
逸
部
・
幽
居
・
一
〇
一
五
、『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
閑
居
・
六
一

七

〈
同
一
句
題
〉（
慈
定
59
）

　

                            �
            （

⑰
日
野
俊
光
『
俊
光
集
』
こ
こ
ま
で
）

⑱
伏
見
院
『
伏
見
院
御
集
』（
伏
1
～
伏
7
）

【
解
説
】

伏
見
院
（
一
二
六
五
―
一
三
一
七
）
の
家
集
『
伏
見
院
御
集
』（
広
沢
切
）
に
収
め
ら
れ
る
句
題

和
歌
。
句
題
と
し
て
用
い
ら
れ
る
詩
句
の
出
典
は
、『
白
氏
文
集
』『
和
漢
朗
詠
集
』『
千
載
佳
句
』

を
主
と
す
る
。

【
参
考
】

　

阿
尾
あ
す
か
「
伏
見
院
の
和
歌
題
と
漢
文
学
」（『
国
語
国
文
』
86
―
4
、
二
〇
一
七
年
四
月
）

　

中
村
健
史
『
雪
を
聴
く　

中
世
文
学
と
そ
の
表
現
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
二
一
年
）
所
収
「
伏
見

院
歌
出
典
考
」

【
底
本
】�

新
編
私
家
集
大
成
『
伏
見
院
御
集
』。

　
　

（
伏
1
～
3
）：
伏
見
院
宸
翰
御
詠
草
春
秋　

広
沢
切　

高
松
宮
旧
蔵

　
　

（
伏
4
）：
京
都
博
物
館
旧
蔵

　
　

（
伏
5
）：
開
口
神
社
蔵

　
　

（
伏
6
）：
森
川
馨
氏
蔵

　
　

（
伏
7
）：
伏
見
院
詠
草　

東
京
国
立
博
物
館
蔵
（
新
編
私
家
集
増
補
）

【
本
文
】

（
伏
1
）　

　
　

古
巣
、
幽
情
只
愛
洞
中
春

を
の
づ
か
ら
も
と
め
ぬ
と
も
は
山
か
げ
に
あ
り
け
る
も
の
を
は
な
と
り
の
や
ど
（
二
七
八
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
隠
逸
部
・
隠
士
・
九
八
四

　
　

野
性
本
憐
松
下
月　

幽
情
唯
愛
洞
中
春
（「
欲
帰
山
」
庄
翺
）

（
伏
2
）

　
　

野
草
山
花
又
欲
春

あ
は
れ
な
り
の
や
ま
の
草
木
そ
れ
だ
に
も
た
が
を
し
へ
た
る
春
に
か
あ
る
ら
ん
（
二
七
九
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
三
・
〇
六
七
七
「
過
高
将
軍
墓
」

　
　

原
上
新
墳
委
一
身　

城
中
旧
宅
有
何
人　

妓
堂
賓
閤
無
帰
日

　
　

野
草
山
花
又
欲
春　

門
客
空
将
感
恩
涙　

白
楊
風
裏
一
霑
巾

（
伏
3
）

　
　

陰
陰
花
浣
月

の
き
ふ
か
き
花
の
か
ほ
り
に
そ
ら
と
ぢ
て
木
の
ま
わ
づ
か
に
あ
く
る
月
か
げ
（
二
八
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
五
二
・
二
二
七
二
「
和
順
之
琴
者
」

　
　

陰
陰
花
院
月　

耿
耿
蘭
房
燭　

中
有
弄
琴
人　

声
貌
倶
如
玉

　
　

清
冷
石
泉
引　

澹

風
松
曲　

遂
使
君
子
心　

不
愛
凡
糸
竹

（
伏
4
）
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閑
窓
有
月
之
時

う
れ
へ
あ
か
ず
ね
ざ
め
の
ま
ど
の
あ
き
よ
い
ま
た
れ
し
か
と
ふ
や
月
は
夜
す
が
ら
（
一
〇
二
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

〈
句
題
他
出
〉『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
閑
居
・
六
一
五

　
　

幽
思
不
窮　

深
巷
無
人
之
処　

愁
腸
欲
断　

閑
窓
有
月
之
時
（
閑
賦
）

〈
同
一
句
題
〉（
朗
62
）

（
伏
5
）

　
　

寒
林
帯
夕
陽

ち
り
は
て
し
こ
ず
ゑ
の
あ
と
の
ゆ
ふ
づ
く
ひ
さ
そ
は
ぬ
い
ろ
ぞ
木
木
に
の
こ
れ
る
（
一
四
五
八
）

〈
句
題
原
詩
〉
寇
準
『
寇
忠
愍
公
詩
集
』「
秋
日
原
上
」、『
錦
繡
万
花
谷
』
前
集
・
巻
三
・
秋
・
詩
、

『
古
今
合
璧
事
類
備
要
』
前
集
・
巻
一
四
・
時
令
門
・
秋
・
雑
詠

　
　

蕭
蕭
古
原
上　

景
物
感
離
腸　

遠
嶠
収
残
雨　

寒
林
帯
夕
陽

　
　

渓
声
迷
竹
韻　

野
色
混
秋
光　

吟
罷
還
西
望　

平
沙
起
雁
行

（
伏
6
）

　
　

往
事
都
如
夢

さ
め
て
の
ち
す
ぎ
て
の
後
の
お
も
か
げ
よ
な
の
み
ぞ
か
は
る
ゆ
め
と
う
つ
つ
と
（
一
六
二
二
）

〈
句
題
原
詩
〉�

白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
七
・
一
一
〇
七
「
十
年
三
月
三
十
日
別
微
之
於
澧
上
十

四
年
三
月
十
一
日
夜
遇
微
之
於
峡
中
停
舟
夷
陵
三
宿
而
別
言
不
尽
者
以
詩
終
之
因
賦

七
言
十
七
韻
以
贈
且
欲
寄
所
遇
之
地
与
相
見
之
時
為
他
年
会
話
張
本
也
」

　
　

（
前
略
）

　
　

生
涯
共
寄
滄
江
上　

郷
国
倶

白
日
辺　

往
事
渺
茫
都
似
夢　

旧
遊
零
落
半
帰
泉

　
　

酔
悲
灑
涙
春
杯
裏　

吟
苦
支
頤
暁
燭
前　

莫
問
竜
鐘
悪
官
職　

且
聴
清
脆
好
文
篇

　
　

（
後
略
）

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
人
事
部
・
感
歎
・
五
一
七
、『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
懐
旧
・
七
四
三

〈
同
一
句
題
〉（
慈
定
88
）、（
土
45
）、
香
川
景
樹
『
桂
園
一
枝
』
七
五
五
「
往
時
眇
茫
都
似
夢
」

（
伏
7
）

　
　

月
好
風
涼
夜

し
づ
か
な
る
ね
ざ
め
の
そ
ら
に
月
す
み
て
は
だ
へ
さ
む
け
き
秋
風
の
と
こ
（
二
六
八
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
五
六
・
二
六
八
四
「
快
活
」

　
　

可
惜
鶯
啼
落
花
処　

一
壺
濁
酒
送
残
春　

可
憐
月
好
風
涼
夜　

一
部
清
商
伴
老
身

　
　

飽
食
安
眠
消
日
月　

閑
淡
冷
笑
接
交
親　

誰
知
将
相
王
侯
外　

別
有
優
遊
快
活
人

　

             �
                         （

⑱
伏
見
院
『
伏
見
院
御
集
』
こ
こ
ま
で
）

⑲
頓
阿
『
句
題
百
首
』（
頓
1
～
頓
100
）

【
解
説
】

頓
阿
が
選
定
し
た
句
題
一
〇
〇
題
を
各
歌
人
が
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
首
詠
じ
た
も
の
。延
文
五
年（
一

三
六
〇
）
初
め
頃
に
句
題
の
選
定
と
詠
歌
の
勧
誘
が
行
わ
れ
、
康
安
か
ら
貞
治
初
年
（
一
三
六
一

～
六
三
）頃
に
成
立
し
た
。
頓
阿
一
人
の
百
首
を
収
め
る
伝
本
は「
頓
阿
句
題
百
首
」「
句
題
百
首
」、

頓
阿
・
良
守
・
良
春
・
頓
宗
・
周
嗣
の
五
名
の
百
首
を
収
め
る
伝
本
は
「
一
花
抄
」「
五
玉
集
」「
句

題
百
首
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。
構
成
は
、
春
一
五
首
・
夏
一
〇
首
・
秋
一
五
首
・
冬
一
〇
首
・
恋

一
〇
首
・
旅
一
〇
首
・
閑
居
一
〇
首
・
雑
二
〇
首
。

【
参
考
】

稲
田
利
徳
『
和
歌
四
天
王
の
研
究
』（
笠
間
書
院
、一
九
九
九
年
）
所
収
「『
句
題
百
首
』（
一
花
抄
）

の
諸
本
と
成
立
」、齋
藤
彰
「
句
題
百
首
考
（
一
）」（『
学
苑
』
557
、一
九
八
六
年
五
月
）・
同
二
（『
学

苑
』
560
、
一
九
八
六
年
八
月
）・
同
（
三
）（『
学
苑
』
563
、
一
九
八
六
年
一
一
月
）、
同
（
四
）（『
学

苑
』
565
、
一
九
八
七
年
一
月
）、
同
（
五
）（『
学
苑
』
577
、
一
九
八
八
年
一
月
）、
同
（
六
）（『
学

苑
』
585
、
一
九
八
八
年
九
月
）、
同
（
七
）（『
学
苑
』
590
、
一
九
八
九
年
一
月
）、
同
（
八
）（『
学

苑
』
602
、
一
九
九
〇
年
一
月
）、
小
川
剛
生
「
頓
阿
句
題
百
首
の
源
泉

―
宋
末
元
初
刊
の
詩
選
・

詩
話
・
類
書
と
の
関
係
を
中
心
に
」（『
藝
文
研
究
』
117
、
二
〇
一
九
年
）

（
可
能
な
限
り
原
本
に
当
た
っ
て
い
る
が
、
一
部
小
川
氏
の
示
す
本
文
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
）

⑳
三
条
西
公
条
『
称
名
院
句
題
百
首
』（
称
1
～
称
100
）

【
解
説
】

三
条
西
公
条
（
一
四
八
七
―
一
五
六
三
）
の
春
日
社
奉
納
百
首
。
⑲
頓
阿
『
句
題
百
首
』
題
を
用

い
た
句
題
百
首
。
内
題
と
位
署
か
ら
、
天
文
一
一
年
（
一
五
四
二
）
冬
も
し
く
は
翌
一
二
年
（
一

五
四
三
）
冬
の
成
立
。
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【
参
考
】

齋
藤
彰
「
公
条
句
題
百
首
の
詠
法
（
上
）（
下
）（
完
）」（『
学
苑
』
779
～
781
、
二
〇
〇
五
年
九
～

一
一
月
）

【
底
本
】

　
　
『
頓
阿
句
題
百
首
』
…
新
編
国
歌
大
観
（
底
本
・
彰
考
館
蔵
本
）

　
　
『
称
名
院
句
題
百
首
』
…
群
書
類
従
本

【
本
文
】

春
十
五
首

（
頓
1
）

　
　

遥
峰
帯
晩
霞

頓
阿　

菅
原
や
伏
見
の
暮
の
面
影
に
い
づ
く
の
山
も
た
つ
か
す
み
か
な
（
一
）

良
守　

暮
れ
か
か
る
遠
山
鳥
の
尾
上
よ
り
ま
だ
き
へ
だ
て
て
た
つ
霞
か
な
（
二
）

良
春　

く
れ
に
け
り
そ
こ
と
も
見
え
ず
春
の
日
の
な
が
ら
の
山
は
霞
隔
て
て
（
三
）

頓
宗　

入
方
の
日
影
に
見
え
て
霞
た
つ
山
は
夕
ぞ
あ
ら
は
れ
に
け
る
（
四
）

周
嗣　

暮
行
け
ば
遠
ざ
か
る
な
り
山
の
端
に
か
す
み
や
い
と
ど
立
ち
へ
だ
つ
ら
ん
（
五
）

（
称
1
）

　
　

遥
峰
帯
晩
霞

朝
霞
わ
が
三
笠
山
雲
は
れ
て
よ
そ
の
夕
日
の
嶺
ほ
の
か
な
り

〈
句
題
原
詩
〉�

劉
克
荘
『
後
村
居
士
詩
』
巻
三
「
暝
色
」、『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
六
・

昼
夜
門
・
夜
・
無
名
氏
「
春
夜
」、『
瀛
奎
律
髄
』
巻
一
五

　
　

暝
色
千
村
静　

遥
峰
帯
浅
霞　

荷
鋤
帰
別
墅　

乞
火
到
隣
家

　
　

疎
鼓
聞
更
遠　

昏
灯
見
字
斜　

小
軒
風
露
冷　

自
起
灌
蘭
花

〈
同
一
句
題
〉
村
田
春
海
『
琴
後
集
』
五
〇
「
遥
峰
帯
晩
霞
」

（
頓
2
）

　
　

残
雪
更
粘
枝

阿　

山
ふ
か
み
春
と
も
い
ま
だ
し
ら
か
し
の
枝
た
る
雪
ぞ
消
が
て
に
す
る
（
六
）

守　

吹
け
ば
猶
嵐
の
音
に
こ
ほ
り
つ
つ
お
の
れ
と
け
た
ぬ
松
の
し
ら
雪
（
七
）

春　

消
が
て
の
雪
ぞ
落
ち
そ
ふ
春
風
の
梢
を
は
ら
ふ
松
の
し
づ
え
に
（
八
）

宗　

消
が
て
に
猶
こ
そ
残
れ
松
の
雪
は
ら
ふ
も
さ
ゆ
る
春
の
嵐
に
（
九
）

嗣　

さ
も
こ
そ
は
春
の
光
の
よ
そ
な
ら
め
雪
さ
へ
き
え
ぬ
谷
の
松
が
え
（
一
〇
）

（
称
2
）

　
　

残
雪
更
粘
枝

若
菜
つ
む
み
や
こ
を
遠
み
深
山
に
は
ま
た
目
に
か
か
る
枝
の
白
雪

〈
句
題
原
詩
〉�『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
三
・
節
候
門
・
立
春
・
林
季
謙
「
歳
前
一
日

立
春
」

　
　

蠟
蟻
梅
猶
糝　

春
盤

已
糸　

条
風
初
被
木　

残
雪
更
粘
枝

（
頓
3
）

　
　

春
浅
霜
連
夜

阿　

朝
ご
と
に
よ
の
ま
の
霜
の
消
え
や
ら
で
ま
だ
萌
出
で
ぬ
萩
の
焼
原
（
一
一
）

守　

春
き
て
も
光
よ
そ
な
る
玉
ざ
さ
の
い
く
よ
の
霜
に
む
す
ぼ
ほ
る
ら
ん
（
一
二
）

春　

春
も
猶
冬
が
れ
な
が
ら
み
し
ま
え
の
蘆
の
よ
ご
と
に
霜
は
ふ
り
つ
つ
（
一
三
）

宗　

よ
な
よ
な
の
霜
も
猶
お
く
手
枕
に
春
と
や
夢
の
む
す
ぶ
と
も
な
き
（
一
四
）

嗣　

春
は
猶
浅
沢
沼
に
す
む
た
づ
の
う
は
毛
に
さ
ゆ
る
よ
な
よ
な
の
霜
（
一
五
）

（
称
3
）

　
　

春
浅
霜
連
夜

葉
が
へ
せ
ぬ
心
を
と
め
て
呉
竹
の
夜
な
夜
な
霜
の
春
に
さ
ゆ
ら
ん

〈
句
題
原
詩
〉『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
一
五
・
地
理
門
・
江
景
・
潘
紫
巖
「
江
行
」

　
　

急
櫓
鳴
鵝
　

喧
灘
鬧
鼓
鼙　

風
随
山
曲
折　

船
与
浪
高
低

　
　

春
浅
霜
連
夜　

天
随
月
半
渓　

嵯
峨
如
許
石　

直
欠
一
鐫
題

（
頓
4
）

　
　

梅
残
数
点
雪

阿　

梅
の
花
か
つ
咲
き
に
け
り
絶
絶
に
の
こ
る
垣
ね
の
雪
と
見
る
ま
で
（
一
六
）

守　

白
妙
の
雪
の
う
ち
よ
り
咲
き
そ
め
て
ち
る
ま
で
ま
が
ふ
梅
の
花
か
も
（
一
七
）

春　

梅
が
え
に
今
は
春
べ
と
咲
く
花
を
猶
冬
ご
も
る
雪
か
と
ぞ
見
る
（
一
八
）

宗　

梅
が
え
に
か
つ
さ
く
花
を
鶯
の
な
け
ど
も
消
え
ぬ
雪
か
と
ぞ
見
る
（
一
九
）

嗣　

窓
ち
か
き
梅
の
初
花
さ
き
し
よ
り
春
寒
か
ら
で
の
こ
る
し
ら
雪
（
二
〇
）

（
称
4
）

　
　

梅
残
数
点
雪

か
つ
さ
き
て
年
の
う
ち
よ
り
伴
ひ
し
雪
を
ぞ
梅
の
な
ら
し
が
ほ
な
る

〈
句
題
原
詩
〉�

王
安
石
『
臨
川
集
』
巻
二
六
「
題
斉
安
壁
」、『
苕
溪
漁
隠
叢
話
』
前
集
・
巻
三
五
、

『
詩
人
玉
屑
』
巻
一
七
・
半
山
老
人
「
一
唱
三
歎
」
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日
浄
山
如
染　

風
暄
草
欲
薫　

梅
残
数
点
雪　

麦
漲
一
川
雲

（
頓
5
）

　
　

清
月
上
梅
花

阿　

小
夜
ふ
け
て
月
ぞ
も
り
つ
る
出
で
ぬ
間
も
そ
れ
か
と
ま
が
ふ
梅
の
梢
に
（
二
一
）

守　

春
の
日
の
く
る
る
も
し
ら
ず
な
が
む
れ
ば
軒
端
の
梅
に
月
ぞ
い
ざ
よ
ふ
（
二
二
）

春　

よ
な
よ
な
の
花
咲
き
か
へ
て
梅
が
え
に
も
り
く
る
月
の
影
ぞ
か
は
れ
る
（
二
三
）

宗　

吹
き
わ
く
る
木
の
間
の
月
の
影
な
が
ら
匂
ひ
を
お
く
る
梅
の
下
風
（
二
四
）

嗣　

梅
が
え
の
木
の
ま
を
い
づ
る
春
の
夜
は
花
に
か
す
ま
ぬ
月
の
影
か
な
（
二
五
）

（
称
5
）

　
　

清
月
上
梅
花

闇
に
さ
へ
隠
れ
ぬ
梅
の
た
ち
枝
よ
り
月
も
さ
だ
か
に
身
に
や
し
む
ら
ん

〈
句
題
原
詩
〉�

恵
洪
（
徳
洪
）『
石
門
文
字
禅
』
巻
一
〇
「
上
元
宿
百
丈
」、『
詩
話
総
亀
』
巻
一
一
、

『
錦
繡
万
花
谷
』
巻
三
・
冬
・
詩
、『
詩
人
玉
屑
』
巻
二
〇
・ 

禅
林
・
恵
洪
、『
古
今

合
璧
事
類
備
要
』
前
集
・
巻
一
四
・
時
令
門
・
冬
・
猿
啼

　
　

上
元
独
宿
寒
岩
寺　

臥
看
青
灯
映
薄
紗　

夜
久
雪
猿
啼
岳
頂　

夢
回
清
月
上
梅
花

　
　

十
分
春
瘦
緑
何
事　

一
掬
帰
心
未
到
家　

却
憶
少
年
行
楽
処　

軟
紅
香
霧
噴
東
華

〈
同
一
句
題
〉
香
川
景
樹
『
桂
園
一
枝
』
五
二
「
清
月
上
梅
花
」

（
頓
6
）

　
　

柳
間
黄
鳥
路

阿　

心
せ
よ
露
だ
に
お
も
き
青
柳
の
糸
に
木
づ
た
ふ
春
の
う
ぐ
ひ
す
（
二
六
）

守　

鶯
の
木
づ
た
ふ
ほ
ど
の
羽
風
に
も
み
だ
れ
や
す
き
は
青
柳
の
糸
（
二
七
）

春　

な
き
と
め
ぬ
花
こ
そ
あ
ら
め
鶯
の
木
づ
た
ひ
ち
ら
す
青
柳
の
糸
（
二
八
）

宗　

青
柳
の
糸
の
絶
ま
や
鶯
の
枝
よ
り
枝
に
う
つ
る
通
路
（
二
九
）

嗣　

春
風
に
む
す
ぼ
ほ
れ
行
く
青
柳
の
糸
の
み
だ
れ
を
分
く
る
う
ぐ
ひ
す
（
三
〇
）

（
称
6
）

　
　

柳
間
黄
鳥
路

花
に
ゆ
く
道
に
よ
る
と
や
青
柳
の
糸
の
乱
れ
て
う
ぐ
ゐ
す
の
な
く

〈
句
題
原
詩
〉�『
苕
溪
漁
隠
叢
話
』
前
集
・
巻
三
七
・
蔡
天
啓
、『
詩
人
玉
屑
』
巻
三
・
宋
朝
警
句
、

『
同
』
巻
一
八
・
蔡
天
啓

　
　

城
響
濤
頭
入　

江
昏
雨
脚
斜　

柳
間
黄
鳥
路　

波
底
白
鷗
天

（
頓
7
）

　
　

春
江
浪
拍
空

阿　

明
け
わ
た
る
空
も
ひ
と
つ
に
難
波
江
や
霞
よ
り
た
つ
沖
つ
白
な
み
（
三
一
）

守　

漕
ぎ
か
へ
る
お
な
じ
入
江
も
ま
よ
ふ
ら
ん
霞
の
下
に
よ
す
る
し
ら
浪
（
三
二
）

春　

難
波
江
や
霞
の
お
く
に
立
つ
浪
の
花
こ
そ
空
の
か
ざ
し
な
り
け
れ
（
三
三
）

宗　

見
渡
せ
ば
空
の
か
ぎ
り
も
な
ご
の
海
の
霞
に
か
か
る
澳
つ
し
ら
波
（
三
四
）

嗣　

難
波
え
や
霞
の
間
よ
り
よ
る
浪
も
雲
ゐ
に
か
へ
る
春
の
明
ぼ
の
（
三
五
）

（
称
7
）

　
　

春
江
浪
拍
空

の
ど
か
な
る
春
の
ひ
か
り
の
空
か
け
て
玉
江
の
な
み
を
み
が
く
朝
風

〈
句
題
原
詩
〉�

秦
観
『
淮
海
集
』
巻
一
一
「
題
趙
団
練
画
江
于
暁
景
四
絶
（
ノ
四
）」、『
分
門
纂
類

唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
一
五
・
地
理
門
・
舟
・
秦
少
游
「
舟
」

　
　

暁
浦
煙
籠
樹　

春
江
浪
拍
空　

煩
君
添
小
艇　

画
我
作
漁
翁

〈
同
一
句
題
〉
林
述
斎
『
隅
田
川
二
百
首
』（
一
八
三
）「
春
江
浪
拍
天
」

（
頓
8
）

　
　

春
深
花
始
開

阿　

待
つ
ほ
ど
の
半
は
過
ぎ
ぬ
今
よ
り
の
春
や
花
み
る
日
数
な
ら
ま
し
（
三
六
）

守　

さ
き
や
ら
ぬ
春
の
日
数
は
か
さ
な
り
て
ま
だ
一
枝
の
は
つ
桜
か
な
（
三
七
）

春　

咲
き
に
け
り
花
は
い
く
か
と
か
ぞ
ふ
れ
ば
春
の
弥
生
に
成
り
に
け
る
か
な
（
三
八
）

宗　

山
桜
待
つ
に
日
数
の
つ
も
り
き
て
さ
け
ば
の
こ
り
の
春
ぞ
す
く
な
き
（
三
九
）

嗣　

い
と
ど
猶
日
数
を
花
に
を
し
む
か
な
咲
き
そ
め
ぬ
れ
ば
春
も
程
な
し
（
四
〇
）

（
称
8
）

　
　

春
深
花
始
開

き
さ
ら
ぎ
は
さ
へ
か
へ
る
う
ち
に
送
り
き
て
春
も
い
く
程
さ
け
る
初
花

〈
句
題
原
詩
〉�『
江
湖
後
集
』
巻
三
・
周
端
臣
「
真
州
梅
」、『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
七
・

百
花
門
・
梅
花
・
周
端
臣
「
真
州
梅
」

　
　

畝
倒
幾
枝
梅　

粘
枝
半
是
苔　

相
伝
前
代
種　

曽
歴
太
平
来

　
　

山
冷
雪
猶
在　

春
深
花
始
開　

乱
離
無
酒
買　

嚼
蕊
当
銜
杯

（
頓
9
）

　
　

花
開
紅
樹
乱

阿　

花
の
色
に
み
だ
れ
に
け
り
な
さ
ほ
姫
の
し
の
ぶ
に
か
あ
ら
ぬ
春
の
衣
手
（
四
一
）
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守　

花
桜
さ
き
そ
め
し
よ
り
く
れ
な
ゐ
の
色
に
み
だ
る
る
庭
の
春
風
（
四
二
）

春　

さ
く
ら
花
う
つ
ろ
は
む
と
や
朝
日
影
に
ほ
へ
る
雲
に
山
風
ぞ
ふ
く
（
四
三
）

宗　

紅
に
う
つ
ろ
は
む
と
や
咲
く
花
に
み
だ
れ
て
ま
じ
る
嶺
の
し
ら
雲
（
四
四
）

嗣　

雲
な
が
ら
う
つ
り
に
け
り
な
紅
の
初
花
ざ
く
ら
色
も
ひ
と
つ
に
（
四
五
）

（
称
9
）

　
　

花
開
紅
樹
乱

い
づ
る
日
の
色
も
霞
を
ふ
く
風
の
峰
の
さ
く
ら
に
き
ゆ
る
白
雪

〈
句
題
原
詩
〉�

徐
元
杰
『
楳
埜
集
』
巻
一
二
「
湖
上
」、『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
一
五
・

地
理
門
・
湖
・
徐
元
杰
「
湖
景
」

　
　

花
開
紅
樹
乱
鶯
啼　

草
長
平
湖
白
鷺
飛　

風
物
晴
和
人
意
好　

夕
陽
簫
鼓
幾
船
帰

（
頓
10
）

　
　

花
発
風
雨
多

阿　

世
中
は
か
く
こ
そ
有
り
け
れ
花
ざ
か
り
山
風
吹
き
て
は
る
さ
め
ぞ
ふ
る
（
四
六
）

守　

い
か
な
れ
ば
嵐
も
雨
も
あ
や
に
く
に
い
く
か
も
あ
ら
ぬ
花
に
ぞ
ふ
ら
ん
（
四
七
）

春　

花
ざ
か
り
し
づ
心
な
き
山
風
に
ま
づ
さ
そ
は
れ
て
春
雨
ぞ
ふ
る
（
四
八
）

宗　

つ
ら
き
か
な
雲
と
み
え
つ
つ
咲
く
花
は
雨
と
風
と
の
や
ど
り
な
り
け
り
（
四
九
）

嗣　

ふ
る
雨
に
猶
や
し
ほ
れ
ん
さ
く
ら
花
嵐
に
お
ほ
ふ
袖
は
あ
り
と
も
（
五
〇
）

（
称
10
）

　
　

花
開
風
雨
多

心
か
ら
よ
そ
め
を
雲
と
見
え
そ
め
て
花
さ
き
し
よ
り
雨
風
の
空

〈
句
題
原
詩
〉�『
万
首
唐
人
絶
句
』
巻
一
三
「
勧
酒
」、『
唐
詩
紀
事
』
巻
六
三
・
于
武
陵
、『
分
門
纂

類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
二
五
・
性
適
門
・
離
別
・
于
武
陵
「
離
別
」

　
　

勧
君
金
屈
巵　

満
酌
不
須
辞　

花
発
多
風
雨　

人
生
足
別
離

（
頓
11
）

　
　

坐
久
落
花
多

阿　

見
る
ま
ま
に
ふ
か
く
も
花
の
つ
も
る
か
な
や
す
ら
ふ
陰
に
程
や
へ
ぬ
ら
ん
（
五
一
）

守　

唐
錦
た
た
ま
く
を
し
き
木
の
も
と
に
散
り
し
く
花
の
い
く
へ
な
る
ら
ん
（
五
二
）

春　

雪
と
の
み
ま
よ
ひ
の
中
に
ふ
り
は
て
て
そ
な
が
ら
あ
ら
ぬ
花
の
か
げ
か
な
（
五
三
）

宗　

い
と
ど
猶
つ
も
り
ぞ
増
る
散
る
花
の
名
残
を
し
ば
し
し
た
ふ
木
陰
に
（
五
四
）

嗣　

木
の
本
の
す
み
か
も
花
に
う
づ
も
れ
ぬ
を
し
む
心
に
時
は
う
つ
り
て
（
五
五
）

（
称
11
）

　
　

座
久
落
花
多

う
つ
ろ
ふ
も
お
ぼ
え
ず
花
に
む
か
ひ
ゐ
て
ち
り
か
ひ
く
も
る
帰
さ
の
道

〈
句
題
原
詩
〉�

王
維
『
王
右
丞
相
詩
集
』
巻
七
「
従
岐
王
過
楊
氏
別
業
応
教
」、『
詩
話
総
亀
』
巻
五
、

『
錦
繡
万
花
谷
』
前
集
・
巻
三
・
春
・
詩
、『
文
苑
英
華
』
巻
一
七
九
、『
唐
詩
紀
事
』

巻
三
九
、『
詩
人
玉
屑
』
巻
四
・
風
騒
句
法

　

楊
子
談
経
所　

淮
王
載
酒
過　

興
闌
啼
鳥
換　

坐
久
落
花
多

　

径
転
迴
銀
燭　

林
開
散
玉
珂　

厳
城
時
未
啓　

前
路
擁
笙
歌

〈
同
一
句
題
〉
木
下
幸
文
『
亮
々
遺
稿
』
一
六
三
「
坐
久
落
花
多
」、小
沢
蘆
庵
『
六
帖
詠
草
拾
遺
』

四
九
「
坐
久
落
花
多
」

（
頓
12
）

　
　

花
落
樹
猶
香

阿　

花
ち
り
て
青
葉
に
か
は
る
梢
よ
り
吹
き
く
る
風
の
猶
に
ほ
ふ
か
な
（
五
六
）

守　

思
ひ
つ
つ
見
れ
ば
や
花
の
か
を
る
ら
ん
花
は
散
り
に
し
枝
の
青
葉
に
（
五
七
）

春　

花
の
香
の
う
つ
る
ば
か
り
に
吹
き
と
め
て
青
葉
ぞ
に
ほ
ふ
木
木
の
春
風
（
五
八
）

宗　

木
の
も
と
を
花
の
跡
と
て
ち
る
よ
り
も
猶
匂
ひ
あ
る
春
風
ぞ
吹
く
（
五
九
）

嗣　

ち
り
に
け
る
そ
の
名
残
と
て
し
ば
し
猶
木
の
本
匂
ふ
山
ざ
く
ら
か
な
（
六
〇
）

（
称
12
）

　
　

花
落
樹
猶
香

よ
そ
に
ち
る
花
と
は
み
え
て
吹
風
も
根
に
か
へ
る
物
や
に
ほ
ひ
な
る
覧

〈
句
題
原
詩
〉『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
一
四
・
地
理
門
・
山
・
李
成
季
「
深
山
」

　
　

日
出
歛
蒼
靄　

雨
余
生
晩
涼　

〰
〰
〰
〰
〰

鳥
啼
人
不
見　

花
落
樹
猶
香

〈
同
一
句
題
〉
堯
恵
『
下
葉
集
』
九
〇
「
花
落
樹
猶
馥
」、
小
沢
蘆
庵
『
六
帖
詠
草
』
二
三
二
「
花

落
樹
猶
香
」

（
頓
13
）

　
　

頽
檐
掛
古
藤

阿　

紫
の
雲
か
と
ぞ
み
る
菴
ふ
り
て
憂
世
を
の
き
に
か
か
る
藤
な
み
（
六
一
）

守　

あ
は
れ
に
も
か
た
ぶ
き
の
こ
る
軒
端
か
な
か
か
れ
る
藤
の
つ
な
ぐ
ば
か
り
に
（
六
二
）

春　

玉
水
も
色
に
ぞ
落
つ
る
春
雨
の
ふ
る
や
の
軒
に
か
か
る
藤
な
み
（
六
三
）

宗　

年
ふ
り
て
か
た
ぶ
く
後
は
さ
く
藤
の
花
に
ぞ
か
か
る
軒
端
な
り
け
る
（
六
四
）

嗣　

た
ご
の
蜑
の
宿
ま
で
か
か
る
藤
の
花
波
に
あ
れ
行
く
軒
端
と
も
み
ず
（
六
五
）

（
称
13
）
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頽
檐
掛
古
藤

松
た
か
み
さ
き
か
か
る
藤
の
波
か
け
て
く
ち
ぬ
る
軒
や
露
の
ひ
ま
な
き

〈
句
題
原
詩
〉�
戴
復
古
『
石
屛
詩
集
』
巻
四
「
山
中
少
憩
」、『
江
湖
小
集
』
巻
八
〇
・
石
屛
続
集
、

『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
一
四
・
地
理
門
・
山
・
戴
石
屛
「
山
行
」

　
　

地
僻
人
稀
到　

山
寒
水
欲
氷　

聞
鐘
知
有
寺　

見
犬
不
逢
僧

　
　

断
壟
森
喬
木　

頽
檐
挂
古
藤　

〰
〰
〰
〰
〰

斜
陽
照
孤
影　

詩
骨
瘦
崚
嶒

〈
同
一
句
題
〉（
連
9
）

（
頓
14
）

　
　

歳
時
春
猶
少

阿　

を
し
ま
る
る
心
な
れ
ば
や
い
つ
は
り
も
春
の
過
ぐ
る
は
ほ
ど
な
か
る
ら
ん
（
六
六
）

守　

夢
な
れ
や
春
は
幾
日
も
あ
ら
玉
の
年
に
ま
れ
な
る
花
の
面
か
げ
（
六
七
）

春　

尋
ね
ば
や
花
な
き
さ
と
に
す
む
人
も
過
ぐ
る
月
日
は
春
ぞ
少
な
き
（
六
八
）

宗　

春
は
猶
あ
か
で
暮
れ
ぬ
と
お
も
へ
ば
や
お
な
じ
日
数
の
分
け
て
程
な
き
（
六
九
）

嗣　

一
と
せ
の
月
日
を
春
に
す
ぐ
す
と
も
花
は
わ
か
れ
や
程
な
か
る
べ
き
（
七
〇
）

（
称
14
）

　
　

歳
時
春
猶
少

な
が
き
日
と
名
に
こ
そ
た
て
れ
惜
む
に
は
ち
ぢ
の
こ
が
ね
を
一
時
の
春

〈
句
題
原
詩
〉�

白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
六
・
〇
九
二
一
「
晚
春
登
大
雲
寺
南
楼　

贈
常
禅
師
」、

『
文
苑
英
華
』
巻
二
二
一
、『
瀛
奎
律
髄
』
巻
四
七
・
釈
梵
類

　
　

花
尽
頭
新
白　

登
楼
意
若
何　

歳
時
春
日
少　

世
界
苦
人
多

　
　

愁
酔
非
因
酒　

悲
吟
不
是
歌　

求
師
治
此
病　

唯
勧
読
楞
伽

〈
同
一
句
題
〉（
千‌

14
）、（
慈
定
13
）

（
頓
15
）

　
　

春
尽
鳥
声
中

阿　

鶯
の
声
さ
へ
花
と
な
り
に
け
り
つ
も
れ
ば
く
る
る
春
の
日
数
に
（
七
一
）

守　

な
く
鳥
は
あ
か
ぬ
心
に
ま
か
す
ら
ん
春
の
日
数
は
か
ぎ
り
あ
り
と
も
（
七
二
）

春　

花
の
山
名
残
も
と
め
ず
行
く
春
の
け
ふ
は
し
ば
し
と
鳴
く
鳥
も
が
な
（
七
三
）

宗　

な
き
と
め
ぬ
花
こ
そ
あ
ら
め
鶯
の
し
る
し
な
き
ね
も
限
り
と
も
き
く
（
七
四
）

嗣　

暮
れ
て
行
く
春
よ
り
も
猶
鶯
の
わ
か
れ
を
か
こ
つ
こ
ゑ
ぞ
も
の
う
き
（
七
五
）

（
称
15
）

　
　

春
尽
鳥
声
中

今
は
世
に
秋
は
又
こ
ん
心
と
や
く
る
れ
ば
春
に
鳥
か
へ
る
こ
ゑ

〈
句
題
原
詩
〉�『
唐
詩
紀
事
』
巻
七
〇
・
李
昌
符
「
傷
春
」、『
詩
人
玉
屑
』
巻
三
・
宋
朝
警
句
（
作

者
蔡
懋
）、『
三
体
詩
』
巻
三
、『
瀛
奎
律
髄
』
巻
二
九
・
旅
況
類

　

酒
醒
郷
関
遠　

迢
迢
聴
漏
終　

曙
分
林
影
外　

春
尽
雨
声
中

　

鳥
思
江
村
路　

花
残
野
岸
風　

十
年
成
底
事　

羸
馬
倦
西
東

〈
同
一
句
題
〉
香
川
景
樹
『
桂
園
一
枝
拾
遺
』
一
〇
七
「
春
尽
鳥
声
中
」、熊
谷
直
好
『
浦
の
し
ほ
貝
』

三
二
〇
「
春
尽
鳥
声
中
」

夏
十
首

（
頓
16
）

　
　

深
谷
夏
聞
鶯

阿　

春
だ
に
も
春
は
よ
そ
な
る
谷
陰
の
し
げ
る
木
の
ま
に
鶯
ぞ
な
く
（
七
六
）

守　

雪
を
い
で
て
谷
の
鶯
い
つ
の
ま
に
ふ
か
き
み
ど
り
の
底
に
な
く
ら
ん
（
七
七
）

春　

身
は
か
く
て
春
だ
に
と
ぢ
し
谷
の
戸
に
時
し
ら
ぬ
ね
に
鶯
ぞ
な
く
（
七
八
）

宗　

谷
深
き
夏
の
み
ど
り
に
残
る
な
り
雪
に
な
れ
に
し
鶯
の
こ
ゑ
（
七
九
）

嗣　

卯
の
花
の
雪
か
と
み
ゆ
る
谷
陰
に
な
く
鶯
の
声
ぞ
の
こ
れ
る
（
八
〇
）

（
称
16
）

　
　

深
谷
夏
聴
鶯

谷
ふ
か
み
お
な
じ
か
い
ご
に
夏
き
て
は
ま
つ
う
ぐ
ゐ
す
に
な
く
時
鳥

〈
句
題
原
詩
〉『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
一
四
・
地
理
門
・
山
・
潘
紫
巖
「
登
嶺
」

　
　

纔
登
西
嶺
路　

詩
思
便
能
清　

桟
道
雲
間
没　

籃
輿
壁
上
行

　
　

遥
山
時
見
虎　

深
谷
夏
聞
鶯　

咫
尺
名
山
寺　

猶
分
両
日
程

〈
同
一
句
題
〉
武
者
小
路
実
陰
『
芳
雲
集
』
一
一
三
一
「
深
谷
夏
聞
鶯
」

（
頓
17
）

　
　

緑
樹
連
村
暗

阿　

夏
山
の
し
げ
さ
ま
さ
れ
ば
木
が
く
れ
て
あ
り
と
も
見
え
ず
岡
の
べ
の
宿
（
八
一
）

守　

夏
は
猶
人
め
は
か
る
る
山
里
の
と
な
り
も
見
え
ず
し
げ
る
木
陰
に
（
八
二
）

春　

山
里
の
梢
は
花
の
跡
も
な
し
人
め
に
か
へ
て
し
げ
き
こ
ろ
か
な
（
八
三
）

宗　

常
盤
な
る
色
も
わ
か
れ
ず
槙
の
村
よ
そ
の
梢
も
茂
る
青
葉
に
（
八
四
）

嗣　

お
し
な
べ
て
し
げ
る
梢
も
見
え
わ
か
ず
い
づ
れ
常
盤
の
里
の
一
む
ら
（
八
五
）

（
称
17
）

　
　

緑
樹
連
村
暗
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蚊
や
り
た
く
宿
の
け
ぶ
り
の
深
緑
木
木
の
梢
の
そ
こ
と
し
も
な
き

〈
句
題
原
詩
〉�

司
空
図
『
司
空
表
聖
詩
集
』
巻
二
「
独
望
」、『
苕
溪
漁
隠
叢
話
』
前
集
・
巻
六
、『
詩

話
総
亀
』
巻
八
、『
錦
繡
万
花
谷
』
前
集
・
巻
三
・
夏
・
詩
、『
万
首
唐
人
絶
句
』
巻

一
八
、『
文
苑
英
華
』
巻
六
八
一
、『
詩
人
玉
屑
』
巻
六
・
命
意
・
委
曲
、『
古
今
合

璧
事
類
備
要
』
前
集
・
巻
一
三
・
時
令
門
・
孟
夏
・
黄
麦

　
　

緑
樹
連
村
暗　

黄
花
出
陌
稀　

遠
陂
春
草
緑　

猶
有
水
禽
飛

〈
同
一
句
題
〉
熊
谷
直
好
『
浦
の
し
ほ
貝
』
三
三
二
「
緑
樹
連
村
暗
」

（
頓
18
）

　
　

山
雲
夏
亦
繁

阿　

山
の
端
に
い
つ
も
か
か
れ
る
白
雲
の
猶
た
ち
の
ぼ
る
夏
の
空
か
な
（
八
六
）

守　

さ
ら
ぬ
だ
に
は
れ
ぬ
雲
ゐ
の
山
高
み
猶
す
み
侘
ぶ
る
五
月
雨
の
比
（
八
七
）

春　

夏
衣
か
さ
ね
て
ほ
す
や
白
妙
の
雲
た
ち
の
ぼ
る
あ
ま
の
か
ぐ
山
（
八
八
）

宗　

た
え
だ
え
に
い
つ
も
か
か
る
と
見
し
雲
の
山
の
端
う
づ
む
五
月
雨
の
比
（
八
九
）

嗣　

を
ち
こ
ち
の
煙
も
雲
に
う
づ
も
れ
ぬ
あ
さ
ま
の
岳
の
五
月
雨
の
比
（
九
〇
）

（
称
18
）

　
　

山
雲
夏
又
繁

朝
夕
に
見
な
れ
し
山
も
夏
は
た
だ
峰
か
さ
な
れ
る
空
の
し
ら
雲

〈
句
題
原
詩
〉『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
二
一
・
人
品
門
・
隠
逸
・
鮑
当
「
隠
逸
」

　
　

湖
水
春
来
緑　

山
雲
夏
亦
繁　

何
如
隠
君
子　

長
嘯
掩
柴
門

〈
同
一
句
題
〉
松
平
定
信
『
三
草
集
』
三
四
「
山
雲
夏
忽
繁
と
い
ふ
こ
と
を
」

（
頓
19
）

　
　

松
風
五
月
寒

阿　

五
月
山
雨
晴
れ
そ
め
て
蟬
の
羽
に
衣
手
さ
む
く
ま
つ
風
ぞ
吹
く
（
九
一
）

守　

時
し
ら
ぬ
さ
こ
そ
は
谷
の
松
な
ら
め
夏
の
最
中
も
秋
風
ぞ
吹
く
（
九
二
）

春　

雨
は
れ
て
お
ふ
る
五
月
の
う
き
草
の
末
よ
り
さ
む
く
松
風
ぞ
吹
く
（
九
三
）

宗　

氷
室
山
あ
た
り
の
松
に
音
た
て
て
夏
の
半
も
風
ぞ
身
に
し
む
（
九
四
）

嗣　

郭
公
な
く
や
五
月
の
山
風
も
松
を
は
ら
へ
ば
音
ぞ
身
に
し
む
（
九
五
）

（
称
19
）

　
　

松
風
五
月
寒

五
月
ま
つ
花
た
ち
ば
な
に
ふ
る
雨
の
枝
に
霜
を
く
松
風
ぞ
ふ
く

〈
句
題
原
詩
〉�

李
白
『
分
類
補
註
李
太
白
集
』
巻
九
「
見
京
兆
韋
参
軍
量
移
東
陽
二
首
（
ノ
二
）」、

『
錦
繡
万
花
谷
』
前
集
・
巻
三
・
秋
・
詩

　
　

聞
説
金
華
渡　

東
連
五
百
灘　

全
勝
若
耶
好　

莫
道
此
行
難

　
　

猿
嘯
千
渓
合　

松
風
五
月
寒　

他
年
一
携
手　

揺
艇
入
新
安

（
頓
20
）

　
　

風
樹
咽
鳴
蟬

阿　

山
風
の
梢
に
さ
わ
ぐ
な
ら
の
葉
に
し
ば
し
き
こ
え
ぬ
蟬
の
声
か
な
（
九
六
）

守　

夏
山
の
松
の
梢
を
吹
く
風
に
あ
ら
そ
ひ
か
ぬ
る
蟬
の
も
ろ
声
（
九
七
）

春　

し
ば
し
又
蟬
の
諸
声
と
だ
え
し
て
な
ら
の
葉
さ
わ
ぐ
山
風
ぞ
吹
く
（
九
八
）

宗　

滝
つ
瀬
の
ひ
び
き
は
増
る
山
風
に
木
末
の
蟬
の
声
む
せ
ぶ
な
り
（
九
九
）

嗣　

な
く
蟬
の
声
は
梢
に
と
だ
え
し
て
風
の
み
さ
わ
ぐ
森
の
下
か
げ
（
一
〇
〇
）

（
称
20
）

　
　

風
樹
鳴
蟬
咽

風
ふ
き
て
木
葉
よ
り
け
に
蟬
の
羽
の
う
す
き
日
の
こ
る
夕
暮
の
声

〈
句
題
原
詩
〉
韓
維
『
南
陽
集
』
巻
七
「
水
閣
」、『
錦
繡
万
花
谷
』
前
集
・
巻
三
・
秋
・
詩

　
　

約
略
横
雲
島　

欄
干
瞰
玉
淵　

雨
汀
翹
睡
鷺　

風
樹
咽
嘶
蟬

　
　

緑
髪

苔
地　

紅
衣

天　

夜
深
三
弄
笛　

月
在
釣
魚
船

（
頓
21
）

　
　

秋
声
帯
雨
荷

阿　

風
わ
た
る
池
の
は
ち
す
葉
露
お
ち
て
秋
に
涼
し
き
雨
の
音
か
な
（
一
〇
一
）

守　

露
は
玉
蓮
の
う
き
葉
に
夏
を
へ
て
秋
と
あ
ざ
む
く
雨
の
音
か
な
（
一
〇
二
）

春　

は
ち
す
葉
に
雨
ふ
り
お
け
る
玉
の
緒
の
ゆ
ら
く
程
な
き
秋
の
声
か
な
（
一
〇
三
）

宗　

ふ
る
雨
は
蓮
の
う
き
葉
に
ち
る
玉
の
秋
に
も
こ
え
て
音
ぞ
涼
し
き
（
一
〇
四
）

嗣　

音
た
て
て
秋
や
い
つ
し
か
か
よ
ふ
ら
ん
村
雨
涼
し
池
の
蓮
葉
（
一
〇
五
）

（
称
21
）

　
　

秋
声
帯
雨
荷

ふ
る
音
の
秋
に
な
り
ゆ
く
雨
に
よ
り
笠
も
か
た
ぶ
く
池
の
蓮
葉

〈
句
題
原
詩
〉�
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
七
・
一
〇
七
二
「
潯
陽
秋
懐
贈
許
明
府
」、『
錦
繡
万
花

谷
』
前
集
・
巻
三
・
秋
・
詩
、『
古
今
合
璧
事
類
備
要
』
前
集
・
巻
一
四
・
時
令
門
・

秋
・
晩
景

　
　

霜
紅
二
林
葉　

風
白
九
江
波　

暝
色
投
煙
鳥　

秋
声
帯
雨
荷



― 110 ―

　
　

馬
閑
無
処
出　

門
冷
少
人
過　

鹵
莽
還
郷
夢　

依

望
闕
歌

　
　

（
後
略
）

（
頓
22
）

　
　

扇
罷
風
生
竹

阿　

し
ば
し
ま
た
な
ら
す
扇
の
風
や
め
て
ま
が
き
の
竹
の
そ
よ
ぎ
を
ぞ
き
く
（
一
〇
六
）

守　

手
も
た
ゆ
く
な
ら
す
扇
の
隙
な
れ
や
竹
に
よ
る
よ
の
窓
の
秋
風
（
一
〇
七
）

春　

竹
の
葉
は
露
も
た
ま
ら
ず
吹
く
風
に
な
ら
す
扇
や
お
き
ま
さ
る
ら
ん
（
一
〇
八
）

宗　

手
に
な
ら
す
扇
の
隙
も
涼
し
き
に
風
に
な
る
よ
の
窓
の
く
れ
竹
（
一
〇
九
）

嗣　

夏
の
夜
は
な
ら
す
扇
の
風
の
間
も
音
を
ぞ
の
こ
す
窓
の
呉
竹
（
一
一
〇
）

（
称
22
）

　
　

扇
罷
風
生
竹

月
は
い
で
ぬ
あ
け
て
た
と
へ
ん
扇
を
も
さ
し
を
け
と
ふ
く
竹
の
下
風

〈
句
題
原
詩
〉�『
錦
繡
万
花
谷
』
前
集
・
巻
三
・
夏
・
詩
・
義
山
、『
詩
人
玉
屑
』
巻
四
・
風
騒
句
法
、

『
古
今
合
璧
事
類
備
要
』
前
集
・
巻
一
三
・
時
令
門
・
夏
・
移
床
・
李
義
山

　
　

罷
扇
風
生
竹　

移
床
月
過
庭　

乗
舟
泊
山
寺　

着
履
到
漁
家

〈
同
一
句
題
〉
橘
曙
覧
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
一
〇
四
「
扇
罷
風
生
竹
」、香
川
景
樹
『
桂
園
一
枝
』

二
〇
八
「
扇
罷
風
生
竹
」

（
頓
23
）

　
　

泉
声
到
池
尽

阿　

石
ば
し
る
山
の
滝
つ
せ
ひ
び
き
き
て
末
は
音
な
き
な
つ
の
池
水
（
一
一
一
）

守　

せ
き
い
る
る
岩
間
ば
か
り
に
音
た
て
て
し
づ
か
に
す
め
る
庭
の
池
水
（
一
一
二
）

春　

音
せ
ぬ
も
す
ず
し
か
り
け
る
石
ば
し
る
滝
の
な
が
れ
の
末
の
池
水
（
一
一
三
）

宗　

池
水
に
音
は
な
け
れ
ど
す
ず
し
さ
は
す
ゑ
ま
で
た
え
ぬ
山
の
滝
つ
せ
（
一
一
四
）

嗣　

滝
つ
せ
を
せ
け
ば
音
こ
そ
聞
え
ね
ど
涼
し
さ
か
よ
ふ
庭
の
池
水
（
一
一
五
）

（
称
23
）

　
　

泉
声
到
池
尽

お
ち
く
る
や
山
を
い
づ
み
も
池
水
に
せ
き
い
れ
ら
れ
て
声
の
し
づ
け
き

〈
句
題
原
詩
〉�

張
祜
『
張
承
吉
文
集
』
巻
三
「
題
恵
山
寺
」、『
苕
溪
漁
隠
叢
話
』
前
集
・
巻
三
六
、

『
唐
百
家
詩
選
』
巻
一
五
、『
文
苑
英
華
』
巻
二
三
八
、『
唐
詩
紀
事
』
巻
五
七
、『
詩

人
玉
屑
』
巻
四
・
風
騒
句
法
、『
三
体
詩
』
巻
三
、『
古
今
合
璧
事
類
備
要
』
前
集
・

巻
四
九
・
釈
教
門
・
仏
寺
・
東
山
寺
、『
瀛
奎
律
髄
』
巻
四
七
・
釈
梵
類

　
　

旧
宅
人
何
在　

空
門
客
自
過　

泉
声
到
池
尽　

月
色
上
楼
多

　
　

小
洞
生
斜
竹　

重
堦
夾
細
莎　

殷
勤
望
城
市　

雲
水
暮
鐘
和

（
頓
24
）

　
　

雨
余
生
晩
涼

阿　

雨
は
は
や
過
ぎ
ぬ
る
跡
も
其
ま
ま
に
夕
露
涼
し
木
木
の
下
陰
（
一
一
六
）

守　

村
雨
は
よ
そ
に
な
り
ぬ
る
木
が
く
れ
に
た
つ
事
や
す
き
夕
す
ず
み
か
な
（
一
一
七
）

春　

秋
か
け
て
思
ふ
も
す
ず
し
夕
立
の
な
ご
り
ば
か
り
の
森
の
下
露
（
一
一
八
）

宗　

ふ
る
雨
の
名
残
も
涼
し
浅
茅
は
ら
秋
に
な
び
き
て
結
ぶ
白
露
（
一
一
九
）

嗣　

む
ら
雨
の
な
ご
り
も
涼
し
露
結
ぶ
庭
の
浅
茅
の
夏
の
夕
暮
（
一
二
〇
）

（
称
24
）

　
　

雨
余
生
晩
涼

雨
は
れ
て
ゆ
ふ
日
み
え
す
く
呉
竹
の
風
な
き
露
の
お
ち
て
す
ず
し
き

〈
句
題
原
詩
〉
→
（
頓
称
12
）
に
既
出

（
頓
25
）

　
　

蛍
入
定
僧
衣

阿　

時
し
も
あ
れ
う
ら
な
る
玉
や
あ
ら
は
る
る
蛍
ぞ
や
ど
る
苔
の
衣
手
（
一
二
一
）

守　

影
見
え
ぬ
こ
こ
ろ
の
水
の
す
み
染
を
あ
り
と
や
袖
に
蛍
と
ぶ
ら
ん
（
一
二
二
）

春　

と
ぶ
ほ
た
る
山
を
出
づ
べ
き
星
な
れ
や
暁
ふ
か
き
苔
の
た
も
と
に
（
一
二
三
）

宗　

飛
ぶ
蛍
な
れ
て
ぞ
か
よ
ふ
袖
を
だ
に
は
ら
は
ぬ
ば
か
り
し
づ
か
な
る
夜
に
（
一
二
四
）

嗣　

か
げ
う
つ
す
心
の
水
や
し
づ
か
な
る
袖
の
ほ
た
る
の
玉
や
そ
ふ
ら
ん
（
一
二
五
）

（
称
25
）

　
　

蛍
入
定
僧
衣

と
ぶ
ほ
た
る
入
ぬ
る
苔
の
袖
を
こ
そ
ひ
か
り
を
は
な
つ
仏
と
も
見
め

〈
句
題
原
詩
〉�『
文
苑
英
華
』
巻
二
三
七
・
劉
得
仁
「
宿
僧
院
」、『
三
体
詩
』
巻
三
、『
瀛
奎
律
髄
』

巻
四
七
・
釈
梵
類

　
　

禅
寂
無
塵
地　

焚
香
話
所
帰　

樹
揺
幽
鳥
夢　

蛍
入
定
僧
衣

　
　

破
月
斜
天
半　

高
河
下
露
微　

翻
令
嫌
白
日　

動
即
与
心
違

秋
十
五
首

（
頓
26
）

　
　

露
気
早
知
秋
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阿　

明
け
わ
た
る
朝
の
原
も
置
く
露
の
光
に
み
え
て
秋
は
き
に
け
り
（
一
二
六
）

守　

夏
草
の
昨
日
も
み
え
し
露
の
間
に
袖
ま
で
む
す
ぶ
秋
は
き
に
け
り
（
一
二
七
）

春　

吹
き
む
す
ぶ
袂
の
露
を
か
ぞ
ふ
れ
ば
い
そ
ぢ
に
か
か
る
秋
の
は
つ
風
（
一
二
八
）

宗　

荻
の
葉
の
風
を
も
ま
た
で
露
む
す
ぶ
袖
よ
り
や
が
て
秋
ぞ
し
ら
る
る
（
一
二
九
）

嗣　

風
は
猶
吹
き
も
さ
だ
め
ぬ
秋
の
色
を
さ
や
か
に
見
す
る
野
べ
の
白
露
（
一
三
〇
）

（
称
26
）

　
　

露
気
早
知
秋

荻
の
葉
の
そ
よ
ぎ
そ
め
て
は
く
る
秋
の
そ
れ
と
も
見
え
じ
を
け
る
朝
露

〈
句
題
原
詩
〉『
詩
話
総
亀
』
巻
一
二
、『
錦
繡
万
花
谷
』
前
集
・
巻
三
・
秋
・
詩
・
李
宏

　
　

水
光
先
見
月　

露
気
早
知
秋

（
頓
27
）

　
　

一
雨
洗
残
暑

阿　

夏
の
ま
ま
に
照
る
日
の
影
も
村
雨
の
音
よ
り
秋
に
か
は
る
空
か
な
（
一
三
一
）

守　

雲
ゐ
よ
り
秋
は
く
れ
ば
や
む
ら
さ
め
の
行
手
の
風
の
涼
し
か
る
ら
ん
（
一
三
二
）

春　

庭
草
に
残
る
日
影
も
此
夕
涼
し
く
な
り
ぬ
秋
の
む
ら
さ
め
（
一
三
三
）

宗　

ふ
る
ま
ま
に
照
る
日
よ
わ
り
て
村
雨
の
跡
よ
り
秋
の
空
ぞ
涼
し
き
（
一
三
四
）

嗣　

常
夏
は
花
の
名
の
み
の
草
村
に
あ
つ
さ
残
さ
ぬ
秋
の
む
ら
さ
め
（
一
三
五
）

（
称
27
）

　
　

一
雨
洗
残
暑

秋
か
け
て
あ
せ
も
し
み
み
の
夏
衣
あ
ら
ふ
や
清
き
む
ら
雨
の
空

〈
句
題
原
詩
〉『
詩
話
総
亀
』
巻
一
四
、『
錦
繡
万
花
谷
』
前
集
・
巻
三
・
秋
・
詩
・
陳
甫

　
　

一
雨
洗
残
暑　

万
家
生
早
凉

〈
同
一
句
題
〉『
大
江
戸
倭
歌
集
』
七
一
〇
・
神
谷
真
信
「
一
雨
洗
残
暑
」

（
頓
28
）

　
　

野
色
混
秋
先

阿　

お
く
露
も
花
の
光
に
成
り
は
て
て
野
べ
は
千
種
の
色
は
ま
が
は
ぬ
（
一
三
六
）

守　

宮
城
の
の
木
の
下
露
と
花
の
色
と
い
づ
れ
か
増
る
ひ
か
り
な
る
ら
ん
（
一
三
七
）

春　

咲
き
ま
じ
る
花
の
の
露
の
下
染
に
秋
の
お
も
ひ
の
色
を
そ
へ
つ
つ
（
一
三
八
）

宗　

う
つ
ろ
へ
ば
い
づ
れ
を
露
の
光
と
も
い
さ
し
ら
す
げ
の
ま
の
の
萩
原
（
一
三
九
）

嗣　

暮
行
け
ば
日
影
は
う
す
き
秋
の
野
に
花
の
光
と
露
や
な
る
ら
ん
（
一
四
〇
）

（
称
28
）

　
　

野
色
混
秋
光

わ
く
る
野
の
影
の
小
草
も
を
く
露
を
ひ
か
り
は
秋
に
あ
ら
は
れ
に
け
り

〈
句
題
原
詩
〉�

寇
準
『
忠
愍
公
詩
集
』
巻
中
「
秋
日
原
上
」、『
錦
繡
万
花
谷
』
前
集
・
巻
三
・
秋
・

詩
、『
古
今
合
璧
事
類
備
要
』
前
集
・
巻
一
四
・
時
令
門
・
秋
・
雑
詠

　
　

蕭
蕭
古
原
上　

景
物
感
離
腸　

遠
嶠
収
残
雨　

寒
林
帯
夕
陽

　
　

渓
声
迷
竹
韻　

野
色
混
秋
光　

吟
罷
還
西
望　

平
沙
起
雁
行

〈
同
一
句
題
〉
加
藤
千
蔭
『
う
け
ら
が
花
初
編
』
七
四
九
「
野
色
混
秋
光
」、
武
者
小
路
実
陰
『
芳

雲
集
』
一
九
〇
六
「
野
色
混
秋
光
」

（
頓
29
）

　
　

天
高
一
雁
横

阿　

雲
も
は
れ
霧
も
へ
だ
て
ぬ
中
空
を
か
す
か
に
わ
た
る
雁
の
一ひ

と
つ
ら行

（
一
四
一
）

守　

雲
ゐ
ま
で
聞
ゆ
る
か
り
の
つ
ら
さ
だ
に
独
お
く
る
る
ね
を
や
鳴
く
ら
ん
（
一
四
二
）

春　

知
る
ら
め
や
蘆
辺
の
友
と
ね
を
ぞ
な
く
あ
ま
と
ぶ
雁
は
つ
ら
を
は
な
れ
て
（
一
四
三
）

宗　

は
る
か
な
る
空
に
も
渡
る
ほ
ど
み
え
て
月
に
ぞ
ち
か
き
雁
の
一
つ
ら
（
一
四
四
）

嗣　

天
つ
空
雲
ゐ
も
見
え
て
く
る
雁
は
声
こ
そ
い
と
ど
か
す
か
な
り
け
れ
（
一
四
五
）

（
称
29
）

　
　

天
高
一
雁
横

雲
は
み
な
吹
つ
く
し
た
る
あ
ま
つ
風
友
も
な
く
な
く
さ
む
き
雁
が
ね

〈
句
題
原
詩
〉�『
錦
繡
万
花
谷
』
前
集
・
巻
三
・
秋
・
詩
・
呉
正
仲
、『
古
今
合
璧
事
類
備
要
』
前
集
・

巻
一
四
・
時
令
門
・
秋
・
過
雁
・
呉
正
仲

　
　

木
落
千
山
瘦　

天
高
一
雁
横

（
頓
30
）

　
　

終
夜
着
蛬
声

阿　

聞
く
人
の
涙
は
し
る
や
蛬
よ
る
は
す
が
ら
に
枕
に
ぞ
な
く
（
一
四
六
）

守　

床
の
霜
お
き
ゐ
て
き
け
ば
老
が
身
の
た
ぐ
ひ
に
よ
わ
る
蛬
か
な
（
一
四
七
）

春　

い
つ
ま
で
と
露
の
よ
す
が
ら
き
り
ぎ
り
す
か
べ
な
る
草
の
底
に
鳴
く
ら
ん
（
一
四
八
）

宗　

夜
も
す
が
ら
な
き
も
よ
わ
ら
ぬ
き
り
ぎ
り
す
我
に
も
増
る
思
ひ
と
ぞ
き
く
（
一
四
九
）

嗣　

よ
も
す
が
ら
思
ひ
を
人
に
猶
そ
へ
て
お
の
れ
音
を
な
く
き
り
ぎ
り
す
か
な
（
一
五
〇
）

（
称
30
）

　
　

終
夜
着
暗
蛩

き
り
ぎ
り
す
誰
こ
と
は
ら
ん
秋
の
夜
の
な
が
き
思
ひ
の
心
く
ら
べ
は
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〈
句
題
原
詩
〉�

宋
祁
『
景
文
集
』
巻
二
二
「
秋
夕
不
寤
」、『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
二

五
・
性
適
門
・
睡
・
宋
景
文
公
「
秋
夜
不
寐
」

　
　

倦
枕
回
尤
数　

東
方
不
肯
明　

只
将
無
睡
耳　

終
夜
着
蛩
声

（
頓
31
）

　
　

稲
花
千
頃
浪

阿　

な
が
め
や
る
遠
山
も
と
を
か
ぎ
り
に
て
稲
葉
な
み
よ
る
秋
の
夕
風
（
一
五
一
）

守　

秋
の
田
は
雲
を
な
す
か
は
見
渡
せ
ば
風
の
ま
に
ま
に
浪
ぞ
立
ち
け
る
（
一
五
二
）

春　

末
遠
き
伏
見
の
田
面
に
霧
は
れ
て
ほ
な
み
に
よ
す
る
う
ぢ
の
柴
舟
（
一
五
三
）

宗　

風
渡
る
た
の
も
の
末
の
山
本
は
い
な
ば
の
浪
の
み
ぎ
は
な
り
け
り
（
一
五
四
）

嗣　

湊
田
の
田
面
は
る
か
に
み
つ
塩
は
風
に
な
み
よ
る
稲
葉
な
り
け
り
（
一
五
五
）

（
称
31
）

　
　

稲
花
千
頃
浪

色
づ
く
や
と
を
き
稲
葉
の
そ
よ
ぎ
た
つ
波
の
花
に
は
秋
も
見
え
け
り

〈
句
題
原
詩
〉�

華
岳
（
子
西
）『
翠
微
南
征
録
』
巻
八
「
登
楼
晚
望
〈
次
宋
帥
幾
韻
〉」、『
分
門
纂
類

唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
二
五
・
性
適
門
・
眺
望
・
華
岳
「
眺
望
」

　
　

疏
雨
洗
空
碧　

晚
晴
人
倚
楼　

稲
花
千
頃
浪　

楓
葉
一
簾
秋

　
　

遠
岸
明
残
日　

孤
村
認
小
舟　

渓
山
如
愛
我　

相
見
亦
回
頭

（
頓
32
）

　
　

江
声
入
秋
寺

阿　

礒
山
の
ふ
も
と
の
入
江
塩
み
ち
て
月
ま
ち
出
づ
る
み
ね
の
ふ
る
寺
（
一
五
六
）

守　

難
波
江
や
月
の
で
し
ほ
の
浪
の
音
に
打
ち
あ
は
せ
た
る
入
相
の
鐘
（
一
五
七
）

春　

里
は
荒
れ
て
難
波
の
寺
の
入
相
に
こ
ゑ
う
ち
そ
ふ
る
秋
の
夕
塩
（
一
五
八
）

宗　

月
も
は
や
入
江
の
浪
の
音
ふ
け
て
鐘
い
そ
ぐ
な
り
い
そ
の
古
寺
（
一
五
九
）

嗣　

み
つ
し
ほ
の
音
ば
か
り
し
て
明
行
け
ば
月
は
入
江
の
い
そ
の
ふ
る
寺
（
一
六
〇
）

（
称
32
）

　
　

江
声
入
秋
寺

烏
な
き
月
お
つ
る
江
の
声
す
み
て
む
か
ひ
の
寺
の
鐘
の
夜
ぶ
か
さ

〈
句
題
原
詩
〉�『
詩
話
総
亀
』
巻
三
、『
錦
繡
万
花
谷
』
前
集
・
巻
三
・
秋
・
詩
・
雍
陶
、『
唐
詩
紀
事
』

巻
五
六
、『
詩
人
玉
屑
』
巻
四
・
風
騒
句
法

　
　

江
声
秋
入
寺　

雨
気
夜
侵
楼

（
頓
33
）

　
　

月
色
一
窓
虚

阿　

我
が
心
む
な
し
き
空
の
月
影
を
窓
し
づ
か
な
る
菴
に
ぞ
見
る
（
一
六
一
）

守　

お
な
じ
窓
い
く
よ
の
月
に
な
れ
ぬ
ら
ん
あ
れ
ず
は
い
か
に
さ
び
し
か
ら
ま
し
（
一
六
二
）

春　

雪
を
だ
に
あ
つ
め
し
窓
に
月
見
て
も
よ
る
は
す
が
ら
に
す
る
わ
ざ
ぞ
な
き
（
一
六
三
）

宗　

し
づ
か
な
る
夜
半
の
窓
よ
り
思
ふ
事
む
な
し
き
空
の
月
を
見
る
か
な
（
一
六
四
）

嗣　

夢
さ
め
て
し
づ
か
な
る
夜
の
窓
の
内
を
思
ふ
も
む
な
し
き
月
の
影
か
な
（
一
六
五
）

（
称
33
）

　
　

月
色
一
窓
虚

風
の
竹
に
な
る
夜
は
夢
も
結
び
け
り
あ
か
し
か
ね
た
る
窓
の
月
影

〈
句
題
原
詩
〉�『
錦
繡
万
花
谷
』
前
集
・
巻
三
・
秋
・
詩
・
梵
崇
、『
古
今
合
璧
事
類
備
要
』
前
集
・

巻
一
四
・
時
令
門
・
秋
・
山
景

　
　

秋
声
万
壑
満　

月
色
一
窓
虚

（
頓
34
）

　
　

江
清
月
近
人

阿　

蜑
人
の
塩
く
む
影
も
難
波
え
や
月
と
と
も
に
ぞ
浪
に
う
つ
れ
る
（
一
六
六
）

守　

難
波
江
や
蘆
分
け
小
舟
さ
す
棹
の
さ
は
る
ば
か
り
に
や
ど
る
月
か
な
（
一
六
七
）

春　

月
や
ど
る
入
江
の
浪
の
立
ち
よ
れ
ば
か
げ
ふ
む
ば
か
り
見
ゆ
る
空
か
な
（
一
六
八
）

宗　

難
波
江
や
う
つ
れ
る
月
の
影
清
み
氷
に
う
か
ぶ
蜑
の
つ
り
舟
（
一
六
九
）

嗣　

夜
も
す
が
ら
月
を
や
浪
に
み
し
ま
江
の
蘆
べ
さ
し
行
く
蜑
の
釣
舟
（
一
七
〇
）

（
称
34
）

　
　

江
清
月
近
人

秋
寒
み
身
に
な
ら
す
べ
き
ね
り
ぎ
ぬ
の
色
に
す
む
江
の
月
や
め
で
ま
し

〈
句
題
原
詩
〉�

孟
浩
然
『
孟
浩
然
集
』
巻
四
「
宿
建
徳
江
」、『
苕
溪
漁
隠
叢
話
』
後
集
・
巻
一
六
、

『
唐
百
家
詩
選
』
巻
一
、『
万
首
唐
詩
絶
句
』
巻
四
、『
文
苑
英
華
』
巻
二
九
一
、『
唐

詩
紀
事
』
巻
二
三
、『
詩
人
玉
屑
』
巻
四
・
風
騒
句
法

　
　

移
舟
泊
煙
渚　

日
暮
客
愁
新　

野
曠
天
低
樹　

江
清
月
近
人

〈
同
一
句
題
〉
松
永
貞
徳
『
逍
遊
集
』
一
五
七
二
「
江
清
月
近
人
」

（
頓
35
）

　
　

鶏
声

店
月

阿　

た
れ
す
み
て
明
行
く
月
を
を
し
む
ら
ん
鳥
の
音
残
る
浅
茅
生
の
や
ど
（
一
七
一
）
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守　

思
ひ
き
や
草
の
庵
に
旅
ね
し
て
鳥
の
音
い
そ
ぐ
月
を
み
む
と
は
（
一
七
二
）

春　

月
ぞ
す
む
鳥
は
空
ね
と
か
こ
つ
べ
き
人
こ
そ
と
は
ね
浅
茅
生
の
宿
（
一
七
三
）

宗　

鳥
の
音
の
き
こ
ゆ
る
ま
で
に
月
は
猶
露
に
よ
ぶ
か
き
浅
茅
生
の
宿
（
一
七
四
）

嗣　

鳥
の
ね
は
し
ば
し
は
残
る
月
は
は
や
か
た
ぶ
く
ほ
ど
の
あ
さ
ぢ
ふ
の
宿
（
一
七
五
）

（
称
35
）

　
　

鶏
声
茅
店
月

い
か
が
ね
ん
か
け
の
た
れ
お
の
声
に
を
く
露
う
ち
な
び
く
浅
茅
生
の
月

〈
句
題
原
詩
〉�

温
庭
筠
『
温
飛
卿
詩
集
』
巻
七
「
商
山
早
行
」、『
苕
溪
漁
隠
叢
話
』
前
集
・
巻
一
九
、

『
詩
話
総
亀
』
巻
六
、『
錦
繡
万
花
谷
』
前
集
・
巻
三
・
秋
・
詩
、『
文
苑
英
華
』
巻

二
九
四
、『
詩
人
玉
屑
』
巻
三
・
唐
人
句
法
・
羈
旅
、『
三
体
詩
』
巻
三
、『
古
今
合

璧
事
類
備
要
』
続
集
・
巻
四
五
・
事
為
門
・
行
旅
、『
瀛
奎
律
髄
』
巻
一
四
・
晨
朝

類

　
　

晨
起
動
征
鐸　

客
行
悲
故
郷　

鶏
声
茅
店
月　

人
跡
板
橋
霜

　
　

槲
葉
落
山
路　

枳
花
明
駅
牆　

因
思
杜
陵
夢　

鳧
雁
満
廻
塘

〈
同
一
句
題
〉
木
下
長
嘯
子
『
挙
白
集
』
一
〇
五
五
「
鶏
声
茅
店
月
」

（
頓
36
）

　
　

山
暁
月
初
上

阿　

浮
雲
の
わ
か
る
る
隙
に
あ
ら
は
れ
て
山
立
ち
の
ぼ
る
あ
り
あ
け
の
月
（
一
七
六
）

守　

秋
の
夜
も
明
け
な
ん
と
す
る
山
の
端
に
は
か
な
く
い
づ
る
あ
り
あ
け
の
月
（
一
七
七
）

春　

あ
な
し
吹
く
ひ
ば
ら
が
う
へ
の
山
か
づ
ら
つ
れ
な
く
う
け
て
出
づ
る
月
か
な
（
一
七
八
）

宗　

待
ち
え
て
も
み
る
ほ
ど
ぞ
な
き
秋
の
夜
の
明
行
く
峰
に
い
づ
る
月
影
（
一
七
九
）

嗣　

秋
の
夜
も
明
行
く
山
の
木
の
間
よ
り
つ
れ
な
く
い
づ
る
月
の
影
か
な
（
一
八
〇
）

（
称
36
）

　
　

山
暁
月
初
上

待
え
て
も
暁
ち
か
し
あ
り
つ
つ
も
き
え
ん
は
お
し
き
山
の
は
の
月

〈
句
題
原
詩
〉�『
文
苑
英
華
』
巻
二
九
一
・
張
軫
「
舟
行
早
発
」、『
錦
繡
万
花
谷
』
前
集
・
巻
三
・
秋
・

詩

　
　

夜
帆
時
未
発　

同
侶
暗
相
催　

山
暁
月
初
下　

江
鳴
潮
欲
来

　
　

稍
分
楊
子
岸　

不
弁
越
王
台　

自
客
水
郷
裏　

舟
行
知
幾
迴

（
頓
37
）

　
　

月
向
白
波
沈

阿　

し
ば
し
猶
か
く
れ
な
は
て
そ
山
の
端
に
中
半
の
月
の
も
な
か
と
も
み
ん
（
一
八
一
）

守　

わ
た
つ
海
や
風
吹
く
ご
と
に
浮
き
し
づ
む
玉
に
あ
ら
そ
ふ
月
の
影
か
な
（
一
八
二
）

春　

梓
弓
末
の
ま
つ
山
入
る
月
の
か
く
れ
ぬ
さ
き
に
こ
ゆ
る
浪
か
な
（
一
八
三
）

宗　

浪
に
い
る
影
か
と
み
え
て
和
田
の
原
空
の
か
ぎ
り
に
月
ぞ
か
た
ぶ
く
（
一
八
四
）

嗣　

よ
ひ
の
間
の
山
の
端
出
で
し
面
影
を
浪
に
残
し
て
月
ぞ
か
た
ぶ
く
（
一
八
五
）

（
称
37
）

　
　

月
向
白
波
沈

ふ
け
に
け
り
う
か
べ
る
月
の
船
な
ら
ば
し
づ
ま
じ
物
を
お
き
つ
白
波

〈
句
題
原
詩
〉�

方
干
『
玄
英
集
』
巻
一
「
鏡
中
別
業
二
首
（
ノ
一
）」、『
詩
話
総
亀
』
巻
四
四
、『
錦

繡
万
花
谷
』
後
集
・
巻
二
一
・
隠
逸
・
詩
、『
唐
詩
紀
事
』
巻
六
三

　
　

寒
山
圧
鏡
心　

此
処
是
家
林　

梁
燕
窺
春
酔　

巖
猿
学
夜
吟

　
　

雲
連
平
地
起　

月
向
白
波
沈　

猶
自
聞
鐘
角　

棲
身
可
在
深

〈
同
一
句
題
〉
成
島
和
鼎
『
千
世
の
か
げ
』（『
甲
子
夜
話
続
編
』
巻
七
七
所
収
）
六
二
「
月
向
白
波

沈
」、
小
沢
蘆
庵
『
六
帖
詠
草
』
九
〇
七
「
月
向
白
波
沈
」

（
頓
38
）

　
　

遠
山
青
入
霧

阿　

梢
の
み
槙
の
外
山
に
あ
ら
は
れ
て
里
ま
で
は
れ
ぬ
宇
治
の
川
霧
（
一
八
六
）

守　

初
瀬
山
霞
に
ま
が
ふ
面
影
の
霧
に
の
こ
れ
る
秋
の
ゆ
ふ
ぐ
れ
（
一
八
七
）

春　

つ
ま
か
く
す
矢
野
の
か
み
山
立
つ
霧
に
ま
だ
末
遠
き
秋
の
色
か
な
（
一
八
八
）

宗　

詠
め
や
る
す
ゑ
の
松
山
跡
も
な
し
吹
き
こ
す
霧
の
八
重
の
塩
風
（
一
八
九
）

嗣　

山
の
端
は
う
づ
も
れ
は
つ
る
夕
霧
に
残
る
と
ほ
ぢ
の
さ
と
の
一
む
ら
（
一
九
〇
）

（
称
38
）

　
　

遠
山
青
入
霧

時
雨
に
も
露
に
も
い
ま
だ
色
か
へ
ぬ
山
は
い
か
で
か
霧
の
う
ち
な
る

〈
句
題
原
詩
〉『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
一
四
・
地
理
門
・
郊
野
・
潘
紫
巖
「
郊
行
」

　
　

出
郭
忽
数
里　

雨
余
秋
意
偏　

遠
山
青
入
霧　

野
水
白
平
田

　
　

鷺
立
斜
陽
去　

牛
依
古
樹
眠　

不
辞
泥
濘
極　

即
此
是
豊
年

（
頓
39
）

　
　

風
便
数
砧
声

阿　

此
里
も
は
や
い
そ
げ
と
や
秋
風
の
砧
の
音
を
さ
そ
ひ
き
ぬ
ら
ん
（
一
九
一
）

守　

衣
う
つ
音
を
さ
そ
は
ぬ
時
だ
に
も
夢
や
は
み
ゆ
る
ね
や
の
秋
風
（
一
九
二
）
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春　

里
わ
か
ぬ
夜
寒
の
つ
て
に
う
ち
そ
へ
て
よ
そ
の
砧
を
さ
そ
ふ
秋
風
（
一
九
三
）

宗　

さ
そ
は
れ
て
砧
の
音
も
聞
ゆ
な
り
秋
さ
む
き
夜
の
同
じ
あ
ら
し
に
（
一
九
四
）

嗣　

よ
そ
に
う
つ
砧
の
音
も
聞
ゆ
な
り
雲
ゐ
の
雁
を
さ
そ
ふ
嵐
に
（
一
九
五
）

（
称
39
）

　
　

風
便
数
砧
声

か
た
し
き
の
鴫
の
は
ね
が
き
数
そ
へ
て
身
に
し
む
風
の
衣
う
つ
ら
し

〈
句
題
原
詩
〉�

銭
起
『
銭
考
功
集
』
巻
九
「
江
行
無
題
一
百
首
（
ノ
二
七
）」、『
万
首
唐
人
絶
句
』

巻
五
、『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
一
五
・
地
理
門
・
舟
・
銭
起
「
舟
」

　
　

斗
転
月
未
落　

舟
行
夜
已
深　

有
村
知
不
遠　

風
便
数
声
砧

（
頓
40
）

　
　

新
霜
染
楓
葉

阿　

く
れ
な
ゐ
を
何
に
そ
む
ら
ん
立
田
山
霜
の
た
て
も
て
お
れ
る
に
し
き
を
（
一
九
六
）

守　

梢
よ
り
う
つ
ろ
ひ
そ
め
て
初
霜
の
お
く
程
み
ゆ
る
庭
の
紅
葉
ば
（
一
九
七
）

春　

夕
露
も
ま
だ
ほ
し
や
ら
ぬ
紅
葉
葉
を
霜
と
な
り
て
や
今
朝
は
そ
む
ら
ん
（
一
九
八
）

宗　

秋
さ
む
き
霜
も
よ
な
よ
な
お
く
山
の
い
は
か
き
紅
葉
色
増
る
ら
し
（
一
九
九
）

嗣　

い
つ
し
か
に
木
の
葉
も
色
や
か
は
る
ら
ん
月
の
か
つ
ら
の
初
霜
の
比
（
二
〇
〇
）

（
称
40
）

　
　

新
霜
染
楓
葉

篠
の
葉
に
し
み
つ
く
ま
で
は
み
ぬ
色
の
も
み
ぢ
に
ふ
か
き
庭
の
初
霜

〈
句
題
原
詩
〉�『
詩
話
総
亀
』
巻
一
二
、『
錦
繡
万
花
谷
』
前
集
・
巻
三
・
秋
・
詩
・
楊
徽
之
、『
詩

人
玉
屑
』
巻
三
・
宋
朝
警
句
・
楊
徽
之

　
　

新
霜
染
楓
葉　

皓
月
借
蘆
花

〈
同
一
句
題
〉（
連
11
）、『
蒲
生
智
閑
集
』
四
五
六
「
新
霜
染
楓
葉
」

冬
十
首

（
頓
41
）

　
　

落
葉
無
行
路

阿　

山
人
の
紅
葉
ふ
み
分
け
行
く
跡
を
や
が
て
ぞ
う
づ
む
木
が
ら
し
の
風
（
二
〇
一
）

守　

ふ
り
し
け
る
ふ
も
と
の
木
の
葉
き
て
も
と
へ
わ
が
庵
ま
で
は
ふ
み
分
か
ず
と
も
（
二
〇
二
）

春　

み
る
ま
ま
に
道
も
さ
り
あ
へ
ず
木
枯
の
吹
き
と
ふ
き
ぬ
る
山
の
も
み
ぢ
葉
（
二
〇
三
）

宗　

お
ち
葉
に
も
か
へ
さ
は
道
や
し
ら
れ
ま
し
分
け
く
る
ま
ま
に
跡
を
残
さ
ば
（
二
〇
四
）

嗣　

紅
葉
ば
の
散
り
し
く
山
は
と
ふ
人
も
道
も
み
な
が
ら
分
け
や
か
ぬ
ら
ん
（
二
〇
五
）

（
称
41
）

　
　

落
葉
無
行
路

秋
の
ゆ
き
冬
の
く
る
と
て
一
す
ぢ
の
道
だ
に
み
せ
ず
ふ
る
木
葉
か
な

〈
句
題
原
詩
〉『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
二
二
・
人
品
門
・
樵
夫
・（
無
名
）「
樵
夫
」

　
　

去
去
穿
白
雲　

落
葉
無
行
路　

但
聞
丁
丁
声　

知
是
束
薪
処

（
頓
42
）

　
　

木
落
見
他
山

阿　

は
る
か
な
る
伊
駒
の
山
も
あ
ら
は
れ
て
梢
の
冬
に
か
は
る
こ
ろ
か
な
（
二
〇
六
）

守　

時
雨
ふ
る
音
は
ま
ぢ
か
き
木
の
間
よ
り
み
ゆ
る
尾
上
に
雲
ぞ
か
か
れ
る
（
二
〇
七
）

春　

神
無
月
風
も
た
ま
ら
ぬ
木
の
間
よ
り
山
の
端
な
が
ら
も
る
日
影
か
な
（
二
〇
八
）

宗　

冬
が
れ
の
庭
の
木
の
間
に
顕
れ
て
軒
端
に
ち
か
き
を
ち
の
山
の
端
（
二
〇
九
）

嗣　

ち
り
ぬ
れ
ば
山
は
木
の
ま
に
あ
ら
は
れ
て
よ
そ
の
紅
葉
の
色
を
み
る
か
な
（
二
一
〇
）

（
称
42
）

　
　

木
落
見
他
山

松
杉
も
ま
じ
ら
ぬ
里
の
一
む
ら
の
嵐
の
跡
の
山
の
ま
ぢ
か
き

〈
句
題
原
詩
〉�

鄭
谷
『
雲
台
編
』
巻
上
「
登
杭
州
城
」、『
錦
繡
万
花
谷
』
前
集
・
巻
三
・
秋
・
詩
、

『
唐
詩
紀
事
』
巻
七
〇

　
　

漠
漠
江
天
外　

登
臨
返
照
間　

潮
来
無
別
浦　

木
落
見
他
山

　
　

沙
鳥
晴
飛
遠　

漁
人
夜
唱
閑　

歳
窮
帰
未
得　

心
逐
片
帆
還

〈
同
一
句
題
〉
熊
谷
直
好
『
浦
の
し
ほ
貝
』
八
九
五
「
木
落
見
他
山
」

（
頓
43
）

　
　

人
跡
板
橋
霜

阿　

霜
ふ
か
き
谷
の
板
橋
跡
み
え
て
日
影
の
さ
き
に
出
づ
る
山
人
（
二
一
一
）

守　

し
ひ
て
行
く
た
が
別
路
の
跡
な
ら
ん
霜
に
残
れ
る
ま
へ
の
板
ば
し
（
二
一
二
）

春　

跡
つ
け
て
出
で
つ
る
人
の
帰
る
ま
で
霜
と
け
や
ら
ぬ
谷
の
板
ば
し
（
二
一
三
）

宗　

お
く
霜
に
谷
の
板
橋
あ
と
は
あ
れ
ど
柴
の
戸
ま
で
は
問
ふ
人
も
な
し
（
二
一
四
）

嗣　

お
く
霜
の
跡
あ
ら
は
れ
て
山
人
の
通
ひ
ふ
り
た
る
谷
の
板
ば
し
（
二
一
五
）

（
称
43
）

　
　

人
跡
板
橋
霜

く
ち
ぬ
や
と
あ
や
ぶ
む
そ
は
の
板
橋
も
あ
と
あ
る
霜
や
道
を
な
す
ら
ん
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〈
句
題
原
詩
〉
→
（
頓
称
35
）
に
既
出

〈
同
一
句
題
〉
加
藤
千
蔭
『
う
け
ら
が
花
初
編
』
八
〇
一
「
人
跡
板
橋
霜
」、
熊
谷
直
好
『
浦
の
し

ほ
貝
』
八
二
五
「
人
跡
板
橋
霜
」

（
頓
44
）

　
　

破
林
霜
後
月

阿　

枝
も
猶
の
こ
る
紅
葉
の
数
み
え
て
霜
夜
の
月
の
森
の
下
陰
（
二
一
六
）

守　

紅
葉
て
る
霜
の
林
の
木
の
間
よ
り
錦
を
や
ぶ
る
冬
の
夜
の
月
（
二
一
七
）

春　

月
ぞ
も
る
今
は
木
の
葉
も
ふ
り
は
て
て
霜
深
き
よ
の
雲
の
林
に
（
二
一
八
）

宗　

紅
葉
葉
は
落
つ
る
林
の
霜
が
れ
に
猶
し
た
て
ら
す
月
ぞ
も
り
く
る
（
二
一
九
）

嗣　

此
比
は
も
り
く
る
月
に
霜
さ
え
て
し
ぐ
れ
し
雲
の
林
と
も
見
ず
（
二
二
〇
）

（
称
44
）

　
　

破
林
霜
後
月

木
の
も
と
は
あ
た
た
め
酒
に
焼
つ
く
す
も
み
ぢ
を
う
づ
む
霜
の
月
影

〈
句
題
原
詩
〉�

林
逋
『
林
和
靖
集
』
巻
一
「
和
朱
仲
芳
送
然
社
師
無
為
還
歴
陽
」、『
錦
繡
万
花
谷
』

前
集
・
巻
三
・
秋
・
詩
、『
古
今
合
璧
事
類
備
要
』
前
集
・
巻
一
四
・
時
令
門
・
秋
・

雑
詠

　
　

帰
路
過
東
関　

行
行
一
錫
間　

破
林
霜
後
月　

孤
寺
水
辺
山

　
　

頂
笠
衝
残
葉　

腰
装
歇
暮
湾　

香
灯
旧
吟
社　

清
思
逐
師
還

〈
同
一
句
題
〉
村
田
春
海
『
琴
後
集
』
八
〇
二
「
破
林
霜
後
月
」

（
頓
45
）

　
　

山
寒
水
欲
氷

阿　

外
よ
り
も
先
や
こ
ほ
ら
ん
夏
箕
川
嵐
も
さ
む
き
山
陰
に
し
て
（
二
二
一
）

守　

さ
え
く
ら
す
か
づ
ら
き
山
の
山
風
や
あ
す
か
の
川
の
氷
な
ら
ま
し
（
二
二
二
）

春　

さ
え
く
ら
す
霜
の
後
せ
の
山
風
に
谷
の
小
川
も
行
き
な
や
む
な
り
（
二
二
三
）

宗　

山
風
も
く
る
れ
ば
さ
む
し
夜
の
ほ
ど
に
氷
や
と
ぢ
ん
谷
川
の
水
（
二
二
四
）

嗣　

夏
箕
川
河
音
さ
む
き
山
陰
に
月
の
氷
や
ま
づ
む
す
ぶ
ら
ん
（
二
二
五
）

（
称
45
）

　
　

山
寒
水
欲
氷

谷
風
に
冬
ご
も
り
せ
ん
こ
も
り
江
の
泊
瀬
の
水
は
う
す
ご
ほ
り
し
て

〈
句
題
原
詩
〉
→
（
頓
称
13
）
に
既
出

〈
同
一
句
題
〉『
大
江
戸
倭
歌
集
』
一
一
五
八
・
田
中
直
道
「
山
寒
水
欲
氷
」

（
頓
46
）

　
　

一
鳥
過
寒
水

阿　

山
川
の
い
づ
く
を
床
と
夕
暮
は
ね
に
な
く
を
し
の
ひ
と
り
ゆ
く
ら
ん
（
二
二
六
）

守　

夜
を
さ
む
み
う
き
ね
の
床
を
あ
く
が
れ
て
つ
が
は
ぬ
を
し
の
い
づ
ち
行
く
ら
ん
（
二
二
七
）

春　

跡
を
だ
に
た
れ
忍
べ
と
て
山
川
の
友
な
し
千
鳥
鳴
き
て
ゆ
く
ら
ん
（
二
二
八
）

宗　

池
水
に
し
ば
し
友
ま
つ
あ
し
鴨
の
こ
ほ
れ
ば
た
へ
ず
よ
そ
に
た
つ
な
り
（
二
二
九
）

嗣　

を
し
鳥
の
空
に
妻
よ
ぶ
声
す
な
り
く
る
る
川
と
や
こ
ほ
り
と
づ
ら
ん
（
二
三
〇
）

（
称
46
）

　
　

一
鳥
過
寒
水

浪
な
ら
で
友
な
し
千
鳥
た
ち
て
ゆ
く
跡
に
寒
け
き
あ
し
の
む
ら
む
ら

〈
句
題
原
詩
〉�

趙
師
秀
『
清
苑
斉
詩
集
』「
巖
居
僧
」、『
宋
芸
圃
集
』
巻
一
八
、『
分
門
纂
類
唐
宋
時

賢
千
家
詩
選
』
巻
二
二
・
人
品
門
・
僧
・
趙
師
秀
「
僧
」、『
瀛
奎
律
髄
』
巻
四
七
・

釈
梵
類

　
　

開
扉
在
石
層　

尽
日
少
人
登　

一
鳥
過
寒
木　

数
花
揺
翠
藤

　
　

茗
煎
氷
下
水　

香
炷
仏
前
灯　

吾
亦
逃
名
者　

何
因
似
此
僧

〈
同
一
句
題
〉
香
川
景
樹
『
桂
園
一
枝
拾
遺
』
三
八
五
「
一
鳥
過
寒
水
」

（
頓
47
）

　
　

清
晨
雪
擁
門

阿　

霜
枯
の
葎
の
門
を
と
ぢ
て
け
り
八
重
ふ
り
し
け
る
今
朝
の
白
雪
（
二
三
一
）

守　

朝
ま
だ
き
草
の
戸
ざ
し
も
跡
つ
け
て
あ
け
ま
く
を
し
き
庭
の
白
雪
（
二
三
二
）

春　

か
く
て
は
や
身
は
初
雪
の
朝
氷
と
ぢ
に
し
門
を
誰
か
は
ら
は
む
（
二
三
三
）

宗　

今
朝
も
猶
人
の
跡
を
ば
い
と
は
ね
ど
降
り
つ
む
雪
ぞ
門
を
と
ぢ
け
る
（
二
三
四
）

嗣　

降
る
雪
に
道
と
ぢ
は
て
て
待
つ
人
の
た
の
み
も
け
さ
は
杉
た
て
る
門
（
二
三
五
）

（
称
47
）

　
　

清
晨
雪
擁
門

今
朝
だ
に
も
ふ
か
き
蓬
の
門
さ
し
て
雪
の
光
や
あ
く
る
空
な
き

〈
句
題
原
詩
〉�

李
廌
『
済
南
集
』
巻
四
「
雪
」、『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
一
三
・
天
文

門
・
雪
・
李
方
叔
「
雪
霽
」

　
　

紙
窓
明
晃
晃　

雲
日
暗
暾
暾　

半
夜
寒
添
被　

清
晨
雪
擁
門

〈
同
一
句
題
〉
熊
谷
直
好
『
浦
の
し
ほ
貝
』
八
七
八
「
清
晨
雪
擁
門
」

（
頓
48
）
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晴
雪
落
長
松

阿　

朝
日
さ
す
嶺
の
梢
の
雪
お
ち
て
松
は
み
ど
り
に
は
る
る
空
か
な
（
二
三
六
）

守　

朝
日
影
さ
す
や
尾
上
の
松
の
雪
と
く
る
も
し
る
く
打
ち
な
び
き
つ
つ
（
二
三
七
）

春　

を
し
ほ
山
松
も
木
だ
か
く
晴
れ
そ
め
て
嵐
の
つ
て
に
お
つ
る
し
ら
雪
（
二
三
八
）

宗　

朝
日
さ
す
梢
ば
か
り
は
あ
ら
は
れ
て
猶
松
か
げ
に
つ
も
る
し
ら
雪
（
二
三
九
）

嗣　

日
影
さ
す
高
ね
の
雪
の
む
ら
む
ら
に
松
あ
ら
は
れ
て
山
風
ぞ
ふ
く
（
二
四
〇
）

（
称
48
）

　
　

晴
雪
落
長
松

は
れ
て
だ
に
け
に
ふ
り
つ
み
し
雪
お
れ
の
枝
や
す
か
ら
ず
松
風
ぞ
ふ
く

〈
句
題
原
詩
〉�

杜
甫
『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
一
六
「
謁
真
諦
寺
禅
師
」、『
詩
人
玉
屑
』
巻
四
・

風
騒
句
法
、『
瀛
奎
律
髄
』
巻
四
三
・
遷
謫
類

　
　

蘭
若
山
高
処　

煙
霞
嶂
幾
重　

凍
泉
依
細
石　

晴
雪
落
長
松

　
　

問
法
看
詩
妄　

観
身
向
酒
慵　

未
能
割
妻
子　

卜
宅
近
前
峰

〈
同
一
句
題
〉（
聖
35
）、加
藤
千
蔭
『
う
け
ら
が
花
初
編
』
八
九
七
「
晴
雪
落
長
松
」、香
川
景
樹
『
桂

園
一
枝
拾
遺
』
四
〇
二
「
晴
雪
落
長
松
」、熊
谷
直
好
『
浦
の
し
ほ
貝
』
八
七
九
「
晴

雪
落
長
松
」

（
頓
49
）

　
　

独
釣
寒
江
雪

阿　

降
り
つ
も
る
雪
に
は
跡
も
な
ご
の
江
の
氷
を
分
け
て
出
づ
る
つ
り
ぶ
ね
（
二
四
一
）

守　

枯
れ
は
つ
る
入
江
の
蘆
の
雪
の
内
に
一
葉
の
こ
る
や
あ
ま
の
釣
舟
（
二
四
二
）

春　

ふ
り
す
さ
む
雪
は
と
も
ま
つ
水
の
え
に
先
跡
み
せ
て
い
づ
る
釣
舟
（
二
四
三
）

宗　

ふ
る
雪
に
又
友
も
な
し
難
波
江
や
袖
さ
ゆ
る
日
の
蜑
の
釣
船
（
二
四
四
）

嗣　

難
波
江
や
こ
や
も
か
く
れ
て
ふ
る
雪
に
帰
る
跡
な
き
あ
ま
の
釣
舟
（
二
四
五
）

（
称
49
）

　
　

独
釣
寒
江
雪

ふ
る
雪
を
ひ
と
り
か
た
帆
に
か
た
ぶ
け
て
寒
き
入
江
も
つ
り
の
糸
な
き

〈
句
題
原
詩
〉�

柳
宗
元
『
柳
河
東
集
』
巻
四
三
・
古
今
詩
「
江
雪
」、『
苕
溪
漁
隠
叢
話
』
前
集
・
巻

一
九
、『
錦
繡
万
花
谷
』
後
集
・
巻
二
・
雪
・
詩
、『
万
首
唐
人
絶
句
』
巻
二
、『
唐

詩
紀
事
』
巻
四
三
、『
詩
人
玉
屑
』
巻
一
五
・
柳
儀
曹

　
　

千
山
鳥
飛
絶　

万
径
人
蹤
滅　

孤
舟
蓑
笠
翁　

独
釣
寒
江
雪

（
頓
50
）

　
　

流
年
川
暗
度

阿　

月
も
日
も
し
ば
し
よ
ど
ま
で
行
く
年
や
淵
瀬
も
し
ら
ぬ
山
川
の
水
（
二
四
六
）

守　

と
ま
ら
ず
は
雲
の
み
を
に
て
み
し
月
の
積
り
て
年
の
暮
に
成
り
ぬ
る
（
二
四
七
）

春　

飛
鳥
川
月
日
な
が
れ
て
徒
に
む
か
し
を
遠
み
く
る
る
と
し
か
な
（
二
四
八
）

宗　

天
の
川
行
く
水
よ
り
も
と
し
な
み
の
く
る
る
や
や
す
き
月
日
な
る
ら
ん
（
二
四
九
）

嗣　

川
水
の
よ
ど
ま
ぬ
浪
の
み
を
よ
り
も
猶
せ
を
は
や
み
過
ぐ
る
と
し
か
な
（
二
五
〇
）

（
称
50
）

　
　

流
年
川
暗
度

滝
河
は
手
を
さ
へ
て
と
も
い
ひ
つ
べ
し
身
に
せ
か
れ
ぬ
は
年
の
暮
哉

〈
句
題
原
詩
〉�『
唐
百
家
詩
選
』
巻
一
七
「
夕
次
洛
陽
道
中
」、『
文
苑
英
華
』
巻
二
九
五
、『
詩
人
玉

屑
』
巻
四
・
風
騒
句
法
、『
瀛
奎
律
髄
』
巻
一
五
・
暮
夜
類

　
　

秋
風
吹
故
城　

城
下
独
吟
行　

高
樹
鳥
已
息　

古
原
人
尚
耕

　
　

流
年
川
暗
度　

往
事
月
空
明　

不
復
歎
岐
路　

馬
前
塵
夜
生

恋
十
首

（
頓
51
）

　
　

心
知
人
不
知

阿　

な
に
と
た
だ
我
の
み
し
り
て
過
ぐ
る
ま
の
う
き
有
増
に
袖
ぬ
ら
す
ら
ん
（
二
五
一
）

守　

か
は
ら
や
の
お
な
じ
思
ひ
の
下
も
え
に
あ
ら
ぬ
け
ぶ
り
と
人
や
見
る
ら
ん
（
二
五
二
）

春　

し
ら
せ
ば
や
忍
ぶ
が
原
に
さ
す
し
め
の
草
葉
に
つ
け
て
露
か
か
る
と
も
（
二
五
三
）

宗　

し
ら
せ
ば
や
し
の
ぶ
も
ぢ
ず
り
忍
ぶ
る
も
た
れ
故
な
ら
ぬ
下
の
み
だ
れ
を
（
二
五
四
）

嗣　

思
ひ
か
ね
し
ら
れ
ぬ
中
に
恋
ひ
し
な
ば
煙
を
何
の
行
へ
と
か
み
ん
（
二
五
五
）

（
称
51
）

　
　

心
知
人
不
知

い
か
が
せ
ん
く
ち
が
た
め
て
も
我
と
人
ひ
と
し
き
心
な
れ
て
し
ら
ず
や

〈
句
題
原
詩
〉�

権
徳
輿
『
権
文
公
集
』
巻
九
「
玉
台
体
十
二
首
（
ノ
八
）」、『
万
首
唐
人
絶
句
』
巻

一
〇
、『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』（
明
鈔
本
附
載
）・
巻
門
不
明
・
閨
怨

　
　

空
閨
滅
燭
後　

羅
幌
独
眠
時　

涙
尽
腸
欲
断　

心
知
人
不
知

（
頓
52
）

　
　

唯
有
涙
痕
多

阿　

袖
に
は
や
せ
く
ほ
ど
も
な
し
涙
川
何
を
か
今
は
し
が
ら
み
に
せ
ん
（
二
五
六
）

守　

み
え
ぬ
ら
ん
人
め
忍
ぶ
の
す
り
衣
な
み
だ
の
か
か
る
跡
の
み
だ
れ
は
（
二
五
七
）
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春　

は
か
な
く
も
人
め
を
袖
に
つ
つ
み
け
る
憂
名
は
身
に
も
あ
ま
る
涙
を
（
二
五
八
）

宗　

よ
し
さ
ら
ば
朽
ち
だ
に
は
て
よ
我
が
袂
涙
の
跡
の
み
え
ぬ
ば
か
り
に
（
二
五
九
）

嗣　

朽
ち
は
て
ば
何
に
つ
つ
ま
む
憂
名
と
て
さ
の
み
涙
を
袖
に
せ
く
ら
ん
（
二
六
〇
）

（
称
52
）

　
　

唯
有
涙
痕
多

人
の
た
め
い
か
に
お
ほ
か
る
物
と
し
も
し
ら
ぬ
涙
の
つ
く
し
か〔

マ
ヽ
〕た

〈
句
題
原
詩
〉�

徐
積
『
節
孝
集
』
巻
二
二
「
題
扇
十
首　

孀
婦
扇
」、『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩

選
』
巻
一
七
・
器
用
門
・
扇
・
徐
仲
車
「
孀
婦
扇
」

　
　

已
写
共
姜
誓　

仍
題
督
護
歌　

更
無
脂
粉
汚　

唯
有
涙
痕
多

（
頓
53
）

　
　

三
年
不
見
書

阿　

な
ほ
ざ
り
の
玉
章
を
だ
に
待
ち
も
見
ず
雲
ゐ
の
雁
の
三
た
び
く
る
ま
で
（
二
六
一
）

守　

新
枕
わ
れ
は
む
か
し
の
秋
ぞ
と
も
せ
め
て
告
げ
こ
せ
か
り
の
た
ま
づ
さ
（
二
六
二
）

春　

そ
の
ま
ま
に
ひ
る
こ
も
今
は
立
ち
ぬ
ら
ん
か
き
も
な
が
さ
ぬ
水
茎
の
あ
と
（
二
六
三
）

宗　

も
し
ほ
草
か
く
玉
づ
さ
も
ま
だ
見
ね
ば
須
磨
の
う
ら
み
に
三
と
せ
わ
び
つ
つ
（
二
六
四
）

嗣　

新
枕
む
す
ば
で
待
つ
と
し
ら
ね
ば
や
三
と
せ
ま
で
見
ぬ
人
の
玉
章
（
二
六
五
）

（
称
53
）

　
　

三
年
不
見
書

新
枕
こ
よ
ひ
こ
そ
と
も
た
ま
づ
さ
に
い
は
ぬ
計
を
た
の
む
は
か
な
さ

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
二
・
〇
〇
七
二
「
続
古
詩
十
首
（
ノ
八
）」

　
　

心
亦
無
所
迫　

身
亦
無
所
拘　

何
為
腸
中
気　

鬱
鬱
不
得
舒

　
　

不
舒
良
有
以　

同
心
久
離
居　

五
年
不
見
面　

三
年
不
得
書

　
　

（
後
略
）

（
頓
54
）

　
　

涙
尽
腸
欲
断

阿　

限
り
あ
れ
ば
涙
も
今
は
つ
き
ぬ
ら
ん
け
ふ
す
ぐ
す
べ
き
心
地
こ
そ
せ
ね
（
二
六
六
）

守　

涙
こ
そ
色
か
は
る
ま
で
成
り
に
け
れ
お
も
ひ
は
い
つ
を
か
ぎ
り
な
る
ら
ん
（
二
六
七
）

春　

限
り
ぞ
と
け
ふ
な
き
つ
く
す
涙
こ
そ
我
が
後
の
世
の
さ
き
に
立
つ
ら
め
（
二
六
八
）

宗　

し
る
ら
め
や
涙
も
袖
に
つ
き
は
て
て
色
も
え
ぬ
べ
き
む
ね
の
思
ひ
を
（
二
六
九
）

嗣　

消
え
や
ら
ぬ
む
ね
の
お
も
ひ
の
せ
く
ま
ま
に
袖
に
た
え
た
る
我
が
涙
か
な
（
二
七
〇
）

（
称
54
）

　
　

涙
尽
腸
欲
断

一
と
を
り
涙
の
雨
は
は
れ
て
だ
に
九
か
へ
り
の
お
も
ひ
く
る
し
き

〈
句
題
原
詩
〉
→
（
頓
称
51
）
に
既
出

〈
同
一
句
題
〉�『
新
続
古
今
集
』
恋
四
・
一
三
八
一
・
惟
賢
上
人
「
ふ
る
き
詩
の
句
を
題
に
て
歌
よ

み
け
る
時
、
涙
尽
腸
欲
断
と
い
ふ
事
を
」、
成
島
和
鼎
『
千
世
の
か
げ
』（『
甲
子
夜

話
続
編
』
巻
七
七
所
収
）
一
一
八
「
涙
尽
腸
欲
断
」

（
頓
55
）

　
　

入
夢
到
如
今

阿　

お
も
ひ
ね
の
は
か
な
き
夢
に
か
は
る
か
な
打
ち
も
は
ら
は
ぬ
夜
半
の
枕
を
（
二
七
一
）

守　

う
つ
つ
こ
そ
は
か
な
か
り
け
れ
む
ば
玉
の
夢
路
は
も
と
の
あ
し
も
や
す
め
ず
（
二
七
二
）

春　

見
し
夢
の
俤
く
も
る
年
月
や
身
に
そ
ふ
中
の
へ
だ
て
な
る
ら
ん
（
二
七
三
）

宗　

お
も
か
げ
を
有
り
し
な
が
ら
に
見
る
夢
は
う
つ
つ
に
な
る
ぞ
別
な
り
け
る
（
二
七
四
）

嗣　

な
れ
て
見
し
夢
を
し
た
へ
ば
今
更
に
い
と
ど
お
ど
ろ
く
う
つ
つ
と
ぞ
な
る
（
二
七
五
）

（
称
55
）

　
　

入
夢
到
如
今

あ
ひ
見
し
は
は
か
な
き
夢
に
成
は
て
て
つ
ら
き
思
ひ
を
し
づ
の
を
だ
巻

〈
句
題
原
詩
〉�

杜
牧
『
樊
川
文
集
』
巻
二
〇
「
寄
遠
人
」、『
万
首
唐
人
絶
句
』
巻
一
四
、『
分
門
纂

類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
二
五
・
性
適
門
・
離
別
・
杜
牧
「
離
別
」

終
日
求
人
卜　

迴
迴
道
好
音　

那
時
離
別
後　

入
夢
到
如
今

（
頓
56
）

　
　

花
開
更
憶
君

阿　

た
の
め
こ
し
花
の
た
よ
り
を
す
ぐ
す
か
な
色
み
え
て
こ
そ
う
つ
ろ
ひ
に
け
れ
（
二
七
六
）

守　

花
に
な
す
心
な
ら
ひ
に
我
が
宿
の
庭
の
さ
か
り
は
た
ち
ま
さ
れ
つ
つ
（
二
七
七
）

春　

と
へ
か
し
な
あ
ら
ぬ
色
香
も
な
き
も
の
を
花
に
ぞ
人
の
心
か
は
ら
で
（
二
七
八
）

宗　

花
よ
り
も
猶
あ
だ
な
り
や
色
か
は
る
心
づ
か
ら
の
人
の
ち
ぎ
り
は
（
二
七
九
）

嗣　

山
桜
あ
だ
な
る
色
も
ひ
と
つ
に
て
見
る
に
猶
そ
ふ
人
の
お
も
か
げ
（
二
八
〇
）

（
称
56
）

　
　

花
開
更
憶
客

さ
き
し
よ
り
夜
の
ま
今
朝
の
ま
移
り
ゆ
く
花
を
ば
見
ず
や
心
つ
ら
さ
よ

〈
句
題
原
詩
〉�『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
二
五
・
性
適
門
・
離
別
・
趙
文
鼎
「
舟
中
送
別
」、
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宋
・
佚
名
『
詩
家
鼎
臠
』
巻
上
・
趙
汝
唫
「
送
梅
窓
兄
」

　
　

離
歌
休
再
畳　

我
亦
不
堪
聞　

山
接
詩
愁
去　

雲
随
別
袂
分

　
　

官
閑
寧
問
禄　

命
薄
謾
能
文　

悵
望
梅
辺
屋　

花
開
更
憶
君

（
頓
57
）

　
　

空
閨
残
燭
夜

阿　

あ
く
る
ま
で
思
ひ
つ
き
せ
ぬ
独
ね
に
涙
か
き
く
ら
す
夜
半
の
灯
（
二
八
一
）

守　

ひ
と
り
の
み
起
き
ゐ
る
閨
の
と
も
し
び
や
思
ひ
つ
き
せ
ぬ
た
ぐ
ひ
な
る
ら
ん
（
二
八
二
）

春　

消
え
わ
び
ぬ
む
な
し
き
床
の
灯
や
ね
な
く
に
明
く
る
夜
を
残
す
ら
ん
（
二
八
三
）

宗　

待
つ
人
の
む
な
し
き
ね
や
の
灯
の
消
え
て
や
い
と
ど
お
も
ひ
絶
え
な
ん
（
二
八
四
）

嗣　

夜
も
す
が
ら
ま
つ
に
心
を
つ
く
す
か
な
ね
や
の
と
も
し
火
消
え
の
こ
る
ま
で
（
二
八
五
）

（
称
57
）

　
　

空
閨
残
燭
夜

ま
た
た
く
も
い
つ
ま
で
と
か
や
独
寝
の
灯
火
も
ま
た
涙
お
ち
つ
つ

〈
句
題
原
詩
〉
→
（
頓
称
51
）
に
既
出

〈
同
一
句
題
〉
小
沢
蘆
庵
『
六
帖
詠
草
』
一
二
二
四
「
空
閨
残
燭
夜
」

（
頓
58
）

　
　

恨
別
鳥
驚
心

阿　

深
き
夜
に
い
そ
ぐ
と
か
こ
つ
別
路
に
又
ひ
と
り
ね
の
お
ど
ろ
か
す
ら
ん
（
二
八
六
）

守　

鳥
の
ね
に
心
は
あ
ら
じ
わ
か
る
る
は
こ
ゆ
る
な
ら
ひ
の
逢
坂
の
関
（
二
八
七
）

春　

此
ま
ま
に
又
も
き
か
ず
は
忍
ば
れ
ん
物
と
や
鳥
の
お
ど
ろ
か
す
ら
ん
（
二
八
八
）

宗　

別
路
に
人
は
待
得
て
い
そ
げ
ど
も
身
ひ
と
つ
に
う
き
鳥
の
声
か
な
（
二
八
九
）

嗣　

我
だ
に
も
か
こ
た
ぬ
程
の
別
路
を
な
に
と
よ
ぶ
か
く
鳥
の
鳴
く
ら
ん
（
二
九
〇
）

（
称
58
）

　
　

恨
別
鳥
驚
心

鳥
も
又
お
ど
ろ
き
や
せ
ん
関
の
戸
の
あ
く
る
も
ま
た
ぬ
き
ぬ
ぎ
ぬ
の
空

〈
句
題
原
詩
〉�

杜
甫
『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
三
「
春
望
」、『
詩
人
玉
屑
』
巻
四
・
風
騒
句
法
、

『
瀛
奎
律
髄
』
巻
三
二
・
忠
憤
類

　
　

国
破
山
河
在　

城
春
草
木
深　

感
時
花
濺
涙　

恨
別
鳥
驚
心

　
　

烽
火
連
三
月　

家
書
抵
万
金　

白
頭
搔
更
短　

渾
欲
不
勝
簪

（
頓
59
）

　
　

別
後
会
難
期

阿　

わ
か
れ
な
ば
こ
よ
ひ
ば
か
り
の
人
ま
だ
に
又
い
つ
か
は
と
思
ふ
か
な
し
さ
（
二
九
一
）

守　

立
ち
わ
か
れ
ま
た
夕
暮
を
ま
つ
だ
に
も
た
え
て
あ
ら
ん
と
思
ひ
や
は
せ
し
（
二
九
二
）

春　

え
ぞ
し
ら
ぬ
さ
ら
に
は
い
つ
か
あ
ふ
く
ま
や
霧
立
ち
わ
た
り
こ
よ
ひ
明
け
な
ば
（
二
九
三
）

宗　

別
れ
て
は
後
の
逢
せ
も
頼
ま
ね
ば
こ
れ
や
か
ぎ
り
の
中
川
の
水
（
二
九
四
）

嗣　

逢
ふ
ま
で
の
後
の
命
も
た
の
ま
ね
ば
こ
れ
や
わ
か
れ
の
か
ぎ
り
な
る
ら
ん
（
二
九
五
）

（
称
59
）

　
　

別
後
会
難
期

わ
〔　
　

〕
け
定
な
き
世
も
偽
り
も
ふ
た
か
た
に
又
あ
は
で
た
え
め
や

〈
句
題
原
詩
〉�『
詩
話
総
亀
』
巻
四
四
・
沈
廷
瑞
、『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
二
一
・
人

品
門
・
神
仙
・
沈
庭
瑞
「
神
仙
」

　
　

名
山
相
別
後　

別
後
会
難
期　

金
鼎
銷
紅
日　

丹
田
老
紫
芝

　
　

訪
君
雖
有
路　

懐
我
豈
無
詩　

休
羨
繁
華
事　

百
年
能
幾
時

〈
同
一
句
題
〉
香
川
景
樹
『
桂
園
一
枝
』
六
二
二
「
別
後
会
難
期
」

（
頓
60
）

　
　

何
処
更
相
逢

阿　

い
つ
か
見
む
つ
ら
き
と
こ
ろ
は
お
ほ
く
の
み
月
日
つ
も
り
て
待
つ
か
ひ
も
な
し
（
二
九
六
）

守　

い
ま
だ
に
も
手
に
も
た
ま
ら
ぬ
大
ぬ
さ
の
つ
ひ
に
よ
る
せ
を
い
か
が
頼
ま
ん
（
二
九
七
）

春　

い
づ
く
に
か
め
ぐ
り
も
あ
は
む
下
帯
の
と
け
て
わ
か
れ
し
道
を
し
ら
ね
ば
（
二
九
八
）

宗　

あ
り
し
の
み
忘
れ
ぬ
ふ
し
の
さ
さ
枕
又
む
す
ぶ
べ
き
か
た
も
し
ら
れ
ず
（
二
九
九
）

嗣　

命
こ
そ
猶
た
の
ま
る
れ
い
づ
く
に
て
あ
ひ
み
む
事
は
頼
み
な
け
れ
ど
（
三
〇
〇
）

（
称
60
）

　
　

何
処
更
相
逢

侘
ぬ
れ
ば
こ
こ
も
か
し
こ
も
さ
は
り
あ
る
処
か
へ
て
と
思
ふ
を
ろ
か
さ

〈
句
題
原
詩
〉�『
唐
百
家
詩
選
』
巻
九
・
于
武
陵
「
夜
与
故
人
別
」、『
文
苑
英
華
』
巻
二
八
八
、『
詩

人
玉
屑
』
巻
三
・
唐
人
句
法
・
自
然
、『
古
今
合
璧
事
類
備
要
』
続
集
・
巻
四
六
・

事
為
門
・
別
離
・
山
万
重

　
　

白
日
去
難
駐　

故
人
非
旧
容　

今
宵
一
別
後　

何
処
更
相
逢

　
　

過
楚
水
千
里　

到
秦
山
幾
重　

話
来
天
又
暁　

月
落
満
城
鐘

旅
十
首

（
頓
61
）
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桟
路
雲
間
没

阿　

行
末
の
岩
の
か
け
み
ち
絶
絶
に
う
づ
み
も
は
て
ず
峰
の
し
ら
雲
（
三
〇
一
）

守　

い
づ
く
に
か
木
曽
の
か
け
は
し
行
末
も
跡
を
も
う
づ
む
峰
の
白
雲
（
三
〇
二
）

春　

岩
ね
ふ
み
今
幾
重
と
も
し
ら
雲
の
た
な
び
き
わ
た
る
峰
の
か
け
橋
（
三
〇
三
）

宗　

桟
は
雲
よ
り
下
に
う
づ
も
れ
て
夕
日
に
の
こ
る
峰
の
か
よ
ひ
ぢ
（
三
〇
四
）

嗣　

う
づ
も
る
る
峰
の
梯
み
え
ね
ど
も
分
く
れ
ば
雲
に
残
る
か
よ
ひ
ぢ
（
三
〇
五
）

（
称
61
）

　
　

桟
道
雲
間
没

ゆ
く
と
く
と
雲
こ
そ
渡
れ
た
ち
こ
め
て
風
は
ふ
も
と
の
峰
の
か
け
は
し

〈
句
題
原
詩
〉
→
（
頓
称
16
）
に
既
出

（
頓
62
）

　
　

江
辺
問
船
子

阿　

舟
よ
ば
ふ
声
ば
か
り
し
て
三
島
江
や
人
こ
そ
み
え
ね
秋
の
夕
ぐ
れ
（
三
〇
六
）

守　

お
ほ
く
ら
や
お
も
ひ
入
江
の
渡
し
も
り
世
を
う
ぢ
山
の
道
し
る
べ
せ
よ
（
三
〇
七
）

春　

こ
と
と
は
む
舟
さ
し
よ
せ
よ
住
の
え
の
え
な
つ
を
過
ぐ
る
む
こ
の
浦
人
（
三
〇
八
）

宗　

暮
る
る
日
に
里
と
ひ
か
ね
て
湊
江
の
あ
ま
の
舟
を
ぞ
宿
と
定
む
る
（
三
〇
九
）

嗣　

あ
ま
の
子
の
と
へ
ど
答
へ
ぬ
み
な
と
江
は
舟
に
も
ぬ
し
や
定
め
ざ
る
ら
ん
（
三
一
〇
）

（
称
62
）

　
　

江
辺
問
船
子

舟
人
は
あ
ま
の
子
な
れ
や
く
る
る
江
に
と
へ
ど
答
へ
ず
浜
に
か
も
ね
て

〈
句
題
原
詩
〉『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
一
五
・
地
理
門
・
江
景
・
許
右
丞
「
江
」

　
　

江
辺
問
舟
子　

潮
落
幾
時
回　

野
店
無
灯
火　

還
須
明
月
来

（
頓
63
）

　
　

船
行
夜
已
深

阿　

は
り
ま
が
た
尾
上
の
鐘
の
聞
ゆ
な
り
沖
こ
ぐ
舟
に
さ
よ
や
ふ
け
ぬ
る
（
三
一
一
）

守　

灯
の
か
げ
を
し
る
べ
に
漕
ぎ
つ
れ
て
あ
か
し
の
沖
に
夜
ぞ
ふ
け
に
け
る
（
三
一
二
）

春　

小
夜
中
と
更
行
く
月
に
舟
出
し
て
と
わ
た
る
空
に
雁
ぞ
聞
ゆ
る
（
三
一
三
）

宗　

ゆ
ら
の
と
を
よ
わ
た
る
月
も
更
け
に
け
り
浦
こ
ぐ
舟
や
遠
く
き
ぬ
ら
ん
（
三
一
四
）

嗣　

浦
風
も
礒
辺
の
松
に
音
す
み
て
奥
こ
ぐ
舟
ぞ
月
に
ふ
け
行
く
（
三
一
五
）

（
称
63
）

　
　

舟
行
夜
已
深

は
る
る
夜
の
星
の
目
あ
て
も
方
か
へ
て
あ
ま
の
た
く
火
の
波
へ
だ
て
行

〈
句
題
原
詩
〉
→
（
頓
称
39
）
に
既
出

〈
同
一
句
題
〉
香
川
景
樹
『
桂
園
一
枝
』
六
九
二
「
舟
行
夜
已
深
」

（
頓
64
）

　
　

棹
入
黄
蘆
浦

阿　

あ
し
ま
行
く
浦
の
小
舟
に
さ
す
棹
の
み
な
れ
ぬ
方
に
宿
や
か
ら
ま
し
（
三
一
六
）

守　

舟
と
む
る
蘆
の
か
れ
葉
の
さ
ら
さ
ら
に
夢
ぢ
ゆ
る
さ
ぬ
浦
風
ぞ
吹
く
（
三
一
七
）

春　

か
れ
は
つ
る
あ
し
の
浦
舟
さ
す
棹
の
さ
は
ら
ぬ
宿
は
浮
ね
な
り
け
り
（
三
一
八
）

宗　

あ
し
辺
行
く
ほ
ど
は
か
く
れ
て
さ
す
棹
の
末
の
み
見
ゆ
る
浦
の
友
ぶ
ね
（
三
一
九
）

嗣　

難
波
人
蘆
分
け
を
舟
さ
す
棹
の
か
よ
ひ
な
れ
て
や
さ
は
ら
ざ
る
ら
ん
（
三
二
〇
）

（
称
64
）

　
　

棹
入
黄
昏

〔
蘆
カ
〕浦

小
舟
さ
す
棹
の
し
づ
く
や
あ
し
の
葉
を
ゆ
ふ
べ
の
色
に
そ
む
る
浦
風

〈
句
題
原
詩
〉�

戴
復
古
『
石
屛
詩
集
』
巻
四
「
冬
日
移
舟
入
峽
避
風
」、『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家

詩
選
』
巻
一
五
・
地
理
門
・
舟
・
戴
石
屛
「
舟
」

　
　

棹
入
黄
蘆
浦　

驚
飛
白
鷺
群　

霜
華
濃
似
雪　

水
気
盛
於
雲

　
　

市
遠
炭
増
価　

天
寒
酒
策
勲　

同
舟
有
佳
士　

擁
被
共
論
文

（
頓
65
）

　
　

蒼
苔
満
山
径

阿　

暮
れ
ぬ
よ
り
日
影
も
み
え
ず
深
山
木
の
う
へ
は
し
げ
れ
る
苔
の
通
路
（
三
二
一
）

守　

草
も
木
も
ふ
み
分
け
が
た
き
奥
山
は
苔
こ
そ
道
の
し
る
べ
な
り
け
れ
（
三
二
二
）

春　

旅
衣
お
り
は
へ
ほ
さ
ぬ
山
路
か
な
真
木
の
下
露
苔
の
し
づ
く
に
（
三
二
三
）

宗　

ふ
み
わ
け
て
こ
ゆ
る
岩
ね
の
苔
莚
よ
る
は
旅
ね
の
山
路
に
ぞ
し
く
（
三
二
四
）

嗣　

露
結
ぶ
あ
し
た
の
程
ぞ
み
山
ぢ
の
苔
に
も
人
の
跡
は
あ
り
け
り
（
三
二
五
）

（
称
65
）

　
　

蒼
苔
満
山
径

聞
な
れ
ぬ
鳥
の
声
よ
り
人
け
な
き
山
ぐ
ち
し
る
き
苔
の
か
よ
ひ
ぢ

〈
句
題
原
詩
〉�
戴
復
古
『
石
屛
詩
集
』
巻
二
「
贈
郭
道
人
〈
詩
句
皆
述
其
所
言
〉」、『
分
門
纂
類
唐

宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
二
一
・
人
品
門
・
隠
逸
・
戴
石
屛
「
隠
逸
」

　
　

滅
性
能
安
楽　

深
居
絶
是
非　

英
雄
行
険
道　

富
貴
隠
危
機
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紙
被
如
綿
軟　

藜
羹
勝
肉
肥　

蒼
苔
満
山
径　

最
喜
客
来
稀

（
頓
66
）

　
　

郷
信
寄
胡
雁

阿　

古
郷
に
わ
ぶ
と
こ
た
へ
よ
山
高
み
晴
れ
ぬ
雲
ゐ
に
わ
た
る
か
り
が
ね
（
三
二
六
）

守　

今
は
は
や
故
郷
人
も
わ
す
る
ら
ん
ま
つ
も
空
な
る
雁
の
玉
札
（
三
二
七
）

春　

故
郷
の
つ
て
も
わ
す
る
な
か
へ
り
こ
む
程
は
雲
ゐ
の
夜
の
か
り
が
ね
（
三
二
八
）

宗　

か
へ
る
さ
を
い
つ
と
定
め
て
か
り
が
ね
の
都
へ
行
く
に
こ
と
は
つ
て
ま
し
（
三
二
九
）

嗣　

こ
と
づ
て
む
か
ひ
こ
そ
な
け
れ
行
く
か
り
の
か
へ
る
雲
ゐ
も
都
な
ら
ね
ば
（
三
三
〇
）

（
称
66
）

　
　

郷
信
寄
胡
雁

吹
風
に
駒
さ
へ
い
ば
ふ
ふ
る
さ
と
の
つ
て
〔　
　

〕
の
雁
に
う
れ
し
き

〈
句
題
原
詩
〉『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
一
五
・
地
理
門
・
舟
・
呉
公
敏
「
泊
舟
」

　
　

潭
影
静
沈
沈　

維
舟
傍
竹
林　

郷
心
寄
孤
雁　

寒
信
起
疎
砧

　
　

犬
吠
人
家
近　

灯
明
樹
影
侵　

客
愁
元
不
寐　

夜
雨
更
蛩
吟

（
頓
67
）

　
　

人
行
秋
色
中

阿　

旅
人
の
先
立
つ
袖
も
秋
草
の
花
に
分
入
る
む
さ
し
野
の
は
ら
（
三
三
一
）

守　

た
び
衣
た
つ
田
の
山
を
越
行
け
ば
袖
も
色
づ
く
秋
風
ぞ
吹
く
（
三
三
二
）

春　

三
室
山
そ
め
も
も
ら
さ
ぬ
時
雨
か
な
秋
行
く
程
は
木
葉
な
ら
ね
ど
（
三
三
三
）

宗　

咲
き
に
け
り
秋
の
萩
原
露
分
け
て
た
び
行
く
人
の
袖
う
つ
る
ま
で
（
三
三
四
）

嗣　

暮
れ
ぬ
と
も
猶
分
け
ゆ
か
ん
秋
萩
の
花
野
の
露
を
袖
に
か
け
つ
つ
（
三
三
五
）

（
称
67
）

　
　

人
行
秋
色
中

い
ろ
い
ろ
の
木
の
葉
打
払
ひ
ゆ
く
道
は
身
に
し
む
と
て
も
秋
の
山
風

〈
句
題
原
詩
〉�

呉
可
『
蔵
海
居
士
集
』
巻
下
・「
野
歩
」、『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
一
四
・

地
理
門
・
郊
野
・
呉
思
道
「
野
」

　
　

密
竹
蔵
啼
鳥　

荒
村
起
白
煙　

人
行
秋
色
裏　

家
在
夕
陽
辺

（
頓
68
）

　
　

路
明
残
月
在

阿　

さ
さ
分
く
る
道
も
た
ど
ら
ず
月
ま
ち
て
暁
い
づ
る
ゐ
な
の
山
も
と
（
三
三
六
）

守　

あ
ふ
坂
や
こ
え
行
く
跡
に
残
る
な
り
空
に
も
関
や
あ
り
あ
け
の
月
（
三
三
七
）

春　

明
け
ぬ
れ
ば
さ
そ
ひ
し
月
を
中
空
に
の
こ
し
て
こ
ゆ
る
足
柄
の
関
（
三
三
八
）

宗　

有
明
の
山
べ
さ
や
か
に
の
こ
ら
ず
は
夜
ぶ
か
く
出
で
て
道
や
ま
よ
は
ん
（
三
三
九
）

嗣　

行
く
ま
ま
に
山
下
道
も
あ
ら
は
れ
て
木
の
間
さ
や
け
き
有
明
の
月
（
三
四
〇
）

（
称
68
）

　
　

路
明
残
月
在

と
も
し
火
の
う
す
き
や
ど
り
を
お
き
出
て
明
は
つ
る
か
と
い
そ
ぐ
月
影

〈
句
題
原
詩
〉『
唐
詩
紀
事
』
巻
五
〇
・
王
観
「
早
行
」、『
詩
人
玉
屑
』
巻
四
・
風
騒
句
法

　
　

鶏
唱
催
人
起　

又
生
前
去
愁　

路
明
残
月
在　

山
露
宿
雲
収

　
　

村
店
煙
火
動　

漁
家
灯
燭
幽　

趨
名
与
趨
利　

行
役
幾
時
休

〈
同
一
句
題
〉
小
沢
蘆
庵
『
六
帖
詠
草
』
九
〇
六
「
路
明
残
月
在
」

（
頓
69
）

　
　

灘
声
入
夢
寒

阿　

な
れ
ぬ
夜
の
川
音
さ
む
み
草
枕
見
る
と
し
も
な
く
夢
路
驚
く
（
三
四
一
）

守　

す
さ
ま
じ
き
川
瀬
の
波
の
う
つ
つ
と
も
夢
と
も
わ
か
ぬ
う
き
枕
か
な
（
三
四
二
）

春　

い
そ
枕
川
音
さ
む
み
う
つ
つ
と
も
夢
と
も
し
ら
で
明
け
ぬ
此
夜
は
（
三
四
三
）

宗　

都
い
で
て
見
る
夢
も
な
し
い
づ
み
川
河
音
さ
む
み
夜
半
の
枕
に
（
三
四
四
）

嗣　

古
郷
の
夢
は
た
え
た
る
手
枕
に
川
音
か
よ
ふ
よ
は
の
さ
む
し
ろ
（
三
四
五
）

（
称
69
）

　
　

滝
声
入
夢
寒

お
ち
た
ぎ
つ
衣
手
さ
む
み
早
き
瀬
の
こ
ゑ
は
氷
も
夢
も
む
す
ば
ず

〈
句
題
原
詩
〉�

戴
復
古
『
石
屛
詩
集
』
巻
四
「
光
沢
渓
上
」、『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻

一
五
・
地
理
門
・
渓
・
戴
石
屛
「
舟
夜
泊
渓
」

　
　

艤
棹
西
岩
下　

舟
人
語
夜
闌　

風
林
無
鳥
宿　

石
窟
有
竜
蟠

　
　

月
色
連
沙
白　

灘
声
入
夢
寒　

暁
来
新
得
句　

寄
与
故
人
看

（
頓
70
）

　
　

客
愁
双
鬢
覚

阿　

草
枕
旅
の
夜
さ
む
を
か
さ
ね
き
て
蓬
の
か
み
も
霜
ぞ
置
き
そ
ふ
（
三
四
六
）

守　

宮
古
い
で
て
い
く
秋
か
ぜ
に
た
え
ぬ
ら
ん
鏡
の
か
げ
も
白
川
の
関
（
三
四
七
）

春　

草
枕
よ
も
ぎ
の
霜
も
古
郷
に
つ
げ
の
を
枕
い
つ
か
と
く
べ
き
（
三
四
八
）

宗　

鏡
山
立
ち
よ
り
て
見
む
旅
に
て
は
か
し
ら
の
雪
も
猶
や
積
る
と
（
三
四
九
）
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嗣　

旅
に
き
て
つ
も
る
日
数
は
お
ぼ
え
ぬ
に
か
し
ら
の
雪
の
ふ
り
増
る
ら
ん
（
三
五
〇
）

（
称
70
）

　
　

客
愁
双
鬢
覚

け
ふ
い
く
か
わ
け
ゆ
く
道
は
を
ど
ろ
な
る
髪
も
お
ぼ
え
ず
色
か
は
る
覧

〈
句
題
原
詩
〉�『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
三
・
節
候
門
・
立
春
・
林
季
謙
「
歳
前
一
日

立
春
」

　
　

歳
与
梅
花
晚　

春
先
爆
竹
鳴　

客
愁
双
鬢
覚　

時
事
寸
心
驚

閑
居
十
首

（
頓
71
）

　
　

幽
居
有
余
楽

阿　

心
さ
へ
と
ま
る
ば
か
り
に
憂
き
事
を
き
か
ぬ
深
山
は
住
み
よ
か
り
け
り
（
三
五
一
）

守　

か
く
て
こ
そ
身
を
も
心
の
や
す
む
る
を
し
ら
で
や
人
の
山
陰
の
庵
（
三
五
二
）

春　

ひ
と
り
す
む
ま
や
の
あ
ま
り
の
た
の
し
み
や
君
に
し
ら
れ
ぬ
め
ぐ
み
な
る
ら
ん
（
三
五
三
）

宗　

こ
れ
も
又
心
を
と
め
ば
し
づ
か
に
て
住
み
よ
き
宿
の
か
ひ
や
な
か
ら
ん
（
三
五
四
）

嗣　

か
ね
て
お
も
ふ
身
の
有
増
の
程
よ
り
も
猶
山
里
は
住
み
よ
か
り
け
り
（
三
五
五
）

閑
居
十
首

（
称
71
）

　
　

幽
居
有
余
楽

ね
が
ひ
た
だ
水
と
山
と
に
あ
り
と
だ
に
人
に
し
ら
れ
ぬ
影
を
し
め
つ
つ

〈
句
題
原
詩
〉�

戴
復
古
『
石
屛
詩
集
』
巻
二
「
山
中
即
目
二
首
（
ノ
二
）」、『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢

千
家
詩
選
』
巻
一
四
・
地
理
門
・
山
・
戴
石
屛
「
山
居
」

　
　

茅
屋
七
五
聚　

沙
汀
八
九
磐　

梯
山
畦
麦
秀　

囊
石
障
渓
湍

　
　

父
老
鶏
豚
社　

児
童
梨
栗
盤　

幽
居
有
余
楽　

奔
走
愧
儒
冠

〈
同
一
句
題
〉『
大
江
戸
倭
歌
集
』
一
七
一
三
・
久
胤
、
一
七
一
四
・
新
井
金
重
「
幽
居
有
余
楽
」、

井
上
文
雄
『
調
鶴
集
』
七
七
七
「
幽
居
有
余
楽
」

（
頓
72
）

　
　

昼
（
マ
マ
）日

掩
柴
扉

阿　

今
更
に
暮
れ
て
も
と
ぢ
ず
山
風
の
お
ほ
ふ
ま
ま
な
る
柴
の
と
ぼ
そ
は
（
三
五
六
）

守　

さ
し
こ
も
る
柴
の
扉
は
お
の
づ
か
ら
あ
け
ぬ
に
く
る
る
日
こ
そ
お
ほ
け
れ
（
三
五
七
）

春　

閉
ぢ
は
て
き
柴
の
扉
の
し
ば
し
こ
そ
明
け
ぬ
暮
れ
ぬ
と
人
も
待
ち
し
は
（
三
五
八
）

宗　

さ
し
な
が
ら
又
ぞ
暮
れ
ぬ
る
今
朝
ま
で
も
夜
半
の
ま
ま
な
る
柴
の
扉
を
（
三
五
九
）

嗣　

暮
る
る
ま
で
さ
な
が
ら
と
づ
る
柴
の
戸
を
絶
え
ず
嵐
の
猶
た
た
く
ら
ん
（
三
六
〇
）

（
称
72
）

　
　

尽
日
掩
柴
扉

我
い
で
じ
人
も
と
ふ
な
と
心
よ
り
と
ぢ
め
は
て
た
る
柴
の
庵
か
な

〈
句
題
原
詩
〉
陸
游
『
剣
南
詩
稿
』
巻
三
三
「
羲
農
」

　
　

羲
農
去
不
反　

釈
老
似
而
非　

太
息
衆
皆
酔　

逝
将
誰
与
帰

　
　

経
時
忘
肉
味　

尽
日
掩
柴
扉　

安
得
同
心
者　

灯
前
語
造
微

〈
同
一
句
題
〉
木
下
幸
文
『
亮
々
遺
稿
』
一
〇
八
五
「
尽
日
掩
柴
扉
」

（
頓
73
）

　
　

秋
月
離
喧
見

阿　

ふ
け
ゆ
け
ば
ひ
ば
ら
の
風
も
音
さ
え
て
月
し
づ
か
な
る
山
の
お
く
か
な
（
三
六
一
）

守　

世
を
捨
て
ぬ
人
も
見
る
ら
め
秋
の
月
心
の
す
む
は
す
み
増
り
つ
つ
（
三
六
二
）

春　

す
み
の
ぼ
る
月
に
吹
く
夜
の
松
風
は
心
の
空
に
音
も
聞
え
ず
（
三
六
三
）

宗　

捨
て
し
よ
り
身
の
浮
雲
も
残
ら
ね
ば
心
に
は
れ
て
月
を
見
る
か
な
（
三
六
四
）

嗣　

世
の
中
の
憂
よ
り
外
と
見
る
に
だ
に
月
に
は
ぬ
る
る
わ
が
袂
か
な
（
三
六
五
）

（
称
73
）

　
　

秋
月
離
喧
見

山
に
て
は
た
だ
鹿
の
こ
ゑ
耳
に
た
つ
う
き
世
の
こ
と
は
み
な
秋
の
月

〈
句
題
原
詩
〉�

賈
島
『
長
江
集
』
巻
七
「
送
惟
一
遊
清
涼
寺
」、『
唐
百
家
詩
選
』
巻
一
五
、『
錦
繡

万
花
谷
』
後
集
・
巻
二
八
・
僧
・
詩
、『
古
今
合
璧
事
類
備
要
』
前
集
・
巻
四
九
・

釈
教
門
・
僧
・
入
定

　
　

去
有
巡
台
侶　

荒
渓
衆
樹
分　

瓶
残
秦
地
水　

錫
入
晋
山
雲

　
　

秋
月
離
喧
見　

寒
泉
出
定
聞　

人
間
臨
欲
別　

旬
日
雨
紛
紛

（
頓
74
）

　
　

深
居
絶
是
非

阿　

水
清
き
山
の
お
く
に
は
世
の
中
の
す
む
も
に
ご
る
も
聞
え
ざ
り
け
る
（
三
六
六
）

守　

水
上
を
尋
ね
て
ぞ
す
む
山
川
の
か
は
る
淵
瀬
は
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
（
三
六
七
）

春　

山
川
の
す
み
そ
め
し
よ
り
音
絶
え
て
淵
瀬
に
か
は
る
世
を
も
歎
か
ず
（
三
六
八
）

宗　

人
と
は
ぬ
山
の
奥
に
は
よ
し
あ
し
の
世
の
こ
と
わ
り
も
聞
え
ざ
り
け
り
（
三
六
九
）

嗣　

な
べ
て
世
の
色
に
な
が
め
ば
お
く
山
の
花
も
紅
葉
も
か
ひ
や
な
か
ら
ん
（
三
七
〇
）
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（
称
74
）

　
　

深
居
絶
是
非

軒
の
松
ま
が
れ
る
枝
も
す
ぐ
な
る
も
を
の
が
さ
ま
ざ
ま
た
の
む
影
哉

〈
句
題
原
詩
〉
→
（
頓
称
65
）
に
既
出

〈
同
一
句
題
〉（
連
12
）

（
頓
75
）

　
　

山
中
無
暦
日

阿　

春
秋
は
梢
の
色
に
し
ら
る
れ
ど
月
日
を
わ
か
ぬ
山
の
お
く
か
な
（
三
七
一
）

守　

う
つ
り
行
く
月
日
も
し
ら
ぬ
深
山
路
を
な
に
と
て
老
の
尋
来
ぬ
ら
ん
（
三
七
二
）

春　

時
ぞ
と
て
火
は
消
え
ね
ど
も
春
は
も
え
秋
は
こ
が
る
る
山
の
色
か
な
（
三
七
三
）

宗　

山
里
は
つ
も
る
月
日
は
し
ら
ね
ど
も
松
の
嵐
の
音
ぞ
な
れ
ぬ
る
（
三
七
四
）

嗣　

奥
山
に
し
ら
ぬ
月
日
の
つ
も
り
き
て
老
や
う
き
世
に
か
は
ら
ざ
る
ら
ん
（
三
七
五
）

（
称
75
）

　
　

山
中
無
暦
日

〔　

〕
く
に
ふ
く
羽
風
ぞ
し
る
べ
奥
山
も
み
ち
か
く
る
月
の
影
か
く
れ
な
き

〈
句
題
原
詩
〉�『
苕
溪
漁
隠
叢
話
』
前
集
・
巻
四
二
、『
詩
話
総
亀
』
巻
一
三
、『
分
門
纂
類
唐
宋
時

賢
千
家
詩
選
』
巻
二
一
・
人
品
門
・
隠
逸
・
李
方
叔
「
隠
逸
」

　

偶
来
松
樹
下　

高
枕
石
頭
眠　

山
中
無
暦
日　

寒
尽
不
知
年

（
頓
76
）

　
　

鳥
啼
人
不
見

阿　

聞
き
な
れ
ぬ
太
山
の
鳥
の
声
は
し
て
苔
の
菴
に
住
む
人
も
な
し
（
三
七
六
）

守　

と
ふ
人
も
な
き
奥
山
の
苔
衣
お
の
れ
き
な
れ
て
鳥
や
鳴
く
ら
ん
（
三
七
七
）

春　

山
深
み
ま
だ
聞
き
し
ら
ぬ
鳥
の
音
も
あ
ら
ば
ぞ
人
に
名
を
も
聞
く
べ
き
（
三
七
八
）

宗　

人
見
え
ぬ
柴
の
と
ぼ
そ
の
明
暮
は
鳥
も
し
づ
か
に
な
れ
て
鳴
く
な
り
（
三
七
九
）

嗣　

名
も
し
ら
ぬ
鳥
の
声
の
み
聞
え
つ
つ
身
を
お
く
山
に
と
ふ
人
も
な
し
（
三
八
〇
）

（
称
76
）

　
　

鳥
啼
人
不
見

人
の
く
る
な
ら
ひ
あ
れ
ば
ぞ
跡
た
ゆ
る
山
か
と
み
れ
は
よ
ぶ
こ
鳥
な
く

〈
句
題
原
詩
〉
→
（
頓
称
12
）
に
既
出

（
頓
77
）

　
　

残
生
随
白
鷗

阿　

老
の
波
こ
こ
を
と
ま
り
と
立
ち
ぞ
よ
る
な
る
る
か
も
め
の
契
り
た
が
は
で
（
三
八
一
）

守　

老
の
波
よ
る
か
た
も
な
き
捨
舟
に
な
る
る
か
も
め
や
我
を
し
る
ら
ん
（
三
八
二
）

春　

捨
て
し
よ
り
な
る
る
鷗
も
驚
か
ず
世
を
う
き
舟
の
わ
れ
を
わ
す
れ
て
（
三
八
三
）

宗　

年
を
へ
て
な
れ
し
鷗
よ
憂
身
世
に
よ
る
方
な
み
の
行
へ
し
ら
せ
よ
（
三
八
四
）

嗣　

日
に
そ
へ
て
う
き
身
の
友
と
浪
の
上
に
な
る
る
鷗
よ
心
へ
だ
つ
な
（
三
八
五
）

（
称
77
）

　
　

残
生
随
白
鷗

波
風
の
世
を
も
か
も
め
の
し
る
と
い
は
ば
ね
む
る
真
砂
の
上
に
契
ら
ん

〈
句
題
原
詩
〉
杜
甫
『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
一
二
「
去
蜀
」、『
錦
繡
万
花
谷
』
後
集
・
巻
一

六
・
行
旅
、『
詩
人
玉
屑
』
巻
四
・
風
騒
句
法

　
　

五
載
客
蜀
郡　

一
年
居
梓
州　

如
何
関
塞
阻　

転
作
瀟
湘
遊

　
　

万
事
已
黄
髪　

残
生
随
白
鷗　

安
危
大
臣
在　

何
必
涙
長
流

〈
同
一
句
題
〉
小
沢
蘆
庵
『
六
帖
詠
草
』
一
七
三
〇
「
残
生
随
白
鷗
」

（
頓
78
）

　
　

閉
門
留
野
鹿

阿　

野
辺
ち
か
き
蓬
が
門
を
と
ぢ
や
せ
ん
通
ふ
男
鹿
の
臥
し
な
る
る
ま
で
（
三
八
六
）

守　

松
の
門
さ
す
と
も
し
ら
で
夕
暮
の
ま
が
き
を
山
と
鹿
や
な
く
ら
ん
（
三
八
七
）

春　

野
辺
ち
か
し
御
法
の
門
に
さ
し
こ
も
り
鹿
の
園
と
や
宿
を
な
さ
ま
し
（
三
八
八
）

宗　

さ
し
こ
も
る
葎
の
門
の
あ
く
る
ま
で
庭
を
も
野
べ
と
鹿
ぞ
鳴
く
な
る
（
三
八
九
）

嗣　

山
里
は
む
ぐ
ら
の
門
も
さ
し
は
て
て
庭
な
る
鹿
の
か
よ
ひ
も
ぞ
す
る
（
三
九
〇
）

（
称
78
）

　
　

閉
門
留
野
鹿

野
を
近
み
み
れ
ば
な
れ
く
る
鹿
を
さ
し
て
馬
を
や
い
は
ん
柴
の
戸
の
内

〈
句
題
原
詩
〉�

王
建
『
王
司
馬
集
』
巻
三
「
山
居
」、『
苕
溪
漁
隠
叢
話
』
後
集
・
巻
一
四
、『
唐
百

家
詩
選
』
巻
一
三
、『
詩
人
玉
屑
』
巻
一
六
・
山
居
詩
、『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家

詩
選
』
巻
一
四
・
地
理
門
・
山
・
王
建
「
山
居
」、『
瀛
奎
律
髄
』
巻
二
三
・
閑
適
類

　
　

屋
在
瀑
泉
西　

茅
檐
下
有
渓　

閉
門
留
野
鹿　

分
食
養
山
鶏

　
　

桂
熟
長
収
子　

蘭
生
不
作
畦　

初
開
洞
中
路　

深
処
転
松
梯

（
頓
79
）
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身
在
能
無
事

阿　

今
は
只
な
す
事
も
な
し
老
い
ら
く
の
心
の
ま
ま
に
世
を
や
つ
く
さ
ん
（
三
九
一
）

守　

何
事
を
な
す
と
は
な
し
に
な
が
ゐ
し
て
人
の
た
め
う
き
か
り
の
宿
か
な
（
三
九
二
）

春　

よ
を
い
の
る
心
ぞ
な
ほ
も
忘
ら
れ
ぬ
な
す
事
も
な
き
身
は
や
す
く
し
て
（
三
九
三
）

宗　

か
く
て
す
む
身
は
や
す
け
れ
ど
捨
て
て
み
む
中
中
世
を
ば
い
と
は
ざ
り
け
り
（
三
九
四
）

嗣　

心
を
も
身
を
も
お
な
じ
と
聞
き
し
よ
り
す
め
ど
も
や
す
き
う
き
世
な
り
け
り
（
三
九
五
）

（
称
79
）

　
　

身
在
能
無
事

味
酒
は
い
ま
し
め
な
が
ら
な
れ
つ
べ
し
な
す
こ
と
も
な
き
身
の
友
と
し
て

〈
句
題
原
詩
〉�

方
干
『
玄
英
集
』
巻
一
「
鏡
中
別
業
二
首　

其
二
」、『
詩
話
総
亀
』
巻
四
四
、『
錦

繡
万
花
谷
』
後
集
・
巻
二
一
・
隠
逸
・
詩
、『
唐
詩
紀
事
』
巻
六
三
、『
瀛
奎
律
髄
』

巻
二
三
・
閑
適
類
、『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
二
一
・
人
品
門
・
隠
逸
・

方
干
「
隠
居
鑑
湖
」

　
　

世
人
如
不
容　

吾
自
縦
天
慵　

落
葉
憑
風
掃　

香
粳
倩
水
舂

　
　

花
朝
連
郭
霧　

雪
夜
隔
湖
鐘　

身
外
無
能
事　

頭
宜
白
此
峰

（
頓
80
）

　
　

竹
径
通
幽
処

阿　

尋
ね
ば
や
是
や
憂
世
の
外
な
ら
ん
竹
の
は
山
の
お
く
の
通
路
（
三
九
六
）

守　

い
に
し
へ
の
竹
の
は
や
し
の
跡
な
れ
や
う
き
ふ
し
遠
き
苔
の
下
道
（
三
九
七
）

春　

ふ
み
ま
よ
ふ
竹
の
下
道
世
の
中
に
あ
ら
ぬ
所
や
い
づ
く
な
る
ら
ん
（
三
九
八
）

宗　

末
見
ゆ
る
竹
の
下
み
ち
程
も
な
し
住
家
も
さ
ぞ
な
か
す
か
な
る
ら
ん
（
三
九
九
）

嗣　

か
す
か
な
る
煙
に
里
も
し
ら
れ
け
る
竹
よ
り
奥
の
み
ち
の
一
筋
（
四
〇
〇
）

（
称
80
）

　
　

竹
径
通
幽
処

お
ど
ろ
か
む
人
か
げ
も
は
や
く
る
る
よ
り
す
ず
め
む
れ
ゐ
る
竹
の
下
道

〈
句
題
原
詩
〉�

常
建
『
常
建
詩
』
巻
三
「
題
破
山
寺
後
禅
院
」、『
唐
百
家
詩
選
』
巻
四
、『
苕
溪
漁

隠
叢
話
』
前
集
・
巻
二
〇
、『
詩
話
総
亀
』
巻
七
、『
錦
繡
万
花
谷
』
後
集
・
巻
二
八
・

寺
院
・
詩
、『
文
苑
英
華
』
巻
二
三
四
、『
唐
詩
紀
事
』
巻
三
一
、『
詩
人
玉
屑
』
巻
三
・

唐
人
句
法
・
幽
野
、『
三
体
詩
』
巻
三
、『
古
今
合
璧
事
類
備
要
』
前
集
・
巻
四
九
・

釈
教
門
・
仏
寺
・
破
山
寺

　
　

清
晨
入
古
寺　

初
日
照
高
林　

竹
径
通
幽
処　

禅
房
花
木
深

　
　

山
光
悦
鳥
性　

潭
影
空
人
心　

万
籟
此
都
寂　

但
余
鐘
磬
音

雑
二
十
首

（
頓
81
）

　
　

半
山
帯
夕
陽

阿　

あ
す
も
み
む
夕
日
か
く
れ
ぬ
足
引
の
山
の
な
か
ば
の
松
の
む
ら
立
（
四
〇
一
）

守　

山
本
は
山
の
陰
よ
り
暮
れ
は
て
て
峰
に
入
日
の
色
ぞ
う
つ
ろ
ふ
（
四
〇
二
）

春　

夕
づ
く
ひ
か
く
れ
も
や
ら
ぬ
山
の
端
の
こ
な
た
の
松
は
影
も
う
つ
ら
ず
（
四
〇
三
）

宗　

ふ
も
と
よ
り
ま
づ
暮
れ
そ
め
て
を
ぐ
ら
山
峰
に
入
日
の
影
ぞ
残
れ
る
（
四
〇
四
）

嗣　

残
り
け
る
高
ね
ば
か
り
は
あ
ら
は
れ
て
日
影
の
下
に
雲
ぞ
く
れ
行
く
（
四
〇
五
）

（
称
81
）

　
　

半
山
無

〔
帯
カ
〕夕

陽

一
か
た
は
は
や
暮
は
て
て
ゆ
ふ
日
影
の
こ
る
や
須
弥
の
な
か
ば
な
る
山

〈
句
題
原
詩
〉�『
詩
話
総
亀
』
巻
一
六
「
西
峰
」、『
詩
人
玉
屑
』
巻
二
〇
・
方
外
・
希
夷
先
生
、『
分

門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
一
四
・
地
理
門
・
山
・
陳
摶
「
遊
山
西
山
」

　
　

為
愛
西
峰
好　

吟
頭
尽
日
昂　

岩
花
紅
作
陣　

渓
水
緑
成
行

　
　

幾
夜
礙
新
月　

半
山
無
夕
陽　

寄
言
嘉
遯
客　

此
処
是
仙
郷

（
頓
82
）

　
　

鐘
声
雲
外
残

阿　

明
け
わ
た
る
尾
上
の
雲
の
い
づ
く
と
も
し
ら
れ
ず
遠
き
鐘
の
音
か
な
（
四
〇
六
）

守　

出
で
て
こ
し
宿
は
い
づ
く
ぞ
初
せ
山
雲
ゐ
に
の
こ
る
い
り
あ
ひ
の
鐘
（
四
〇
七
）

春　

老
と
な
る
ね
覚
の
鐘
の
名
残
ま
で
わ
か
れ
は
を
し
き
横
雲
の
空
（
四
〇
八
）

宗　

よ
こ
雲
の
明
け
は
な
れ
行
く
尾
上
よ
り
夜
ぶ
か
き
鐘
の
声
ぞ
聞
ゆ
る
（
四
〇
九
）

嗣　

雲
埋
む
ひ
ば
ら
が
お
く
は
暮
れ
は
て
て
よ
そ
に
初
せ
の
鐘
ぞ
聞
ゆ
る
（
四
一
〇
）

（
称
82
）

　
　

鐘
声
残
雲
外

雨
は
る
る
尾
上
の
雲
の
明
が
た
に
鐘
の
声
よ
り
月
も
い
づ
ら
ん

〈
句
題
原
詩
〉�

厳
羽
『
滄
浪
厳
先
生
吟
巻
』
巻
二
「
訪
益
上
人
蘭
若
」、『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家

詩
選
』
巻
一
六
・
宮
室
門
・
寺
・
厳
儀
卿
「
古
寺
」

　
　

独
尋
青
蓮
宇　

行
過
白
沙
灘　

一
径
入
松
雪　

数
峰
生
暮
寒

　
　

山
僧
喜
客
至　

林
閤
借
人
看　

吟
罷
払
衣
去　

鐘
声
雲
外
残

（
頓
83
）

　
　

水
窮
天
尽
頭
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阿　

見
わ
た
せ
ば
空
も
限
り
は
有
る
も
の
を
入
日
か
た
ぶ
く
沖
つ
し
ら
波
（
四
一
一
）

守　

三
く
ま
の
の
山
の
あ
な
た
や
天
の
川
雲
よ
り
落
つ
る
滝
の
し
ら
浪
（
四
一
二
）

春　

わ
た
の
原
日
に
暮
が
た
は
し
ら
ね
ど
も
空
の
は
て
こ
そ
限
り
な
る
ら
め
（
四
一
三
）

宗　

和
田
の
は
ら
遠
き
か
ぎ
り
を
み
わ
た
せ
ば
浪
も
ひ
と
つ
に
か
か
る
白
雲
（
四
一
四
）

嗣　

な
が
め
や
る
程
ば
か
り
こ
そ
和
田
の
原
波
と
空
と
の
限
り
な
る
ら
め
（
四
一
五
）

（
称
83
）

　
　

水
窮
天
尽
頭

わ
た
つ
海
や
の
ぼ
ら
ぬ
水
も
の
ぼ
る
ら
ん
ひ
と
つ
に
す
め
る
天
の
川
波

〈
句
題
原
詩
〉『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
二
五
・
性
適
門
・
眺
望
・
趙
希
逢
「
和
」

　
　

遠
山
含
暮
景　

無
事
試
登
楼　

泛
渚
鷗
終
日
、
書
空
雁
逓
秋

　
　

朱
簾
高
巻
雨　

野
渡
自
横
舟　

望
極
到
何
許
、
水
窮
天
尽
頭

（
頓
84
）

　
　

流
水
浸
雲
根

阿　

か
ざ
ご
し
や
谷
に
夕
ゐ
る
白
雲
の
中
に
ぞ
落
つ
る
木
曽
の
山
川
（
四
一
六
）

守　

き
え
ぬ
と
も
誰
か
は
し
ら
ん
雲
か
か
る
山
の
い
は
ね
の
水
の
う
た
か
た
（
四
一
七
）

春　

よ
と
と
も
に
雲
ぞ
か
か
れ
る
石
間
行
く
水
の
み
な
か
み
音
ば
か
り
し
て
（
四
一
八
）

宗　

雲
の
波
猶
立
ち
そ
ひ
て
水
上
は
峰
よ
り
落
つ
る
や
ま
の
滝
つ
瀬
（
四
一
九
）

嗣　

た
え
だ
え
に
す
ゑ
は
な
が
れ
て
行
く
水
の
浪
か
と
み
れ
ば
か
か
る
白
雲
（
四
二
〇
）

（
称
84
）

　
　

流
水
浸
雲
根

た
え
ず
ゆ
く
水
の
あ
ら
へ
る
石
の
上
か
は
く
ま
よ
り
や
苔
の
む
す
ら
ん

〈
句
題
原
詩
〉�

戴
復
古
『
石
屛
詩
集
』
巻
五
「
道
傍
館
」、『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
一

六
・
宮
室
門
・
館
舎
・
戴
石
屛
「
館
舎
」

　
　

道
旁
誰
氏
館　

借
我
坐
開
尊　

翁
嫗
出
迎
客　

児
童
為
掃
門

　
　

好
花
生
竹
隖　

流
水
浸
雲
根　

倘
遂
卜
隣
約　

為
農
老
此
村

〈
同
一
句
題
〉
小
沢
蘆
庵
『
六
帖
詠
草
』
一
四
〇
四
「
流
水
浸
雲
根
」

（
頓
85
）

　
　

山
光
落
釣
舟

阿　

夕
日
さ
す
礒
山
本
の
蜑
小
舟
浦
を
へ
だ
て
て
み
る
ぞ
ま
ぢ
か
き
（
四
二
一
）

守　

宿
や
な
き
い
そ
山
陰
を
暮
れ
ぬ
と
て
と
ま
ひ
き
か
く
る
あ
ま
の
釣
舟
（
四
二
二
）

春　

い
さ
り
し
て
あ
さ
こ
ぐ
舟
の
過
ぎ
が
て
に
日
影
う
つ
ろ
ふ
い
そ
の
山
も
と
（
四
二
三
）

宗　

礒
山
の
か
げ
見
る
浪
の
み
ど
り
よ
り
蘆
べ
に
う
つ
る
あ
ま
の
釣
舟
（
四
二
四
）

嗣　

い
そ
山
の
か
げ
や
浪
間
に
う
つ
る
ら
ん
み
ど
り
に
う
か
ぶ
あ
ま
の
釣
舟
（
四
二
五
）

（
称
85
）

　
　

山
光
落
釣
船

出
る
日
の
山
よ
り
み
ゆ
る
朝
な
ぎ
に
つ
り
す
る
舟
の
か
ず
も
そ
ふ
ら
ん

〈
句
題
原
詩
〉『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
一
五
・
地
理
門
・
渓
・
郭
忠
謨
「
渓
居
」

　
　

鑿
破
青
山
骨　

初
営
数
畝
丘　

泉
分
幽
竇
乳　

峡
束
大
江
流

　
　

漁
唱
来
花
径　

山
光
落
釣
舟　

沙
鷗
驚
笑
語　

片
片
起
滄
洲

（
頓
86
）

　
　

船
与
浪
高
低

阿　

浮
き
し
づ
み
さ
も
さ
だ
め
な
き
人
の
世
や
波
に
た
ゆ
た
ふ
浦
の
釣
ぶ
ね
（
四
二
六
）

守　

お
き
つ
舟
風
に
た
ゆ
た
ふ
浪
間
よ
り
見
え
み
み
え
ず
み
遠
ざ
か
り
行
く
（
四
二
七
）

春　

沖
つ
風
た
つ
白
浪
の
う
つ
ご
と
に
た
ゆ
た
ふ
舟
の
さ
だ
め
な
の
世
や
（
四
二
八
）

宗　

世
の
中
は
浪
の
さ
わ
ぎ
に
こ
ぐ
舟
の
心
さ
だ
め
ず
浮
き
し
づ
み
つ
つ
（
四
二
九
）

嗣　

さ
だ
め
な
く
立
つ
し
ら
波
の
世
を
う
み
に
思
ひ
た
ゆ
た
ふ
あ
ま
の
釣
舟
（
四
三
〇
）

（
称
86
）

　
　

船
与
浪
高
低

を
も
き
を
も
又
か
ろ
き
を
も
波
に
の
せ
浪
に
ひ
か
る
る
船
は
あ
や
う
し

〈
句
題
原
詩
〉
→
（
頓
称
3
）
に
既
出

（
頓
87
）

　
　

風
林
無
鳥
宿

阿　

ふ
し
な
る
る
ね
ぐ
ら
の
鳥
の
声
も
な
し
嵐
吹
く
よ
の
竹
の
は
や
し
に
（
四
三
一
）

守　

風
吹
け
ば
た
だ
一
枝
の
ね
ぐ
ら
だ
に
す
み
え
ぬ
鳥
の
ね
を
や
鳴
く
ら
ん
（
四
三
二
）

春　

風
ふ
け
ば
林
の
鳥
も
い
づ
く
に
か
南
の
枝
の
す
を
う
つ
す
ら
ん
（
四
三
三
）

宗　

村
鳥
の
や
ど
ら
ぬ
夜
半
も
枝
た
れ
て
林
の
竹
の
な
び
く
山
風
（
四
三
四
）

嗣　

む
ら
鳥
の
と
ま
る
林
と
思
ひ
し
に
こ
よ
ひ
や
風
の
や
ど
り
な
る
ら
ん
（
四
三
五
）

（
称
87
）

　
　

風
林
無
鳥
宿

花
の
木
木
も
み
ぢ
の
林
風
を
い
と
ふ
こ
こ
ろ
に
鳥
も
ね
ぐ
ら
と
や
せ
ぬ

〈
句
題
原
詩
〉
→
（
頓
称
69
）
に
既
出
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（
頓
88
）

　
　

天
色
無
情
談

阿　

心
な
き
む
な
し
き
空
を
か
こ
つ
か
な
人
は
あ
は
れ
と
い
は
ぬ
余
り
に
（
四
三
六
）

守　

な
が
む
れ
ば
あ
は
れ
と
ぞ
思
ふ
大
空
は
な
に
の
心
の
色
も
あ
ら
じ
を
（
四
三
七
）

春　

い
に
し
へ
に
心
を
と
め
て
こ
と
と
へ
ば
み
ど
り
の
空
は
い
ふ
か
ひ
も
な
し
（
四
三
八
）

宗　

大
空
の
む
な
し
き
色
は
い
か
な
れ
ば
な
が
む
る
か
ら
に
哀
そ
ふ
ら
ん
（
四
三
九
）

嗣　

草
木
ま
で
う
る
ほ
ふ
雨
は
大
空
の
む
な
し
き
色
の
め
ぐ
み
な
り
け
り
（
四
四
〇
）

（
称
88
）

　
　

天
色
無
情
談

遠
く
し
て
遠
か
ら
ぬ
道
に
あ
ふ
ぐ
哉
み
て
る
を
か
く
は
久
か
た
の
空

〈
句
題
原
詩
〉�

范
石
湖
『
石
湖
居
士
詩
集
』
巻
三
「
江
上
」、『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻

一
五
・
江
景
・
范
成
大
「
江
」

　
　

天
色
無
情
淡　

江
声
不
断
流　

古
人
愁
不
尽　

留
与
後
人
愁

（
頓
89
）

　
　

人
間
苦
人
多

阿　

人
ご
と
に
そ
む
か
れ
ぬ
世
を
憂
き
物
と
思
ふ
や
お
な
じ
心
な
る
ら
ん
（
四
四
一
）

守　

か
く
て
み
な
老
の
さ
か
に
や
む
か
ふ
ら
ん
見
る
も
く
る
し
き
憂
世
な
り
け
り
（
四
四
二
）

春　

世
の
う
き
は
我
に
ぞ
し
り
ぬ
す
ぐ
る
身
に
す
て
ぬ
に
か
は
る
人
は
あ
ら
じ
な
（
四
四
三
）

宗　

捨
て
は
て
ぬ
我
が
身
な
り
せ
ば
世
の
中
の
う
き
人
数
に
い
ま
や
い
ら
ま
し
（
四
四
四
）

嗣　

人
ご
と
に
心
ひ
と
つ
を
捨
て
は
て
ば
す
み
う
か
る
べ
き
世
の
中
も
な
し
（
四
四
五
）

（
称
89
）

　
　

人
間
苦
人
多

心
そ
よ
あ
る
に
ま
か
せ
ば
安
か
ら
ん
世
を
わ
り
な
く
も
何
嘆
か
ま
し

〈
句
題
原
詩
〉
→
（
頓
称
14
）
に
既
出

（
頓
90
）

　
　

世
路
山
河
嶮

阿　

杣
川
や
お
ろ
す
い
か
だ
に
さ
す
棹
の
心
ゆ
る
さ
ぬ
世
に
こ
そ
有
り
け
れ
（
四
四
六
）

守　

憂
世
を
ぞ
猶
捨
て
や
ら
ぬ
車
を
も
舟
を
も
か
へ
す
道
と
見
な
が
ら
（
四
四
七
）

春　

い
か
だ
こ
そ
杣
山
川
の
は
や
き
瀬
に
た
つ
は
あ
や
ふ
き
世
を
渡
り
つ
つ
（
四
四
八
）

宗　

そ
ま
山
の
道
だ
に
あ
る
を
筏
士
の
く
だ
す
は
や
せ
も
さ
ぞ
な
く
る
し
き
（
四
四
九
）

嗣　

山
よ
り
も
水
よ
り
も
猶
世
の
中
の
人
の
心
の
み
ち
ぞ
さ
が
し
き
（
四
五
〇
）

（
称
90
）

　
　

世
路
山
何
嶮

世
を
わ
た
る
思
ひ
の
家
を
出
が
た
み
車
を
く
だ
く
山
は
あ
さ
し
な

〈
句
題
原
詩
〉�

劉
禹
錫
『
劉
賓
客
外
集
』
巻
八
「
九
日
登
高
」、『
万
首
唐
人
絶
句
』
巻
二
、『
分
門

纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
四
・
節
候
門
・
重
陽
・
劉
禹
錫
「
登
高
有
感
」

　
　

世
路
山
河
険　

君
門
煙
霧
深　

年
年
上
高
処　

未
省
不
傷
心

〈
同
一
句
題
〉『
新
続
古
今
集
』
雑
下
・
二
〇
二
〇
・
惟
賢
上
人
「
世
路
山
河
嶮
と
い
ふ
事
を
」

（
頓
91
）

　
　

清
渓
照
孤
影

阿　

朝
な
朝
な
あ
か
汲
む
た
び
に
老
い
ら
く
の
影
み
る
谷
の
み
づ
か
ら
ぞ
う
き
（
四
五
一
）

守　

谷
川
の
な
が
れ
を
む
す
ぶ
た
び
ご
と
に
あ
ふ
お
も
か
げ
や
友
と
成
る
ら
ん
（
四
五
二
）

春　

わ
れ
さ
へ
に
す
ま
ず
な
り
せ
ば
谷
水
の
苔
の
下
に
や
影
も
む
も
れ
ん
（
四
五
三
）

宗　

わ
が
む
す
ぶ
影
よ
り
外
に
友
も
な
し
す
む
も
ひ
と
り
の
谷
の
下
水
（
四
五
四
）

嗣　

年
を
へ
て
む
す
び
な
れ
た
る
谷
水
に
し
ら
ぬ
翁
の
影
ぞ
そ
ひ
け
る
（
四
五
五
）

（
称
91
）

　
　

清
渓
照
孤
影

わ
た
り
ゆ
く
我
も
ひ
と
り
の
一
橋
と
も
な
ふ
か
げ
の
き
よ
き
谷
川

〈
句
題
原
詩
〉
→
（
頓
称
13
）
に
既
出

（
頓
92
）

　
　

松
多
寺
不
見

阿　

陰
ふ
か
き
松
よ
り
お
く
や
寺
な
ら
ん
く
る
る
山
路
に
人
か
へ
る
な
り
（
四
五
六
）

守　

年
を
へ
て
そ
の
宮
寺
の
道
と
へ
ば
一
夜
な
が
ら
の
松
ぞ
し
げ
れ
る
（
四
五
七
）

春　

行
き
く
れ
て
尾
上
の
鐘
も
音
た
え
ぬ
寺
こ
そ
し
ら
ね
松
風
ぞ
ふ
く
（
四
五
八
）

宗　

松
ば
ら
の
奥
よ
り
か
ね
は
聞
ゆ
れ
ど
あ
り
と
は
え
こ
そ
峰
の
古
寺
（
四
五
九
）

嗣　

か
す
か
な
る
鐘
の
ひ
び
き
に
し
ら
れ
け
り
松
を
へ
だ
つ
る
奥
の
古
寺
（
四
六
〇
）

（
称
92
）

　
　

松
多
寺
不
見

か
は
ら
に
も
お
ひ
つ
く
松
の
深
緑
野
寺
は
軒
も
み
え
ず
ふ
り
ぬ
る

〈
句
題
原
詩
〉『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
一
六
・
宮
室
門
・
寺
・
戴
石
屛
「
寺
」

　
　

借
問
開
山
祖　

都
栽
幾
万
松　

松
多
不
見
寺　

人
世
但
聞
鐘
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〈
同
一
句
題
〉
一
条
冬
良
『
流
霞
集
』
三
五
「
松
多
寺
不
見
」

（
頓
93
）

　
　

遠
嶮
収
残
雨

阿　

此
里
に
晴
行
く
雨
の
末
み
え
て
一
む
ら
く
も
る
を
ち
の
山
の
端
（
四
六
一
）

守　

雨
は
る
る
雲
の
と
だ
え
や
た
ち
ぬ
は
ぬ
遠
山
鳥
の
こ
ろ
も
な
る
ら
ん
（
四
六
二
）

春　

は
れ
そ
め
て
み
ど
り
ぞ
深
き
あ
ま
雲
の
よ
そ
に
成
行
く
遠
の
山
の
は
（
四
六
三
）

宗　

雲
の
ゐ
る
と
ほ
ち
の
峰
や
中
空
に
晴
行
く
雨
の
名
残
な
り
け
ん
（
四
六
四
）

嗣　

ふ
り
き
つ
る
雨
か
と
思
へ
ば
程
も
な
く
遠
ち
の
嶺
に
雲
ぞ
残
ら
ぬ
（
四
六
五
）

（
称
93
）

　
　

遠
嶠
収
残
雨

一
か
た
は
晴
ゆ
く
あ
と
に
た
つ
虹
の
て
ら
す
も
雨
を
の
こ
す
山
の
は

〈
句
題
原
詩
〉
→
（
頓
称
28
）
に
既
出

〈
同
一
句
題
〉
小
沢
蘆
庵
『
六
帖
詠
草
』
一
三
八
五
「
遠
嶠
収
残
雨
」

（
頓
94
）

　
　

落
日
沈
沙
頭

阿　

吹
上
の
真
砂
も
高
し
夕
日
影
か
く
る
る
山
の
峰
と
見
る
ま
で
（
四
六
六
）

守　

み
つ
し
ほ
の
入
日
の
影
の
う
つ
ろ
ひ
て
紅
く
く
る
浜
の
ま
さ
ご
地
（
四
六
七
）

春　

白
妙
の
ほ
む
け
の
あ
し
の
上
風
に
夕
日
も
な
び
く
浜
の
真
砂
地
（
四
六
八
）

宗　

玉
が
し
は
み
が
く
と
も
見
る
夕
附
日
光
を
う
つ
す
吹
上
の
は
ま
（
四
六
九
）

嗣　

し
ほ
風
に
ま
さ
ご
の
山
は
雲
消
え
て
日
影
か
た
ぶ
く
吹
上
の
浜
（
四
七
〇
）

（
称
94
）

　
　

落
日
沈
沙
頭

わ
た
し
守
は
や
の
れ
と
い
ふ
船
よ
す
る
真
砂
に
お
し
き
夕
日
影
か
な

〈
句
題
原
詩
〉
原
拠
不
明

（
頓
95
）

　
　

清
風
隔
世
塵

阿　

松
風
の
吹
く
も
い
と
は
じ
か
く
て
こ
そ
浮
世
の
塵
は
遠
ざ
か
り
け
れ
（
四
七
一
）

守　

ま
つ
風
を
し
る
人
に
せ
ん
山
ふ
か
み
こ
れ
ぞ
憂
世
の
塵
も
ま
じ
ら
ぬ
（
四
七
二
）

春　

山
鳥
の
尾
上
の
松
の
ち
り
も
せ
ず
う
き
世
へ
だ
つ
る
風
の
音
か
な
（
四
七
三
）

宗　

心
に
も
浮
世
の
塵
を
の
こ
さ
ぬ
は
い
か
に
は
ら
ふ
ぞ
水
の
ま
つ
風
（
四
七
四
）

嗣　

い
か
に
し
て
憂
世
の
ち
り
を
払
は
ま
し
松
の
風
き
く
山
な
か
り
せ
ば
（
四
七
五
）

（
称
95
）

　
　

清
風
隔
世
塵

罪
と
が
も
打
は
ら
ふ
塵
に
ま
じ
は
れ
る
神
風
清
き
空
や
あ
ふ
が
む

〈
句
題
原
詩
〉�

戴
復
古
『
石
屛
詩
集
』
巻
五
「
同
安
子
順
訪
茅
庵
道
人
、
鳳
凰
麒
麟
不
可
見
道
人
語

也
」、『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
二
一
・
人
品
門
・
隠
逸
・
戴
石
屛
「
隠

逸
」

　
　

道
者
日
高
臥　

清
風
隔
世
塵　

鳳
麟
不
可
見　

猿
鳥
自
相
親

　
　

山
木
輪
囷
古　

茶
花
冷
淡
春　

草
荒
門
外
路　

常
怕
有
来
人

〈
同
一
句
題
〉（
連
13
）　

（
頓
96
）

　
　

衰
鬢
臨
朝
鏡

阿　

朝
ご
と
に
み
る
か
げ
も
う
し
ま
す
鏡
い
つ
ま
で
し
ら
ぬ
翁
な
り
け
ん
（
四
七
六
）

守　

く
れ
は
た
だ
み
れ
ば
な
げ
き
の
ま
す
鏡
な
に
と
面
に
年
の
へ
ぬ
ら
ん
（
四
七
七
）

春　

翁
さ
び
見
る
影
も
う
し
い
に
し
へ
を
て
ら
す
鏡
に
あ
ら
ぬ
も
の
ゆ
ゑ
（
四
七
八
）

宗　

是
ぞ
此
老
と
な
る
も
の
朝
な
朝
な
む
か
ふ
か
が
み
に
つ
も
る
し
ら
雪
（
四
七
九
）

嗣　

い
つ
の
ま
に
霜
も
お
く
ら
ん
朝
な
朝
な
み
れ
ば
鏡
の
影
ぞ
か
は
れ
る
（
四
八
〇
）

（
称
96
）

　
　

衰
鬢
臨
明
鏡

ま
す
鏡
く
ま
と
み
え
つ
る
黒
き
す
ぢ
も
は
て
は
す
く
な
き
影
も
恥
か
し

〈
句
題
原
詩
〉�『
万
首
唐
人
絶
句
』
巻
一
一
・
李
益
「
照
鏡
」、『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』

巻
一
七
・
器
用
門
・
鏡
・
李
益
「
鏡
」

　
　

衰
鬢
臨
照
鏡　

将
看
却
自
疑　

慙
君
明
似
月　

照
我
白
如
糸

（
頓
97
）

　
　

瀑
近
夜
疑
雨

阿　

ね
覚
し
て
雨
か
と
ぞ
き
く
此
里
の
枕
に
な
る
る
滝
の
ひ
び
き
を
（
四
八
一
）

守　

嵐
山
今
は
木
の
葉
も
ふ
ら
ぬ
よ
も
雨
か
と
お
も
ふ
滝
の
音
か
な
（
四
八
二
）

春　

今
更
に
涙
も
か
ら
す
滝
の
音
も
雨
と
き
く
夜
の
枕
と
ほ
り
て
（
四
八
三
）

宗　

山
里
に
な
る
る
枕
の
滝
の
音
は
雨
と
き
く
よ
ぞ
さ
ら
に
さ
び
し
き
（
四
八
四
）

嗣　

山
ざ
と
の
枕
に
ひ
び
く
滝
つ
せ
は
な
れ
て
も
雨
の
音
か
と
ぞ
き
く
（
四
八
五
）

（
称
97
）
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瀑
近
夜
疑
雨

か
り
枕
滝
な
く
も
が
な
は
る
る
夜
も
雨
き
く
夢
の
い
と
ど
ひ
が
た
き

〈
句
題
原
詩
〉『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
二
一
・
人
品
門
・
隠
逸
・
儲
泳
「
隠
逸
」

　
　

尽
日
掩
柴
門　

何
人
得
見
君　

祇
因
喧
寂
異　

似
有
聖
凡
分

　
　

瀑
近
夜
疑
雨　

山
深
晴
亦
雲　

伝
聞
九
霄
翮　

落
羽
正
紛
紛

（
頓
98
）

　
　

鷺
立
斜
陽
天

阿　

舟
よ
す
る
浦
の
み
な
と
の
夕
日
影
う
つ
ろ
ふ
水
に
鷺
わ
た
る
な
り
（
四
八
六
）

守　

夕
日
影
雨
と
ふ
ら
し
を
か
さ
さ
ぎ
の
い
づ
く
の
空
を
さ
し
て
行
く
ら
ん
（
四
八
七
）

春　

影
う
つ
る
か
た
ち
を
ま
し
み
夕
附
日
さ
す
や
川
辺
に
た
て
る
白
鷺
（
四
八
八
）

宗　

夕
日
さ
す
遠
山
本
の
秋
の
色
に
お
の
れ
ま
が
は
で
わ
た
る
白
鷺
（
四
八
九
）

嗣　

夕
附
日
さ
す
や
川
辺
を
行
く
舟
の
跡
に
も
残
る
鷺
の
む
ら
鳥
（
四
九
〇
）

（
称
98
）

　
　

鷺
立
斜
陽
去

浦
づ
た
ひ
夕
日
の
か
た
に
ほ
す
絹
の
香
を
な
つ
か
し
み
渡
る
む
ら
鷺

〈
句
題
原
詩
〉
→
（
頓
称
38
）
に
既
出

（
頓
99
）

　
　

山
田
級
級
高

阿　

麓
ま
で
い
な
ば
の
末
を
つ
た
ふ
ら
し
を
か
の
わ
さ
田
の
秋
の
夕
風
（
四
九
一
）

守　

高
き
よ
り
ひ
く
き
に
お
よ
ぶ
小
山
田
の
水
の
心
に
人
な
ら
は
な
ん
（
四
九
二
）

春　

吹
き
ま
よ
ふ
山
田
の
お
も
の
秋
風
に
の
ぼ
れ
ば
く
だ
る
雲
の
浪
か
な
（
四
九
三
）

宗　

お
の
づ
か
ら
う
へ
な
る
小
田
を
あ
ま
り
き
て
ま
か
せ
ぬ
方
も
落
つ
る
山
水
（
四
九
四
）

嗣　

た
え
だ
え
の
霧
の
う
へ
な
る
小
山
田
に
秋
の
い
な
ば
の
雲
ぞ
立
ち
そ
ふ
（
四
九
五
）

（
称
99
）

　
　

山
田
級
級
高

せ
き
あ
へ
ず
水
に
任
せ
て
麗
川
田
の
面
を
う
く
る
山
の
は
る
け
さ

〈
句
題
原
詩
〉�『
中
興
群
公
吟
稿
』
戊
集
巻
二
「
南
剣
渓
上
」、『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』

巻
一�

五
・
地
理
門
・
渓
・
戴
石
屛
「
渓
行
」

　
　

長
舟
不
用
舵　

沙
上
木
為
篙　

渓
路
湾
環
転　

灘
声
日
夜
号

　
　

居
人
不
覚
険　

行
客
始
知
労　

四
望
無
平
地　

山
田
級
級
高

（
頓
100
）

　
　

僧
談
悟
色
空

阿　

と
く
法
の
花
の
下
紐
色
も
香
も
む
な
し
き
程
を
尋
ね
て
ぞ
し
る
（
四
九
六
）

守　

夢
の
世
を
か
た
り
あ
は
せ
て
し
ほ
る
か
な
お
な
じ
み
山
に
墨
染
の
袖
（
四
九
七
）

春　

こ
れ
も
又
む
な
し
と
ぞ
き
く
墨
染
の
色
を
ふ
か
し
と
お
も
ふ
心
は
（
四
九
八
）

宗　

と
く
法
を
又
と
く
人
の
な
か
り
せ
ば
む
な
し
き
道
に
猶
や
ま
よ
は
む
（
四
九
九
）

嗣　

お
ど
ろ
か
す
友
な
か
り
せ
ば
夢
の
世
を
ま
こ
と
に
す
む
と
見
て
や
や
み
な
ん
（
五
〇
〇
）

（
称
100
）

　
　

僧
談
悟
色
空

色
は
皆
む
な
し
と
し
り
て
い
る
道
に
い
か
に
さ
だ
め
し
墨
染
の
袖

〈
句
題
原
詩
〉�

徐
照
『
芳
蘭
軒
集
』「
宿
寺
」、『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
一
六
・
宮
室
門
・

寺
・
徐
霊
暉
「
寺
」

　
　

古
殿
清
灯
冷　

虚
廊
葉
掃
風　

掩
関
人
跡
外　

得
句
仏
香
中

　
　

鶴
睡
応
無
夢　

僧
談
必
悟
空　

坐
驚
窓
欲
暁　

片
月
在
林
東

　

       �
     （

⑲
頓
阿
『
句
題
百
首
』・
⑳
三
条
西
公
条
『
称
名
院
句
題
百
首
』
こ
こ
ま
で
）

㉑
三
条
西
実
連
『
三
条
西
実
連
詠
草
』「
五
十
首
詠
草　

古
集
五
言
一
句
為
題
／
春
十
首
」
ほ
か

�

（
連
1
～
連
13
）

【
略
解
説
】

三
条
西
実
連
（
一
四
四
二
―
一
四
五
八
）
の
詠
草
所
収
の
句
題
和
歌
一
〇
首
。
こ
の
詠
草
は
、
康

正
二
年
（
一
四
五
六
）
以
後
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
五
十
首
詠
草　

古
集
五
言
一
句
為

題
／
春
十
首
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
句
題
和
歌
五
〇
首
の
う
ち
春
部
一
〇
首
だ
け
が
残
存
し
た
も

の
。
句
題
は
す
べ
て
五
言
一
句
で
、
一
〇
題
の
う
ち
九
題
は
『
三
体
詩
』
か
ら
選
ば
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
じ
折
の
詠
作
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
別
の
箇
所
に
六
首
の
句
題
和
歌
が
見
い
だ

せ
る
の
で
、
そ
れ
も
一
括
し
て
収
め
て
お
く
。

【
参
考
】

本
間
洋
一
『
王
朝
漢
文
学
表
現
論
考
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
所
収
「
中
世
私
家
集
の
世

界
と
漢
文
学

―
そ
の
一
表
現
層
を
め
ぐ
っ
て

―
」、
小
川
剛
生
「
句
題
和
歌
と
唐
宋
詩

―

出
典
か
ら
見
た
問
題
」（『
室
町
文
化
の
座
標
軸

―
遣
明
船
時
代
の
列
島
と
文
事

―
』
勉
誠
出

版
、
二
〇
二
一
年
）
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【
底
本
】

　

新
編
私
家
集
大
成
「
実
連
Ⅱ
」（
底
本
・
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
へ
2
・

4867
・
13
）

【
本
文
】

春
十
首

（
連
1
）

　
　

雲
霞
出
海
曙

な
ご
の
う
ら
や
雲
も
か
す
み
も
ほ
の
ぼ
の
と
春
に
あ
け
た
つ
な
み
の
う
へ
か
な
（
九
三
）

〈
句
題
原
詩
〉『
三
体
詩
』
巻
三
・
杜
審
言
「
早
春
游
望
」

　
　

独
有
宦
游
人　

偏
驚
物
候
新　

雲
霞
出
海
曙　

梅
柳
渡
江
春

　
　

淑
気
催
黄
鳥　

晴
光
転
緑
蘋　

忽
聞
歌
古
調　

帰
思
欲
沾
巾

（
連
2
）

　
　

淑
気
催
黄
鳥

し
ら
雪
の
ふ
る
す
や
さ
む
き
春
の
日
の
ひ
か
り
に
い
づ
る
た
に
の
う
ぐ
ひ
す
（
九
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
三
体
詩
』
巻
三
・
杜
審
言
「
早
春
游
望
」
→
（
連
1
）
に
既
出

（
連
3
）

　
　

春
草
年
年
緑

い
く
と
せ
を
ふ
る
の
の
く
さ
の
は
る
と
い
へ
ば
み
ど
り
も
お
な
じ
い
ろ
に
も
ゆ
ら
ん
（
九
五
）

〈
句
題
原
詩
〉『
三
体
詩
』
巻
三
・
劉
長
卿
「
漂
母
墓
」

　
　

昔
賢
懐
一
飯　

茲
事
已
千
秋　

古
墓
樵
人
識　

前
朝
楚
水
流

　
　

渚
蘋
行
客
薦　

山
木
杜
鵑
愁　

春
草
年
年
緑　

王
孫
旧
此
遊

（
連
4
）

　
　

帰
鳴
背
落
霞

春
の
き
る
袖
の
わ
か
れ
と
な
り
に
け
り
か
す
み
の
よ
そ
に
か
へ
る
か
り
が
ね
（
九
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
三
体
詩
』
巻
三
・
李
咸
用
「
江
行
」

　
　

瀟
湘
無
事
後　

征
棹
復
嘔
啞　

高
岫
留
残
照　

帰
鴻
背
落
霞

　
　

漁
依
沙
岸
草　

蝶
寄
洑
流
槎　

共
説
干
戈
苦　

汀
洲
減
釣
家

（
連
5
）

　
　

花
発
見
流
年

春
を
へ
て
か
は
ら
ぬ
は
な
も
あ
る
物
を
根
に
も
か
へ
ら
ず
つ
も
る
と
し
か
な
（
九
七
）

〈
句
題
原
詩
〉『
三
体
詩
』
巻
三
・
劉
長
卿
「
喜
鮑
禅
師
自
竜
山
至
」

　
　

故
居
何
日
下　

春
草
欲
芊
芊　

猶
対
山
中
月　

誰
聴
石
上
泉

　
　

猿
声
知
後
夜　

花
発
見
流
年　

杖
錫
閑
来
往　

無
心
到
処
禅

（
連
6
）

　
　

樹
交
花
両
色

枝
か
は
す
さ
く
ら
の
ほ
か
の
花
が
た
み
め
な
ら
ぶ
色
を
お
よ
び
や
は
せ
ん
（
九
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
三
体
詩
』
巻
三
・
岑
参
「
南
渓
別
業
」

　
　

結
宇
依
青
嶂　

開
軒
対
翠
嶹　

樹
交
花
両
色　

渓
合
水
重
流

　
　

竹
径
春
来
掃　

蘭
樽
夜
不
収　

逍
遥
自
得
意　

鼓
腹
酔
中
游

（
連
7
）

　
　

花
落
擁
籬
根

あ
さ
な
あ
さ
な
ふ
り
そ
ふ
花
の
し
ら
雪
に
か
き
ね
や
春
を
又
へ
だ
つ
ら
ん
（
九
九
）

〈
句
題
原
詩
〉『
三
体
詩
』
巻
三
・
楊
発
「
渓
南
書
斎
」

　
　

茅
屋
住
来
久　

山
深
人
閉
門　

草
生
垂
井
口　

花
落
擁
籬
根

　
　

入
院
将
雛
鳥　

攀
蘿
抱
子
猿　

曽
逢
異
人
説　

風
景
似
桃
源

（
連
8
）

　
　

故
園
桃
李
月

さ
く
も
も
の
花
は
か
は
ら
ぬ
ふ
る
さ
と
に
た
れ
三
か
月
の
か
げ
や
ど
す
ら
ん
（
一
〇
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
三
体
詩
』
巻
三
・
顧
況
「
洛
陽
早
春
」

　
　

何
地
避
春
愁　

終
年
憶
旧
遊　

一
家
千
里
外　

百
舌
五
更
頭

　
　

客
路
偏
逢
雨　

郷
山
不
入
楼　

故
園
桃
李
月　

伊
水
向
東
流　

（
連
9
）

　
　

頽
檐
掛
古
藤

ふ
り
に
け
り
軒
ば
の
ふ
ぢ
も
と
し
な
み
も
い
く
世
の
春
を
か
け
て
さ
く
ら
ん
（
一
〇
一
）
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〈
句
題
原
詩
〉
戴
復
古
『
石
屛
詩
集
』
巻
四
「
山
中
少
憩
」

　
　

地
僻
人
稀
到　

山
寒
水
欲
氷　

聞
鐘
知
有
寺　

見
犬
不
逢
僧　

　
　

断
壟
森
喬
木　

頽
檐
掛
古
藤　

斜
陽
照
孤
影　

詩
骨
瘦
崚
嶒

〈
同
一
句
題
〉（
頓
称
13
）

（
連
10
）

　
　

春
尽
雨
声
中

か
き
く
ら
し
ふ
る
は
な
み
だ
か
行
は
る
の
わ
か
れ
ぢ
し
た
ふ
夕
ぐ
れ
の
雨
（
一
〇
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
三
体
詩
』
巻
三
・
李
昌
符
「
旅
游
傷
春
」

　
　

酒
醒
郷
関
遠　

迢
迢
聴
漏
終　

曙
分
林
影
外　

春
尽
雨
声
中

　
　

鳥
倦
江
村
路　

花
残
野
岸
風　

十
年
成
底
事　

羸
馬
厭
西
東

〈
同
一
句
題
〉
三
条
西
実
隆
『
再
昌
草
』
解
題
・
九
二
「（
文
亀
二
年
）
三
月
尽
雨
ふ
り
た
り
し
に
、

夜
に
入
て
春
尽
雨
声
中
と
い
ふ
こ
と
を
」

　
（
連
11
）

　
　

新
霜
染
楓

あ
だ
に
を
く
霜
と
は
い
か
が
み
む
ろ
山
そ
め
て
色
こ
き
木
々
の
も
み
ぢ
ば
（
一
六
七
）

秋
寒
き
霜
も
よ
な
よ
な
お
く
山
の
い
は
か
き
も
み
ぢ
色
ま
さ
る
ら
し
（
一
六
八
）

〈
句
題
原
詩
〉�『
詩
話
総
亀
』
巻
一
二
、『
錦
繡
万
花
谷
』
前
集
・
巻
三
・
秋
・
詩
、『
詩
人
玉
屑
』

巻
三
・
宋
朝
警
句

　
　

新
霜
染
楓
葉　

皓
月
借
蘆
花

〈
同
一
句
題
〉（
頓
称
40
）、『
蒲
生
智
閑
集
』
四
五
六
「
新
霜
染
楓
葉
」

　

※
四
字
題
で
あ
る
の
が
、
四
字
結
題
に
省
略
し
た
も
の
な
の
か
、
一
字
を
書
き
落
と
し
た
た
め
で

あ
る
か
は
不
明
だ
が
、
続
く
（
連
12
）・（
連
13
）
と
と
も
に
『
頓
阿
句
題
百
首
』
題
で
あ
る
の

で
、
こ
こ
に
も
収
め
た
。

（
連
12
）

　
　

深
居
絶
是
非

山
水
の
す
み
そ
め
し
よ
り
音
た
え
て
淵
せ
に
か
は
る
世
を
も
な
け
か
ず
（
一
六
九
）

い
ほ
し
め
て
今
ぞ
よ
し
の
の
よ
し
あ
し
も
し
ら
ず
う
き
世
に
遠
ざ
か
り
ぬ
る
（
一
七
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉�

戴
復
古
『
石
屛
詩
集
』
巻
二
「
贈
郭
道
人
〈
詩
句
皆
述
其
所
言
〉」、『
分
門
纂
類
唐

宋
時
賢
千
家
詩
選
』
巻
二
一
・
人
品
門
・
隠
逸

　
　

滅
性
能
安
楽　

深
居
絶
是
非　

英
雄
行
険
道　

富
貴
隠
危
機

　
　

紙
被
如
綿
軟　

藜
羹
勝
肉
肥　

蒼
苔
満
山
径　

最
喜
客
来
稀

〈
同
一
句
題
〉（
頓
称
74
）

（
連
13
）

　
　

清
風
隔
塵
世

の
が
れ
き
て
き
く
も
う
き
世
の
ち
り
な
ら
ば
猶
ふ
き
は
ら
へ
嶺
の
ま
つ
か
ぜ
（
一
七
一
）

こ
こ
ろ
に
も
う
き
世
の
ち
り
を
の
こ
さ
ぬ
は
い
か
に
は
ら
ふ
ぞ
み
ね
の
松
か
ぜ
（
一
七
二
）

〈
句
題
原
詩
〉�

戴
復
古『
石
屛
詩
集
』巻
五「
同
安
子
順
訪
茅
庵
道
人
鳳
凰
麒
麟
不
可
見
道
人
語
也
」

　
　

道
者
日
高
臥　

清
風
隔
世
塵　

鳳
麟
不
可
見　

猿
鳥
自
相
親

　
　

山
木
輪
囷
古　

茶
花
冷
淡
春　

草
荒
門
外
路　

常
怕
有
来
人　

〈
同
一
句
題
〉（
頓
称
95
）

　

                       �
           （

㉑
三
条
西
実
連
『
三
条
西
実
連
詠
草
』
こ
こ
ま
で
）

㉒
『
竹
内
僧
正
家
句
題
歌
』
四
〇
首
（
竹
1
～
竹
40
）

【
略
解
説
】

曼
殊
院
第
二
五
世
門
跡
・
良
鎮
の
主
催
で
、
内
題
に
よ
る
と
長
享
元
年
（
一
四
八
七
）
一
一
月
二

五
日
成
立
。
全
四
〇
首
の
歌
題
は
す
べ
て
七
言
一
句
で
、
黄
山
谷
「
演
雅
」（『
黄
山
谷
詩
集
注
』

巻
一
）
の
全
句
を
用
い
て
い
る
。
出
詠
歌
人
は
、
良
鎮
の
他
、
僧
籍
・
堂
上
の
当
時
を
代
表
す
る

二
〇
名
。
句
題
と
し
て
用
い
ら
れ
た
「
演
雅
」
が
禽
鳥
虫
魚
の
生
態
を
擬
人
化
す
る
教
戒
的
な
詩

で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
た
た
め
、
和
歌
に
も
そ
れ
が
濃
厚
に
表
れ
て
い
る
。

【
参
考
】

小
山
順
子
「
室
町
時
代
の
句
題
和
歌

―
黄
山
谷
「
演
雅
」
と
『
竹
内
僧
正
家
句
題
歌
』

―
」

（『
国
語
国
文
』
76
―
1
、
二
〇
〇
七
年
一
月
）

【
底
本
】『
大
日
本
史
料
』
第
八
編
之
二
十
、
長
享
元
年
十
一
月
二
十
五
日
条

【
本
文
】

春
十
首

（
竹
1
）

　
　

桑
蠶
作
繭
自
纏
裹　
　
　
　
　
　
　

良
鎮　
　

と
に
か
く
に
我
身
に
思
ひ
ま
と
は
れ
て
桑
こ
の
い
と
の
た
へ
が
た
き
世
や
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（
竹
2
）

　
　

蛛
蝥
結
網
工
遮
邏　
　
　
　
　
　
　

冬
良

秋
の
い
ろ
を
ま
が
き
に
と
め
て
飛
蝶
の
は
か
な
や
む
す
ぶ
さ
さ
が
に
の
糸

（
竹
3
）

　
　

燕
無
居
舎
軽
始
忙　
　
　
　
　
　
　

実
遠

は
る
ご
と
に
き
つ
つ
巣
か
く
る
つ
ば
く
ら
め
お
の
が
家
ぞ
と
お
も
ひ
や
す
ら
ん

（
竹
4
）

　
　

蝶
為
風
光
勾
引
破　
　
　
　
　
　
　

通
秀

身
の
行
衛
し
ら
ず
も
蝶
の
ま
ど
ふ
哉
は
な
も
夢
な
る
は
る
の
園
生
に

（
竹
5
）

　
　

老
鶬
衘
石
宿
水
飲　
　
　
　
　
　
　

教
秀

む
れ
い
る
や
す
ざ
き
の
み
さ
ご
夜
は
又
浪
の
枕
に
う
き
ね
す
ら
し
も

（
竹
6
）

　
　

稚
蜂
趍
衙
供
蜜
課　
　
　
　
　
　
　

高
清

巣
を
つ
く
る
軒
に
飛
か
ふ
山
ば
ち
の
花
を
く
す
り
と
な
す
は
か
し
こ
き

（
竹
7
）

　
　

鵲
伝
吉
語
安
得
閑　
　
　
　
　
　
　

永
崇

よ
し
あ
し
を
誰
に
つ
げ
て
か
宿
ご
と
に
う
か
れ
が
ら
す
の
鳴
さ
わ
ぐ
ら
ん

（
竹
8
）

　
　

鶏
催
晨
興
不
敢
臥　
　
　
　
　
　
　

親
長

と
な
ふ
な
る
時
を
た
が
へ
ぬ
庭
と
り
の
を
の
が
ね
ぬ
よ
を
よ
そ
に
し
ら
せ
で

（
竹
9
）

　
　

気
陵
千
里
蠅
附
驥　
　
　
　
　
　
　

宣
胤

遠
し
と
も
し
ら
ず
千
里
や
過
ぬ
ら
ん
毛
に
そ
ふ
は
い
の
馬
に
ま
か
せ
て

（
竹
10
）

　
　

枉
過
一
生
蟻
旋
磨　
　
　
　
　
　
　

政
為

を
ろ
か
な
る
心
を
み
せ
て
よ
の
中
に
す
む
身
も
蟻
の
す
さ
み
な
ら
ず
や

（
竹
11
）

　
　

蝨
聞
湯
沸
尚
血
食　
　
　
　
　
　
　

為
広

わ
く
湯
も
て
身
を
い
た
づ
ら
に
な
さ
ん
虫
ひ
と
つ
衣
を
何
し
た
ふ
ら
ん

（
竹
12
）

　
　

雀
喜
宮
成
自
相
賀　
　
　
　
　
　
　

実
隆

我
た
め
の
殿
づ
く
り
か
は
む
ら
雀
か
た
ら
ふ
声
の
う
れ
し
が
ほ
な
る

（
竹
13
）

　
　

晴
天
振
羽
楽
蜉
蝣　
　
　
　
　
　
　

等
貴

あ
は
れ
て
ふ
夕
を
し
ら
ぬ
た
の
し
み
や
は
る
る
あ
さ
け
の
日
を
虫
の
影

（
竹
14
）

　
　

空
穴
祝
児
成
蜾
蠃　
　
　
　
　
　
　

宣
親

な
に
と
こ
の
虫
よ
む
な
し
き
あ
な
が
ち
に
さ
も
あ
ら
ぬ
み
を
我
に
似
よ
と
や

（
竹
15
）

　
　

蛣
蜣
転
丸
賤
蘇
合　
　
　
　
　
　
　

基
綱

を
の
が
す
が
た
ま
ろ
ね
の
虫
よ
い
く
薬
蓬
が
島
も
問
じ
と
や
お
も
ふ

（
竹
16
）

　
　

飛
蛾
赴
燭
甘
死
禍　
　
　
　
　
　
　

良
厳

は
か
な
く
も
思
ひ
を
か
け
ず
夏
の
虫
の
こ
が
れ
は
て
ぬ
る
あ
は
れ
を
ぞ
し
る

（
竹
17
）

　
　

井
辺
蠧
李
螬
苦
肥　
　
　
　
　
　
　

寂
誉

み
を
結
ぶ
宿
の
こ
ず
ゑ
の
す
く
も
虫
す
ぐ
す
よ
を
う
き
物
と
や
は
し
る

（
竹
18
）

　
　

枝
頭
飲
露
蟬
常
餓　
　
　
　
　
　
　

和
長

枝
ご
と
の
つ
ゆ
の
む
程
を
命
と
や
身
を
う
つ
せ
み
の
音
に
も
鳴
ら
ん

（
竹
19
）

　
　

天
螻
伏
隙
録
人
語　
　
　
　
　
　
　

宗
巧

い
か
な
れ
ば
虫
の
命
も
あ
だ
の
世
に
あ
し
き
を
わ
き
て
記
し
置
ら
ん
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（
竹
20
）

　
　

射
工
含
沙
須
影
過　
　
　
　
　
　
　

俊
通

江
の
水
に
ま
さ
ご
を
含
す
む
虫
の
影
ま
ち
わ
ぶ
る
よ
を
や
渡
ら
ん

（
竹
21
）

　
　

訓
狐
啄
屋
真
行
怪　
　
　
　
　
　
　

冬
良

く
も
る
よ
の
ま
ど
う
つ
雨
と
驚
け
ば
槙
の
板
や
を
た
た
く
鳥
哉

（
竹
22
）

　
　

蠨
蛸
報
喜
太
多
可　
　
　
　
　
　
　

実
遠

待
人
に
心
つ
く
さ
で
さ
さ
が
に
の
ふ
る
ま
ひ
し
る
き
宿
の
ゆ
ふ
暮

（
竹
23
）

　
　

鸕
鷀
密
伺
魚
蝦
便　
　
　
　
　
　
　

和
長

柳
か
げ
水
行
石
に
ゐ
る
さ
ぎ
の
ね
ぶ
る
す
が
た
に
魚
や
待
ら
ん

（
竹
24
）

　
　

白
鷺
不
禁
塵
土
涴　
　
　
　
　
　
　

通
秀

に
ご
り
江
に
ふ
か
く
は
何
を
あ
さ
る
ら
ん
鷺
の
み
の
毛
も
色
か
は
る
ま
で

（
竹
25
）

　
　

絡
緯
何
嘗
省
機
織　
　
　
　
　
　
　

永
崇

は
た
を
り
の
枕
に
ち
か
き
声
は
あ
れ
ど
猶
か
た
し
き
の
袖
ぞ
や
つ
る
る

（
竹
26
）

　
　

布
穀
未
応
勤
種
播　
　
　
　
　
　
　

高
清

は
る
き
て
も
ま
だ
た
ね
か
さ
ぬ
苗
代
に
う
つ
つ
ち
く
れ
の
鳩
の
鳴
な
る

（
竹
27
）

　
　

五
枝
鼯
鼠
笑
鳩
拙　
　
　
　
　
　
　

親
長

身
の
ほ
ど
を
思
ひ
も
し
ら
ば
つ
た
な
し
と
人
の
上
を
ば
い
は
ず
ぞ
あ
ら
ま
し

（
竹
28
）

　
　

百
足
馬
蚿
憐
鼈
跛　
　
　
　
　
　
　

俊
通

足
た
た
ぬ
た
ぐ
ひ
を
な
ぞ
と
我
が
ほ
に
い
そ
ぐ
も
お
な
じ
虫
の
あ
は
れ
さ

（
竹
29
）

　
　

老
蚌
胎
中
珠
是
賊　
　
　
　
　
　
　

宣
胤

を
の
が
身
の
あ
だ
と
成
ら
ん
玉
の
有
貝
と
て
人
の
ひ
ろ
ふ
習
に

（
竹
30
）

　
　

醘
鶏
瓮
裏
天
幾
大　
　
　
　
　
　
　

政
為

ひ
し
ほ
す
に
よ
る
て
ふ
虫
や
わ
づ
か
な
る
を
の
が
す
み
家
を
空
に
知
ら
ん

（
竹
31
）

　
　

蟷
螂
当
轍
恃
長
臂　
　
　
　
　
　
　

寂
誉

小
車
を
か
り
ば
の
道
に
か
へ
さ
ず
は
し
ら
じ
な
虫
の
た
け
き
こ
こ
ろ
を

（
竹
32
）

　
　

熠
燿
宵
行
矜
照
火　
　
　
　
　
　
　

教
秀

と
も
し
火
の
光
に
ま
さ
る
ほ
た
る
哉
く
ら
き
夜
て
ら
す
数
も
あ
ま
た
に

（
竹
33
）

　
　

提
壺
猶
能
勧
沽
酒　
　
　
　
　
　
　

実
隆

竹
の
葉
の
そ
よ
は
る
ふ
か
き
山
か
ぜ
に
ゑ
ひ
を
す
す
む
る
鳥
の
声
哉

（
竹
34
）

　
　

黄
口
只
知
貪
飯
顆　
　
　
　
　
　
　

良
鎮

き
ぬ
の
妻
ふ
せ
ご
の
し
た
を
は
な
れ
ぬ
や
手
が
ひ
に
な
る
る
雀
成
ら
ん

（
竹
35
）

　
　

伯
労
鐃
舌
世
不
問　
　
　
　
　
　
　

基
綱

く
つ
て
こ
ふ
鳥
も
か
へ
ら
ぬ
忍
び
ね
を
し
の
ば
ず
と
て
も
誰
か
と
が
め
ん

（
竹
36
）

　
　

鸚
鵡
纔
言
便
関
鏁　
　
　
　
　
　
　

宣
親

籠
に
い
る
る
鳥
さ
へ
物
を
い
へ
ば
え
に
い
は
ず
は
う
き
め
見
え
ん
物
か
は

（
竹
37
）

　
　

春
蛙
夏
蜩
更
嘈
雑　
　
　
　
　
　
　

宗
巧

お
り
ふ
し
を
わ
す
れ
ぬ
声
の
は
か
な
さ
よ
木
末
の
蟬
と
水
の
か
は
づ
も
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（
竹
38
）

　
　

土
蚓
壁
蟬
何
砕
瑣　
　
　
　
　
　
　

等
貴

た
と
ふ
な
る
も
じ
の
す
が
た
を
み
る
虫
も
を
の
が
た
ぐ
ひ
の
し
み
の
古
文

（
竹
39
）

　
　

江
南
野
水
碧
於
天　
　
　
　
　
　
　

良
厳

難
波
え
の
浪
も
は
る
か
に
み
わ
た
せ
ば
み
ど
り
の
空
に
つ
づ
く
う
な
ば
ら

（
竹
40
）

　
　

中
有
白
鷗
閑
似
我　
　
　
　
　
　
　

為
広

し
づ
か
な
る
入
江
の
水
を
す
が
た
に
て
ね
ぶ
る
鷗
ぞ
我
に
ひ
と
し
き

〈
句
題
原
詩
〉
黄
山
谷
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
一
「
演
雅
」

　
　

桑
蠶
作
繭
自
纏
裹　

蛛
蝥
結
網
工
遮
邏　

燕
無
居
舎
経
始
忙　

蝶
為
風
光
勾
引
破

　
　

老
鶬
銜
石
宿
水
飲　

稚
蜂
趨
衙
供
蜜
課　

鵲
伝
吉
語
安
得
閑　

鶏
催
晨
興
不
敢
臥

　
　

気
陵
千
里
蠅
附
驥　

枉
過
一
生
蟻
旋
磨　

蝨
聞
湯
沸
尚
血
食　

雀
喜
宮
成
自
相
賀

　
　

晴
天
振
羽
楽
蜉
蝣　

空
穴
祝
児
成
蜾
蠃　

蛣
蜣
転
丸
賤
蘇
合　

飛
蛾
赴
燭
甘
死
禍

　
　

井
辺
蠧
李
螬
苦
肥　

枝
頭
飲
露
蟬
常
餓　

天
螻
伏
隙
録
人
語　

射
工
含
沙
須
影
過

　
　

訓
狐
啄
屋
真
行
怪　

蠨
蛸
報
喜
太
多
可　

鸕
鷀
密
伺
魚
蝦
便　

白
鷺
不
禁
塵
土
涴

　
　

絡
緯
何
嘗
省
機
織　

布
穀
未
応
勤
種
播　

五
枝
鼯
鼠
笑
鳩
拙　

百
足
馬
蚿
憐
鼈
跛

　
　

老
蚌
胎
中
珠
是
賊　

醘
鶏
瓮
裏
天
幾
大　

蟷
螂
当
轍
恃
長
臂　

熠
燿
宵
行
矜
照
火

　
　

提
壺
猶
能
勧
沽
酒　

黄
口
只
知
貪
飯
顆　

伯
労
鐃
舌
世
不
問　

鸚
鵡
纔
言
便
関
鎖

　
　

春
蛙
夏
蜩
更
嘈
雑　

土
蚓
壁
蟫
何
砕
瑣　

江
南
野
水
碧
於
天　

中
有
白
鷗
閑
似
我

　

                              �
      （

㉒
『
竹
内
僧
正
家
句
題
歌
』
こ
こ
ま
で
）

㉓
『
古
文
孝
経
和
歌
』（
孝
1
～
孝
21
）

【
略
解
説
】

 

『
孝
経
』
の
各
章
を
題
と
し
て
詠
ん
だ
和
歌
。
跋
文
よ
り
、
一
条
兼
良
の
十
三
回
忌
の
た
め
に
企

画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
判
明
す
る
。
兼
良
は
文
明
一
〇
年
（
一
四
八
一
）
四
月
二
日
没
で
あ
る

の
で
、
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
成
立
で
あ
る
。
二
一
名
の
歌
人
が
そ
れ
ぞ
れ
、『
古
文
孝
経
』

の
各
章
を
題
と
し
た
一
首
と
、
懐
旧
題
の
一
首
を
詠
ん
で
い
る
。『
古
文
孝
経
』
の
章
順
に
配
さ

れ
て
い
る
が
、
孝
平
章
・
第
七
を
欠
く
。

　

ほ
と
ん
ど
の
和
歌
は
、各
章
題
を
歌
題
に
示
す
の
み
で
あ
る
が
、一
部
、ど
の
箇
所
の
文
に
拠
っ

た
の
か
示
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
た
め
、
句
題
和
歌
と
し
て
本
集
成
に
収
録
し
た
。
ま
た
、
本
集

成
の
性
格
か
ら
は
、「
懐
旧
」
題
の
和
歌
は
除
く
べ
き
で
は
あ
る
が
、
金
子
彦
二
郎
『
句
題
和
歌

選
集
』
が
紹
介
し
て
後
、
本
文
を
収
め
た
も
の
も
管
見
に
入
ら
な
い
の
で
、
合
わ
せ
て
収
め
る
こ

と
と
し
た
。

【
参
考
】

　

金
子
彦
二
郎
『
句
題
和
歌
選
集
』（
長
谷
川
書
房
、
一
九
五
五
年
）

【
底
本
】�

金
子
彦
二
郎
『
句
題
和
歌
選
集
』（
長
谷
川
書
房
、
一
九
五
五
年
）（
底
本
・
金
子
彦
二
郎

蔵
阿
波
国
文
庫
旧
蔵
本
）

【
本
文
】

（
孝
1
）

　

詠
古
文
孝
経
開
宗
明
義
章
和
歌

　
　
　
　
　
　
　
　

近
衛
殿　

従
一
位　

政
家

　
　

身
体
髪
膚
受
于
父
母

子
は
い
か
が
あ
だ
に
思
は
ん
父か

ぞ

母い
ろ

に
わ
か
ち
し
儘
の
身
に
し
あ
ら
で
も

　
　

懐
旧

面
影
は
こ
こ
を
去
ら
ね
ど
十
年
あ
ま
り
三
の
さ
か
ひ
に
め
ぐ
り
も
や
す
る

〈
句
題
原
文
〉『
孝
経
』
開
宗
明
義
章
・
第
一

仲
尼
間
居
、
曽
子
侍
坐
。
子
曰
、
参
、
先
王
有
至
徳
要
道
、
以
訓
天
下
。
民
用
和
睦
、
上
下
亡

怨
。
女
知
之
乎
。
曽
子
避
席
曰
、
参
弗
敏
。
何
足
以
知
之
乎
。
子
曰
、
夫
孝
徳
之
本
也
。
教
之

所
繇
生
也
。
復
坐
。
吾
、
語
女
。
身
体
髪
膚
、
受
于
父
母
。
弗
敢
毀
傷
、
孝
之
始
也
。
立
身
行

道
、
揚
名
於
後
世
、
以
顕
父
母
、
孝
之
終
也
。
夫
孝
始
於
事
親
、
中
於
事
君
、
終
立
於
身
。
大

雅
云
、
亡
念
爾
祖
、
聿
修
其
徳
。

〈
同
一
句
題
〉�『
楢
葉
集
』
雑
三
・
九
〇
二
・
法
印
頼
忠
「
孝
経
の
、
身
体
髪
膚
は
父
母
に
う
け
た

り
と
い
へ
る
文
を
よ
み
侍
り
け
る
」

（
孝
2
）

　

詠
古
文
孝
経
天
子
章
和
歌

　
　
　
　
　
　
　
　

一
条
殿　

大
相
国　

冬
良

国
の
お
や
と
な
り
て
教
へ
よ
人
の
子
の
た
め
に
も
か
か
る
道
の
ま
こ
と
を

　
　

懐
旧

心
に
は
な
ほ
あ
ら
た
め
ぬ
藤
ご
ろ
も
三
と
せ
の
後
も
十
と
せ
か
さ
ね
て
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〈
句
題
原
文
〉『
孝
経
』
天
子
章
・
第
二

子
曰
、
愛
親
者
、
弗
敢
悪
於
人
。
敬
親
者
、
弗
敢
慢
於
人
。
愛
敬
尽
於
事
親
、
然
後
徳
教
加
於

百
姓
、
刑
於
四
海
。
蓋
天
子
之
孝
也
。
呂
刑
云
、
一
人
有
慶
、
兆
民
頼
之
。

（
孝
3
）

　

詠
諸
侯
章
和
歌

　
　
　
　
　
　
　
　

近
衛
殿
御
方　

博
陸
侯　

尚
通

位
山
か（

マ
マ
）

た
ね
に
の
ぼ
る
人
は
み
な
危
む
道
に
こ
こ
ろ
ゆ
る
す
な

　
　

懐
旧

及
ぶ
べ
き
昨
日
の
春
の
名
残
か
は
十
と
せ
あ
ま
り
の
つ
ら
き
別
れ
に

〈
句
題
原
文
〉『
孝
経
』
諸
侯
章
・
第
三

子
曰
、
居
上
不
驕
、
高
而
不
危
。
制
節
謹
度
、
満
而
不
溢
。
高
而
不
危
、
所
以
長
守
貴
也
。
満

而
不
溢
、
所
以
長
守
富
也
。
富
貴
弗
離
其
身
。
然
後
能
保
其
社
稷
、
而
和
其
民
人
。
蓋
諸
侯
之

孝
也
。
詩
云
、
戦
戦
兢
兢
、
如
臨
深
淵
、
如
履
薄
氷
。

（
孝
4
）

　

詠
大
夫
章
和
歌

　
　
　
　
　
　
　
　

二
条
殿　

内
大
臣　

尚
基

何
事
も
君
に
し
た
が
ふ
心
と
て
ひ
と
り
は
言
は
ぬ
言
の
葉
の
末

　
　

懐
旧

さ
ぞ
な
げ
に
思
ひ
出
づ
ら
ん
思
ひ
出
づ
る
別
れ
は
我
も
な
ら
ひ
来こ

し
身
を

〈
句
題
原
文
〉『
孝
経
』
卿
大
夫
章
・
第
四

子
曰
、
非
先
王
之
法
服
弗
敢
服
。
非
先
王
之
法
言
弗
敢
道
。
非
先
王
之
徳
行
弗
敢
行
。
是
故
、

非
法
弗
言
、
非
道
弗
行
。
口
無
択
言
、
身
無
択
行
。
言
満
天
下
亡
口
過
、
行
満
天
下
亡
怨
悪
。

三
者
備
矣
。
然
後
能
保
其
禄
位
、
而
守
其
宗
廟
。
蓋
卿
大
夫
之
孝
也
。
詩
云
、
夙
夜
匪
懈
、
以

事
一
人
。

（
孝
5
）

　

夏
日
詠
士（

マ
マ
）章

和
歌

　
　
　
　
　
　
　
　

甘
露
寺　

権
大
納
言　

親
長

生
れ
こ
し
身
を
思
ふ
に
も
垂た

ら
ち
ね

乳
根
の
深
き
め
ぐ
み
を
あ
だ
に
忘
れ
じ

　
　

懐
旧

そ
の
折
を
ま
だ
さ
め
や
ら
ず
思
ひ
し
に
十
歳
三
と
せ
も
た
だ
夢
の
中

〈
句
題
原
文
〉『
孝
経
』
士
人
章
・
第
五

子
曰
、
資
於
事
父
以
事
母
、
其
愛
同
。
故
資
於
事
父
以
事
君
、
其
敬
同
。
故
母
取
其
愛
、
而
君

取
其
敬
。
兼
之
者
父
也
。
故
以
孝
事
君
則
忠
、
以
弟
事
長
則
順
。
忠
順
不
失
、
以
事
其
上
。
然

後
能
保
其
爵
禄
、
而
守
其
祭
祀
、
蓋
士
之
孝
也
。
詩
云
、
夙
興
夜
寐
、
亡
忝
爾
所
生
。

（
孝
6
）

　

詠
庶
人
章
和
歌

　
　
　
　
　
　
　
　

上
冷
泉　

正
二
位　

為
富

父か
ぞ

母い
ろ

に
う
け
し
我
が
身
の
こ
と
わ
り
を
教
の
道
に
な
ほ
ぞ
お
ど
ろ
く

　
　

懐
旧

世
の
た
め
も
誰た

が
身
の
た
め
も
今
更
に
あ
ら
ま
し
か
ば
と
袖
し
ぼ
る
ら
し

〈
句
題
原
文
〉『
孝
経
』
庶
人
章
・
第
六

　
　

子
曰
、
因
天
之
時
、
就
地
之
利
。
謹
身
節
用
、
以
養
父
母
。
此
庶
人
之
孝
也
。

（
孝
7
）

　

夏
日
同
詠
三
才
章
和
歌

　
　
　
　
　
　
　
　

中
御
門　

権
大
納
言　

宣
胤

上
を
仰
ぎ
下
を
恵
む
も
天
地
の
中
に
た
が
は
ぬ
人
の
こ
と
わ
ざ

　
　

懐
旧

仙や
ま

人び
と

に
言こ

と

や
問
は
ま
し
桃
の
花
散
り
て
久
し
き
行
衛
い
か
に
と

〈
句
題
原
文
〉『
孝
経
』
三
才
章
・
第
八

曽
子
曰
、甚
哉
、孝
之
大
也
。
子
曰
、夫
孝
天
之
経
也
。
地
之
誼
也
。
民
之
行
也
。
天
地
之
経
、

而
民
是
則
之
。
則
天
之
明
、因
地
之
利
。
以
訓
天
下
。
是
以
其
教
弗
肅
而
成
、其
政
不
厳
而
治
。

先
王
見
教
之
可
以
化
民
也
。
是
故
、
先
之
以
博
愛
、
而
民
、
莫
遺
其
親
。
陳
之
以
徳
誼
、
民
興

行
。
先
之
以
敬
譲
、
而
民
弗
争
。
導
之
以
礼
楽
、
而
民
和
睦
。
示
之
以
好
悪
、
而
民
知
禁
。
詩

云
、
赫
赫
師
尹
、
民
具
爾
瞻
。

（
孝
8
）

　

夏
日
同
詠
二
首
和
歌

　
　
　
　
　
　
　
　

四
条　

正
二
位　

隆
量

　
　

孝
治
章

末
の
世
も
か
か
れ
と
て
や
は
慕
ふ
ら
ん
さ
が
な
き
道
を
忘
れ
は
て
つ
つ

　
　

懐
旧
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歎
け
と
て
老
や
つ
れ
な
き
め
ぐ
り
あ
ふ
卯
月
の
今
日
の
そ
の
名
ば
か
り
を

〈
句
題
原
文
〉『
孝
経
』
孝
治
章
・
第
九

子
曰
、
昔
者
、
明
王
之
以
孝
治
天
下
也
。
弗
敢
遺
小
国
之
臣
。
而
況
於
公
侯
伯
子
男
乎
。
故
得

万
国
之
歓
心
、
以
事
其
先
王
。
治
国
者
、
弗
敢
侮
於
鰥
寡
。
而
況
於
士
民
乎
。
故
得
百
姓
之
歓

心
、
以
事
其
先
君
。
治
家
者
弗
敢
失
於
臣
妾
之
心
。
而
況
於
妻
子
乎
。
故
得
人
之
歓
心
、
以
事

其
親
。
夫
然
。
故
生
則
親
安
之
、
祭
則
鬼
享
之
。
是
以
天
下
和
平
、
災
害
不
生
、
禍
乱
不
作
。

故
明
王
之
以
孝
治
天
下
也
如
此
。
詩
云
、
有
覚
徳
行
、
四
国
順
之
。

（
孝
9
）

　

夏
日
聴
講
古
文
孝
経
詠
聖
治
章
和
歌

　
　
　
　
　
　
　
　

三
条
西　

権
大
納
言　

実
隆

　
　

郊
祀
后
稷
以
配
天

そ
の
か
み
を
仰
ぐ
や
更
に
久
方
の
天あ

め

に
な
ら
べ
て
ま
つ
る
か
し
こ
さ

　
　

懐
旧

末
の
世
の
光
と
た
の
む
影
き
え
し
空
も
う
月
の
今
日
を
し
ぞ
思
ふ

〈
句
題
原
文
〉『
孝
経
』
聖
治
章
・
第
一
〇

曽
子
曰
、
敢
問
、
聖
人
之
徳
、
亡
以
加
於
孝
乎
。
子
曰
、
天
地
之
性
、
人
為
貴
。
人
之
行
、
莫

大
於
孝
。
孝
、
莫
大
於
厳
父
。
厳
父
莫
大
於
配
天
。
則
周
公
其
人
也
。
昔
者
、
周
公
郊
祀
后
稷

以
配
天
，
宗
祀
文
王
於
明
堂
以
配
上
帝
。
是
以
四
海
之
内
、
各
以
其
職
来
祭
。
夫
聖
人
之
徳
、

又
何
以
加
於
孝
乎
。
是
故
親
生
育
之
、
以
養
父
母
曰
厳
。
聖
人
因
厳
以
教
敬
、
因
親
以
教
愛
。

聖
人
之
教
不
肅
而
成
、
其
政
不
厳
而
治
。
其
所
因
者
本
也
。

（
孝
10
）

　

夏
日
同
詠
古
文
孝
経
和
歌

　
　
　
　
　
　
　
　

勧
修
寺　

大
蔵
卿　

経
茂

か
ぞ
い
ろ
の
数
へ
尽
く
さ
ぬ
恵
を
ば
民
も
仰
ぐ
や
君
が
を
し
へ
に

　
　

懐
旧

な
が
め
如
何
に
十
年
あ
ま
り
の
春
過
ぎ
て
あ
す
も
卯
月
の
三
日
月
の
空

〈
句
題
原
文
〉『
孝
経
』
父
母
生
績
章
・
第
一
一

子
曰
、
父
子
之
道
天
性
也
。
君
臣
之
誼
。
父
母
生
之
、
績
莫
大
焉
。
君
親
臨
之
、
厚
莫
重
焉
。

（
孝
11
）

　

夏
日
詠
古
文
孝
経
和
歌

　
　
　
　
　
　
　
　

日
野　

大
宰
権
帥　

広
光

　
　

孝
優
劣
章

仰
ぐ
べ
き
親
を
ば
よ
そ
の
人
に
や
は
深
き
ま
こ
と
を
猶
ほ
尽
く
す
べ
き

　
　

懐
旧

今
も
身
に
つ
か
ふ
る
道
の
残
れ
る
や
問
ふ
に
答
へ
し
教
な
る
ら
ん

〈
句
題
原
文
〉『
孝
経
』
孝
優
劣
章
・
第
一
二

子
曰
、
不
愛
其
親
、
而
愛
他
人
者
、
謂
之
悖
徳
。
不
敬
其
親
、
而
敬
他
人
者
、
謂
之
悖
礼
。
以

訓
則
昏
、民
亡
則
焉
。
不
宅
於
善
、而
皆
在
於
凶
徳
。
雖
得
志
、君
子
弗
従
也
。
君
子
則
不
然
、

言
思
可
道
、
行
思
可
楽
。
徳
誼
可
尊
、
作
事
可
法
、
容
止
可
観
、
進
退
可
度
。
以
臨
其
民
。
是

以
其
民
畏
而
愛
之
、
則
而
象
之
。
故
能
成
其
徳
教
、
而
行
其
政
令
。
詩
云
、
淑
人
君
子
、
其
儀

不
忒
。

（
孝
12
）

　

夏
日
詠
古
文
孝
経
和
歌

　
　
　
　
　
　
　
　

下
冷
泉　

民
部
卿　

政
為

　
　

紀
孝
行
章

つ
か
へ
こ
し
そ
の
垂
乳
根
の
な
き
跡
に
な
ほ
怠
ら
ぬ
手
向
を
や
知
る

　
　

懐
旧

誰た

が
身
に
も
あ
さ
く
は
嬉
し
さ
ま
ざ
ま
の
道
し
る
べ
せ
し
人
の
情
は

〈
句
題
原
文
〉『
孝
経
』
紀
孝
行
章
・
第
一
三

子
曰
、
孝
子
之
事
親
也
、
居
則
致
其
敬
、
養
則
致
其
楽
、
疾
則
致
其
憂
、
喪
則
致
其
哀
、
祭
則

致
其
厳
。
五
者
備
矣
。
然
後
能
事
其
親
。
事
親
者
、
居
上
不
驕
、
為
下
而
不
乱
、
在
醜
不
争
。

居
上
而
驕
則
亡
、
為
下
而
乱
則
刑
、
在
醜
而
争
則
兵
。
此
三
者
不
除
、
雖
日
用
三
牲
之
養
、
繇

為
弗
孝
也
。

（
孝
13
）

　

詠
古
文
孝
経
和
歌

　
　
　
　
　
　
　
　

冷
泉　

従
二
位　

為
広

　
　

五
刑
章

迷
ふ
な
よ
五
つ
に
わ
か
つ
い
ま
し
め
も
一
つ
心
の
道
の
学
び
を

　
　

懐
旧
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雨
と
な
る
跡
や
は
か
た
み
十
年
あ
ま
り
三
た
び
名
に
立
つ
関
白
白
も

〈
句
題
原
文
〉『
孝
経
』
五
刑
章
・
第
一
四

子
曰
、
五
刑
之
属
三
千
、
而
辜
莫
大
於
不
孝
。
要
君
者
亡
上
、
非
聖
人
者
亡
法
、
非
孝
者
亡
親
。

此
大
乱
之
道
也
。

（
孝
14
）

　

夏
日
同
詠
広
要
道
章
和
歌

　
　
　
　
　
　
　
　

中
山　

権
中
納
言　

宣
親

　
　

敬
其
父
則
子
悦

よ
そ
に
て
も
思
へ
老
蘇
の
森
の
露
に
木こ

の
下
草
も
め
ぐ
み
あ
り
と
は

　
　

懐
旧

今
も
こ
こ
に
残
る
光
や
み
が
き
置
き
し
そ
の
世
の
玉
の
ゆ
か
り
な
る
ら
む

〈
句
題
原
文
〉『
孝
経
』
広
要
道
章
・
第
一
五

子
曰
、
教
民
親
愛
、
莫
善
于
孝
。
教
民
礼
順
、
莫
善
于
弟
。
移
風
易
俗
、
莫
善
於
楽
。
安
上
治

民
、
莫
善
於
礼
。
礼
者
敬
而
已
矣
。
故
敬
其
父
則
子
悦
、
敬
其
兄
則
弟
悦
、
敬
其
君
則
臣
悦
。

敬
一
人
而
千
万
人
悦
。
所
敬
者
寡
、
而
悦
者
衆
。
之
此
謂
要
道
也
。

（
孝
15
）

　

詠
広
至
徳
章
和
歌

　
　
　
　
　
　
　
　

小
倉　

権
中
納
言　

季
種

四よ
つ

の
時
こ
こ
ろ
休
め
る
賤し

づ

の
男を

が
親
に
つ
か
ふ
る
道
は
た
が
へ
ず

　
　

懐
旧

面
影
は
現
な
が
ら
に
十
あ
ま
り
三
年
の
夢
ぞ
さ
む
る
夜
も
な
き

〈
句
題
原
文
〉『
孝
経
』
広
至
徳
章
・
第
一
六

子
曰
、
君
子
之
教
以
孝
也
、
非
家
至
而
日
見
之
。
教
以
孝
所
以
敬
天
下
之
為
人
父
者
也
。
教
以

弟
所
以
敬
天
下
之
為
人
兄
者
也
。
教
以
臣
所
以
敬
天
下
之
為
人
君
者
也
。
詩
云
、
愷
悌
君
子
、

民
之
父
母
。
非
至
徳
、
其
孰
能
訓
民
、
如
此
其
大
者
乎
。

（
孝
16
）

　

夏
日
聴
講
古
文
孝
経
同
詠
感（

マ
マ
）応

章
和
歌

　
　
　
　
　
　
　
　

姉
小
路　

参
議　

基
綱

　
　

宗
廟
致
敬
鬼
神
著
也

な
き
魂た

ま

も
こ
こ
に
来
ま
せ
と
生
け
る
世
に
変
ら
ぬ
道
を
猶
や
尽
く
さ
ん

　
　

懐
旧

の
ち
は
又
我
を
も
人
や
羨
ま
む
在
り
し
を
見
て
し
君
が
ゆ
か
り
に

〈
句
題
原
文
〉『
孝
経
』
応
感
章
・
第
一
七

子
曰
、
昔
者
、
明
王
事
父
孝
、
故
事
天
明
。
事
母
孝
、
故
事
地
察
。
長
幼
順
。
故
上
下
治
。
天

地
明
察
、
鬼
神
章
矣
。
故
雖
天
子
、
必
有
尊
也
。
言
有
父
也
。
必
有
先
也
。
言
有
兄
也
。
宗
廟

致
敬
、
不
忘
親
也
。
修
身
慎
行
、
恐
辱
先
也
。
宗
廟
致
敬
、
鬼
神
著
矣
。
孝
弟
之
至
、
通
於
神

明
、
光
於
四
海
、
亡
所
不
曁
。
詩
云
、
自
東
自
西
、
自
南
自
北
、
亡
思
不
服
。

（
孝
17
）

　

夏
日
同
詠
広
揚
名
章
和
歌

　
　
　
　
　
　
　
　

園　

参
議　

基
富

垂
乳
根
の
い
さ
め
の
道
に
叶
ふ
身
は
世
に
ひ
ろ
き
名
を
得
る
と
こ
そ
聞
け

　
　

懐
旧

更
に
今
音ね

を
や
添
ふ
ら
ん
四
の
緒
に
か
け
し
心
の
跡
慕
ふ
と
て

〈
句
題
原
文
〉『
孝
経
』
広
揚
名
章
・
第
一
八

子
曰
、
君
子
之
事
親
孝
。
故
忠
可
移
於
君
。
事
兄
弟
。
故
順
可
移
於
長
。
居
家
理
。
故
治
可
移

於
官
。
是
以
行
成
於
内
、
而
名
立
於
後
世
矣
。

（
孝
18
）

　

詠
閨
門
章
和
歌

　
　
　
　
　
　
　
　

竜
霄

君
に
つ
か
へ
君
を
撫
づ
て
ふ
そ
の
閨
の
門
の
外
に
や
お
き
て
去
り
け
ん

　
　

懐
旧

い
た
づ
ら
に
我
が
世
も
ふ
り
ぬ
あ
は
れ
人
あ
ら
ま
し
か
ば
の
歎
せ
し
ま
に

〈
句
題
原
文
〉『
孝
経
』
閨
門
章
・
第
一
九

　
　

子
曰
、
閨
門
之
内
、
具
礼
矣
乎
。
厳
親
厳
兄
。
妻
子
臣
妾
、
繇
百
姓
徒
役
也
。

（
孝
19
）

　

夏
日
同
詠
諫
諍
章
和
歌

　
　
　
　
　
　
　
　

勧
修
寺　

宮
内
卿　

顕
基

た
ら
ち
ね
の
親
に
あ
ら
そ
ふ
理

こ
と
わ
り

の
深
き
道
を
も
知
る
よ
し
も
が
な
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懐
旧

わ
き
て
其
の
恵
の
露
を
う
け
し
身
の
今
年
の
今
日
は
袖
ぞ
濡
れ
そ
ふ

〈
句
題
原
文
〉『
孝
経
』
諫
諍
章
・
第
二
〇

曽
子
曰
、
若
夫
慈
愛
襲
敬
、
安
親
揚
名
、
参
聞
命
矣
。
敢
問
、
子
従
父
之
命
、
可
謂
孝
乎
。
子

曰
、
参
是
何
言
与
。
是
何
言
与
。
言
之
不
通
耶
。
昔
者
、
天
子
有
争
臣
七
人
、
雖
無
道
、
弗
失

天
下
。
諸
侯
有
争
臣
五
人
、
雖
無
道
、
弗
失
其
国
。
大
夫
有
争
臣
三
人
、
雖
無
道
、
弗
失
其
家
。

士
有
争
友
、
則
身
弗
離
於
令
名
。
父
有
争
子
、
則
身
弗
陥
於
不
義
。
故
当
不
誼
、
則
子
不
可
以

不
争
于
父
。
臣
不
可
以
不
争
於
君
。
故
当
不
誼
、
則
争
之
、
從
父
之
命
、
又
安
得
為
孝
乎
。

（
孝
20
）

　

夏
日
同
詠
事
君
章
和
歌

　
　
　
　
　
　
　
　

中
御
門　

右
中
弁　

宣
秀

出
で
つ
か
へ
帰
り
く
る
間
も
君
が
た
め
安
か
ら
ぬ
こ
そ
教
に
は
あ
れ

　
　

懐
旧

書
き
棄
つ
る
筆
の
す
さ
び
も
た
ぐ
ひ
な
き
心
を
残
す
人
の
言
の
葉

〈
句
題
原
文
〉『
孝
経
』
事
君
章
・
第
二
一

子
曰
、
君
子
之
事
上
也
、
進
思
尽
忠
、
退
思
補
過
。
将
順
其
美
、
匡
救
其
悪
、
故
上
下
能
相
親

也
。
詩
云
、
心
乎
愛
矣
。
遐
不
謂
矣
。
忠
心
臧
之
。
何
日
忘
之
。

（
孝
21
）

　

詠
喪
親
章
和
歌

　
　
　
　
　
　
　
　

曼
殊
院　

前
大
僧
正　

良
鎮

人
の
親
の
教
残
せ
る
此
の
里
は
千
世
も
と
思
ふ
た
め
に
ぞ
有
り
け
る

　
　

懐
旧

垂
乳
根
の
や
ま
と
魂
ゆ
づ
り
て
は
こ
の
世
に
迷
ふ
こ
と
や
な
か
ら
ん

〈
句
題
原
文
〉『
孝
経
』
喪
親
章
・
第
二
二

子
曰
、
孝
子
之
喪
親
也
、
哭
弗
依
、
礼
亡
容
、
言
弗
文
、
服
美
弗
安
、
聞
楽
弗
楽
、
食
旨
弗
甘
。

此
哀
慼
之
情
也
。
三
日
而
食
、
教
民
亡
以
死
傷
生
也
。
毀
不
滅
性
、
此
聖
人
之
正
也
。
喪
、
不

過
三
年
、
示
民
有
終
也
。
為
之
棺
槨
衣
衾
以
挙
之
、
陳
其
簠
簋
、
而
哀
慼
之
、
哭
泣
擗
踊
、
哀

以
送
之
。
卜
其
宅
兆
、
而
安
措
之
、
為
之
宗
廟
、
以
鬼
享
之
、
春
秋
祭
祀
、
以
時
思
之
。
生
事

愛
敬
、
死
事
哀
慼
。
生
民
之
本
尽
矣
。
死
生
之
誼
備
矣
。
孝
子
之
事
終
矣
。

（
跋
文
）

後
成
恩
寺
十
三
回
の
忌
辰
に
あ
ひ
あ
た
り
侍
て
、
つ
と
む
る
と
こ
ろ
の
善
事
お
ほ
し
。
中
に
も
、
や

ま
と
歌
に
名
だ
た
る
と
も
が
ら
を
あ
つ
め
て
、古
文
孝
経
章
を
各
題
と
し
て
、和
語
を
す
す
め
侍
て
、

内
典
外
典
の
一
致
せ
る
を
あ
ら
は
さ
し
め
ん
と
な
り
。
さ
れ
ば
、
仏
も
孝
を
名
づ
け
て
戒
と
す
。
又

は
せ
い
し
と
も
名
付
と
い
へ
り
。
孝
の
大
な
る
こ
と
始
終
な
く
し
て
、
讃
仏
乗
の
縁
を
む
す
び
侍
ら

ん
と
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桃
花
末
葉
禿
居
士

　

                          �
                （

㉓
『
古
文
孝
経
和
歌
』
こ
こ
ま
で
）

㉔
永
正
元
年
八
月
二
十
五
日
「
禁
裏
月
次
御
会
和
歌
」
八
七
首
（
禁
1
～
禁
87
）

【
略
解
説
】

永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）
八
月
二
五
日
成
立
。
後
柏
原
天
皇
禁
裏
の
月
次
和
歌
と
し
て
、
後
柏
原

天
皇
の
他
、全
二
九
名
の
歌
人
が
懐
紙
で
各
三
首
を
詠
進
し
た
。
三
首
と
も
歌
題
は『
白
氏
文
集
』

を
出
典
と
す
る
七
言
一
句
。

【
参
考
】

小
山
順
子
「
室
町
時
代
の
句
題
和
歌
と
三
条
西
実
隆
」（『
中
世
の
文
学
と
思
想
』
新
典
社
、
二
〇

〇
八
年
）

【
底
本
】『
公
宴
続
歌
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
二
年
。
底
本
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
）

【
本
文
】

　
　

浸
天
秋
水
白
茫
茫

（
禁
1
）

霧
わ
た
る
水
の
な
が
れ
州
末
は
れ
て
明
行
な
み
も
あ
き
風
の
声　
　
　
　

�

（
無
記
・
後
柏
原
天
皇
）

�

（
〇
五
九
六
八
）

（
禁
2
）

月
ぞ
す
む
よ
さ
の
う
ら
風
は
る
ば
る
と
秋
な
き
な
み
に
秋
を
ひ
た
し
て　

�

邦
ー高

（
〇
五
九
六
九
）

（
禁
3
）

し
が
の
う
ら
や
雲
ゐ
る
山
も
か
げ
み
え
て
月
を
ま
ち
と
る
水
の
さ
や
け
さ　

宣
胤
（
〇
五
九
七
〇
）

（
禁
4
）

い
つ
と
な
き
ふ
じ
の
み
雪
の
面
か
げ
も
た
だ
秋
か
ぜ
の
田
子
の
う
ら
浪	�

実
隆
（
〇
五
九
七
一
）

（
禁
5
）
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す
さ
ま
じ
と
み
る
秋
か
ぜ
の
そ
ら
の
雲
そ
れ
も
立
そ
ふ
水
の
白
波�

政
為
（
〇
五
九
七
二
）

（
禁
6
）

雲
は
る
る
う
ら
は
の
浪
の
白
妙
に
く
る
る
い
そ
が
ぬ
あ
き
風
の
そ
ら�

公
兼
（
〇
五
九
七
三
）

（
禁
7
）

あ
ま
つ
空
浪
の
千
里
に
か
げ
み
え
て
月
の
う
へ
ゆ
く
よ
る
の
舟
人�

季
経
（
〇
五
九
七
四
）

（
禁
8
）

そ
ら
の
は
て
波
の
か
ぎ
り
も
有
明
の
月
に
う
か
ぶ
る
に
し
の
海
つ
ら�

為
広
（
〇
五
九
七
五
）

（
禁
9
）

雲
霧
に
河
か
ぜ
た
ち
て
す
む
月
も
な
が
る
る
水
の
末
の
し
ら
な
み�

俊
量
（
〇
五
九
七
六
）

（
禁
10
）

か
げ
う
つ
す
そ
ら
も
ひ
と
つ
に
海
原
や
秋
す（

マ
マ
）

さ
じ
き
お
き
つ
し
ら
浪�

季
経

（
種
カ
）（

〇
五
九
七
七
）

（
禁
11
）

か
げ
や
ど
す
月
を
さ
そ
ひ
て
は
つ
塩
の
行
か
た
と
を
き
沖
つ
し
ら
波	�



元
長
（
〇
五
九
七
八
）

（
禁
12
）

に
ほ
の
海
や
入
日
の
末
に
夕
月
の
面
か
げ
う
か
ぶ
あ
き
の
さ
ざ
な
み	�



重
治
（
〇
五
九
七
九
）

（
禁
13
）

く
れ
ふ
か
み
月
ま
つ
浦
の
霧
は
れ
て
そ
ら
も
ひ
と
つ
の
浪
の
遠
方	�


基
富
（
〇
五
九
八
〇
）

（
禁
14
）

大
空
の
か
げ
を
ひ
た
し
て
秋
の
海
や
月
の
か
つ
ら
に
か
か
る
し
ら
波	�


実
望
（
〇
五
九
八
一
）

（
禁
15
）

ま
つ
ら
が
た
明
行
月
の
行
ゑ
を
も
い
ざ
し
ら
浪
の
あ
き
風
の
そ
ら	�


雅
俊
（
〇
五
九
八
二
）

（
禁
16
）

か
げ
う
か
ぶ
月
も
千
里
の
末
は
れ
て
秋
か
ぜ
み
ゆ
る
お
き
つ
し
ら
波	�



宣
秀
（
〇
五
九
八
三
）

（
禁
17
）

秋
の
水
の
し
ろ
き
を
み
れ
ば
大
空
の
み
ど
り
を
わ
た
る
浮
嶋
の
松	�



和
長
（
〇
五
九
八
四
）

（
禁
18
）

秋
の
そ
ら
水
の
上
に
も
色
き
え
て
浪
や
は
る
か
に
く
れ
の
こ
る
ら
ん	�



永
宣
（
〇
五
九
八
五
）

（
禁
19
）

雲
水
も
ひ
と
つ
色
な
る
う
な
ば
ら
に
夕
浪
し
ろ
き
あ
き
風
ぞ
吹	�



守
光
（
〇
五
九
八
六
）

（
禁
20
）

明
わ
た
る
霧
の
末
の
の
さ
は
水
に
そ
ら
も
く
も
ら
ぬ
秋
か
ぜ
ぞ
吹	�



済
継
（
〇
五
九
八
七
）

（
禁
21
）

白
雲
に
た
ち
も
お
よ
ば
ぬ
浪
の
色
も
行
ゑ
は
同
じ
水
の
秋
か
ぜ	�



公
条
（
〇
五
九
八
八
）

（
禁
22
）

あ
ま
つ
そ
ら
う
か
ぶ
も
ひ
ろ
き
秋
の
水
の
夕
浪
し
ろ
し
月
や
出
ら
む	�



為
学
（
〇
五
九
八
九
）

（
禁
23
）

う
な
ば
ら
や
空
も
ひ
と
つ
に
か
ぎ
り
な
き
浪
路
は
る
か
に
は
る
る
月
影	�

尚
顕
（
〇
五
九
九
〇
）

（
禁
24
）

天
つ
そ
ら
末
は
ひ
と
つ
に
わ
た
つ
海
の
浪
よ
り
出
る
秋
の
よ
の
月	�



伊
長
（
〇
五
九
九
一
）

（
禁
25
）

行
末
は
そ
ら
も
ひ
と
つ
に
雲
霧
の
晴
間
に
と
を
き
沖
つ
し
ら
波	�



公
音
（
〇
五
九
九
二
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
六
・
〇
九
九
九
「
登
西
楼
憶
行
簡
」

　
　

毎
因
楼
上
西
南
望　

始
覚
人
間
道
路
長　

礙
日
暮
山
青
簇
簇　

浸
天
秋
水
白
茫
茫　

　
　

風
波
不
見
三
年
面　

書
信
難
伝
万
里
腸　

早
晩
東
帰
来
下
峡　

穏
乗
船
舫
過
瞿
唐

〈
句
題
他
出
〉『
千
載
佳
句
』
遊
牧
部
・
眺
望
・
八
七
四
、『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
山
水
・
五
〇
一

〈
同
一
句
題
〉（
慈
定
35
）

　
　

隣
鶏
鳴
遅
知
夜
長

（
禁
26
）

秋
の
よ
は
こ
こ
に
し
も
な
く
八
声
を
も
遠
山
ど
り
に
あ
か
し
侘
つ
つ　
　
　
（
無
記
・
後
柏
原
天
皇
）

�

（
〇
五
九
九
三
）

（
禁
27
）

い
く
里
の
秋
に
か
か
こ
つ
ゆ
ふ
つ
げ
の
な
か
ぬ
か
ぎ
り
は
明
や
ら
じ
夜
を　

邦
ー高

（
〇
五
九
九
四
）

（
禁
28
）

な
が
き
夜
を
を
そ
く
な
き
て
も
つ
く
る
か
と
と
は
ば
隣
の
鳥
や
こ
た
へ
ん　

宣
胤
（
〇
五
九
九
五
）

（
禁
29
）

秋
寒
き
枕
に
ち
か
き
鳥
の
ね
も
ね
覚
の
月
に
ま
た
れ
て
ぞ
鳴　
　
　
　
　
　

実
隆
（
〇
五
九
九
六
）

（
禁
30
）

い
つ
よも

き
く
お
な
じ
枕
に
ゆ
ふ
つ
げ
の
な
か
で
ぞ
な
が
き
よ
を
ば
告
け
る　

政
為
（
〇
五
九
九
七
）

（
禁
31
）

中
が
き
を
へ
だ
て
て
き
き
し
鳥
の
ね
の
ね
ざ
め
の
の
ち
も
な
が
き
よ
は
哉　

公
兼
（
〇
五
九
九
八
）

（
禁
32
）

あ
し
が
き
の
ま
近
き
と
り
の
声
は
せ
で
よ
ぶ
か
き
夢
を
さ
そ
ふ
秋
風　
　
　

季
経
（
〇
五
九
九
九
）

（
禁
33
）

夜
長
し
な
そ
な
た
の
里
も
い
く
度
の
ね
ざ
め
の
後
の
鳥
の
ひ
と
こ
ゑ　
　
　

為
広
（
〇
六
〇
〇
〇
）

（
禁
34
）

秋
さ
む
み
ね
ら
れ
ぬ
ま
ま
に
あ
し
が
き
の
ま
近
き
鳥
の
声
ぞ
き
こ
ゆ
る　
　

俊
量
（
〇
六
〇
〇
一
）

（
禁
35
）

秋
寒
み
む
ぐ
ら
の
宿
の
よ
や
な
が
き
な
れ
し
も
お
そ
き
よ
そ
の
鳥
の
音　
　

季
種
（
〇
六
〇
〇
二
）
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（
禁
36
）

里
つ
づ
き
こ
こ
ら
の
鳥
の
ほ
か
に
な
ど
ふ
か
き
夜
し
ら
ぬ
一
声
も
な
き　
　
　

元
長（
〇
六
〇
〇
三
）

（
禁
37
）

な
が
き
よ
を
か
た
り
て
ぞ
ま
つ
そ
な
た
に
も
め
さ
ま
す
宿
の
鳥
の
一
こ
ゑ　
　

重
治（
〇
六
〇
〇
四
）

（
禁
38
）

し
づ
か
な
る
隣
を
き
け
ば
声
を
そ
き
か
け
の
た
れ
尾
の
な
が
き
夜
の
空　
　
　

基
富（
〇
六
〇
〇
五
）

（
禁
39
）

中
が
き
や
か
け
の
た
れ
尾
の
な
が
き
よ
を
つ
げ
の
枕
の
あ
か
つ
き
の
声　
　
　

実
望（
〇
六
〇
〇
六
）

（
禁
40
）

ひ
と
り
の
み
先
し
る
秋
の
ね
覚
し
て
よ
そ
に
ま
た
る
る
鳥
の
ね
も
う
し　
　
　

雅
俊（
〇
六
〇
〇
七
）

（
禁
41
）

声
近
く
ね
ざ
め
の
後
に
き
こ
え
き
ぬ
か
け
の
た
れ
お
の
な
が
き
よ
の
空　
　
　

宣
秀（
〇
六
〇
〇
八
）

（
禁
42
）

秋
の
よ
の
な
ら
ひ
を
な
れ
に
お
ほ
せ
つ
つ
鳥
が
ね
い
そ
ぐ
里
の
中
垣　
　
　
　

和
長（
〇
六
〇
〇
九
）

（
禁
43
）

鳥
が
ね
も
い
か
に
と
は
た
る
人
声
に
と
な
り
を
き
く
も
な
が
き
よ
の
空　
　
　

永
宣（
〇
六
〇
一
〇
）

（
禁
44
）

わ
が
宿
の
と
り
も
を
そ
し
と
な
が
き
よ
を
と
な
り
に
人
の
あ
す
や
か
こ
た
ん　

守
光（
〇
六
〇
一
一
）

（
禁
45
）

秋
の
よ
は
よ
そ
に
ま
た
る
る
鳥
の
音
も
つ
ゐ
に
む
な
し
き
な
を
や
か
こ
た
ん　

済
継（
〇
六
〇
一
二
）

（
禁
46
）

衣
う
つ
そ
な
た
の
月
も
さ
よ 

（
マ
マ
）
 

ふ
て
ま
だ
お
ど
ろ
か
ぬ
鳥
の
声
か
な　
　
　
　
　

公
条（
〇
六
〇
一
三
）

（
禁
47
）

人
よ
い
か
に
か
き
ほ
へ
だ
つ
る
鳥
の
ね
も
ま
た
ぬ
ね
覚
の
な
が
き
よ
の
空　
　

為
学（
〇
六
〇
一
四
）

（
禁
48
）

軒
近
き
八
声
の
鳥
の
一
こ
ゑ
も
な
か
ぬ
ね
ざ
め
の
な
が
き
よ
の
空　
　
　
　
　

尚
顕（
〇
六
〇
一
五
）

（
禁
49
）

な
が
き
よ
を
か
つ
な
ぐ
さ
む
る
鳥
も
な
し
軒
ば
な
ら
ぶ
る
宿
の
ね
覚
に　
　
　

伊
長（
〇
六
〇
一
六
）

（
禁
50
）

秋
ふ
か
き
夜
は
の
ね
覚
に
ま
ち
わ
び
ぬ
こ
の
里
近
き
と
り
の
初
声　
　
　
　
　

公
音（
〇
六
〇
一
七
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
四
・
〇
七
四
二
「
晩
秋
夜
」

　
　

碧
空
溶
溶
月
華
静　

月
裏
愁
人
弔
孤
影　

花
開
残
菊
傍
疎
籬　

葉
下
衰
桐
落
寒
井

　
　

塞
鴻
飛
急
覚
秋
尽　

隣
鶏
鳴
遅
知
夜
永　

凝
情
不
語
空
所
思　

風
吹
白
露
衣
裳
冷

〈
同
一
句
題
〉（
慈
定
36
）

　
　

林
下
幽
閑
気
味
深

（
禁
51
）

た
づ
ね
ば
や
こ
の
し
た
ず
み
の
み
ひ
と
つ
は
中
中
な
を
き
道
も
し
る
ら
ん　
　
（
無
記
・
後
柏
原
天
皇
）

�

　
　
（
〇
六
〇
一
八
）

（
禁
52
）

世
の
な
か
の
色
に
は
し
ら
じ
春
の
花
秋
の
は
や
し
の
ふ
か
き
こ
こ
ろ
は　
　
　

邦
ー高（
〇
六
〇
一
九
）

（
禁
53
）

代
代
の
あ
と
を
残
す
は
や
し
の
か
げ
な
れ
ば
こ
の
山
も
と
は
住
も
な
つ
か
し　

宣
胤（
〇
六
〇
二
〇
）

（
禁
54
）

誰
か
し
る
世
は
あ
さ
ぢ
ふ
の
露
の
や
ど
心
に
と
を
き
雲
の
は
や
し
に　
　
　
　

実
隆（
〇
六
〇
二
一
）

（
禁
55
）

す
み
な
れ
ば
た
れ
も
お
も
は
む
春
秋
の
あ
は
れ
を
し
る
は
木
木
の
下
廬　
　
　

政
為（
〇
六
〇
二
二
）

（
禁
56
）

さ
び
し
と
は
よ
そ
に
も
き
く
か
山
深
み
林
の
お
く
の
入
相
の
こ
ゑ　
　
　
　
　

公
兼（
〇
六
〇
二
三
）

（
禁
57
）

よ
を
う
し
と
た
れ
も
い
へ
ど
も
お
く
山
の
は
や
し
が
く
れ
を
問
人
も
な
し　
　

季
経（
〇
六
〇
二
四
）

（
禁
58
）

山
ふ
か
き
心
の
水
は
落
ば
に
も
埋
れ
ん
物
か
木
木
の
し
た
い
ほ　
　
　
　
　
　

為
広（
〇
六
〇
二
五
）

（
禁
59
）

住
な
る
る
わ
れ
も
心
の
色
に
そ
む
秋
の
は
や
し
の
木
木
の
し
た
廬　
　
　
　
　

俊
量（
〇
六
〇
二
六
）

（
禁
60
）

お
も
ふ
こ
と
し
げ
き
は
や
し
の
か
げ
に
き
て
み
ね
の
ま
し
ら
も
あ
は
れ
と
ふ
声

�

　

季
種（
〇
六
〇
二
七
）

（
禁
61
）

す
ま
ざ
り
し
さ
き
ぞ
く
や
し
き
猿
さ
け
ぶ
林
の
か
げ
の
こ
こ
ろ
ふ
か
さ
に　
　

元
長（
〇
六
〇
二
八
）

（
禁
62
）

す
む
人
の
心
や
ち
り
を
へ
だ
つ
ら
ん
雲
の
は
や
し
の
し
づ
か
な
る
か
げ　
　
　

重
治（
〇
六
〇
二
九
）

（
禁
63
）

石
の
う
へ
林
の
こ
か
げ
や
ど
と
と
し
て
苔
を
こ
ろ
も
の
み
こ
そ
や
す
け
れ　
　

基
富（
〇
六
〇
三
〇
）

（
禁
64
）

打
け
ぶ
り
竹
の
は
や
し
の
か
げ
く
れ
て
あ
は
れ
か
ず
そ
ふ
露
の
し
た
廬　
　
　

実
望（
〇
六
〇
三
一
）

（
禁
65
）

春
秋
も
し
ら
ぬ
林
の
か
げ
し
め
て
す
む
や
う
き
よ
を
よ
そ
に
す
ぐ
ら
む　
　
　

雅
俊（
〇
六
〇
三
二
）

（
禁
66
）

む
か
し
住
人
の
心
の
か
し
こ
さ
も
竹
の
は
や
し
に
お
も
ふ
か
く
れ
が　
　
　
　

宣
秀（
〇
六
〇
三
三
）
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（
禁
67
）

わ
れ
は
ま
だ
な
れ
ぬ
住
居
を
い
つ
よ
り
か
林
の
と
り
の
人
に
し
づ
け
き　
　
　

和
長（
〇
六
〇
三
四
）

（
禁
68
）

廬
む
す
ぶ
か
た
山
は
や
し
水
落
て
す
め
る
こ
こ
ろ
に
か
よ
ふ
ま
つ
風　
　
　
　

永
宣（
〇
六
〇
三
五
）

（
禁
69
）

時
雨
ふ
る
雲
の
林
の
か
げ
は
今
し
づ
か
に
秋
の
色
は
み
て
ま
し　
　
　
　
　
　

守
光（
〇
六
〇
三
六
）

（
禁
70
）

石
の
う
へ
こ
の
し
た
か
げ
も
う
き
物
と
お
も
は
で
し
も
や
よ
を
つ
く
す
ら
ん　

済
継（
〇
六
〇
三
七
）

（
禁
71
）

世
の
う
さ
を
思
ひ
や
る
に
も
と
に
か
く
に
ふ
か
く
ぞ
た
の
む
木
木
の
し
た
廬　

公
条（
〇
六
〇
三
八
）

（
禁
72
）

お
く
ふ
か
く
す
め
る
林
の
し
づ
け
さ
を
た
の
し
む
み
ち
も
人
は
あ
ら
じ
な　
　

為
学（
〇
六
〇
三
九
）

（
禁
73
）

よ
そ
に
や
は
む
す
び
も
と
め
ん
か
げ
た
の
む
松
の
は
や
し
の
草
の
い
ほ
り
は　

尚
顕（
〇
六
〇
四
〇
）

（
禁
74
）

し
づ
か
な
る
か
た
山
は
や
し
か
げ
く
れ
て
猶
こ
こ
ろ
す
む
く
さ
の
か
り
廬　
　

伊
長（
〇
六
〇
四
一
）

（
禁
75
）

朝
風
の
ほ
か
に
は
う
さ
も
き
こ
え
こ
ず
竹
の
は
や
し
の
か
げ
く
ら
き
い
ほ　
　

公
音（
〇
六
〇
四
二
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
六
六
・
三
二
四
八
「
老
来
生
計
」

　
　

老
来
生
計
君
看
取　

白
日
遊
行
夜
酔
吟　

陶
令
有
田
唯
種
黍　

鄧
家
無
子
不
留
金

　
　

人
間
栄
耀
因
縁
浅　

林
下
幽
閑
気
味
深　

煩
慮
漸
銷
虚
白
長　

一
年
心
勝
一
年
心

〈
句
題
他
出
〉�『
千
載
佳
句
』
隠
逸
部
・
幽
居
・
一
〇
一
五
、『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
閑
居
・
六
一

七

〈
同
一
句
題
〉（
慈
定
59
）、
加
藤
千
蔭
『
う
け
ら
が
花
初
編
』
一
四
九
六
「
林
下
幽
閑
気
味
深
」

　
　

浸
ー

（
禁
76
）

雲
も
今
さ
な
が
ら
浪
の
中
ぞ
ら
に
月
ま
つ
沖
を
い
づ
く
と
か
み
む　
　
　
　
　

堯
ー胤（
〇
六
〇
四
三
）

（
禁
77
）

か
げ
は
れ
て
の
ぼ
ら
ぬ
水
も
大
空
の
雲
を
ひ
た
せ
る
あ
き
の
川
浪　
　
　
　
　

道
ー永（
〇
六
〇
四
四
）

（
禁
78
）

水
し
ろ
き
末
の
の
秋
の
沢
辺
よ
り
そ
ら
の
み
ど
り
ぞ
う
つ
り
か
は
れ
る　
　
　

道
ー応（
〇
六
〇
四
五
）

（
禁
79
）

雲
水
も
尾
花
の
色
に
う
つ
ろ
ひ
ぬ
ま
の
の
入
江
の
秋
の
夕
ぐ
れ　
　
　
　
　
　

仁
ー悟（
〇
六
〇
四
六
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
六
・
〇
九
九
九
「
登
西
楼
憶
行
簡
」

�

→
（
禁
1
～
25
）
に
既
出

　
　

隣
ー

（
禁
80
）

ゆ
ふ
つ
げ
の
鳥
は
と
な
り
の
笛
竹
の
よ
な
が
き
こ
ろ
と
音
こ
そ
を
く
る
れ　
　

堯
ー胤（
〇
六
〇
四
七
）

（
禁
81
）

な
く
を
ま
つ
鳥
よ
り
さ
き
に
な
が
き
よ
は
め
さ
ま
す
人
や
声
か
は
す
ら
む　
　

道
ー永（
〇
六
〇
四
八
）

（
禁
82
）

秋
の
よ
の
な
が
き
を
つ
げ
て
里
近
き
と
り
の
初
音
は
を
そ
き
そ
ら
哉　
　
　
　

道
ー応（
〇
六
〇
四
九
）

（
禁
83
）

い
く
度
も
ね
覚
し
ぬ
べ
し
な
が
き
よ
に
と
な
り
の
鳥
の
な
か
ぬ
か
ぎ
り
は　
　

仁
ー悟（
〇
六
〇
五
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
四
・
〇
七
四
二
「
晩
秋
夜
」
→
（
禁
26
～
50
）
に
既
出

　
　

林
ー

（
禁
84
）

か
ぎ
り
あ
る
十
年
あ
ま
り
も
た
つ
杣
や
い
か
に
し
ま
ま
の
例
は
う
れ
し
さ有

注　
　

堯
ー胤（
〇
六
〇
五
一
）

（
禁
85
）

と
び
き
て
も
誰
か
は
し
ら
ん
し
づ
か
な
る
心
の
お
く
の
ふ
か
き
林
は　
　
　
　

道
ー永（
〇
六
〇
五
二
）

（
禁
86
）

今
ぞ
し
る
木
の
ま
分
入
月
か
げ
の
か
す
か
に
す
め
る
山
の
こ
こ
ろ
を　
　
　
　

道
ー応（
〇
六
〇
五
三
）

（
禁
87
）

よ
の
中
の
住
う
か
り
し
を
し
づ
か
な
る
林
の
お
く
に
お
も
ひ
し
り
つ
つ　
　
　

仁
ー悟（
〇
六
〇
五
四
）

〈
句
題
原
詩
〉
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
六
六
・
三
二
四
八
「
老
来
生
計
」

�

→
（
禁
51
～
75
）
に
既
出

　

                              �
        （

㉔
「
禁
裏
月
次
御
会
和
歌
」
こ
こ
ま
で
）

㉕
「
水
無
瀬
殿
法
楽
和
歌
（
文
集
百
首
）」（
水
1
～
水
100
）

【
略
解
説
】

永
正
二
年
（
一
五
〇
五
）
二
月
二
二
日
の
後
柏
原
天
皇
禁
裏
御
会
和
歌
。
続
歌
に
よ
る
百
首
和
歌

で
、
後
柏
原
天
皇
の
他
、
全
二
七
名
の
歌
人
が
詠
進
し
て
い
る
。
題
は
す
べ
て
五
言
一
句
で
、
白



― 140 ―

居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
～
二
〇
か
ら
選
ば
れ
て
い
る
。
三
条
西
実
隆
に
よ
る
撰
題
。
構
成
は
、

春
二
〇
首
・
夏
一
〇
首
・
秋
二
〇
首
・
冬
一
〇
首
・
恋
二
〇
首
・
雑
二
〇
首
。

【
参
考
】

岩
崎
佳
枝
「
句
題
和
歌
の
系
譜

―
三
条
西
実
隆
か
ら
小
澤
蘆
庵
へ

―
」（『
和
歌
文
学
研
究
』

50
、一
九
八
五
年
四
月
）、稲
田
利
徳「
鎌
倉
・
室
町
期
和
歌
と
白
氏
文
集

―
閑
適
詩
の
受
容

―
」

（『
白
居
易
研
究
講
座
3　

日
本
に
お
け
る
受
容
韻
文
篇
』
勉
誠
社
、
一
九
九
三
年
）

㉖
三
条
西
実
隆
「
夏
日
詠
百
首
（
文
集
百
首
）」（
実
1
～
実
100
）

【
略
解
説
】

三
条
西
実
隆
（
一
四
五
五
～
一
五
三
七
）
の
家
集
『
雪
玉
集
』
巻
八
所
収
「
夏
日
詠
百
首
」。
永

正
三
年
三
月
三
日
か
ら
五
月
七
日
に
か
け
て
独
吟
で
百
首
を
詠
み
、
五
月
二
三
日
に
後
柏
原
天
皇

の
、
同
二
六
日
に
下
冷
泉
政
為
の
合
点
を
得
て
成
立
し
た
。
題
は
前
年
の
㉕
「
水
無
瀬
殿
法
楽
和

歌
」
題
を
用
い
て
い
る
。

【
参
考
】

岩
崎
佳
枝
「
句
題
和
歌
の
系
譜

―
三
条
西
実
隆
か
ら
小
澤
蘆
庵
へ

―
」（『
和
歌
文
学
研
究
』

50
、
一
九
八
五
年
四
月
）

【
底
本
】�「
水
無
瀬
殿
法
楽
和
歌
（
文
集
百
首
）」
…
公
宴
続
歌
研
究
会
『
公
宴
続
歌
』。
但
し
、
影

印
を
確
認
し
、
本
文
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

　
　
　
　

�『
雪
玉
集
』
…
新
編
私
家
集
大
成
（
底
本
・
北
海
道
教
育
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
雪
玉
集
（
寛

文
十
年
版
本
）」）

【
本
文
】

春
二
十
首

（
水
1
）

　
　

春
風
来
海
上

吹
か
ふ
る
は
る
は
な
べ
て
の
沖
つ
か
ぜ
な
み
の
千
里
の
た
れ
に
告
ら
む
（
〇
六
一
四
二
）

（
実
1
）

　
　

春
風
来
海
上　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
二
位
実
隆

明
わ
た
る
よ
さ
の
う
ら
風
ほ
の
ぼ
の
と
松
よ
り
み
ゆ
る
は
る
の
は
つ
し
ほ
（
三
〇
五
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
二
〇
・
一
三
九
二
「
正
月
十
五
日
夜
月
」

　
　

歳
熟
人
心
楽　

朝
遊
復
夜
遊　

春
風
来
海
上　

明
月
在
江
頭

　
　

灯
火
家
家
市　

笙
歌
処
処
楼　

無
妨
思
帝
里　

不
合
厭
杭
州

〈
同
一
句
題
〉
加
藤
千
蔭
『
う
け
ら
が
花
初
編
』
一
四
「
春
風
来
海
上
」

（
水
2
）

　
　

雪
消
氷
又
釈　
　
　
　
　
　
　
　
　

邦
高

朝
日
か
ぜ
雪
ま
そ
ひ
ゆ
く
た
か
ね
よ
り
谷
の
こ
ほ
り
を
わ
た
る
は
る
か
ぜ
（
〇
六
一
四
三
）

（
実
2
）

　
　

雪
消
氷
又
釈

ま
よ
は
ず
も
春
き
に
け
り
と
み
ね
の
雪
汀
の
氷
あ
と
や
み
す
ら
む
（
三
〇
五
一
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
七
・
〇
二
八
八
「
早
春
」

　
　

雪
消
氷
又
釈　

景
和
風
復
暄　

満
庭
田
地
湿　

薺
葉
生
牆
根

　
　

官
舎
悄
無
事　

日
西
斜
掩
門　

不
開
荘
老
巻　

欲
与
何
人
言

〈
同
一
句
題
〉�

小
沢
蘆
庵
『
六
帖
詠
草
』
二
二
「
雪
消
氷
亦
釈
」、『
新
明
題
集
』
春
・
三
二
九
～
三

三
四
（
基
煕
・
雅
章
・
通
茂
・
弘
資
・
雅
喬
・
時
量
）「
雪
消
氷
又
解
」

（
水
3
）

　
　

朝
尋
霞
外
寺　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
永

わ
け
の
ぼ
る
そ
で
も
し
ほ
れ
て
朝
霞
山
路
露
け
き
み
ね
の
ふ
る
で
ら
（
〇
六
一
四
四
）

（
実
3
）

　
　

朝
尋
霞
外
寺

朝
日
か
げ
む
か
ひ
の
寺
の
鐘
の
音
に
ゆ
け
ば
夜
ぶ
か
く
か
す
む
山
か
な
（
三
〇
五
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
八
・
〇
三
七
二
「
除
官
去
未
間
」

　
　

除
官
去
未
間　

半
月
恣
游
討　

朝
尋
霞
外
寺　

暮
宿
波
上
島

　
　

新
樹
少
於
松　

平
湖
半
連
草　

躋
攀
有
次
第　

賞
玩
無
昏
早

　
　

（
後
略
）

（
水
4
）

　
　

南
枝
暖
待
鶯　
　
　
　
　
　
　
　
　

尭
胤

は
る
も
と
き
南
の
や
ま
の
松
の
う
へ
に
き
み
が
代
な
ら
へ
ひ
な
の
う
ぐ
ひ
す
（
〇
六
一
四
五
）

（
実
4
）

　
　

南
枝
暖
待
鶯

春
日
さ
す
か
す
が
の
野
べ
の
松
に
こ
そ
ま
つ
か
ひ
あ
ら
め
う
ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ
（
三
〇
五
三
）
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〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』巻
一
七
・
一
一
〇
四「
江
州
赴
忠
州
至
江
陵
已
来
舟
中
示
舎
弟
五
十
韻
」

　
　

（
前
略
）

　
　

夏
口
煙
孤
起　

湘
川
雨
半
晴　

日
煎
紅
浪
沸　

月
射
白
砂
明

　
　

北
渚
寒
留
雁　

南
枝
暖
待
鶯　

朱
桃
露
萼　

点
翠
柳
含
萌

　
　

（
後
略
）

〈
同
一
句
題
〉�（
高
37
）、『
邦
輔
親
王
（
新
編
私
家
集
大
成
）』
解
題
七
七
六
、
七
七
七
「
南
枝
暖
待

鶯
」、西
洞
院
時
慶
『
前
参
議
時
慶
卿
集
』
一
八
五
「
南
枝
暖
待
鶯
」、中
院
通
村
『
後

十
輪
院
内
府
集
』
六
五
、
六
六
「
南
枝
暖
待
鶯
」、『
後
水
尾
院
御
集
』
五
三
「
南
枝

暖
待
鶯
」、
冷
泉
為
村
『
為
村
集
』
二
六
三
～
三
五
九
、
加
藤
千
蔭
『
う
け
ら
が
花

初
編
』
五
二
「
南
枝
暖
待
鶯
」、
村
田
春
海
『
琴
後
集
』
六
二
「
南
枝
暖
待
鶯
」

（
水
5
）

　
　

風
揺
白
梅
朶 　
　
　
　
　
　
　

	
 

貞
敦

き
え
の
こ
る
雪
か
と
み
れ
ば
さ
く
梅
の
は
な
を
し
ら
せ
て
に
ほ
ふ
は
る
か
ぜ
（
〇
六
一
四
六
）

（
実
5
）

　
　

風
揺
白
梅
朶

月
の
か
た
の
思
ひ
の
外
に
に
ほ
ひ
し
や
む
め
の
た
ち
枝
の
春
の
さ
よ
風
（
三
〇
五
四
）

〈
句
題
原
詩
〉�『
白
氏
文
集
』
巻
八
・
〇
三
六
二
「
郡
斎
暇
日
辱
常
州
陳
郎
中
使
君
早
春
晩
坐
水
西

館
書
事
詩
十
六
韻
見
寄
亦
以
十
六
韻
酬
之
」

　
　

（
前
略
）

　
　

誰
伴
寂
寥
身　

無
弦
琴
在
左　

遥
思
毘
陵
館　

春
深
物
嫋
娜

　
　

波
払
黄
柳
梢　

風
揺
白
梅
朶　

衙
門
排
暁
戟　

鈴
閤
開
朝
鎖

　
　

（
後
略
）

〈
同
一
句
題
〉
小
沢
蘆
庵
『
六
帖
詠
草
』
一
〇
五
「
風
揺
白
梅
朶
」

（
水
6
）

　
　

波
払
黄
柳
梢　
　
　
　
　
　
　
　
　

宣
胤

露
ぞ
ち
る
川
ぞ
ひ
や
な
ぎ
末
な
び
く
う
れ
葉
は
な
み
の
か
か
る
ば
か
り
に
（
〇
六
一
四
七
）

（
実
6
）

　
　

波
払
黄
柳
梢

し
だ
り
あ
ふ
柳
の
は
な
や
枝
な
が
ら
ま
づ
波
か
か
る
み
づ
の
う
き
く
さ
（
三
〇
五
五
）

〈
句
題
原
詩
〉�『
白
氏
文
集
』
巻
八
・
〇
三
六
二
「
郡
斎
暇
日
辱
常
州
陳
郎
中
使
君
早
春
晩
坐
水
西

館
書
事
詩
十
六
韻
見
寄
亦
以
十
六
韻
酬
之
」
→
（
水
実
5
）
に
既
出

（
水
7
）

　
　

暮
采
山
上
蕨　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
隆

お
り
の
こ
す
名
残
や
あ
か
ぬ
あ
さ
ご
ろ
も
日
も
ゆ
ふ
露
の
み
ね
の
さ
わ
ら
び
（
〇
六
一
四
八
）

（
実
7
）

　
　

暮
采
山
上
薇

白
雲
の
暮
る
も
あ
か
ず
は
つ
わ
ら
び
み
ね
へ
ふ
も
と
へ
お
り
の
ぼ
り
つ
つ
（
三
〇
五
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
二
・
〇
六
七
「
続
古
詩
十
首
（
ノ
三
）」

　
　

朝
采
山
上
薇　

暮
采
山
上
薇　

歳
晏
薇
亦
尽　

飢
来
何
所
為

　
　

坐
飲
白
石
水　

手
把
青
松
枝　

撃
節
独
長
歌　

其
声
清
且
悲

　
　

（
後
略
）

〈
同
一
句
題
〉
三
条
西
実
隆
『
雪
玉
集
』
二
八
一
「
暮
采
山
上
蕨
」

（
水
8
）

　
　

背
春
有
去
雁　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
香　

は
る
よ
い
ま
名
に
お
ふ
は
な
の
み
や
こ
を
ば
い
か
に
見
す
て
て
か
り
の
ゆ
く
ら
ん
（
〇
六
一
四
九
）

（
実
8
）

　
　

背
春
有
去
雁

別
る
る
も
な
に
か
う
ら
み
む
天
津
雁
は
な
な
き
春
の
み
や
こ
な
り
せ
ば
（
三
〇
五
七
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
一
・
〇
五
二
八
「
初
到
忠
州
登
東
楼
寄
万
州
楊
八
使
君
」

　
　

（
前
略
）

　
　

憑
軒
望
所
思　

目
断
心
悁
悁　

背
春
有
去
雁　

上
水
無
来
船

　
　

我
懐
巴
東
守　

本
是
関
西
賢　

平
生
已
不
浅　

流
落
重
相
怜

　
　

（
後
略
）

（
水
9
）

　
　

風
燕
双
双
飛　
　
　
　
　
　
　
　
　

政
為

ひ
と
り
ゆ
く
と
り
も
こ
そ
あ
れ
つ
ば
く
ら
め
か
た
ら
ひ
す
て
ぬ
は
る
か
ぜ
の
空
（
〇
六
一
五
〇
）

（
実
9
）

　
　

風
燕
双
双
飛

春
風
に
ふ
る
す
を
と
ふ
も
い
も
と
せ
の
ち
ぎ
り
し
ら
る
る
つ
ば
く
ら
め
か
な
（
三
〇
五
八
）

〈
句
題
原
詩
〉�『
白
氏
文
集
』
巻
八
・
〇
三
六
八
「
厳
十
八
郎
中
在
郡
日
改
制
東
南
楼
因
名
清
輝
未

立
標
牓
徴
帰
郎
署
予
既
到
郡
性
愛
楼
居
宴
遊
其
間
頗
有
幽
致
聊
成
十
韻
兼
戯
寄
厳
」
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（
前
略
）

　
　

碧
窓
戛
瑶
瑟　

朱
欄
飄
舞
衣　

焼
香
巻
幕
坐　

風
燕
双
双
飛

　
　

君
作
不
得
住　

我
来
幸
因
依　

始
知
天
地
間　

霊
境
有
所
帰

（
水
10
）

　
　

月
流
春
夜
短　
　
　
　
　
　
　
　
　

季
経

梅
が
か
に
か
す
め
る
そ
ら
は
あ
か
ぬ
よ
の
は
や
く
も
あ
く
る
月
を
し
ぞ
お
も
ふ
（
〇
六
一
五
一
）

（
実
10
）

　
　

月
流
春
夜
短

お
し
と
思
ふ
心
の
う
ち
の
よ
ぶ
か
さ
や
月
に
し
ら
れ
ぬ
か
す
こ
な
る
ら
む
（
三
〇
五
九
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
四
・
〇
八
〇
四
「
和
夢
遊
春
詩
一
百
韻
」

　
　

（
前
略
）

　
　

酩
酊
歌
鷓
鴣　

顚
狂
舞
鴝
鵒　

月
流
春
夜
短　

日
下
秋
天
速

　
　

謝
傅
隙
奔
光　

簫
娘
風
過
燭　

全
凋
蕣
花
折　

半
死
梧
桐
禿

　
　

（
後
略
）

〈
同
一
句
題
〉�

細
川
幽
斎『
衆
妙
集
』一
九
六「
二
月
廿
五
日
東
福
寺
哲
長
老
詩
歌
興
行
侍
り
し
に
、

月
流
春
夜
短
と
い
ふ
こ
と
を
」

（
水
11
）

　
　

春
深
微
雨
夕　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
広

暮
深
み
は
る
も
は
つ
せ
の
は
な
の
跡
に
あ
め
そ
ほ
降
て
か
ね
か
す
む
こ
ゑ
（
〇
六
一
五
二
）

（
実
11
）

　
　

春
深
微
雨
夕　

花
鳥
も
つ
れ
な
か
ら
め
や
そ
の
色
と
わ
か
ぬ
袖
だ
に
雨
の
ゆ
ふ
べ
を
（
三
〇
六
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
一
・
〇
五
六
八
「
庭
松
」

　
　

（
前
略
）

　
　

接
以
青
瓦
屋　

承
之
白
沙
台　

朝
昏
有
風
月　

燥
湿
無
塵
泥

　
　

疏
韻
秋
槭
槭　

涼
陰
夏
淒
淒　

春
深
微
雨
夕　

満
葉
珠
漼
漼

　
　

（
後
略
）

（
水
12
）

　
　

巣
禽
下
相
呼　
　
　
　
　
　
　
　
　

俊
量

こ
ゑ
た
て
て
別
や
し
た
ふ
な
く
と
り
の
出
し
ふ
る
巣
に
の
こ
る
す
も
り
も
（
〇
六
一
五
三
）

（
実
12
）

　
　

巣
禽
下
相
呼

軒
端
よ
り
す
だ
つ
す
ず
め
の
す
ず
ろ
な
る
友
さ
へ
こ
こ
に
な
る
る
あ
は
れ
さ
（
三
〇
六
一
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
八
・
〇
三
六
三
「
官
舎
」

　
　

（
前
略
）

　
　

稚
女
弄
庭
果　

嬉
戯
牽
人
裾　

是
日
晩
弥
静　

巣
禽
下
相
呼

　
　

嘖
嘖
護
児
鵲　

啞
啞
母
子
烏　

豈
唯
云
鳥
爾　

吾
亦
引
吾
雛

（
水
13
）

　
　

覓
花
来
渡
口　
　
　
　
　
　
　
　
　

宣
親　

所
せ
く
さ
の
の
わ
た
り
の
そ
で
の
色
に
は
つ
せ
の
は
な
の
さ
か
り
を
ぞ
見
る
（
〇
六
一
五
四
）

（
実
13
）

　
　

覓
花
来
渡
江

た
づ
ね
て
も
さ
か
ず
は
猶
や
里
の
名
の
う
治
の
わ
た
り
を
花
に
か
こ
た
ん
（
三
〇
六
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
九
・
一
二
二
三
「
中
書
夜
直
夢
忠
州
」

　
　

閣
下
灯
前
夢　

巴
南
城
底
遊　

覓
花
来
渡
口　

尋
寺
到
山
頭

　
　

江
色
分
明
緑　

猿
声
依
旧
愁　

禁
鐘
驚
睡
覚　

唯
不
上
東
楼

（
水
14
）

　
　

花
時
鞍
馬
多　
　
　
　
　
　
　
　
　

季
種

駒
な
べ
て
い
ま
こ
そ
い
そ
げ
は
な
さ
け
ば
わ
け
ぬ
野
山
も
見
ぬ
さ
と
も
な
く
（
〇
六
一
五
五
）

（
実
14
）

　
　

花
時
鞍
馬
多

駒
の
足
も
時
こ
そ
有
け
れ
花
ざ
か
り
道
さ
り
あ
へ
ず
打
む
れ
て
ゆ
く
（
三
〇
六
三
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
・
〇
〇
一
五
「
贈
元
稹
詩
」

　
　

（
前
略
）

　
　

之
子
異
於
是　

久
処
誓
不
諼　

無
波
古
井
水　

有
節
秋
竹
竿

　
　

一
為
同
心
友　

三
及
芳
歳
蘭　

花
下
鞍
馬
遊　

雪
中
杯
酒
歓

　
　

（
後
略
）

〈
同
一
句
題
〉�
望
月
長
孝
『
広
沢
輯
藻
』
一
七
九
「
勝
円
寺
月
次
に
、
花
時
鞍
馬
多
」、『
大
江
戸
倭

歌
集
』
春
・
二
八
九
・
小
笠
原
長
武
、
二
九
〇
・
飯
田
孝
忠
「
花
時
鞍
馬
多
」
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（
水
15
）

　　
　

豈
独
花
堪
惜　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
長

と
ふ
人
も
こ
こ
ろ
を
そ
へ
よ
か
ず
な
ら
で
身
ひ
と
り
お
し
む
は
な
は
ち
る
や
と

（
実
15
）

　
　

豈
独
花
堪
惜

散
こ
と
の
な
げ
き
ば
か
り
の
あ
る
じ
に
て
咲
を
ば
よ
そ
の
花
と
や
は
見
む
（
三
〇
六
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
九
・
〇
三
九
二
「
西
明
寺
牡
丹
花
時
憶
元
九
」

　
　

前
年
題
名
処　

今
日
看
花
来　

一
作
芸
香
吏　

三
見
牡
丹
開

　
　

豈
独
花
堪
惜　

方
知
老
暗
催　

何
況
尋
花
伴　

東
都
去
未
廻

　
　

（
後
略
）

（
水
16
）

　
　

萎
花
蝶
飛
去　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
治

小
て
ふ
だ
に
な
ど
わ
す
る
ら
む
し
ほ
る
る
も
を
の
れ
す
み
あ
ら
す
花
の
や
ど
り
を
（
〇
六
一
五
七
）

（
実
16
）

　
　

萎
花
蝶
飛
去

よ
の
中
を
思
ふ
も
か
な
し
花
と
い
へ
ど
う
つ
れ
ば
蝶
も
す
ま
ず
な
り
行
（
三
〇
六
五
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
一
・
〇
五
五
六
「
歩
東
坡
」

　
　

（
前
略
）

　
　

緑
陰
斜
景
転　

芳
気
微
風
度　

新
葉
鳥
下
来　

萎
花
蝶
飛
去

　
　

閑
携
斑
竹
杖　

徐
曳
黄
麻
屨　

欲
識
往
来
頻　

青
蕪
成
白
路

〈
同
一
句
題
〉�

加
藤
千
蔭
『
う
け
ら
が
花
初
編
』
二
三
四
「
萎
花
蝶
飛
去
」、香
川
景
樹
『
桂
園
一
枝
』

一
一
二
「
萎
花
蝶
飛
去
」

（
水
17
）

　
　

故
山
花
正
落　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
望

吹
ぬ
ま
も
な
を
ち
り
み
だ
れ
よ
し
の
や
ま
あ
ら
し
を
さ
そ
ふ
は
な
の
し
ら
雪
（
〇
六
一
五
八
）

（
実
17
）

　
　

故
山
花
正
落

雲
と
き
え
雪
と
ち
り
行
花
の
跡
の
か
た
は
ら
さ
び
し
深
山
木
の
か
げ
（
三
〇
六
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
一
・
〇
五
三
二
「
寄
王
質
夫
」

　
　

（
前
略
）

　
　

年
顔
漸
衰
颯　

生
計
仍
蕭
索　

方
含
去
国
愁　

且
羨
従
軍
楽

　
　

旧
遊
疑
是
夢　

往
事
思
如
昨　

相
憶
春
又
深　

故
山
花
正
落

（
水
18
）

　
　

藤
飄
落
水
花　
　
　
　
　
　
　
　
　

宋
世

玉
藻
に
も
さ
く
は
な
な
れ
や
む
ら
さ
き
の
よ
せ
て
か
へ
ら
ぬ
池
の
ふ
ぢ
な
み
（
〇
六
一
五
九
）

（
実
18
）

　
　

藤
飄
落
水
花

さ
く
藤
の
を
の
が
な
み
こ
そ
は
る
風
に
ち
ら
で
も
水
の
は
な
と
み
え
け
れ
（
三
〇
六
七
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
六
・
〇
九
三
四
「
春
末
夏
初
閑
遊
江
郭
二
首
（
ノ
一
）」

　
　

閑
出
乗
軽
屐　

徐
行
踏
軟
沙　

観
魚
傍
湓
浦　

看
竹
入
楊
家

　
　

林
迸
穿
籬
筍　

藤
飄
落
水
花　

雨
埋
釣
舟
小　

風
颺
酒
旗
斜

　
　

（
後
略
）

（
水
19
）

　
　

明
朝
三
月
尽  　
　
　
　
　
　
　
　

雅
俊

暮
な
む
と
お
も
へ
ば
あ
す
の
あ
さ
つ
ゆ
も
今
よ
ひ
の
は
る
の
そ
で
に
落
つ
つ
（
〇
六
一
六
〇
）

（
実
19
）

　
　

明
朝
三
月
尽

け
ふ
は
又
ね
て
の
あ
し
た
の
夢
も
あ
り
と
た
の
む
こ
て
ふ
の
春
も
は
か
な
し
（
三
〇
六
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
二
〇
・
一
三
六
五
「
飲
散
夜
帰
贈
諸
客
」

　
　

鞍
馬
夜
紛
紛　

香
街
起
闇
塵　

迴
鞭
招
飲
妓　

分
火
送
帰
人

　
　

風
月
応
堪
惜　

杯
觴
莫
厭
頻　

明
朝
三
月
尽　

不
忍
送
残
春

（
水
20
）

　
　

春
帰
日
復
暮　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
長

く
れ
て
ゆ
く
は
る
は
け
ふ
よ
り
み
な
せ
が
は
と
ま
ら
ぬ
水
の
か
げ
や
し
た
は
む
（
〇
六
一
六
一
）

（
実
20
）

　
　

春
帰
日
復
暮

暮
に
け
り
春
よ
い
づ
く
に
行
と
り
の
入
あ
ひ
の
か
ね
の
み
ね
の
し
ら
雲
（
三
〇
六
九
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
〇
・
〇
四
八
七
「
送
春
」
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三
月
三
十
日　

春
帰
日
復
暮　

惆
悵
問
春
風　

明
朝
応
不
住

　
　

送
春
曲
江
上　

眷
眷
東
西
顧　

但
見
撲
水
花　

紛
紛
不
知
数

　
　

（
後
略
）

夏
十
首

（
水
21
）

　
　

新
樹
葉
成
陰　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
宣

し
げ
り
あ
ふ
梢
は
さ
ら
に
も
と
か
し
は
も
と
の
一
木
の
か
げ
と
し
も
な
し
（
〇
六
一
六
二
）

（
実
21
）

　
　

新
樹
葉
成
陰

浅
み
ど
り
春
見
し
色
に
ひ
き
か
へ
て
か
へ
で
か
し
は
の
露
の
す
ず
し
さ
（
三
〇
七
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
八
・
〇
三
七
〇
「
翫
新
庭
樹
因
詠
所
懐
」

　
　

靄
靄
四
月
初　

新
樹
葉
成
陰　

動
揺
風
景
麗　

蓋
覆
庭
院
深

　
　

下
有
無
事
人　

竟
日
此
幽
尋　

豈
唯
翫
時
物　

亦
可
開
煩
襟

　
　

（
後
略
）

（
水
22
）

　
　

鳥
思
残
花
枝　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
覚

よ
そ
は
み
な
ち
り
は
て
ぬ
ら
し
夏
や
ま
の
は
な
の
か
た
み
に
う
ぐ
ひ
す
の
な
く
（
〇
六
一
六
三
）

（
実
22
）

　
　

鳥
思
残
花
枝

咲
残
る
花
に
や
忍
ぶ
う
ぐ
ひ
す
の
木
づ
た
ひ
ち
ら
す
は
る
の
こ
ず
ゑ
を
（
三
〇
七
一
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
五
・
〇
一
七
八
「
首
夏
同
諸
校
正
遊
開
元
観
因
宿
翫
月
」

　
　

（
前
略
）

　
　

清
和
四
月
初　

樹
木
正
華
滋　

風
清
新
葉
影　

鳥
恋
残
花
枝

　
　

向
夕
天
又
晴　

東
南
余
霞
披　

置
酒
西
廊
下　

待
月
杯
行
遅

　
　

（
後
略
）

〈
同
一
句
題
〉（
千
30
）、
加
藤
千
蔭
『
う
け
ら
が
花
初
編
』
三
〇
四
「
鳥
思
残
花
枝
」

（
水
23
）

　
　

杜
鵑
声
似
哭　
　
　
　
　
　
　
　
　

賢
房

ほ
と
と
ぎ
す
こ
ゑ
の
あ
は
れ
や
き
く
人
の
袖
に
も
か
か
る
む
ら
さ
め
の
そ
ら
（
〇
六
一
六
四
）

（
実
23
）

　
　

杜
鵑
声
似
哭

せ
き
あ
へ
ぬ
思
ひ
有
と
も
ほ
と
と
ぎ
す
ふ
る
さ
と
人
に
心
し
て
な
け
（
三
〇
七
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
一
・
五
四
〇
「
江
上
送
客
」

　
　

江
花
已
萎
絶　

江
草
已
銷
歇　

遠
客
何
処
帰　

孤
舟
今
日
発

　
　

杜
鵑
声
似
哭　

湘
竹
班
如
血　

共
是
多
感
人　

仍
為
此
中
別

〈
同
一
句
題
〉
香
川
景
樹
『
桂
園
一
枝
拾
遺
』
一
三
三
「
杜
鵑
声
似
哭
」

（
水
24
）

　
　

傾
心
向
日
葵　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
条

な
が
き
日
を
な
を
あ
か
ず
と
や
あ
ふ
ひ
ぐ
さ
夕
影
し
た
ふ
こ
こ
ろ
見
す
ら
ん
（
〇
六
一
六
五
）

（
実
24
）

　
　

傾
心
向
日
葵

君
を
あ
ふ
ぐ
心
を
と
は
ば
あ
ふ
ひ
ぐ
さ
む
か
ふ
日
影
を
さ
し
て
こ
た
へ
ん
（
三
〇
七
三
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
三
・
〇
六
〇
八
「
代
書
詩
一
百
韻
寄
微
之
」

　
　

（
前
略
）

　
　

念
涸
誰
濡
沐　

嫌
醒
自
歠
醨　

耳
垂
無
伯
楽　

舌
在
有
張
儀

　
　

負
気
衝
星
剣　

傾
心
向
日
葵　

金
言
自
銷
鑠　

玉
性
肯
磷
緇

　
　

（
後
略
）

（
水
25
）

　
　

苦
雨
初
入
梅　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
孝

ふ
り
そ
む
る
空
に
も
見
え
ず
五
月
雨
は
い
か
ば
か
り
な
る
日
か
ず
を
か
へ
む
（
〇
六
一
六
六
）

（
実
25
）

　
　

苦
雨
初
入
梅

晴
ぬ
ま
を
い
か
に
し
の
ば
む
ふ
り
そ
む
る
け
ふ
だ
に
木
木
の
さ
み
だ
れ
の
宿
（
三
〇
七
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
〇
・
〇
五
〇
九
「
孟
夏
思
渭
村
旧
居
寄
舍
弟
」

　
　

嘖
嘖
雀
引
雛　

稍
稍
筍
成
竹　

時
物
感
人
情　

憶
我
故
郷
曲

　
　

故
園
渭
水
上　

十
載
事
樵
牧　

手
種
楡
柳
成　

陰
陰
覆
牆
屋

　
　

（
中
略
）

　
　

九
江
地
卑
湿　

四
月
天
炎
燠　

苦
雨
初
入
梅　

瘴
雲
稍
含
毒

　
　

泥
秧
水
畦
稲　

灰
種
畬
田
粟　

已
訝
殊
歳
時　

仍
嗟
異
風
俗

　
　

（
後
略
）
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〈
同
一
句
題
〉�

小
沢
蘆
庵
『
六
帖
詠
草
』
四
二
九
「
苦
雨
初
入
梅
」、加
藤
千
蔭
『
う
け
ら
が
花
初
編
』

三
九
一
「
苦
雨
初
入
梅
」

（
水
26
）

　
　

梢
梢
筍
成
竹　
　
　
　
　
　
　
　
　

尚
顕

葉
を
し
げ
み
枝
を
か
さ
ね
て
こ
と
し
生
の
み
ぎ
り
の
竹
の
た
か
く
な
る
か
げ
（
〇
六
一
六
七
）

（
実
26
）

　
　

梢
梢
筍
成
竹

い
つ
の
ま
に
ね
は
ふ
と
見
え
し
竹
の
子
の
こ
ず
ゑ
に
を
よ
ぶ
か
げ
と
成
ら
ん
（
三
〇
七
五
）

〈
句
題
原
詩
〉�『
白
氏
文
集
』
巻
一
〇
・
〇
五
〇
九
「
孟
夏
思
渭
村
旧
居
寄
舍
弟
」
→
（
水
実
25
）

に
既
出

〈
同
一
句
題
〉
香
川
景
樹
『
桂
園
一
枝
拾
遺
』
一
二
二
「
稍
稍
筍
成
竹
」

（
水
27
）

　
　

夏
雲
忽
嵯
峨　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
和

嶺
高
み
そ
ら
な
る
や
ま
も
夕
立
の
あ
と
よ
り
う
か
ぶ
雲
の
ひ
と
む
ら
（
〇
六
一
六
八
）

（
実
27
）

　
　

夏
雲
忽
嵯
峨

を
の
づ
か
ら
雨
を
ふ
く
め
る
み
ね
な
れ
や
照
日
を
さ
ふ
る
雲
の
一
む
ら
（
三
〇
七
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
九
・
〇
四
一
四
「
青
竜
寺
早
夏
」

　
　

（
前
略
）

　
　

春
去
未
幾
日　

夏
雲
忽
嵯
峨　

朝
朝
感
時
節　

年
鬢
暗
蹉

　
　

胡
為
恋
朝
市　

不
去
帰
煙
蘿　

青
山
寸
歩
地　

自
問
心
如
何

（
水
28
）

　
　

風
落
嫋
翠
蓋　
　
　
　
　
　
　
　
　

邦
高

風
ゆ
る
く
吹
う
ご
か
し
て
は
ち
す
ば
に
み
だ
れ
も
は
て
ぬ
露
の
す
ず
し
さ
（
〇
六
一
六
九
）

（
実
28
）

　
　

風
荷
嫋
翠
蓋

池
水
の
か
ざ
し
に
さ
せ
る
は
ち
す
葉
に
玉
ぬ
き
ち
ら
す
露
の
夕
か
ぜ
（
三
〇
七
七
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
五
・
〇
一
七
六
「
答
元
八
宗
簡
同
遊
曲
江
後
明
日
見
贈
」

　
　

（
前
略
）

　
　

水
禽
翻
白
羽　

風
荷
嫋
翠
茎　

何
必
滄
浪
去　

即
此
可
濯
纓

　
　

時
景
不
重
来　

賞
心
難
再
幷　

坐
愁
紅
塵
裏　

夕
鼓
鼕
鼕
声

　
　

（
後
略
）

（
水
29
）

　
　

樹
樹
風
蟬
声　
　
　
　
　
　
　
　
　

政
為

な
く
蟬
よ
は
つ
秋
か
ぜ
の
木
ず
ゑ
を
ば
い
ま
い
く
日
と
か
こ
ゑ
つ
く
す
ら
ん
（
〇
六
一
七
〇
）

（
実
29
）

　
　

樹
樹
風
蟬
声

な
く
せ
み
に
も
み
ぢ
の
木
木
の
あ
き
風
も
き
く
心
ち
す
る
山
の
し
た
露
（
三
〇
七
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
・
〇
二
四
七
「
秋
遊
原
上
」

　
　

（
前
略
）

　
　

自
我
到
此
村　

往
来
白
髪
生　

村
中
相
識
久　

老
幼
皆
有
情

　
　

留
連
向
暮
帰　

樹
樹
風
蟬
声　

是
時
新
雨
足　

禾
黍
夾
道
青

　
　

（
後
略
）

（
水
30
）

　
　

近
水
微
涼
生　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
永

ふ
く
と
な
き
か
ぜ
の
け
し
き
も
さ
ざ
な
み
の
よ
る
べ
す
ず
し
き
庭
の
い
け
み
づ
（
〇
六
一
七
一
）

（
実
30
）

　
　

近
水
微
涼
生

待
と
な
き
木
の
ま
の
月
も
む
す
ぶ
手
の
し
づ
く
に
う
つ
る
水
の
す
ず
し
さ
（
三
〇
七
九
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
七
・
〇
三
〇
九
「
小
池
二
首
（
ノ
一
）」

　
　

昼
倦
前
斎
熱　

晩
愛
小
池
清　

映
林
余
景
没　

近
水
微
涼
生　

坐
把
蒲
葵
扇　

閑
吟
三
両
声

〈
同
一
句
題
〉
松
永
貞
徳
『
逍
遊
集
』
九
八
九
～
九
九
二
「
近
水
微
涼
生
」

  
秋
二
十
首

（
水
31
）

　
　

西
風
飄
一
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　

宋
世

先
に
き
く
西
こ
そ
秋
の
は
じ
も
み
ぢ
ま
だ
き
に
さ
そ
ふ
き
り
の
し
た
か
ぜ
（
〇
六
一
七
二
）

（
実
31
）

　
　

西
風
飄
一
葉

吹
風
の
た
よ
り
も
い
か
で
桐
の
は
の
わ
が
身
ひ
と
つ
の
秋
と
な
り
な
ん
（
三
〇
八
〇
）



― 146 ―

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
九
・
〇
四
四
二
「
新
秋
」

　
　

西
風
飄
一
葉　

庭
前
颯
已
涼　

風
池
明
月
水　

衰
蓮
白
露
房　

其
奈
江
南
夜　

綿
綿
自
此
長

〈
同
一
句
題
〉
小
沢
蘆
庵
『
六
帖
詠
草
』
六
二
〇
「
西
風
飄
一
葉
」

（
水
32
）

　
　

早
涼
晴
後
至　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
香

雨
す
ぐ
る
蟬
の
は
山
の
夕
日
か
げ
の
こ
る
木
ず
ゑ
に
秋
の
は
つ
か
ぜ
（
〇
六
一
七
三
）

（
実
32
）

　
　

早
涼
晴
後
至

初
か
ぜ
と
思
ひ
し
よ
り
も
下
お
ぎ
の
ひ
と
む
ら
さ
め
は
秋
を
ふ
か
め
て
（
三
〇
八
一
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
九
・
〇
三
九
八
「
曲
江
早
秋
」

　
　

秋
波
紅
蓼
水　

夕
照
青
蕪
岸　

独
信
馬
蹄
行　

曲
江
池
四
畔

　
　

早
涼
晴
後
至　

残
暑
暝
来
散　

方
喜
炎
燠
銷　

復
嗟
時
節
換

　
　

（
後
略
）

（
水
33
）

　
　

秋
露
草
花
香

秋
の
野
は
み
な
月
草
の
あ
さ
つ
ゆ
に
ぬ
れ
て
ぞ
う
つ
る
そ
で
の
に
ほ
ひ
も
（
〇
六
一
七
四
）

（
実
33
）

　
　

秋
露
草
花
香

は
な
と
い
へ
ば
ち
く
さ
な
が
ら
に
あ
だ
な
ら
ぬ
色
香
に
う
つ
る
野
べ
の
露
哉
（
三
〇
八
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
二
〇
・
一
三
一
二
「
逢
張
十
八
員
外
籍
」

　
　

旅
思
正
茫
茫　

相
逢
此
道
傍　

晩
嵐
林
葉
闇　

秋
露
草
花
香

　
　

白
髪
江
城
守　

青
衫
水
部
郎　

客
亭
同
宿
処　

忽
似
夜
帰
郷

（
水
34
）

　
　

秋
蘭
已
含
露　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
広

秋
も
ま
だ
お
ば
な
が
袖
は
わ
か
ぬ
野
に
わ
が
露
む
す
ぶ
ふ
ぢ
ば
か
ま
か
な
（
〇
六
一
七
五
）

（
実
34
）

　
　

秋
蘭
已
含
露

ふ
ぢ
ば
か
ま
ほ
こ
ろ
び
て
こ
そ
む
ら
さ
き
の
色
に
く
だ
く
る
露
も
見
え
け
れ
（
三
〇
八
三
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
〇
・
〇
四
七
六
「
村
居
臥
病
三
首
（
ノ
一
）」

　
　

戚
戚
抱
羸
病　

悠
悠
度
朝
暮　

夏
木
纔
結
陰　

秋
蘭
已
含
露

　
　

前
日
巣
中
卵　

化
作
雛
飛
去　

昨
日
穴
中
虫　

蛻
為
蟬
上
樹

　
　

（
後
略
）

（
水
35
）

　
　

早
蛩
鳴
復
歇　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
隆

ほ
の
か
な
る
は
つ
秋
か
ぜ
の
き
り
ぎ
り
す
ま
だ
ゆ
か
遠
き
声
も
め
づ
ら
し
（
〇
六
一
七
六
）

（
実
35
）

　
　

早
蛩
鳴
復
歇

そ
れ
と
な
く
鳴
そ
む
る
声
は
霜
の
し
た
の
聞
し
に
に
た
る
き
り
ぎ
り
す
か
な
（
三
〇
八
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
九
・
〇
四
四
三
「
夜
雨
」

　
　

早
蛩
啼
復
歇　

残
灯
滅
又
明　

隔
窓
知
夜
雨　

芭
蕉
先
有
声

〈
句
題
他
出
〉『
新
撰
朗
詠
集
』
秋
部
・
秋
夜
・
二
一
三

（
水
36
）

　
　

槿
花
不
経
宿　
　
　
　
　
　
　
　
　

宣
親

い
か
な
れ
ば
ほ
し
の
名
に
お
ふ
花
の
色
の
有
明
の
ほ
ど
に
さ
き
て
き
ゆ
ら
ん
（
〇
六
一
七
七
）

（
実
36
）

　
　

槿
花
不
経
宿

咲
て
い
つ
一
夜
も
へ
け
る
あ
さ
が
ほ
に
日
か
げ
を
の
み
も
う
ら
み
ざ
ら
な
む
（
三
〇
八
五
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
七
・
〇
三
二
三
「
斉
物
二
首
（
ノ
二
）」

　
　

椿
寿
八
千
春　

槿
花
不
経
宿　

中
間
復
何
有　

冉
冉
孤
生
竹

　
　

竹
身
三
年
老　

竹
色
四
時
緑　

雖
謝
椿
有
余　

猶
勝
槿
不
足

（
水
37
）

　
　

秋
鴻
次
第
過　
　
　
　
　
　
　
　
　

宣
胤

こ
え
て
ゆ
く
鳥
羽
の
山
も
と
み
る
が
う
ち
に
す
ゑ
は
田
面
に
お
つ
る
か
り
が
ね
（
〇
六
一
七
八
）

（
実
37
）

　
　

秋
鴻
次
第
過

み
ず
や
そ
の
雲
井
を
渡
る
雁
だ
に
も
つ
ら
を
み
だ
ら
ぬ
道
は
有
世
を
（
三
〇
八
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
九
・
〇
四
四
四
「
秋
江
送
客
」

　
　

秋
鴻
次
第
過　

哀
猿
朝
夕
聞　

是
日
孤
舟
客　

此
地
亦
離
群
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濛
濛
潤
衣
雨　

漠
漠
冒
帆
雲　

不
酔
潯
陽
酒　

煙
波
愁
殺
人

（
水
38
）

　
　

灘
声
秋
更
急　
　
　
　
　
　
　
　
　

季
経

谷
川
や
あ
さ
せ
の
な
み
も
音
そ
へ
て
は
や
秋
ふ
か
き
山
ぞ
し
ぐ
る
る
（
〇
六
一
七
九
）

（
実
38
）

　
　

灘
声
秋
更
急

音
ま
さ
る
八
十
瀬
の
な
み
や
す
ず
か
川
秋
行
人
の
お
も
ひ
と
も
な
る
（
三
〇
八
七
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
八
・
一
一
四
〇
「
陰
雨
」

　
　

風
霧
今
朝
重　

江
山
此
地
深　

灘
声
秋
更
急　

峡
気
暁
多
陰

　
　

望
闕
雲
遮
眼　

思
郷
雨
滴
心　

将
何
慰
幽
独　

頼
世
北
窓
琴

〈
同
一
句
題
〉
武
者
小
路
実
陰
『
芳
雲
集
』
二
六
二
三
、
二
六
二
四
「
灘
声
秋
更
急
」

（
水
39
）

　
　

山
秋
雲
物
冷　
　
　
　
　
　
　
　
　

尭
胤

秋
は
ま
づ
身
に
し
む
色
を
山
ひ
め
の
雲
の
こ
ろ
も
に
そ
め
て
み
す
ら
し
（
〇
六
一
八
〇
）

（
実
39
）

　
　

山
秋
雲
物
冷

心
な
き
雲
と
は
た
れ
か
い
は
木
に
も
お
も
ひ
あ
れ
な
と
秋
ぞ
し
ら
る
る
（
三
〇
八
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
五
・
〇
二
〇
六
「
秋
山
」

　
　

久
病
曠
心
賞　

今
朝
一
登
山　

山
秋
雲
物
冷　

称
我
清
羸
顔

　
　

白
石
臥
可
枕　

青
蘿
行
可
攀　

意
中
如
有
得　

尽
日
不
欲
還

　
　

（
後
略
）

〈
同
一
句
題
〉（
定
60
）

（
水
40
）

　
　

迎
秋
夜
更
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

貞
敦

そ
れ
と
な
く
ね
ざ
め
せ
ら
る
る
秋
の
よ
の
な
が
き
や
人
を
お
ど
ろ
か
す
ら
む
（
〇
六
一
八
一
）

（
実
40
）

　
　

迎
暁
夜
更
長

を
の
が
ね
を
い
く
た
び
ま
ち
つ
秋
の
よ
に
夕
付
鳥
は
ね
ざ
め
や
は
せ
ぬ
（
三
〇
八
九
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
二
〇
・
一
三
二
四
「
夜
泊
旅
望
」

　
　
少
睡
多
愁
客
　
中
宵
起
望
郷
　
沙
明
連
浦
月
　

〰
〰
〰
〰
〰

帆
白
満
船
霜　

　
　

近
海
江
弥
闊　

迎
秋
夜
更
長　

煙
波
三
十
宿　

猶
未
到
銭
塘

（
水
41
）

　
　

天
陰
夕
無
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

俊
量

む
ら
曇
に
な
が
め
て
ぞ
思
ふ
月
遅
き
夕
の
う
さ
も
あ
き
の
も
の
と
は
（
〇
六
一
八
二
）

（
実
41
）

　
　

天
陰
夕
無
月

月
は
今
た
の
む
も
い
さ
や
し
ら
雲
の
こ
り
し
く
暮
は
山
だ
に
も
な
し
（
三
〇
九
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
〇
・
〇
四
五
六
「
送
兄
弟
迴
雪
夜
」

　
　

（
前
略
）

　
　

離
襟
涙
猶
湿　

迴
馬
嘶
未
歇　

欲
帰
一
室
坐　

天
陰
多
無
月

　
　

夜
長
火
消
尽　

歳
暮
雨
凝
結　

寂

満
炉
灰　

飄
冷
上
階
雪

　
　

（
後
略
）

（
水
42
）

　
　

月
出
清
風
来　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
治

た
え
だ
え
に
す
だ
れ
う
ご
か
す
あ
き
か
ぜ
も
ま
ち
い
づ
る
月
に
見
え
て
涼
し
き
（
〇
六
一
八
三
）

（
実
42
）

　
　

月
出
清
風
来

身
に
し
む
も
こ
の
世
の
外
の
色
な
れ
や
月
よ
り
落
る
よ
る
の
秋
か
ぜ
（
三
〇
九
一
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
五
・
〇
二
〇
四
「
禁
中
寓
直
夢
遊
仙
遊
寺
」

　
　

西
軒
草
詔
暇　

松
竹
深
寂
寂　

月
出
清
風
来　

忽
似
山
中
夕

　
　

因
成
西
南
夢　

夢
作
遊
仙
客　

覚
聞
宮
漏
声　

猶
謂
山
泉
滴

〈
同
一
句
題
〉
望
月
長
孝
『
広
沢
輯
藻
』
四
六
〇
「
月
出
清
風
来
」

（
水
43
）

　
　

月
照
青
苦

（
苔
カ
）地　

　
　
　
　
　
　
　
　

雅
俊

ふ
み
分
る
月
の
ひ
か
り
の
し
も
き
え
て
こ
け
の
み
ど
り
の
あ
と
の
さ
や
け
さ
（
〇
六
一
八
四
）

（
実
43
）

　
　

月
照
青
苔
地

山
風
の
雲
こ
そ
あ
ら
め
苔
の
う
へ
の
ち
り
も
く
も
ら
ず
や
ど
る
月
か
な
（
三
〇
九
二
）



― 148 ―

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
四
・
〇
七
五
二
「
秋
思
」

　
　

病
眠
夜
少
夢　

閑
立
秋
多
思　

寂

余
雨
晴　

蕭
条
早
寒
至

　
　

鳥
棲
紅
葉
樹　

月
照
青
苔
地　

何
況
鏡
中
年　

又
過
三
十
二

（
水
44
）

　
　

沙
明
連
浦
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
長

ま
よ
は
め
や
ま
さ
ご
地
し
ろ
き
難
波
が
た
こ
と
う
ら
か
け
て
月
に
ゆ
く
と
も
（
〇
六
一
八
五
）

（
実
44
）

　
　

沙
明
連
浦
月

吹
上
の
月
か
げ
き
よ
し
わ
か
の
う
ら
の
あ
し
べ
の
た
づ
も
こ
こ
に
な
か
な
む
（
三
〇
九
三
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
二
〇
・
一
三
二
四
「
夜
泊
旅
望
」
→
（
水
実
40
）
に
既
出

（
水
45
）

　
　

月
斜
天
未
明　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
望

影
う
す
く
月
は
を
ち
か
た
の
山
の
は
に
わ
か
れ
も
や
ら
ぬ
よ
こ
ぐ
も
の
そ
ら
（
〇
六
一
八
六
）

（
実
45
）

　
　

月
斜
天
未
明

秋
の
よ
の
心
に
お
し
む
月
な
れ
や
か
た
ぶ
く
か
ら
に
あ
け
や
ら
ぬ
そ
ら
（
三
〇
九
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
四
・
〇
七
五
一
「
涼
夜
有
懐
」

　
　

念
別
感
時
節　

早
蛩
聞
一
声　

風
簾
夜
涼
入　

露

秋
意
生

　
　

灯
尽
夢
初
罷　

月
斜
天
未
明　

闇
凝
無
限
思　

起
傍
薬
欄
行

（
水
46
）

　
　

城
暗
雲
霧
多　
　
　
　
　
　
　
　
　

季
経

小
鹿
な
く
山
路
も
さ
ぞ
な
み
や
こ
さ
へ
霧
た
つ
ゆ
ふ
べ
く
も
く
ら
き
そ
ら
（
〇
六
一
八
七
）

（
実
46
）

　
　

城
暗
雲
霧
多

さ
ざ
波
や
ふ
る
き
み
や
こ
の
あ
き
の
色
は
た
だ
雲
き
り
の
志
賀
の
山
ざ
と
（
三
〇
九
五
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
一
・
〇
五
三
一
「
東
楼
晩
」

　
　

脈
脈
復
脈
脈　

東
楼
無
宿
客　

城
暗
雲
霧
多　

峡
深
田
地
窄

　
　

宵
灯
尚
留
焰　

晨
禽
初
展
翮　

欲
知
山
高
低　

不
見
東
方
白

〈
同
一
句
題
〉
小
沢
蘆
庵
『
六
帖
詠
草
』
一
四
一
九
「
城
暗
雲
霧
多
」

（
水
47
）

　
　

秋
雨
檐
菓
落　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
長

秋
か
ぜ
に
軒
ば
の
山
の
お
ち
し
ゐ
も
ま
じ
る
か
雨
の
音
の
さ
び
し
さ
（
〇
六
一
八
八
）

（
実
47
）

　
　

秋
雨
檐
菓
露

田
づ
ら
に
は
お
ち
ぼ
ひ
ろ
ふ
と
行
人
に
み
せ
ば
や
雨
の
庭
の
木
の
み
を
（
三
〇
九
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
一
・
〇
五
五
七
「
徴
秋
税
畢
題
郡
南
亭
」

　
　

（
前
略
）

　
　

豈
伊
循
良
化　

頼
此
豊
登
年　

按
牘
既
簡
少　

池
館
亦
清
閑

　
　

秋
雨
檐
果
落　

夕
鐘
林
鳥
還　

南
亭
日
蕭
灑　

偃
臥
恣
疎
頑

（
水
48
）

　
　

家
家
擣
秋
練　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
宣

た
が
里
も
お
な
じ
ゆ
ふ
べ
の
あ
き
風
に
山
本
と
を
く
こ
ろ
も
う
つ
な
り
（
〇
六
一
八
九
）

（
実
48
）

　
　

家
家
擣
秋
練

夜
さ
む
を
ば
お
な
じ
心
に
わ
び
人
も
身
の
ほ
ど
ほ
ど
の
こ
ろ
も
打
ら
ん
（
三
〇
九
七
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
〇
・
〇
四
五
二
「
秋
霽
」

　
　

（
前
略
）

　
　

月
出
砧
杵
動　

家
家
擣
秋
練　

独
対
多
病
妻　

不
能
理
針
線

　
　

冬
衣
殊
未
製　

夏
服
行
将
綻　

何
以
迎
早
秋　

一
杯
聊
自
勧

（
水
49
）

　
　

移
座
就
菊
叢　
　
　
　
　
　
　
　
　

政
為

を
く
露
も
よ
そ
め
は
は
な
の
し
ら
ぎ
く
を
た
を
ら
ば
お
し
と
し
た
ひ
よ
り
つ
つ
（
〇
六
一
九
〇
）

（
実
49
）

　
　

移
座
就
菊
叢

白
妙
の
袖
か
と
み
つ
つ
こ
し
も
の
を
き
く
の
か
き
ね
ぞ
た
ち
も
さ
ら
れ
ぬ
（
三
〇
九
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
・
〇
二
四
八
「
九
日
登
西
原
宴
望
」

　
　

病
愛
枕
席
涼　

日
高
眠
未
輟　

弟
兄
呼
我
起　

今
日
重
陽
節

　
　

起
登
西
原
望　

懐
抱
同
一
豁　

移
座
就
菊
叢　

酒
前
羅
列

　
　

（
後
略
）
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（
水
50
）

　
　

霜
園
紅
葉
多　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
覚

霜
ふ
か
き
園
生
の
こ
ず
ゑ
み
る
も
お
し
あ
き
も
む
ら
む
ら
木
葉
ち
る
や
ど
（
〇
六
一
九
一
）

（
実
50
）

　
　

霜
園
紅
葉
多

朝
な
朝
な
霜
や
か
な
し
き
た
つ
た
ひ
め
我
家
の
園
と
し
む
る
紅
葉
葉
（
三
〇
九
九
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
〇
・
〇
五
二
〇
「
司
馬
宅
」

　
　

雨
径
緑
蕪
合　

霜
園
紅
葉
多　

蕭
条
司
馬
宅　

門
巷
無
人
過　

唯
対
大
江
水　

秋
風
朝
夕
波

〈
同
一
句
題
〉
小
沢
蘆
庵
『
六
帖
詠
草
』
九
四
六
「
霜
園
紅
葉
多
」

  

冬
十
首

（
水
51
）

　
　

孟
冬
草
木
枯　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
永

冬
来
て
は
を
き
そ
ふ
し
も
の
し
た
く
さ
も
お
な
じ
く
ち
葉
の
木
が
ら
し
の
も
り
（
〇
六
一
九
二
）

（
実
51
）

　
　

孟
冬
草
木
枯

草
も
木
も
神
無
月
と
や
し
ほ
れ
行
身
を
知
色
の
袖
の
し
ぐ
れ
に
（
三
一
〇
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
二
・
〇
〇
九
〇
「
寓
意
詩
五
首
（
ノ
一
）」

　
　

（
前
略
）

　
　

孟
冬
草
木
枯　

烈
火
燎
山
陂　

疾
風
吹
猛
焰　

従
根
焼
到
枝

　
　

養
材
三
十
年　

方
成
棟
梁
姿　

一
朝
為
灰
燼　

柯
葉
無
孑
遺

　
　

（
後
略
）

（
水
52
）

　
　

坐
愁
樹
葉
落　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
広

落
葉
さ
へ
堪
て
き
く
べ
き
や
ま
ま
ど
に
心
吹
し
ほ
る
木
が
ら
し
の
こ
ゑ
（
〇
六
一
九
三
）

（
実
52
）

　
　

坐
愁
樹
葉
落

も
み
ぢ
ば
は
枝
よ
り
も
猶
木
の
し
た
に
た
た
ま
く
お
し
き
に
し
き
を
ぞ
し
く
（
三
一
〇
一
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
五
・
〇
一
八
六
「
前
庭
涼
夜
」

　
　

露

色
似
玉　

風
幌
影
如
波　

坐
愁
樹
葉
落　

中
庭
明
月
多

（
水
53
）

　
　

帆
白
満
船
霜　
　
　
　
　
　
　
　
　

俊
量

こ
ぎ
出
し
夕
の
そ
で
や
さ
む
か
ら
し
霜
を
き
ま
よ
ふ
興
の
つ
り
ぶ
ね
（
〇
六
一
九
四
）

（
実
53
）

　
　

帆
白
満
船
霜

さ
え
し
よ
の
あ
け
の
そ
ほ
舟
白
妙
に
色
と
り
か
へ
て
霜
や
置
ら
む
（
三
一
〇
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
二
〇
・
一
三
二
四
「
夜
泊
旅
望
」
→
（
水
実
40
）
に
既
出

（
水
54
）

　
　

水
禽
翻
白
羽　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
望

床
か
ふ
る
は
か
ぜ
を
さ
む
み
た
つ
な
み
に
を
の
れ
も
さ
は
ぐ
あ
し
鴨
の
こ
ゑ
（
〇
六
一
九
五
）

（
実
54
）

　
　

水
禽
翻
白
羽

水
鳥
の
霜
の
翅
の
う
ち
は
ぶ
き
氷
の
床
を
は
ら
ふ
さ
む
け
さ
（
三
一
〇
三
）

〈
句
題
原
詩
〉�『
白
氏
文
集
』
巻
五
・
〇
一
七
六
「
答
元
八
宗
簡
同
遊
曲
江
後
明
日
見
贈
」

�

→
（
水
実
28
）
に
既
出

（
水
55
）

　
　

珠
箔
籠
寒
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

宣
親

ふ
る
雪
の
す
だ
れ
ふ
き
ま
く
山
か
ぜ
に
神
さ
び
わ
た
る
つ
き
の
さ
む
け
さ
（
〇
六
一
九
六
）

（
実
55
）

　
　

題
落
（
珠
箔
籠
寒
月
）

木
が
ら
し
の
た
え
ず
も
有
哉
玉
だ
れ
の
み
す
て
て
い
ら
ん
月
な
ら
な
く
に
（
三
一
〇
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
八
・
一
一
九
五
「
閨
怨
詞
三
首
（
ノ
二
）」

　
　

珠
箔
籠
寒
月　

紗
窓
背
暁
灯　

夜
来
巾
上
涙　

一
半
是
春
氷

（
水
56
）

　
　

檐
氷
纔
結
穂　
　
　
　
　
　
　
　
　

季
経

か
り
て
ほ
す
い
な
葉
の
ほ
な
み
残
る
ら
ん
田
面
の
廬
の
の
き
の
た
る
ひ
は
（
〇
六
一
九
七
）

（
実
56
）

　
　

檐
氷
纔
結
穂

こ
の
朝
け
軒
の
た
る
ひ
の
初
尾
ば
な
さ
ぞ
な
霜
夜
の
い
も
が
手
枕
（
三
一
〇
五
）
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〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
・
〇
二
七
六
「
江
州
雪
」

　
　

新
雪
満
前
山　

初
晴
好
天
気　

日
西
騎
馬
出　

忽
有
京
都
意

　
　

城
柳
方
綴
花　

檐
氷
才
結
穂　

須
臾
風
日
暖　

処
処
皆
飄
墜

　
　

（
後
略
）

（
水
57
）

　
　

山
冷
微
有
雪

ふ
き
を
く
る
か
ぜ
は
し
ぐ
れ
に
く
も
り
き
て
お
も
ひ
く
ま
な
き
み
ね
の
は
つ
ゆ
き
（
〇
六
一
九
八
）

（
実
57
）

　
　

山
冷
有
微
雪

面
か
げ
や
身
に
し
む
物
の
さ
む
か
ら
ぬ
今
朝
見
え
そ
む
る
峰
の
白
雪
（
三
一
〇
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
八
・
〇
三
五
五
「
初
領
郡
政
衙
退
登
東
楼
作
」

　
　

（
前
略
）

　
　

頼
是
余
杭
郡　

台
榭
遶
官
曹　

凌
晨
親
政
事　

向
晩
恣
遊
遨

　
　

山
冷
微
有
雪　

波
平
未
生
濤　

水
心
如
鏡
面　

千
里
無
繊
毫

　
　

（
後
略
）

（
水
58
）

　
　

飄
零
上
階
雪　
　
　
　
　
　
　
　
　

季
種

お
も
か
げ
に
春
や
か
よ
ひ
て
あ
ふ
ぎ
み
る
み
は
し
の
雪
の
は
な
と
ち
る
ら
ん
（
〇
六
一
九
九
）

（
実
58
）

　
　

飄
零
上
階
雪

た
を
や
め
の
か
へ
す
た
も
と
の
そ
れ
も
か
と
み
は
し
の
う
へ
に
か
か
る
雪
か
な
（
三
一
〇
七
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
〇
・
〇
四
五
六
「
送
兄
弟
迴
雪
夜
」
→
（
水
実
41
）
に
既
出

（
水
59
）

　
　

枝
弱
不
勝
雪　
　
　
　
　
　
　
　
　

宋
世

落
ぬ
べ
く
お
も
ひ
し
露
の
は
て
や
こ
れ
雪
に
お
ら
る
る
庭
の
む
ら
は
ぎ
（
〇
六
二
〇
〇
）

（
実
59
）

　
　

枝
弱
不
勝
雪

折
と
て
も
花
も
紅
葉
も
こ
の
ご
ろ
の
雪
に
お
し
ま
む
枝
は
あ
ら
じ
を
（
三
一
〇
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
二
・
〇
一
一
六
「
有
木
詩
八
首
（
ノ
六
）」

　
　

（
前
略
）

　
　

彩
翠
色
如
柏　

鱗
皴
皮
似
松　

為
同
松
柏
類　

得
列
嘉
樹
中

　
　

枝
弱
不
勝
雪　

勢
高
常
懼
風　

雪
圧
低
還
挙　

風
吹
西
覆
東

　
　

（
後
略
）

（
水
60
）

　
　

芳
歳
忽
已
晩　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
長

く
る
る
を
も
さ
の
み
い
と
は
じ
と
し
の
は
の
お
ひ
よ
は
る
ま
で
も
あ
り
て
つ
か
へ
ば（
〇
六
二
〇
一
）

（
実
60
）

　
　

芳
歳
忽
已
晩

身
に
つ
も
る
年
な
ら
ず
と
も
月
雪
の
な
ご
り
あ
る
べ
き
く
れ
に
や
は
あ
ら
ぬ
（
三
一
〇
九
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
五
・
〇
二
〇
一
「
寄
李
十
一
建
」

　
　

（
前
略
）

　
　

分
手
来
幾
時　

明
月
三
四
盈　

別
時
残
花
落　

及
此
新
蟬
鳴

　
　

芳
歳
忽
已
晩　

離
抱
悵
未
平　

豈
不
思
命
駕　

吏
職
坐
相
縈

　
　

（
後
略
）

  

恋
二
十
首

（
水
61
）

　
　

莫
問
胸
中
事　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
広

身
は
つ
ゐ
の
た
き
ぎ
つ
き
て
も
の
こ
る
べ
き
お
も
ひ
の
ほ
ど
は
と
は
ず
と
も
し
れ
（
〇
六
二
〇
二
）

（
実
61
）

　
　

莫
問
胸
中
事

あ
ぢ
き
な
く
む
ね
に
み
つ
と
も
と
が
む
な
よ
恋
は
あ
さ
ま
の
煙
な
ら
じ
を
（
三
一
一
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
〇
・
〇
五
一
九
「
早
秋
晩
望
兼
呈
韋
侍
御
」

　
　

（
前
略
）

　
　

夫
君
亦
淪
落　

此
地
同
飄
寄　

憫
黙
向
隅
心　

摧
頽
触
籠
翅

　
　

且
謀
眼
前
計　

莫
問
胸
中
事　

潯
陽
酒
甚
濃　

相
勧
時
時
酔

（
水
62
）

　
　

誰
識
相
念
心　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
治

も
ら
さ
ず
は
た
れ
か
は
し
ら
む
恋
し
と
も
う
し
と
も
お
も
ふ
こ
こ
ろ
ひ
と
つ
を
（
〇
六
二
〇
三
）

（
実
62
）
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誰
識
相
念
心

な
を
ざ
り
に
思
ふ
が
中
に
あ
ら
ば
こ
そ
を
し
は
か
り
て
も
よ
そ
に
し
ら
れ
め
（
三
一
一
一
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
九
・
〇
四
〇
七
「
寄
元
九
」

　
　

（
前
略
）

　
　

風
晩
香
尽　

槐
雨
余
花
落　

秋
意
一
蕭
条　

離
容
両
寂

　
　

況
随
白
日
老　

共
負
青
山
約　

誰
識
相
念
心　

韝
鷹
与
籠
鶴

〈
同
一
句
題
〉
小
沢
蘆
庵
『
六
帖
詠
草
』
一
二
六
五
「
誰
識
相
念
心
」

（
水
63
）

　
　

与
君
生
此
世　
　
　
　
　
　
　
　
　

俊
量

む
ま
れ
逢
て
せ
め
て
は
お
な
じ
世
に
す
む
を
ち
ぎ
り
に
な
し
て
な
ぐ
さ
み
ね
と
や
（
〇
六
二
〇
四
）

（
実
63
）

　
　

与
君
生
此
世

思
ふ
か
ひ
あ
り
と
も
な
し
の
お
な
じ
世
に
む
ま
れ
あ
ひ
し
も
う
き
契
り
哉
（
三
一
一
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
八
・
〇
三
五
六
「
清
調
吟
」

　
　

（
前
略
）

　
　

芳
節
変
窮
陰　

朝
光
成
夕
照　

与
君
生
此
世　

不
合
長
年
少

　
　

今
晨
従
此
過　

明
日
安
能
料　

若
不
結
跏
禅　

即
須
開
口
笑

（
水
64
）

　
　

無
実
有
虚
名　
　
　
　
　
　
　
　
　

邦
高

世
に
し
ら
ぬ
わ
が
名
よ
い
か
に
あ
り
ぬ
や
と
こ
こ
ろ
に
と
ふ
も
う
き
な
み
だ
か
な
（
〇
六
二
〇
五
）

（
実
64
）

　
　

無
実
有
虚
名

い
さ
や
そ
の
ね
も
見
し
こ
と
は
し
ら
波
に
う
き
な
が
れ
木
の
う
き
沈
み
つ
つ
（
三
一
一
三
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
二
・
〇
〇
九
二
「
寓
意
詩
五
首
（
ノ
三
）」

　
　

促
織
不
成
章　

提
壺
但
聞
声　

嗟
哉
虫
与
鳥　

無
実
有
虚
名

　
　

与
君
定
交
日　

久
要
如
弟
兄　

何
以
示
誠
信　

白
水
指
為
盟

　
　

雲
雨
一
為
別　

飛
沈
両
難
幷　

君
為
得
風
鵬　

我
為
失
水
鯨

　
　

音
信
日
已
疎　

恩
分
日
已
軽　

窮
通
尚
如
此　

何
況
死
与
生

　
　

（
後
略
）

〈
同
一
句
題
〉
中
院
通
村
『
後
十
輪
院
内
府
集
』
一
一
一
七
「
無
実
有
虚
名　

曼
殊
院
宮
聖
廟
法
楽
」

（
水
65
）        　
　
　
　
　
　
　

　
　

夢
中
握
君
手　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
隆

恋
わ
ぶ
る
袖
の
な
か
に
や
ぬ
る
た
ま
の
な
く
な
く
き
み
が
手
に
も
ふ
れ
つ
る
（
〇
六
二
〇
六
）

（
実
65
）

　
　

夢
中
推
君
手

玉
の
緒
の
ゆ
ら
く
た
め
し
は
見
し
ゆ
め
の
な
ご
り
し
も
こ
そ
み
だ
れ
侘
ぬ
れ
（
三
一
一
四
）

〈
句
題
原
詩
〉�『
白
氏
文
集
』
巻
九
・
〇
四
二
一
「
初
与
元
九
別
後
忽
夢
見
之
及
寤
而
書
適
至
兼
寄

桐
花
詩
悵
然
感
懐
因
以
此
寄
」

　
　

永
寿
寺
中
語　

新
昌
坊
北
分　

〰
〰
〰
〰
〰

帰
来
数
行
涙　

悲
事
不
悲
君

　
　

悠
悠
藍
田
路　

自
云
無
消
息　

計
君
食
宿
程　

已
過
商
山
北

　
　

昨
夜
雲
四
散　

千
里
同
月
色　

暁
来
夢
見
君　

応
是
君
相
憶

　
　

夢
中
握
君
手　

問
君
意
何
如　

君
言
苦
相
憶　

無
人
可
寄
書

　
　

（
中
略
）

　
　

上
論
遷
謫
心　

下
説
離
別
腸　

心
腸
都
未
尽　

不
暇
叙
炎
涼

　
　

云
作
此
書
夜　

夜
宿
商
州
東　

独
対
孤
灯
坐　

陽
城
山
館
中

　
　

（
後
略
）

（
水
66
）

　
　

無
夕
不
思
量　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
長

行
や
せ
む
と
は
れ
や
す
る
と
い
く
た
び
か
お
も
ひ
わ
づ
ら
ふ
夕
ぐ
れ
の
そ
ら
（
〇
六
二
〇
七
）

（
実
66
）

　
　

無
夕
不
思
量

恋
し
さ
は
折
ふ
し
ご
と
の
面
か
げ
も
さ
ら
に
ゆ
ふ
べ
の
も
の
と
な
り
ぬ
る
（
三
一
一
五
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
〇
・
〇
四
五
一
「
夜
雨
」

　
　

我
有
所
念
人　

隔
在
遠
遠
郷　

我
有
所
感
事　

結
在
深
深
腸

　
　

郷
遠
去
不
得　

無
日
不
瞻
望　

腸
深
解
不
得　

無
夕
不
思
量

　
　

（
後
略
）

（
水
67
）

　
　

暗
凝
無
限
思　
　
　
　
　
　
　
　
　

政
為

し
る
や
い
か
に
は
て
な
き
雲
を
心
に
て
こ
の
夕
暮
も
た
ち
う
か
れ
ぬ
る
（
〇
六
二
〇
八
）

（
実
67
）

　
　

暗
凝
無
限
思
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雲
水
も
か
ぎ
り
は
あ
れ
や
空
に
み
つ
お
も
ひ
ぞ
さ
ら
に
行
か
た
も
な
き
（
三
一
一
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
四
・
〇
七
五
一
「
涼
夜
有
懐
」
→
（
水
実
45
）
に
既
出

（
水
68
）

　
　

独
対
孤
灯
座

ふ
け
に
け
り
わ
れ
や
な
つ
む
し
と
も
し
火
に
よ
る
の
お
も
ひ
も
い
た
づ
ら
に
し
て
（
〇
六
二
〇
九
）

（
実
68
）

　
　

独
対
孤
灯
坐

ま
ど
ろ
ま
ぬ
か
べ
に
も
見
え
て
待
人
に
さ
な
が
ら
む
か
ふ
と
も
し
火
の
か
げ
（
三
一
一
七
）

〈
句
題
原
詩
〉�『
白
氏
文
集
』
巻
九
・
〇
四
二
一
「
初
与
元
九
別
後
忽
夢
見
之
及
寤
而
書
適
至
兼
寄

桐
花
詩
悵
然
感
懐
因
以
此
寄
」
→
（
水
実
65
）
に
既
出

〈
同
一
句
題
〉『
霞
関
集
』
恋
・
八
八
九
・
源
重
澄
「
独
対
孤
灯
座
〈
文
集
句
題
〉」

（
水
69
）

　
　

相
逢
是
何
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
永

あ
ぢ
き
な
や
め
ぐ
り
逢
べ
き
月
日
を
も
人
に
た
の
ま
ぬ
ゆ
く
末
の
そ
ら
（
〇
六
二
一
〇
）

（
実
69
）

　
　

相
逢
是
何
日

い
の
ち
を
ば
さ
ら
に
も
い
は
じ
た
の
め
て
も
あ
ひ
み
ん
こ
と
の
定
め
な
き
よ
に
（
三
一
一
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
〇
・
〇
四
八
九
「
別
李
十
一
後
重
寄
」

　
　

（
前
略
）

　
　

倶
承
金
馬
詔　

聯
秉
諫
臣
筆　

共
上
青
雲
梯　

中
途
一
相
失

　
　

江
湖
我
方
往　

朝
庭
君
不
出　

帯
与
華
簪　

相
逢
是
何
日

〈
同
一
句
題
〉『
霞
関
集
』
恋
・
八
九
一
・
源
重
澄
「
相
逢
是
何
日
〈
文
集
句
題
〉」

（
水
70
）

　
　

会
稀
歳
月
急　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
宣

こ
よ
ひ
ぞ
と
ま
つ
だ
に
あ
る
を
あ
は
ぬ
ま
の
う
き
と
し
月
は
い
か
で
す
ぎ
け
む
（
〇
六
二
一
一
）

（
実
70
）

　
　

会
稀
歳
月
急

う
つ
ろ
ふ
を
う
き
歎
に
て
あ
ふ
こ
と
の
ま
れ
な
る
色
や
月
日
な
る
ら
ん
（
三
一
一
九
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
〇
・
〇
四
八
六
「
寄
楊
六
」

　
　

（
前
略
）

　
　

唯
君
於
我
分　

堅
久
如
金
石　

何
況
老
大
来　

人
情
重
姻
戚

　
　

会
稀
歳
月
急　

此
事
真
可
惜　

幾
廻
開
口
笑　

便
到
髭
鬚
白

　
　

（
後
略
）

（
水
71
）

　
　

抱
枕
無
言
語　
　
　
　
　
　
　
　

宣
親

く
ろ
髪
の
お
も
か
げ
の
こ
る
枕
香
に
い
は
む
か
た
な
の
わ
す
れ
が
た
み
や
（
〇
六
二
一
二
）

（
実
71
）

　
　

抱
枕
無
言
語

い
か
に
せ
ん
此
世
な
が
ら
の
わ
か
れ
ぢ
も
ふ
る
き
ま
く
ら
は
い
ふ
か
ひ
も
な
し
（
三
一
二
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
四
・
〇
七
八
八
「
昼
臥
」

　
　

抱
枕
無
言
語　

空
房
独
悄
然　

誰
知
尽
日
臥　

非
病
亦
非
眠

〈
同
一
句
題
〉
武
者
小
路
実
陰
『
芳
雲
集
』
三
八
八
六
、
三
八
八
七
「
抱
枕
無
言
語
」

（
水
72
）

　
　

君
意
軽
偕
老　
　
　
　
　
　
　
　
　

宋
世

と
も
に
老
共
に
か
た
ら
ふ
た
め
し
だ
に
あ
れ
ば
有
世
と
き
み
は
し
ら
ず
や
（
〇
六
二
一
三
）

（
実
72
）

　
　

君
意
軽
偕
老

あ
だ
な
れ
や
老
と
な
る
ま
で
か
は
ら
じ
の
な
が
き
た
め
し
は
思
ふ
と
も
な
き
（
三
一
二
一
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
二
・
〇
五
九
七
「
婦
人
苦
」

　
　

蟬
鬢
加
意
梳　

蛾
眉
用
心
掃　

幾
度
暁
粧
成　

君
看
不
言
好

　
　

妾
身
重
同
穴　

君
意
軽
偕
老　

惆
悵
去
年
来　

心
知
未
能
道

　
　

今
朝
一
開
口　

語
少
意
何
深　

願
引
他
時
事　

移
君
此
日
心

　
　

（
後
略
）

（
水
73
）

　
　

語
少
意
何
深　
　
　
　
　
　
　
　
　

宣
胤

い
か
に
せ
む
こ
こ
ろ
ふ
か
さ
を
う
ら
み
て
も
な
を
う
ち
と
け
ぬ
ひ
と
の
こ
と
の
葉
（
〇
六
二
一
四
）

（
実
73
）

　
　

語
少
意
何
深
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た
な
れ
て
も
し
ら
ず
よ
い
か
に
み
ち
の
く
の
い
は
て
の
た
か
の
心
ふ
か
さ
は
（
三
一
二
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
二
・
〇
五
九
七
「
婦
人
苦
」
→
（
水
実
72
）
に
既
出

（
水
74
）

　
　

仍
嗟
別
太
頻　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
香

し
た
ひ
え
ぬ
こ
こ
ろ
を
し
ゐ
て
く
だ
か
け
の
い
そ
ぐ
に
た
へ
ぬ
き
ぬ
ぎ
ぬ
の
そ
ら
（
〇
六
二
一
五
）

（
実
74
）

　
　

仍
嗟
別
太
頻

何
事
を
か
た
ら
ひ
を
か
む
い
つ
と
な
く
わ
か
る
る
き
は
は
の
ど
か
な
ら
ぬ
に
（
三
一
二
三
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
七
・
一
〇
一
六
「
送
客
春
遊
嶺
南
二
十
韻
」

　
　

已
訝
遊
何
遠　

仍
嗟
別
太
頻　

離
容
君
慼
促　

贈
語
我
殷
勤

　
　

迢
逓
天
南
面　

蒼
茫
海
北
漘　

訶
陵
国
分
界　

交
趾
郡
為
隣

　
　

（
後
略
）

（
水
75
）

　
　

帰
来
数
行
涙　
　
　
　
　
　
　
　
　

賢
房

し
ら
せ
ば
や
わ
か
れ
し
け
さ
の
床
の
う
へ
に
つ
つ
み
か
ね
た
る
そ
で
の
な
み
だ
を
（
〇
六
二
一
六
）

（
実
75
）

　
　

帰
来
数
行
涙

わ
り
な
く
も
け
さ
せ
き
あ
へ
ぬ
な
み
だ
か
な
あ
は
で
こ
し
よ
も
あ
れ
ば
あ
る
み
に
（
三
一
二
四
）

〈
句
題
原
詩
〉�『
白
氏
文
集
』
巻
九
・
〇
四
二
一
「
初
与
元
九
別
後
忽
夢
見
之
及
寤
而
書
適
至
兼
寄

桐
花
詩
悵
然
感
懐
因
以
此
寄
」
→
（
水
実
65
）
に
既
出

（
水
76
）

　
　

亦
莫
厭
此
身　
　
　
　
　
　
　
　
　

雅
俊

う
き
も
の
と
お
も
ひ
は
す
て
じ
か
く
て
し
も
世
世
の
ち
ぎ
り
は
な
き
身
な
ら
ず
や
（
〇
六
二
一
七
）

（
実
76
）

　
　

亦
莫
厭
此
身

い
と
ふ
な
よ
い
と
ひ
す
つ
と
も
今
更
に
立
に
し
名
を
ば
と
り
も
か
へ
さ
じ
（
三
一
二
五
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
一
・
〇
五
七
七
「
逍
遥
詠
」

　
　

亦
莫
恋
此
身　

亦
莫
厭
此
身　

此
身
何
足
恋　

万
劫
煩
悩
根

　
　

此
身
何
足
厭　

一
聚
虚
空
塵　

無
恋
亦
無
厭　

始
是
逍
遥
人

（
水
77
）

　
　

真
偽
何
由
識　
　
　
　
　
　
　
　
　

尭
胤

今
日
も
ま
た
き
か
ば
ゆ
ふ
げ
の
く
ち
う
ら
に
あ
は
ま
し
も
の
か
と
ひ
も
と
は
ず
も
（
〇
六
二
一
八
）

（
実
77
）

　
　

真
偽
何
由
識

偽
の
あ
り
や
な
し
や
も
め
に
見
え
ぬ
神
は
た
の
ま
じ
か
け
て
い
ふ
と
も
（
三
一
二
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
二
・
一
一
三
「
有
木
詩
八
首
（
ノ
三
）」

　
　

（
前
略
）

　
　

上
受
顧
眄
恩　

下
勤
澆
漑
力　

実
成
乃
是
枳　

臭
苦
不
堪
食

　
　

物
有
似
是
者　

真
偽
何
由
識　

美
人
黙
無
言　

対
之
長
歎
息

　
　

（
後
略
）

（
水
78
）

　
　

至
死
不
相
離　
　
　
　
　
　
　
　
　

季
種

雲
と
な
ら
む
朝
は
し
ら
ず
お
な
じ
世
に
け
ふ
は
へ
だ
て
も
な
き
ち
ぎ
り
か
な
（
〇
六
二
一
九
）

（
実
78
）

　
　

至
死
不
相
離

い
け
る
日
の
ち
ぎ
り
か
は
ら
で
苔
の
下
つ
か
の
ま
を
だ
に
立
も
は
な
れ
じ
（
三
一
二
七
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
二
・
一
〇
二
「
和
陽
城
駅
詩
」

　
　

（
前
略
）

　
　

上
言
陽
公
行　

友
悌
無
等
夷　

骨
肉
同
衾
裯　

至
死
不
相
離

　
　

次
言
陽
公
跡　

夏
邑
始
棲
遅　

郷
人
化
其
風　

少
長
皆
孝
慈

　
　

（
後
略
）

（
水
79
）

　
　

十
書
九
不
達　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
条

ま
れ
に
だ
に
見
ず
や
い
か
に
と
お
ぼ
つ
か
な
か
き
や
る
文
の
か
ず
は
つ
も
れ
ど
（
〇
六
二
二
〇
）

（
実
79
）

　
　

十
書
九
不
達

い
く
た
び
の
雲
井
の
か
り
に
つ
け
て
し
も
げ
に
〔　
　
　

〕
ま
れ
の
玉
づ
さ
（
三
一
二
八
）
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〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
〇
・
〇
五
〇
七
「
寄
行
簡
」

　
　

（
前
略
）

　
　

相
去
六
千
里　

地
絶
天
邈
然　

十
書
九
不
達　

何
以
開
憂
顔

　
　

渇
人
多
夢
飲　

饑
人
多
夢
餐　

春
来
夢
何
処　

合
眼
到
東
川

（
水
80
）

　
　

音
信
日
已
疎　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
孝

い
た
づ
ら
に
す
ぐ
す
た
よ
り
を
お
も
ふ
に
は
こ
こ
ろ
の
ほ
か
の
と
だ
え
と
も
見
ず
（
〇
六
二
二
一
）

（
実
80
）

　
　

音
信
日
已
疎

た
え
ま
の
み
あ
や
う
か
り
つ
る
末
つ
ゐ
に
か
よ
ふ
音
せ
ぬ
は
し
と
成
ぬ
る
（
三
一
二
九
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
二
・
〇
〇
九
二
「
寓
意
詩
五
首
（
ノ
三
）」
→
（
水
実
64
）
に
既
出

　

雑
二
十
首

（
水
81
）

　
　

宮
樹
影
相
連　
　
　
　
　
　
　
　
　

雅
俊

お
く
ふ
か
く
雲
か
さ
な
り
て
巻
向
の
檜
原
を
そ
こ
の
色
も
わ
か
れ
ず
（
〇
六
二
二
二
）

（
実
81
）

　
　

宮
樹
影
相
連

あ
ま
そ
そ
き
あ
き
の
時
雨
と
ふ
る
宮
の
木
の
下
み
ち
ぞ
分
ん
か
た
な
き
（
三
一
三
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
九
・
一
二
五
九
「
新
昌
新
居
書
事
四
十
韻
因
寄
元
郎
中
張
博
士
」

　
　

（
前
略
）

　
　

丹
鳳
楼
当
後　

青
竜
寺
在
前　

市
街
塵
不
到　

宮
樹
影
相
連

　
　

省
吏
嫌
坊
遠　

豪
家
笑
地
偏　

敢
労
賓
客
訪　

或
望
子
孫
伝

　
　

（
後
略
）

〈
同
一
句
題
〉
小
沢
蘆
庵
『
六
帖
詠
草
拾
遺
』
二
八
八
「
宮
樹
陰
相
連
」

（
水
82
）

　
　

鶴
憶
松
上
風　
　
　
　
　
　
　
　
　

尚
顕

ふ
く
か
ぜ
は
ま
つ
に
き
こ
え
て
あ
し
た
づ
の
雲
井
に
た
か
き
万
代
の
こ
ゑ
（
〇
六
二
二
三
）

（
実
82
）

　
　

鶴
憶
松
上
風

夜
半
に
吹
み
や
ま
お
ろ
し
や
さ
む
か
ら
し
松
に
す
む
つ
る
声
も
お
し
ま
ぬ
（
三
一
三
一
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
五
・
〇
一
八
三
「
見
蕭
侍
御
憶
旧
山
草
堂
詩
因
以
継
和
」

　
　

琢
玉
以
為
架　

綴
珠
以
為
籠　

玉
架
絆
野
鶴　

珠
籠
鎖
冥
鴻

　
　

鴻
思
雲
外
天　

鶴
憶
松
上
風　

珠
玉
信
為
美　

鳥
不
恋
其
中

　
　

（
後
略
）

（
水
83
）

　
　

心
与
竹
倶
空　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
長

春
秋
に
こ
こ
ろ
も
と
め
じ
み
さ
ほ
な
る
竹
を
や
直
き
と
も
と
う
へ
ま
し
（
〇
六
二
二
四
）

（
実
83
）

　
　

心
与
竹
倶
空

な
よ
竹
の
折
べ
く
も
な
く
な
び
く
こ
そ
世
に
ふ
る
道
の
心
な
り
け
れ
（
三
一
三
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
九
・
一
二
六
五
「
偶
題
閣
下
庁
」

　
　

静
愛
青
苔
院　

深
宜
白
鬢
翁　

貌
将
松
共
瘦　

心
与
竹
倶
空

　
　

暖
有
低
檐
日　

春
多
颺
幕
風　

平
生
閑
境
思　

尽
在
五
言
中

（
水
84
）

　
　

山
明
虹
半
出　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
香

雨
は
る
る
こ
の
山
も
と
に
見
え
そ
め
て
に
じ
を
は
し
な
る
た
き
川
の
す
ゑ
（
〇
六
二
二
五
）

（
実
84
）

　
　

山
明
虹
半
出

む
ら
雨
の
た
え
ま
の
日
影
さ
す
か
た
に
に
じ
み
え
そ
め
て
む
か
ふ
山
の
は
（
三
一
三
三
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
二
〇
・
一
三
三
五
「
晩
興
」

　
　

極
浦
収
残
雨　

高
城
駐
落
暉　

山
明
虹
半
出　

松
闇
鶴
双
帰

　
　

将
吏
随
衙
散　

文
書
入
務
稀　

閑
吟
倚
新
竹　

筠
粉
汚
朱
衣

〈
同
一
句
題
〉
武
者
小
路
実
陰
『
芳
雲
集
』
四
一
八
〇
、
四
一
八
一
「
山
明
虹
半
出
」

（
水
85
）

　
　

天
低
極
海
隅　
　
　
　
　
　
　
　
　

賢
房

海
原
や
入
日
の
雲
に
か
ぎ
り
な
き
か
ぎ
り
も
み
ゆ
る
な
み
の
う
へ
か
な
（
〇
六
二
二
六
）

（
実
85
）

　
　

天
低
極
海
渦

月
も
日
も
う
み
よ
り
出
て
う
な
ば
ら
の
光
に
そ
ら
の
か
ぎ
り
を
も
み
つ
（
三
一
三
四
）



― 155 ―

〈
句
題
原
詩
〉�『
白
氏
文
集
』
巻
一
六
・
〇
九
〇
八
「
東
南
行
一
百
韻
寄
通
州
元
九
侍
御
澧
州
李
十

一
舎
人
果
州
崔
二
十
二
使
君
開
州
韋
大
員
外
庾
三
十
二
補
闕
杜
十
四
拾
遺
李
二
十
助

教
員
外
竇
七
校
書
」

　
　

南
去
経
三
楚　

東
来
過
五
湖　

山
頭
看
候
館　

水
面
問
征
途

　
　

地
遠
窮
江
界　

天
低
極
海
隅　

飄
零
同
落
葉　

浩
蕩
似
乗
桴

　
　

（
後
略
）

（
水
86
）

　
　

暮
雨
湿
村
橋

あ
は
れ
に
も
く
る
る
よ
し
ら
ぬ
ゆ
き
き
か
な
里
の
た
な
は
し
あ
め
は
か
か
れ
ど
（
〇
六
二
二
七
）

（
実
86
）

　
　

暮
雨
湿
村
橋

暮
ぬ
と
て
人
も
や
い
そ
ぐ
雨
き
ほ
ふ
さ
と
の
い
た
ば
し
を
と
も
と
ど
ろ
に
（
三
一
三
五
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
〇
・
〇
四
七
一
「
渭
村
雨
帰
」

　
　

（
前
略
）

　
　

閑
旁
沙
辺
立　

看
人
刈
葦
苕　

近
水
風
景
冷　

晴
明
猶
寂
寥

　
　

復
茲
夕
陰
起　

野
思
重
蕭
条　

蕭
条
独
帰
路　

暮
雨
湿
村
橋

（
水
87
）

　
　

山
中
契
泉
石　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
広

楽
し
ま
ん
こ
こ
ろ
な
り
せ
ば
い
は
の
は
ざ
ま
朽
木
の
陰
も
よ
し
や
や
ま
み
づ
（
〇
六
二
二
八
）

（
実
87
）

　
　

山
中
契
泉
石

水
清
く
岩
か
さ
な
り
て
ち
り
の
世
の
跡
た
え
よ
と
も
な
れ
る
山
か
な
（
三
一
三
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
七
・
〇
二
九
二
「
春
遊
西
林
寺
」

　
　

（
前
略
）

　
　

緬
彼
十
八
人　

古
今
同
此
適　

是
年
淮
寇
起　

処
処
興
兵
革

　
　

智
士
労
思
謀　

戎
臣
苦
征
役　

独
有
不
才
者　

山
中
弄
泉
石

（
水
88
）

　
　

薙
草
通
上
経　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
隆

里
は
あ
れ
ぬ
い
づ
れ
か
み
つ
の
み
ち
ぞ
と
も
わ
か
ぬ
蓬
を
は
ら
ひ
か
ね
つ
つ
（
〇
六
二
二
九
）

（
実
88
）

　
　

薙
草
通
三
径

た
れ
を
今
松
の
み
ど
り
も
し
ら
菊
も
荒
に
し
ま
ま
の
道
を
は
ら
は
む
（
三
一
三
七
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
五
・
〇
八
〇
七
「
渭
村
退
居
寄
礼
部
崔
侍
郎
翰
林
銭
舎
人
詩
一

百
韻
」

　
　

（
前
略
）

　
　

世
慮
休
相
擾　

身
謀
且
自
強　

猶
須
務
衣
食　

未
免
事
農
桑

　
　

薙
草
通
三
径　

開
田
占
一
坊　

昼
扉
扃
白
版　

夜
碓
搗
黄
粱

　
　

（
後
略
）

〈
同
一
句
題
〉
三
条
西
実
隆
『
雪
玉
集
』
二
六
一
三
「
薙
草
通
三
径
」

（
水
89
）

　
　

林
幽
不
逢
人　
　
　
　
　
　
　
　
　

貞
敦

か
す
か
な
る
か
た
山
は
や
し
お
く
ふ
か
み
す
む
身
よ
い
か
に
あ
ふ
人
も
な
し
（
〇
六
二
三
〇
）

（
実
89
）

　
　

林
幽
不
逢
人

妻
木
と
る
こ
の
下
道
の
さ
び
し
さ
は
た
だ
さ
を
し
か
の
あ
と
ば
か
り
に
て
（
三
一
三
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
・
〇
二
六
四
「
遊
悟
真
寺
詩　

一
百
三
十
韻
」

　
　

（
前
略
）

　
　

月
与
宝
相
射　

晶
光
争
鮮
妍　

照
人
心
骨
冷　

竟
夕
不
欲
眠

　
　

暁
尋
南
塔
路　

乱
竹
低
嬋
娟　

林
幽
不
逢
人　

寒
蝶
飛
翾
翾

　
　

（
後
略
）

〈
同
一
句
題
〉
小
沢
蘆
庵
『
六
帖
詠
草
拾
遺
』
二
七
八
「
林
幽
不
逢
人
」

（
水
90
）

　
　

掩
涙
別
郷
里　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
覚

古
郷
は
や
が
て
か
へ
ら
む
あ
ら
ま
し
に
な
み
だ
も
み
せ
ぬ
わ
か
れ
な
り
け
り
（
〇
六
二
三
一
）

（
実
90
）

　
　

掩
涙
別
郷
里

涙
を
ば
と
め
て
や
出
ん
ふ
る
さ
と
の
わ
か
れ
を
人
に
こ
こ
ろ
づ
よ
く
は
（
三
一
三
九
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
二
・
〇
〇
六
六
「
続
古
詩
十
首
（
ノ
二
）」

　
　

掩
涙
別
郷
里　

飄
颻
将
遠
行　

茫
茫
緑
野
中　

春
尽
孤
客
情

　
　

駆
馬
上
丘
壟　

高
低
路
不
平　

風
吹
棠
梨
花　

啼
鳥
時
一
声
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（
後
略
）

（
水
91
）

　
　

行
客
舟
已
遠　
　
　
　
　
　
　
　
　

邦
高

見
つ
つ
お
も
ふ
名
残
も
か
な
し
こ
ぎ
出
し
跡
な
き
な
み
の
興
津
ふ
な
び
と
（
〇
六
二
三
二
）

（
実
92
）

　
　

行
客
舟
已
遠

み
る
ま
ま
に
漕
消
て
ゆ
く
ふ
ね
の
中
の
心
も
さ
ぞ
な
あ
と
の
し
ら
な
み
（
三
一
四
一
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
一
・
〇
五
三
六
「
送
客
廻
晩
興
」

　
　

城
上
雲
霧
開　

沙
頭
風
浪
定　

参
差
乱
山
出　

澹
濘
平
江
浄

　
　

行
客
舟
已
遠　

居
人
酒
初
醒　

嫋
嫋
秋
竹
梢　

巴
蟬
声
似
磬

〈
同
一
句
題
〉『
霞
関
集
』
旅
・
一
一
二
五
・
読
人
不
知
「
行
客
舟
已
遠
〈
文
集
句
題
〉」

（
水
92
）

　
　

暮
宿
波
上
島　
　
　
　
　
　
　
　
　

宋
世

ゆ
き
か
へ
る
宮
こ
の
夢
を
ま
つ
し
ま
や
く
る
る
を
じ
ま
に
う
き
ま
く
ら
し
て
（
〇
六
二
三
三
）

（
実
93
）

　
　

暮
宿
波
上
島

夕
け
ぶ
り
又
も
み
て
し
か
塩
が
ま
の
ま
へ
の
う
き
し
ま
う
き
ね
な
が
ら
も
（
三
一
四
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
八
・
〇
三
七
二
「
除
官
去
未
間
」
→
（
水
実
3
）
に
既
出

（
水
93
）

　
　

日
有
帰
山
情　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
治

帰
り
え
ぬ
も
と
の
こ
こ
ろ
の
あ
ら
ま
し
の
山
を
お
も
は
で
く
ら
す
日
も
な
し
（
〇
六
二
三
四
）

（
実
91
）

　
　

雲
有
帰
山
惜

思
ひ
た
つ
心
な
し
と
や
み
ね
の
く
も
し
れ
か
し
ふ
か
く
ち
ぎ
る
山
路
を
（
三
一
四
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
五
・
〇
一
八
〇
「
早
送
挙
人
入
試
」

　
　

（
前
略
）

　
　

日
出
塵
埃
飛　

群
動
互
営
営　

営
営
各
何
求　

無
非
利
与
名

　
　

而
我
常
晏
起　

虚
住
長
安
城　

春
深
官
又
満　

日
有
帰
山
情

〈
同
一
句
題
〉�

小
沢
蘆
庵
『
六
帖
詠
草
』
一
三
七
八
「
雲
有
帰
山
情
」、
上
田
秋
成
『
藤
簍
冊
子
』

四
三
三
「
雲
有
帰
山
情
」

（
水
94
）

　
　

只
将
琴
作
伴　
　
　
　
　
　
　
　
　

季
経

松
風
の
い
づ
ち
か
さ
そ
ふ
を
ろ
か
な
る
わ
が
つ
ま
琴
の
と
も
と
な
る
ね
を
（
〇
六
二
三
五
）

（
実
94
）

　
　

只
将
琴
作
伴

秋
風
に
ひ
と
り
や
袖
を
し
ほ
ら
ま
し
か
き
な
す
こ
と
の
こ
ゑ
な
か
り
せ
ば
（
三
一
四
三
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
六
・
〇
九
三
一
「
憶
微
之
傷
仲
遠　

李
三
仲
遠
去
年
春
喪
」

　
　

幽
独
辞
群
久　

漂
流
去
国
賖　

只
将
琴
作
伴　

唯
以
酒
為
家

　
　

感
逝
因
看
水　

傷
離
為
見
花　

李
三
埋
地
底　

元
九
謫
天
涯

　
　

（
後
略
）

（
水
95
）

　
　

静
読
古
人
書　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
和

文
の
上
も
う
つ
る
は
は
や
き
は
る
あ
き
を
心
の
道
に
の
ど
め
て
や
見
む
（
〇
六
二
三
六
）

（
実
95
）

　
　

静
談
古
人
書

さ
り
と
も
と
た
の
め
ひ
の
も
と
神
代
よ
り
た
だ
し
き
道
を
文
に
み
る
に
も
（
三
一
四
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
六
・
〇
二
五
九
「
詠
拙
」

　
　

（
前
略
）

　
　

葺
茅
為
我
廬　

編
蓬
為
我
門　

縫
布
作
袍
被　

種
穀
充
盤
餐

　
　

静
読
古
人
書　

閑
釣
清
渭
浜　

優
哉
復
遊
哉　

聊
以
終
吾
身

〈
同
一
句
題
〉
木
下
幸
文
『
亮
々
遺
稿
』
一
一
二
八
「
静
読
古
人
書
」

（
水
96
）

　
　

往
事
思
如
作　
　
　
　
　
　
　
　
　

宣
胤　

な
が
れ
ゆ
く
な
み
だ
や
け
ふ
の
水
無
瀬
河
み
な
き
の
ふ
な
る
む
か
し
が
た
り
に
（
〇
六
二
三
七
）

（
実
96
）

　
　

往
事
思
如
昨

ま
す
か
が
み
う
つ
り
か
は
れ
る
年
月
も
き
の
ふ
け
ふ
か
の
世
世
の
面
か
げ
（
三
一
四
五
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
一
・
〇
五
三
二
「
寄
王
質
夫
」
→
（
水
実
17
）
に
既
出
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（
水
97
）

　
　

浮
世
短
於
夢　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
孝

さ
め
ぬ
べ
き
う
つ
つ
を
い
つ
と
し
ら
ぬ
世
は
夢
と
も
何
に
さ
だ
め
て
か
み
む
（
〇
六
二
三
八
）

（
実
97
）

　
　

浮
世
短
於
夢

何
か
思
ふ
五
十
年
は
過
ぬ
行
す
ゑ
は
あ
り
と
み
る
ま
も
明
く
れ
の
ゆ
め
（
三
一
四
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
一
八
・
一
一
六
二
「
野
行
」

　
　

草
潤
衫
襟
重　

沙
乾
屐
歯
軽　

仰
頭
聴
鳥
立　

信
脚
望
花
行

　
　

暇
日
無
公
事　

衰
年
有
道
情　

浮
生
短
於
夢　

夢
裏
莫
営
営

〈
句
題
他
出
〉（
千
108
）

（
水
98
）

　
　

万
緑
皆
已
消　
　
　
　
　
　
　
　
　

尭
胤

つ
ゆ
の
く
れ
霜
の
あ
し
た
も
た
が
な
ら
ん
鹿
林
の
こ
が
ら
し
の
あ
と
（
〇
六
二
三
九
）

（
実
98
）

　
　

万
緑
皆
已
消

は
て
は
そ
の
も
み
ぢ
も
花
も
山
風
に
な
が
む
と
思
ひ
し
ぬ
し
や
た
れ
な
る
（
三
一
四
七
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
七
・
〇
三
三
〇
「
山
中
独
吟
」

　
　

人
各
有
一
癖　

我
癖
在
章
句　

万
縁
皆
已
銷　

此
病
独
未
去

　
　

毎
逢
美
風
景　

或
対
好
親
故　

高
声
詠
一
篇　

怳
若
与
神
遇

　
　

（
後
略
）

（
水
99
）

　
　

君
恩
如
雨
露　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
望

雨
露
の
め
ぐ
み
も
さ
ぞ
な
た
み
に
お
ほ
ふ
君
が
こ
こ
ろ
の
世
に
か
ぎ
り
な
き
（
〇
六
二
四
〇
）

（
実
99
）

　
　

君
恩
如
雨
露

民
の
草
う
け
て
も
し
る
や
は
る
の
雨
秋
の
露
と
は
君
が
め
ぐ
み
を
（
三
一
四
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
白
氏
文
集
』
巻
二
・
〇
一
〇
一
「
和
思
帰
楽
詩
」

　
　

（
前
略
）

　
　

心
中
志
気
大　

眼
前
爵
禄
軽　

君
恩
若
雨
露　

君
威
若
雷
霆

　
　

退
不
苟
免
難　

進
不
曲
求
栄　

在
火
弁
玉
性　

経
霜
識
松
貞

　
　

（
後
略
）

〈
同
一
句
題
〉�

武
者
小
路
実
陰
『
芳
雲
集
』
五
〇
一
六
、五
〇
一
七
「
君
恩
如
雨
露
」、加
藤
千
蔭
『
う

け
ら
が
花
初
編
』
一
四
九
四
「
君
恩
如
雨
露
」

（
水
100
）

　
　

幸
逢
太
平
代　
　
　
　
　
　
　
　
　

政
為

あ
り
ふ
べ
き
身
を
ば
た
の
ま
で
こ
し
ま
ま
に
お
さ
ま
れ
る
代
の
た
め
し
を
ぞ
見
る
（
〇
六
二
四
一
）

（
実
100
）

　
　

幸
逢
太
平
代

つ
か
へ
き
て
嬉
し
き
せ
に
も
あ
へ
る
代
や
戸
ざ
し
も
き
か
ぬ
関
の
藤
川
（
三
一
四
九
）

〈
句
題
原
詩
〉�『
白
氏
文
集
』
巻
五
・
〇
一
七
五
「
常
楽
里
閑
居
偶
題
十
六
韻
兼
寄
劉
十
五
公
輿
王

十
一
起
呂
二
炅
呂
四
穎
崔
玄
亮
十
八
元
九
稹
劉
三
十
二
敦
質
張
十
五
仲
元
時
為
校
書

郎
」

　
　

帝
都
名
利
場　

鶏
鳴
無
安
居　

独
有
懶
慢
者　

日
高
頭
未
梳

　
　

工
拙
性
不
同　

進
退
亦
遂
殊　

幸
逢
太
平
代　

天
子
好
文
儒

　
　

（
後
略
）

〈
同
一
句
題
〉�『
邦
輔
親
王
（
新
編
私
家
集
大
成
）』
解
題
・
四
五
八
「
幸
逢
太
平
代
」、
武
者
小
路

実
陰
『
芳
雲
集
』
五
〇
一
九
～
五
〇
二
一
「
幸
逢
太
平
代
」、
加
藤
千
蔭
『
う
け
ら

が
花
初
編
』
一
四
八
〇
「
幸
逢
太
平
代
」、木
下
幸
文
『
亮
々
遺
稿
』
一
二
九
二
「
幸

逢
太
平
代
」、
香
川
景
樹
『
桂
園
一
枝
拾
遺
』
七
一
三
「
幸
逢
太
平
代
」、『
大
江
戸

倭
歌
集
』
二
〇
四
九
・
源
忠
敏
、
二
〇
五
〇
・
本
居
内
遠
「
幸
逢
太
平
代
」

（
㉕
水
無
瀬
殿
法
楽
和
歌（
文
集
百
首
）・
㉖
三
条
西
実
隆「
夏
日
詠
百
首（
文
集
百
首
）」こ
こ
ま
で
）

㉗
「
聖
廟
法
楽
和
歌
（
杜
甫
句
題
五
十
首
）」（
聖
1
～
聖
50
）

【
略
解
説
】

永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）
五
月
四
日
の
後
柏
原
天
皇
禁
裏
御
会
和
歌
。
続
歌
に
よ
る
五
十
首
和
歌

で
、
後
柏
原
天
皇
の
他
、
全
一
六
名
の
歌
人
が
詠
進
し
て
い
る
。
題
は
す
べ
て
五
言
一
句
で
、
杜

甫
の
詩
を
出
典
と
す
る
。
後
柏
原
天
皇
撰
題
で
、
三
条
西
実
隆
が
題
の
原
案
を
検
討
し
て
用
捨
を

加
え
た
。
構
成
は
、
春
一
二
首
・
夏
七
首
・
秋
一
二
首
・
冬
七
首
・
恋
六
首
・
雑
六
首
。

【
参
考
】

嶋
中
道
則
「
近
世
堂
上
和
歌
と
漢
文
学

―
句
題
和
歌
を
め
ぐ
っ
て

―
」（『
近
世
堂
上
和
歌
論
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集
』
明
治
書
院
、
一
九
八
九
年
）、
小
山
順
子
「
室
町
時
代
の
句
題
和
歌

―
永
正
三
年
五
月
四

日
杜
甫
句
題
五
十
首
に
つ
い
て

―
」（『
中
世
の
文
学
と
学
問
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）

【
底
本
】

　

公
宴
続
歌
研
究
会
『
公
宴
続
歌
』（
底
本
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
）。
但
し
、
影
印
を
確
認
し
、
本

文
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

　

増
補
史
料
大
成
『
宣
胤
卿
記
』（
臨
川
書
店
、
一
九
七
二
年
）

【
本
文
】

（
聖
1
）

　
　

東
風
吹
春
氷　
　
　
　
　
　
　

邦
高

こ
ち
ふ
か
ば
に
ほ
へ
と
き
き
し
花
や
ま
づ
氷
を
い
づ
る
み
づ
の
し
ら
な
み
（
〇
六
二
四
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
四
「
送
率
府
程
録
事
還
郷
」

　
　

（
前
略
）

　
　

途
窮
見
交
態　

世
梗
悲
路
渋　

東
風
吹
春
氷　

泱
莽
后
土
湿

　
　

念
君
惜
羽
翮　

既
飽
更
思
戢　

莫
作
翻
雲
鶻　

聞
呼
向
禽
急

〈
同
一
句
題
〉『
後
水
尾
院
御
集
』
三
〇
「
東
風
吹
春
氷
」、
熊
谷
直
好
『
浦
の
し
ほ
貝
』
一
五
、
一

六
「
東
風
吹
春
氷
」

（
聖
2
）

　
　

流
霜
分
片
片

春
の
色
に
た
な
び
か
れ
ゆ
く
霞
に
も
お
も
は
ぬ
み
ち
や
き
さ
ら
ぎ
の
そ
ら
（
〇
六
二
四
三
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
九
「
宗
武
生
日
」

　
　

（
前
略
）

　
　

詩
是
吾
家
事　

人
伝
世
上
情　

熟
精
文
選
理　

休
覓
綵
衣
軽

　
　

凋
瘵
筵
初
秩　

欹
斜
坐
不
成　

流
霞
分
片
片　

涓
滴
就
徐
傾

（
聖
3
）

　
　

鶯
入
新
年
語　
　
　
　
　
　
　

実
隆

霜
雪
に
む
せ
ぶ
お
も
ひ
も
う
ぐ
ひ
す
の
う
ち
と
け
け
り
な
は
る
の
ひ
か
り
に
（
〇
六
二
四
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
一
〇
「
傷
春
五
首
（
ノ
二
）」

　
　

鶯
入
新
年
語　

花
開
満
故
枝　

天
青
風
巻
幔　

草
碧
水
通
池

　
　

牢
落
官
軍
速　

蕭
条
万
事
危　

鬢
毛
元
自
白　

涙
点
向
来
垂

　
　

（
後
略
）

〈
同
一
句
題
〉
烏
丸
光
広
『
黄
葉
集
』
三
六
四
「
鶯
入
新
年
語
」、中
院
通
村
『
後
十
輪
院
内
府
集
』

「
鶯
入
新
年
語
／
寛
永
五
正
十
九
内
御
会
始
」、『
後
水
尾
院
御
集
』
六
二
「
鶯
入
新

年
語
」、
武
者
小
路
実
陰
『
芳
雲
集
』
二
一
〇
、
二
一
一
「
鶯
入
新
年
語
」、
西
洞
院

時
慶
『
前
参
議
時
慶
集
』
五
七
一
、
五
七
二
「
鶯
入
新
年
語　

陽
明
御
会
始
」

（
聖
4
）

　
　

梅
花
交
近
野　
　
　
　
　
　
　

宣
胤

ゆ
き
か
へ
る
い
く
そ
の
そ
で
か
に
ほ
ふ
ら
ん
さ
と
ち
か
き
野
の
む
め
の
し
た
み
ち
（
〇
六
二
四
五
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
一
二
「
送
王
侍
御
往
東
川
放
生
池
祖
席
」

　
　

東
川
詩
友
合　

此
贈
怯
軽
為　

況
復
伝
宗
匠　

空
然
惜
別
離

　
　

梅
花
交
近
野　

草
色
向
平
池　

儻
憶
江
辺
臥　

帰
期
願
早
知

〈
同
一
句
題
〉
中
院
通
村
『
後
十
輪
院
内
府
集
』
一
三
一
「
梅
花
交
近
野　

同
（
寛
永
）
九
四
廿
五

仙
洞
聖
廟
御
法
楽
月
次
」

（
聖
5
）

　
　

臥
柳
自
生
枝　
　
　
　
　
　
　

政
為

青
柳
の
枝
さ
し
そ
ふ
る
は
る
な
く
は
た
だ
お
も
か
げ
や
み
づ
の
埋
木
（
〇
六
二
四
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
一
一
「
過
故
斛
斯
校
書
荘
二
首
（
ノ
二
）」

　
　

燕
入
非
傍
舍　

鷗
帰
秪
故
池　

断
橋
無
復
板　

臥
柳
自
生
枝

　
　

遂
有
山
陽
作　

多
慙
鮑
叔
知　

素
交
零
落
尽　

白
首
涙
双
垂

（
聖
6
）

　
　

春
風
草
又
生　
　
　
　
　
　
　

為
広

冬
枯
し
霜
の
岡
べ
の
ま
く
ず
は
ら
み
ど
り
に
か
へ
る
は
る
か
ぜ
ぞ
ふ
く
（
〇
六
二
四
七
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
五
「
不
帰
」

　
　

河
間
尚
征
伐　

汝
骨
在
空
城　

従
弟
人
皆
有　

終
身
恨
不
平

　
　

数
金
憐
俊
邁　

総
角
愛
聡
明　

面
上
三
年
土　

春
風
草
又
生

〈
同
一
句
題
〉
西
洞
院
時
慶
『
前
参
議
時
慶
集
』
六
七
一
、
六
七
二
「
春
風
草
又
生　

禁
中
御
会
二

首
」
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（
聖
7
）

　
　

帰
雁
喜
青
天　
　
　
　
　
　
　

宣
親

う
き
た
び
も
か
へ
る
さ
に
な
る
こ
こ
ろ
と
や
な
み
だ
の
そ
ら
の
は
る
る
か
り
が
ね
（
〇
六
二
四
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
九
「
倚
杖
」

　
　

看
花
雖
郭
外　

倚
杖
即
渓
辺　

山
県
早
休
市　

江
橋
春
聚
船

　
　

狎
鷗
軽
白
浪　

帰
雁
喜
青
天　

物
色
兼
生
意　

淒
涼
憶
去
年

（
聖
8
）

　
　

衣
霑
春
雨
時　
　
　
　
　
　
　

季
種

た
ち
お
ほ
ふ
か
す
み
の
う
ち
の
は
る
さ
め
は
ふ
る
と
も
わ
か
で
そ
で
ぞ
し
ほ
る
る
（
〇
六
二
四
九
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
三
「
大
雲
寺
賛
公
房
四
首
（
ノ
三
）」

　
　

心
在
水
精
域　

衣
霑
春
雨
時　

洞
門
尽
徐
歩　

深
院
果
幽
期

　
　

到
扉
開
復
閉　

撞
鍾
斉
及
　

醍
醐
長
発
性　

飲
食
過
扶
衰

　
　

把
臂
有
多
日　

開
懐
無
愧
辞　

黄
鶯
度
結
構　

紫
鴿
下
罘

　
　

愚
意
会
所
適　

花
辺
行
自
遅　

湯
休
起
我
病　

微
笑
索
題
詩

（
聖
9
）

　
　

故
園
花
自
発　
　
　
　
　
　
　

元
長

む
か
し
を
ば
わ
す
れ
ぬ
も
の
よ
住
す
て
し
た
が
ふ
る
さ
と
ぞ
春
の
は
な
ぞ
の
（
〇
六
二
五
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
四
「
憶
弟
二
首
（
ノ
二
）」

　
　

且
喜
河
南
定　

不
問
鄴
城
囲　

百
戦
今
誰
在　

三
年
望
汝
帰

　
　

故
園
花
自
発　

春
日
鳥
還
飛　

断
絶
人
煙
久　

東
西
消
息
稀

〈
同
一
句
題
〉
香
川
景
樹
『
桂
園
一
枝
』
一
〇
〇
「
故
園
花
自
発
」

（
聖
10
）

　
　

花
辺
行
自
遅　
　
　
　
　
　
　

宋
世

お
も
ひ
た
つ
よ
し
野
の
花
や
遠
か
ら
む
ゆ
く
手
の
は
る
に
こ
こ
ろ
と
ど
め
て
（
〇
六
二
五
一
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
三
「
大
雲
寺
賛
公
房
四
首
（
ノ
三
）」

�

→
（
聖
8
）
に
既
出

〈
同
一
句
題
〉
西
洞
院
時
慶
『
時
慶
Ⅱ
（
詠
草
）』
五
二
、
五
三
「
寛
永
九　

卯　

二
月
ノ
延
引　

花
聖
廟
法
楽辺

行
自
遅
」

（
聖
11
）

　
　

吹
花
随
水
去　
　
　
　
　
　
　

雅
俊

ゆ
く
水
の
お
な
じ
い
は
ね
に
さ
そ
ひ
き
て
は
な
も
な
み
こ
す
や
ま
か
ぜ
ぞ
ふ
く
（
〇
六
二
五
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
一
二
「
絶
句
三
首
（
ノ
三
）」

　
　

謾
道
春
来
好　

狂
風
大
放
顚　

吹
花
随
水
去　

翻
却
釣
魚
船

（
聖
12
）             

　
　

寂
寂
春
将
晩　
　
　
　
　
　
　

和
長

こ
の
と
き
を
は
る
の
名
残
に
お
も
へ
と
や
鳥
か
へ
る
や
ま
の
入
あ
ひ
の
そ
ら
（
〇
六
二
五
三
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
七
「
江
亭
」

　
　

坦
腹
江
亭
暖　

長
吟
野
望
時　

水
流
心
不
競　

雲
在
意
俱
遅

　
　

寂
寂
春
将
晚　

欣
欣
物
自
私　

故
林
帰
未
得　

排
悶
強
裁
詩

（
聖
13
）

　
　

冥
冥
子
規
叫　
　
　
　
　
　
　

済
継

暮
ぬ
や
と
い
そ
ぎ
し
も
の
を
ほ
と
と
ぎ
す
な
き
つ
る
山
の
木
木
の
し
た
み
ち
（
〇
六
二
五
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
六
「
法
鏡
寺
」

　
　

（
前
略
）

　
　

洩
雲
蒙
清
晨　

初
日
翳
復
吐　

朱
薨
半
光
炯　

戸
牖
粲
可
数

　
　

拄
策
忘
前
期　

出
蘿
已
亭
午　

冥
冥
子
規
叫　

微
径
不
復
取

（
聖
14
）

　
　

仲
夏
苦
夜
短　
　
　
　
　
　
　

為
孝

み
じ
か
よ
の
月
も
最
中
の
影
お
し
き
な
ら
ひ
は
秋
も
ま
た
や
み
て
ま
し
（
〇
六
二
五
五
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
五
「
夏
夜
歎
」             

　
　

永
日
不
可
暮　

炎
蒸
毒
我
腸　

安
得
万
里
風　

飄
颻
吹
我
裳

　
　

昊
天
出
華
月　

茂
林
延
疎
光　

仲
夏
苦
夜
短　

開
軒
納
微
涼

　
　

（
後
略
）
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（
聖
15
）

　
　

涼
月
白
紛
紛　
　
　
　
　
　
　

為
和

清
滝
や
月
の
し
ら
い
と
く
り
み
だ
し
秋
か
ぜ
ま
た
ぬ
な
み
の
す
ず
し
さ
（
〇
六
二
五
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
二
「
陪
鄭
広
文
遊
何
将
軍
山
林
十
首
（
ノ
九
）」

　
　

床
上
書
連
屋　

階
前
樹
払
雲　

将
軍
不
好
武　

稚
子
総
能
文

　
　

醒
酒
微
風
入　

聴
詩
静
夜
分　

絺
衣
挂
蘿
薜　

涼
月
白
紛
紛

（
聖
16
）

　
　

脩
竹
不
受
暑　
　
　
　
　
　
　

雅
綱

す
ず
み
よ
る
か
げ
に
は
な
つ
も
な
よ
た
け
の
な
が
き
日
あ
か
ず
く
ら
す
こ
ろ
か
な
（
〇
六
二
五
七
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
一
「
陪
李
北
海
宴
歴
干
亭
」

　
　

東
藩
駐
皁
蓋　

北
渚
凌
清
河　

海
右
此
亭
古　

済
南
名
士
多

　
　

雲
山
已
発
興　

玉
佩
仍
当
歌　

脩
竹
不
受
暑　

交
流
空
湧
波

　
　

（
後
略
）

（
聖
17
）

　
　

暗
飛
蛍
自
照　
　
　
　
　
　
　

政
為

お
も
ひ
に
は
ま
よ
ふ
も
の
か
ら
夕
や
み
の
空
さ
り
げ
な
く
ゆ
く
ほ
た
る
か
な
（
〇
六
二
五
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
一
一
「
倦
夜
」

　
　

竹
涼
侵
臥
内　

野
月
満
庭
隅　

重
露
成
涓
滴　

稀
星
乍
有
無

　
　

暗
飛
蛍
自
照　

水
宿
鳥
相
呼　

万
事
干
戈
裏　

空
悲
清
夜
徂

〈
同
一
句
題
〉
烏
丸
光
広
『
黄
葉
集
』
六
七
六
「
院
聖
廟
御
法
楽
に
、
暗
飛
蛍
自
照
」

（
聖
18
）

　
　

荷
浄
納
涼
時　
　
　
　
　
　
　

宋
世

荷
葉
の
き
よ
き
に
う
つ
る
す
ず
し
さ
や
心
よ
り
わ
く
い
づ
み
な
る
ら
む
（
〇
六
二
五
九
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』巻
二「
陪
諸
貴
公
子
丈
八
溝
携
伎
納
涼
晩
際
遇
雨
二
首（
ノ

一
）」

　
　

落
日
放
船
好　

軽
風
生
浪
遅　

竹
深
留
客
処　

荷
浄
納
涼
時

　
　

公
子
調
氷
水　

佳
人
雪

糸　

片
雲
頭
上
黒　

応
是
雨
催
詩

（
聖
19
）

　
　

葉
密
鳴
蟬
稠　
　
　
　
　
　
　

邦
高

し
げ
り
あ
ふ
な
ら
の
し
た
葉
は
つ
れ
な
く
て
風
に
お
ち
く
る
蟬
の
も
ろ
ご
ゑ
（
〇
六
二
六
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
二
「
夏
日
李
公
見
訪
」

　
　

（
前
略
）

　
　

巣
多
衆
鳥
闘　

葉
密
鳴
蟬
稠　

苦
遭
此
物
聒　

孰
語
吾
廬
幽

　
　

水
花
晩
色
静　

庶
足
充
淹
留　

預
恐
樽
中
尽　

更
起
為
君
謀

（
聖
20
）

　
　

牛
女
年
年
度

天
河
か
け
て
も
し
ら
じ
う
つ
ろ
ふ
も
去
年
の
わ
た
り
の
瀬
に
こ
そ
有
け
れ
（
〇
六
二
六
一
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
五
「
天
河
」

　
　

常
時
任
顕
晦　

秋
至
最
分
明　

縦
被
微
雲
掩　

終
能
永
夜
清

　
　

含
星
動
双
闕　

伴
月
落
辺
城　

牛
女
年
年
度　

何
曽
風
浪
生

〈
同
一
句
題
〉
中
院
通
村
『
後
十
輪
院
内
府
集
』
五
八
七
、
五
八
八
「
牛
女
年
年
渡
／
元
和
二
七
夕

公
宴
」、
三
一
七
「
牛
女
年
年
渡
」、
武
者
小
路
実
陰
『
芳
雲
集
』
一
七
五
九
「
牛
女

年
年
渡
」

（
聖
21
）

　
　

高
秋
収
画
扇　
　
　
　
　
　
　

宣
胤

露
な
ら
で
を
く
も
の
と
な
る
あ
ふ
ぎ
こ
そ
う
ら
み
が
ほ
に
も
う
ち
し
め
り
ぬ
れ
（
〇
六
二
六
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
一
八
「
傷
秋
」

　
　

林
僻
来
人
少　

山
長
去
鳥
微　

高
秋
収
画
扇　

久
客
掩
柴
扉

　
　

懶
慢
頭
時
櫛　

艱
難
帯
減
囲　

将
軍
思
汗
馬　

天
子
尚
戎
衣

　
　

（
後
略
）

（
聖
22
）

　
　

名
園
花
草
香　
　
　
　
　
　
　

実
隆

色
も
香
も
野
と
な
り
て
こ
そ
深
草
の
花
に
む
か
し
の
秋
も
し
の
ば
じ
（
〇
六
二
六
三
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
二
〇
「
入
衡
州
」

　
　

（
前
略
）
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参
錯
走
州
渚　

舂
容
転
林
篁　

片
帆
在
郴
岸　

通
郭
前
衡
陽

　
　

華
表
雲
鳥
埤　

名
園
花
草
香　

旗
亭
壮
邑
屋　

烽
櫓
蟠
城
隍

　
　

（
後
略
）

（
聖
23
）

　
　

秋
虫
声
不
去　
　
　
　
　
　
　

雅
俊

き
り
ぎ
り
す
な
れ
し
い
く
よ
の
手
枕
に
む
す
ば
ぬ
夢
の
末
や
し
る
ら
む
（
〇
六
二
六
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
六
「
除
架
」

　
　

束
薪
已
零
落　

瓠
葉
転
蕭
疎　

幸
結
白
花
了　

寧
辞
青
蔓
除

　
　

秋
虫
声
不
去　

暮
雀
意
何
如　

寒
事
今
牢
落　

人
生
亦
有
初

（
聖
24
）

　
　

扉
対
麋
鹿　
　
　
　
　
　
　

為
広

を
ど
ろ
み
だ
れ
む
ば
ら
閉
む
る
扉
に
も
う
き
は
さ
は
ら
ぬ
鹿
の
こ
ゑ
ご
ゑ
（
〇
六
二
六
五
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
一
七
「
暁
望
」

　
　

白
帝
更
声
尽　

陽
台
暁
色
分　

高
峰
寒
上
日　

疊
嶺
宿
霾
雲

　
　

地
圻
江
帆
隠　

天
清
木
葉
聞　

扉
対
麋
鹿　

応
共
爾
為
群

（
聖
25
）

　
　

宿
雁
起
円
沙　
　
　
　
　
　
　

季
種

み
な
と
田
も
ほ
の
か
に
見
え
て
あ
け
ゆ
け
ば
雁
ぞ
む
れ
た
つ
う
ら
の
真
砂
ぢ
（
〇
六
二
六
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
八
「
草
堂
即
事
」

　
　

荒
村
建
子
月　

独
樹
老
夫
家　

雪
裏
江
船
渡　

風
前
逕
竹
斜

　
　

寒
魚
依
密
藻　

宿
鷺
起
円
沙　

蜀
酒
禁
愁
得　

無
銭
何
処
賖

（
聖
26
）

　
　

秋
窓
尚
曙
途遅

歟　
　
　
　
　
　
　

元
長

あ
け
ぼ
の
の
色
と
見
つ
つ
も
あ
き
は
な
を
ね
覚
よ
ぶ
か
き
ま
ど
の
う
ち
か
な
（
〇
六
二
六
七
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
九
「
客
亭
」

　
　

秋
窓
猶
曙
色　

木
落
更
天
風　

日
出
寒
山
外　

江
流
宿
霧
中

　
　

聖
朝
無
棄
物　

老
病
已
成
翁　

多
少
残
生
事　

飄
零
似
転
蓬

（
聖
27
）

　
　

月
出
山
更
静　
　
　
　
　
　
　

宣
親

そ
ま
人
は
か
へ
る
あ
と
よ
り
あ
ま
び
こ
も
こ
た
へ
ぬ
み
ね
を
い
づ
る
月
か
げ
（
〇
六
二
六
八
）

〈
句
題
原
詩
〉�『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』巻
六「
西
枝
村
尋
置
草
堂
地
夜
宿
賛
公
土
室
二
首（
ノ
二
）」

　
　

天
寒
鳥
已
帰　

月
出
山
更
静　

土
室
延
白
光　

松
門
耿
疎
影

　
　

躋
攀
倦
日
短　

語
楽
寄
夜
永　

明
然
林
中
薪　

暗
汲
石
底
井

　
　

（
後
略
）

（
聖
28
）

　
　

雲
月
遮
微
明　
　
　
　
　
　
　

和
長

う
き
雲
も
月
に
あ
へ
る
を
ひ
か
り
に
て
さ
や
か
に
ゆ
く
や
あ
か
つ
き
の
そ
ら
（
〇
六
二
六
九
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
一
九
「
宿
青
草
湖
」

　
　

洞
庭
猶
在
目　

青
草
続
為
名　

宿
槳
依
農
事　

郵
籤
報
水
程

　
　

寒
氷
争
倚
薄　

雲
月
逓
微
明　

湖
雁
双
双
起　

人
来
故
北
征

〈
同
一
句
題
〉
香
川
景
樹
『
桂
園
一
枝
拾
遺
』
秋
・
二
九
〇
「
雲
月
逓
微
明
」

（
聖
29
）

　
　

入
簾
残
月
影　
　
　
　
　
　
　

政
為

残
る
よ
の
軒
ば
の
に
し
に
影
見
え
て
月
や
し
の
ぶ
の
す
だ
れ
も
る
ら
ん
（
〇
六
二
七
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
九
「
客
夜
」

　
　

客
睡
何
曽
著　

秋
天
不
肯
明　

入
簾
残
月
影　

高
枕
遠
江
声

　
　

計
拙
無
衣
食　

途
窮
仗
友
生　

老
妻
書
数
紙　

応
悉
未
帰
情

（
聖
30
）

　
　

江
流
宿
霧
中　
　
　
　
　
　
　

為
孝

あ
く
る
よ
を
入
江
の
霧
の
う
ち
に
み
て
出
し
小
舟
や
す
ゑ
ま
よ
ふ
ら
ん
（
〇
六
二
七
一
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
九
「
客
亭
」
→
（
聖
26
）
に
既
出

〈
同
一
句
題
〉
香
川
景
樹
『
桂
園
一
枝
拾
遺
』
秋
・
三
〇
〇
「
江
流
宿
霧
中
」、『
大
江
戸
倭
歌
集
』

秋
・
八
一
九
・
高
橋
止
織
「
江
流
宿
霧
中
」

（
聖
31
）
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菊
蕊
独
盈
枝　
　
　
　
　
　
　

済
継

秋
の
き
く
う
つ
ろ
ふ
は
な
の
に
ほ
ひ
も
や
お
ら
ば
と
い
ひ
し
は
ぎ
の
う
へ
の
露
（
〇
六
二
七
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
一
二
「
雲
安
九
日
鄭
十
八
携
酒
陪
諸
公
宴
」

　
　

寒
花
開
已
尽　

菊
蕊
独
盈
枝　

旧
摘
人
頻
異　

軽
香
猶
暫
随

　
　

地
偏
初
衣
袷　

山
擁
更
登
危　

万
国
皆
戎
馬　

酣
歌
涙
欲
垂

〈
同
一
句
題
〉
烏
丸
光
広
『
黄
葉
集
』
九
〇
四
「
同
（
慶
長
）
六
年
、
菊
蕊
独
盈
枝
」

　

                           

（
聖
32
）

　
　

葉
稀
風
更
落　
　
　
　
　
　
　

実
隆

吹
の
こ
す
木
の
は
す
く
な
き
や
ま
か
ぜ
は
枝
に
た
ま
ら
ぬ
音
も
さ
む
け
し
（
〇
六
二
七
三
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
五
「
野
望
」

　
　

清
秋
望
不
極　

迢
逓
起
曽
陰　

遠
水
兼
天
浄　

孤
城
隠
霧
深

　
　

葉
稀
風
更
落　

山
迴
日
初
沈　

独
鶴
帰
何
晩　

昏
鴉
已
満
林

（
聖
33
）

　
　

人
遠
鳧
鴨
乱　
　
　
　
　
　
　

為
和

人
影
は
み
え
ぬ
古
江
の
す
て
ぶ
ね
に
あ
ら
そ
ふ
と
こ
や
あ
ぢ
む
ら
の
こ
ゑ
（
〇
六
二
七
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
九
「
通
泉
駅
南
去
通
泉
県
十
五
里
山
水
作
」

　
　

渓
行
衣
自
湿　

亭
午
気
始
散　

冬
温
蚊

集　

人
遠
鳧
鴨
乱

　
　

登
頓
生
曽
陰　

欹
傾
出
高
岸　

駅
楼
衰
柳
側　

県
郭
軽
煙
畔

　
　

（
後
略
）

（
聖
34
）

　
　

寒
日
経
檐
短　
　
　
　
　
　
　

宋
世

ほ
ど
ぞ
な
き
小
屋
の
あ
し
ぶ
き
隙
み
え
て
軒
ば
に
め
ぐ
る
冬
の
日
の
か
げ
（
〇
六
二
七
五
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
一
六
「
寄
杜
位
」

　
　

寒
日
経
檐
短　

窮
猿
失
木
悲　

峡
中
為
客
恨　

江
上
憶
君
時

　
　

天
地
身
何
往　

風
塵
病
敢
辞　

封
書
両
行
涙　

霑
洒
裛
新
詩

（
聖
35
）

　
　

晴
雪
落
長
松

ふ
り
つ
み
し
こ
ず
ゑ
の
雪
も
な
ご
り
な
く
さ
す
や
夕
日
の
軒
の
つ
ま
か
ぜ
（
〇
六
二
七
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
一
六
「
謁
真
諦
寺
禅
師
」

　
　

蘭
若
山
高
処　

煙
霞
嶂
幾
重　

凍
泉
依
細
石　

晴
雪
落
長
松

　
　

問
法
看
詩
妄　

観
身
向
酒
慵　

未
能
割
妻
子　

卜
宅
近
前
峰

〈
同
一
句
題
〉（
頓
称
48
）、
加
藤
千
蔭
『
う
け
ら
が
花
初
編
』
八
九
七
「
晴
雪
落
長
松
」、
香
川
景

樹
『
桂
園
一
枝
拾
遺
』
四
〇
二
「
晴
雪
落
長
松
」、
熊
谷
直
好
『
浦
の
し
ほ
貝
』
八

七
九
「
晴
雪
落
長
松
」

（
聖
36
）

　
　

雪
裏
江
船
渡　
　
　
　
　
　
　

雅
俊

ふ
り
つ
み
し
み
ぎ
は
の
雪
を
ひ
か
り
に
て
月
は
入
江
に
よ
す
る
ふ
な
び
と
（
〇
六
二
七
七
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
八
「
草
堂
即
事
」
→
（
聖
25
）
に
既
出

（
聖
37
）

　
　

艶
艶
待
春
梅　
　
　
　
　
　
　

邦
高

梅
の
は
な
雪
の
し
づ
枝
に
さ
き
い
で
て
春
を
こ
て
ふ
と
た
れ
に
つ
ぐ
ら
む
（
〇
六
二
七
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
一
〇
「
早
花
」

　
　

西
京
安
穏
未　

不
見
一
人
来　

臘
日
巴
江
曲　

山
花
已
自
開

　
　

盈
盈
当
雪
杏　

艶
艶
待
香
梅　

直
若
風
塵
暗　

誰
憂
容
鬢
催

（
聖
38
）

　
　

歳
暮
日
月
疾　
　
　
　
　
　
　

雅
俊

今
ぞ
し
る
う
つ
る
月
日
の
は
や
き
を
も
く
れ
ゆ
く
と
し
に
お
ど
ろ
か
れ
つ
つ
（
〇
六
二
七
九
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
一
八
「
写
懐
二
首
（
ノ
二
）」

　
　

（
前
略
）

　
　

天
寒
行
旅
稀　

歳
暮
日
月
疾　

栄
名
忽
中
人　

世
乱
如
蟣
蝨

　
　

古
者
三
皇
前　

満
腹
志
願
畢　

胡
為
有
結
縄　

陥
此
膠
与
漆

　
　

（
後
略
）

（
聖
39
）

　
　

君
意
人
莫
知　
　
　
　
　
　
　

政
為
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た
ち
か
へ
り
お
も
へ
ば
え
こ
そ
た
の
ま
れ
ね
う
し
と
も
見
え
ぬ
こ
こ
ろ
ふ
か
さ
は
（
〇
六
二
八
〇
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
二
「
夜
聴
許
十
一
誦
詩
愛
而
有
作
」

　
　

（
前
略
）

　
　

精
微
穿
溟
涬　

飛
動
摧
霹
靂　

陶
謝
不
枝
梧　

風
騒
共
推
激

　
　

紫
燕
自
超
詣　

翠
駮
誰
翦
剔　

君
意
人
莫
知　

人
間
夜
寥
闃

（
聖
40
）

　
　

久
待
無
消
息　
　
　
　
　
　
　

和
長

ま
つ
こ
と
は
は
る
秋
に
し
て
た
が
か
た
に
い
ま
は
よ
る
な
る
あ
ま
つ
か
り
が
ね
（
〇
六
二
八
一
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
一
一
「
寄
邛
州
崔
録
事
」

　
　

邛
州
崔
録
事　

聞
在
果
園
坊　

久
待
無
消
息　

終
朝
有
底
忙

　
　

応
愁
江
樹
遠　

怯
見
野
亭
荒　

浩
蕩
風
塵
外　

誰
知
酒
熟
香

〈
同
一
句
題
〉
中
院
通
村
『
後
十
輪
院
内
府
集
』
一
〇
二
〇
「
久
待
無
消
息
／
寛
永
九
四
廿
五
仙
洞

聖
廟
御
法
楽
」

（
聖
41
）

　
　

苦
道
来
不
易　
　
　
　
　
　
　

実
隆

ゆ
め
に
て
も
を
ろ
か
な
ら
ん
に
か
く
ま
で
も
と
ふ
べ
き
も
の
と
お
も
ひ
や
は
す
る
（
〇
六
二
八
二
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
五
「
夢
李
白
二
首
（
ノ
二
）」

　
　

浮
雲
終
日
行　

遊
子
久
不
至　

三
夜
頻
夢
君　

情
親
見
君
意

　
　

告
帰
常
局
促　

苦
道
来
不
易　

江
湖
多
風
波　

舟
楫
恐
失
墜

　
　

（
後
略
）

（
聖
42
）

　
　

相
対
如
夢
寐　
　
　
　
　
　
　

宣
親

た
の
み
そ
め
あ
ひ
み
つ
る
に
も
お
も
ふ
か
な
夢
て
ふ
も
の
の
う
つ
つ
わ
く
と
は
（
〇
六
二
八
三
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
三
「
羌
村
三
首
（
ノ
一
）」

　
　

（
前
略
）

　
　

妻
孥
怪
我
在　

驚
定
還
拭
涙　

世
乱
遭
飄
蕩　

生
還
偶
然
遂

　
　

隣
人
満
牆
頭　

感
嘆
亦
歔
欷　

夜
闌
更
秉
燭　

相
対
如
夢
寐

〈
同
一
句
題
〉
西
洞
院
時
慶
『
時
慶
Ⅱ
（
詠
草
）』
五
四
、五
五
「
同
（
聖
廟
法
楽
）
相
対
如
夢
寐
」

（
聖
43
）

　
　

中
宵
涙
満
床　
　
　
　
　
　
　

為
広

ま
つ
夜
半
の
床
の
山
川
い
さ
や
と
も
い
は
ば
深
行
袖
に
せ
か
め
や
（
〇
六
二
八
四
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
一
六
「
暮
春
題
瀼
西
新
賃
草
屋
五
首
（
ノ
五
）」

　
　

欲
陳
済
世
策　

已
老
尚
書
郎　

不
息
豺
虎
闘　

空
慙
鴛
鷺
行

　
　

時
危
人
事
急　

風
逆
羽
毛
傷　

落
日
悲
江
漢　

中
宵
涙
満
牀

（
聖
44
）

　
　

別
来
歳
月
周　
　
　
　
　
　
　

季
種

あ
ふ
こ
と
を
ま
た
い
つ
か
は
と
と
し
経
て
も
有
し
わ
か
れ
の
つ
ら
さ
に
ぞ
ま
つ
（
〇
六
二
八
五
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
三
「
彭
衙
行
」

　
　

（
前
略
）

　
　

遂
空
所
坐
堂　

安
居
奉
我
歓　

誰
肯
艱
難
際　

豁
達
露
心
肝

　
　

別
来
歳
月
周　

胡
羯
仍
構
患　

何
当
有
翅
翎　

飛
去
墮
爾
前

（
聖
45
）

　
　

野
寺
隠
喬
木　
　
　
　
　
　
　

宋
世

た
れ
か
ま
た
野
辺
よ
り
末
に
墨
ぞ
め
の
夕
さ
び
し
き
木
木
の
し
た
み
ち
（
〇
六
二
八
六
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
九
「
謁
文
公
上
方
」

　
　

野
寺
隠
喬
木　

山
僧
高
下
居　

石
門
日
色
異　

絳
気
横
扶
疎

　
　

窈
窕
入
風
磴　

長
蘿
紛
巻
舒　

庭
前
猛
虎
臥　

遂
得
文
公
廬

　
　

（
後
略
）

〈
同
一
句
題
〉
香
川
景
樹
『
桂
園
一
枝
』
雑
上
・
八
二
二
「
野
寺
隠
喬
木
」

（
聖
46
）

　
　

雨
瀉
暮
檐
竹　
　
　
　
　
　
　

邦
高

呉
竹
の
け
ぶ
り
の
末
葉
さ
し
お
ほ
ひ
ふ
る
雨
く
ら
き
窓
の
く
れ
が
た
（
〇
六
二
八
七
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
三
「
大
雲
寺
賛
公
房
四
首
（
ノ
四
）」

　
　

（
前
略
）

　
　

自
顧
転
無
趣　

交
情
何
尚
新　

道
林
才
不
世　

恵
遠
徳
過
人

　
　

雨
瀉
暮
檐
竹　

風
吹
青
井
芹　

天
陰
対
図
画　

最
覚
潤
竜
鱗
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（
聖
47
）

　
　

遠
水
兼
天
浄　
　
　
　
　
　
　

元
長

神
代
よ
り
す
め
る
を
空
の
み
ど
り
を
も
う
つ
し
て
き
よ
き
水
の
ゆ
く
末
（
〇
六
二
八
八
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
五
「
野
望
」
→
（
聖
32
）
に
既
出

（
聖
48
）

　
　

野
風
吹
征
衣

お
も
ふ
に
も
陰
な
き
野
べ
ぞ
く
さ
ま
く
ら
た
び
ゆ
く
そ
で
を
か
ぜ
の
や
ど
り
に
（
〇
六
二
八
九
）

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
六
「
別
賛
上
人
」

　
　

（
前
略
）

　
　

異
県
逢
旧
友　

初
欣
写
胸
臆　

天
長
関
塞
寒　

歳
暮
飢
凍
逼

　
　

野
風
吹
征
衣　

欲
別
向
曛
黒　

馬
嘶
思
故
櫪　

帰
鳥
尽
斂
翼

　
　

（
後
略
）

（
聖
49
）　

※
底
本
欠
。『
宣
胤
卿
記
』
永
正
三
年
五
月
四
日
条
に
依
る
。

　
　

故
人
入
我
夢　
　
　
　
　
　
　

宣
胤　
　
　
　
　

さ
め
や
す
き
な
ら
ひ
も
ぞ
う
き
夢
に
く
る
人
も
我
身
も
老
の
世
が
た
り　

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
五
「
夢
李
白
二
首
（
ノ
一
）」

　
　

死
別
已
吞
声　

生
別
常
惻
惻　

江
南
瘴

地　

逐
客
無
消
息

　
　

故
人
入
我
夢　

明
我
長
相
憶　

恐
非
平
生
魂　

路
遠
不
可
測

　
　

（
後
略
）

（
聖
50
）

　
　

神
明
依
正
直

　
　
　

※�

底
本
欠
。
但
し
、
当
該
杜
甫
句
題
五
十
首
の
組
題
を
襲
用
し
た
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）

四
月
二
十
五
日
聖
廟
法
楽
和
歌
よ
り
（
聖
50
）
の
題
が
判
明
す
る
。

〈
句
題
原
詩
〉『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
巻
八
「
病
柏
」

　
　

有
柏
生
崇
岡　

童
童
状
車
蓋　

偃
蹙
竜
虎
姿　

主
当
風
雲
会

　
　

神
明
依
正
直　

故
老
多
再
拝　

豈
知
千
年
根　

中
路
顔
色
壊

　
　

（
後
略
）

　

            �
            （

㉗
「
聖
廟
法
楽
和
歌
（
杜
甫
句
題
五
十
首
）」
こ
こ
ま
で
）

　

                     �
           （

も
り
た　

た
か
ゆ
き　

南
山
大
学
准
教
授
）　　
　
　

　

                      �
          （

あ
お　

あ
す
か　

相
愛
大
学
准
教
授
）　　
　
　
　
　

　

                      �
          （

こ
や
ま　

じ
ゅ
ん
こ　

京
都
女
子
大
学
教
授
）　　
　

　

                   �
             （

た
け
し
ま　

か
ず
き　

京
都
府
立
大
学
准
教
授
）　
　

　

                   �
             （

つ
た　

き
よ
ゆ
き　

大
阪
大
学
准
教
授
）　　
　
　
　

�
   （

や
ま
な
か　

の
ぶ
ゆ
き　

京
都
女
子
大
学
講
師
）　
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中
古
・
中
世
句
題
和
歌
略
史

　

�

　
　
　

小
山 

順
子　
　
　
　
　

　
　
　

は
じ
め
に

　

本
報
告
書
は
、
平
安
時
代
か
ら
室
町
時
代
末
期
に
至
る
句
題
和
歌
の
作
品
を
集
成
し
、
句
題
和
歌

研
究
の
資
料
提
供
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

　

句
題
和
歌
作
品
に
関
し
て
は
、
個
々
の
作
品
に
関
す
る
論
考
は
厚
い
の
だ
が
、
そ
の
歴
史
を
縦
断

し
て
説
い
た
も
の
は
管
見
に
入
ら
な
い
。
わ
ず
か
に
金
子
彦
二
郎『
句
題
和
歌
撰
集
』（
長
谷
川
書
房
、

一
九
五
五
年
）
が
、
平
安
時
代
か
ら
明
治
時
代
初
期
に
至
る
句
題
和
歌
作
品
十
三
を
取
り
上
げ
、
本

文
を
収
め
て
い
る
の
が
、
作
品
集
成
と
し
て
管
見
に
入
る
も
の
で
あ
る
。
金
子
彦
二
郎
が
『
句
題
和

歌
選
集
』
の
「
は
し
が
き
」
に
、
刊
行
目
的
を
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

殊
に
そ
れ
が
、
外
来
文
学
で
あ
る
中
国
詩
文
の
類
を
、
そ
の
題
材
と
し
て
詠
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
れ
ば
、
比
較
文
学
的
な
新
研
究
面
か
ら
も
、
き
は
め
て
取
り
つ
き
易
く
も
あ
り
、
又
有
力

な
文
献
で
も
あ
る
訳
で
、
こ
れ
に
よ
つ
て
、
彼
我
両
国
間
の
文
学
を
対
照
し
比
較
し
つ
つ
、
精

厳
な
態
度
で
吟
味
し
、
鑑
賞
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
の
精
神
的
風
土
を
異
に
す
る
両
国
民
間

の
詩
思
と
歌
藻
と
の
在
り
方
と
、
わ
が
国
風
和
歌
へ
の
受
容
醇
化
の
様
相
や
、
語
彙
に
与
へ
た

変
化
や
多
様
性
や
、
其
の
歌
想
に
も
、
複
雑
味
や
清
新
味
や
を
寄
与
し
た
影
響
関
係
な
ど
に
つ

い
て
も
、
こ
れ
を
現
実
に
目
睹
し
、
実
証
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。

　

句
題
和
歌
が
研
究
対
象
と
し
て
注
目
さ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、金
子
の
挙
げ
る
も
の
の
他
に
も
、

句
題
と
原
詩
と
の
本
文
異
同
、
出
典
と
な
っ
た
資
料
が
い
か
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
の
か
、
ど
の

よ
う
な
漢
詩
・
句
に
注
目
し
題
と
し
て
選
ん
で
い
る
か
な
ど
、
漢
籍
受
容
の
具
体
相
を
示
す
も
の
で

あ
る
と
い
う
点
も
挙
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
本
に
お
け
る
漢
籍
受
容
や
翻
訳
・
翻
案
の
問

題
を
考
え
る
上
で
、
句
題
和
歌
が
持
つ
意
義
は
大
き
く
、
本
研
究
課
題
の
報
告
書
と
し
て
、
資
料
集

成
を
試
み
た
次
第
で
あ
る
。

　

報
告
書
の
末
尾
に
、本
報
告
書
に
お
け
る
作
品
集
成
を
踏
ま
え
た
「
中
古
・
中
世
句
題
和
歌
略
史
」

を
記
し
、
そ
の
歴
史
を
概
観
す
る
。

　

な
お
句
題
和
歌
と
は
、
狭
義
に
は
、
既
存
の
漢
詩
文
の
一
句
な
い
し
は
複
数
句
を
歌
題
と
し
て
用

い
て
詠
む
詠
法
を
指
す
。
広
義
の
句
題
和
歌
と
し
て
は
、「
仮
名
句
題
和
歌
」
と
呼
ば
れ
る
、
和
歌

の
一
句
を
歌
題
と
し
て
詠
む
詠
法
や
、
経
典
の
経
文
を
題
と
す
る
経
文
和
歌
も
あ
る
。
本
報
告
書
で

は
研
究
課
題
が
「
古
代
・
中
世
の
《
翻
訳
》
意
識
―
訓
読
と
翻
案
の
あ
い
だ
を
探
る
―
」
で
あ
る
た

め
、「
句
題
和
歌
」
を
狭
義
の
漢
詩
文
句
題
和
歌
の
み
、
す
な
わ
ち
既
存
の
漢
詩
文
句
を
歌
題
と
す

る
和
歌
の
み
を
対
象
と
し
て
作
品
を
集
成
し
た
。
本
稿
で
も
「
句
題
和
歌
」
は
漢
詩
文
句
題
和
歌
を

指
す
。

　

ま
た
、
和
歌
に
お
い
て
特
定
の
漢
詩
文
・
佳
句
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
和
歌
を
詠
む
方
法
は
、
本

歌
取
り
と
共
通
す
る
技
法
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
佳
句
取
り
・
漢
詩
取
り
・
句
題
和
歌
的
詠
法
な

ど
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
報
告
書
で
は
、
依
拠
す
る
漢
詩
文
を
題
と
し
て
前
提
・
明
示
す

る
と
い
う
点
に
重
点
を
置
い
た
の
で
、
念
頭
に
置
い
て
作
ら
れ
た
、
ま
た
は
歌
合
判
詞
で
典
拠
と
し

て
漢
詩
文
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
な
ど
、内
容
か
ら
漢
詩
文
を
踏
ま
え
る
と
判
断
さ
れ
る
和
歌
は
集
成
・

考
察
の
対
象
と
し
て
い
な
い
。

　
　
　

一
、
平
安
時
代
中
期
か
ら
院
政
期

　

既
存
の
漢
詩
句
を
題
と
す
る
と
い
う
発
想
の
源
は
、
中
国
の
六
朝
詩
か
ら
見
ら
れ
る
句
題
詩
に
あ

る
。
句
題
詩
は
、
題
と
な
る
漢
詩
句
に
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
字
を
す
べ
て
首
聯
で
詠
み
込
ん
だ
上
、

首
聯
以
外
で
は
句
題
の
文
字
を
用
い
て
は
な
ら
ず
、
別
の
表
現
を
用
い
て
題
意
を
詠
む
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
句
題
詩
に
お
い
て
は
、
故
事
（
本
文
）
を
巧
み
に
用
た
り
、
豊
富
な
語
彙
を
駆
使
す
る
こ

と
が
作
者
の
腕
の
見
せ
所
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
漢
詩
句
を
題
と
し
て
和
歌
を
詠
む
と
い
う
句
題
和
歌
の
詠
法
は
、
別
言
語
を
和
歌
に
移

す
と
い
う
翻
訳
・
翻
案
の
意
識
が
根
底
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
漢
詩
に
表
現
さ
れ
た
風

物
を
い
か
に
日
本
の
風
土
に
合
わ
せ
た
表
現
に
す
る
か
と
い
う
点
に
、
焦
点
が
合
わ
さ
れ
る
。
句
題

和
歌
の
濫
觴
で
あ
る
千
里
「
句
題
和
歌
」
は
、
そ
の
序
文
に
「
臣
儒
門
余
孼
、
側
二

聴
言
詩
一

、
未
レ

習
二

艶
辞
一

、
不
レ

知
二

所
為
一

。
今
臣
僅
纔
捜
二

古
句
一

、
構
二

成
新
歌
一

」
と
記
す
。
和
歌
に
習
熟
し
て

い
な
い
と
い
う
謙
遜
を
述
べ
て
は
い
る
が
、こ
こ
に
は
儒
者
の
家
柄
で
あ
り
漢
学
に
通
じ
る
千
里
が
、

漢
詩
句
に
基
づ
き
自
身
の
和
歌
を
詠
む
試
み
で
あ
る
と
明
示
さ
れ
て
い
る
。

　

千
里
が
拓
い
た
句
題
和
歌
の
試
み
は
、
漢
詩
文
と
和
歌
の
交
渉
が
積
極
的
に
展
開
さ
れ
た
『
古
今

集
』
時
代
、
後
続
の
句
題
和
歌
を
生
ん
で
い
る
。

清
涼
殿
の
み
な
み
の
つ
ま
に
、
み
か
は
み
づ
な
が
れ
い
で
た
り
。
そ
の
前
栽
に
松
浦
沙
あ

り
、
延
喜
九
年
九
月
十
三
日
に
賀
せ
し
め
た
ま
ふ
。
題
に
「
月
に
の
り
て
さ
さ
ら
み
づ
を

も
て
あ
そ
ぶ
」、
詩
歌
こ
こ
ろ
に
ま
か
す

　
　

も
も
し
き
の
お
ほ
み
や
な
が
ら
や
そ
し
ま
を
み
る
こ
こ
ち
す
る
あ
き
の
よ
の
月

�

　
（『
躬
恒
集
』
一
〇
）

　　
　
　
　
「
よ
る
の
雲
を
さ
ま
り
て
月
の
ゆ
く
こ
と
お
そ
し
」
と
い
ふ
だ
い
を
人
の
よ
ま
せ
給
ふ
に

　
　

あ
ま
雲
の
た
な
び
け
り
と
も
み
え
ぬ
よ
は
行
く
月
影
ぞ
の
ど
け
か
り
け
る（『
貫
之
集
』七
九
五
）

   

躬
恒
歌
は
「
乗
レ

月
弄
二

潺
湲
一

」（『
文
選
』
巻
二
六
・
謝
霊
運
「
入
二

華
子
崗
一

是
麻
源
第
三
谷
」）、
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貫
之
歌
は
「
夜
雲
収
尽
月
行
遅
」（『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
秋
夜
・
一
九
一
・
野
展
郢
、『
和
漢
朗

詠
集
』
秋
部
・
月
・
二
五
三
）
を
句
題
と
し
た
も
の
だ
。『
古
今
集
』
に
も
千
里
「
句
題
和
歌
」
か

ら
一
首
が
採
ら
れ
（
千
36
、
但
し
詞
書
は
「
題
し
ら
ず
」）、『
古
今
集
』
撰
者
に
も
千
里
の
句
題
和

歌
が
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
、句
題
和
歌
と
い
う
詠
法
が
他
の
歌
人
に
も
広
ま
っ
た
こ
と
、さ
ら
に
、

特
に
躬
恒
歌
か
ら
は
そ
の
技
法
が
宮
廷
の
雅
会
に
も
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
千
里
の
挑
戦

は
、
後
続
の
歌
人
た
ち
を
刺
激
し
、
以
後
、
句
題
和
歌
は
様
々
な
歌
人
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
た
。

　

そ
の
中
で
、
白
居
易
「
長
恨
歌
」
か
ら
句
題
を
選
ん
だ
句
題
和
歌
が
藤
原
高
遠
に
よ
っ
て
詠
ま
れ

る
。
そ
れ
に
先
立
つ
作
品
と
し
て
『
伊
勢
集
』
所
載
の
「
長
恨
歌
の
屛
風
を
亭
子
院
の
み
か
ど
か
か

せ
た
ま
ひ
て
、
そ
の
所
所
よ
ま
せ
た
ま
ひ
け
る
」
と
い
う
詞
書
を
持
つ
十
首
（
五
二
～
六
一
）
が
あ

る
。
こ
れ
は
、「
長
恨
歌
」を
題
材
と
し
た
屛
風
絵
を
描
き
そ
の
内
容
を
和
歌
に
詠
む
と
い
う
も
の
で
、

「
み
か
ど
の
御
に
な
し
て
」「
こ
れ
は
き
さ
き
の
御
歌
に
て
」
と
、玄
宗
皇
帝
・
楊
貴
妃
の
立
場
か
ら
、

そ
の
場
面
に
お
け
る
心
情
を
和
歌
に
表
現
す
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
作
品
は
、
本
報
告
書
に
は
、
明

確
に
依
拠
す
る
漢
詩
文
句
題
が
示
さ
れ
た
も
の
を
収
載
す
る
と
い
う
主
旨
の
も
と
収
め
な
か
っ
た

が
、「
長
恨
歌
」
の
絵
画
化
・
和
歌
化
と
い
う
日
本
的
受
容
を
示
す
作
品
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。

日
本
に
お
け
る
白
居
易
詩
の
人
気
と
受
容
に
つ
い
て
は
贅
言
を
要
さ
な
い
が
、
句
題
和
歌
の
歴
史
に

お
い
て
も
、
大
江
千
里
に
続
く
句
題
和
歌
の
ま
と
ま
っ
た
作
品
が
「
長
恨
歌
」「
上
陽
白
髪
人
」
か

ら
句
題
を
選
ん
だ
も
の
だ
っ
た
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。
ま
た
高
遠
の
み
な
ら
ず
、
源
道
済
も
「
長
恨

歌
」
の
詩
句
か
ら
四
字
を
抜
き
出
し
、
結
題
と
し
て
用
い
た
和
歌
十
首
を
残
し
て
い
る
。

　

院
政
期
の
祝
部
成
仲
に
よ
る
新
楽
府
題
五
首
和
歌
も
、
こ
の
系
列
に
あ
る
作
品
で
あ
る
。
白
居
易

の
新
楽
府
お
よ
び
「
長
恨
歌
」
か
ら
句
題
を
選
ん
で
詠
ん
だ
和
歌
で
、
新
楽
府
・「
長
恨
歌
」
の
変

わ
ら
な
い
人
気
と
注
目
を
語
る
も
の
だ
。

　

但
し
、新
楽
府
・「
長
恨
歌
」
は
、た
と
え
ば
「
王
昭
君
」
が
『
永
久
百
首
』
の
歌
題
に
な
る
な
ど
、

特
に
五
美
人
の
人
名
が
歌
題
と
さ
れ
る
こ
と
は
多
か
っ
た
も
の
の
、
高
遠
・
道
済
・
成
仲
の
よ
う
に

新
楽
府
・
歌
行
か
ら
句
題
を
選
ぶ
こ
と
は
、
句
題
和
歌
の
主
流
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
新
楽
府
・「
長

恨
歌
」
か
ら
句
題
を
選
ん
だ
の
は
、
単
に
そ
の
詩
句
が
優
れ
た
表
現
を
持
つ
名
句
だ
っ
た
か
ら
で
は

な
く
、
そ
の
原
詩
が
、
物
語
性
に
富
ん
だ
人
気
の
あ
る
漢
詩
で
あ
り
、
一
句
の
み
な
ら
ず
新
楽
府
・

歌
行
全
体
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
内
容
を
和
歌
に
移
す
と
い
う
意
識
の
も
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
新
楽
府
・
歌
行
の
漢
詩
句
題
が
句
題
和
歌
の
主
流
と
な
ら
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
二
点
を
指

摘
し
て
お
く
。
一
つ
は
、
句
題
和
歌
の
展
開
に
従
い
、
多
様
な
漢
詩
文
か
ら
の
句
題
が
選
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
新
た
な
句
題
和
歌
が
企
画
さ
れ
、撰
題
さ
れ
る
と
、句
題
に
も
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
用
い
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
漢
詩
文
を
句
題
と
し
て
使
用
し
よ
う
と

す
る
意
欲
が
歌
人
た
ち
に
生
じ
た
。
そ
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
既
に
人
気
が
高
く
広
く
知
れ
渡
っ
て

い
る
新
楽
府
・
歌
行
で
は
な
い
作
に
目
が
向
い
た
の
だ
ろ
う
。
も
う
一
点
は
、
句
題
和
歌
が
百
首
歌

等
の
定
数
歌
の
形
式
に
沿
っ
た
組
題
と
し
て
構
成
企
画
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
物
語
性
が
強
い
新

楽
府
・
歌
行
の
漢
詩
句
題
は
、
か
え
っ
て
主
題
を
限
定
し
、
組
題
に
組
み
込
み
に
く
か
っ
た
と
い
う

理
由
で
あ
る
。「
長
恨
歌
」
の
詩
句
は
、
恋
題
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
（
た
と
え
ば
慈
円
・
定
家
・

寂
身
「
文
集
百
首
」
に
お
い
て
は
、
恋
五
首
の
う
ち
四
句
題
が
「
長
恨
歌
」
を
出
典
と
す
る
）
例
が

あ
る
と
は
い
え
、
背
景
が
容
易
に
立
ち
上
が
っ
て
く
る
た
め
に
、
か
え
っ
て
句
題
と
し
て
は
制
限
が

多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

院
政
期
の
も
う
一
つ
の
句
題
和
歌
は
、
大
江
匡
房
『
匡
房
集
』
所
収
の
句
題
和
歌
で
あ
る
。
十
首

が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
十
首
の
う
ち
八
首
ま
で
は
、『
千
載
佳
句
』『
和
漢
朗
詠
集
』
に
も
見
い
だ

せ
る
詩
句
を
句
題
と
し
て
用
い
て
い
る
。
佳
句
集
か
ら
直
接
に
採
句
し
た
の
で
な
く
と
も
、
佳
句
集

が
参
照
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
。『
千
載
佳
句
』『
和
漢
朗
詠
集
』
か
ら
句
題
が
選
ば
れ
る
句
題
和
歌

は
、
藤
原
隆
房
『
朗
詠
百
首
』、
土
御
門
院
「
句
題
和
歌
」（
二
種
）、
藤
原
為
家
「
朗
詠
百
首
」
と

続
く
が
、
そ
の
先
蹤
と
し
て
『
匡
房
集
』
所
収
句
題
和
歌
は
注
目
さ
れ
る
作
品
で
あ
る
。

　
　
　

二
、
鎌
倉
時
代
初
期

　

平
安
時
代
末
か
ら
、
句
題
和
歌
が
定
数
歌
の
形
式
で
詠
ま
れ
始
め
る
。
大
江
千
里
「
句
題
和
歌
」

は
、
百
十
五
首
の
句
題
和
歌
と
句
題
和
歌
で
な
い
詠
懐
部
十
首
の
、
全
百
二
十
五
首
か
ら
な
る
が
、

定
数
歌
の
形
式
が
完
成
す
る
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
千
里
「
句
題
和
歌
」
は
、『
李
嶠
百
二
十
詠
』

を
参
照
し
た
構
成
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
が
、
各
部
に
句
題
を
分
け
て
百
首
な
い
し
五
十
首
歌
の

形
式
で
詠
ま
れ
る
句
題
和
歌
が
本
格
的
に
始
ま
る
の
は
、平
安
時
代
末
か
ら
だ
っ
た
。
少
な
く
と
も
、

作
品
の
現
存
状
況
か
ら
見
る
と
、
そ
の
よ
う
に
判
断
さ
れ
る
。
定
数
歌
形
式
の
句
題
和
歌
で
、
作
品

全
体
が
残
る
最
も
古
い
も
の
は
藤
原
隆
房
『
朗
詠
百
首
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
名
の
と
お
り
全
て

の
句
題
を
『
和
漢
朗
詠
集
』『
新
撰
朗
詠
集
』
か
ら
撰
び
、
百
首
歌
の
形
式
で
各
部
に
題
を
分
け
て

構
成
し
た
も
の
だ
。
以
後
、
定
数
歌
形
式
の
句
題
和
歌
が
続
く
こ
と
に
な
る
。

　

隆
房
『
朗
詠
百
首
』
は
、定
数
歌
形
式
に
当
て
は
め
て
い
る
と
は
い
え
、部
の
名
称
は
「
管
弦
部
」

「
餞
別
部
」
と
、
漢
詩
の
類
題
集
や
朗
詠
集
の
影
響
を
い
ま
だ
残
し
て
い
る
。
ま
た
、
源
光
行
『
百

詠
和
歌
』
は
、
各
部
の
名
称
も
『
李
嶠
百
二
十
詠
』
を
踏
襲
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
の
定
数
歌

形
式
の
句
題
和
歌
で
は
、各
部
の
名
称
も
『
堀
河
百
首
』
の
伝
統
的
な
部
・
題
に
沿
う
よ
う
に
な
る
。

こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
句
題
和
歌
の
和
様
化
の
一
端
を
看
取
で
き
る
。

　

慈
円
・
定
家
・
寂
身
に
よ
る
「
建
保
六
年
文
集
百
首
」
の
主
催
・
撰
題
は
と
も
に
慈
円
で
あ
る
が
、

句
題
と
し
て
最
大
四
句
ま
で
用
い
て
お
り
、
原
詩
全
体
ま
た
は
他
の
箇
所
ま
で
意
識
し
た
表
現
が
散

見
す
る
。
句
題
と
言
い
つ
つ
も
、
原
詩
全
体
に
目
を
配
っ
た
上
で
和
歌
に
移
す
と
い
う
営
為
は
、
全

て
の
「
建
保
六
年
文
集
百
首
」
詠
に
見
い
だ
せ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
句
題
和
歌
の
詠
法
と
意
識
と

し
て
も
注
目
さ
れ
る
も
の
だ
。
ま
た
、「
建
保
六
年
文
集
百
首
」
の
も
う
一
つ
の
特
徴
と
し
て
は
、

複
数
人
が
参
加
す
る
企
画
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
千
里
『
句
題
和
歌
』
以
来
、
句
題
和

歌
は
基
本
的
に
個
人
の
営
為
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
も
の
だ
っ
た
（
但
し
、『
道
済
集
』
所
収
の
長

恨
歌
句
題
和
歌
は
「
長
恨
歌
、
当
時
好
士
和
歌
詠
み
し
に
」
と
あ
り
、
複
数
名
が
参
加
し
た
企
画
と
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推
測
さ
れ
る
）。
和
漢
兼
作
の
歌
人
が
、
自
身
の
和
漢
双
方
に
通
じ
る
知
識
や
技
巧
を
発
揮
し
、
ま

た
は
技
術
を
磨
く
上
で
句
題
和
歌
と
い
う
形
式
が
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
建
保
六
年
文

集
百
首
」
に
お
い
て
は
、
慈
円
・
定
家
・
寂
身
だ
け
で
は
な
く
、
女
性
歌
人
の
八
条
院
高
倉
も
参
加

し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
建
保
六
年
文
集
百
首
」
は
北
野
社
に
奉
納
す
る
法
楽
百
首
と

し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
個
人
の
営
み
・
試
み
で
は
な
く
、
複
数
人
が
参
加
し
た
こ
と
が

明
確
な
句
題
和
歌
と
し
て
、
ま
た
何
ら
か
の
目
的
を
有
す
る
定
数
歌
を
句
題
和
歌
の
形
式
で
詠
む
と

い
う
点
に
お
い
て
も
、
後
続
の
句
題
和
歌
の
先
蹤
に
あ
た
る
作
品
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
に
お
い
て

も
、
句
題
和
歌
が
、
漢
詩
文
と
の
交
渉
を
表
に
立
て
た
特
殊
な
形
式
を
保
持
し
つ
つ
も
、
通
常
の
定

数
歌
に
接
近
し
て
ゆ
く
過
程
を
見
い
だ
せ
る
。

　
　
　

三
、
鎌
倉
時
代
中
後
期

　

特
定
の
出
典
、
そ
れ
も
佳
句
集
か
ら
句
題
を
撰
び
、
定
数
歌
と
し
て
構
成
す
る
試
み
は
、
そ
の
後

も
続
く
。
土
御
門
院
の
二
種
の
「
句
題
五
十
首
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
和
漢
朗
詠
集
』
か
ら
日
本
人
作

者
に
よ
る
漢
詩
句
を
、『
千
載
佳
句
』
か
ら
中
国
人
作
者
に
よ
る
漢
詩
句
を
選
ん
だ
も
の
で
、
ま
た

藤
原
為
家
「
朗
詠
百
首
」
は
、『
夫
木
抄
』
に
九
首
が
残
る
の
み
で
は
あ
る
が
、
詞
書
か
ら
元
来
は

百
首
歌
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
作
品
で
あ
る
。

　

土
御
門
院
「
句
題
五
十
首
（
二
種
）」
を
除
き
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
句
題
和
歌
に
つ
い
て
は
、
歌

人
の
家
集
に
断
片
的
に
残
さ
れ
る
程
度
で
、
ま
と
ま
っ
て
伝
わ
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
無
い
。
葉
室
光

俊
、
一
条
実
経
、
源
資
平
、
伏
見
院
、
日
野
俊
光
の
句
題
和
歌
を
本
報
告
書
に
収
載
し
た
が
、
他
に

も
勅
撰
集
・
私
撰
集
に
断
片
的
に
残
さ
れ
る
句
題
和
歌
は
数
多
い
。
ど
の
よ
う
な
目
的
で
詠
ま
れ
た

も
の
で
あ
る
か
、
不
明
で
あ
る
と
し
か
言
え
な
い
が
、
た
と
え
百
首
歌
で
あ
っ
て
も
、
個
人
的
な
詠

作
の
域
を
出
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　

但
し
、
こ
の
時
期
の
句
題
和
歌
に
も
注
目
さ
れ
る
展
開
が
あ
る
。

　

一
つ
は
、
句
題
と
し
て
用
い
ら
れ
る
出
典
の
拡
大
だ
。
葉
室
光
俊
『
閑
放
集
』
所
載
の
句
題
和
歌

に
は
、
宋
詩
か
ら
句
題
を
採
っ
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。
宋
代
の
詩
話
・
総
集
を
利
用
し
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
が
、い
ち
早
い
宋
詩
受
容
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、飛
鳥
井
雅
有
『
隣

女
集
』
所
収
の
句
題
和
歌
は
、『
孝
経
』『
帝
範
』
を
出
典
と
す
る
文
を
句
題
と
し
て
用
い
て
い
る
。

こ
の
時
代
の
句
題
和
歌
も
、『
白
氏
文
集
』
お
よ
び
佳
句
集
が
句
題
の
出
典
の
中
心
で
あ
る
こ
と
は

動
か
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
句
題
と
し
て
用
い
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
漢
詩
文
か
ら
、
新
た
な
句
題
を
選

ん
で
用
い
る
点
に
、
句
題
和
歌
の
新
し
い
展
開
が
あ
っ
た
。
五
首
以
上
が
残
る
句
題
和
歌
を
収
載
す

る
と
い
う
本
報
告
書
の
主
旨
か
ら
収
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
作
品
に
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　

古
集
百
首
歌
中
、
鵲
笏
悲
織
女
帰

　
　

な
ご
り
を
や
な
れ
も
し
る
ら
ん
七
夕
の
わ
か
れ
を
い
そ
ぐ
か
さ
さ
ぎ
の
は
し（『
藤
谷
集
』九
六
）

　

冷
泉
為
相
が
「
古
集
百
首
」
を
詠
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
句
題
は
い
ま
だ
出
典
が

明
ら
か
で
な
い
。
鎌
倉
時
代
中
後
期
の
句
題
和
歌
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
漢
籍
受
容
の
在
り
方
と
合

わ
せ
て
、
ま
だ
ま
だ
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
句
題
和
歌
の
広
が
り
で
あ
る
。
勅
撰
集
・
私
撰
集
・
私
家
集
に
断
片
的
に
残
さ
れ

て
い
る
句
題
和
歌
作
品
か
ら
は
、
幅
広
い
人
々
に
よ
っ
て
句
題
和
歌
が
詠
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ

れ
、
題
詠
の
一
形
式
と
し
て
句
題
和
歌
が
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
　
　

四
、
南
北
朝
か
ら
室
町
時
代

　

南
北
朝
期
の
句
題
和
歌
に
お
け
る
最
大
の
作
品
は
、『
頓
阿
句
題
百
首
』
で
あ
る
。
頓
阿
が
選
ん

だ
句
題
に
よ
る
百
首
組
題
を
、
他
の
四
人
の
歌
人
と
と
も
に
詠
ん
だ
も
の
だ
。
句
題
は
す
べ
て
五
言

一
句
で
あ
り
、
ま
た
定
数
歌
形
式
と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
後
世
に
も
三
条
西
公
条
が
組

題
と
し
て
襲
用
し
て
い
る
。

　
『
頓
阿
句
題
百
首
』
の
大
き
な
特
徴
は
、
用
い
ら
れ
た
句
題
の
出
典
の
範
囲
が
、
従
来
の
朗
詠
集
・

『
千
載
佳
句
』
と
い
っ
た
佳
句
集
や
『
白
氏
文
集
』
を
中
心
と
す
る
唐
詩
か
ら
、
宋
詩
に
ま
で
本
格

的
に
広
が
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
摘
句
に
あ
た
っ
て
の
資
料
は
総
集
や
詩
話
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、『
頓
阿
句
題
百
首
』
の
句
題
が
す
べ
て
五
言
一
句
で
統
一
さ
れ
て
い
る
の
は
、
漢
詩
句
を

原
詩
の
文
脈
か
ら
切
り
離
し
、
五
字
題
と
し
て
扱
う
傾
向
を
窺
わ
せ
る
。
白
居
易
の
新
楽
府
・
歌
行

句
題
和
歌
や
、「
建
保
六
年
文
集
百
首
」
が
、
原
詩
全
体
の
内
容
を
背
景
と
し
て
意
識
し
な
が
ら
和

歌
を
詠
ん
で
い
た
の
と
は
異
な
る
意
識
が
認
め
ら
れ
る
。
企
画
の
上
で
は
、
漢
詩
文
か
ら
選
ん
だ
句

で
あ
る
と
い
う
特
殊
性
を
担
保
し
つ
つ
も
、
和
歌
と
し
て
は
通
常
の
題
詠
と
さ
ほ
ど
差
異
が
認
め
ら

れ
な
い
と
い
う
傾
向
と
句
題
和
歌
の
あ
り
方
は
、
室
町
時
代
後
期
の
句
題
和
歌
に
引
き
継
が
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　

五
山
の
隆
盛
に
よ
り
、
漢
籍
受
容
が
拡
大
・
深
化
し
た
室
町
時
代
、
句
題
和
歌
も
様
々
に
詠
ま
れ

た
。
鎌
倉
時
代
中
後
期
に
見
ら
れ
た
の
と
同
様
に
、
新
た
な
出
典
か
ら
句
題
を
選
び
用
い
た
作
品
に

は
、『
孝
経
』
を
用
い
た
『
古
文
孝
経
和
歌
』、黄
山
谷
「
演
雅
」
を
用
い
た
『
竹
内
僧
正
家
句
題
歌
』、

杜
甫
の
詩
句
を
用
い
た
「
聖
廟
法
楽
五
十
首
」
が
あ
る
。
前
代
ま
で
と
は
異
な
り
、
杜
甫
や
黄
山
谷

と
い
っ
た
禅
林
で
重
視
・
愛
好
さ
れ
た
漢
詩
の
受
容
が
和
歌
に
も
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
室
町
時
代
後
期
の
句
題
和
歌
の
展
開
と
し
て
重
要
な
の
が
、
禁
裏
和
歌
御
会
の
題
と
し
て

用
い
ら
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。「
永
正
二
年
文
集
百
首
」「
聖
廟
法
楽
五
十
首
」
が
そ
れ
に
当
た
る

が
、後
柏
原
天
皇
禁
裏
の
月
次
御
会
に
お
い
て
、句
題
を
組
題
と
し
た
題
が
用
い
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、

そ
れ
ま
で
の
句
題
和
歌
が
、
た
と
え
複
数
人
が
参
加
す
る
企
画
で
あ
っ
て
も
、
あ
く
ま
で
私
的
な
場

に
お
け
る
詠
作
で
あ
っ
た
の
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
禁
裏
の
最
も
晴
儀
の
詠
歌
の
場
で
あ
る
禁
裏

御
会
に
句
題
が
用
い
ら
れ
た
の
は
、そ
の
後
の
句
題
和
歌
お
よ
び
そ
の
題
の
広
が
り
を
考
え
る
上
で
、
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画
期
と
な
る
も
の
だ
っ
た
。

　

禁
裏
御
会
和
歌
で
句
題
を
用
い
た
最
初
の
例
に
あ
た
る
永
正
元
年（
一
五
〇
四
）「
禁
裏
御
会
和
歌
」

は
、
共
通
す
る
三
句
題
を
す
べ
て
の
歌
人
が
詠
進
し
、「
永
正
文
集
百
首
」「
聖
廟
法
楽
五
十
首
」
は

続
歌
形
式
で
詠
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
多
人
数
に
題
を
配
っ
て
詠
ま
せ
た
も
の
で
、
詠
進
に
臨
む

歌
人
の
句
題
和
歌
に
対
す
る
思
い
入
れ
や
挑
戦
の
度
合
い
と
い
っ
た
も
の
は
斟
酌
さ
れ
な
い
。『
頓

阿
句
題
百
首
』
が
五
言
一
句
に
句
題
を
統
一
し
、
組
題
と
し
て
の
形
式
を
整
え
た
こ
と
で
、
通
常
の

題
詠
と
の
差
異
が
生
ま
れ
に
く
く
な
っ
た
と
先
述
し
た
。
こ
の
傾
向
は
、
特
に
「
永
正
文
集
百
首
」

「
聖
廟
法
楽
五
十
首
」
に
顕
著
で
あ
り
、
原
詩
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
句
題
と
し
て
切
り
出
さ
れ
た
部

分
だ
け
を
、
ど
の
よ
う
に
和
歌
に
裁
ち
入
れ
、
題
意
を
満
た
す
か
に
重
点
が
置
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
永
正
文
集
百
首
」「
聖
廟
法
楽
五
十
首
」
の
、
①
形
式
面
を
五
言
一
句
に
句
題
を
限
定
す
る
、
②

原
詩
の
内
容
か
ら
切
り
離
し
て
句
題
を
五
字
題
と
し
て
扱
う
、
③
組
題
と
し
て
禁
裏
御
会
和
歌
の
題

に
用
い
ら
れ
た
、
と
い
う
三
点
は
、
近
世
の
句
題
和
歌
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
す
な
わ
ち
、
個

人
の
試
み
・
営
み
と
い
う
枠
を
出
て
、
禁
裏
御
会
和
歌
と
い
う
晴
の
場
に
お
い
て
、
組
題
と
し
て
整

理
さ
れ
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
後
世
に
も
題
の
先
蹤
と
し
て
参
照
さ
れ
、
襲
用
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
近
世
の
句
題
和
歌
が
、中
古
・
中
世
の
そ
れ
を
い
か
に
受
容
し
継
承
し
た
か
の
一
端
と
し
て
、

近
世
の
歌
人
た
ち
が
同
じ
句
題
を
詠
ん
だ
例
が
多
い
こ
と
は
、
本
報
告
書
の
〈
同
一
句
題
〉
の
項
目

を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

　

簡
略
に
で
は
あ
る
が
、
句
題
和
歌
の
史
的
展
開
に
つ
い
て
、
概
要
を
述
べ
た
。
句
題
和
歌
は
、
漢

詩
文
を
和
歌
に
翻
訳
・
翻
案
す
る
技
法
、
句
題
と
原
詩
と
の
本
文
異
同
、
歌
人
・
歌
壇
論
な
ど
、
様
々

な
面
か
ら
の
考
究
が
必
要
と
な
る
。
本
報
告
書
は
、
句
題
和
歌
の
歴
史
を
追
え
る
よ
う
、
作
品
を
収

集
す
る
こ
と
を
試
み
た
が
、
重
要
な
作
品
を
見
落
と
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
見
識
が
不
充
分
で
行
き

届
か
な
い
部
分
が
あ
る
こ
と
も
充
分
に
予
想
さ
れ
る
。
様
々
、
ご
指
摘
・
ご
叱
正
を
乞
う
次
第
で
あ

る
。

�

（
こ
や
ま
じ
ゅ
ん
こ　

京
都
女
子
大
学
教
授
）
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